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Welcome to CAMPS
音楽知能を搭載した次世代の MIDI シーケンサー

CAMPS ヘルプでは、CAMPS の特徴、機能、操作方法について、詳細に説明されています。最新の技術
を統合し CAMPS が初めて実現した、数々のパワフルな作曲支援機能をお楽しみ下さい。

� �

CAMPS の概要 CAMPS は、単なるシーケンサーではありません。本ページには CAMPS 固
有の機能やユーザーインターフェースについて、概要説明がありま
す。CAMPS 全体について、理解する事ができます。

CAMPS v4 の使い方 CAMPS の使用に際し、一般的なトピックについてポイントを説明していま
す。

エディター エディターでは、作曲編曲のための MIDI データ編集をすることができま
す。

ダイアログボックス ダイアログボックスでは、自動作曲やハーモナイズなど CAMPS の様々な機
能のパラメーターを、調節することができます。

メニューバー 画面上部にあるメニューバーからは、CAMPS のほぼ全ての機能を、呼び出
すことができます。

ツールバー ツールバーは、MIDI データのコントロールや監視などに、使うことができ
ます。

カウンター カウンターは、MIDI データの監視を、大きなウインドーを使ってする場合
などに、使います。

音楽用語 キー、モード、ハーモナイズ、ヴォイシングなど、CAMPS 内で使われる音
楽用語について説明しています。

トラブルシューティング プログラムの使用にあたって、典型的な疑問点とこれに対する解決方法に
ついて説明しています。

テクニカルサポート 典型的な質問については、インターネット上の弊社ホームページの F.A.Q.
サイトで解説されています。個別の質問については、support@mxw.com 宛
に E メールでお問い合わせ願います。

ソフトウエア使用許諾契約 CAMPS およびこのマニュアルの使用に当たって、お読みいただき内容をご
了解ください。
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http://www.campspro.com/win4j/faq.htm
http://www.campspro.com/win4j/faq.htm


CAMPS v4 の使い方 � コンテンツ
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ここでは、CAMPS v4 を使用するために必要な一般的な項目の説明をします。

初めに

インストール●   

アンインストール●   

オーソライズ (ライセンス登録)●   

他のディレクトリへの再インストール●   

他のコンピューターへの再インストール●   

デフラグメント●   

MIDI の設定●   

グリッドの設定●   

ドキュメントの取り扱い

新規ドキュメントの作成●   

ドキュメントを開く●   

CAMPS v3 (Macintosh) ドキュメントを開く●   

標準 MIDI ファイルを開く●   

ドキュメントを保存する●   

標準 MIDI ファイルとして保存する●   

コードの設定

新規コードの作成●   

キーとモードの割り当て●   

コードのマニュアル設定●   

テンションとインバージョン●   

コードの再生●   

自動ハーモナイズ●   

曲全体の自動ハーモナイズ●   

コード進行の自動生成●   

MIDI 入力によるコードの自動検出●   

ローマ数値表記の自動表示●   

スケール名の自動表示●   

曲フォームの自動検出●   

ラインデータの操作



新規トラックの作成●   

新規ラインブロックの作成●   

トラック再生の操作●   

ツールを用いた自動作曲●   

メロディーラインを分析した自動作曲●   

設定しながら行う自動作曲●   

マウスで描画する自動作曲●   

テイクについて●   

ラインデータの再生●   

ラインデータの録音●   

自動ヴォイシング●   

スケールスペリングの自動表示●   

不協音の自動検出●   

歌詞の使い方●   

その他の機能

CAMPS の”自動”機能●   

SMPTE やテンポのタップ入力との同期●   

曲を構成する●   

マルチドキュメント環境●   
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環　境

��説　明
メニュー

�
代表的なオブジェクト

トラック
コードブロック
コードコンテナ
ラインブロック

�
一般的な操作

コードデータ
トラックカテゴリー
音符の編集
試　聴
MIDI 操作
コンピュータキーボードの使い方
ファイルの管理
オンラインヘルプ

�

環　境 説明 CAMPS は MIDI 編集機能についてプロレベルの操作性があるだけで
なく、同時に複数のドキュメントを開き、これらの間でデータのコ
ピー＆ペーストをすることもできます。何かを再生しながらの状態
でも、ほとんど全ての MIDI 編集機能が行えます。ハードウエアの処
理速度が速くなるほど、CAMPS の各種処理速度も速くなります。

CAMPS は、音楽理論の処理を重視しています。シーケンサーとして
十分な機能を維持しながら、ユーザーの音楽理論面での設定を可能
にする必要上、インターフェースがほかのシーケンサーとやや異な
る部分もあります。

CAMPS は、ユーザーが非常に細部まで設定できるプログラムでもあ
ります。機能を自動化すればする程、音楽的なツールとしての柔軟
性が損なわれてきます。CAMPS 内の"自動 xxx " 機能は、初心者に
CAMPS の各オブジェクトを使いこなす手掛かりを提供する目的で、
デザインされています。機能の性格上、期待するような音楽的結果
が得られるとは限りません。各パラメータを設定するなどして、期
待する結果について多くの情報を指定するほど、より音楽的な結果
を引き出すことになります。標準 MIDI ファイルを CAMPS で開くだ
けで、CAMPS だけの強力な機能を解放することができま
す。CAMPS ( Computer Assisted Music Processing System ) の名前
の由来は、ここにあります。



メニュー ユーザーが選択した対象物 ( コードや音符など ) に応じて内容や音楽
的関係が変化する機能が、CAMPS の広い範囲に渡り提供されていま
す。これらを管理するために CAMPS は、オブジェクト指向のユー
ザーインターフェースを採用しており、メニュー内容も状況に応じ
て変化します。これは、メニューアイテムの有効性 ( 非アクティブあ
るいは灰色化 ) だけではなく、メニューアイテム自体の表示・非表
示、表現のされ方、グループ化のされ方にも、影響を与えます。例
えばファイルを開いていない状態で、メニューなどのユーザーイン
ターフェースをブラウズしようとしても、収穫は少ないでしょ
う。CAMPS 内では一般的に、なんらかの処理をしようとしている対
象物を先ずマウスで選択すると、この対象物に応じて使用可能な機
能が有効となります。

代表的な
オブジェクト

トラック MIDI シーケンサーでは一般的な様に CAMPS も、曲中の MIDI ライ
ンデータをいくつかのトラックに分けて管理していますが、１番上
のトラックはコード情報専用に割り当てられています。このコード
トラックは調性の基礎となり、自動作曲など CAMPS 固有の機能に
参照されます。

残りのトラックについては、他の MIDI シーケンサーとほぼ共通した
機能をもちます。CAMPS 固有の機能として、オーケストレーション
上の役割をトラックに割り当てる事ができます。トラック毎に異な
る役割を設定する事が可能で、自動ハーモナイズをはじめとする多
くの CAMPS 固有の機能が参照します。本文内ではこのオーケスト
レーション上の役割 ( カテゴリー ) について、メロディーや和音を含
むトラック用の場合「調性を含むカテゴリー」、これ以外のパー
カッショントラック用の場合「ドラムスカテゴリー」と呼んでいま
す。

コードブロック コードトラックはいくつかのコードブロックで構成され、各コード
ブロックはいくつかのコードコンテナから成り立ちます。コードブ
ロックには、これを構成するコードコンテナの数と長さに応じて、
任意の長さを割り当てることができます。曲全体にコードブロック
を１つだけ割り当てて、この中にいくつかのコードコンテナを配置
するのではなく、曲をいくつかのコードブロックに分け、コードコ
ンテナはこのコードブロック毎にグループ化するのが一般的です。
コードブロックには、曲のそれぞれの部分に対応した調性を設定し
ます。この方法では、CAMPS はコードブロック毎に独立したコード
進行を提案することになり、結果として、曲の各部分により適切な
自動ハーモナイズが可能となります。

コードコンテナを選択すると、これを含むコードブロックが自動的
に選択 ( 反転表示 ) されます。しかしながらこの場合、コードコンテ
ナ関係のメニューアイテムが有効となり、コードブロック関係のメ
ニューアイテムは表示されません。コードブロック関係のコント
ロールを表示させるには、コードブロック上部の選択バーをクリッ
クし、内部のいずれのコードコンテナも反転表示されていない事
が、条件となります。



コードコンテナ コードコンテナには、MIDI データとともに音楽的な分析データが収
納されています。この結果、コードを試聴したり各種の作曲機能を
実現しています。コードコンテナには、修飾的な設定項目がいくつ
かあります。コード名、キー、コードファンクションなどで、これ
らはコードコンテナ毎に独立して設定でき、最終的なコードの設定
に影響を与えます。コードエリアとラインエリアの間の境界線をド
ラッグすると、これらの設定項目をすべて見ることが出来ます。

CAMPS の環境では、ユーザーインタフェースの視点からは、用語
「コード」と「コードコンテナ」は同義です。１コンテナに１コー
ドだけ割り当てることが出来ます。「音楽的な意味のコード」とは
区別して「CAMPS 内でのコード定義」を説明するために、ヘルプド
キュメントでは用語「コードコンテナ」を出来る限り使用していま
す。ラインデータ内で、いくつかの音符が同時に存在し音楽的な
コードが構成される場合、「和声的なラインデータ」とか「ヴォイ
シング」と、呼んでいます。これら用語を区別すると、ヘルプド
キュメントの理解が容易になります。

ラインブロック CAMPS では曲中の MIDI トラックデータをいくつかのラインブロッ
クに分けて管理し、音楽的な自動分析およびデータ編集を実現して
います。ラインブロックは、内蔵する音符がどれくらい引き続くか
に応じて、個別のラインブロックが構成されます。標準 MIDI ファイ
ルを 開いた場合または CAMPS で録音した場合、音符入力に休止が
発生した小節が、そのラインブロックの終了点となるのが普通で
す。

一般的な操作 コードデータ CAMPS が自動作曲やヴォイシング機能などで、あなたのラインデー
タに音楽的な変更や調節を加えられるのは、コードブロックを参照
しているからです。あるコードを設定したり変更しようとする
と、CAMPS は自動的に、そのコードの属するコードブロック内の別
コードを参照します。どれくらい適切なコード名を設定できるか
が、CAMPSの最もおいしい機能群の成果に影響を与えます。した
がってコード関係に慣れると、これらの機能群から最良の結果を引
き出すことにつながります。

トラックカテゴリー CAMPS 固有の機能として、"メロディー"、"ベース" といったオーケ
ストレーション上の役割を、トラックに割り当てる事ができます。
トラック毎に異なる役割を設定する事が可能で、自動ハーモナイズ
をはじめとする多くの CAMPS 固有の機能が参照します。一例とし
てドラムスカテゴリーの場合、音符データは MIDI キーボード上の各
キーに割り当てられたドラム音を意味します。これらの "音符" は、
あなたの曲で使われるコードを構成する音符として存在しているわ
けではないので、CAMPS が自動ハーモナイズをするときに考慮して
欲しくないはずです。CAMPS の特別な機能群を使いこなす上で、適
切なトラックカテゴリーを割り当てることは重要です。

音符の編集 音符は、イベントリスト、ピアノロール、楽譜の各エディターで、
編集することができます。ラインブロック上の音符を視覚的に編集
する場合、ピアノロールエディターが最適でしょう。音符やほかの
MIDI データを数値入力で編集するには、イベントリストエディター
が適しています。楽譜エディターは基本的には表示目的に適してお
り、各音符データの MIDI 値を元に自動的に譜面加工して表示します
ので、必ずしも表示されている通りの音符長を編集しているとは限
りません。

試　聴 コード関係のダイアログボックスで、処理結果の１候補を試聴して
いる最中に別の候補を選択した場合、再生ループはリセットされ、
新規に選択された候補の最初から再生を開始します。新規に選択さ
れた候補が、前後のコード進行の流れの中でどの様に聞こえるかを
試聴できます。



ライン関係のダイアログボックスで、処理結果の１候補を試聴して
いる最中に別の候補を選択した場合、再生ループの流れには影響を
与えず、新規に選択された候補の同箇所から再生を継続します。再
生の流れを中断することなく、他の候補と中途から切り替えて試聴
比較することができます。バックグラウンドウインドウの操作が可
能なダイアログボックスもいくつかあり、柔軟性を高めています。

MIDI 操作 MIDI 設定ダイアログボックスでは、非常に幅広い範囲に渡って MIDI
設定をすることができます。トラック毎に、異なる MIDI 出力ディバ
イスを割り当てる事もできます。この結果、接続されている MIDI イ
ンターフェースの数に応じて、トラック毎に別のシンセサイザーな
どを割り当てることが出来ます。なにかの再生中でも、MIDI 設定を
変更することができます。

MIDI 設定については、MIDI 設定ダイアログボックス以外に、数値入
力エリアおよびリアルタイムで動くフェーダーが、トラック毎に用
意されています。１２種類の MIDI イベントのいずれでも、いずれの
コントロールに割り当てて操作することが出来ます。

コンピュータ
キーボードの使い方

CAMPS のほとんどのメニューアイテムには "アクセスキー" が割り
当てられていますので、通例の ALT + 下線のあるアルファベット の
組み合わせると、コンピュータキーボードをマウスと共にまたは代
わりに使うことができます。

多くのエディット/選択ボックスさらにグラフィックデータは、コン
ピュータキーボードの矢印キーを使って操作することが出来ます。
ホームとエンドキーを使うと、作曲しているドキュメントの開始点
あるいは終了点へジャンプする事が出来ます。スペースバーキーは
トグルになっていて、再生の開始と停止をします。

ファイルの管理 CAMPS は、コードブロック、ラインブロックなどの情報を MIDI
データとともに、固有の .CDC フォーマットで保存します。標準
MIDI ファイル形式で保存した場合、コード定義の情報はテキスト情
報として保存されます。テキストおよび歌詞イベントはそのまま保
持されますが、トラックカテゴリーならびにラインブロック情報は
廃棄されます。

オンラインヘルプ ヘルプドキュメントは、CAMPS 内のエリアやインターフェース箇所
に準じて整理されています。解説の分量については、多すぎる少な
いと意見の分かれるところですが、相当精細なレベルで説明されて
います。ユーザーは、音楽、MIDI、コンピュータについての基礎知
識があるとの想定で記述されており、ヘルプドキュメントは CAMPS
の機能の説明に主眼をおいています。いずれのトピックも「説明」
「アイテム」「使い方」に分類して、説明されています。プログラ
ムがあなたの音楽的な努力や試みを支援し、このヘルプドキュメン
トがプログラム使用に役立つ事を願います。
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CAMPS v4 をインストールするには、次の手順で行います :

1 全てのアプリケーションプログラムを終了します。ウィルスプロテクトプログラムを使用している場
合は、これを解除します。
2 CD-ROM ドライブに、CAMPS 4 CD-ROM を挿入します。
3 インストールが自動的に開始されます。インストールが開始されない場合は、CAMPS 4 CD-ROM 内
の CAMPS 4 Setup.exe をダブルクリックします。
4 インストーラの指示に従い、インストール先などの指定をします。
5 インストールが完了したら、閉じるボタンをクリックして、インストーラを終了します。

 ライセンス登録

初めて CAMPS v4 をインストールする場合、インストールされたアプリケーションの有効使用期間
は、30日間に設定されています。再インストールしても、この有効期間を更新することはできません。
ライセンス登録を行うことで、CAMPS を無期限使用可能状態にすることができます。

アプリケーションのライセンス登録の方法は、CAMPS 4 フォルダ内の ReadMe.doc を参照下さい。

 CAMPS v4 の移動

ライセンス登録を完了している CAMPS v4 が、既に他のディレクトリやコンピューターに存在する場
合に、別途、CAMPS v4 をインストールしたい場合、登録済みのアプリケーションから、新しくインス
トールしたアプリケーションへ、ライセンスの移動をする必要があります。

他のディレクトリへの移動●   

他のコンピューターへの移動●   
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プログラムのオーソライズが完了している CAMPS v4 をアンインストールする場合は、アンインス
トールする前に一時的なライセンスの移動を必ずしましょう。CAMPS v4 をアンインストールするに
は、次の手順で行います :

1 全てのアプリケーションプログラムを終了します。ウィルスプロテクトプログラムを使用している場
合は、これを解除します。
2 Windows OS 上の画面左下のスタートメニューの中から、プログラム/CAMPS 4 サブメニューの
Uninstall CAMPS 4 を選択します。
3 アンインストールが開始されます。表示される指示に従ってアンインストールを進めます。
4 アンインストールが完了したら、OK ボタンをクリックして、アンインストーラを終了します。

 ライセンスの移動

オーソライズされたアプリケーションをアンインストールする場合、事前に、新規インストールしたア
プリケーションへライセンスの移動をする必要があります。この移動処理を行わずにアプリケーション
をアンインストールすると、登録されたライセンスは無効となり、プログラムが使用不能になります。

ライセンスの移動処理
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CAMPS v4 を無期限使用可能にするには、プログラムのオーソライズ (ライセンス登録) を行う必要があ
ります。登録を行わない場合、アプリケーションの有効使用期間は、30日間に設定されています。一
度、ライセンス登録をしておけば、プログラム内にあるライセンスの移動コマンドを使うだけで、他の
ディレクトリや他のコンピューターへのインストールやアンインストールが簡単に行えます。CAMPS
v4 をライセンス登録するには、次の手順で行います :

1. License Configuration ダイアログボックスを開く

1 全てのアプリケーションプログラムを終了します。ウィルスプロテクトプログラムを使用している場
合は、これを解除します。
2 ハードディスクにインストールした CAMPS v4 を起動します。
3 起動直後に開く License Status ダイアログボックスが表示されている間に、コンピューターキーボー
ドの Enter キーを押します。
4 License Configuration ダイアログボックスが表示されます。

2. Site Code の自動生成

License Configuration ダイアログボックス上では、ボタンをクリックするだけで、Site Code が自動生
成されます。この Site Code をインターネット上にある弊社のライセンス登録サーバー (２４時間受付)
で入力すると、Site Code に対応する Site Key が、E メールで届けられます。License Configuration ダ
イアログボックスに Site Key を入力すると、ハードディスクにインストールされている CAMPS v4 は
オーソライズされ、無期限使用可能になります。

5 Display Site Code... ボタンをクリックします。
6 使用許諾契約書に同意いただける場合、 Yes ボタンをクリックします。
7 生成された Site Code を、あなたの記録用に控えておいて下さい。
弊社のライセンス登録サイトを利用される場合、Site Code をコピー/ペーストするだけで、安全にライ
センス登録を進めることができます。

3. Site Key によるプログラムのオーソライズ

郵便、ファックス、e-mail、弊社のライセンス登録サイトのいずれかの方法で、あなたの Site Code と
顧客登録を済ませて下さい。ファックスや e-mail の場合は２４時間以内に、郵便の場合は数日で Site
Key が届けられます。

店頭またはメイルオーダーで CAMPS v4 をご購入の場合、登録時にシリアル番号も必要となります。

8 ダイアログボックスのメッセージエリアにある Authorization Site リンクをクリックするだけで、イン
ターネット上にある弊社のライセンス自動登録サイトに接続され、安全に簡単にライセンス登録を進め
ることができます。
9 ライセンス登録サイトでは説明に従って、Site Code と顧客情報を入力します。
10 後日 Site Key を入手したら、Site Key テキストボックスにこの Site Key を入力 (またはペースト) し
てから、Validate ボタンをクリックします。
11 CAMPS v4 のライセンス登録が完了しました。

 オーソライズされたアプリケーションの移動

オーソライズされたアプリケーションを移動する場合、ライセンスの移動をする必要があります。ライ
センスの移動を行わずに、プログラムをアンインストールや削除してしまうと、登録されたライセンス
が無効となりプログラムが使用不能になります。

ライセンスの移動処理

http://www.campspro.com/win4j/authorization.htm




他のディレクトリへの再インストール �
コンテンツ

CAMPS の使い方

�

同一コンピューター内の別のディレクトリへ CAMPS 4 フォルダを移動する場合、インストーラを使う
などして、CAMPS 4 フォルダの複製を作ります。これ以外にさらに重要なこととして、現在オーソラ
イズされているアプリケーションから複製したアプリケーションへ、ライセンスの移動をする必要があ
ります。

1 全てのアプリケーションを終了します。ウィルスプロテクトを使用している場合は、これを解除しま
す。
2 CAMPS 4 CD-ROM からインストールしたり、Windows OS のコピー/ペースト機能を使用するなど
して、CAMPS 4 フォルダの複製を目的のディレクトリに作ります。
3 現在オーソライズされている CAMPS v4 を起動します。
4 起動時に開く License Status ダイアログボックスが表示されている時に、コンピューターキーボード
の Enter キーを押します。
5 License Configuration ダイアログボックスが表示されます。
6 License メニューの Transfer to Directory... を選択します。
7 ライセンス移動先のディレクトリを、表示される指示に従って入力するか、Browse ボタンをクリッ
クして表示されるディレクトリのリストから選択します。
8 OK ボタンをクリックします。ライセンスの移動が完了しました。
9 ライセンスの複製元の CAMPS 4 フォルダを削除します。

 アンインストール

オーソライズされているアプリケーションは、削除やアンインストールをしないで下さい。削除やアン
インストールをする前に、まずライセンスの移動をする必要があります。ライセンスの移動を行わず
に、アンインストールや削除してしまうと、登録されたライセンスが無効になってしまいます。

ライセンスの移動処理

�



他のコンピューターへの再インストール �
コンテンツ

CAMPS の使い方

�

CAMPS v4 を他のコンピューターに再インストールする場合、フロッピーディスクを経由して、ライセ
ンスの移動を行う必要があります。

1 まず再インストール先のコンピューターで

1 全てのアプリケーションプログラムを終了します。ウィルスプロテクトプログラムを使用している場
合は、これを解除します。
2 CD-ROM ドライブに、CAMPS 4 CD-ROM を挿入します。
3 インストールが自動的に開始されます。インストールが開始されない場合は、CAMPS 4 CD-ROM 内
の CAMPS 4 Setup.exe をダブルクリックします。インストーラの指示に従い、インストール先などの
指定をします。
4 一時的にライセンス情報を記録するために、空のフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブ
に挿入します。
5 ハードディスクにインストールした CAMPS v4 を起動します。
6 起動時に開く License Status ダイアログボックスが表示されている時に、コンピューターキーボード
の Enter キーを押します。
7 License Configuration ダイアログボックスが表示されます。
8 License メニューの Transfer in from another computer... を選択します。
9 フロッピーディスクドライブのディレクトリを入力します。
10 OK ボタンをクリックします。ライセンス情報がフロッピーディスクに書き込まれます。

2 オーソライズされているアプリケーションのあるコンピューターで

11 ライセンス情報が書き込まれたフロッピーディスクを、フロッピーディスクドライブに挿入します。
12 License メニューの Transfer out to another computer... を選択します。ライセンス移動に必要な情報
が、再度、フロッピーディスクに書き込まれます。

3 再インストール先のコンピューターに戻って

13 ライセンス情報が書き込まれたフロッピーディスクを、フロッピーディスクドライブに挿入
し、Continue Transfer をクリックします。
14 再インストールしたアプリケーションのオーソライズが完了しました。

詳細説明

ﾊ ﾊ

ﾊ



�



MIDI の設定 �
コンテンツ

CAMPS の使い方

�

MIDI設定ダイアログボックスでは、多くの MIDI に関する設定を行うことが出来ます。このダイアログ
ボックスでいずれの設定をする場合も、これに先立って、CAMPS が使用する MIDI ドライバーソフト
ウェアを決める必要があります、MIDI ドライバーソフトウェアの選択には、Windows OS の MIDI
Mapper で指定するか、CAMPS 内で個別に指定するかの、２通りがあります。

入出力メニューのOS指定の出力先を使うアイテムで、使用
する MIDI ドライバーソフトウェアを Windows OS で指定
するかどうかを切り替えます。
Windows OS で指定するを選択した場合、OS 指定の出力
先を使うの前にチェックマークが付き、全ての MIDI 信号
は、Windows OS のコントロールパネルのマルチメディア
アプレットに送られます。MIDI 信号には、再生データ、メ
トロノーム音、同期信号などが含まれます。
Windows OS で指定するを選択しない場合、OS 指定の出
力先を使うの前にチェックマークが外れ、CAMPS 内から
直接、使用する MIDI 出力先を選択します。柔軟性の高い
設定変更が可能となります。

 Windows OS で指定するを選択した場合、次の要領
で、MIDI 出力先を設定します。Windows OS のコントロー
ルパネルのマルチメディアをダブルクリックすると、マル
チメディアのプロパティが表示されます。このダイアログ
ボックスの MIDIタブのMIDI出力で、MIDI 出力先を設定し
ます。

入出力メニューのMIDI設定...アイテムを選択
すると、MIDI設定ダイアログボックスが表示
されます。このダイアログボックスでは、多
くの MIDI 信号に関して、入力や出力、同
期、デバイスなどの詳細な設定を行うことが
できます。



 CAMPS の MIDI 機能の一つとして、各トラックに異なる出力デバイスを割り当てることができま
す。これにより、コンピューターにインストールされている MIDI インターフェイスの数に応じて、各
トラックの MIDI データを異なる音源や他のデバイスに送信することができます。なにかの再生中で
も、これらの MIDI 設定を変更することができます。

数値入力エリアおよびリアルタイムで動くフェーダーが、トラック毎に用意されています。１２種類の
MIDI イベントのいずれでも、いずれのコントローラに割り当てて操作することが出来ます。目的に応じ
て、MIDI イベントを数値で設定したり、スライダーで設定することが可能です。



デフラグメント �
コンテンツ

CAMPS の使い方

�

オーソライズした CAMPS v4 があるボリュームに対して、Symantec 社の Norton Utilities の Speed
Disk などの、ハードディスク用のデフラグメントユーティリティーを使用することが出来ます。

 Symantec 社の Norton Utilities の Speed Disk を使う場合
スピードディスク内で以下の設定を行うと、CAMPS のライセンスを壊すことなく、安全にハードディ
スクのオプティマイズをする事ができます。スピードディスクを起動して、"ファイル/オプション/カス
タマイズ/移動しないファイル" を選択して開いたダイアログボックスの中で、次のタイプのファイルを
設定します。*.ENT、*.RST、*.KEY、*. 41S

参照 :
他のディレクトリへの再インストール
他のコンピューターへの再インストール

�



新規ドキュメントの作成 �
�コンテンツ

CAMPS の使い方

�

新規に空のドキュメントを作成するには、ファイルメニューの新規作成アイテムを選択します。

新規に作成されるドキュメントのディフォルト値の設定は、ファイルメニューの新規設定...アイテムを
選択して開く、新規ドキュメント設定ダイアログボックスで行います。

関連するページ:

ドキュメントウインドウ

�

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/NewDocument/Main.htm


ドキュメントを開く �
�コンテンツ

CAMPS の使い方

�

ファイルに保存されている CAMPS v4 ドキュメントを開くには、ファイルメニューの開く...アイテムを
選択して開く、ファイル選択ダイアログボックスでファイルを選択します。

CAMPS は、複数のドキュメントを同時に開き、データをやり取りすることができます。

関連するページ:

ドキュメントウインドウ

�



CAMPS v3 (Macintosh) ドキュメントを開く �
�コンテンツ

CAMPS の使い方

�

ファイルに保存されている CAMPS v3 (Macintosh) ドキュメントを開くには、ファイルメニューの開
く...アイテムを選択して開く、ファイル選択ダイアログボックスでファイルを選択します。この場
合、CAMPS v3 ドキュメントファイルには、".cdc" という拡張子が付けられている必要があります。

CAMPS は、複数のドキュメントを同時に開き、データをやり取りすることができます。

CAMPS では曲中の MIDI トラックデータをいくつかのラインブロックに分けて管理し、音楽的な自動
分析およびデータ編集を実現しています。ラインブロックは、内蔵する音符がどれくらい引き続くかに
応じて、個別のラインブロックが構成されます。標準 MIDI ファイルを 開いた場合または CAMPS で録
音した場合、音符入力に休止が発生した小節が、そのラインブロックの終了点となるのが普通です。

関連するページ:

ドキュメントウインドウ

�



標準 MIDI ファイルを開く �
�コンテンツ

CAMPS の使い方

�

標準 MIDI ファイル ( S.M.F. ) を開くには、ファイルメニューの開く...アイテムを選択して開く、ファイ
ル選択ダイアログボックスでファイルを選択します。
CAMPS は、複数のドキュメントを同時に開き、データをやり取りすることができます。

 標準 MIDI ファイルを開いた場合、CAMPS はラインデータを自動的に分析し、適宜、ラインブ
ロックを構築します。また、それぞれのトラックにカテゴリーを設定します。これらの設定は、ファイ
ルを開いたあと、いつでも変更することができます。

CAMPS では曲中の MIDI トラックデータをいくつかのラインブロックに分けて管理し、音楽的な自動
分析およびデータ編集を実現しています。ラインブロックは、内蔵する音符がどれくらい引き続くかに
応じて、個別のラインブロックが構成されます。標準 MIDI ファイルを 開いた場合または CAMPS で録
音した場合、音符入力に休止が発生した小節が、そのラインブロックの終了点となるのが普通です。

関連するページ:

ドキュメントウインドウ

�



ドキュメントを保存する �
コンテンツ

CAMPS の使い方

�

CAMPS ドキュメントを標準 MIDI ファイル ( S.M.F. ) として保存するには、ファイルメニューの上書き
保存あるいは、名前を付けて保存...アイテムを選択して開く、ファイル保存ダイアログボックスで保存
するファイル名を指定します。

CAMPS ドキュメントファイルには、".cdc" という拡張子を指定します。

�



標準 MIDI ファイルとして保存する �
�コンテンツ

CAMPS の使い方

�

CAMPS ドキュメントを標準 MIDI ファイル ( S.M.F. ) として保存するには、ファイルメニューのSMFと
して保存...アイテムを選択します。ファイル保存ダイアログボックスで保存するファイル名を指定する
と、SMF保存オプションダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスで、いくつかの
保存時の設定を行います。

標準 MIDI ファイル形式で保存した場合、コード定義の情報はテキスト情報として保存されます。テキス
トおよび歌詞イベントはそのまま保持されますが、トラックカテゴリーならびにラインブロック情報は廃
棄されます。

�

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/ExportSMF/Main.htm


新規コードの作成 �
�コンテンツ

CAMPS の使い方

�

MIDI シーケンサーでは一般的な様に CAMPS も、曲中の MIDI ラインデータを複数のトラックに分けて
管理していますが、１番上のトラックはコード情報専用に割り当てられています。このコードトラック
は調性の基礎となり、自動作曲など CAMPS 固有の機能群に参照されます。

コードトラックはいくつかのコードブロックで構成され、各コードブロックはいくつかのコードコンテ
ナから成り立ちます。コードブロックには、これを構成するコードコンテナの数と長さに応じて、任意
の長さを割り当てることができます。

曲全体にコードブロックを１つだけ割り当てて、この中にいくつかのコードコンテナを配置するのでは
なく、曲をいくつかのコードブロックに分け、コードコンテナはこのコードブロック毎にグループ化す
るのが一般的です。コードブロックには、曲のそれぞれの部分に対応した調性を設定します。この方法
では、CAMPS はコードブロック毎に独立したコード進行を提案することになり、結果として、曲の各
部分により適切な自動ハーモナイズが可能となります。

新規コードの作成
コードコンテナはコードブロック内に在るので、新規にコードコンテナを作成するには、まずコードブ
ロックを作る必要があります。

CAMPS には新規コードブロックを作成する方法が、ペンツールをはじめとしていくつもあります。ド
キュメントウインドウ上部にあるペンツールボタンをクリックしてから、新規にコードブロックを作成
する開始点から終了点まで、コードエリア内で横方向にマウスをドラッグすると、新規コードブロック
が作成されます。新規コードブロック用の、キー、モード、長さなどコード関係の各種設定は、いつで
も変更できます。

関連するページ:

コードブロックの操作

�



ローマ数値表記の自動表示 �
�コンテンツ

CAMPS の使い方

�

コードコンテナに割り当てられたコードをローマ数値表記 (II-7, V7, 等) で表示させることができます。

エディター上で（ドキュメントウインドウ、ピアノロールエディター）
表示メニューのコード表示サブメニュー内のローマ数値表記アイテムを選択します。

また、コード関連の各種ダイアログボックスで、得られた結果をコードをローマ数値表記で表示させる
ことができます。

ダイアログボックス上で
コード関連の各種ダイアログボックス上のローマ数値表記ラジオボタンをクリックします。

�



スケール名の自動表示 �
��コンテンツ

CAMPS の使い方

�

コードコンテナに割り当てられたコードのスケール名 (Dorian, Mixolydian, 等) を表示させることができ
ます。

エディター上で（ドキュメントウインドウ、ピアノロールエディター）
表示メニューのコード表示サブメニュー内のスケール名アイテムを選択します。

�



テンションとインバージョン �
�コンテンツ

CAMPS の使い方

�

コードコンテナに割り当てられているコードのテンションを変更することができます。コードコンテナ
を右ボタン・クリックして表示されるメニューのテンションサブメニューの中にテンションを変更した
コードの一覧が表示されます。コードの一覧には、テンションの有/無コード( C-7, C-7(9)(11), 等) や、
トライアドコード ( C-, Eb, etc.) が表示されます。

コードコンテナに割り当てられているコードのインバージョンを変更することができます。コードコン
テナを右ボタン・クリックして表示されるメニューのインバージョンサブメニューの中にテンションを
変更したコード ( C-7/Eb, C-/G, 等) の一覧が表示されます。

�



コード進行の自動生成 �
�コンテンツ

CAMPS の使い方

�

MIDI シーケンサーでは一般的な様に CAMPS も、曲中の MIDI ラインデータを複数のトラックに分けて
管理していますが、１番上のトラックはコード情報専用に割り当てられています。このコードトラック
は調性の基礎となり、自動作曲など CAMPS 固有の機能群に参照されます。

コードトラックはいくつかのコードブロックで構成され、各コードブロックはいくつかのコードコンテ
ナから成り立ちます。コードブロックには、これを構成するコードコンテナの数と長さに応じて、任意
の長さを割り当てることができます。

曲全体にコードブロックを１つだけ割り当てて、この中にいくつかのコードコンテナを配置するのでは
なく、曲をいくつかのコードブロックに分け、コードコンテナはこのコードブロック毎にグループ化す
るのが一般的です。コードブロックには、曲のそれぞれの部分に対応した調性を設定します。この方法
では、CAMPS はコードブロック毎に独立したコード進行を提案することになり、結果として、曲の各
部分により適切な自動ハーモナイズが可能となります。

新規コード進行の生成
コードコンテナはコードブロック内に在るので、新規にコードコンテナを作成するには、まずコードブ
ロックを作る必要があります。

CAMPS にはコード進行を割り当てた新規コードブロックを作成する方法が、魔法の杖ツールをはじめ
としていくつもあります。ドキュメントウインドウ上部にある魔法の杖ツールボタンをクリックしてか
ら、新規にコードブロックを作成する開始点から終了点まで、コードエリア内で横方向にマウスをド
ラッグすると、新規コードブロックが作成されます。新規コードブロック用の、キー、モード、長さな
どコード関係の各種設定は、いつでも変更できます。

既にコードが割り当てられているコードコンテナがあるコードブロックを魔法の杖ツールでクリックす
ると、CAMPS はこれらをただちに分析しコードを再生成します。この作業を繰り返すだけで、何百も
の結果を引き出すことになります。

関連するページ:

コードブロックの操作
コード進行生成ダイアログボックス

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/ChdGen/Main.htm


自動ハーモナイズ �
�コンテンツ

CAMPS の使い方

�

MIDI シーケンサーでは一般的な様に CAMPS も、曲中の MIDI ラインデータを複数のトラックに分けて
管理していますが、１番上のトラックはコード情報専用に割り当てられています。このコードトラック
は調性の基礎となり、自動作曲など CAMPS 固有の機能群に参照されます。

コードトラックはいくつかのコードブロックで構成され、各コードブロックはいくつかのコードコンテ
ナから成り立ちます。コードブロックには、これを構成するコードコンテナの数と長さに応じて、任意
の長さを割り当てることができます。

曲全体にコードブロックを１つだけ割り当てて、この中にいくつかのコードコンテナを配置するのでは
なく、曲をいくつかのコードブロックに分け、コードコンテナはこのコードブロック毎にグループ化す
るのが一般的です。コードブロックには、曲のそれぞれの部分に対応した調性を設定します。この方法
では、CAMPS はコードブロック毎に独立したコード進行を提案することになり、結果として、曲の各
部分により適切な自動ハーモナイズが可能となります。

ラインデータを自動ハーモナイズする
コードコンテナはコードブロック内に在るので、新規にコードコンテナを作成するには、まずコードブ
ロックを作る必要があります。

CAMPS には自動ハーモナイズをする方法が、魔法の杖ツールをはじめとしていくつもあります。ド
キュメントウインドウ上部にある魔法の杖ツールボタンをクリックしてから、新規にコードブロックを
作成する開始点から終了点まで、コードエリア内で横方向にマウスをドラッグすると、新規コードブ
ロックが作成されます。新規に作成されたコードブロックの位置に、ドラムス以外のカテゴリーのライ
ンデータが存在している場合、そのラインデータをハーモナイズしたコードが割り当てられます。新規
コードブロック用の、キー、モード、長さなどコード関係の各種設定は、いつでも変更できます。

他のハーモナイズの結果を得るためにには、コードブロックの選択バーやコードコンテナを魔法の杖
ツールでクリックします。この作業を繰り返すだけで、何百もの結果を引き出すことになります。

関連するページ:

コードブロックの操作
ハーモナイズダイアログボックス
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CAMPS の”自動”機能 �
�コンテンツ

CAMPS の使い方

�

CAMPS 内の"自動 xxx " 機能は、初心者に CAMPS の各オブジェクトを使いこなす手掛かりを提供する
目的で、デザインされています。機能の性格上、期待するような音楽的結果が得られるとは限りませ
ん。各パラメータを設定するなどして、期待する結果について多くの情報を指定するほど、より音楽的
な結果を引き出すことになります。音楽的なツールとしての柔軟性を実現するためには、各種ダイアロ
グボックスを使用します。

"自動" 機能

メニューアイテム 自動再作曲
該当範囲を自動ハーモナイズ
自動生成
自動ハーモナイズ
キーを変えずに自動ハーモナイズ
該当ラインを自動再作曲
全体を自動ハーモナイズ

ダイアログボックス コード自動生成チェックボックス ( 新規コードダイアログボックス、新規コード
ブロックダイアログボックス )
ラインデータ自動生成チェックボックス ( 新規ラインブロックダイアログボック
ス、新規テイクダイアログボックス )

エディター 魔法の杖ツール

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/Chords/New.htm
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曲を構成する �
�コンテンツ

CAMPS の使い方

�

ラインブロック
標準 MIDI ファイルを読み込んだ場合、CAMPS は、データの連続性によって、トラックのラインデー
タをラインブロックに分割し、カプセル化します。小節線をまたぐラインデータが存在しない場合、ラ
インブロックは終了し、新たなラインブロックが始まります。ラインデータの存在しない小節には、当
初、ラインブロックは割り当てられません。

ラインブロックは結合することができますが、CAMPS のエディターを使用するとき、小さなセクショ
ンで分割していた方が効率的です。ラインブロックは、好きな場所で分割することも可能です。

トラック上のどのような位置にも、他のラインブロックの存在に影響することなく、いかなる長さのラ
インブロックを作成することができます。ラインブロックは、ラインデータを生成したものや、空のも
のを作成することができます。

Verse や Bridge など、曲中の異なるセクションにラインブロックを使用した場合、自動ハーモナイズ
など CAMPS 固有の機能がラインブロックを参照しているため、すばやい曲のアレンジが可能です。そ
れぞれのラインブロックには、識別を容易にするため、名前や色を設定することができます。必要に応
じて、ラインブロックは、生成、編集、長さの変更、分割、コピー、複製、移動、削除などの処理をす
ることができます。

コードブロック
コードブロックは、複数のコードコンテナで構成されます。コードブロックは、選択バー（コードブ
ロック上部の細い横長の領域）を使用して、操作します。

コードブロックは、自動作曲など CAMPS 固有の機能が参照しているため、すばやい曲のアレンジが可
能です。また、コードブロックは、Verse や Bridge など、曲中の異なるセクションの調性を構成する
のに役立ちます。コードを生成するために CAMPS を使用したとき、コードブロックの現在の、あるい
は、潜在的な調性の設定が参照され、同じコードブロック内の隣接するコードとスムーズな流れを持つ
コードが生成されます。必要に応じて、コードブロックは、生成、コピー、複製、移動、削除などの処
理をすることができます。

関連するページ:

ドキュメントウインドウ





SMPTE やテンポのタップ入力との同期 �
�コンテンツ

CAMPS の使い方

�

MIDI シーケンサー
CAMPS は、内部 MIDI クロックモード以外にスレーブモードをサポートしています。スレーブモード
に設定した場合、他のシーケンサーなどの外部 MIDI クロックに従って、業務使用に耐える同期精度
で、再生や録音を行うことが出来ます。

テンポのタップ入力
CAMPS は、上記のモード以外にタップテンポモードをサポートしています。タップテンポモードに設
定した場合、ユーザーが外部 MIDI 楽器やコンピューターキーボードからタップ入力した、 "自由" なテ
ンポのパルスに従って、再生や録音を行うことが出来ます。

フィルムとビデオ
フィルムやビデオの動画に音を同期させる場合、CAMPS は、SMPTE タイムコードのいずれのフレー
ムレートもサポートしています。

関連するページ:

MIDI設定ダイアログボックス



マルチドキュメント環境 �
�コンテンツ

CAMPS の使い方

�

CAMPS は MIDI 編集機能についてプロレベルの操作性があるだけでなく、同時に複数のドキュメント
を開き、これらの間でデータのコピー＆ペーストをすることもできます。何かを再生しながらの状態で
も、ほとんど全ての MIDI 編集機能が行えます。ハードウエアの処理速度が速くなるほど、CAMPS の
各種処理速度も速くなります。

CAMPS のマルチドキュメント環境は、複数のドキュメントを同時に開くことが可能です。これによっ
て、ドキュメントウインドウ間でコピー＆ペーストをしたり、あるドキュメントを演奏しながら、他の
ドキュメントを編集したりすることなどが可能になります。

関連するページ:

ファイルメニュー / 開く...アイテム



エディター � コンテンツ

� �

エディター ８種類のエディターが、MIDI データの編集などの作曲作業を支援します。

�

種類 ドキュメントウインドウ CAMPS の中心的な役割を担うエディターです。CAMPS で
何を処理するかに関わらず、まずドキュメントウインドウを
開く必要があります。

イベントリストエディター ラインブロックのイベントをリスト形式で編集するエディ
ターです。

ピアノロールエディター ラインブロックの音符イベントをグラフィカルに編集するエ
ディターです。

コントロール描画エディター ラインブロック内のコントロールチェンジイベントやピッチ
ベンドイベント等の、制御イベントをグラフィカルに編集す
るエディターです。

楽譜エディター ラインブロックの音符イベントを楽譜形式で編集するエディ
ターです。

テンポリストエディター 曲のテンポをリスト形式で編集するエディターです。

テンポ描画エディター 曲のテンポをグラフィカルに編集するエディターです。

文字情報リストエディター 曲の特定の場所にマークを付けるための文字情報を編集する
エディターです

�



ドキュメントウインドウ � コンテンツ
エディター

� �

説明 ドキュメントウインドウは、CAMPS の中心的な役割を担うエディターです。

CAMPS で何を処理するかに関わらず、まずドキュメントウインドウを開く必要があります。

�

アイテム ドキュメントウインドウには、様々なオブジェクトを扱うために、いくつかのエディットエリ
アがあります。各エリアの大きさは、エリア間の境界線をドラッグして調節できます。

エディットボタン ドキュメントウインドウの表示および操作以外に、CAMPS 内にある数多
くのエディターへの素早いアクセス環境を提供するツールボタンが配置さ
れています。

トラックエリア CAMPS では原則として、１つの楽器音色を１つのトラックに割り当て
て、管理します。トラックエリアでは、このトラックに１行を割り当てた
リストとして管理し、各トラックに関するカテゴリーやデバイス、MIDI
チャンネルなどを設定します。

小節エリア 小節の区切線を表示します。曲の再生位置を管理する以外に、再生ループ
およびパンチイン/アウト録音用の領域を設定できます。

文字情報エリア リハーサルレターやマーカーを作成することができます。

コードエリア コードに関する管理を行います。各コードは、コードコンテナ（入れ物）
に割り当てられ、複数のコードコンテナをまとめたコードブロックに格納
されます。各コードコンテナには、CAMPS の機能を用いてコードを割り
当てたり、希望するコードを割り当てることができます。

ラインエリア 各トラック用の MIDI ラインデータを管理します。ラインデータは、ライ
ンブロック単位に管理されます。

�



開き方 既存のドキュメントを開く ファイルメニューの開く...アイテムを選択すると、CAMPS
v4 ドキュメントや、CAMPS v3 ドキュメント (Macintosh)、
標準 MIDI ファイル (S.M.F.) を開くことができます。

 標準 MIDI ファイル (S.M.F.) を開く場合、CAMPS は自
動的にラインデータを分析し、適切にラインブロックを配置
すると共に、各トラックには、最適と思われるカテゴリー
(メロディー、ドラムスなど) を割り当てます。

新規にドキュメントを作成する ファイルメニューの新規作成を選択すると、空のドキュメン
トウインドウを作成することができます。新規にドキュメン
トを作成する場合に使われる幾つかのデフォルト値を設定す
るには、ファイルメニューの新規設定... を選択し、新規ド
キュメント設定ダイアログボックスで行います。

�
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小節エリア ( ドキュメントウインドウ ) � エディター
ドキュメントウインドウ

� �

説明 小節エリアでは、 曲の小節等の位置情報を表示します。また、曲の再生、録音に関する時間情
報を設定します。

�

使い方 曲の小節等の時間情報の管理の他に、拍子記号の設定や、曲の再生位置を示す再生ポインター
の操作、再生時のループ範囲の設定、録音時のパンチイン/アウト範囲の設定などを行います。

�

アイテム 再生ポインター
ループ範囲
パンチイン/アウト範囲
小節番号
小節線
ビート線
カーソル位置表示

�



小節エリアのアイテム � 小節エリアの説明
小節エリアの使い方

� �

再生ポインターの移動 再生ポインター 小節エリア上部の濃い灰色の領域で、青い三角で表示
されています。現在の再生位置を示しています。再生
ポインターを移動することによって、再生位置を変え
ることが出来ます。

ループ範囲の設定 ループ範囲 再生ループの範囲を示します。設定されていない場合
は、何も表示されません。ループ範囲が指定される
と、範囲が水色で表示されます。外部同期再生時やス
テップ録音時など、ループ範囲が無効な場合は、薄い
灰色で表示されます。

パンチイン/アウト範囲の
設定

パンチイン/アウト範囲 録音用のパンチイン/アウト範囲を示します。設定され
ていない場合は、何も表示されません。パンチイン/ア
ウト範囲が指定されると、範囲が紫色で表示されま
す。録音トラックが指定されていない場合など、パン
チイン/アウト範囲が無効な場合は、薄い灰色で表示さ
れます。

小節に関する表示 小節番号 曲の開始時を 1 とした小節番号を示します。

小節線 各小節の開始位置を縦の線で示します。

ビート線 各小節間のビート（拍）の位置を示します。

カーソル位置表示 小節エリアでは、ドキュメントウインドウ上のカーソ
ル位置（時間位置）を示す縦線が表示されます。（線
の色は、Windows OS の画面のプロパティのデザイン
タブで設定される、選択項目の色で表示されます。）
カーソル位置の時間情報は、ドキュメントウインドウ
下のインタラクティブ情報表示エリアの右側に "小節 :
ビート : 分解値" 等の形式でも表示されます。

�

� �



小節エリアの使い方 � 小節エリアの説明
小節エリアのアイテム

� �

再生ポインターの移動 曲の再生位置を変えるには、再生ポインターを操作します。再生ポインターを
移動するには、再生ポインター（青い三角部分）を希望する位置までドラッグ
するか、小節エリア上部の濃い灰色の領域を希望する位置でクリックします。
再生ツールバーの再生ボタンをクリックするなどして、再生を開始すると、移
動した位置から再生が始まります。再生ポインターの移動は、再生中でも可能
です。再生中や録音中、再生ポインターは再生位置を常に示します。

ループ範囲の設定 曲の一部分をループ再生させたい場合は、ループ範囲を設定します。ループ範
囲を設定した場合、再生位置がループの終端に到達すると、再生位置がループ
の先頭に移動します。再生は、再生ツールバーの停止ボタンをクリックするな
どして停止させるまで繰り返されます。
ループ範囲は、小節エリアの中央付近（濃い灰色部分の下付近）で設定しま
す。ループを開始したい位置をクリックした状態で、設定したい位置までド
ラッグします。ループ範囲を解除したい場合は、任意の位置をクリックしま
す。ループ範囲が指定されると、範囲が水色で表示されます。ループ範囲は、
外部同期再生時やステップ録音時などで無効になる場合があります。ループ範
囲が無効な場合は、薄い灰色で表示されます。

ループ範囲を設定したときに、パンチイン/アウト範囲が設定したループ範
囲から外れている場合、ループ範囲に収まるように、パンチイン/アウト範囲が
自動的に調節されます。

 ループ範囲を設定するときに、操作グリッドを使用することができます。
グリッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイ
テムにチェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/
グリッド設定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボッ
クスで行います。

パンチイン/アウト範囲の
設定

録音時に、録音する範囲を限定したい場合は、パンチイン/アウト範囲を設定し
ます。パンチイン/アウト範囲を設定して録音した場合、範囲外での演奏は録音
されません。
パンチイン/アウト範囲は、小節エリアの下端付近で設定します。パンチインさ
せたい位置をクリックした状態で、パンチアウトさせたい位置までドラッグし
ます。パンチイン/アウト範囲を解除したい場合は、任意の位置をクリックしま
す。パンチイン/アウト範囲が指定されると、範囲が紫色で表示されます。録音
トラックが指定されていない場合など、パンチイン/アウト範囲が無効な場合
は、薄い灰色で表示されます。

パンチイン/アウト範囲を設定したときに、設定したパンチイン/アウト範囲
がループ範囲から外れている場合、パンチイン/アウト範囲がループ範囲に収ま
るように、ループ範囲が自動的に調節されます。
ループ範囲の開始位置をパンチイン/アウト範囲より前に設定することによっ
て、連続キュー形式のパンチイン/アウト録音が可能になります。

 パンチイン/アウト範囲を設定するときに、操作グリッドを使用することが
できます。グリッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッド
に沿うアイテムにチェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグ
リッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイ
アログボックスで行います。



拍子記号の割り当て 曲の途中で拍子記号を変えるには、拍子記号を設定したい小節を右ボタン・ク
リックし、開いたコンテキストメニューから拍子記号設定...を選択して拍子記
号設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスは、編集メ
ニューの拍子記号設定...アイテムを選択して開くこともできます。

�

� �
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エディットボタン ( ドキュメントウインドウ ) � エディター
ドキュメントウインドウ

� �

説明 エディットボタンは、ドキュメントウインドウの上部に配置されています。これらのボタンで
は、表示調節やグリッドの設定、ツールの選択、エディターの表示などを行います。

�

使い方 エディットボタン群を構成する各ボタンは、それぞれメニューバーのコマンドと対応していま
す。ボタンをクリックすることによって、メニューを選択した場合と同じ効果が得られます。
エディットボタンを表示するには、表示メニューのエディットボタンを表示アイテムにチェッ
クマークを入れます。逆に、表示させたくない場合は、アイテムのチェックマークを外しま
す。

�

アイテム 自動スクロールON/OFFボタン

表示域を移動ボタン

縦の縮小ボタン

縦の拡大ボタン

横の縮小ボタン

横の拡大ボタン

グリッド有効/無効ボタン

グリッド設定ボタン

矢印ツールボタン

ペンツールボタン

魔法の杖ツールボタン

消しゴムツールボタン

カッターツールボタン

イベントリストエディターボタン

ピアノロールエディターボタン

コントロール描画エディターボタン

楽譜エディターボタン

テンポリストエディターボタン

テンポ描画エディターボタン

文字情報リストエディターボタン



�



エディットボタンのアイテム � エディットボタンの説明

� �

表示の調節 自動スクロールON/OFF
ボタン

ドキュメントの再生等にともなって、再生ポイン
ターが移動した場合、小節や文字情報、コード、
ラインの各エリアの表示域も追従して移動させる
かどうかを指定します。移動させたい場合は、ボ
タンをオンにします。

表示/自動スクロールする(A)メニューアイテ
ム

表示域を移動
ボタン

表示域を移動ダイアログボックスを開きます。こ
のダイアログボックスでは、ドキュメントウイン
ドウの表示する領域を小節で指定します。

表示/表示域を移動(J)...メニューアイテム

縦の縮小
ボタン

トラックエリアとラインエリアの縦方向の表示を
縮小します。

表示/ズーム/縦に縮小(Z)サブメニューアイテ
ム

縦の拡大
ボタン

トラックエリアとラインエリアの縦方向の表示を
拡大します。

表示/ズーム/縦に拡大(M)サブメニューアイテ
ム

横の縮小
ボタン

小節、文字情報、コード、ラインエリアの横方向
の表示を縮小します。

表示/ズーム/横に縮小(O)サブメニューアイテ
ム

横の拡大
ボタン

小節、文字情報、コード、ラインエリアの横方向
の表示を拡大します。

表示/ズーム/横に拡大(I)サブメニューアイテ
ム

グリッドの設定 グリッド有効/無効
ボタン

文字情報、コード、ラインエリア内の編集グリッ
ドを有効にするかどうかを選択します。編集グ
リッドを有効にすると、各オブジェクトの生成や
移動等のマウスを用いた処理にグリッドがかかり
ます。編集グリッドを有効にする場合は、ボタン
をオンにします。

表示/グリッド表示/グリッドに沿う(G)サブメ
ニューアイテム
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グリッド設定
ボタン

グリッド設定ダイアログボックスを開きます。こ
のダイアログボックスでは、ドキュメントウイン
ドウや各エディターのそれぞれのエリアに対して
編集用のグリッド設定します。

表示/グリッド表示/グリッド設定(U)...サブメ
ニューアイテム

ツールの選択 矢印ツール
ボタン

矢印ツールを選択します。このツールでは、ド
キュメント内にあるオブジェクトの選択や移動な
どの操作をすることができます。

エディター/ツール/矢印(A)サブメニューアイ
テム

ペンツール
ボタン

ペンツールを選択します。このツールでは、空の
コードブロックやラインブロックを作成します。

 コードブロックの作成：デフォルトで設定さ
れるキーとモードおよび１小節に割り当てられる
コード数は、直前に、新規コードまたは新規コー
ドブロックダイアログボックスで設定した値を参
照します。またコードファンクションは、Diatonic
に設定されます。

エディター/ツール/ペン(P)サブメニューアイ
テム

魔法の杖ツール
ボタン

魔法の杖ツールを選択します。このツールでは、
コードが自動生成されたコードブロックをコード
エリアに作成したり、すでにあるコードコンテナ
やコードブロックにコードを割り当てます。ま
た、ラインデータが自動生成されたラインブロッ
クをラインエリアに作成したり、すでにあるライ
ンブロックを再作曲します。

 コードの生成：すでにコードコンテナやコー
ドブロックが割り当てられている場合、現在各
コードコンテナに設定されているキーとモードお
よびコードファンクションの中から、選択されて
いるコードコンテナに対応するラインデータと調
和するコード (進行) を自動生成し、割り当てま
す。コードコンテナやコードブロックが割り当て
られていない場合、該当部分のラインデータと調
和するコード (進行) を自動検出生成し、割り当て
ます。使用されるキーとモードおよび１小節に割
り当てられるコード数は、直前に、新規コードま
たは新規コードブロックダイアログボックスで設
定した値を参照します。また使用されるコード
ファンクションは、Diatonic となります。

 ラインデータの生成：すでにラインデータが
ある場合、割り当てられているコード (進行) を考
慮しながらこのラインデータを自動分析し類似し
たラインデータを、再作曲します。ラインデータ



がない場合、割り当てられているコード (進行) を
考慮しながら、ラインデータを自動生成します。

エディター/ツール/魔法の杖(M)サブメニュー
アイテム

消しゴムツール
ボタン

消しゴムツールを選択します。このツールでは、
ドキュメント内にあるコードブロックやラインブ
ロックなどのオブジェクトを削除します。

エディター/ツール/消しゴム(E)サブメニュー
アイテム

カッターツール
ボタン

カッターツールを選択します。このツールでは、
コードブロックやラインブロックを、任意の場所
で分割します。

エディター/ツール/カッター(B)サブメニュー
アイテム

エディターの表示 イベントリストエディター
ボタン

イベントリストエディターを開きます。このエ
ディターでは、選択されているラインブロック内
にある個々のイベントを、縦方向のリスト形式で
編集できます。

エディター/イベントリスト(E)メニューアイ
テム

ピアノロールエディター
ボタン

ピアノロールエディターを開きます。このエディ
ターでは、選択されているラインブロック内にあ
る音符イベントを、ピアノロール状のグラフィッ
ク形式で編集できます。

エディター/ピアノロール(P)メニューアイテ
ム

コントロール描画エディター
ボタン

コントロール描画エディターを開きます。このエ
ディターでは、選択されているラインブロック内
にあるMIDI コントロールイベントを、自由描画形
式で編集できます。

エディター/コントロール描画(C)メニューア
イテム

楽譜エディター
ボタン

楽譜エディターを開きます。このエディターで
は、選択されているラインブロック内にある音符
イベントを、楽譜形式で編集できます。

エディター/楽譜(N)メニューアイテム



テンポリストエディター
ボタン

テンポリストエディターを開きます。このエディ
ターでは、曲のテンポを縦方向のリスト形式で編
集できます。

エディター/テンポリスト(L)メニューアイテ
ム

テンポ描画エディター
ボタン

テンポ描画エディターを開きます。このエディ
ターでは、曲のテンポを自由描画形式で編集でき
ます。

エディター/テンポ描画(D)メニューアイテム

文字情報リストエディター
ボタン

文字情報リストエディターを開きます。このエ
ディターでは、ドキュメント内にある個々の文字
情報を、縦方向のリスト形式で編集できます。

エディター/文字情報リスト(X)メニューアイ
テム

�



コードエリア ( ドキュメントウインドウ ) � エディター
ドキュメントウインドウ

� �

説明 コードエリアでは、コードに関する管理を行います。各コードは、コードコンテナ（入れ物）
に割り当てられ、複数のコードコンテナをまとめたコードブロックに格納されます。各コード
コンテナには、CAMPS の機能を用いてコードを割り当てたり、希望するコードを割り当てる
ことができます。これらのコードは、自動作曲等の CAMPS 作曲機能によって使用されます。

�

使い方 コードエリアでは、作成や、サイズの変更、複製、移動、削除等のコードコンテナの編集や
コードブロックの編集を行います。コードは、コード名の他に、ローマ数値表記やスケール名
で表示させることができます。

それぞれのコードコンテナには、コードの割り当て以外に、キーとモード、コードファンク
ションなどが、設定できます。これらの設定は、曲を希望する調性に仕上げるために使用され
ます。作成したコード進行は、様々な形式の和声で再生させることが可能です。また、コード
進行とラインデータの調和具合を検証するために、他のトラックと一緒に試聴することもでき
ます。

コードを割り当てるために、自動ハーモナイズやコード進行生成、MIDI 楽器からの検出など
様々な機能が、コードメニューにあります。

コードブロックの操作●   

コードコンテナの操作●   

キーとモードの割り当て●   

コードファンクションの割り当て●   

表示の調節●   

アイテム コードブロック
コードコンテナ
キーとモードボタン
コードファンクションチェックリスト
小節線
ビート線

�



コードエリアのアイテム � コードエリアの説明
コードエリアの使い方

� �

コードブロックの
操作

コードブロック コードエリアにおいて、各コードはコードコンテナ（入
れ物）に割り当てられます。複数のコードコンテナは、
コードブロックとしてまとめられて管理されます。
コードブロックを選択するなどの操作をするには、選択
バー（コードブロック上部の細い領域）を使用します。

例えば、イントロやブリッジなどのセクション単位に
コードブロックを割り当てることによって、曲のアレン
ジを容易にします。
CAMPSのコード進行生成機能などによって割り当てら
れるコードは、コードブロックのなかでスムーズなつな
がりを維持するコード進行が選択されます。

コードコンテナの
操作

コードコンテナ コードエリアにおいて、各コードはコードコンテナ（入
れ物）に割り当てられます。複数のコードコンテナは、
コードブロックとしてまとめられて管理されます。

各コードコンテナには、コードやキー、モード、コード
ファンクションなどが設定されます。割り当てられた
コード進行などは、ラインデータの作曲やヴォイシング
時などに参照されます。

コードコンテナの表示には、５つの表示モードがありま
す。

ローマ数値表記●   

コード名●   

スケール名●   

スケールスペリング●   

キーとモード●   

表示を切り替えるには、表示メニューのコード表示サブ
メニューの中から選択します。

表示が入りきらない場合は、Bb... のように”...”が
表示されます。横方向の縮尺を変えるか、ドキュメント
ウインドウ左下のインタラクティブ情報を参照して下さ
い。

キーとモードの
割り当て

キーとモード
ボタン

コードコンテナのキーとモードを設定します。現在、設
定されているキーとモードが表示されます。ボタンをク
リックすると、モードの一覧がポップアップメニューに
表示されます。モードを選ぶと、キーを含めた一覧が表
示されますので、希望するキーとモードを選択して下さ
い。ここで設定されているキーとモードは、CAMPS の
コード進行生成などの機能によって参照されます。



コードファンクションの
割り当て

コードファンクション
チェックリスト

コードコンテナのコードファンクションを選択します。
選択されているコードファンクションには、チェックが
表示されています。使用したいコードファンクションを
クリックしてチェックを入れます。選択できるコード
ファンクションは、キーとモードボタンの割り当てに
よって変わります。ここで設定されているコードファン
クションは、CAMPS のコード進行生成などの機能に
よって参照されます。

試聴 コードトラック コードトラックでは、コードを試聴する際の和声の選択
や、ボリューム等を設定します。

表示の調節 小節線 各小節の開始位置を縦の線で示します。小節線の表示/
非表示は切り替えることが出来ます。

ビート線 各小節間のビート（拍）の位置を示します。ビート線の
表示/非表示は切り替えることが出来ます。

�



コードエリアの使い方 � コードエリアの説明
コードエリアのアイテム

� �

コードブロックの操作 コードブロック

コードエリアにおいて、各コードはコードコンテナ（入れ物）に割り当てられま
す。複数のコードコンテナは、コードブロックとしてまとめられて管理されま
す。同一のコードブロック内のコードは、お互いに関連しあいます。例えば、
コード進行生成の際には、隣接するコードと音楽的に滑らかに連続して聞こえる
コード進行を生成しようとします。

選択する●   

新規作成する●   

コードを割り当てて新規作成する●   

コードを割り当てる●   

試聴する●   

移動する●   

分割する●   

複製する●   

コピーと貼り付け●   

エイリアスを作成する●   

削除する●   

表示色を変更する●   

注意 :

コードブロックに関する操作を行う場合、コードコンテナが選択され、反転して
いる状態では使用できないコマンドもあります。この場合、コードブロックの選
択バー（コードブロックの上部）をクリックして、コードコンテナの選択を解除
して下さい。

コードブロックの選択

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/矢印アイテムを選択します。
選択は、コードブロック上部の選択バーをクリックします。複数のコードブロッ
クを選択したい場合は、Ctrl キーや Shift キーを押しながら選択していきます。あ
るいは、コードエリア内の空いている場所からドラッグを開始し、矩形領域で選
択していくこともできます。

コードブロックを選択すると、コードメニューのハーモナイズ... や MIDI入力から
検出... アイテムなどが有効になります。また、移動や複製、エイリアスの作成、
コピー、貼り付け、削除などの処理が行えます。
選択したコードブロックを右ボタン・クリックをすると、該当するコードブロッ
クに対するコマンドの一覧が表示されます。

 複数のコードブロックを選択した状態でも、魔法の杖ツールを用いた簡易
コード割り当て処理や、消しゴムツールを用いてクリックする削除処理に関して
は、クリックしたコードブロックのみに対して働きます。



新規コードブロックの作成

ペンツールを用いた作成 :

エディットボタンの中からペンツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/ペンアイテムを選択します。
コードエリア内で、コードブロックを作成したい範囲をクリックしドラッグする
と、コードブロックが作成されます。各コードコンテナの長さやキー、モードな
どは、あとでいつでも変更できます。

 デフォルトで設定されるキーとモードおよび１小節に割り当てられるコード
数は、直前に、新規コードまたは新規コードブロックダイアログボックスで設定
した値を参照します。またコードファンクションは、Diatonic に設定されます。

 ペンツールを用いたコードブロックの作成処理には、編集グリッドを使用す
ることができます。グリッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グ
リッドに沿うアイテムにチェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニュー
のグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダ
イアログボックスで行います。

ダイアログボックスを用いた作成 :

以下のいずれかの方法で、ダイアログボックスを開きます。

コードエリア内の空いている場所を右ボタン・クリックし、開いたコンテ
キストメニューから新規コードブロックを作成... を選択します。

●   

コードブロックが何も選択されていない状態で編集メニューの新規コード
ブロックを作成... を選択します。

●   

コマンドを選択すると、新規コードブロック作成ダイアログボックスが開きま
す。
このダイアログボックスでは、新規に作成されるコードブロックにコード進行を
生成して割り当てるかどうかや、作成するコードコンテナの長さ、数、キーや
モードを設定し、新規にコードブロックを作成します。ここで設定した内容は、
次回の新規コードブロック作成時にデフォルト値として使用されます。

 編集メニューの新規コードブロックを作成... アイテムは、コードブロックが
選択されている状態では表示されません。選択を解除するには、エリア内の空い
ている場所をクリックするなどします。
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コードを割り当てた新規コードブロックの作成

魔法の杖ツールを用いた作成 :

エディットボタンの中から魔法の杖ツールボタンを選択します。あるいは、エ
ディターメニューのツール/魔法の杖アイテムを選択します。
コードエリア内で、コードブロックを作成したい範囲をクリックし、ドラッグし
ます。各コードコンテナに割り当てられたコードや長さ、キー、モードなどは、
あとでいつでも変更できます。

 魔法の杖ツールを用いてコードブロックを作成した場合、作成したコードブ
ロックと同じ範囲にラインブロック（ドラムストラック以外）が存在する場合に
限り、このラインブロックと同じ範囲にあるラインデータと調和するコード進行
が割り当てられます。使用されるキーとモードおよび１小節に割り当てられる
コード数は、直前に、新規コードまたは新規コードブロックダイアログボックス
で設定した値を参照します。また使用されるコードファンクションは、Diatonic
となります。

 魔法の杖ツールを用いたコードブロックの作成処理には、編集グリッドを使
用することができます。グリッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表
示/グリッドに沿うアイテムにチェックマークを入れます。グリッドの設定は、表
示メニューのグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示される、グ
リッド設定ダイアログボックスで行います。

ダイアログボックスを用いた作成 :

以下のいずれかの方法で、ダイアログボックスを開きます。

コードエリア内の空いている場所を右ボタン・クリックし、開いたコンテ
キストメニューから新規コードブロックを作成... を選択します。

●   

コードブロックが何も選択されていない状態で編集メニューの新規コード
ブロックを作成... を選択します。

●   

コマンドを選択すると、新規コードブロック作成ダイアログボックスが開きま
す。
このダイアログボックスでは、新規に作成されるコードブロックにコード進行を
生成して割り当てるかどうかや、作成するコードコンテナの長さ、数、キーや
モードを設定し、新規にコードブロックを作成します。ここで設定した内容は、
次回の新規コードブロック作成時にデフォルト値として使用されます。
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 編集メニューの新規コードブロックを作成... アイテムは、コードブロックが
選択されている状態では表示されません。選択を解除するには、エリア内の空い
ている場所をクリックするなどします。

ラインデータを元に作成 :

コードメニューの全体を自動ハーモナイズを選択すると、全体に渡り、すべての
ラインデータを参照し、これらと調和するコード (進行) を割り当てた、コードブ
ロックが新規に作成されます。
特定のラインブロックを元に、これらと調和するコード (進行) を割り当てた、
コードブロックを作成したい場合は、元にしたいラインブロックを右ボタン・ク
リックし、開いたコンテキストメニューのアクションサブメニューから、あるい
は、ラインブロックを選択してからラインメニューの該当範囲を自動ハーモナイ
ズを選択します。複数のラインブロックを元にしたい場合は、元にしたいライン
ブロックを全て選択してからコマンドを選択します。

コードブロックへのコード割り当て

魔法の杖ツールを用いた割り当て :

エディットボタンの中から魔法の杖ツールボタンを選択します。あるいは、エ
ディターメニューのツール/魔法の杖アイテムを選択します。
コードブロック上部の選択バーをクリックすると、現在各コードコンテナに設定
されているキーとモードおよびコードファンクションの中から、コードが割り当
てられます。

 魔法の杖ツールを用いた簡易コード割り当ては、コードを割り当てるコード
ブロックと同じ範囲にラインブロック（ドラムストラック以外）が存在する場合
に限り、このラインブロック内のラインデータと調和するコード進行が割り当て
られます。

コードメニューの機能を用いた割り当て :

コードを割り当てたいコードブロックを選択し、以下のいずれかの方法で、コマ
ンドを選択します。

コードメニューの各アイテムを選択します。●   

選択したコードブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開いた
コンテキストメニューのアクションサブメニューの各アイテムを選択しま
す。

●   

複数のコードブロックにコードを割り当てたい場合は、割り当てるコードブロッ
クを全て選択してからコマンドを選択します。

生成(G)... コード進行生成ダイアログボックスを開き
ます。このダイアログボックスでは、コー
ド (進行)を生成し、割り当てます。

自動生成(E) コード (進行)を自動生成し、割り当てま
す。
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ハーモナイズ(H)... ハーモナイズダイアログボックスを開きま
す。このダイアログボックスでは、ライン
データ (単音や和音を含む) と調和する
キーとモードおよびコード (進行) を検出
生成し、割り当てることができます。

自動ハーモナイズ(Z) ラインデータと調和するキーとモードおよ
びコード (進行) を自動検出生成し、割り
当てます。

キーを変えずに自動ハーモナイズ(K) 選択されたラインデータと調和するコード
(進行) を、現在設定されているキーとモー
ドの中から自動生成し、割り当てます。

MIDI入力から検出(D)... コード検出ダイアログボックスを開きま
す。このダイアログボックスでは、外部の
MIDI 楽器から入力された音符を元にコー
ド名を検出し、割り当てます。

組み立て(C)... コード組み立てダイアログボックスを開き
ます。このダイアログボックスでは、コー
ドの構成要素を設定してコード名を組み立
て、割り当てます。

コードブロックの試聴

試聴したいコードブロックを選択し、コードブロック上部の選択バーを右ボタン
・クリックし、開いたコンテキストメニューからコードブロックを再生を選択し
ます。
コマンドを選択すると、選択したコードブロックの再生が開始されます。コード
ブロックの再生を行うと、ループ範囲がコードブロックの範囲に設定され、再生
ツールバーの停止ボタンをクリックするか、入出力メニューの停止アイテムを選
択するなどして再生を停止するまで繰り返し再生を続けます。複数のコードブ
ロックを選択した状態で、コードブロックを再生した場合、これらのコードブ
ロックを全て包含した範囲が再生されます。コードブロックを再生トラックボタ
ンがアクティブなトラックと一緒に再生したい場合は、コンテキストメニューか
らラインデータと一緒に再生を選択します。

 コードブロックを再生を選択して、コードブロックのみを再生した場合、
コードトラックの再生トラックボタンがオンに設定され、全てのトラックの再生
トラックボタンがオフに設定されます。また、ラインデータと一緒に再生を選択
した時に、再生トラックボタンがアクティブなトラックが存在しない場合は、全
てのトラックの再生トラックボタンがオンに設定され、一緒に再生されます。

コードブロックの移動

ドラッグによる移動 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/矢印アイテムを選択します。
移動したいコードブロックを選択し、コードブロック上部の選択バーをドラッグ
して希望する位置まで移動します。複数のコードブロックを移動したい場合は、
移動したいコードブロックを全て選択してから移動します。

コンピューターキーボードによる移動 :

移動したいコードブロックを選択し、コンピューターキーボードの左右の矢印
キーを押して移動させます。キーを押すたびに、1 分解値ずつ移動します。Ctrl
キーを押しながら左右の矢印キーを押すと 10 分解値ずつ移動します。複数の
コードブロックを移動したい場合は、移動したいコードブロックを全て選択して
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から移動します。

ドキュメント間での移動について :

ドキュメント間でコードブロックを移動したい場合は、コピー（切り取り）して
移動先のドキュメントに貼り付ける手法で行います。
例えば、移動したいコードブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開
いたコンテキストメニューから、コードブロックを切り取るを選択します。移動
先のドキュメントウインドウのコードエリア内の空いている場所を、右ボタン・
クリックし、開いたコンテキストメニューから、コードブロックを貼り付けるを
選択します。

 コードブロックの移動には、編集グリッドを使用することができます。グ
リッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテム
にチェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッ
ド設定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボックスで行
います。

 コードブロックを移動した結果、コードブロックが重なった場合、手前に配
置され見えているコードを、コードブロック重複部分のコードとして CAMPS 各
所の機能が参照します。重複したコードブロックの前後関係を変えるには、希望
するコードブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開いたコンテキス
トメニューから、前面へ、または、背面へを選択します。

コードブロックの分割

コードブロックは、コードコンテナ単位に分割することができます。エディット
ボタンの中からカッターツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/カッターアイテムを選択します。分割したいコードブロック上部
の選択バーをクリックし、分割したい位置でマウスを放します。
分割したコードブロックに、エイリアスの関係があるコードブロックが存在した
場合、それらのコードブロックも同様に分割されます。

コードブロックの複製

ドラッグによる複製 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/矢印アイテムを選択します。
複製したいコードブロックを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択したコードブロック上部の選択バーを Ctrl キーを押しながらドラッグ
して希望する位置まで移動します。

●   

選択したコードブロック上部の選択バーを右ボタンでドラッグして希望す
る位置まで移動します。マウスを放すと表示されるメニューから、ここに
複製を選択します。

●   

複数のコードブロックを複製したい場合は、複製したいコードブロックを全て選
択してから移動します。



編集メニューからの複製 :

複製したいコードブロックを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択したコードブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開いた
コンテキストメニューから、コードブロックを複製を選択します。

●   

編集メニューのコードブロックを複製を選択します。●   

複数のコードブロックを複製したい場合は、複製したいコードブロックを全て選
択してからコマンドを選択します。
複製されたコードブロックは、元のコードブロックに対して右側にずれた位置に
作成されますので、希望する位置に移動して下さい。

コードブロックのコピーと貼り付け

コピーしたいコードブロックを選択し、以下のいずれかの方法でコピーします。

選択したコードブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開いた
コンテキストメニューから、コードブロックをコピーを選択します。

●   

編集メニューのコードブロックをコピーを選択します。●   

複数のコードブロックをコピーしたい場合は、コピーしたいコードブロックを全
て選択してからコマンドを選択します。

次に、以下のいずれかの方法で貼り付けます。

コードエリア上の貼り付けたい位置で右ボタン・クリックし、開いたコン
テキストメニューから、コードブロックを貼り付けるを選択します。コン
テキストメニューを開いた位置に、コードブロックが貼り付けられます。

●   

編集メニューのコードブロックを貼り付けるを選択します。適当な位置
に、コードブロックが貼り付けられます。

●   

 コードブロックの貼り付けには、編集グリッドを使用することができます。
グリッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテ
ムにチェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グ
リッド設定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボックス
で行います。

コードブロックのエイリアスの作成

１つのコードブロックに対して複数の実体を持たすことができます。このよ
うな関係を CAMPS では、エイリアスと呼びます。エイリアスの関係を持つコー
ドブロック同士は常に同じ状態になります。例えば、１つのコードブロックに割
り当てたコードを変更した場合、このコードブロックとエイリアスの関係にある
全てのコードブロックのコードが同様に変更されます。エイリアスを持っている
コードブロックには、上部選択バーの左側に丸印が表示されます。

エイリアスを作成したいコードブロックを選択し、以下のいずれかの方法で作成
します。

選択したコードブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開いた
コンテキストメニューから、コードブロックのエイリアスを作成を選択し
ます。

●   

編集メニューのコードブロックのエイリアスを作成を選択します。●   

複数のコードブロックのエイリアスを作成したい場合は、エイリアスを作成した
いコードブロックを全て選択してからコマンドを選択します。

逆に、エイリアスを解除したい場合は、エイリアスを解除したいコードブロック
を選択し、以下のいずれかの方法で解除します。



選択したコードブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開いた
コンテキストメニューから、コードブロックのエイリアスを解除を選択し
ます。

●   

編集メニューのコードブロックのエイリアスを解除を選択します。●   

複数のコードブロックのエイリアスを解除したい場合は、解除したいコードブ
ロックを全て選択してからコマンドを選択します。

コードブロックの削除

消しゴムツールを用いた削除 :

エディットボタンの中から消しゴムツールボタンを選択します。あるいは、エ
ディターメニューのツール/消しゴムアイテムを選択します。
削除したいコードブロック上部の選択バーをクリックします。複数のコードブ
ロックを削除したい場合は、コードエリア内の空いている場所から、ドラッグを
開始し、矩形領域で選択し、ドラッグを終了します。

編集メニューからの削除 :

削除したいコードブロックを選択し、以下のいずれかの方法で削除します。

選択したコードブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開いた
コンテキストメニューから、コードブロックを消去を選択します。

●   

編集メニューのコードブロックを消去を選択します。●   

複数のコードブロックを削除したい場合は、削除したいコードブロックを全て選
択してからコマンドを選択します。

コードブロックの表示色の変更

表示色を変更したいコードブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開
いたコンテキストメニューの色サブメニューから指定します。複数のコードブ
ロックの表示色を変更したい場合は、表示色を変更したいコードブロックを全て
選択してから色を指定します。

�

関連するページ :

コードコンテナの操作
キーとモードの割り当て
コードファンクションの割り当て
表示の調節

�



コードエリアの使い方 � コードエリアの説明
コードエリアのアイテム

� �

コードコンテナの操作 コードコンテナ

コードエリアにおいて、各コードはコードコンテナ（入れ物）に割り当てられま
す。複数のコードコンテナは、コードブロックとしてまとめられて管理されま
す。コードコンテナを操作するためには、コードブロックが必要です。

選択する●   

新規作成する●   

コードを割り当てる●   

テンションを変更する●   

インバージョンを変更する●   

試聴する●   

移動する●   

長さを変更する●   

複製する●   

コピーと貼り付け●   

削除する●   

コードコンテナの選択

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/矢印アイテムを選択します。
選択は、コードコンテナをクリックします。複数のコードコンテナを選択したい
場合は、Ctrl キーや Shift キーを押しながら選択していきます。

コードコンテナを選択すると、コードメニューのハーモナイズ... や MIDI入力から
検出... アイテムなどが有効になります。また、移動や複製、エイリアスの作成、
コピー、貼り付け、削除などの処理が行えます。
選択したコードコンテナを右ボタン・クリックをすると、該当するコードブロッ
クに対するコマンドの一覧が表示されます。

 複数のコードコンテナを選択した状態でも、魔法の杖ツールを用いた簡易
コード割り当て処理や、消しゴムツールを用いてクリックする削除処理に関して
は、クリックしたコードコンテナのみに対して働きます。



コードブロックが重なっていてコードコンテナが選択できない場合、コード
ブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニュー
から、前面へ、または、背面へを選択し、重複したコードブロックの前後関係を
変えるます。

新規コードコンテナの作成

作成したい場所にあるコードコンテナを選択し、以下のいずれかの方法で、ダイ
アログボックスを開きます。

選択したコードコンテナを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、新規コードを作成...を選択します。

●   

編集メニューの新規コードを作成...を選択します。●   

コードブロックの最後にコードコンテナを作成したい場合は、コードコンテナの
選択を全て解除し、コードブロックを選択し、編集メニューの新規コードを作
成...を選択します。この場合、コンテキストメニューからコマンドを選択するこ
とはできません。

コマンドを選択すると、新規コード作成ダイアログボックスが開きます。
このダイアログボックスでは、新規に作成されるコードコンテナにコード進行を
生成して割り当てるかどうかや、作成するコードコンテナの長さ、数、キーや
モードを設定し、新規にコードコンテナを作成します。ここで設定した内容は、
次回の新規コードブロック作成時にデフォルト値として使用されます。
複数のコードコンテナを選択している場合は、それぞれの位置にコードコンテナ
が作成されます。

 コードコンテナを新規に作成した場合、同じコードブロック内の、それより
後ろのコードコンテナが後ろにずれます。結果として、コードブロックが長くな
ります。コードブロック同士が重なった場合、手前に配置され見えているコード
を、コードブロック重複部分のコードとして CAMPS 各所の機能が参照します。
重複したコードブロックの前後関係を変えるには、希望するコードブロック上部
の選択バーを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、前面
へ、または、背面へを選択します。

コードコンテナへのコード割り当て

魔法の杖ツールを用いた割り当て :

エディットボタンの中から魔法の杖ツールボタンを選択します。あるいは、エ
ディターメニューのツール/魔法の杖アイテムを選択します。
コードコンテナをクリックすると、現在コードコンテナに設定されているキーと
モードおよびコードファンクションの中から、コードが割り当てられます。

 魔法の杖ツールを用いた簡易コード割り当ては、コードを割り当てるコード
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コンテナと同じ範囲にラインブロック（ドラムストラック以外）が存在する場合
に限り、このラインブロック内のラインデータと調和するコード進行が割り当て
られます。

代替コードの割り当て割り当て :

現在、割り当てられているコードの他に、隣接するコードとスムーズなつながり
を維持するコード進行を検索します。
コードを替えたいコードコンテナを右ボタン・クリックし、開いたコンテキスト
メニューの代替を選ぶと、代替コードの一覧が表示されます。選択すると、コー
ドコンテナに代替コードが割り当てられます。複数のコードコンテナを替えたい
場合は、替えたいコードコンテナを全て選択してからコンテキストメニューを開
きます。

代替コードの候補が多い場合は、代替コードの一部がメニューアイテムに表示さ
れ、先頭に他の候補...というアイテムが表示されます。このアイテムを選択する
と、コード進行生成ダイアログボックスが開きます。このダイアログボックスで
は、全ての代替コードを表示します。

 代替コードは、ラインデータを参照せずに、隣接するコードのみを参照しま
す。ラインデータに調和するコード進行を得るには、ハーモナイズダイアログ
ボックスなどを使用します。

コードメニューの機能を用いた割り当て :

コードを割り当てたいコードコンテナを選択し、以下のいずれかの方法でコマン
ドを選択します。

コードメニューの各アイテムを選択します。●   

選択したコードコンテナを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューのアクションサブメニューから、各アイテムを選択します。

●   

複数のコードコンテナにコードを割り当てたい場合は、コードを割り当てるコー
ドコンテナを全て選択してからコマンドを選択します。



生成(G)... コード進行生成ダイアログボックスを開き
ます。このダイアログボックスでは、コー
ド (進行)を生成し、割り当てます。

自動生成(E) コード (進行)を自動生成し、割り当てま
す。

ハーモナイズ(H)... ハーモナイズダイアログボックスを開きま
す。このダイアログボックスでは、ライン
データ (単音や和音を含む) と調和する
キーとモードおよびコード (進行) を検出
生成し、割り当てることができます。

自動ハーモナイズ(Z) ラインデータと調和するキーとモードおよ
びコード (進行) を自動検出生成し、割り
当てます。

キーを変えずに自動ハーモナイズ(K) 選択されたラインデータと調和するコード
(進行) を、現在設定されているキーとモー
ドの中から自動生成し、割り当てます。

MIDI入力から検出(D)... コード検出ダイアログボックスを開きま
す。このダイアログボックスでは、外部の
MIDI 楽器から入力された音符を元にコー
ド名を検出し、割り当てます。

組み立て(C)... コード組み立てダイアログボックスを開き
ます。このダイアログボックスでは、コー
ドの構成要素を設定してコード名を組み立
て、割り当てます。

コードコンテナのテンションの変更

現在、割り当てられているコードのテンションを変えたい場合は、変えたいコー
ドコンテナを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューのテンション
を選ぶと、テンションを変化させたコード名の一覧が表示されます。選択する
と、コードコンテナに選んだコードが割り当てられます。

 複数のコードコンテナを選択している場合、右ボタン・クリックしたコード
に対するテンションの一覧が表示されます。この場合、選択している全てのコー
ドコンテナに選んだコードが割り当てられる結果となります。
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コードコンテナのインバージョンの変更

現在、割り当てられているコードのインバージョンを変えたい場合は、変えたい
コードコンテナを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューのイン
バージョンを選ぶと、インバージョンを変化させたコード名の一覧が表示されま
す。選択すると、コードコンテナに選んだコードが割り当てられます。

 複数のコードコンテナを選択している場合、右ボタン・クリックしたコード
に対するインバージョンの一覧が表示されます。この場合、選択している全ての
コードコンテナに選んだコードが割り当てられる結果となります。



コードコンテナの試聴

試聴したいコードコンテナを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューからコードを再生を選択すると、選択したコードコンテナの再生が開始さ
れます。コードコンテナの再生を行うと、ループ範囲がコードコンテナの範囲に
設定され、再生ツールバーの停止ボタンをクリックするか、入出力メニューの停
止アイテムを選択するなどして再生を停止するまで繰り返し再生を続けます。複
数のコードコンテナを選択した状態で、コードコンテナを再生した場合、これら
のコードコンテナを全て包含した範囲が再生されます。コードコンテナを再生ト
ラックボタンがアクティブなトラックと一緒に再生したい場合は、コンテキスト
メニューからラインデータと一緒に再生を選択します。

 コードを再生を選択して、コードのみを再生した場合、コードトラックの再
生トラックボタンがオンに設定され、全てのトラックの再生トラックボタンがオ
フに設定されます。また、ラインデータと一緒に再生を選択した時に、再生ト
ラックボタンがアクティブなトラックが存在しない場合は、全てのトラックの再
生トラックボタンがオンに設定され、一緒に再生されます。

コードコンテナの移動

ドラッグによる移動 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/矢印アイテムを選択します。
移動したいコードコンテナをドラッグして希望する位置まで移動します。複数の
コードコンテナを移動したい場合は、移動したいコードコンテナを全て選択して
から移動します。

移動先は、他のコードブロックにも指定できます。コードコンテナを移動し
た結果、移動元のコードブロックからコードコンテナが１つもなくなってしまう
場合は、移動元のコードブロックが消去されます。

ドキュメント間での移動について :

ドキュメント間でコードコンテナを移動したい場合は、コピー（切り取り）して
移動先のドキュメントに貼り付ける手法で行います。
例えば、移動したいコードコンテナを右ボタン・クリックし、開いたコンテキス
トメニューから、コードを切り取るを選択します。移動先のドキュメントウイン
ドウの貼り付けたい位置にあるコードコンテナを、右ボタン・クリックし、開い
たコンテキストメニューから、コードを貼り付けるを選択します。

 コードコンテナを貼り付けた場合、同じコードブロック内の、それより後ろ
のコードコンテナが後ろにずれます。結果として、コードブロックが長くなりま
す。コードブロック同士が重なった場合、手前に配置され見えているコードを、
コードブロック重複部分のコードとして CAMPS 各所の機能が参照します。重複
したコードブロックの前後関係を変えるには、希望するコードブロック上部の選
択バーを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、前面へ、ま
たは、背面へを選択します。



コードコンテナの長さの変更

矢印ツールを用いた変更 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/矢印アイテムを選択します。
長さを変更したいコードコンテナの右端にカーソルを移動すると、カーソルの形
状が左右矢印に変化します。その状態でクリックし、希望する長さまでドラッグ
します。複数のコードコンテの長さを変えたい場合は、長さを変えたいコードコ
ンテナを全て選択してから、いずれかのコードコンテナの長さを変えます。他の
コードコンテナの長さも同様に増減します。

コードコンテナの長さの変更処理には、編集グリッドを使用することができ
ます。グリッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿う
アイテムにチェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表
示/グリッド設定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボッ
クスで行います。

コンピューターキーボードによる調節 :

長さを変更したいコードコンテナを選択し、コンピューターキーボードの Shift
キーを押しながら左右の矢印キーを押して変更します。キーを押すたびに、1 分
解値ずつ増減します。Shift キーと Ctrl キーを押しながら左右の矢印キーを押すと
10 分解値ずつ増減します。複数のコードコンテナの長さを変更したい場合は、変
更したいコードコンテナを全て選択してから変更します。

 コードコンテナを長さを変更した場合、同じコードブロック内の、それより
後ろのコードコンテナが変更した長さ分ずれます。結果として、コードブロック
の長さも変化します。コードブロック同士が重なった場合、手前に配置され見え
ているコードを、コードブロック重複部分のコードとして CAMPS 各所の機能が
参照します。重複したコードブロックの前後関係を変えるには、希望するコード
ブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニュー
から、前面へ、または、背面へを選択します。



コードコンテナの複製

ドラッグによる複製 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/矢印アイテムを選択します。
複製したいコードコンテナを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択したコードコンテナを Ctrl キーを押しながらドラッグして希望する位
置まで移動します。

●   

選択したコードコンテナを右ボタンでドラッグして希望する位置まで移動
します。マウスを放すと表示されるメニューから、ここに複製を選択しま
す。

●   

複数のコードコンテナを複製したい場合は、複製したいコードコンテナを全て選
択してから移動します。

編集メニューからの複製 :

複製したいコードコンテナを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択したコードコンテナを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、コードを複製を選択します。

●   

編集メニューのコードを複製を選択します。●   

複数のコードコンテナを複製したい場合は、複製したいコードブコンテナを全て
選択してからコマンドを選択します。
複製されたコードコンテナは、元のコードコンテナの後ろに作成されますので、
希望する位置に移動して下さい。

 コードコンテナを複製した場合、同じコードブロック内の、それより後ろの
コードコンテナが後ろにずれます。結果として、コードブロックが長くなりま
す。コードブロック同士が重なった場合、手前に配置され見えているコードを、
コードブロック重複部分のコードとして CAMPS 各所の機能が参照します。重複
したコードブロックの前後関係を変えるには、希望するコードブロック上部の選
択バーを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、前面へ、ま
たは、背面へを選択します。

コードコンテナのコピーと貼り付け

コピーしたいコードコンテナを選択し、以下のいずれかの方法でコピーします。

選択したコードコンテナを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、コードをコピーを選択します。

●   

編集メニューのコードをコピーを選択します。●   

複数のコードをコピーしたい場合は、コピーしたいコードコンテナを全て選択し
てからコマンドを選択します。

次に、貼り付けたい位置にあるコードコンテナを選択し、以下のいずれかの方法
で貼り付けます。

選択したコードコンテナを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、コードを貼り付けるを選択します。

●   

編集メニューのコードを貼り付けるを選択します。●   

コードブロックの最後にコードを追加したい場合は、コードコンテナの選択を解
除し、コードブロックを選択し、以下のいずれかの方法で貼り付けます。

選択したコードブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開いた
コンテキストメニューから、コードを貼り付けるを選択します。

●   



編集メニューのコードを貼り付けるを選択します。●   

 コードコンテナを貼り付けた場合、同じコードブロック内の、それより後ろ
のコードコンテナが後ろにずれます。結果として、コードブロックが長くなりま
す。コードブロック同士が重なった場合、手前に配置され見えているコードを、
コードブロック重複部分のコードとして CAMPS 各所の機能が参照します。重複
したコードブロックの前後関係を変えるには、希望するコードブロック上部の選
択バーを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、前面へ、ま
たは、背面へを選択します。

コードコンテナの削除

消しゴムツールを用いた削除 :

エディットボタンの中から消しゴムツールボタンを選択します。あるいは、エ
ディターメニューのツール/消しゴムアイテムを選択します。
削除したいコードコンテナをクリックします。

編集メニューからの削除 :

削除したいコードコンテナを選択し、以下のいずれかの方法で削除します。

選択したコードコンテナを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、コードを消去を選択します。

●   

編集メニューのコードを消去を選択します。●   

複数のコードを削除したい場合は、削除したいコードを全て選択してからコマン
ドを選択します。
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関連するページ:

コードブロックの操作
キーとモードの割り当て
コードファンクションの割り当て
表示の調節

�



コードエリアの使い方 � コードエリアの説明
コードエリアのアイテム

� �

キーとモードの割り当て 各コードコンテナのキーとモードの設定は、コード名表示の下にあるキーと
モードボタンに表示されています。キーとモードボタンが表示されていない場
合は、コードエリア下の境界線をドラッグしてコードエリアの領域を広げま
す。ここで設定されているキーとモードは、CAMPS のコード進行生成などの
機能によって参照されます。

キーとモードの変更は、キーとモードボタンをクリックします。モードの一覧
がポップアップメニューに表示されます。モードを選ぶと、キーを含めた一覧
が表示されますので、希望するキーとモードを選択して下さい。複数のコード
コンテナのキーとモードを変更したい場合は、変更したい全てのコードコンテ
ナを選択し、その中のいずれかのコードコンテナのキーとモードを変更しま
す。

関連するページ:

コードブロックの操作
コードコンテナの操作
コードファンクションの割り当て
表示の調節

�



コードエリアの使い方 � コードエリアの説明
コードエリアのアイテム

� �

コードファンクションの
割り当て

各コードコンテナのコードファンクションの設定は、キーとモードボタン下に
あるコードファンクションチェックリストに表示されています。コードファン
クションチェックリストが表示されていない場合は、コードエリア下の境界線
をドラッグしてコードエリアの領域を拡げます。ここで設定されているコード
ファンクションは、CAMPS のコード進行生成などの機能によって参照されま
す。

コードファンクションの変更は、使用したいコードファンクションをクリック
してチェックマークを入れます。

 全てのコードファンクションのチェックマークを外すことはできません。

複数のコードコンテナを選択している状態で、１つのコードコンテナの設
定を変更すると、キーとモードが同じコードコンテナの設定が同時に変更され
ます。

関連するページ:

コードブロックの操作
コードコンテナの操作
キーとモードの割り当て
表示の調節
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コードエリアの使い方 � コードエリアの説明
コードエリアのアイテム

� �

表示の調節 コードエリアの背景には、小節線とビート線を表示させることができます。

表示メニューのグリッド表示サブメニューの中から小節線を表示を選択すると、コードエリ
ア、文字情報エリアおよびラインエリアの小節線を、表示したり非表示したりできます。
表示メニューのグリッド表示サブメニューの中からビート線を表示を選択すると、コードエ
リア、文字情報エリアおよびラインエリアのビート線を、表示したり非表示したりできま
す。

グリッド表示における、各線は参照用です。編集用のグリッドは、表示メニューのグ
リッド表示サブメニューのグリッドに沿う、グリッド設定...アイテムで設定します。

関連するページ:

コードブロックの操作
コードコンテナの操作
キーとモードの割り当て
コードファンクションの割り当て
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ラインエリア ( ドキュメントウインドウ ) � エディター
ドキュメントウインドウ

� �

説明 ラインエリアでは、各トラック用の MIDI ラインデータを管理します。
ラインデータは、ラインブロック単位に管理されます。１つのトラックには、複数のラインブ
ロックを配置することが出来ます。それぞれのラインブロックは、複数のテイクを持つことが
出来ます。ラインデータは、それぞれのテイクによって管理されます。ラインデータには、音
符や、ピッチベンドイベント、コントロールチェンジイベントなどの MIDI コントロールデー
タや、歌詞、システムエクスクルーシブイベントが含まれます。

�

使い方 ラインエリアでは、ラインブロックの生成や複製、移動、合体、分割などの編集を行います。
ラインエリアで作業する場合は、まずラインブロックを録音するなどして作成することから始
まります。ラインブロックを並べることによって、１つの演奏パートを構成します。

ラインデータは、ラインブロック単位に操作します。ラインデータをラインブロックで管理す
ることにより、容易な曲のアレンジが可能になります。ラインデータは、ラインブロック単独
で、あるいは、他のトラックやコードと一緒に試聴することができます。

ラインデータを編集するために、再作曲や音長調節、不協音の検出、クォンタイズなど、様々
な機能がラインメニューによって提供されています。また、ラインデータをイベント単位に編
集するためには、各エディターを開きます。

ラインブロックは、複数のテイクを持つことができます。これにより、複数のラインデータを
管理でき、テイクを切り替えることによって、ラインデータを比較することが可能になりま
す。

ラインブロックの操作●   

テイクについて●   

表示の調節●   

アイテム ラインブロック
テイク
小節線
ビート線
トラック区切り線

�



ラインエリアのアイテム � ラインエリアの説明
ラインエリアの使い方

� �

ラインブロックの操作 ラインブロック 各トラック用の MIDI ラインデータは、ラインブロック単位に
まとめられて管理します。
例えば、イントロやブリッジなどのセクション単位にライン
ブロックを割り当てることによって、曲のアレンジを容易に
します。

ラインブロックの名前（実際は、選択されているテイクの名
前）を表示する場合は、表示メニューのラインブロック名を
表示アイテムにチェックを入れます。

テイクについて テイク ラインブロックには、複数のテイクを登録することができま
す。テイクは、ラインデータを管理します。これにより、複
数のバージョンのラインデータを管理でき、テイクを切り替
えることによって、ラインデータを比較することが可能にな
ります。

表示の調節 小節線 各小節の開始位置を縦の線で示します。小節線の表示/非表示
は切り替えることが出来ます。

ビート線 各小節間のビート（拍）の位置を示します。ビート線の表示/
非表示は切り替えることが出来ます。

トラック区切り線 各トラックの境界線を示します。トラック区切り線の表示/非
表示は切り替えることが出来ます。

�
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ラインエリアの使い方 � ラインエリアの説明
ラインエリアのアイテム

� �

ラインブロックの操作 ラインブロック

各トラック用の MIDI ラインデータは、ラインブロック単位にまとめられて管理
します。１つのトラックには、複数のラインブロックを配置することが出来ま
す。それぞれのラインブロックは、複数のテイクを持つことが出来ます。ライン
データは、それぞれのテイクによって管理されます。ラインデータには、音符
や、ピッチベンドイベント、コントロールチェンジイベントなどの MIDI コント
ロールデータや、歌詞、システムエクスクルーシブイベントが含まれます。

選択する●   

録音して作成する●   

新規作成する●   

ラインデータを生成して新規に作成する●   

ラインデータを編集する●   

試聴する●   

移動する●   

長さを変更する●   

分割する●   

合体する●   

複製する●   

コピーと貼り付け●   

エイリアスを作成する●   

削除する●   

表示色を変更する●   

ラインブロックの選択

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/矢印アイテムを選択します。
選択は、ラインブロックをクリックします。複数のラインブロックを選択したい
場合は、Ctrl キーや Shift キーを押しながら選択していきます。あるいは、ライン
エリア内の空いている場所から、ドラッグを開始し、矩形領域で選択していくこ
ともできます。

ラインブロックを選択すると、ラインメニューの再作曲... や 不協音の検出... アイ
テムなどが有効になります。また、移動や複製、エイリアスの作成、コピー、貼
り付け、削除などの処理が行えます。

 複数のラインブロックを選択した状態でも、魔法の杖ツールを用いた簡易作
曲処理や、消しゴムツールを用いてクリックする削除処理に関しては、クリック
したラインブロックのみに対して働きます。



録音してラインブロックを作成する

CAMPS では、リアルタイム、オーバーダビング、ステップの３つのモードでの
録音が可能です。
録音したいトラックの録音トラックボタン をオンにしてから録音ツールバーの各
録音ボタンをクリックするか、入出力メニューの録音サブメニューのアイテムを
選択し、外部の MIDI 楽器で演奏します。演奏は録音され、録音した小節の範囲
に新規のラインブロックが作成されます。

範囲を特定して録音する場合は、パンチイン/アウト範囲を指定します。録音する
トラック内で、このパンチイン/アウト範囲と一致する場所に別のライブロックが
存在する場合、既存のライブロックの選択されているテイクのラインデータが削
除され演奏が録音されます。パンチイン/アウト範囲と一致する場所に別のライブ
ロックが存在しない場合、新規にラインブロックが作成されます。

 録音しようとしている小節に別のラインブロックが既に存在している場合も
演奏は録音され、新規にラインブロックが作成されます。ラインブロック同士が
重なった場合、同一時間帯に双方のラインブロックが演奏されます。ラインデー
タに MIDI コントロールデータが存在している場合、思った通りの演奏ができな
くなる可能性があります。重複したラインブロックの前後関係を変えるには、希
望するラインブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開いたコンテキ
ストメニューから、前面へ、または、背面へを選択します。

新規ラインブロックの作成

ペンツールを用いた作成 :

エディットボタンの中からペンツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/ペンアイテムを選択します。ラインエリア内で、ラインブ
ロックを作成したい範囲をクリックし、ドラッグします。作成されたラインブ
ロックの位置や長さ、名前、色などは、あとでいつでも変更できます。

ダイアログボックスを用いた作成 :

以下のいずれかの方法で、ダイアログボックスを開きます。

ラインエリア内の作成したい位置で、右ボタン・クリックし、開いたコン
テキストメニューから新規ラインブロックを作成...を選択します。

●   

編集メニューの新規ラインブロックを作成...を選択します。●   

コマンドを選択すると、新規ラインブロック作成ダイアログボックスが開きま
す。
このダイアログボックスでは、新規に生成するラインブロックの名前などの属性
を設定したり、生成するテイクにラインデータを自動生成するかどうかを選択
し、新規にラインブロックを作成します。



 編集メニューの新規ラインブロックを作成...アイテムは、ラインエリアがア
クティブな状態でないと表示されません。ラインエリアをアクティブにするに
は、エリア内の空いている場所をクリックするなどします。

ラインデータを生成した新規ラインブロックの作成

魔法の杖ツールを用いた作成 :

エディットボタンの中から魔法の杖ツールボタンを選択します。あるいは、エ
ディターメニューのツール/魔法の杖アイテムを選択します。
ラインエリア内で、ラインブロックを作成したい範囲をクリックしドラッグする
と、割り当てられていコード (進行) ドを考慮しながら、ラインデータを自動生成
します。ラインブロックに割り当てられたラインデータや位置、長さ、名前、色
などは、あとでいつでも変更できます。

 作成した範囲にコードが割り当てられていない場合、作曲結果は参照する
コードが無いために、作成されるメロディーは期待できません。（ドラムスト
ラックを除く）

ダイアログボックスを用いた作成 :

以下のいずれかの方法で、ダイアログボックスを開きます。

ラインエリア内の作成したい位置で、右ボタン・クリックし、開いたコン
テキストメニューから新規ラインブロックを作成...を選択します。

●   



編集メニューの新規ラインブロックを作成...を選択します。●   

コマンドを選択すると、新規ラインブロック作成ダイアログボックスが開きま
す。
このダイアログボックスでは、新規に生成するラインブロックの名前などの属性
を設定したり、生成するテイクにラインデータを自動生成するかどうかを選択
し、新規にラインブロックを作成します。

 編集メニューの新規ラインブロックを作成... アイテムは、ラインエリアがア
クティブな状態でないと表示されません。ラインエリアをアクティブにするに
は、エリア内の空いている場所をクリックするなどします。

ラインブロックのラインデータの編集

魔法の杖ツールを用いた編集 :

エディットボタンの中から魔法の杖ツールボタンを選択します。あるいは、エ
ディターメニューのツール/魔法の杖アイテムを選択します。
ラインブロックをクリックすると、割り当てられているコード (進行) を考慮しな
がらこのラインデータを自動分析し、類似したラインデータを再作曲します。

 ラインデータが無いラインブロックに対して、クリックしても何も起こりま
せん。

エディターで編集 :

ラインデータを個々のイベント単位に編集するためには、イベントリスト、ピア
ノロール、コントロール描画、楽譜の各エディターを使用します。編集したいラ
インブロックを選択し、以下のいずれかの方法でエディターを開きます。

エディットボタンの中の各エディターボタンをクリックします。●   

エディターメニューの対応するアイテムを選択します。●   

一度に、複数のエディターを開きたい場合は、編集したいラインブロックを全て
選択してから移動します。

ラインメニューの機能を用いた編集 :



ラインデータをラインブロック単位に一度に編集したい場合は、ラインメニュー
の機能を利用します。
編集したいラインブロックを選択し、以下のいずれかの方法で、コマンドを選択
します。

編集したいラインブロックを右ボタン・クリックし、開いたコンテキスト
メニューのアクションサブメニューから、各アイテムを選択します。

●   

ラインメニューの各アイテムを選択します。●   

再作曲(C)... 再作曲ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、メロディーラインや和音、リズムの再作曲
のパラメーターを調節し、ボタンをクリックすることに
よって、次々と再作曲します。

自動再作曲(E) ラインデータを自動再作曲します。
不協音の検出(I)... 不協音検出ダイアログボックスを開きます。このダイアロ

グボックスでは、ラインブロック上の音符と不協な音程を
持つ音符を、同一トラックや他のトラックから検出しま
す。また、検出された不協音を自動、あるいは、手動で修
正することが出来ます。

クォンタイズ(Q)... クォンタイズダイアログボックスを開きます。このダイア
ログボックスでは、ラインデータの開始時間を設定したグ
リッドを元に調整します。

トランスポーズ(T)... トランスポーズダイアログボックスを開きます。このダイ
アログボックスでは、音符の音程を、一挙にトランスポー
ズする事ができます。

音長調節(A)... 音調調節ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、音符の長さを、一挙に変更する事ができま
す。

ベロシティ調節(V)... ベロシティ調節ダイアログボックスを開きます。このダイ
アログボックスでは、音符の音量（ベロシティ）を、一挙
に変更する事ができます。

音程の再配置(Y)... 音程の再配置ダイアログボックスを開きます。このダイア
ログボックスでは、音符の音程を、別の音程に一挙に変更
する事ができます。

倍速化(H) ラインデータを２倍の速さにします。結果として、ライン
ブロックは半分のサイズになります。

半速化(D) ラインデータを半分の速さにします。結果として、ライン
ブロックは２倍のサイズになります。

ラインブロックの試聴

試聴したいラインブロックを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューからラインブロックを再生を選択すると、選択したラインブロックの再生
が開始されます。ラインブロックの再生を行うと、ループ範囲がラインブロック
の範囲に設定され、再生ツールバーの停止ボタンをクリックするか、入出力メ
ニューの停止アイテムを選択するなどして再生を停止するまで繰り返し再生を続
けます。複数のラインブロックを選択した状態で、ラインブロックを再生した場
合、これらのラインブロックを全て包含した範囲が再生されます。ラインブロッ
クを他の再生トラックボタンがアクティブなトラックと一緒に再生したい場合
は、コンテキストメニューから他トラックと一緒に再生を選択します。
ラインブロックを再生、他トラックと一緒に再生の何れの場合でも、コードト
ラックの再生トラックボタンがアクティブな場合、コードも一緒に再生されま
す。

 ラインブロックを再生を選択した場合、対象のラインブロックの再生トラッ
クボタンがオンに設定され、他の全てのトラックの再生トラックボタンがオフに
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設定されます。また、他トラックと一緒に再生を選択した時に、他に再生トラッ
クボタンがアクティブなトラックが存在しない場合は、全てのトラックの再生ト
ラックボタンがオンに設定され、一緒に再生されます。

ラインブロックの移動

ドラッグによる移動 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/矢印アイテムを選択します。
移動したいラインブロックをドラッグして希望する位置（トラック間の移動も可
能です）まで移動します。複数のラインブロックを移動したい場合は、移動した
いラインブロックを全て選択してから移動します。

コンピューターキーボードによる移動:

移動したいラインブロックを選択し、コンピューターキーボードの矢印キーを押
して移動させます。左右の矢印キーを押すたびに、1 分解値ずつ移動します。Ctrl
キーを押しながら左右の矢印キーを押すと 10 分解値ずつ移動します。また、上
下の矢印キーを押すたびに、１つ上（下）のトラックに移動します。複数のライ
ンブロックを移動したい場合は、移動したいラインブロックを全て選択してから
移動します。

ドキュメント間での移動について :

ドキュメント間でラインブロックを移動したい場合は、コピー（切り取り）して
移動先のドキュメントに貼り付ける手法で行います。
例えば、移動したいラインブロックを右ボタン・クリックし、開いたコンテキス
トメニューから、ラインブロックを切り取るを選択します。移動先のドキュメン
トウインドウのラインエリア内の空いている場所を、右ボタン・クリックし、開
いたコンテキストメニューから、ラインブロックを貼り付けるを選択します。
この場合、新規にトラックが作成され、そのトラックのラインデータとして貼り
付けられます。

 ラインブロックの移動には、編集グリッドを使用することができます。グ
リッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテム
にチェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッ
ド設定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボックスで行
います。

 ラインブロックを移動した結果としてラインブロック同士が重なった場合、
同一時間帯に双方のラインブロックが演奏されます。ラインデータに MIDI コン
トロールデータが存在している場合、思った通りの演奏ができなくなる可能性が
あります。重複したラインブロックの前後関係を変えるには、希望するラインブ
ロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューか
ら、前面へ、または、背面へを選択します。



ラインブロックの長さの変更

矢印ツールを用いた変更 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/矢印アイテムを選択します。
長さを変更したいラインブロックの左端、あるいは、右端にカーソルを移動する
と、カーソルの形状が左右矢印に変化します。その状態でクリックし、希望する
長さまでドラッグします。複数のラインブロックの長さを変えたい場合は、長さ
を変えたいラインブロックを全て選択してから、いずれかのラインブロックの長
さを変えます。他のラインブロックの長さも同様に増減します。
ラインブロックの長さを変えた場合、ラインデータの絶対的な位置は変わりませ
ん。言い換えると、ラインブロックの増加した部分には、空白が追加されます。
縮小した場合、縮小した部分にあったラインデータは演奏されませんが、ライン
データは削除されずに残っています。

ラインブロックの長さの変更処理には、編集グリッドを使用することができ
ます。グリッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿う
アイテムにチェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表
示/グリッド設定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボッ
クスで行います。

コンピューターキーボードによる調節 :

長さを変更したいラインブロックを選択し、コンピューターキーボードの Shift
キーを押しながら左右の矢印キーを押して変更します。キーを押すたびに、1 分
解値ずつ増減します。Shift キーと Ctrl キーを押しながら左右の矢印キーを押すと
10 分解値ずつ増減します。複数のラインブロックの長さを変更したい場合は、変
更したいラインブロックを全て選択してから変更します。

 ラインブロックの長さを変更した結果としてラインブロック同士が重なった
場合、同一時間帯に双方のラインブロックが演奏されます。ラインデータに MIDI
コントロールデータが存在している場合、思った通りの演奏ができなくなる可能
性があります。重複したラインブロックの前後関係を変えるには、希望するライ
ンブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、前面へ、または、背面へを選択します。



ラインブロックの分割

エディットボタンの中からカッターツールボタンを選択します。あるいは、エ
ディターメニューのツール/カッターアイテムを選択します。
分割したいラインブロックをクリックし、分割したい位置でマウスを放します。
分割する位置は、ドキュメントウインドウ右下のインタラクティブ情報を参照し
ながら行って下さい。
分割したラインブロックに、エイリアスの関係があるラインブロックが存在した
場合、それらのラインブロックも同様に分割されます。

 ラインブロックの分割には、編集グリッドを使用することができます。グ
リッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテム
にチェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッ
ド設定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボックスで行
います。

ラインブロックの合体

合体したいラインブロックを全て選択し、以下のいずれかの方法で合体します。

選択したラインブロックを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、ラインブロックを合体を選択します。

●   

編集メニューのラインブロックを合体を選択します。●   

 異なる、トラック間で合体処理をした場合は、一番上のトラックのラインブ
ロックに合体されます。



ラインブロックの複製

ドラッグによる複製 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/矢印アイテムを選択します。
複製したいラインブロックを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択したラインブロックを Ctrl キーを押しながらドラッグして希望する位
置まで移動します。

●   

選択したラインブロックを右ボタンでドラッグして希望する位置まで移動
します。マウスを放すと表示されるメニューから、ここに複製を選択しま
す。

●   

複数のラインブロックを複製したい場合は、複製したいラインブロックを全て選
択してから移動します。

編集メニューからの複製 :

複製したいラインブロックを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択したラインブロックを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、ラインブロックを複製を選択します。

●   

編集メニューのラインブロックを複製を選択します。●   

複数のラインブロックを複製したい場合は、複製したいラインブロックを全て選
択してからコマンドを選択します。
複製されたラインブロックは、元のラインブロックに対して右側にずれた位置に
作成されますので、希望する位置に移動して下さい。

ラインブロックのコピーと貼り付け

コピーしたいラインブロックを選択し、以下のいずれかの方法でコピーします。

選択したラインブロックを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、ラインブロックをコピーを選択します。

●   

編集メニューのラインブロックをコピーを選択します。●   

複数のラインブロックをコピーしたい場合は、コピーしたいラインブロックを全
て選択してからコマンドを選択します。

次に、以下のいずれかの方法で貼り付けます。

ラインエリア内の貼り付けたい位置で右ボタン・クリックし、開いたコン
テキストメニューから、ラインブロックを貼り付けるを選択します。コン
テキストメニューを開いた位置に、ラインブロックが貼り付けられます。

●   

編集メニューのラインブロックを貼り付けるを選択します。適当な位置
に、ラインブロックが貼り付けられます。

●   

 ラインブロックの貼り付けには、編集グリッドを使用することができます。
グリッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテ
ムにチェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グ
リッド設定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボックス
で行います。



ラインブロックのエイリアスの作成

１つのラインブロックに対して複数の実体を持たすことができます。このよ
うな関係を CAMPS では、エイリアスと呼びます。エイリアスの関係を持つライ
ンブロック同士は常に同じ状態になります。例えば、１つのラインブロックのラ
インデータ変更した場合、このラインブロックとエイリアスの関係にある全ての
ラインブロックのラインデータが同様に変更されます。エイリアスを持っている
ラインブロックには、左側に丸印が表示されます。

エイリアスを作成したいラインブロックを選択し、以下のいずれかの方法で作成
します。

選択したラインブロックを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、ラインブロックのエイリアスを作成を選択します。

●   

編集メニューのラインブロックのエイリアスを作成を選択します。●   

複数のラインブロックのエイリアスを作成したい場合は、エイリアスを作成した
いラインブロックを全て選択してからコマンドを選択します。

逆に、エイリアスを解除したい場合は、エイリアスを解除したいラインブロック
を選択し、以下のいずれかの方法で解除します。

選択したラインブロックを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、ラインブロックのエイリアスを解除を選択します。

●   

編集メニューのラインブロックのエイリアスを解除を選択します。●   

複数のラインブロックのエイリアスを解除したい場合は、解除したいラインブ
ロックを全て選択してからコマンドを選択します。

ラインブロックの削除

消しゴムツールを用いた削除 :

エディットボタンの中から消しゴムツールボタンを選択します。あるいは、エ
ディターメニューのツール/消しゴムアイテムを選択します。
削除したいラインブロックをクリックします。複数のラインブロックを削除した
い場合は、ラインエリア内の空いている場所から、ドラッグを開始し、矩形領域
で選択し、ドラッグを終了します。

編集メニューからの削除 :

削除したいラインブロックを選択し、以下のいずれかの方法で削除します。

選択したラインブロックを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、ラインブロックを消去を選択します。

●   

編集メニューのラインブロックを消去を選択します。●   

複数のラインブロックを削除したい場合は、削除したいラインブロックを全て選



択してからコマンドを選択します。

ラインブロックの表示色の変更

表示色を変更したいラインブロックを右ボタン・クリックし、開いたコンテキス
トメニューの色サブメニューから指定します。複数のラインブロックの表示色を
変更したい場合は、表示色を変更したいラインブロックを全て選択してから色を
指定します。

�

関連するページ :

テイクについて
表示の調節

�



ラインエリアの使い方 � ラインエリアの説明
ラインエリアのアイテム

� �

テイク
について

テイク

ラインブロックは、複数のテイクを登録することができます。テイクは、ラインデータを管理
します。これにより、複数のラインデータを管理でき、テイクを切り替えることによって、ラ
インデータを比較することが可能になります。
各ラインデータの編集は、現在選択されているテイクに対して行われます。

テイクの編集は、テイク一覧ダイアログボックスで行います。
テイク一覧ダイアログボックスを開くには、テイクを編集したいラインブロックを右ボタン・
クリックし、開いたコンテキストメニューから、あるいは、ラインブロックを選択してからラ
インメニューのテイク/テイクの一覧...を選択します。もしくは、Ctrl キーを押しながら、ライ
ンブロックをダブルクリックします。

 複数のラインブロックのテイクを編集したい場合は、編集したいラインブロックを全て選
択してからコマンドを選択します。この場合、テイク一覧ダイアログボックスは順次表示さ
れ、１つのラインブロックに対してのダイアログボックスを終了すると、次のラインブロック
のダイアログボックスが表示されます。

その他、メニューから以下の操作が可能です。ラインブロックを右ボタン・クリックし、開い
たコンテキストメニューのテイクサブメニューから、あるいは、ラインブロックを選択してか
らラインメニューのテイクサブメニューの各アイテムを選択します。

新規テイクを作成(N)... 新規テイクダイアログボックスを開きます。このダイアログボックス
では、新規に生成するテイクの名前などの属性を指定し、生成しま
す。

現テイクを複製(D) 現在、選択されているテイクを複製します。
現テイクを削除(R) 現在、選択されているテイクを削除します。このコマンドは、テイク

が２つ以上ある時に使用できます。
[テイク #1] 登録されているテイクの一覧が表示されます。現在、選択されている

テイクには、アイテム名の左側にマークが表示されます。選択する
と、現在のテイクを選択したテイクに切り替えます。

�

関連するページ :

ラインブロックの操作
表示の調節

�
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ラインエリアの使い方 � ラインエリアの説明
ラインエリアのアイテム

� �

表示の調節 ラインエリアの背景には、小節線とビート線、トラック区切り線を表示させることができま
す。

表示メニューのグリッド表示サブメニューの中から小節線を表示を選択すると、ラインエリ
ア、文字情報エリアおよびコードエリアの小節線を、表示したり非表示したりできます。
表示メニューのグリッド表示サブメニューの中からビート線を表示を選択すると、ラインエ
リア、文字情報エリアおよびコードエリアのビート線を、表示したり非表示したりできま
す。
表示メニューのグリッド表示サブメニューの中からトラック区切り線を表示を選択すると、
ラインエリアやトラックエリアのトラック区切り線を、表示したり非表示したりできます。

 グリッド表示における、各線は参照用です。編集用のグリッドは、表示メニューのグ
リッド表示サブメニューのグリッドに沿う、グリッド設定...アイテムで設定します。

�

関連するページ:

ラインブロックの操作
テイクについて

�



文字情報エリア ( ドキュメントウインドウ ) � エディター
ドキュメントウインドウ

� �

説明 文字情報エリアでは、曲の特定の場所にマークを付けるために、文字情報を追加することがで
きます。文字情報には、リハーサルレターとマーカーの２種類が用意されています。

�

使い方 文字情報エリアでは、文字情報の生成や複製、移動などの編集を行います。これらの文字情報
をドキュメントに入れておくことによって、曲中の特定箇所を探す場合などに有効です。
文字情報は、再生データには影響を与えません。

文字情報の操作●   

表示の調節●   

アイテム リハーサルレター
マーカー
小節線
ビート線

�



文字情報エリアのアイテム � 文字情報エリアの説明
文字情報エリアの使い方

� �

文字情報の操作 リハーサルレター リハーサルレターは、”A”や”B”などのセクション名
や、”Verse”や”Chorus”、”Head”、”Bridge”などのフレー
ズ名をつけるときなどに使用します。 文字情報エリアでは、リハー
サルレターの生成や文字の編集、コピー、複製、移動、削除などの
編集をすることができます。

マーカー マーカーは、曲の特定の範囲に注釈をつける時などに使用します。
このため、マーカーには、マーカー<ここから>とマーカー<ここま
で>の２つの種類が用意されています。文字情報エリアでは、これら
マーカーの生成や文字の編集、コピー、複製、移動、削除などの編
集をすることができます。

表示の調節 小節線 各小節の開始位置を縦の線で示します。小節線の表示/非表示は切り
替えることが出来ます。

ビート線 各小節間のビート（拍）の位置を示します。ビート線の表示/非表示
は切り替えることが出来ます。

�



文字情報エリアの使い方 � 文字情報エリアの説明
文字情報エリアのアイテム

� �

文字情報の
操作

文字情報エリアで扱う文字情報は、リハーサルレターと２種類のマーカーです。

選択する●   

リハーサルレターを新規作成する●   

マーカーを新規作成する●   

文字を編集する●   

移動する●   

複製する●   

コピーと貼り付け●   

削除する●   

文字情報の選択

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメニュー
のツール/矢印アイテムを選択します。
選択は、文字情報をクリックします。複数の文字情報を選択したい場合は、Ctrl キーや Shift
キーを押しながら選択していきます。あるいは、文字情報エリア内の空いている場所から、
ドラッグを開始し、矩形領域で選択していくこともできます。

文字情報を選択すると、移動や複製、コピー、貼り付け、削除などの処理が行えます。

 複数の文字情報を選択した状態でも、消しゴムツールを用いてクリックする削除処理に
関しては、クリックした文字情報のみに対して働きます。

新規リハーサルレターの作成

リハーサルレターは、”A”や”B”などのセクション名や、”Verse”
や”Chorus”、”Head”、”Bridge”などのフレーズ名をつけるときなどに使用します。
以下のいずれかの方法で作成します。

文字情報エリア内の作成したい位置で、右ボタン・クリックし、開いたコンテキスト
メニューから新規リハーサルレターを作成を選択します。

●   

編集メニューの新規文字情報を作成...を選択すると、新規文字情報ダイアログボック
スが表示されます。このダイアログボックスでは、新規に作成する文字情報の種類を
選択します。

●   

リハーサルレターが作成されると、エディットボックスが表示されます。文字を入力し
て、Enter キーを押すなどして確定させます。

 編集メニューの新規文字情報を作成... アイテムは、文字情報エリアがアクティブな状態
でないと表示されません。文字情報エリアをアクティブにするには、エリア内の空いている
場所をクリックするなどします。



新規マーカーの作成

マーカーは、曲の特定の範囲に注釈をつける時などに使用します。このため、マーカーに
は、マーカー<ここから>とマーカー<ここまで>の２つの種類が用意されています。
以下のいずれかの方法で作成します。

文字情報エリア内の作成したい位置で、右ボタン・クリックし、開いたコンテキスト
メニューから新規マーカー<ここから>作成や新規マーカー<ここまで>作成を選択しま
す

●   

編集メニューの新規文字情報を作成...を選択すると、新規文字情報ダイアログボック
スが表示されます。このダイアログボックスでは、新規に作成する文字情報の種類を
選択します。

●   

マーカーが作成されると、エディットボックスが表示されます。文字を入力して、Enter
キーを押すなどして確定させます。

 編集メニューの新規文字情報を作成... アイテムは、文字情報エリアがアクティブな状態
でないと表示されません。文字情報エリアをアクティブにするには、エリア内の空いている
場所をクリックするなどします。

文字の編集

文字を編集するには、編集したい文字情報をダブルクリックします。エディットボックスが
表示されますので、文字を入力して、Enter キーを押すなどして確定させます。

文字情報の移動

ドラッグによる移動 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメニュー
のツール/矢印アイテムを選択します。
移動したい文字情報をドラッグして希望する位置まで移動します。複数の文字情報を移動し
たい場合は、移動したい文字情報を全て選択してから移動します。

コンピューターキーボードによる移動:

移動したい文字情報を選択し、コンピューターキーボードの左右の矢印キーを押して移動さ
せます。キーを押すたびに、1 分解値ずつ移動します。Ctrl キーを押しながら左右の矢印
キーを押すと 10 分解値ずつ移動します。複数の文字情報を移動したい場合は、移動したい
文字情報を全て選択してから移動します。

ドキュメント間での移動について :

ドキュメント間で文字情報を移動したい場合は、コピー（切り取り）して移動先のドキュメ
ントに貼り付ける手法で行います。
例えば、移動したい文字情報を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、
文字情報を切り取るを選択します。移動先のドキュメントウインドウの文字情報エリア内の
空いている場所を、右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、文字情報を
貼り付けるを選択します。



 文字情報の移動には、編集グリッドを使用することができます。グリッドを使用する場
合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェックを入れます。グリッ
ドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示される、
グリッド設定ダイアログボックスで行います。

文字情報の複製

ドラッグによる複製 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメニュー
のツール/矢印アイテムを選択します。
複製したい文字情報を選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択した文字情報を Ctrl キーを押しながらドラッグして希望する位置まで移動しま
す。

●   

選択した文字情報を右ボタンでドラッグして希望する位置まで移動します。マウスを
放すと表示されるメニューから、ここに複製を選択します。

●   

複数の文字情報を複製したい場合は、複製したい文字情報を全て選択してから移動します。

編集メニューからの複製 :

複製したい文字情報を選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択した文字情報を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、文字
情報を複製を選択します。

●   

編集メニューの文字情報を複製を選択します。●   

複数の文字情報を複製したい場合は、複製したい文字情報を全て選択してからコマンドを選
択します。
複製された文字情報は、元の文字情報に対して右側にずれた位置に作成されますので、希望
する位置に移動して下さい。

文字情報のコピーと貼り付け

コピーしたい文字情報を選択し、以下のいずれかの方法でコピーします。

選択した文字情報を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、文字
情報をコピーを選択します。

●   

編集メニューの文字情報をコピーを選択します。●   

複数の文字情報をコピーしたい場合は、コピーしたい文字情報を全て選択してからコマンド
を選択します。

次に、以下のいずれかの方法で貼り付けます。

文字情報エリア内の貼り付けたい位置で右ボタン・クリックし、開いたコンテキスト
メニューから、文字情報を貼り付けるを選択します。コンテキストメニューを開いた
位置に、文字情報が貼り付けられます。

●   

編集メニューの文字情報を貼り付けるを選択します。適当な位置に、文字情報が貼り
付けられます。

●   

 文字情報の貼り付けには、編集グリッドを使用することができます。グリッドを使用す
る場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェックを入れます。グ
リッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示され
る、グリッド設定ダイアログボックスで行います。



文字情報の削除

消しゴムツールを用いた削除 :

エディットボタンの中から消しゴムツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/消しゴムアイテムを選択します。
削除したい文字情報をクリックします。複数の文字情報を削除したい場合は、文字情報エリ
ア内の空いている場所から、ドラッグを開始し、矩形領域で選択し、ドラッグを終了しま
す。

編集メニューからの削除 :

削除したい文字情報を選択し、以下のいずれかの方法で削除します。

選択した文字情報を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、文字
情報を消去を選択します。

●   

編集メニューの文字情報を消去を選択します。●   

複数の文字情報を削除したい場合は、削除したい文字情報を全て選択してからコマンドを選
択します。

�

関連するページ :

表示の調節

�



文字情報エリアの使い方 � 文字情報エリアの説明
文字情報エリアのアイテム

� �

表示の調節 文字情報エリアの背景には、小節線とビート線を表示させることができます。

表示メニューのグリッド表示サブメニューの中から小節線を表示を選択すると、文字情報エ
リア、コードエリアおよびラインエリアの小節線を、表示したり非表示したりできます。
表示メニューのグリッド表示サブメニューの中からビート線を表示を選択すると、文字情報
エリア、コードエリアおよびラインエリアのビート線を、表示したり非表示したりできま
す。

グリッド表示における、各線は参照用です。編集用のグリッドは、表示メニューのグ
リッド表示サブメニューのグリッドに沿う、グリッド設定...アイテムで設定します。

�

関連するページ:

文字情報の操作

�



トラックエリア ( ドキュメントウインドウ ) � コンテンツ
ドキュメントウインドウ

� �

説明 トラックは、ラインエリア内の同じ行に割り当てられた、複数のラインブロックを管理しま
す。複数のラインブロックを並べることによってトラックを、すなわち、１つの演奏パート
を構成します。CAMPS の各機能は、１つのトラックは１つの楽器として参照します。

トラックエリアでは、各トラックの設定や、トラック単位の編集を行います。また、エリア
上部のコードトラックで、コード試聴の設定を行います。

�

使い方 トラックエリアでは、トラック単位の生成や複製、移動、合体、分割などの編集を行った
り、トラック名や出力デバイス、出力 MIDI チャンネル、MIDI コントロールなどの各トラッ
クの情報を表示し、設定します。また、再生のオン/オフの切り替えや、録音トラックの設定
を行います。トラックエリアで行う最も重要なことは、CAMPS の作曲機能などの各機能が
参照する、カテゴリーを設定することです。カテゴリーは、メロディーやストリングス、ド
ラムスなどの楽器の種類を設定します。

トラックエリアの上部には、コードトラックがあります。ここでは、コードブロックやコー
ドコンテナを試聴する際の設定を行います。

コード試聴の設定●   

トラックの操作●   

カテゴリーの割り当て●   

演奏の制御●   

録音トラックの設定●   

トラック名の設定●   

出力デバイスの割り当て●   

MIDI チャンネルの割り当て●   

トランスポーズ●   

MIDI コントロールの設定●   

アイテム コードトラック
トラック
コントロールタイプボタン



トラックの
アイテム

カテゴリーボタン
再生トラックボタン
録音トラックボタン
トラック名
デバイスボタン
チャンネルボタン
トランスポーズボタン
コントロールボタン
コントロールスライダー
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トラックエリアのアイテム � トラックエリアの説明
トラックエリアの使い方

� �

コード試聴の
設定

コード
トラック

コードブロックやコードコンテナを試聴する際の和声や出力
デバイスなどの設定を行います。

トラックの
操作

トラック 複数のラインブロックを管理し、１つの演奏パートを構成し
ます。CAMPS の各機能は、１つのトラックは１つの楽器と
して参照します。トラック単位に、生成やコピー、複製、移
動、削除などの処理が行えます。

カテゴリーの
割り当て

カテゴリー
ボタン

カテゴリーを設定します。カテゴリーは、トラックの属性で
楽器の種類を示します。MIDI ラインデータの再生には影響し
ませんが、CAMPS の作曲やハーモナイズなどの各機能は、
このカテゴリーを参照して機能します。

コードトラックの同位置にあるボタンでは、コード試聴時の
和声の種類を選択します。

演奏の制御 再生トラック
ボタン

再生時に各トラックを演奏するかどうかを設定します。演奏
状態になっている場合、ボタンの色は青に、演奏しない状態
になっている場合は、灰色に表示されます。

録音トラックの
設定

録音トラック
ボタン

録音するトラックを指定します。CAMPS では、一度に録音
できるトラックは、１つに限定されています。録音状態に
なっている場合、ボタンの色はピンクに、録音しない状態に
なっている場合は、灰色に表示されます。

トラック名の
設定

トラック名 トラック名を設定するには、トラック名が表示されている部
分をダブルクリックします。

出力デバイスの
割り当て

デバイス
ボタン

各トラックの出力デバイスを設定します。出力デバイスボタ
ンをクリックして表示されるメニューには、コンピューター
にインストールされている出力デバイスの一覧と、”（出力
しない）”というアイテムが表示されます。設定したい出力
デバイスを選択します。”（出力しない）”を選択した場合
は、このトラックは再生時に演奏されません。出力デバイス
を OS で指定する場合は、入出力メニューの OS指定の出力
先を使うアイテムにチェックを入れます。この場合、出力デ
バイスボタンをクリックして表示されるメニューのアイテム
には、出力先の一覧は表示されずに、”OS指定の出力先”と
いう１つのアイテムになります。

MIDI チャンネルの
割り当て

チャンネル
ボタン

各トラックの出力 MIDI チャンネルを設定します。

トランスポーズ トランスポーズ
ボタン

再生時に、各トラックのラインデータをトランスポーズさせ
て演奏することができます。トランスポーズが設定される
と、トランスポーズボタンに矢印と数字でトランスポーズ値
が示されます。0 を設定されている（トランスポーズしな
い）場合は、何も表示されません。ここで設定されるトラン
スポーズは一時的なもので、実際のラインデータは変化しま
せん。

MIDI コントロールの
設定

コントロールタイプ
ボタン

トラックエリアの右側の２つの列は、MIDI コントロールデー
タの初期値を設定します。左側の列では、数値形式で表示さ
れます。右側の列では、スライダーで示されます。設定す
る、MIDI コントロールはそれぞれ列のヘッダー部をクリック
して表示されるメニューの中から指定します。選択する MIDI
コントロールは、双方とも同じものでも、異なるものでも構
いません。



コントロール
ボタン

コントロールタイプボタンで、選択されている MIDI コント
ロールデータの初期値を数値形式で設定します。ここで設定
する値は、各トラックのディフォルト値ですが、表示されて
いる値は再生ポインターが示している位置での値になりま
す。例えば、演奏中に、ラインデータによってコントロール
値が更新された場合は、値の表示も更新されます。再生ポイ
ンターをドキュメントの先頭に戻すと、設定していた値が復
帰します。

コントロール
スライダー

コントロールタイプボタンで、選択されている MIDI コント
ロールデータの初期値をスライダー形式で設定します。ここ
で設定する値は、各トラックのディフォルト値ですが、表示
されている値は再生ポインターが示している位置での値にな
ります。例えば、演奏中に、ラインデータによってコント
ロール値が更新された場合は、値の表示も更新されます。再
生ポインターをドキュメントの先頭に戻すと、設定していた
値が復帰します。

�

� �



トラックエリアの使い方 � トラックエリアの説明
トラックエリアのアイテム

� �

コード試聴の設定 コードトラック

トラックエリア上のコードエリアと同じ列に、トラックの設定があります。ここで
は、コードブロックやコードコンテナを試聴する際の設定を行います。

和声の設定
カテゴリーボタンに該当する所にある、スピーカーが表示されているボタンをクリッ
クすると、メニューが開きます。ここに表示される、６つの演奏モードから選択しま
す。

� ガイドトーン ガイドトーンの和音で演奏します。

� トライアド Root（ルート）、3rd、5th の和音で演奏します。

� 7th Root、3rd、5th、7th の和音で演奏します。

� トライアドとテンション Root、3rd、5th、テンションの和音で演奏します。

� 7thとテンション Root、3rd、5th、7th、テンションの和音で演奏しま
す。

� スケール スケール音をアルペジオでルートから演奏します。

演奏のオン/オフの設定
再生トラックボタンで再生時に、コードを演奏するかどうかを選択します。
再生トラックボタンがオンになっている場合は、再生時に演奏されます。オフになっ
ている場合は演奏されません。再生トラックボタンのオンとオフを切り替えるには、
ボタンをクリックします。
再生トラックボタンがオンになっているとき、ボタンの色は青になります。オフに
なっている場合は、灰色になります。

 再生トラックボタンをオンにしても、コードが演奏されない場合は、ボリューム
が 0 になっていないか、出力デバイスが正しく設定されているか等を確認して下さ
い。

出力デバイスの設定
デバイスボタンをクリックすると開くメニューから出力デバイスを選択します。メ
ニューには、コンピューターにインストールされている出力デバイスの一覧と、”
（出力しない）”というアイテムが表示されます。設定したい出力デバイスを選択し
ます。”（出力しない）”を選択した場合は、コードは再生時に演奏されません。
出力デバイスを OS で指定する場合は、入出力メニューの OS指定の出力先を使うア
イテムにチェックを入れます。この場合、デバイスボタンをクリックして表示される
メニューのアイテムには、出力先の一覧は表示されずに、”OS指定の出力先”という



１つのアイテムになります。

MIDI チャンネルの設定
チャンネルボタンをクリックすると、エディットボックスが表示されます。指定した
いチャンネルを 1 から 16 の範囲で指定し、 Enter キーを押すなどして確定させま
す。

トランスポーズの設定
コードをトランスポーズさせて演奏させたい場合に設定します。
トランスポーズボタンをクリックすると、エディットボックスが表示されます。半音
階を 1 として、指定したい値を -72 から 72 の範囲で指定し、 Enter キーを押すなど
して確定させます。トランスポーズの必要がない場合は、0 を指定します。
トランスポーズが設定されると、トランスポーズボタンに矢印と数字でトランスポー
ズ値が示されます。0 を設定されている（トランスポーズしない）場合は、何も表示
されません。

MIDI コントロールの設定
トラックエリアの右側の２つの列は、MIDI コントロールデータの値を設定します。左
側の列では、数値形式で設定します。右側の列では、スライダーで設定します。設定
する、MIDI コントロールはそれぞれ列のヘッダー部をクリックして表示されるメ
ニューの中から指定します。

選択できる MIDI コントロールは以下の通りです。

姉雌始斯詞始使msb
姉雌始斯詞始使msb
バンクセレクトLSB

ボリューム トラックの音量を設定します。0 から 127 の範囲で設定
します。設定自体を消去したい場合は、-1 を設定しま
す。（コントロールチェンジ#7）

エクスプレッション 演奏時の音量の抑揚を調節します。0 から 127 の範囲で
設定します。設定自体を消去したい場合は、-1 を設定
します。（コントロールチェンジ#11）

パンポット 左右のバランスを設定します。0 から 127 の範囲で設定
します。中央に設定する場合は、64 に設定します。設
定自体を消去したい場合は、-1 を設定します。（コン
トロールチェンジ#10）

モジュレーション ビブラートなどの音のふるえの強さを調節します。0 か
ら 127 の範囲で設定します。設定自体を消去したい場合
は、-1 を設定します。（コントロールチェンジ#1）

リバーブ リバーブエフェクトのセンドレベルを設定します。0 か
ら 127 の範囲で設定します。設定自体を消去したい場合
は、-1 を設定します。（コントロールチェンジ#91）

コーラス コーラスエフェクトのセンドレベルを設定します。0 か
ら 127 の範囲で設定します。設定自体を消去したい場合
は、-1 を設定します。（コントロールチェンジ#93）

ディレイ ディレイエフェクトのセンドレベルを設定します。0 か
ら 127 の範囲で設定します。設定自体を消去したい場合
は、-1 を設定します。（コントロールチェンジ#94）

チャンネルアフタータッチ 鍵盤を押した後に、さらに押し込んだ強さを音に反映さ
せます。0 から 127 の範囲で設定します。設定自体を消
去したい場合は、-1 を設定します。

ピッチベンド

ピッチを変化させます。-8192 から 8191 の範囲で設定
します。ピッチベンドさせない場合は、0 に設定しま
す。設定自体を消去したい場合は、-8193 を設定しま
す。



バンクセレクト プログラム（音色）セット（バンク）を切り替ます。そ
れぞれ、0 から 127 の範囲で設定します。設定自体を消
去したい場合は、-1 を設定します。（コントロール
チェンジ#0,#32）

プログラムチェンジ
プログラム（音色）を設定します。0 から 127 の範囲で
設定します。設定自体を消去したい場合は、-1 を設定
します。

 各コントロールデータの値を設定した場合の振る舞いは、出力デバイスによって
異なる場合があります。ご使用の MIDI 音源の取扱説明書等を参照して下さい。

・数値表示/設定
ボタンをクリックすると、エディットボックスが表示されます。指定したい値を指定
し、 Enter キーを押すなどして確定させます。

・スライダー表示/設定
スライダー領域をクリックし、設定したい値までドラッグして設定します。初めて設
定する場合は、スライダーにつまみが表示されていません。設定自体を消去したい場
合は、スライダーのつまみを左側（スライダー領域を大きくはずれた位置）までド
ラッグします。

関連するページ :

トラックの操作
カテゴリーの割り当て
演奏の制御
録音トラックの設定
トラック名の設定
出力デバイスの割り当て
MIDI チャンネルの割り当て
トランスポーズ
MIDI コントロールの設定



トラックエリアの使い方 � トラックエリアの説明
トラックエリアのアイテム
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トラックの操作 トラック

トラックは、複数のラインブロックを管理し、１つの演奏パートを構成します。ま
た、CAMPS の各機能は、１つのトラックは１つの楽器として参照します。原則として
トラックの出力先（出力デバイス、および、MIDI チャンネル）は、互いに独立したもの
を割り当てます。

選択する●   

新規作成する●   

移動する●   

複製する●   

コピーと貼り付け●   

削除する●   

トラックの選択

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/矢印アイテムを選択します。
選択は、トラックの名前の部分をクリックします。複数のトラックを選択したい場合
は、Ctrl キーや Shift キーを押しながら選択していきます。あるいは、選択したい先頭の
トラックをクリックし、選択したい最後のトラックまでドラッグしていきます。

トラックを選択すると、移動や複製、コピー、貼り付け、削除などの処理が行えます。

 複数のラインブロックを選択した状態でも、消しゴムツールを用いてクリックする
削除処理に関しては、クリックしたトラックのみに対して働きます。

新規トラックの作成

新規に作成したい位置にあるトラックを選択し、以下のいずれかの方法で作成します。

選択したトラックを、右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから
新規トラックを作成を選択します。

●   

編集メニューの新規トラックを作成を選択します。●   

最下に追加したい場合は、以下のいずれかの方法で作成します。

トラックエリア下の空白部分を右ボタン・クリックして、新規トラックを作成を
選択します。

●   

トラックを何も選択していない状態で編集メニューの新規トラックを作成を選択
します。

●   

新規にトラックが作成されると、名前を入力するエディットボックスが表示されます。
トラック名を入力して Enter キーを押すなどします。

 編集メニューの新規トラックを作成アイテムは、トラックエリアがアクティブな状
態でないと表示されません。トラックエリアをアクティブにするには、エリア内の空い
ている場所をクリックするなどします。



トラックの移動

ドラッグによる移動 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/矢印アイテムを選択します。
移動したいトラックをドラッグして希望する位置まで移動します。複数のトラックを移
動したい場合は、移動したいトラックを全て選択してから移動します。

ドキュメント間での移動について :

ドキュメント間でトラックを移動したい場合は、コピー（切り取り）して移動先のド
キュメントに貼り付ける手法で行います。
例えば、移動したいトラックを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューか
ら、トラックを切り取るを選択します。移動先のドキュメントウインドウのトラックエ
リア内の空いている場所を、右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューか
ら、トラックを貼り付けるを選択します。

 トラックを移動した場合は、該当するラインブロックも一緒に移動します。

トラックの複製

ドラッグによる複製 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/矢印アイテムを選択します。
複製したいトラックを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択した文字情報を Ctrl キーを押しながらドラッグして希望する位置まで移動し
ます。

●   

選択した文字情報を右ボタンでドラッグして希望する位置まで移動します。マウ
スを放すと表示されるメニューから、ここに複製を選択します。

●   

複数のトラックを複製したい場合は、複製したいトラックを全て選択してから移動しま
す。

編集メニューからの複製 :

複製したいトラックを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択したトラックを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、
トラックを複製を選択します。

●   



編集メニューのトラックを複製を選択します。●   

複数のトラックを複製したい場合は、複製したいトラックを全て選択してからコマンド
を選択します。複製されたトラックは、それぞれ複製元にトラックの下に作成されま
す。

 トラックを複製した場合は、該当するラインブロックも一緒に複製されます。

トラックのコピーと貼り付け

コピーしたいトラックを選択し、以下のいずれかの方法でコピーします。

選択したトラックを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、
トラックをコピーを選択します。

●   

編集メニューのトラックをコピーを選択します。●   

複数のトラックをコピーしたい場合は、コピーしたいトラックを全て選択してからコマ
ンドを選択します。

次に、貼り付けたい位置にあるトラックを選択し、以下のいずれかの方法で貼り付けま
す。

貼り付けたい位置にあるトラックを右ボタン・クリックし、開いたコンテキスト
メニューから、トラックを貼り付けるを選択します。

●   

編集メニューのトラックを貼り付けるを選択します。●   

最下に貼り付けたい場合は、以下のいずれかの方法で貼り付けます。

トラックエリア下の空白部分を右ボタン・クリックして、トラックを貼り付ける
を選択します。

●   

トラックを何も選択していない状態で編集メニューのトラックを貼り付けるを選
択します。

●   

 トラックのコピーや貼り付けは、該当するラインブロックも一緒に処理されます。



トラックの削除

消しゴムツールを用いた削除 :

エディットボタンの中から消しゴムツールボタンを選択します。あるいは、エディター
メニューのツール/消しゴムアイテムを選択します。
削除したいトラックをクリックします。

編集メニューからの削除 :

削除したいトラックを選択し、以下のいずれかの方法で削除します。

選択したトラックを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、
トラックを消去を選択します。

●   

編集メニューのトラックを消去を選択します。●   

複数のトラックを削除したい場合は、削除したいトラックを全て選択してからコマンド
を選択します。

 トラックを削除した場合は、該当するラインブロックも一緒に削除されます。

�

関連するページ :

コード試聴の設定
カテゴリーの割り当て
演奏の制御
録音トラックの設定
トラック名の設定
出力デバイスの割り当て
MIDI チャンネルの割り当て
トランスポーズ
MIDI コントロールの設定
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カテゴリーの
割り当て

カテゴリー

カテゴリーは、トラックの属性で楽器の種類を示します。MIDI ラインデータの再生には影
響しませんが、CAMPS の作曲やハーモナイズなどの各機能は、このカテゴリーを参照し
て機能します。各機能は、設定されたカテゴリーに、ふさわしい結果を生成します。この
ため、CAMPS の各機能を有効に働かせるために、カテゴリーの設定は重要です。

カテゴリーを設定するには、各トラックのカテゴ
リーボタンをクリックして開くメニューから選択
します。複数のトラックのカテゴリーを同時に変
更したい場合は、変更したいトラックを全て選択
してから、そのうちの１つのトラックのカテゴ
リーボタンをクリックします。

カテゴリーには、以下の６つの種類があります。

� メロディー 主旋律に使用します。

� コンピング 音数の多い和音の伴奏に使用します。

� オブリガート 副旋律に使用します。

� ベース ベースに使用します。

� ストリングス ストリングスやコード音を奏でる楽器に使用します。

� ドラムス ドラムスやパーカッションに使用します。
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関連するページ :

コード試聴の設定
トラックの操作
演奏の制御
録音トラックの設定
トラック名の設定
出力デバイスの割り当て
MIDI チャンネルの割り当て
トランスポーズ
MIDI コントロールの設定
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トラックエリアの使い方 � トラックエリアの説明
トラックエリアのアイテム

� �

演奏の制御 再生トラックボタンを設定することによって、再生時に各トラックを演奏するかどうかを設
定できます。

再生トラックボタンがオンになっているトラックは、再生時に演奏されます。オフになって
いるトラックは演奏されません。再生トラックボタンのオンとオフを切り替えるには、ボタ
ンをクリックします。
再生トラックボタンがオンになっているとき、ボタンの色は青になります。オフになってい
る場合は、灰色になります。

 Ctrl キーを押しながら、再生トラックボタンをクリックすると、クリックしたトラック
のみがオンになるソロモードになります。他に再生トラックボタンがオンのトラックがない
場合は、全てのトラックがオンになります。Ctrl キーを押しながら、再生トラックボタンを
押すことによって、”ソロ”と”全てのトラックを演奏”とを切り替えることができます。

 再生トラックボタンをオンにしても、トラックのラインデータが演奏されない場合は、
トラックのボリュームが 0 になっていないか、出力デバイスが正しく設定されているか、ラ
インデータの中にボリュームを 0 にしているイベントがないか等を確認して下さい。

 ラインブロックやコードブロックの再生をした場合など、再生トラックボタンの設定が
自動的に変わる場合があります。
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関連するページ :

コード試聴の設定
トラックの操作
カテゴリーの割り当て
録音トラックの設定
トラック名の設定
出力デバイスの割り当て
MIDI チャンネルの割り当て
トランスポーズ
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トラックエリアの使い方 � トラックエリアの説明
トラックエリアのアイテム

� �

録音トラックの設定 CAMPS では、一度に録音できるトラックは、１つに限定されています。 録音ト
ラックボタンは、録音するトラックを指定します。

録音時、録音トラックボタンがオンになっているトラックに記録されます。録音ト
ラックボタンのオンとオフを切り替えるには、ボタンをクリックします。録音ト
ラックボタンをオンにできるトラックは、１つです。１つのトラックの録音トラッ
クボタンがオンの時に、他の録音トラックボタンをオンにした場合、元のトラック
の録音トラックボタンはオフになります。
録音トラックボタンがオンになっているとき、ボタンの色はピンクになります。オ
フになっている場合は、灰色になります。

録音トラックを指定し、必要に応じてパンチイン/アウト範囲を設定したら、録音を
開始することができます。外部の MIDI 楽器からの演奏が録音され、ラインブロッ
クが作成されるか、ラインブロックのラインデータが更新されます。

録音の入力先や、入力の制限等の設定を行いたい場合は、MIDI設定ダイアログボッ
クスの録音タブで行います。MIDI設定ダイアログボックスを開くには、入出力メ
ニューのMIDI設定...を選択します。
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関連するページ :
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トラックエリアの使い方 � トラックエリアの説明
トラックエリアのアイテム

� �

トラック名の設定 トラック名を設定するには、トラック名が表示されている部分をダブルクリックしま
す。エディットボックスが表示されますので、トラック名を入力して Enter キーを押
すなどして確定します。

 複数のトラックを選択して、そのうちの１つのトラック名をダブルクリックして
トラック名を変更した場合、選択していた全てのトラックの名前が変更した名前に置
き換わります。

 トラック名は、標準 MIDI ファイルへの書き込み時に、トラック名として書き込
まれます。

 トラック名を設定するエディットボックスが表示されている時に、上下矢印ボタ
ンをクリックすることによって、編集対象トラックを上下に切り替えることができま
す。
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関連するページ :

コード試聴の設定
トラックの操作
カテゴリーの割り当て
演奏の制御
録音トラックの設定
出力デバイスの割り当て
MIDI チャンネルの割り当て
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トラックエリアの使い方 � トラックエリアの説明
トラックエリアのアイテム

� �

出力デバイスの
割り当て

CAMPS では、複数の出力デバイスを使用して演奏することができます。出力デバイス
ボタンは、各トラックの出力デバイスを設定します。

出力デバイスを設定するには、各トラックの出力デバイスボタンをクリックして開くメ
ニューから選択します。メニューには、コンピューターにインストールされている出力
デバイスの一覧と、”（出力しない）”というアイテムが表示されます。設定したい出
力デバイスを選択します。”（出力しない）”を選択した場合、このトラックは再生時
に演奏されません。
出力デバイスを OS で指定する場合は、入出力メニューの OS指定の出力先を使うアイ
テムにチェックを入れます。この場合、出力デバイスボタンをクリックして表示される
メニューのアイテムには、出力先の一覧は表示されずに、”OS指定の出力先”という１
つのアイテムになります。

複数のトラックの出力デバイスを同時に変更したい場合は、変更したいトラックを全て
選択してから、そのうちの１つのトラックの出力デバイスボタンをクリックします。

 ソフトウェアシンセサイザーなど、出力デバイスによっては、若干の時間的な誤差
が生じる場合があります。このため、同一ドキュメント内で複数の出力デバイスを割り
当てた場合、トラック間で演奏にずれが生じる場合があります。
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関連するページ :

コード試聴の設定
トラックの操作
カテゴリーの割り当て
演奏の制御
録音トラックの設定
トラック名の設定
MIDI チャンネルの割り当て
トランスポーズ
MIDI コントロールの設定
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トラックエリアの使い方 � トラックエリアの説明
トラックエリアのアイテム

� �

MIDI チャンネルの
割り当て

チャンネルボタンは、各トラックの出力 MIDI チャンネルを設定します。

チャンネルボタンをクリックすると、エディットボックスが表示されます。指定した
いチャンネルを 1 から 16 の範囲で指定し、 Enter キーを押すなどして確定させま
す。

複数のトラックの出力 MIDI チャンネルを同時に変更したい場合は、変更したいト
ラックを全て選択してから、そのうちの１つのトラックのチャンネルボタンをクリッ
クします。

 チャンネルを設定するエディットボックスが表示されている時に、上下矢印ボタ
ンをクリックすることによって、編集対象トラックを上下に切り替えることができま
す。
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関連するページ :

コード試聴の設定
トラックの操作
カテゴリーの割り当て
演奏の制御
録音トラックの設定
トラック名の設定
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トラックエリアの使い方 � トラックエリアの説明
トラックエリアのアイテム

� �

トランスポーズ 再生時に、各トラックのラインデータをトランスポーズさせて演奏することができま
す。ここで設定されるトランスポーズは一時的なもので、実際のラインデータは変化し
ません。

トランスポーズボタンをクリックすると、エディットボックスが表示されます。半音階
を 1 として、指定したい値を -72 から 72 の範囲で指定し、 Enter キーを押すなどして
確定させます。トランスポーズの必要がない場合は、0 を指定します。
トランスポーズが設定されると、トランスポーズボタンに矢印と数字でトランスポーズ
値が示されます。0 が設定されている（トランスポーズしない）場合は、何も表示され
ません。

複数のトラックのトランスポーズ値を同時に変更したい場合は、変更したいトラックを
全て選択してから、そのうちの１つのトラックのトランスポーズボタンをクリックしま
す。

 トランスポーズ値を設定するエディットボックスが表示されている時に、上下矢印
ボタンをクリックすることによって、編集対象トラックを上下に切り替えることができ
ます。
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関連するページ :
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トラックの操作
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トラックエリアの使い方 � トラックエリアの説明
トラックエリアのアイテム

� �

MIDI コントロールの
設定

トラックエリアの右側の２つの列は、MIDI コントロールデータの初期値を設定し
ます。左側の列では、数値形式で表示されます。右側の列では、スライダーで示さ
れます。

設定する、MIDI コントロールはそれぞれ列のヘッダー部をクリックして表示され
るメニューの中から指定します。選択する MIDI コントロールは、双方とも同じも
のでも、異なるものでも構いません。

選択できる MIDI コントロールは以下の通りです。

ボリューム トラックの音量を設定します。0 から 127 の範囲で
設定します。設定自体を消去したい場合は、-1 を設
定します。（コントロールチェンジ#7）

エクスプレッション 演奏時の音量の抑揚を調節します。0 から 127 の範
囲で設定します。設定自体を消去したい場合は、-1
を設定します。（コントロールチェンジ#11）

パンポット 左右のバランスを設定します。0 から 127 の範囲で
設定します。中央に設定する場合は、64 に設定しま
す。設定自体を消去したい場合は、-1 を設定しま
す。（コントロールチェンジ#10）

モジュレーション ビブラートなどの音のふるえの強さを調節します。0
から 127 の範囲で設定します。設定自体を消去した
い場合は、-1 を設定します。（コントロールチェン
ジ#1）

リバーブ リバーブエフェクトのセンドレベルを設定します。0
から 127 の範囲で設定します。設定自体を消去した
い場合は、-1 を設定します。（コントロールチェン
ジ#91）

コーラス コーラスエフェクトのセンドレベルを設定します。0
から 127 の範囲で設定します。設定自体を消去した
い場合は、-1 を設定します。（コントロールチェン
ジ#93）



ディレイ ディレイエフェクトのセンドレベルを設定します。0
から 127 の範囲で設定します。設定自体を消去した
い場合は、-1 を設定します。（コントロールチェン
ジ#94）

チャンネルアフタータッチ 鍵盤を押した後に、さらに押し込んだ強さを音に反
映させます。0 から 127 の範囲で設定します。設定
自体を消去したい場合は、-1 を設定します。

ピッチベンド

ピッチを変化させます。-8192 から 8191 の範囲で設
定します。ピッチベンドさせない場合は、0 に設定し
ます。設定自体を消去したい場合は、-8193 を設定
します。

バンクセレクトMSB
バンクセレクトLSB

プログラム（音色）セット（バンク）を切り替ま
す。それぞれ、0 から 127 の範囲で設定します。設
定自体を消去したい場合は、-1 を設定します。（コ
ントロールチェンジ#0,#32）

プログラムチェンジ
プログラム（音色）を設定します。0 から 127 の範
囲で設定します。設定自体を消去したい場合は、-1
を設定します。

 各コントロールデータの値を設定した場合の振る舞いは、出力デバイスによっ
て異なる場合があります。ご使用の MIDI 音源の取扱説明書等を参照して下さい。

ここで設定する値は、各トラックのディフォルト値ですが、表示されている値は再
生ポインターが示している位置での値になります。例えば、演奏中に、ラインデー
タによってコントロール値が更新された場合は、値の表示も更新されます。再生ポ
インターをドキュメントの先頭に戻すと、設定していた値が復帰します。

数値表示/設定
ボタンをクリックすると、エディットボックスが表示されます。指定したい値を指
定し、 Enter キーを押すなどして確定させます。

複数のトラックのコントロール値を同時に変更したい場合は、変更したいトラック
を全て選択してから、そのうちの１つのトラックのボタンをクリックします。

 値を設定するエディットボックスが表示されている時に、上下矢印ボタンをク
リックすることによって、編集対象トラックを上下に切り替えることができます。

スライダー表示/設定
スライダー領域をクリックし、設定したい値までドラッグして設定します。初めて
設定する場合は、スライダーにつまみが表示されていません。設定自体を消去した
い場合は、スライダーのつまみを左側（スライダー領域を大きくはずれた位置）ま
でドラッグします。



複数のトラックのコントロ 複数のトラックのコントロール値を同時に変更したい
場合は、変更したいトラックを全て選択してから、そのうちの１つのトラックのス
ライダーを設定します。
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ピアノロールエディター � コンテンツ
エディター

� �

使い方 ピアノロールエディターは、主にラインブロックの音符イベントをグラフィカルに編集するエ
ディターです。編集は、音符イベント単位に行います。音符イベントのコピーや削除、貼り付
けなどの一般的な編集から、ベロシティのグラフィカルな編集、作曲やヴォイシング、クォン
タイズなどを行うことができます。
また、歌詞や曲のコードや文字情報も編集することができます。

�

アイテム ピアノロールエディターには、様々なオブジェクトを扱うために、いくつかのエディットエリ
アがあります。各エリアの大きさは、エリア間の境界線をドラッグして調節できます。

エディットボタン ピアノロールエディターの表示および操作以外に、CAMPS 内にある数
多くのエディターへの素早いアクセス環境を提供するツールボタンが配
置されています。

小節エリア 小節の区切線を表示します。曲の再生位置を管理する以外に、再生ルー
プおよびパンチイン/アウト録音用の領域を設定できます。

文字情報エリア ドキュメントのリハーサルレターやマーカーを作成することができま
す。

コードエリア コードに関する管理を行います。各コードは、コードコンテナ（入れ
物）に割り当てられ、複数のコードコンテナをまとめたコードブロック
に格納されます。各コードコンテナには、CAMPS の機能を用いてコー
ドを割り当てたり、希望するコードを割り当てることができます。

歌詞エリア ラインブロックの歌詞を作成することができます。

ピアノロールエリア ラインブロックの音符イベントをグラフィカルに編集したり、音符単位
に作曲、ヴォイシング、クォンタイズなどを行うことができます。

ベロシティエリア ラインブロックの音符イベントのベロシティ（音量）をグラフィカルに
編集できます。



�

開き方 ドキュメントウインドウ
から開く

編集したいラインブロックを選択し、エディターメニューから
ピアノロールを選びます。
または、エディットボタンの中からピアノロールエディターボ
タンをクリックします。
複数のピアノロールエディターを開きたい場合は、編集したい
ラインブロックを全て選択してからコマンドを選択します。

イベントリストエディター
ピアノロールエディター
コントロール描画エディター
楽譜エディター
から開く

エディターメニューからピアノロールを選びます。
または、各エディターのエディットボタンの中からピアノロー
ルエディターボタンをクリックします。

�



小節エリア ( ピアノロールエディター ) � エディター
ピアノロールエディター

� �

説明 小節エリアでは、 曲の小節等の位置情報を表示します。また、曲の再生、録音に関する時間情
報を設定します。

�

使い方 曲の小節等の時間情報の管理の他に、拍子記号の設定や、曲の再生位置を示す再生ポインター
の操作、再生時のループ範囲の設定、録音時のパンチイン/アウト範囲の設定などを行います。

�

アイテム 再生ポインター
ループ範囲
パンチイン/アウト範囲
小節番号
小節線
ビート線
カーソル位置表示
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小節エリアのアイテム � 小節エリアの説明
小節エリアの使い方

� �

再生ポインターの移動 再生ポインター 小節エリア上部の濃い灰色の領域で、青い三角で表示
されています。現在の再生位置を示しています。再生
ポインターを移動することによって、再生位置を変え
ることが出来ます。

ループ範囲の設定 ループ範囲 再生ループの範囲を示します。設定されていない場合
は、何も表示されません。ループ範囲が指定される
と、範囲が水色で表示されます。外部同期再生時やス
テップ録音時など、ループ範囲が無効な場合は、薄い
灰色で表示されます。

パンチイン/アウト範囲の
設定

パンチイン/アウト範囲 録音用のパンチイン/アウト範囲を示します。設定され
ていない場合は、何も表示されません。パンチイン/ア
ウト範囲が指定されると、範囲が紫色で表示されま
す。

小節に関する表示 小節番号 曲の開始時を 1 とした小節番号を示します。

小節線 各小節の開始位置を縦の線で示します。

ビート線 各小節間のビート（拍）の位置を示します。

カーソル位置表示 小節エリアでは、ピアノロールエディター上のカーソ
ル位置（時間位置）を示す縦線が表示されます。（線
の色は、Windows OS の画面のプロパティのデザイン
タブで設定される、選択項目の色で表示されます。）
カーソル位置の時間情報は、ピアノロールエディター
下のインタラクティブ情報表示エリアの右側に "小節 :
ビート : 分解値" 等の形式でも表示されます。

�

� �



小節エリアの使い方 � 小節エリアの説明
小節エリアのアイテム

� �

再生ポインターの移動 曲の再生位置を変えるには、再生ポインターを操作します。再生ポインターを
移動するには、再生ポインター（青い三角部分）を希望する位置までドラッグ
するか、小節エリア上部の濃い灰色の領域を希望する位置でクリックします。
再生ツールバーの再生ボタンをクリックするなどして、再生を開始すると、移
動した位置から再生が始まります。再生ポインターの移動は、再生中でも可能
です。再生中や録音中、再生ポインターは再生位置を常に示します。

ループ範囲の設定 曲の一部分をループさせて再生させたい場合は、ループ範囲を設定します。
ループ範囲を設定した場合、再生位置がループの終端に到達すると、再生位置
がループの先頭に移動します。再生は、再生ツールバーの停止ボタンをクリッ
クするなどして停止させるまで繰り返されます。
ループ範囲は、小節エリアの中央付近（濃い灰色部分の下付近）で設定しま
す。ループを開始したい位置をクリックした状態で、設定したい位置までド
ラッグします。ループ範囲を解除したい場合は、任意の位置をクリックしま
す。ループ範囲が指定されると、範囲が水色で表示されます。ループ範囲は、
外部同期再生時やステップ録音時などで無効になる場合があります。ループ範
囲が無効な場合は、薄い灰色で表示されます。

ループ範囲を設定したときに、パンチイン/アウト範囲が設定したループ範
囲から外れている場合、ループ範囲に収まるように、パンチイン/アウト範囲が
自動的に調節されます。

 ループ範囲を設定するときに、操作グリッドを使用することができます。
グリッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイ
テムにチェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/
グリッド設定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボッ
クスで行います。

パンチイン/アウト範囲の
設定

録音時に、録音する範囲を限定したい場合は、パンチイン/アウト範囲を設定し
ます。パンチイン/アウト範囲を設定して録音した場合、範囲外での演奏は録音
されません。
パンチイン/アウト範囲は、小節エリアの下端付近で設定します。パンチインさ
せたい位置をクリックした状態で、パンチアウトさせたい位置までドラッグし
ます。パンチイン/アウト範囲を解除したい場合は、任意の位置をクリックしま
す。パンチイン/アウト範囲が指定されると、範囲が紫色で表示されます。

パンチイン/アウト範囲を設定したときに、設定したパンチイン/アウト範囲
がループ範囲から外れている場合、パンチイン/アウト範囲がループ範囲に収ま
るように、ループ範囲が自動的に調節されます。
ループ範囲の開始位置をパンチイン/アウト範囲より前に設定することによっ
て、連続キュー形式のパンチイン/アウト録音が可能になります。

 パンチイン/アウト範囲を設定するときに、操作グリッドを使用することが
できます。グリッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッド
に沿うアイテムにチェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグ
リッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイ
アログボックスで行います。

拍子記号の割り当て 曲の途中で拍子記号を変えるには、拍子記号を設定したい小節を右ボタン・ク
リックし、開いたコンテキストメニューから拍子記号設定...を選択して拍子記
号設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスは、編集メ
ニューの拍子記号設定...アイテムを選択して開くこともできます。

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/TimeSignature/Main.htm
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エディットボタン ( ピアノロールエディター ) � エディター
ピアノロールエディター

� �

説明 エディットボタンは、ピアノロールエディターの上部に配置されています。これらのボタンで
は、表示調節や再生、グリッドの設定、ツールの選択、エディターの表示などを行います。

�

使い方 エディットボタン群を構成する各ボタンは、それぞれメニューバーのコマンドと対応していま
す。ボタンをクリックすることによって、メニューを選択した場合と同じ効果が得られます。
エディットボタンを表示するには、表示メニューのエディットボタンを表示アイテムにチェッ
クを入れます。逆に、表示させたくない場合は、アイテムのチェックを外します。

�

アイテム 自動スクロールON/OFFボタン

表示域を移動ボタン

部分再生ボタン

他トラックと一緒に再生ボタン

縦の縮小ボタン

縦の拡大ボタン

横の縮小ボタン

横の拡大ボタン

グリッド有効/無効ボタン

グリッド設定ボタン

矢印ツールボタン

I ビームツールボタン

ペンツールボタン

魔法の杖ツールボタン

直線ツールボタン

曲線ツールボタン

スタンプツールボタン

消しゴムツールボタン

カッターツールボタン

イベントリストエディターボタン

ピアノロールエディターボタン

コントロール描画エディターボタン

楽譜エディターボタン



�



エディットボタンのアイテム � エディットボタンの説明

� � �

表示の調節 自動スクロールON/OFF
ボタン

ドキュメントの再生等にともなって、再生ポイン
ターが移動した場合、小節や文字情報、コード、
歌詞、ピアノロール、ベロシティの各エリアの表
示域も追従して移動させるかどうかを指定しま
す。移動させたい場合は、ボタンをオンにしま
す。

表示/自動スクロールする(A)メニューアイテ
ム

表示域を移動
ボタン

表示域を移動ダイアログボックスを開きます。こ
のダイアログボックスでは、ピアノロールエディ
ターの表示する領域を小節で指定します。

表示/表示域を移動(J)...メニューアイテム

縦の縮小
ボタン

ピアノロールエリアの縦方向の表示を縮小しま
す。

表示/ズーム/縦に縮小(Z)サブメニューアイテ
ム

縦の拡大
ボタン

ピアノロールエリアの縦方向の表示を拡大しま
す。

表示/ズーム/縦に拡大(M)サブメニューアイテ
ム

横の縮小
ボタン

小節や文字情報、コード、歌詞、ピアノロール、
ベロシティエリアの横方向の表示を縮小します。

表示/ズーム/横に縮小(O)サブメニューアイテ
ム

横の拡大
ボタン

小節や文字情報、コード、歌詞、ピアノロール、
ベロシティエリアの横方向の表示を拡大します。

表示/ズーム/横に拡大(I)サブメニューアイテ
ム

試聴 部分再生
ボタン

選択されている音符の範囲を再生します。コマン
ドを選択すると、小節エリアのループ範囲とパン
チイン/アウト範囲が自動的に設定されます。選択
されている音符がない場合は、編集対象となって
いるラインブロックの先頭から再生を開始しま
す。

入出力/部分再生(B)メニューアイテム
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他トラックと一緒に再生
ボタン

選択されている音符の範囲を他のトラックと一緒
に再生します。コマンドを選択すると、小節エリ
アのループ範囲とパンチイン/アウト範囲が自動的
に設定されます。選択されている音符がない場合
は、編集対象となっているラインブロックの先頭
から再生を開始します。

入出力/他トラックと一緒に再生(W)メニュー
アイテム

グリッドの設定 グリッド有効/無効
ボタン

文字情報、コード、歌詞、ピアノロール、ベロシ
ティエリア内の編集グリッドを有効にするかどう
かを選択します。編集グリッドを有効にすると、
各オブジェクトの生成や移動等のマウスを用いた
処理にグリッドがかかります。編集グリッドを有
効にする場合は、ボタンをオンにします。

表示/グリッド表示/グリッドに沿う(G)サブメ
ニューアイテム

グリッド設定
ボタン

グリッド設定ダイアログボックスを開きます。こ
のダイアログボックスでは、ドキュメントウイン
ドウや各エディターのそれぞれのエリアに対して
編集用のグリッド設定します。

表示/グリッド表示/グリッド設定(U)...サブメ
ニューアイテム

ツールの選択 矢印ツール
ボタン

矢印ツールを選択します。このツールでは、ピア
ノロールエディター内にあるオブジェクトの選択
や移動などの操作をすることができます。

エディター/ツール/矢印(A)サブメニューアイ
テム

I ビームツール
ボタン

I ビームツールを選択します。このツールでは、ピ
アノロールエリアやベロシティエリアで、音符を
時間軸の範囲で選択することができます。

エディター/ツール/Ⅰビーム(I)サブメニュー
アイテム



ペンツール
ボタン

ペンツールを選択します。このツールでは、ピア
ノロールエリア内に音符を作成できます。また、
ベロシティエリアでベロシティ値を描画形式で設
定できます。コードエリアでは、コードブロック
を作成できます。

 コードブロックの作成：デフォルトで設定さ
れるキーとモードおよび１小節に割り当てられる
コード数は、直前に、新規コードまたは新規コー
ドブロックダイアログボックスで設定した値を参
照します。またコードファンクションは、Diatonic
に設定されます。

エディター/ツール/ペン(P)サブメニューアイ
テム

魔法の杖ツール
ボタン

魔法の杖ツールを選択します。このツールでは、
コードエリアでコードが自動生成されたコードブ
ロックを作成したり、すでにあるコードブロック
にコードを割り当てます。また、ピアノロールエ
リアで指定した音符を自動作曲することが出来ま
す。

 コードの生成：すでにコードコンテナやコー
ドブロックが割り当てられている場合、現在各
コードコンテナに設定されているキーとモードお
よびコードファンクションの中から、選択されて
いるコードコンテナに対応するラインデータと調
和するコード (進行) を自動生成し、割り当てま
す。コードコンテナやコードブロックが割り当て
られていない場合、該当部分のラインデータと調
和するコード (進行) を自動検出生成し、割り当て
ます。使用されるキーとモードおよび１小節に割
り当てられるコード数は、直前に、新規コードま
たは新規コードブロックダイアログボックスで設
定した値を参照します。また使用されるコード
ファンクションは、Diatonic となります。

 音符データの再作曲：割り当てられている
コード (進行) を考慮しながら、指定した音符デー
タを自動分析し、類似した音符データを再作曲し
ます。

エディター/ツール/魔法の杖(M)サブメニュー
アイテム

直線ツール
ボタン

直線ツールを選択します。このツールでは、ベロ
シティエリア内でベロシティ値を直線に沿う形で
設定することが出来ます。

エディター/ツール/直線(L)サブメニューアイ
テム



曲線ツール
ボタン

曲線ツールを選択します。このツールでは、ベロ
シティエリア内でベロシティ値を曲線に沿う形で
設定することが出来ます。

エディター/ツール/曲線(O)サブメニューアイ
テム

スタンプツール
ボタン

スタンプツールを選択します。このツールでは、
ピアノロールエリアで、クリックすることによっ
て音符を生成することが出来ます。生成する音符
の長さは、音符ツールバーで設定します。

エディター/ツール/スタンプ(S)サブメニュー
アイテム

消しゴムツール
ボタン

消しゴムツールを選択します。このツールでは、
コードブロックや音符イベントなどのオブジェク
トを削除することが出来ます。

エディター/ツール/消しゴム(E)サブメニュー
アイテム

カッターツール
ボタン

カッターツールを選択します。このツールでは、
コードブロックを任意の場所で分割します。

エディター/ツール/カッター(B)サブメニュー
アイテム

エディターの表示 イベントリストエディター
ボタン

イベントリストエディターを開きます。このエ
ディターでは、編集対象となっているラインブ
ロック内にある個々のイベントを、縦方向のリス
ト形式で編集できます。

エディター/イベントリスト(E)メニューアイ
テム

ピアノロールエディター
ボタン

ピアノロールエディターを開きます。このエディ
ターでは、編集対象となっているラインブロック
内にある音符イベントを、ピアノロール状のグラ
フィック形式で編集できます。

エディター/ピアノロール(P)メニューアイテ
ム

コントロール描画エディター
ボタン

コントロール描画エディターを開きます。このエ
ディターでは、編集対象となっているラインブ
ロック内にある MIDI コントロールイベントを、
自由描画形式で編集できます。

エディター/コントロール描画(C)メニューア
イテム



楽譜エディター
ボタン

楽譜エディターを開きます。このエディターで
は、編集対象となっているラインブロック内にあ
る音符イベントを、楽譜形式で編集できます。

エディター/楽譜(N)メニューアイテム

�



コードエリア ( ピアノロールエディター ) � エディター
ピアノロールエディター

� �

説明 コードエリアでは、コードに関する管理を行います。各コードは、コードコンテナ（入れ物）
に割り当てられ、複数のコードコンテナをまとめたコードブロックに格納されます。各コード
コンテナには、CAMPS の機能を用いてコードを割り当てたり、希望するコードを割り当てる
ことができます。これらのコードは、自動作曲等の CAMPS 作曲機能によって使用されます。

 ピアノロールエディター内にあるコードブロックやコードコンテナを変更すると、ドキュ
メントウインドウの該当するコードブロックやコードコンテナも変更されます。

�

使い方 コードエリアでは、作成や、サイズの変更、複製、移動、削除等のコードコンテナの編集や
コードブロックの編集を行います。コードは、コード名の他に、ローマ数値表記やスケール名
で表示させることができます。

それぞれのコードコンテナには、コードの割り当て以外に、キーとモード、コードファンク
ションなどが、設定できます。これらの設定は、曲を希望する調性に仕上げるために使用され
ます。作成したコード進行は、様々な形式の和声で再生させることが可能です。また、コード
進行とラインデータの調和具合を検証するために、他のトラックと一緒に試聴することもでき
ます。

コードを割り当てるために、自動ハーモナイズやコード進行生成、MIDI 楽器からの検出など
様々な機能が、コードメニューにあります。

コードブロックの操作●   

コードコンテナの操作●   

キーとモードの割り当て●   

コードファンクションの割り当て●   

表示の調節●   

アイテム コードブロック
コードコンテナ
キーとモードボタン
コードファンクションチェックリスト
小節線
ビート線
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コードエリアのアイテム � コードエリアの説明
コードエリアの使い方

� �

コードブロックの
操作

コードブロック コードエリアにおいて、各コードはコードコンテナ（入
れ物）に割り当てられます。複数のコードコンテナは、
コードブロックとしてまとめられて管理されます。
コードブロックを選択するなどの操作をするには、選択
バー（コードブロック上部の細い領域）を使用します。

例えば、イントロやブリッジなどのセクション単位に
コードブロックを割り当てることによって、曲のアレン
ジを容易にします。
CAMPSのコード進行生成機能などによって割り当てら
れるコードは、コードブロックのなかでスムーズなつな
がりを維持するコード進行が選択されます。

コードコンテナの
操作

コードコンテナ コードエリアにおいて、各コードはコードコンテナ（入
れ物）に割り当てられます。複数のコードコンテナは、
コードブロックとしてまとめられて管理されます。

各コードコンテナには、コードやキー、モード、コード
ファンクションなどが設定されます。割り当てられた
コード進行などは、ラインデータの作曲やヴォイシング
時などに参照されます。

コードコンテナの表示には、５つの表示モードがありま
す。

ローマ数値表記●   

コード名●   

スケール名●   

スケールスペリング●   

キーとモード●   

表示を切り替えるには、表示メニューのコード表示サブ
メニューの中から選択します。

表示が入りきらない場合は、Bb... のように”...”が
表示されます。横方向の縮尺を変えるか、ドキュメント
ウインドウ左下のインタラクティブ情報を参照して下さ
い。

キーとモードの
割り当て

キーとモード
ボタン

コードコンテナのキーとモードを設定します。現在、設
定されているキーとモードが表示されます。ボタンをク
リックすると、モードの一覧がポップアップメニューに
表示されます。モードを選ぶと、キーを含めた一覧が表
示されますので、希望するキーとモードを選択して下さ
い。ここで設定されているキーとモードは、CAMPS の
コード進行生成などの機能によって参照されます。



コードファンクションの
設定

コードファンクション
チェックリスト

コードコンテナのコードファンクションを選択します。
選択されているコードファンクションには、チェックが
表示されています。使用したいコードファンクションを
クリックしてチェックを入れます。選択できるコード
ファンクションは、キーとモードボタンの割り当てに
よって変わります。ここで設定されているコードファン
クションは、CAMPS のコード進行生成などの機能に
よって参照されます。

試聴 コードトラック コードを試聴する際の和声の選択や、ボリューム等の設
定は、ドキュメントウインドウのコードトラックで行い
ます。

表示の調節 小節線 各小節の開始位置を縦の線で示します。小節線の表示/
非表示は切り替えることが出来ます。

ビート線 各小節間のビート（拍）の位置を示します。ビート線の
表示/非表示は切り替えることが出来ます。

�

�



コードエリアの使い方 � コードエリアの説明
コードエリアのアイテム

� �

コードブロックの操作 コードブロック

コードエリアにおいて、各コードはコードコンテナ（入れ物）に割り当てられま
す。複数のコードコンテナは、コードブロックとしてまとめられて管理されま
す。同一のコードブロック内のコードは、お互いに関連しあいます。例えば、
コード進行生成時では、それぞれのコードがお互いにスムーズなつながりを維持
するコードを選択するようになります。

選択する●   

新規作成する●   

コードを割り当てて新規作成する●   

コードを割り当てる●   

試聴する●   

移動する●   

分割する●   

複製する●   

コピーと貼り付け●   

エイリアスを作成する●   

削除する●   

表示色を変更する●   

注意 :

コードブロックに関する操作を行う場合、コードコンテナが選択され、反転して
いる状態では使用できないコマンドもあります。この場合、コードブロックの選
択バー（コードブロックの上部）をクリックして、コードコンテナの選択を解除
して下さい。

コードブロックの選択

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/矢印アイテムを選択します。
選択は、コードブロック上部の選択バーをクリックします。複数のコードブロッ
クを選択したい場合は、Ctrl キーや Shift キーを押しながら選択していきます。あ
るいは、コードエリア上の空いている場所からドラッグを開始し、矩形領域で選
択していくこともできます。

コードブロックを選択すると、コードメニューのハーモナイズ... や MIDI入力から
検出... アイテムなどが有効になります。また、移動や複製、エイリアスの作成、
コピー、貼り付け、削除などの処理が行えます。
選択したコードブロックを右ボタン・クリックをすると、該当するコードブロッ
クに対するコマンドの一覧が表示されます。

 複数のコードブロックを選択した状態でも、魔法の杖ツールを用いた簡易
コード割り当て処理や、消しゴムツールを用いてクリックする削除処理に関して
は、クリックしたコードブロックのみに対して働きます。



新規コードブロックの作成

ペンツールを用いた作成 :

エディットボタンの中からペンツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/ペンアイテムを選択します。
コードエリア内で、コードブロックを作成したい範囲をクリックし、ドラッグす
ると、コードブロックが作成されます。各コードコンテナの長さやキー、モード
などは、あとでいつでも変更できます。

 デフォルトで設定されるキーとモードおよび１小節に割り当てられるコード
数は、直前に、新規コードまたは新規コードブロックダイアログボックスで設定
した値を参照します。またコードファンクションは、Diatonic に設定されます。

 ペンツールを用いたコードブロックの作成処理には、編集グリッドを使用す
ることができます。グリッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グ
リッドに沿うアイテムにチェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニュー
のグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダ
イアログボックスで行います。

ダイアログボックスを用いた作成 :

以下のいずれかの方法で、ダイアログボックスを開きます。

コードエリア上の空いている場所を右ボタン・クリックし、開いたコンテ
キストメニューから新規コードブロックを作成... を選択します。

●   

コードブロックが何も選択されていない状態で編集メニューの新規コード
ブロックを作成... を選択します。

●   

コマンドを選択すると、新規コードブロック作成ダイアログボックスが開きま
す。
このダイアログボックスでは、新規に作成されるコードブロックにコード進行を
生成して割り当てるかどうかや、作成するコードコンテナの長さ、数、キーや
モードを設定し、新規にコードブロックを作成します。ここで設定した内容は、
次回の新規コードブロック作成時にデフォルト値として使用されます。

 編集メニューの新規コードブロックを作成...アイテムは、コードブロックが
選択されている状態では表示されません。選択を解除するには、エリア内の空い
ている場所をクリックするなどします。
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コードを割り当てた新規コードブロックの作成

魔法の杖ツールを用いた作成 :

エディットボタンの中から魔法の杖ツールボタンを選択します。あるいは、エ
ディターメニューのツール/魔法の杖アイテムを選択します。
コードエリア内で、コードブロックを作成したい範囲をクリックし、ドラッグし
ます。各コードコンテナに割り当てられたコードや長さ、キー、モードなどは、
あとでいつでも変更できます。

 魔法の杖ツールを用いてコードブロックを作成した場合に限り、作成した
コードブロックと同じ範囲にあるラインデータと調和するコード進行を割り当て
ます（ドラムストラック以外）。使用されるキーとモードおよび１小節に割り当
てられるコード数は、直前に、新規コードまたは新規コードブロックダイアログ
ボックスで設定した値を参照します。また使用されるコードファンクション
は、Diatonic となります。

 魔法の杖ツールを用いたコードブロックの作成処理には、編集グリッドを使
用することができます。グリッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表
示/グリッドに沿うアイテムにチェックマークを入れます。グリッドの設定は、表
示メニューのグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示される、グ
リッド設定ダイアログボックスで行います。

ダイアログボックスを用いた作成 :

以下のいずれかの方法で、ダイアログボックスを開きます。

コードエリア上の空いている場所を右ボタン・クリックし、開いたコンテ
キストメニューから新規コードブロックを作成... を選択します。

●   

コードブロックが何も選択されていない状態で編集メニューの新規コード
ブロックを作成... を選択します。

●   

コマンドを選択すると、新規コードブロック作成ダイアログボックスが開きま
す。
このダイアログボックスでは、新規に作成されるコードブロックにコード進行を
生成して割り当てるかどうかや、作成するコードコンテナの長さ、数、キーや
モードを設定し、新規にコードブロックを作成します。ここで設定した内容は、
次回の新規コードブロック作成時にデフォルト値として使用されます。

 編集メニューの新規コードブロックを作成...アイテムは、コードブロックが
選択されている状態では表示されません。選択を解除するには、エリア内の空い
ている場所をクリックするなどします。
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コードブロックへのコード割り当て

魔法の杖ツールを用いた割り当て :

エディットボタンの中から魔法の杖ツールボタンを選択します。あるいは、エ
ディターメニューのツール/魔法の杖アイテムを選択します。
コードブロック上部の選択バーをクリックすると、現在各コードコンテナに設定
されているキーとモードおよびコードファンクションの中から、コードが割り当
てられます。

 魔法の杖ツールを用いた簡易コード割り当ては、コードを割り当てるコード
ブロックと同じ範囲にあるラインデータと調和するコード進行を割り当てます
（ドラムストラック以外）。

コードメニューの機能を用いた割り当て :

コードを割り当てたいコードブロックを選択し、以下のいずれかの方法でコマン
ドを選択します。

コードメニューの各アイテムを選択します。●   

選択したコードブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開いた
コンテキストメニューのアクションサブメニューの各アイテムを選択しま
す。

●   

複数のコードブロックにコードを割り当てたい場合は、複製したいコードブロッ
クを全て選択してからコマンドを選択します。

生成(G)... コード進行生成ダイアログボックスを開き
ます。このダイアログボックスでは、コー
ド (進行)を生成し、割り当てます。

自動生成(E) コード (進行)を自動生成し、割り当てま
す。

ハーモナイズ(H)... ハーモナイズダイアログボックスを開きま
す。このダイアログボックスでは、ライン
データ (単音や和音を含む) と調和するキー
とモードおよびコード (進行) を検出生成
し、割り当てることができます。

自動ハーモナイズ(Z) ラインデータと調和するキーとモードおよ
びコード (進行) を自動検出生成し、割り当
てます。

 ドラムストラックでこのコマンドを選
択すると、元となるラインデータが存在し
ないため、空のコードが割り当てられてし
まいます。
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キーを変えずに自動ハーモナイズ(K) ラインデータと調和するコード (進行) を、
現在設定されているキーとモードの中から
自動生成し、割り当てます。

 ドラムストラックでこのコマンドを選
択すると、元となるラインデータが存在し
ないため、空のコードが割り当てられてし
まいます。

MIDI入力から検出(D)... コード検出ダイアログボックスを開きま
す。このダイアログボックスでは、外部の
MIDI 楽器から入力された音符を元にコード
名を検出し、割り当てます。

組み立て(C)... コード組み立てダイアログボックスを開き
ます。このダイアログボックスでは、コー
ドの構成要素を設定してコード名を組み立
て、割り当てます。

コードブロックの試聴

試聴したいコードブロックを選択し、コードブロック上部の選択バーを右ボタン
・クリックし、開いたコンテキストメニューからコードブロックを再生を選択し
ます。
コマンドを選択すると、選択したコードブロックの再生が開始されます。コード
ブロックの再生を行うと、ループ範囲がコードブロックの範囲に設定され、再生
ツールバーの停止ボタンをクリックするか、入出力メニューの停止アイテムを選
択するなどして再生を停止するまで繰り返し再生を続けます。複数のコードブ
ロックを選択した状態で、コードブロックを再生した場合、これらのコードブ
ロックを全て包含した範囲が再生されます。コードブロックを再生トラックボタ
ンがアクティブなトラックと一緒に再生したい場合は、コンテキストメニューか
らラインデータと一緒に再生を選択します。

 コードブロックを再生を選択して、コードブロックのみを再生した場合、
コードトラックの再生トラックボタンがオンに設定され、全てのトラックの再生
トラックボタンがオフに設定されます。また、ラインデータと一緒に再生を選択
した時に、再生トラックボタンがアクティブなトラックが存在しない場合は、全
てのトラックの再生トラックボタンがオンに設定され、一緒に再生されます。

コードブロックの移動

ドラッグによる移動 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/矢印アイテムを選択します。
移動したいコードブロックを選択し、コードブロック上部の選択バーをドラッグ
して希望する位置まで移動します。複数のコードブロックを移動したい場合は、
移動したいコードブロックを全て選択してから移動します。

コンピューターキーボードによる移動 :

移動したいコードブロックを選択し、コンピューターキーボードの左右の矢印
キーを押して移動させます。キーを押すたびに、1 分解値ずつ移動します。Ctrl
キーを押しながら左右の矢印キーを押すと 10 分解値ずつ移動します。複数の
コードブロックを移動したい場合は、移動したいコードブロックを全て選択して
から移動します。

ドキュメント間での移動について :



ドキュメント間でコードブロックを移動したい場合は、コピー（切り取り）して
移動先のドキュメントに貼り付ける手法で行います。
例えば、移動したいコードブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開
いたコンテキストメニューから、コードブロックを切り取るを選択します。移動
先のドキュメントウインドウか、ピアノロールエディターのコードエリア上の空
いている場所を、右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、
コードブロックを貼り付けるを選択します。

 コードブロックの移動には、編集グリッドを使用することができます。グ
リッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテム
にチェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッ
ド設定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボックスで行
います。

 コードブロックを移動した結果、コードブロックが重なった場合、手前に配
置され見えているコードを、コードブロック重複部分のコードとして各所機能が
参照します。重複したコードブロックの前後関係を変えるには、希望するコード
ブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニュー
から、前面へ、または、背面へを選択します。

コードブロックの分割

コードブロックは、コードコンテナ単位に分割することができます。エディット
ボタンの中からカッターツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/カッターアイテムを選択します。
分割したいコードブロック上部の選択バーをクリックし、分割したい位置でマウ
スを放します。
分割したコードブロックに、エイリアスの関係があるコードブロックが存在した
場合、それらのコードブロックも同様に分割されます。

コードブロックの複製

ドラッグによる複製 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/矢印アイテムを選択します。
複製したいコードブロックを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択したコードブロック上部の選択バーを Ctrl キーを押しながらドラッグ
して希望する位置まで移動します。

●   

選択したコードブロック上部の選択バーを右ボタンでドラッグして希望す
る位置まで移動します。マウスを放すと表示されるメニューから、ここに
複製を選択します。

●   

複数のコードブロックを複製したい場合は、複製したいコードブロックを全て選
択してから移動します。



編集メニューからの複製 :

複製したいコードブロックを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択したコードブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開いた
コンテキストメニューから、コードブロックを複製を選択します。

●   

編集メニューのコードブロックを複製を選択します。●   

複数のコードブロックを複製したい場合は、複製したいコードブロックを全て選
択してからコマンドを選択します。
複製されたコードブロックは、元のコードブロックに対して右側にずれた位置に
作成されますので、希望する位置に移動して下さい。

コードブロックのコピーと貼り付け

コピーしたいコードブロックを選択し、以下のいずれかの方法でコピーします。

選択したコードブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開いた
コンテキストメニューから、コードブロックをコピーを選択します。

●   

編集メニューのコードブロックをコピーを選択します。●   

複数のコードブロックをコピーしたい場合は、コピーしたいコードブロックを全
て選択してからコマンドを選択します。次に、以下のいずれかの方法で貼り付け
ます。

コードエリア上の貼り付けたい位置で右ボタン・クリックし、開いたコン
テキストメニューから、コードブロックを貼り付けるを選択します。コン
テキストメニューを開いた位置に、コードブロックが貼り付けられます。

●   

編集メニューのコードブロックを貼り付けるを選択します。適当な位置
に、コードブロックが貼り付けられます。

●   

 コードブロックの貼り付けには、編集グリッドを使用することができます。
グリッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテ
ムにチェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グ
リッド設定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボックス
で行います。

コードブロックのエイリアスの作成

１つのコードブロックに対して複数の実体を持たすことができます。このよ
うな関係を CAMPS では、エイリアスと呼びます。エイリアスの関係を持つコー
ドブロック同士は常に同じ状態になります。例えば、１つのコードブロックに割
り当てたコードを変更した場合、このコードブロックとエイリアスの関係にある
全てのコードブロックのコードが同様に変更されます。エイリアスを持っている
コードブロックには、上部選択バーの左側に丸印が表示されます。

エイリアスを作成したいコードブロックを選択します。選択したコードブロック
上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、
コードブロックのエイリアスを作成を選択します。

逆に、エイリアスを解除したい場合は、エイリアスを解除したいコードブロック
を選択します。コードブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開いた
コンテキストメニューから、コードブロックのエイリアスを解除を選択します。
複数のコードブロックのエイリアスを解除したい場合は、解除したいコードブ
ロックを全て選択してからコマンドを選択します。



コードブロックの削除

消しゴムツールを用いた削除 :

エディットボタンの中から消しゴムツールボタンを選択します。あるいは、エ
ディターメニューのツール/消しゴムアイテムを選択します。
削除したいコードブロック上部の選択バーをクリックします。複数のコードブ
ロックを削除したい場合は、コードエリア上の空いている場所から、ドラッグを
開始し、矩形領域で選択し、ドラッグを終了します。

編集メニューからの削除 :

削除したいコードブロックを選択し、以下のいずれかの方法で削除します。

選択したコードブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開いた
コンテキストメニューから、コードブロックを消去を選択します。

●   

編集メニューのコードブロックを消去を選択します。●   

複数のコードブロックを削除したい場合は、削除したいコードブロックを全て選
択してからコマンドを選択します。

コードブロックの表示色の変更

表示色を変更したいコードブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開
いたコンテキストメニューの色サブメニューから指定します。複数のコードブ
ロックの表示色を変更したい場合は、表示色を変更したいコードブロックを全て
選択してから色を指定します。
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キーとモードの割り当て
コードファンクションの割り当て
表示の調節

�



コードエリアの使い方 � コードエリアの説明
コードエリアのアイテム

� �

コードコンテナの操作 コードコンテナ

コードエリアにおいて、各コードはコードコンテナ（入れ物）に割り当てられま
す。複数のコードコンテナは、コードブロックとしてまとめられて管理されま
す。コードコンテナを操作するためには、コードブロックが必要です。

選択する●   

新規作成する●   

コードを割り当てる●   

テンションを変更する●   

インバージョンを変更する●   

試聴する●   

移動する●   

長さを変更する●   

複製する●   

コピーと貼り付け●   

削除する●   

コードコンテナの選択

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/矢印アイテムを選択します。
選択は、コードコンテナをクリックします。複数のコードコンテナを選択したい
場合は、Ctrl キーや Shift キーを押しながら選択していきます。

コードコンテナを選択すると、コードメニューのハーモナイズ... や MIDI入力から
検出... アイテムなどが有効になります。また、移動や複製、エイリアスの作成、
コピー、貼り付け、削除などの処理が行えます。
選択したコードコンテナを右ボタン・クリックをすると、該当するコードブロッ
クに対するコマンドの一覧が表示されます。

 複数のコードコンテナを選択した状態でも、魔法の杖ツールを用いた簡易
コード割り当て処理や、消しゴムツールを用いてクリックする削除処理に関して
は、クリックしたコードコンテナのみに対して働きます。

コードブロックが重なっていてコードコンテナが選択できない場合、コード
ブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニュー
から、前面へ、または、背面へを選択し、重複したコードブロックの前後関係を
変えるます。



新規コードコンテナの作成

作成したい場所にあるコードコンテナを選択し、以下のいずれかの方法で、ダイ
アログボックスを開きます。

選択したコードコンテナを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、新規コードを作成...を選択します。

●   

編集メニューの新規コードを作成...を選択します。●   

コードブロックの最後にコードコンテナを作成したい場合は、コードコンテナの
選択を全て解除し、コードブロックを選択し、編集メニューの新規コードを作
成...を選択します。この場合、コンテキストメニューからコマンドを選択するこ
とはできません。

コマンドを選択すると、新規コード作成ダイアログボックスが開きます。
このダイアログボックスでは、新規に作成されるコードコンテナにコード進行を
生成して割り当てるかどうかや、作成するコードコンテナの長さ、数、キーや
モードを設定し、新規にコードコンテナを作成します。ここで設定した内容は、
次回の新規コードブロック作成時にデフォルト値として使用されます。
複数のコードコンテナを選択している場合は、それぞれのコードコンテナの位置
にコードが作成されます。

 コードコンテナを新規に作成した場合、同じコードブロック内の、それより
後ろのコードコンテナが後ろにずれます。結果として、コードブロックが長くな
ります。コードブロック同士が重なった場合、手前に配置され見えているコード
を、コードブロック重複部分のコードとして各所機能が参照します。重複した
コードブロックの前後関係を変えるには、希望するコードブロック上部の選択
バーを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、前面へ、また
は、背面へを選択します。

コードコンテナへのコード割り当て

魔法の杖ツールを用いた割り当て :

エディットボタンの中から魔法の杖ツールボタンを選択します。あるいは、エ
ディターメニューのツール/魔法の杖アイテムを選択します。
コードコンテナをクリックすると、現在コードコンテナに設定されているキーと
モードおよびコードファンクションの中から、コードが割り当てられます。

 魔法の杖ツールを用いた簡易コード割り当ては、コードを割り当てるコード
コンテナと同じ範囲のラインデータと調和するコード進行を割り当てます（ドラ
ムストラック以外）。

代替コードの割り当て割り当て :

現在、割り当てられているコードの他に、隣接するコードとスムーズなつながり
を維持するコード進行を検索します。
コードを替えたいコードコンテナを右ボタン・クリックし、開いたコンテキスト
メニューの代替を選ぶと、代替コードの一覧が表示されます。選択すると、コー
ドコンテナに代替コードが割り当てられます。複数のコードコンテナを替えたい
場合は、替えたいコードコンテナを全て選択してからコンテキストメニューを開
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きます。

代替コードの候補が多い場合は、代替コードの一部がメニューアイテムに表示さ
れ、先頭に他の候補...というアイテムが表示されます。このアイテムを選択する
と、コード進行生成ダイアログボックスが開きます。このダイアログボックスで
は、全ての代替コードを表示します。

 代替コードは、ラインデータを参照せずに、隣接するコードのみを参照しま
す。ラインデータに調和するコード進行を得るには、ハーモナイズダイアログ
ボックスなどを使用します。

コードメニューの機能を用いた割り当て :

コードを割り当てたいコードコンテナを選択し、以下のいずれかの方法でコマン
ドを選択します。

コードメニューの各アイテムを選択します。●   

選択したコードコンテナを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューのアクションサブメニューから、各アイテムを選択します。

●   

生成(G)... コード進行生成ダイアログボックスを開き
ます。このダイアログボックスでは、コー
ド (進行)を生成し、割り当てます。

自動生成(E) コード (進行)を自動生成し、割り当てま
す。

ハーモナイズ(H)... ハーモナイズダイアログボックスを開きま
す。このダイアログボックスでは、ライン
データ (単音や和音を含む) と調和する
キーとモードおよびコード (進行) を検出
生成し、割り当てることができます。

自動ハーモナイズ(Z) ラインデータと調和するキーとモードおよ
びコード (進行) を自動検出生成し、割り
当てます。

 ドラムストラックでこのコマンドを選
択すると、元となるラインデータが存在し
ないため、空のコードが割り当てられてし
まいます。
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キーを変えずに自動ハーモナイズ(K) 選択されたラインデータと調和するコード
(進行) を、現在設定されているキーとモー
ドの中から自動生成し、割り当てます。

 ドラムストラックでこのコマンドを選
択すると、元となるラインデータが存在し
ないため、空のコードが割り当てられてし
まいます。

MIDI入力から検出(D)... コード検出ダイアログボックスを開きま
す。このダイアログボックスでは、外部の
MIDI 楽器から入力された音符を元にコー
ド名を検出し、割り当てます。

組み立て(C)... コード組み立てダイアログボックスを開き
ます。このダイアログボックスでは、コー
ドの構成要素を設定してコード名を組み立
て、割り当てます。

コードコンテナのテンションの変更

現在、割り当てられているコードのテンションを変えたい場合は、変えたいコー
ドコンテナを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューのテンション
を選ぶと、テンションを変化させたコード名の一覧が表示されます。選択する
と、コードコンテナに選んだコードが割り当てられます。

 複数のコードコンテナを選択している場合、右ボタン・クリックしたコード
に対するテンションの一覧が表示されます。この場合、選択している全てのコー
ドコンテナに選んだコードが割り当てられてしまいます。



コードコンテナのインバージョンの変更

現在、割り当てられているコードのインバージョンを変えたい場合は、変えたい
コードコンテナを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューのイン
バージョンを選ぶと、インバージョンを変化させたコード名の一覧が表示されま
す。選択すると、コードコンテナに選んだコードが割り当てられます。

 複数のコードコンテナを選択している場合、右ボタン・クリックしたコード
に対するインバージョンの一覧が表示されます。この場合、選択している全ての
コードコンテナに選んだコードが割り当てられてしまいます。

コードコンテナの試聴

試聴したいコードコンテナを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューからコードを再生を選択すると、選択したコードコンテナの再生が開始さ
れます。コードコンテナの再生を行うと、ループ範囲がコードコンテナの範囲に
設定され、再生ツールバーの停止ボタンをクリックするか、入出力メニューの停
止アイテムを選択するなどして再生を停止するまで繰り返し再生を続けます。複
数のコードコンテナを選択した状態で、コードコンテナを再生した場合、これら
のコードコンテナを全て包含した範囲が再生されます。コードコンテナをライン
データと一緒に再生したい場合は、コンテキストメニューからラインデータと一
緒に再生を選択します。



コードコンテナの移動

ドラッグによる移動 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/矢印アイテムを選択します。
移動したいコードコンテナをドラッグして希望する位置まで移動します。複数の
コードコンテナを移動したい場合は、移動したいコードコンテナを全て選択して
から移動します。

移動先は、他のコードブロックにも指定できます。コードコンテナを移動し
た結果、移動元のコードブロックからコードコンテナがなくなってしまう場合
は、移動元のコードブロックが消去されます。

ドキュメント間での移動について :

ドキュメント間でコードコンテナを移動したい場合は、コピー（切り取り）して
移動先のドキュメントに貼り付ける手法で行います。
例えば、移動したいコードコンテナを右ボタン・クリックし、開いたコンテキス
トメニューから、コードを切り取るを選択します。移動先のドキュメントウイン
ドウの貼り付けたい位置にあるコードコンテナを、右ボタン・クリックし、開い
たコンテキストメニューから、コードを貼り付けるを選択します。

 コードコンテナを貼り付けた場合、同じコードブロック内の、それより後ろ
のコードコンテナが後ろにずれます。結果として、コードブロックが長くなりま
す。コードブロック同士が重なった場合、手前に配置され見えているコードを、
コードブロック重複部分のコードとして各所機能が参照します。重複したコード
ブロックの前後関係を変えるには、希望するコードブロック上部の選択バーを右
ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、前面へ、または、背面
へを選択します。

コードコンテナの長さの変更

矢印ツールを用いた変更 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/矢印アイテムを選択します。
長さを変更したいコードコンテナの右端にカーソルを移動すると、カーソルの形
状が左右矢印に変化します。その状態でクリックし、希望する長さまでドラッグ
します。複数のコードコンテの長さを変えたい場合は、長さを変えたいコードコ
ンテナを全て選択してから、いずれかのコードコンテナの長さを変えます。他の
コードコンテナの長さも同様に増減します。

コードコンテナの長さの変更処理には、編集グリッドを使用することができ
ます。グリッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿う
アイテムにチェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表
示/グリッド設定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボッ
クスで行います。

コンピューターキーボードによる調節 :

長さを変更したいコードコンテナを選択し、コンピューターキーボードの Shift
キーを押しながら左右の矢印キーを押して変更します。キーを押すたびに、1 分
解値ずつ増減します。Shift キーと Ctrl キーを押しながら左右の矢印キーを押すと
10 分解値ずつ増減します。複数のコードコンテナの長さを変更したい場合は、変
更したいコードコンテナを全て選択してから変更します。



 コードコンテナを長さを変更した場合、同じコードブロック内の、それより
後ろのコードコンテナが変更した長さ分ずれます。結果として、コードブロック
の長さも変化します。コードブロック同士が重なった場合、手前に配置され見え
ているコードを、コードブロック重複部分のコードとして各所機能が参照しま
す。重複したコードブロックの前後関係を変えるには、希望するコードブロック
上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、前
面へ、または、背面へを選択します。

コードコンテナの複製

ドラッグによる複製 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/矢印アイテムを選択します。
複製したいコードコンテナを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択したコードコンテナを Ctrl キーを押しながらドラッグして希望する位
置まで移動します。

●   

選択したコードコンテナを右ボタンでドラッグして希望する位置まで移動
します。マウスを放すと表示されるメニューから、ここに複製を選択しま
す。

●   

複数のコードコンテナを複製したい場合は、複製したいコードコンテナを全て選
択してから移動します。

編集メニューからの複製 :

複製したいコードコンテナを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択したコードコンテナを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、コードを複製を選択します。

●   

編集メニューのコードを複製を選択します。●   

複数のコードコンテナを複製したい場合は、複製したいコードブコンテナを全て
選択してからコマンドを選択します。
複製されたコードコンテナは、元のコードコンテナの後ろに作成されますので、
希望する位置に移動して下さい。

 コードコンテナを複製した場合、同じコードブロック内の、それより後ろの
コードコンテナが後ろにずれます。結果として、コードブロックが長くなりま
す。コードブロック同士が重なった場合、手前に配置され見えているコードを、
コードブロック重複部分のコードとして各所機能が参照します。重複したコード
ブロックの前後関係を変えるには、希望するコードブロック上部の選択バーを右
ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、前面へ、または、背面
へを選択します。



コードコンテナのコピーと貼り付け

コピーしたいコードコンテナを選択し、以下のいずれかの方法でコピーします。

選択したコードコンテナを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、コードをコピーを選択します。

●   

編集メニューのコードをコピーを選択します。●   

複数のコードをコピーしたい場合は、コピーしたいコードコンテナを全て選択し
てからコマンドを選択します。

次に、貼り付けたい位置にあるコードコンテナを選択し、以下のいずれかの方法
で貼り付けます。

貼り付けたい位置にあるコードコンテナを右ボタン・クリックし、開いた
コンテキストメニューから、コードを貼り付けるを選択します。

●   

編集メニューのコードを貼り付けるを選択します。●   

コードブロックの最後にコードを追加したい場合は、コードコンテナの選択を解
除し、コードブロックを選択し、以下のいずれかの方法で貼り付けます。

選択したコードブロック上部の選択バーを右ボタン・クリックし、開いた
コンテキストメニューから、コードを貼り付けるを選択します。

●   

編集メニューのコードを貼り付けるを選択します。●   

 コードコンテナを貼り付けた場合、同じコードブロック内の、それより後ろ
のコードコンテナが後ろにずれます。結果として、コードブロックが長くなりま
す。コードブロック同士が重なった場合、手前に配置され見えているコードを、
コードブロック重複部分のコードとして各所機能が参照します。重複したコード
ブロックの前後関係を変えるには、希望するコードブロック上部の選択バーを右
ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、前面へ、または、背面
へを選択します。

コードコンテナの削除

消しゴムツールを用いた削除 :

エディットボタンの中から消しゴムツールボタンを選択します。あるいは、エ
ディターメニューのツール/消しゴムアイテムを選択します。
削除したいコードコンテナをクリックします。

編集メニューからの削除 :

削除したいコードコンテナを選択し、以下のいずれかの方法で削除します。

選択したコードコンテナを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、コードを消去を選択します。

●   

編集メニューのコードを消去を選択します。●   

複数のコードを削除したい場合は、削除したいコードを全て選択してからコマン
ドを選択します。
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コードエリアの使い方 � コードエリアの説明
コードエリアのアイテム
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キーとモードの割り当て 各コードコンテナのキーとモードの設定は、コード名表示の下にあるキーと
モードボタンに表示されています。キーとモードボタンが表示されていない場
合は、コードエリア下の境界線をドラッグしてコードエリアの領域を広げま
す。ここで設定されているキーとモードは、CAMPS のコード進行生成などの
機能によって参照されます。

キーとモードの変更は、キーとモードボタンをクリックします。モードの一覧
がポップアップメニューに表示されます。モードを選ぶと、キーを含めた一覧
が表示されますので、希望するキーとモードを選択して下さい。複数のコード
コンテナのキーとモードを変更したい場合は、変更したい全てのコードコンテ
ナを選択し、その中のいずれかのコードコンテナのキーとモードを変更しま
す。

関連するページ:

コードブロックの操作
コードコンテナの操作
コードファンクションの割り当て
表示の調節

�



コードエリアの使い方 � コードエリアの説明
コードエリアのアイテム

� �

コードファンクションの
割り当て

各コードコンテナのコードファンクションの設定は、キーとモードボタン下に
あるコードファンクションチェックリストに表示されています。コードファン
クションチェックリストが表示されていない場合は、コードエリア下の境界線
をドラッグしてコードエリアの領域を拡げます。ここで設定されているコード
ファンクションは、CAMPS のコード進行生成などの機能によって参照されま
す。

コードファンクションの変更は、使用したいコードファンクションをクリック
してチェックマークを入れます。

 全てのコードファンクションのチェックマークを外すことはできません。

複数のコードコンテナを選択している状態で、１つのコードコンテナの選
択を変更すると、キーとモードが同じコードコンテナの選択が同時に変更され
ます。

関連するページ:

コードブロックの操作
コードコンテナの操作
キーとモードの割り当て
表示の調節

�



コードエリアの使い方 � コードエリアの説明
コードエリアのアイテム

� �

表示の調節 コードエリアの背景には、小節線とビート線を表示させることができます。

表示メニューのグリッド表示サブメニューの中から小節線を表示を選択すると、コードエリ
ア、文字情報エリアおよびラインエリアの小節線を、表示したり非表示したりできます。
表示メニューのグリッド表示サブメニューの中からビート線を表示を選択すると、コードエ
リア、文字情報エリアおよびラインエリアのビート線を、表示したり非表示したりできま
す。

グリッド表示における、各線は参照用です。編集用のグリッドは、表示メニューのグ
リッド表示サブメニューのグリッドに沿う、グリッド設定...アイテムで設定します。

関連するページ:

コードブロックの操作
コードの操作
キーとモードの割り当て
コードファンクションの割り当て

�



歌詞エリア ( ピアノロールエディター ) � エディター
ピアノロールエディター

� �

説明 歌詞エリアでは、ラインブロックに対して歌詞を割り当てます。

�

使い方 歌詞エリアでは、歌詞の生成や複製、移動などの編集を行います。他の文字情報はドキュメン
ト単位に管理されるのに対し、歌詞はラインブロック単位に管理されます。
歌詞は、再生データには影響を与えません。

歌詞の操作●   

表示の調節●   

アイテム 歌詞
小節線
ビート線

�



歌詞エリアのアイテム � 歌詞エリアの説明
歌詞エリアの使い方

� �

歌詞の操作 歌詞 曲の歌詞に使用します。他の文字情報はドキュメント単位に管理されるのに対
し、歌詞はラインブロック単位に管理されます。歌詞エリアでは、歌詞の生成や
文字の編集、コピー、複製、移動、削除などの編集をすることができます。

表示の調節 小節線 各小節の開始位置を縦の線で示します。小節線の表示/非表示は切り替えることが
出来ます。

ビート線 各小節間のビート（拍）の位置を示します。ビート線の表示/非表示は切り替える
ことが出来ます。

�

� �



歌詞エリアの使い方 � 歌詞エリアの説明
歌詞エリアのアイテム

� �

歌詞の操作 選択する●   

新規作成する●   

文字を編集する●   

移動する●   

複製する●   

コピーと貼り付け●   

削除する●   

歌詞の選択

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメニュー
のツール/矢印アイテムを選択します。選択は、歌詞をクリックします。複数の歌詞を選択し
たい場合は、Ctrl キーや Shift キーを押しながら選択していきます。あるいは、歌詞エリア内
の空いている場所から、ドラッグを開始し、矩形領域で選択していくこともできます。

歌詞を選択すると、移動や複製、コピー、貼り付け、削除などの処理が行えます。

 複数の歌詞を選択した状態でも、消しゴムツールを用いてクリックする削除処理に関し
ては、クリックした歌詞のみに対して働きます。

歌詞の作成

以下のいずれかの方法で、作成します。

歌詞エリア内の作成したい位置で、右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから新規歌詞を作成を選択します。

●   

編集メニューの新規歌詞を作成を選択します。●   

歌詞作成されると、エディットボックスが表示されます。文字を入力して、Enter キーを押
すなどして確定させます。

 編集メニューの新規歌詞を作成... アイテムは、歌詞エリアがアクティブな状態でないと
表示されません。歌詞エリアをアクティブにするには、エリア内の空いている場所をクリッ
クするなどします。



歌詞の編集

文字を編集するには、編集したい歌詞をダブルクリックします。エディットボックスが表示
されますので、文字を入力して、Enter キーを押すなどして確定させます。

歌詞の移動

ドラッグによる移動 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメニュー
のツール/矢印アイテムを選択します。移動したい歌詞をドラッグして希望する位置まで移動
します。複数の歌詞を移動したい場合は、移動したい歌詞を全て選択してから移動します。

コンピューターキーボードによる移動:

移動したい歌詞を選択し、コンピューターキーボードの左右の矢印キーを押して移動させま
す。キーを押すたびに、1 分解値ずつ移動します。Ctrl キーを押しながら左右の矢印キーを
押すと 10 分解値ずつ移動します。複数の歌詞を移動したい場合は、移動したい歌詞を全て
選択してから移動します。

ドキュメント間での移動について :

ドキュメント間で歌詞を移動したい場合は、コピー（切り取り）して移動先のドキュメント
に貼り付ける手法で行います。
例えば、移動したい歌詞を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、歌詞
を切り取るを選択します。移動先のピアノロールエディターの歌詞エリア内の空いている場
所を、右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、歌詞を貼り付けるを選択
します。

 歌詞の移動には、編集グリッドを使用することができます。グリッドを使用する場合
は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェックを入れます。グリッド
の設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示される、グ
リッド設定ダイアログボックスで行います。



歌詞の複製

ドラッグによる複製 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメニュー
のツール/矢印アイテムを選択します。
複製したい歌詞を選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択した歌詞を Ctrl キーを押しながらドラッグして希望する位置まで移動します。●   

選択した歌詞を右ボタンでドラッグして希望する位置まで移動します。マウスを放す
と表示されるメニューから、ここに複製を選択します。

●   

複数の歌詞を複製したい場合は、複製したい歌詞を全て選択してから移動します。

編集メニューからの複製 :

複製したい歌詞を選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択した歌詞を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、歌詞を複
製を選択します。

●   

編集メニューの歌詞を複製を選択します。●   

複数の歌詞を複製したい場合は、複製したい歌詞を全て選択してからコマンドを選択しま
す。
複製された歌詞は、元の歌詞に対して右側にずれた位置に作成されますので、希望する位置
に移動して下さい。

歌詞のコピーと貼り付け

コピーしたい歌詞を選択し、以下のいずれかの方法でコピーします。

選択した歌詞を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、歌詞をコ
ピーを選択します。

●   

編集メニューの歌詞をコピーを選択します。●   

複数の歌詞をコピーしたい場合は、コピーしたい歌詞を全て選択してからコマンドを選択し
ます。

次に、以下のいずれかの方法で貼り付けます。

歌詞エリア内の貼り付けたい位置で右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、歌詞を貼り付けるを選択します。コンテキストメニューを開いた位置
に、歌詞が貼り付けられます。

●   

編集メニューの歌詞を貼り付けるを選択します。適当な位置に、歌詞が貼り付けられ
ます。

●   

 歌詞の貼り付けには、編集グリッドを使用することができます。グリッドを使用する場
合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェックを入れます。グリッ
ドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示される、
グリッド設定ダイアログボックスで行います。



歌詞の削除

消しゴムツールを用いた削除 :

エディットボタンの中から消しゴムツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/消しゴムアイテムを選択します。削除したい歌詞をクリックします。複数の
歌詞を削除したい場合は、歌詞エリア内の空いている場所から、ドラッグを開始し、矩形領
域で選択し、ドラッグを終了します。

編集メニューからの削除 :

削除したい歌詞を選択し、以下のいずれかの方法で削除します。

選択した歌詞を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、歌詞を消
去を選択します。

●   

編集メニューの歌詞を消去を選択します。●   

複数の歌詞を削除したい場合は、削除したい歌詞を全て選択してからコマンドを選択しま
す。

�

関連するページ :

表示の調節

�



歌詞エリアの使い方 � 歌詞エリアの説明
歌詞エリアのアイテム

� �

表示の調節 歌詞エリアの背景には、小節線とビート線を表示させることができます。

表示メニューのグリッド表示サブメニューの中から小節線を表示を選択すると、歌詞エリ
ア、文字情報エリア、コードエリア、ピアノロールエリアおよびベロシティエリアの小節線
を、表示したり非表示したりできます。
表示メニューのグリッド表示サブメニューの中からビート線を表示を選択すると、歌詞エリ
ア、文字情報エリア、コードエリア、ピアノロールエリアおよびベロシティエリアのビート
線を、表示したり非表示したりできます。

グリッド表示における、各線は参照用です。編集用のグリッドは、表示メニューのグ
リッド表示サブメニューのグリッドに沿う、グリッド設定...アイテムで設定します。

関連するページ:

歌詞の操作

�



ピアノロールエリア ( ピアノロールエディター ) � エディター
ピアノロールエディター

� �

説明 MIDI ラインデータには、音符や、ピッチベンドイベント、コントロールチェンジイベントなど
の MIDI コントロールデータや、システムエクスクルーシブイベントなどがあります。
ピアノロールエリアでは、ラインブロックの音符イベントを操作します。

�

使い方 ピアノロールエリアでは、音符イベントの作曲や生成、移動などの編集をグラフィカルに行い
ます。また、音符イベント単位にメニューコマンドを使用することができます。

音符イベントの操作●   

表示の調節●   

アイテム 音符イベント
小節線
ビート線
ピッチ線
ピッチ表示キーボード
音表示



ピアノロールエリアのアイテム � ピアノロールエリアの説明
ピアノロールエリアの使い方

� �

音符イベントの操作 音符イベント MIDI ラインデータには、音符や、ピッチベンドイベント、
コントロールチェンジイベントなどの MIDI コントロール
データや、システムエクスクルーシブイベントなどがあり
ます。
ピアノロールエリアでは、この内の音符イベントを操作し
ます。

各音符イベントは、角の丸い四角形で表示されます。

表示の調節 小節線 各小節の開始位置を縦の線で示します。小節線の表示/非表
示は切り替えることが出来ます。

ビート線 各小節間のビート（拍）の位置を示します。ビート線の表
示/非表示は切り替えることが出来ます。

ピッチ線 ピッチの区切りを示します。ピッチ線の表示/非表示は切り
替えることが出来ます。

ピッチ表示キーボード 表示されている鍵盤は、各ピッチに対応しています。
再生時に、対応するピッチが発音すると鍵盤の表示が反転
します。また、鍵盤をクリックすると該当する音が鳴りま
す。
ピアノロールエリア内にカーソルがある場合、対応する鍵
盤を丸印で示します。

 鍵盤をクリックして鳴る音は参照用ですので、これを
使用しての録音などはできません。

音表示 ピアノロールエリアの背景には、割り当てられているコー
ドに対するスケール音等を表示させることができます。表
示メニューの音表示サブメニューの各アイテムを選択する
ことによって、表示を切り替えることができます。

�



ピアノロールエリアの使い方 � ピアノロールエリアの説明
ピアノロールエリアのアイテム

� �

音符イベントの操作 MIDI ラインデータには、音符や、ピッチベンドイベント、コントロールチェンジイ
ベントなどの MIDI コントロールデータや、システムエクスクルーシブイベントな
どがあります。
ピアノロールエリアでは、この内の音符イベントを操作します。

選択する●   

作成する●   

再作曲する●   

ヴォイシングする●   

不協音を検出する●   

クォンタイズする●   

音程を調節する●   

長さを変更する●   

音量を調節する●   

速さを調節する●   

移動する●   

複製する●   

コピーと貼り付け●   

削除する●   

音符イベントの選択

矢印ツールを用いた選択 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディター
メニューのツール/矢印アイテムを選択します。
選択は、音符イベントをクリックします。複数の音符イベントを選択したい場合
は、Ctrl キーや Shift キーを押しながら選択していきます。あるいは、ピアノロール
エリア内の空いている場所から、ドラッグを開始し、矩形領域で選択していくこと
もできます。

I ビームツールを用いた選択 :

エディットボタンの中からI ビームツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/I ビームアイテムを選択します。
I ビームツールでは、指定した時間軸の範囲上にある音符イベントを選択してきま
す。ピアノロールエリア内の空いている場所から、ドラッグを開始し、時間領域で
選択していきます。複数の音符イベントを選択したい場合は、Ctrl キーや Shift キー
を押しながら選択していきます。



音符イベントを選択すると、ラインメニューの再作曲... や ヴォイシング... アイテム
などが有効になります。また、移動や複製、コピー、貼り付け、削除などの処理が
行えます。
選択した音符イベントを右ボタン・クリックをすると、該当する音符イベントに対
するコマンドの一覧が表示されます。

 複数の音符イベントを選択した状態でも、消しゴムツールを用いてクリックす
る削除処理に関しては、クリックした音符イベントのみに対して働きます。

音符イベントの作成

録音による作成 :

CAMPS では、リアルタイム、オーバーダビング、ステップの３つのモードでの録
音が可能です。
録音ツールバーの各録音ボタンをクリックするか、入出力メニューの録音サブメ
ニューのアイテムを選択し、外部の MIDI 楽器で演奏します。演奏は録音され、録
音した音符イベントが作成されます。
録音する範囲を限定したい場合は、パンチイン/アウト範囲を指定してします。パン
チイン/アウト範囲を指定せずに録音を開始した場合は、編集対象となっているライ
ンブロックの全範囲にパンチイン/アウト範囲が自動的に設定されます。

ペンツールを用いた作成 :

エディットボタンの中からペンツールボタンを選択します。あるいは、エディター
メニューのツール/ペンアイテムを選択します。
ピアノロールエリア内で、音符イベントを作成したい範囲をクリックし、ドラッグ
します。描画した範囲に音符イベントが作成されます。音符のピッチや長さなど
は、あとでいつでも変更できます。

スタンプツールを用いた作成 :

エディットボタンの中からスタンプツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/スタンプアイテムを選択します。
ピアノロールエリア内で、音符イベントを作成したい位置でクリックします。作成
する音符イベントの長さは、音符ツールバーで予め選択しておきます。音符のピッ
チや長さなどは、あとでいつでも変更できます。



 ペンツールやスタンプツールを使用した、音符イベントの作成には、編集グ
リッドを使用することができます。グリッドを使用する場合は、表示メニューのグ
リッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェックを入れます。グリッドの設定は、表
示メニューのグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示される、グリッ
ド設定ダイアログボックスで行います。

音符イベントの再作曲

魔法の杖ツールを用いた作曲 :

魔法の杖ツールを用いて、簡単に指定した音符イベントを再作曲することができま
す。
エディットボタンの中から魔法の杖ツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/魔法の杖アイテムを選択します。
ピアノロールエリア内の空いている場所から、ドラッグを開始し、再作曲したい音
符イベントを矩形領域で指定すると、割り当てられているコード (進行) を考慮しな
がらこの音符イベントを自動分析し、類似した音符イベントを再作曲します。

ダイアログボックスを用いた作曲 :

再作曲したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログボックス
を開きます。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューのアクションサブメニューから、再作曲...を選択します。

●   

ラインメニューの再作曲...を選択します。●   

コマンドを選択すると、再作曲ダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、メロディーラインや和音、リズムの再作曲のパラ
メーターを調節し、ボタンをクリックすることによって、選択されている音符イベ
ントを次々と再作曲します。
複数の音符イベントを再作曲したい場合は、再作曲したい音符イベントを全て選択
してからコマンドを選択します。

メニューからの作曲 :

長さを変更したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法で作曲します。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューのアクションサブメニューから、自動再作曲...を選択します。

●   

ラインメニューの自動再作曲...を選択します。●   
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コマンドを選択すると、選択されている音符イベントが自動再作曲されます。
複数の音符イベントを再作曲したい場合は、再作曲したい音符イベントを全て選択
してからコマンドを選択します。

音符イベントのヴォイシング

ヴォイシングしたい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログ
ボックスを開きます。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューのアクションサブメニューから、ヴォイシング...を選択します。

●   

ラインメニューのヴォイシング...を選択します。●   

コマンドを選択すると、ヴォイシングダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、選択されている音符や割り当てられているコードか
ら、数種類のヴォイシングを行います。
複数の音符イベントをヴォイシングしたい場合は、ヴォイシングしたい音符イベン
トを全て選択してからコマンドを選択します。

音符イベントの不協音検出

不協音を検出したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログ
ボックスを開きます。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューのアクションサブメニューから、不協音の検出...を選択します。

●   

ラインメニューの不協音の検出...を選択します。●   

コマンドを選択すると、不協音検出ダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、選択されている音符と不協な音程を持つ音符を、同
一トラックや他のトラックから検出します。また、検出された不協音を自動、ある
いは、手動で修正することが出来ます。
複数の音符イベントの不協音を検出したい場合は、検出したい音符イベントを全て
選択してからコマンドを選択します。

音符イベントのクォンタイズ

クォンタイズしたい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログ
ボックスを開きます。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューのアクションサブメニューから、クォンタイズ...を選択します。

●   

ラインメニューのクォンタイズ...を選択します。●   

コマンドを選択すると、クォンタイズダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、選択されている音符の開始時間を設定したグリッド
を元に調整します。
複数の音符イベントをクォンタイズしたい場合は、クォンタイズしたい音符イベン
トを全て選択してからコマンドを選択します。
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音符イベントの音程調節

ドラッグによる調節 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディター
メニューのツール/矢印アイテムを選択します。
音程調節したい音符イベントをドラッグして希望する位置まで移動します。複数の
音符イベントを音程調節したい場合は、調節したい音符イベントを全て選択してか
ら移動します。

 音符イベントの音程調節には、編集グリッドを使用することができます。グ
リッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムに
チェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設
定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボックスで行いま
す。

コンピューターキーボードによる調節 :

音程調節したい音符イベントを選択し、コンピューターキーボードの上下の矢印
キーを押して移動させます。キーを押すたびに、1 ピッチずつ移動します。Ctrl
キーを押しながら上下の矢印キーを押すと 12 ピッチずつ移動します。複数の音符
イベントを調節したい場合は、調節したい音符イベントを全て選択してから移動し
ます。

トランスポーズ :

音程調節したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログボック
スを開きます。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューのアクションサブメニューから、トランスポーズ...を選択します。

●   

ラインメニューのトランスポーズ...を選択します。●   

コマンドを選択すると、トランスポーズダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、選択されている音符イベントの音程を、一挙にトラ
ンスポーズする事ができます。
複数の音符イベントをトランスポーズしたい場合は、トランスポーズしたい音符イ
ベントを全て選択してからコマンドを選択します。

再配置 :

再配置したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログボックス
を開きます。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューのアクションサブメニューから、音程の再配置...を選択します。

●   

ラインメニューの音程の再配置...を選択します。●   

コマンドを選択すると、音程の再配置ダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、選択されている音符イベントの音程を、別の音程に
一挙に変更する事ができます。
複数の音符イベントを再配置したい場合は、再配置したい音符イベントを全て選択
してからコマンドを選択します。
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音符イベントの長さの変更

矢印ツールを用いた変更 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディター
メニューのツール/矢印アイテムを選択します。
カーソルを、音符イベントの左端、あるいは、右端に移動すると、カーソルの形状
が左右矢印に変化します。この状態で、ドラッグを開始します。左端をドラッグし
た場合、発音位置が変化し、消音位置は変わりません。右端をドラッグした場合、
消音位置が変化し、発音位置は変わりません。複数の音符イベントの長さを変えた
い場合は、長さを変えたい音符イベントを全て選択してから、いずれかの音符イベ
ントの長さを変えます。

コンピューターキーボードによる調節 :

長さを変更したい音符イベントを選択し、コンピューターキーボードの Shift キーを
押しながら左右の矢印キーを押して変更します。キーを押すたびに、1 分解値ずつ
増減します。Shift キーと Ctrl キーを押しながら左右の矢印キーを押すと 10 分解値
ずつ増減します。複数の音符イベントの長さを変更したい場合は、変更したい音符
イベントを全て選択してから変更します。

ダイアログボックスを用いた変更 :

長さを変更したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログボッ
クスを開きます。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューのアクションサブメニューから、音長調節...を選択します。

●   

ラインメニューの音長調節...を選択します。●   

コマンドを選択すると、音長調節ダイアログボックスが開きます。
このダイアログボックスでは、選択されている音符イベントの長さを、一挙に変更
する事ができます。
複数の音符イベントの長さを変更したい場合は、変更したい音符イベントを全て選
択してからコマンドを選択します。

音符イベントの音量調節

音量調節したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログボック
スを開きます。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューのアクションサブメニューから、ベロシティ調節...を選択します。

●   

ラインメニューのベロシティ調節...を選択します。●   

コマンドを選択すると、ベロシティ調節ダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、選択されている音符イベントの音量（ベロシティ）
を、一挙に変更する事ができます。
複数の音符イベントの音量を調節したい場合は、調節したい音符イベントを全て選
択してからコマンドを選択します。
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音符イベントの速さの調節

速さを調節したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法で速さを変更しま
す。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューのアクションサブメニューから、倍速化...あるいは、半速化...を選択
します。

●   

ラインメニューの倍速化、あるいは、半速化を選択します。●   

倍速化...を選択すると、選択されている音符イベントを２倍の速さにします。
半速化...を選択すると、選択されている音符イベントを半分の速さにします。
複数の音符イベントの速さを調節したい場合は、調節したい音符イベントを全て選
択してからコマンドを選択します。

音符イベントの移動

ドラッグによる移動 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディター
メニューのツール/矢印アイテムを選択します。
移動したい音符イベントをドラッグして希望する位置まで移動します。複数の音符
イベントを移動したい場合は、移動したい音符イベントを全て選択してから移動し
ます。

 音符イベントの移動には、編集グリッドを使用することができます。グリッド
を使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェッ
クを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...ア
イテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボックスで行います。

コンピューターキーボードによる移動 :

移動したい音符イベントを選択し、コンピューターキーボードの矢印キーを押して
移動させます。左右の矢印キーを押すたびに、1 分解値ずつ移動します。Ctrl キー
を押しながら左右の矢印キーを押すと 10 分解値ずつ移動します。また、上下の矢
印キーを押すたびに、1 ピッチずつ移動します。Ctrl キーを押しながら上下の矢印
キーを押すと 12 ピッチずつ移動します。複数の音符イベントを移動したい場合
は、移動したい音符イベントを全て選択してから移動します。

ドキュメント間での移動について :

ドキュメント間で音符イベントを移動したい場合は、コピー（切り取り）して移動
先のドキュメントに貼り付ける手法で行います。
例えば、移動したい音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、音符イベントを切り取るを選択します。移動先のピアノロールエディ
ターのピアノロールエリア上の空いている場所を、右ボタン・クリックし、開いた
コンテキストメニューから、音符イベントを貼り付けるを選択します。
貼り付け先は、楽譜エディターやイベントリストエディターにも指定できます。

 音符イベントの移動には、編集グリッドを使用することができます。グリッド
を使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェッ
クを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...ア
イテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボックスで行います。



音符イベントの複製

ドラッグによる複製 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディター
メニューのツール/矢印アイテムを選択します。
複製したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択した音符イベントを Ctrl キーを押しながらドラッグして希望する位置ま
で移動します。

●   

選択した音符イベントを右ボタンでドラッグして希望する位置まで移動しま
す。マウスを放すと表示されるメニューから、ここに複製を選択します。

●   

複数の音符イベントを複製したい場合は、複製したい音符イベントを全て選択して
から移動します。

編集メニューからの複製 :

複製したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、音符イベントを複製を選択します。

●   

編集メニューの音符イベントを複製を選択します。●   

複数の音符イベントを複製したい場合は、複製したい音符イベントを全て選択して
からコマンドを選択します。
複製された音符イベントは、元の音符イベントの後ろに作成されますので、希望す
る位置に移動して下さい。

音符イベントのコピーと貼り付け

コピーしたい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でコピーします。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、音符イベントをコピーを選択します。

●   

編集メニューの音符イベントをコピーを選択します。●   

複数の音符イベントをコピーしたい場合は、コピーしたい音符イベントを全て選択
してからコマンドを選択します。

次に、以下のいずれかの方法で貼り付けます。

ピアノロールエリア内の貼り付けたい位置で右ボタン・クリックし、開いた
コンテキストメニューから、音符イベントを貼り付けるを選択します。コン
テキストメニューを開いた位置に、音符イベントが貼り付けられます。

●   

編集メニューの音符イベントを貼り付けるを選択します。適当な位置に、音
符イベントが貼り付けられます。

●   

 音符イベントの貼り付けには、編集グリッドを使用することができます。グ
リッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムに
チェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設
定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボックスで行いま
す。



音符イベントの削除

消しゴムツールを用いた削除 :

エディットボタンの中から消しゴムツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/消しゴムアイテムを選択します。
削除したい音符イベントをクリックします。複数の音符イベントを削除したい場合
は、ピアノロールエリア内の空いている場所から、ドラッグを開始し、矩形領域で
選択し、ドラッグを終了します。

編集メニューからの削除 :

削除したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法で削除します。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、音符イベントを消去を選択します。

●   

編集メニューの音符イベントを消去を選択します。●   

複数の音符イベントを削除したい場合は、削除したい音符イベントを全て選択して
からコマンドを選択します。

�

関連するページ :

表示の調節

�



ピアノロールエリアの使い方 � ピアノロールエリアの説明
ピアノロールエリアのアイテム

� �

表示の調節 ピアノロールエリアの背景には、小節線とビート線、ピッチ線を表示させることができま
す。

表示メニューのグリッド表示サブメニューの中から小節線を表示を選択すると、ピアノロー
ルエリア、文字情報エリア、コードエリア、歌詞エリアおよびベロシティエリアの小節線
を、表示したり非表示したりできます。
表示メニューのグリッド表示サブメニューの中からビート線を表示を選択すると、ピアノ
ロールエリア、文字情報エリア、コードエリア、歌詞エリアおよびベロシティエリアのビー
ト線を、表示したり非表示したりできます。
表示メニューのグリッド表示サブメニューの中からピッチ線を表示を選択すると、ピアノ
ロールエリアのピッチ線を、表示したり非表示したりできます。

 グリッド表示における、各線は参照用です。編集用のグリッドは、表示メニューのグ
リッド表示サブメニューのグリッドに沿う、グリッド設定...アイテムで設定します。

�

音の表示 ピアノロールエリアの背景には、割り当てられているコードに対するスケール音等を表示さ
せることができます。

表示メニューの音表示サブメニューの各アイテムを選択することによって、表示を切り替え
ることができます。

すべてのピッチを表示(A) スケール音等の表示を行いません。
スケール音を表示(S) スケール音を表示します。表示させると、スケール音以外の音が

灰色に塗りつぶされます。
コードトーンを表示(C) コードトーンを表示します。表示させると、コードトーン以外の

音が灰色に塗りつぶされます。
アボイドノートを表示(V) アボイドノートを表示します。表示させると、アボイドノート以

外の音が灰色に塗りつぶされます。



音符毎に表示されるスケール番号
他の MIDI シーケンサーには見られない機能の１つとして、CAMPS はメロディー各音符につ
いて、割り当てられているコードに基づいた、スケール番号 (Sacle Degree)、アボイドノー
ト、コードトーン、スケール音を、R、#11... などの要領で自動的に表示します。この機能に
より、メロディー毎にまたコード毎に「メロディーとコードの関係」を直ちに理解すること
が可能になります。

関連するページ:

音符イベントの操作

�



文字情報エリア ( ピアノロールエディター ) � エディター
ピアノロールエディター

� �

説明 文字情報エリアでは、曲の特定の場所にマークを付けるために、文字情報を追加することがで
きます。文字情報には、リハーサルレターとマーカーの２種類が用意されています。

 ピアノロールエディター内で文字情報を変更すると、ドキュメントウインドウの該当する
文字情報も変更されます。

�

使い方 文字情報エリアでは、文字情報の生成や複製、移動などの編集を行います。これらの文字情報
をドキュメントに入れておくことによって、曲中の特定箇所を探す場合などに有効です。
文字情報は、再生データには影響を与えません。

文字情報の操作●   

表示の調節●   

アイテム リハーサルレター
マーカー
小節線
ビート線

�



文字情報エリアのアイテム � 文字情報エリアの説明
文字情報エリアの使い方

� �

文字情報の操作 リハーサルレター リハーサルレターは、”A”や”B”などのセクション名
や、”Verse”や”Chorus”、”Head”、”Bridge”などのフレー
ズ名をつけるときなどに使用します。 文字情報エリアでは、リハー
サルレターの生成や文字の編集、コピー、複製、移動、削除などの
編集をすることができます。

マーカー マーカーは、曲の特定の範囲に注釈をつける時などに使用します。
このため、マーカーには、マーカー<ここから>とマーカー<ここま
で>の２つの種類が用意されています。文字情報エリアでは、これら
マーカーの生成や文字の編集、コピー、複製、移動、削除などの編
集をすることができます。

表示の調節 小節線 各小節の開始位置を縦の線で示します。小節線の表示/非表示は切り
替えることが出来ます。

ビート線 各小節間のビート（拍）の位置を示します。ビート線の表示/非表示
は切り替えることが出来ます。

�



文字情報エリアの使い方 � 文字情報エリアの説明
文字情報エリアのアイテム

� �

文字情報の
操作

文字情報エリアで扱う文字情報は、リハーサルレターと２種類のマーカーです。

選択する●   

リハーサルレターを新規作成する●   

マーカーを新規作成する●   

文字を編集する●   

移動する●   

複製する●   

コピーと貼り付け●   

削除する●   

文字情報の選択

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメニュー
のツール/矢印アイテムを選択します。選択は、文字情報をクリックします。複数の文字情報
を選択したい場合は、Ctrl キーや Shift キーを押しながら選択していきます。あるいは、文字
情報エリア内の空いている場所から、ドラッグを開始し、矩形領域で選択していくこともで
きます。

文字情報を選択すると、移動や複製、コピー、貼り付け、削除などの処理が行えます。

 複数の文字情報を選択した状態でも、消しゴムツールを用いてクリックする削除処理に
関しては、クリックした文字情報のみに対して働きます。

新規リハーサルレターの作成

リハーサルレターは、”A”や”B”などのセクション名や、”Verse”
や”Chorus”、”Head”、”Bridge”などのフレーズ名をつけるときなどに使用します。
以下のいずれかの方法で、作成します。

文字情報エリア内の作成したい位置で、右ボタン・クリックし、開いたコンテキスト
メニューから新規リハーサルレターを作成を選択します。

●   

編集メニューの新規文字情報を作成...を選択すると、新規文字情報ダイアログボック
スが表示されます。このダイアログボックスでは、新規に作成する文字情報の種類を
選択します。

●   

リハーサルレターが作成されると、エディットボックスが表示されます。文字を入力し
て、Enter キーを押すなどして確定させます。

 編集メニューの新規文字情報を作成... アイテムは、文字情報エリアがアクティブな状態
でないと表示されません。文字情報エリアをアクティブにするには、エリア内の空いている
場所をクリックするなどします。



新規マーカーの作成

マーカーは、曲の特定の範囲に注釈をつける時などに使用します。このため、マーカーに
は、マーカー<ここから>とマーカー<ここまで>の２つの種類が用意されています。
以下のいずれかの方法で、作成します。

文字情報エリア内の作成したい位置で、右ボタン・クリックし、開いたコンテキスト
メニューから新規マーカー<ここから>を作成、あるいは、新規マーカー<ここまで>を
作成を選択します。

●   

編集メニューの新規文字情報を作成...を選択すると、新規文字情報ダイアログボック
スが表示されます。このダイアログボックスでは、新規に作成する文字情報の種類を
選択します。

●   

マーカーが作成されると、エディットボックスが表示されます。文字を入力して、Enter
キーを押すなどして確定させます。

 編集メニューの新規文字情報を作成... アイテムは、文字情報エリアがアクティブな状態
でないと表示されません。文字情報エリアをアクティブにするには、エリア内の空いている
場所をクリックするなどします。

文字の編集

文字を編集するには、編集したい文字情報をダブルクリックします。エディットボックスが
表示されますので、文字を入力して、Enter キーを押すなどして確定させます。

文字情報の移動

ドラッグによる移動 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメニュー
のツール/矢印アイテムを選択します。移動したい文字情報をドラッグして希望する位置まで
移動します。複数の文字情報を移動したい場合は、移動したい文字情報を全て選択してから
移動します。

コンピューターキーボードによる移動:

移動したい文字情報を選択し、コンピューターキーボードの左右の矢印キーを押して移動さ
せます。キーを押すたびに、1 分解値ずつ移動します。Ctrl キーを押しながら左右の矢印
キーを押すと 10 分解値ずつ移動します。複数の文字情報を移動したい場合は、移動したい
文字情報を全て選択してから移動します。

ドキュメント間での移動について :

ドキュメント間で文字情報を移動したい場合は、コピー（切り取り）して移動先のドキュメ
ントに貼り付ける手法で行います。
例えば、移動したい文字情報を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、
文字情報を切り取るを選択します。移動先のドキュメントウインドウや、ピアノロールエ
ディターなどの文字情報エリア内の空いている場所を、右ボタン・クリックし、開いたコン
テキストメニューから、文字情報を貼り付けるを選択します。



 文字情報の移動には、編集グリッドを使用することができます。グリッドを使用する場
合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェックを入れます。グリッ
ドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示される、
グリッド設定ダイアログボックスで行います。

文字情報の複製

ドラッグによる複製 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメニュー
のツール/矢印アイテムを選択します。
複製したい文字情報を選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択した文字情報を Ctrl キーを押しながらドラッグして希望する位置まで移動しま
す。

●   

選択した文字情報を右ボタンでドラッグして希望する位置まで移動します。マウスを
放すと表示されるメニューから、ここに複製を選択します。

●   

複数の文字情報を複製したい場合は、複製したい文字情報を全て選択してから移動します。

編集メニューからの複製 :

複製したい文字情報を選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択した文字情報を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、文字
情報を複製を選択します。

●   

編集メニューの文字情報を複製を選択します。●   

複数の文字情報を複製したい場合は、複製したい文字情報を全て選択してからコマンドを選
択します。
複製された文字情報は、元の文字情報に対して右側にずれた位置に作成されますので、希望
する位置に移動して下さい。

文字情報のコピーと貼り付け

コピーしたい文字情報を選択し、以下のいずれかの方法でコピーします。

選択した文字情報を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、文字
情報をコピーを選択します。

●   

編集メニューの文字情報をコピーを選択します。●   

複数の文字情報をコピーしたい場合は、コピーしたい文字情報を全て選択してからコマンド
を選択します。

次に、以下のいずれかの方法で貼り付けます。

文字情報エリア内の貼り付けたい位置で右ボタン・クリックし、開いたコンテキスト
メニューから、文字情報を貼り付けるを選択します。コンテキストメニューを開いた
位置に、文字情報が貼り付けられます。

●   

編集メニューの文字情報を貼り付けるを選択します。適当な位置に、文字情報が貼り
付けられます。

●   

 文字情報の貼り付けには、編集グリッドを使用することができます。グリッドを使用す
る場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェックを入れます。グ
リッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示され
る、グリッド設定ダイアログボックスで行います。



文字情報の削除

消しゴムツールを用いた削除 :

エディットボタンの中から消しゴムツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/消しゴムアイテムを選択します。削除したい文字情報をクリックします。複
数の文字情報を削除したい場合は、文字情報エリア内の空いている場所から、ドラッグを開
始し、矩形領域で選択し、ドラッグを終了します。

編集メニューからの削除 :

削除したい文字情報を選択し、以下のいずれかの方法で削除します。

選択した文字情報を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、文字
情報を消去を選択します。

●   

編集メニューの文字情報を消去を選択します。●   

複数の文字情報を削除したい場合は、削除したい文字情報を全て選択してからコマンドを選
択します。

�

関連するページ :

表示の調節

�



文字情報エリアの使い方 � 文字情報エリアの説明
文字情報アリアのアイテム

� �

表示の調節 文字情報エリアの背景には、小節線とビート線を表示させることができます。

表示メニューのグリッド表示サブメニューの中から小節線を表示を選択すると、文字情報エ
リア、コードエリア、歌詞エリア、ピアノロールエリアおよびベロシティエリアの小節線
を、表示したり非表示したりできます。
表示メニューのグリッド表示サブメニューの中からビート線を表示を選択すると、文字情報
エリア、コードエリア、歌詞エリア、ピアノロールエリアおよびベロシティエリアのビート
線を、表示したり非表示したりできます。

グリッド表示における、各線は参照用です。編集用のグリッドは、表示メニューのグ
リッド表示サブメニューのグリッドに沿う、グリッド設定...アイテムで設定します。

�

関連するページ:

文字情報の操作

�



ベロシティエリア ( ピアノロールエディター ) � エディター
ピアノロールエディター

� �

説明 ベロシティは、音符イベントの属性の一つで、発音時の音量を示します。
ベロシティエリアでは、ベロシティの操作を行います。

�

使い方 ベロシティエリアでは、音符イベントのベロシティ値をグラフィカルに調節できます。

ベロシティの操作●   

表示の調節●   

アイテム ベロシティ
小節線
ビート線
ベロシティ線
ベロシティスケール
カーソル位置表示

�



ベロシティエリアのアイテム � ベロシティエリアの説明
ベロシティエリアの使い方

� �

ベロシティの操作 ベロシティ MIDI ラインデータには、音符や、ピッチベンドイベント、コン
トロールチェンジイベントなどの MIDI コントロールデータや、
システムエクスクルーシブイベントなどがあります。
ベロシティは、この内の音符イベントの属性の一つで、発音時
の音量を示します。
このため、ベロシティエリアで表示される音符イベントは、ピ
アノロールエリアの音符イベントと対応しています。

音符イベントは、丸印で表示されます。

表示の調節 小節線 各小節の開始位置を縦の線で示します。小節線の表示/非表示は
切り替えることが出来ます。

ビート線 各小節間のビート（拍）の位置を示します。ビート線の表示/非
表示は切り替えることが出来ます。

ベロシティ線 ベロシティの値を示します。各線の間隔は、ベロシティエリア
の表示領域の大きさによって変わります。ベロシティ線の表示/
非表示は切り替えることが出来ます。

ベロシティスケール ベロシティのスケールが表示されます。スケールの間隔は、ベ
ロシティエリアの表示領域の大きさによって変わります。

また、ベロシティエリア上のカーソル位置（ベロシティ値）を
示す横線が表示されます。（線の色は、Windows OS の画面の
プロパティのデザインタブで設定される、選択項目の色で表示
されます。）
カーソル位置の時間情報は、ピアノロールエディター下のイン
タラクティブ情報表示エリアの左側に "ベロシティ値 [ ピッチ情
報 ]" 等の形式でも表示されます。

カーソル位置表示 ベロシティエリア内での、カーソルの位置を横線でリアルタイ
ム表示します。

�



� �



ベロシティエリアの使い方 � ベロシティエリアの説明
ベロシティエリアのアイテム

� �

ベロシティの操作 ベロシティ

ベロシティは、音符イベントの属性の一つで、発音時の音量を示します。
このため、ベロシティエリアで表示される音符イベントは、ピアノロールエリアの音
符イベントと対応しています。
例えば、ベロシティエリア内で音符イベントを削除すると、ピアノロールエリア内で
も対応する音符イベントが削除されます。

選択する●   

ベロシティを調節する●   

音符イベントを操作する●   

音符イベントの選択

矢印ツールを用いた選択 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/矢印アイテムを選択します。
選択は、音符イベントをクリックします。複数の音符イベントを選択したい場合
は、Ctrl キーや Shift キーを押しながら選択していきます。あるいは、ベロシティエリ
ア内の空いている場所から、ドラッグを開始し、矩形領域で選択していくこともでき
ます。

I ビームツールを用いた選択 :

エディットボタンの中からI ビームツールボタンを選択します。あるいは、エディター
メニューのツール/I ビームアイテムを選択します。
I ビームツールでは、指定した時間軸の範囲上にある音符イベントを選択してきます。
ベロシティエリア内の空いている場所から、ドラッグを開始し、時間領域で選択して
いきます。複数の音符イベントを選択したい場合は、Ctrl キーや Shift キーを押しなが
ら選択していきます。

音符イベントを選択すると、ラインメニューの再作曲... や ヴォイシング... アイテムな
どが有効になります。また、移動や複製、コピー、貼り付け、削除などの処理が行え
ます。
選択した音符イベントを右ボタン・クリックをすると、該当する音符イベントに対す
るコマンドの一覧が表示されます。



音符イベントのベロシティ調節

ドラッグによる調節 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/矢印アイテムを選択します。
調節したい音符イベントをドラッグして希望する値まで移動します。複数の音符イベ
ントを調節したい場合は、調節したい音符イベントを全て選択してから移動します。

 音符イベントのベロシティ調節には、編集グリッドを使用することができます。
グリッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムに
チェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設
定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボックスで行います。

ペンツールを用いた調節 :

エディットボタンの中からペンツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/ペンアイテムを選択します。
ペンツールでドラッグしながら通過した位置にある音符イベントのベロシティが通過
時の値に変更されます。

直線ツールを用いた調節 :

エディットボタンの中から直線ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/直線アイテムを選択します。
直線ツールで直線を描画すると、該当範囲の音符イベントのベロシティが描画した直
線上の値に変更されます。

曲線ツールを用いた調節 :

エディットボタンの中から曲線ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/曲線アイテムを選択します。
曲線ツールで曲線を描画すると、該当範囲の音符イベントのベロシティが描画した曲
線上の値に変更されます。

コンピューターキーボードによる調節 :

ベロシティを調節したい音符イベントを選択し、コンピューターキーボードの上下の
矢印キーを押して移動させます。キーを押すたびに、1ずつ移動します。Ctrl キーを押
しながら上下の矢印キーを押すと 12 ずつ移動します。複数の音符イベントを調節し
たい場合は、調節したい音符イベントを全て選択してから移動します。

ダイアログボックスを用いた調節 :

音量調節したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログボックス
を開きます。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニュー●   



のアクションサブメニューから、ベロシティ調節...を選択します。

ラインメニューのベロシティ調節...を選択します。●   

コマンドを選択すると、ベロシティ調節ダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、選択されている音符イベントの音量（ベロシティ）
を、一挙に変更する事ができます。
複数の音符イベントの音量を調節したい場合は、調節したい音符イベントを全て選択
してからコマンドを選択します。

音符イベントの操作

音符イベントを選択すると、ピアノロールエリアと同様に、音符イベントに対して編
集メニューやラインメニューなどのコマンドが使用できます。詳細は、ピアノロール
エリアの各項目を参照して下さい。

作成する●   

再作曲する●   

ヴォイシングする●   

不協音を検出する●   

クォンタイズする●   

音程を調節する●   

長さを変更する●   

音量を調節する●   

速さを調節する●   

移動する●   

複製する●   

コピーと貼り付け●   

削除する●   

�

関連するページ :

表示の調節

�
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ベロシティエリアの使い方 � ベロシティエリアの説明
ベロシティエリアのアイテム

� �

表示の調節 ベロシティエリアの背景には、小節線とビート線、ベロシティ線を表示させることができま
す。

表示メニューのグリッド表示サブメニューの中から小節線を表示を選択すると、ベロシティ
エリア、ピアノロールエリア、文字情報エリア、コードエリアおよび歌詞エリアの小節線
を、表示したり非表示したりできます。
表示メニューのグリッド表示サブメニューの中からビート線を表示を選択すると、ベロシ
ティエリア、ピアノロールエリア、文字情報エリア、コードエリアおよび歌詞エリアのビー
ト線を、表示したり非表示したりできます。
表示メニューのグリッド表示サブメニューの中からベロシティ線を表示を選択すると、ベロ
シティエリアのベロシティ線を、表示したり非表示したりできます。

 グリッド表示における、各線は参照用です。編集用のグリッドは、表示メニューのグ
リッド表示サブメニューのグリッドに沿う、グリッド設定...アイテムで設定します。

関連するページ:

ベロシティの操作

�



イベントリストエディター � コンテンツ
エディター

� �

説明 イベントリストエディターは、ラインブロックのイベントをリスト形式で編集するエディター
です。
編集は、イベント単位に行います。イベントのコピーや削除、貼り付けなどの一般的な編集か
ら、クォンタイズ、トランスポーズなどを行うことができます。

�

アイテム イベントリストエディターには、様々なオブジェクトを扱うために、いくつかのエディットエ
リアがあります。

エディットボタン イベントリストエディターの表示および操作以外に、CAMPS 内にある数
多くのエディターへの素早いアクセス環境を提供するツールボタンが配置
されています。

演奏制御エリア 曲の再生位置を管理する以外に、再生ループおよびパンチイン/アウト録
音用の領域を設定できます。

リストエリア リスト形式で、ラインブロック内にある各イベントについて詳細なデータ
編集をしたり、イベント単位にクォンタイズ、トランスポーズなどを行う
ことができます。

�



開き方 ドキュメントウインドウ
から開く

編集したいラインブロックを選択し、エディターメニューから
イベントリストを選びます。
または、エディットボタンの中からイベントリストエディター
をクリックします。
複数のイベントリストエディターを開きたい場合は、編集した
いラインブロックを全て選択してからコマンドを選択します。

イベントリストエディター
ピアノロールエディター
コントロール描画エディター
楽譜エディター
から開く

エディターメニューからイベントリストを選びます。
または、各エディターのエディットボタンの中からイベントリ
ストエディターボタンをクリックします。.

�



エディットボタン ( イベントリストエディター ) � エディター
イベントリストエディター

� �

説明 エディットボタンは、イベントリストエディター上部に配置されています。これらのボタンで
は、表示調節や再生、エディターの表示などを行います。

�

使い方 エディットボタン群を構成する各ボタンは、それぞれメニューバーのコマンドと対応していま
す。ボタンをクリックすることによって、メニューを選択した場合と同じ効果が得られます。
エディットボタンを表示するには、表示メニューのエディットボタンを表示アイテムにチェッ
クを入れます。逆に、表示させたくない場合は、アイテムのチェックを外します。

�

アイテム 自動スクロールON/OFFボタン

表示域を移動ボタン

部分再生ボタン

他トラックと一緒に再生ボタン

イベントリストエディターボタン

ピアノロールエディターボタン

コントロール描画エディターボタン

楽譜エディターボタン

�



エディットボタンのアイテム � エディットボタンの説明

� � �

表示の調節 自動スクロールON/OFF
ボタン

ドキュメントの再生等にともなって、再生ポイン
ターが移動した場合、リストエリアの表示域も追
従して移動させるかどうかを指定します。移動さ
せたい場合は、ボタンをオンにします。

表示/自動スクロールする(A)メニューアイテ
ム

表示域を移動
ボタン

表示域を移動ダイアログボックスを開きます。こ
のダイアログボックスでは、イベントリストエ
ディターの表示する領域を小節で指定します。

表示/表示域を移動(J)...メニューアイテム

試聴 部分再生
ボタン

選択されているイベントの範囲を再生します。コ
マンドを選択すると、演奏制御エリアのループ範
囲とパンチイン/アウト範囲が自動的に設定されま
す。選択されているイベントがない場合は、編集
対象となっているラインブロックの先頭から再生
を開始します。

入出力/部分再生(B)メニューアイテム

他トラックと一緒に再生
ボタン

選択されているイベントの範囲を他のトラックと
一緒に再生します。コマンドを選択すると、演奏
制御エリアのループ範囲とパンチイン/アウト範囲
が自動的に設定されます。選択されているイベン
トがない場合は、編集対象となっているラインブ
ロックの先頭から再生を開始します。

入出力/他トラックと一緒に再生(W)メニュー
アイテム

エディターの表示 イベントリストエディター
ボタン

イベントリストエディターを開きます。このエ
ディターでは、編集対象となっているラインブ
ロック内にある個々のイベントを、縦方向のリス
ト形式で編集できます。

エディター/イベントリスト(E)メニューアイ
テム

ピアノロールエディター
ボタン

ピアノロールエディターを開きます。このエディ
ターでは、編集対象となっているラインブロック
内にある音符イベントを、ピアノロール状のグラ
フィック形式で編集できます。

エディター/ピアノロール(P)メニューアイテ
ム

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/JumpToLocation/Main.htm


コントロール描画エディター
ボタン

コントロール描画エディターを開きます。このエ
ディターでは、編集対象となっているラインブ
ロック内にある MIDI コントロールイベントを、
自由描画形式で編集できます。

エディター/コントロール描画(C)メニューア
イテム

楽譜エディター
ボタン

楽譜エディターを開きます。このエディターで
は、編集対象となっているラインブロック内にあ
る音符イベントを、楽譜形式で編集できます。

エディター/楽譜(N)メニューアイテム

�

�



リストエリア ( イベントリストエディター ) � エディター
イベントリストエディター

� �

説明 MIDI ラインデータには、音符や、ピッチベンドイベント、コントロールチェンジイベントなど
の MIDI コントロールデータや、システムエクスクルーシブイベントなどがあります。
リストエリアでは、ラインブロックの全てのイベントを操作します。

�

使い方 リストエリアでは、個々イベントの詳細なデータの編集や生成、移動などをリスト形式で行い
ます。また、イベント単位にメニューコマンドを使用することができます。
各イベントの編集したいセルをダブルクリックすると、エディットボックスや対応するダイア
ログボックスが開きます。

リストエリアの各列の幅は、ヘッダー部分の境界線をドラッグすることによって変えることが
できます。

イベントの操作●   

表示の調節●   

アイテム イベント
イベントアイコン列
位置列
データ列
オフ位置（長さ）列
イベント選択ボタン
表示モード選択ボタン

�



リストエリアのアイテム � リストエリアの説明
リストエリアの使い方

� �

イベントの操作 イベント MIDI ラインデータには、音符や、ピッチベンドイベント、コント
ロールチェンジイベントなどの MIDI コントロールデータや、システ
ムエクスクルーシブイベントなどがあります。
リストエリアでは、ラインブロックの全てのイベントを操作しま
す。
リストエリア内で１つのイベントは、１つの行に割り当てられま
す。

イベントアイコン
列

各行のイベントの種類を表示します。

音符 １つの音符を表現するイベントで
す。

コントロールチェンジ ヴォリュームやパンなどの制御を行
うイベントです。

ポリアフタータッチ １つの鍵盤を押した後に、さらに押
し込んだ強さを表現するイベントで
す。

チャンネルアフタータッチ 鍵盤を押した後に、さらに押し込ん
だ強さをチャンネル単位に表現する
イベントです。

プログラムチェンジ プログラム（音色）を設定するイベ
ントです。

ピッチベンド ピッチを変化させるイベントです。
歌詞 テキストデータです。このイベント

は、演奏には全く影響しません。
システムエクスクルーシブ MIDI 機器固有のシステムに関する

設定を行うイベントです。

位置
列

各イベントの発生位置を”小節 : ビート : 分解値”の形式で、表示/
編集します。

データ
列

各イベントのデータを表示/編集します。表示内容は、イベントの種
類によって異なります。
データの表記は、表示モード選択ボタンで１０進数表記と１６進数
表記に切り替えることができます。

　音符イベント
音程 ピッチ名 ベロシティ
音程に-1、ピッチ名に SPD と表示されている場合は、作曲時に音
程を割り当てることができなかった音符です。通常、このような値
は入力できません。

　コントロールチェンジイベント
コントロール コントロール名 値

　ポリアフタータッチイベント
対象キー 対象キー名 値

　チャンネルアフタータッチイベント



値 � �

　プログラムチェンジイベント
プログラム プログラム名 �

　ピッチベンドイベント
値 （値） �

　歌詞
歌詞

　システムエクスクルーシブイベント
メッセージ
表示モード選択ボタンで、１０進数表記と１６進数表記のどちらを
選択しても１６進数で表記されます。

オフ位置（長さ）
列

音符イベントのオフ位置、あるいは、長さを表示/編集します。オフ
位置と長さの表示の選択は、表示モード選択ボタンで行います。オ
フ位置が選択されている場合は、”小節 : ビート : 分解値”の形式
で、長さが選択されている場合は分解値で表示されます。

表示の調節 イベント選択
ボタン

リストエリアに表示するイベントの種類を絞ります。クリックする
とメニューが表示されます。表示したいイベントの種類に該当する
アイテムにチェックを入れます。また、最後のアイテムの表示イベ
ントの一括選択...を選択すると表示イベントダイアログボックスが開
きます。このダイアログボックスでは、各イベントの表示/非表示を
一度に設定できます。

表示モード選択
ボタン

各イベントのデータ表記を１０進数表記と１６進数表記に切り替え
ることができます。データ列上部の表示モード選択ボタンをクリッ
クしてメニューを表示させます。設定したい表記を選択して下さ
い。選択されている表記には、アイテム名の左側にマークが表示さ
れます。

また、音符イベントのオフ位置と長さの表示を切り替えることがで
きます。オフ位置（長さ）列上部の表示モード選択ボタンをクリッ
クしてメニューを表示させます。設定したい表記を選択して下さ
い。選択されている表記には、アイテム名の左側にマークが表示さ
れます。オフ位置を選択すると、音符イベントのオフの位置が”小
節 : ビート : 分解値”の形式で表示されます。長さを選択すると、音
符イベントの長さが分解値で表示されます。



�

� �



リストエリアの使い方 � リストエリアの説明
リストエリアのアイテム

� �

イベントの操作 リストエリアでは、ラインブロックの全てのイベントを操作します。

音符 １つの音符を表現するイベントです。
コントロールチェンジ ヴォリュームやパンなどの制御を行うイベントです。
ポリアフタータッチ １つの鍵盤を押した後に、さらに押し込んだ強さを表

現するイベントです。
チャンネルアフタータッチ 鍵盤を押した後に、さらに押し込んだ強さをチャンネ

ル単位に表現するイベントです。
プログラムチェンジ プログラム（音色）を設定するイベントです。
ピッチベンド ピッチを変化させるイベントです。
歌詞 テキストデータです。このイベントは、演奏には全く

影響しません。
システムエクスクルーシブ MIDI 機器固有のシステムに関する設定を行うイベン

トです。

注意 :

各イベントに対する動作は、MIDI 機器によって違いがある場合があります。ご使用に
なっている MIDI 機器の取扱説明書も参照しましょう。

選択する●   

作成する●   

編集する●   

不協音を検出する●   

クォンタイズする●   

音程を調節する●   

長さを変更する●   

音量を調節する●   

値を調節する●   

速さを調節する●   

移動する●   

複製する●   

コピーと貼り付け●   

削除する●   



イベントの選択

選択は、各アイテムをクリックします。複数のイベントを選択したい場合は、Ctrl キー
や Shift キーを押しながら選択していきます。

イベントを選択すると、ラインメニューのクォンタイズ... や トランスポーズ... アイテム
などが有効になります。また、移動や複製、コピー、貼り付け、削除などの処理が行え
ます。
選択したイベントを右ボタン・クリックをすると、該当するイベントに対するコマンド
の一覧が表示されます。

イベントの作成

録音による作成 :

CAMPS では、リアルタイム、オーバーダビング、ステップの３つのモードでの録音が
可能です。
録音ツールバーの各録音ボタンをクリックするか、入出力メニューの録音サブメニュー
のアイテムを選択し、外部の MIDI 楽器で演奏します。演奏は録音され、録音したイベ
ントが作成されます。
録音する範囲を限定したい場合は、パンチイン/アウト範囲を指定してします。パンチイ
ン/アウト範囲を指定せずに録音を開始した場合は、編集対象となっているラインブロッ
クの全範囲にパンチイン/アウト範囲が自動的に設定されます。

編集メニューからの作成 :

以下のいずれかの方法で作成します。

作成したい場所にあるリストアイテムを右ボタン・クリックし、開いたコンテキ
ストメニューから、新規（イベント名）を作成を選択します。

●   

作成したい場所にあるイベントを選択し、編集メニューの新規イベントを作成...
を選択します。コマンドを選択すると、新規イベントダイアログボックスが開き
ます。このダイアログボックスで、作成したいイベントの種類を選択します。

●   

複数のイベントを選択している場合は、それぞれの位置にイベントが作成されます。
作成されたイベントには、それぞれデフォルト値が設定されていますので、調整しま
しょう。



イベントの編集

位置列の編集 :

イベントの位置列にある、”小節 : ビート : 分解値”の各セルをダブルクリックして、
エディットボックスを表示させます。移動したい時間を入力し、Enter キーを押すなど
して確定します。

データ列の編集 :

イベントのデータ列にある、各セルを以下の通りに編集します。

　音符イベント
音程 セルをダブルクリックして、エディットボックスを表示させます。音

程を入力し、Enter キーを押すなどして確定します。値は、0(00) ～
127(7F) の範囲で入力します。

ピッチ名 セルをダブルクリックして、エディットボックスを表示させます。音
程を入力し、Enter キーを押すなどして確定します。値は、0(00) ～
127(7F) の範囲で入力します。
トラックのカテゴリーがドラムスで、ドラムキー名が表示されている
場合、ドラムキー名をダブルクリックすると、ドラムキーの設定ダイ
アログボックスが表示されます。このダイアログボックスでドラム
キー名の一覧から選択します。

ベロシティ セルをダブルクリックして、エディットボックスを表示させます。音
量を入力し、Enter キーを押すなどして確定します。値は、1(01) ～
127(7F) の範囲で入力します。

　コントロールチェンジイベント
コントロール セルをダブルクリックして、エディットボックスを表示させます。コ

ントロール番号を入力し、Enter キーを押すなどして確定します。値
は、0(00) ～ 127(7F) の範囲で入力します。

コントロール名 セルをダブルクリックすると、コントロールの設定ダイアログボック
スが表示されます。このダイアログボックスでコントロール名の一覧
から選択します。

値 セルをダブルクリックして、エディットボックスを表示させます。値
を入力し、Enter キーを押すなどして確定します。値は、0(00) ～
127(7F) の範囲で入力します。

　ポリアフタータッチイベント



対象キー セルをダブルクリックして、エディットボックスを表示させます。対
象キーを入力し、Enter キーを押すなどして確定します。値は、0(00)
～ 127(7F) の範囲で入力します。

対象キー名 セルをダブルクリックすると、キーの設定ダイアログボックスが表示
されます。このダイアログボックスでキー名の一覧から選択します。

値 セルをダブルクリックして、エディットボックスを表示させます。値
を入力し、Enter キーを押すなどして確定します。値は、0(00) ～
127(7F) の範囲で入力します。

　チャンネルアフタータッチイベント
値 セルをダブルクリックして、エディットボックスを表示させます。値

を入力し、Enter キーを押すなどして確定します。値は、0(00) ～
127(7F) の範囲で入力します。

　プログラムチェンジイベント
プログラム セルをダブルクリックして、エディットボックスを表示させます。プ

ログラム番号を入力し、Enter キーを押すなどして確定します。値
は、0(00) ～ 127(7F) の範囲で入力します。

プログラム名 セルをダブルクリックすると、プログラムの選択ダイアログボックス
が表示されます。このダイアログボックスでプログラム名の一覧から
選択します。

　ピッチベンドイベント
値 10進表示の場合は唯一のセルを、16進表示の場合はいずれかのセルを

ダブルクリックします。値は、-8192(00 00) ～ 0(40 00) ～ 8191(7F
7F) の範囲で入力します。

　歌詞
歌詞 セルをダブルクリックすると、文字の編集ダイアログボックスが表示

されます。このダイアログボックスで歌詞を入力します。

　システムエクスクルーシブイベント
メッセージ セルをダブルクリックすると、システムエクスクルーシブイベントの

編集ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスで
メッセージを入力します。

オフ位置（長さ）列の編集 :

音符イベントだけが対象です。オフ位置（長さ）列がオフ位置表示の場合、”小節 :
ビート : 分解値”の各セルをダブルクリックして、エディットボックスを表示させま
す。オフしたい時間を入力し、Enter キーを押すなどして確定します。長さ表示の場
合、唯一のセルをダブルクリックして、エディットボックスを表示させます。変更した
い長さを入力し、Enter キーを押すなどして確定します。

 エディットボックスが表示されている時に、Tab キーを押すと、入力が確定され、
右隣のセルのエディットボックスが表示されます。同様に、Shift キーを押しながら Tab
キーを押すと、左隣のセルのエディットボックスが、Ctrl キーを押しながら上下の矢印
キーを押すと、上下のセルのエディットボックスが表示されます。

 CAMPS では、４分音符長を 480 分解値としています。



音符イベントの不協音検出

不協音を検出したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログボック
スを開きます。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューの
アクションサブメニューから、不協音の検出...を選択します。

●   

ラインメニューの不協音の検出...を選択します。●   

コマンドを選択すると、不協音検出ダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、選択されている音符と不協な音程を持つ音符を、同一ト
ラックや他のトラックから検出します。また、検出された不協音を自動、あるいは、手
動で修正することが出来ます。
複数の音符イベントの不協音を検出したい場合は、検出したい音符イベントを全て選択
してからコマンドを選択します。

音符イベントのクォンタイズ

クォンタイズしたいイベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログボックスを
開きます。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューの
アクションサブメニューから、クォンタイズ...を選択します。

●   

ラインメニューのクォンタイズ...を選択します。●   

コマンドを選択すると、クォンタイズダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、選択されているイベントの開始時間を設定したグリッド
を元に調整します。
複数のイベントをクォンタイズしたい場合は、クォンタイズしたいイベントを全て選択
してからコマンドを選択します。
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音符イベントの音程調節

セルの編集による調節 :

音程調節したい音符イベントのデータ列にある、一番左のセルをダブルクリックして、
エディットボックスを表示させます。音程を入力し、Enter キーを押すなどして確定し
ます。値は、0(00) ～ 127(7F) の範囲で入力します。
トラックのカテゴリーがドラムスで、左から２番目のセルにドラムキー名が表示されて
いる場合、ドラムキー名をダブルクリックすると、ドラムキーの設定ダイアログボック
スが表示されます。このダイアログボックスでドラムキー名の一覧から選択します。

 エディットボックスが表示されている時に、Tab キーを押すと、入力が確定され、
右隣のセルのエディットボックスが表示されます。同様に、Shift キーを押しながら Tab
キーを押すと、左隣のセルのエディットボックスが、Ctrl キーを押しながら上下の矢印
キーを押すと、上下のセルのエディットボックスが表示されます。

トランスポーズ :

音程調節したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログボックスを
開きます。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューの
アクションサブメニューから、トランスポーズ...を選択します。

●   

ラインメニューのトランスポーズ...を選択します。●   

コマンドを選択すると、トランスポーズダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、選択されている音符イベントの音程を、一挙にトランス
ポーズする事ができます。
複数の音符イベントをトランスポーズしたい場合は、トランスポーズしたい音符イベン
トを全て選択してからコマンドを選択します。

再配置 :

再配置したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログボックスを開
きます。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューの
アクションサブメニューから、音程の再配置...を選択します。

●   

ラインメニューの音程の再配置...を選択します。●   

コマンドを選択すると、音程の再配置ダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、選択されている音符イベントの音程を、別の音程に一挙
に変更する事ができます。
複数の音符イベントを再配置したい場合は、再配置したい音符イベントを全て選択して
からコマンドを選択します。

音符イベントの長さの変更

セルの編集による変更 :

長さを変更したい音符イベントのオフ位置（長さ）列がオフ位置表示の場合、”小節 :
ビート : 分解値”の各セルをダブルクリックして、エディットボックスを表示させま
す。オフしたい時間を入力し、Enter キーを押すなどして確定します。長さ表示の場
合、唯一のセルをダブルクリックして、エディットボックスを表示させます。変更した
い長さを入力し、Enter キーを押すなどして確定します。

 エディットボックスが表示されている時に、Tab キーを押すと、入力が確定され、
右隣のセルのエディットボックスが表示されます。同様に、Shift キーを押しながら Tab
キーを押すと、左隣のセルのエディットボックスが、Ctrl キーを押しながら上下の矢印
キーを押すと、上下のセルのエディットボックスが表示されます。
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 CAMPS では、４分音符長を 480 分解値としています。

ダイアログボックスを用いた変更 :

長さを変更したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログボックス
を開きます。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューの
アクションサブメニューから、音長調節...を選択します。

●   

ラインメニューの音長調節...を選択します。●   

コマンドを選択すると、音長調節ダイアログボックスが開きます。
このダイアログボックスでは、選択されている音符イベントの長さを、一挙に変更する
事ができます。
複数の音符イベントの長さを変更したい場合は、変更したい音符イベントを全て選択し
てからコマンドを選択します。

音符イベントの音量調節

セルの編集による調節 :

移動したい音符イベントのデータ列にある、一番右のセルをダブルクリックして、エ
ディットボックスを表示させます。音量を入力し、Enter キーを押すなどして確定しま
す。値は、1(01) ～ 127(7F) の範囲で入力します。

 エディットボックスが表示されている時に、Tab キーを押すと、入力が確定され、
右隣のセルのエディットボックスが表示されます。同様に、Shift キーを押しながら Tab
キーを押すと、左隣のセルのエディットボックスが、Ctrl キーを押しながら上下の矢印
キーを押すと、上下のセルのエディットボックスが表示されます。

ダイアログボックスを用いた調節 :

音量調節したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログボックスを
開きます。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューの
アクションサブメニューから、ベロシティ調節...を選択します。

●   

ラインメニューのベロシティ調節...を選択します。●   

コマンドを選択すると、ベロシティ調節ダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、選択されている音符イベントの音量（ベロシティ）を、
一挙に変更する事ができます。
複数の音符イベントの音量を調節したい場合は、調節したい音符イベントを全て選択し
てからコマンドを選択します。
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イベントの値の調節

セルの編集による調節 :

移動したいイベントのデータ列にある、該当するセルをダブルクリックして、エディッ
トボックスを表示させます。値を入力し、Enter キーを押すなどして確定します。

コントロールチェンジ 一番右のセルをダブルクリックします。値は、0(00) ～
127(7F) の範囲で入力します。

ポリアフタータッチ 一番右のセルをダブルクリックします。値は、0(00) ～
127(7F) の範囲で入力します。

チャンネルアフタータッチ 唯一のセルをダブルクリックします。値は、0(00) ～
127(7F) の範囲で入力します。

プログラムチェンジ 一番左のセルをダブルクリックします。値は、0(00) ～
127(7F) の範囲で入力します。あるいは、右から２番
目のプログラム名が表示されているセルをダブルク
リックしてプログラムの選択ダイアログボックスを開
きます。このダイアログボックスでプログラム名の一
覧から選択します。

ピッチベンド 10進表示の場合は唯一のセルを、16進表示の場合はい
ずれかのセルをダブルクリックします。値
は、-8192(00 00) ～ 0(40 00) ～ 8191(7F 7F) の範囲で
入力します。

 エディットボックスが表示されている時に、Tab キーを押すと、入力が確定され、
右隣のセルのエディットボックスが表示されます。同様に、Shift キーを押しながら Tab
キーを押すと、左隣のセルのエディットボックスが、Ctrl キーを押しながら上下の矢印
キーを押すと、上下のセルのエディットボックスが表示されます。

ダイアログボックスによる調節 :

値を調節したいイベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログボックスを開き
ます。

選択したイベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューのアク
ションサブメニューから、値の調節...を選択します。

●   

ラインメニューの値の調節...を選択します。●   

コマンドを選択すると、値の調節ダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、選択されたイベントやテンポの値を一挙に変更する事が
できます。
複数のイベントの値を調節したい場合は、調節したいイベントを全て選択してからコマ
ンドを選択します。

 複数のイベントを選択している場合、選択されているイベントが全て同じ種類の場
合にだけ、値の調節...アイテムを使用することができます。



イベントの速さの調節

速さを調節したいイベントを選択し、以下のいずれかの方法で速さを変更します。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューの
アクションサブメニューから、倍速化...あるいは、半速化...を選択します。

●   

ラインメニューの倍速化、あるいは、半速化を選択します。●   

倍速化...を選択すると、選択されているイベントを２倍の速さにします。
半速化...を選択すると、選択されているイベントを半分の速さにします。
複数のイベントの速さを調節したい場合は、調節したいイベントを全て選択してからコ
マンドを選択します。

イベントの移動

セルの編集による移動 :

移動したいイベントの位置列にある、”小節 : ビート : 分解値”の各セルをダブルク
リックして、エディットボックスを表示させます。移動したい時間を入力し、Enter
キーを押すなどして確定します。

 エディットボックスが表示されている時に、Tab キーを押すと、入力が確定され、
右隣のセルのエディットボックスが表示されます。同様に、Shift キーを押しながら Tab
キーを押すと、左隣のセルのエディットボックスが、Ctrl キーを押しながら上下の矢印
キーを押すと、上下のセルのエディットボックスが表示されます。

 CAMPS では、４分音符長を 480 分解値としています。

ドラッグによる移動 :

移動したいイベントをドラッグして希望する位置まで移動します。複数のイベントを移
動したい場合は、移動したいイベントを全て選択してから移動します。

ドキュメント間での移動について :

ドキュメント間でイベントを移動したい場合は、コピー（切り取り）して移動先のド
キュメントに貼り付ける手法で行います。
例えば、移動したいイベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューか
ら、イベントを切り取るを選択します。移動先のイベントリストエディターのリストエ
リア上の貼り付けたい位置にあるリストアイテムを、右ボタン・クリックし、開いたコ
ンテキストメニューから、イベントを貼り付けるを選択します。
貼り付け先は、ピアノロールエディターや楽譜エディターにも指定できます。



イベントの複製

ドラッグによる複製 :

複製したいイベントを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択したイベントを Ctrl キーを押しながらドラッグして希望する位置まで移動し
ます。

●   

選択したイベントを右ボタンでドラッグして希望する位置まで移動します。マウ
スを放すと表示されるメニューから、ここに複製を選択します。

●   

複数のイベントを複製したい場合は、複製したいイベントを全て選択してから移動しま
す。

編集メニューからの複製 :

複製したいイベントを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択したイベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、
イベントを複製を選択します。

●   

編集メニューのイベントを複製を選択します。●   

複数のイベントを複製したい場合は、複製したいイベントを全て選択してからコマンド
を選択します。
複製されたイベントは、元のイベントの後ろに作成されますので、希望する位置に移動
しましょう。



イベントのコピーと貼り付け

コピーしたいイベントを選択し、以下のいずれかの方法でコピーします。

選択したイベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、
イベントをコピーを選択します。

●   

編集メニューのイベントをコピーを選択します。●   

複数のイベントをコピーしたい場合は、コピーしたいイベントを全て選択してからコマ
ンドを選択します。

次に、以下のいずれかの方法で貼り付けます。

リストエリア内の貼り付けたい位置にあるリストアイテムを右ボタン・クリック
し、開いたコンテキストメニューから、イベントを貼り付けるを選択します。

●   

貼り付けたい位置にあるイベントを選択し、 編集メニューのイベントを貼り付け
るを選択します。

●   

イベントの削除

削除したいイベントを選択し、以下のいずれかの方法で削除します。

選択したイベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、
イベントを消去を選択します。

●   

編集メニューのイベントを消去を選択します。●   

複数のイベントを削除したい場合は、削除したいイベントを全て選択してからコマンド
を選択します。

�

関連するページ :

表示の調節

�



リストエリアの使い方 � リストエリアの説明
リストエリアのアイテム

� �

表示の調節 リストエリアに表示するイベントの種類を絞ることができます。以下のいずれかの方法でメ
ニューを表示させます。

エリア左上のイベント選択ボタンをクリックします。●   

表示メニューのイベント表示サブメニューを開きます。●   

表示したいイベントの種類に該当するアイテムにチェックを入れます。また、最後のアイテ
ムの表示イベントの一括選択...を選択すると表示イベントダイアログボックスが開きます。
このダイアログボックスでは、各イベントの表示/非表示を一度に設定できます。

各イベントのデータ表記を１０進数表記と１６進数表記に切り替えることができます。デー
タ列上部の表示モード選択ボタンをクリックしてメニューを表示させます。設定したい表記
を選択して下さい。選択されている表記には、アイテム名の左側にマークが表示されます。

 システムエクスクルーシブイベントは、どちらを選択しても１６進数で表記されます。

音符イベントのオフ位置と長さの表示を切り替えることができます。オフ位置（長さ）列上
部の表示モード選択ボタンをクリックしてメニューを表示させます。設定したい表記を選択
して下さい。選択されている表記には、アイテム名の左側にマークが表示されます。オフ位
置を選択すると、音符イベントのオフの位置が”小節 : ビート : 分解値”の形式で表示され
ます。長さを選択すると、音符イベントの長さが分解値で表示されます。

�

関連するページ :

イベントの操作

�



演奏制御エリア ( イベントリストエディター ) � エディター
イベントリストエディター

� �

説明 演奏制御エリアでは、 曲の再生、録音に関する時間情報を設定します。

�

使い方 曲の再生位置を示す再生ポインターの操作、再生時のループ範囲の設定、録音時のパンチイン/
アウト範囲の設定などを行います。

�

アイテム 再生ポインター
ループ範囲
パンチイン/アウト範囲

�



演奏制御エリアのアイテム � 演奏制御エリアのアイテム
演奏制御エリア使い方

� �

再生ポインターの移動 再生ポインター 演奏制御エリア左の濃い灰色の領域で、青い三角で表
示されています。現在の再生位置を示しています。再
生ポインターを移動することによって、再生位置を変
えることが出来ます。

ループ範囲の設定 ループ範囲 再生ループの範囲を示します。設定されていない場合
は、何も表示されません。ループ範囲が指定される
と、範囲が水色で表示されます。外部同期再生時やス
テップ録音時など、ループ範囲が無効な場合は、薄い
灰色で表示されます。

パンチイン/アウト範囲の
設定

パンチイン/アウト範囲 録音用のパンチイン/アウト範囲を示します。設定され
ていない場合は、何も表示されません。パンチイン/ア
ウト範囲が指定されると、範囲が紫色で表示されま
す。

�

� �



演奏制御エリアの使い方 � 演奏制御エリアの使い方
演奏制御エリアのアイテム

� �

再生ポインターの移動 曲の再生位置を変えるには、再生ポインターを操作します。再生ポインターを
移動するには、再生ポインター（青い三角部分）を希望する位置までドラッグ
するか、演奏制御エリア左部の濃い灰色の領域を希望する位置でクリックしま
す。再生ツールバーの再生ボタンをクリックするなどして、再生を開始する
と、移動した位置から再生が始まります。再生ポインターの移動は、再生中で
も可能です。再生中や録音中、再生ポインターは再生位置を常に示します。

ループ範囲の設定 曲の一部分をループさせて再生させたい場合は、ループ範囲を設定します。
ループ範囲を設定した場合、再生位置がループの終端に到達すると、再生位置
がループの先頭に移動します。再生は、再生ツールバーの停止ボタンをクリッ
クするなどして停止させるまで繰り返されます。
ループ範囲は、小節エリアの真ん中付近（濃い灰色部分の右付近）で設定しま
す。ループを開始したい位置をクリックした状態で、設定したい位置までド
ラッグします。ループ範囲を解除したい場合は、任意の位置をクリックしま
す。ループ範囲が指定されると、範囲が水色で表示されます。ループ範囲は、
外部同期再生時やステップ録音時などで無効になる場合があります。ループ範
囲が無効な場合は、薄い灰色で表示されます。

 ループ範囲を設定したときに、パンチイン/アウト範囲が設定したループ範
囲から外れている場合、ループ範囲に収まるように、パンチイン/アウト範囲が
自動的に調節されます。

パンチイン/アウト範囲の
設定

録音時に、録音する範囲を限定したい場合は、パンチイン/アウト範囲を設定し
ます。パンチイン/アウト範囲を設定して録音した場合、範囲外での演奏は録音
されません。
パンチイン/アウト範囲は、小節エリアの右端付近で設定します。パンチインさ
せたい位置をクリックした状態で、パンチアウトさせたい位置までドラッグし
ます。パンチイン/アウト範囲を解除したい場合は、任意の位置をクリックしま
す。パンチイン/アウト範囲が指定されると、範囲が紫色で表示されます。

 パンチイン/アウト範囲を設定したときに、設定したパンチイン/アウト範
囲がループ範囲から外れている場合、パンチイン/アウト範囲がループ範囲に収
まるように、ループ範囲が自動的に調節されます。
ループ範囲の開始位置をパンチイン/アウト範囲より前に設定することによっ
て、連続キュー形式のパンチイン/アウト録音が可能になります。

�



� �



表示イベントダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 表示イベントダイアログボックスでは、イベントリストエディターに表示するイベントの種類
を設定します。

使い方 イベントリストエディターで、表示したいイベントに対応するボタンをオンに、表示したくな
いイベントに対応するボタンをオフにして、OKボタンをクリックします。個々の表示イベント
の選択は、イベントリストエディターで表示メニューからイベント表示サブメニューや、イベ
ント選択ボタンからのメニューでそれぞれ指定できますが、表示イベントダイアログボックス
では、まとめて表示制限の指定ができます。なお、これらの表示制限は実際のデータには一切
影響しません。

� �

アイテム 音符
ボタン

音符イベントの表示/非表示を切り替えます。
音符イベントは、演奏するキー（ドラムスの場合は打楽器）、音
量（ベロシティ）、長さを持つデータです。

コントロールチェンジ
ボタン

コントロールチェンジイベントの表示/非表示を切り替えます。
コントロールチェンジイベントは、ボリュームやパン等の MIDI デ
バイスを制御するデータです。

ポリアフタータッチ
ボタン

ポリアフタータッチイベントの表示/非表示を切り替えます。
ポリアフタータッチイベントは、例えば、ビブラートのように鍵
盤を弾いた後、さらに弾く力をキー単位に変えるデータです。

チャンネルアフタータッチ
ボタン

チャンネルアフタータッチイベントの表示/非表示を切り替えま
す。
チャンネルアフタータッチイベントは、ビブラートのように鍵盤
を弾いた後、さらに弾く力をチャンネル単位に変えるデータで
す。

プログラムチェンジ
ボタン

プログラムチェンジイベントの表示/非表示を切り替えます。
プログラムチェンジイベントは、MIDI デバイスのプログラム番号
（音色）を切り替えるデータです。

ピッチベンド
ボタン

ピッチベンドイベントの表示/非表示を切り替えます。
ピッチベンドイベントは、キーボードのベンダーのように、演奏
するチャンネルの音程を相対的に変化させるデータです。

歌詞
ボタン

歌詞イベントの表示/非表示を切り替えます。
歌詞イベントは、テキスト形式で歌詞を管理します。このデータ
は、演奏等には一切影響しません。

システムエクスクルーシブ
ボタン

システムエクスクルーシブイベントの表示/非表示を切り替えま
す。
システムエクスクルーシブイベントは、それぞれの MIDI デバイス
特有のシステムの設定や情報の取得などを行うデータです。

OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、表示イベントダイアログボックスは
閉じ、イベントリストエディターの表示するイベントが選択され
たものに制限されます。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、イベントリストエディター
の表示するイベントの制限を変えずに、表示イベントダイアログ
ボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが開きます。



�

� �

開き方 イベントリストエディター
から開く

表示メニューからイベント表示/表示イベントの一括選択...を選ぶ
と、ダイアログボックスが開きます。または、イベントリストエ
ディターのイベント選択ボタンをクリックすると表示されるメ
ニューの表示イベントの一括選択...を選ぶと、ダイアログボック
スが開きます。

� �



新規イベントダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 新規イベントダイアログボックスでは、イベントリストエディターに新規に追加するイベント
の種類を指定します。

使い方 イベントリストエディターに追加したいイベントに対応するボタンをクリックします。新規イ
ベントダイアログボックスは終了し、新規の選択したイベントが追加されます。追加されたイ
ベントには、ディフォルト値が設定されていますので、イベントリストエディター上で適宜、
編集して下さい。

� �

アイテム 音符
ボタン

新規イベントダイアログボックスを終了し、新規の音符イベント
をイベントリストエディターに追加します。
音符イベントは、演奏するキー（ドラムスの場合は打楽器）、音
量（ベロシティ）、長さを持つデータです。

コントロールチェンジ
ボタン

新規イベントダイアログボックスを終了し、新規のコントロール
チェンジイベントをイベントリストエディターに追加します。
コントロールチェンジイベントは、ボリュームやパン等の MIDI デ
バイスを制御するデータです。

ポリアフタータッチ
ボタン

新規イベントダイアログボックスを終了し、新規のポリアフター
タッチイベントをイベントリストエディターに追加します。
ポリアフタータッチイベントは、例えば、ビブラートのように鍵
盤を弾いた後、さらに弾く力をキー単位に変えるデータです。

チャンネルアフタータッチ
ボタン

新規イベントダイアログボックスを終了し、新規のチャンネルア
フタータッチイベントをイベントリストエディターに追加しま
す。
チャンネルアフタータッチイベントは、ビブラートのように鍵盤
を弾いた後、さらに弾く力をチャンネル単位に変えるデータで
す。

プログラムチェンジ
ボタン

新規イベントダイアログボックスを終了し、新規のプログラム
チェンジイベントをイベントリストエディターに追加します。
プログラムチェンジイベントは、MIDI デバイスのプログラム番号
（音色）を切り替えるデータです。

ピッチベンド
ボタン

新規イベントダイアログボックスを終了し、新規のピッチベンド
イベントをイベントリストエディターに追加します。
ピッチベンドイベントは、キーボードのベンダーのように、演奏
するチャンネルの音程を相対的に変化させるデータです。

歌詞
ボタン

新規イベントダイアログボックスを終了し、新規の歌詞イベント
をイベントリストエディターに追加します。
歌詞イベントは、テキスト形式で歌詞を管理します。このデータ
は、演奏等には一切影響しません。

システムエクスクルーシブ
ボタン

新規イベントダイアログボックスを終了し、新規のシステムエク
スクルーシブイベントをイベントリストエディターに追加しま
す。
システムエクスクルーシブイベントは、それぞれの MIDI デバイス
特有のシステムの設定や情報の取得などを行うデータです。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、イベントリストエディター
にイベントを追加せずに、新規イベントダイアログボックスを終
了します。

ヘルプ
ボタン ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが開きます。



�

� �

開き方 イベントリストエディター
から開く

編集メニューから新規イベント...を選ぶと、ダイアログボックス
が開きます。

� �



コントロールの選択ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 コントロールの選択ダイアログボックスでは、選択されているコントロールチェンジイベント
のコントロールを設定します。

使い方 コントロールスクロールエリアで、選択されているコントロールチェンジイベントに設定した
いコントロールを選択して、OKボタンをクリックします。

� �

アイテム コントロール
スクロールエリア

コントロールの一覧が表示されます。選択されているコントロールチェン
ジイベントに設定したいコントロールを選択します。

OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、コントロールの選択ダイアログボックスは閉
じ、選択されているコントロールチェンジイベントに指定したコントロー
ルを設定します。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、コントロールの選択ダ
イアログボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが開きます。

�

� �

開き方 イベントリストエディター
から開く

コントロールチェンジイベントのコントロール名の部分をダブル
クリックします。

� �



ドラムキーの選択ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 ドラムキーの設定ダイアログボックスでは、選択されている音符イベントにドラムキー（打楽
器）を設定します。

 このダイアログボックスは、トラックのカテゴリーがドラムスの場合にだけ表示されま
す。また、トラックの出力先に音源が設定されていないと表示されません。出力先の設定
は、MIDI設定ダイアログボックスの出力先タブで行います。

使い方 ドラムキースクロールエリアで、選択されている音符イベントに設定したいドラムキーを選択
して、OKボタンをクリックします。

� �

アイテム ドラムキー
スクロールエリア

ドラムキーの一覧が表示されます。選択されている音符イベントに設定し
たいドラムキーを選択します。

OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、ドラムキーの選択ダイアログボックスは閉
じ、選択されている音符イベントを指定した打楽器に設定します。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、ドラムキーの選択ダイ
アログボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが開きます。

�

� �

開き方 イベントリストエディター
から開く

ドラムスの音符イベントのドラムキー名の部分をダブルクリック
します。

� �



キーの選択ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 キーの選択ダイアログボックスでは、選択されているポリアフタータッチイベントの対象キー
を設定します。

使い方 キースクロールエリアで、選択されているポリアフタータッチイベントに設定したいキーを選
択して、OKボタンをクリックします。

� �

アイテム キー
スクロールエリア

キーの一覧が表示されます。選択されているポリアフタータッチイベント
に設定したいキーを選択します。

OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、キーの選択ダイアログボックスは閉じ、選択
されているポリアフタータッチイベントの対象キーを選択したキーに設定
します。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、キーの選択ダイアログ
ボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが開きます。

�

� �

開き方 イベントリストエディター
から開く

ポリアフタータッチイベントの対象キー名の部分をダブルクリッ
クします。

� �



プログラムの選択ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 プログラムの選択ダイアログボックスでは、選択されているプログラムチェンジイベントのプ
ログラムを設定します。

使い方 プログラムスクロールエリアで、選択されているプログラムチェンジイベントに設定したいプ
ログラムを選択して、OKボタンをクリックします。

� �

アイテム プログラム
スクロールエリア

プログラムの一覧が表示されます。選択されているプログラムチェンジイ
ベントに設定したいプログラムを選択します。

OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、プログラムの選択ダイアログボックスは閉
じ、選択されているプログラムチェンジイベントに指定したプログラムを
設定します。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、プログラムの選択ダイ
アログボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが開きます。

�

� �

開き方 イベントリストエディター
から開く

プログラムチェンジイベントのプログラム名の部分をダブルク
リックします。

� �



システムエクスクルーシブイベントの編集ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 システムエクスクルーシブイベントの編集ダイアログボックスでは、選択されているシステムエクス
クルーシブイベントのメッセージを編集します。システムエクスクルーシブイベントは、それぞれの
MIDI デバイス特有のシステムの設定や情報の取得などを行うメッセージです。

使い方 メッセージスクロールエリアで、選択されているシステムエクスクルーシブイベントのメッセージを
入力して、OKボタンをクリックします。作成したメッセージは、MIDI デバイスにテスト送信した
り、保存、削除ができます。

� �

アイテム メッセージ
スクロールエリア

テキスト形式で択されているシステムエクスクルーシブイベントのメッセージ
を入力します。メッセージは、１６進形式で１バイトずつスペースで区切って
入力します。入力したメッセージが、この形式でなかった場合や、システムエ
クスクルーシブイベントのメッセージ形式と明らかに異なる場合は、登録ボタ
ンで登録することはできますが、送信ボタンやOKボタンはディスエーブルに
なりクリックできません。システムエクスクルーシブイベントのメッセージ
は、出力先の音源等によって異なりますので、MIDI 装置のマニュアルなどを
参照して下さい。

登録されたメッセージ
選択ボックス

クリックすると、登録ボタンで登録したメッセージの一覧が表示されます。ア
イテムを選択すると、メッセージスクロールエリアに選択したメッセージの内
容が表示されます。アイテムを選択して、削除ボタンをクリックするとアイテ
ムが削除されます。

登録
ボタン

メッセージスクロールエリアで編集したメッセージを登録します。クリックす
ると名前の入力ダイアログボックスが表示されます。名前を入力して OKボタ
ンをクリックすると登録が完了します。登録されたメッセージは、登録された
メッセージ選択ボックスの一覧に表示されます。また、登録したメッセージ
は、外部ファイルに保存されますので、いつでもシステムエクスクルーシブイ
ベントの編集ダイアログボックスから呼び出すことができます。

削除
ボタン

登録されたメッセージ選択ボックスで現在選択されている登録されたアイテム
（メッセージ）を削除します。

送信
ボタン

メッセージスクロールエリアに設定したメッセージを MIDI デバイスに出力し
ます。これは、MIDI デバイスにコマンドを送信したり、メッセージのテスト
をする場合に使用します。

OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、システムエクスクルーシブイベントの編集ダイ
アログボックスは閉じ、選択されているシステムエクスクルーシブイベントの
メッセージを設定します。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、システムエクスクルーシブ
イベントの編集ダイアログボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが開きます。

�

� �



開き方 イベントリストエディター
から開く

システムエクスクルーシブイベントのメッセージ部分をダブルクリック
します。

� �



楽譜エディター � コンテンツ
エディター

� �

説明 楽譜エディターは、ラインブロックの音符イベントを楽譜形式で編集するエディターです。編
集は、音符イベント単位に行います。音符イベントのコピーや削除、貼り付けなどの一般的な
編集から、作曲やヴォイシング、クォンタイズなどを行うことができます。

�

アイテム 楽譜エディターには、様々なオブジェクトを扱うために、いくつかのエディットエリアがあり
ます。

エディットボタン 楽譜エディターの表示および操作以外に、CAMPS 内にある数多くのエ
ディターへの素早いアクセス環境を提供するツールボタンが配置されてい
ます。

小節エリア 小節の区切線を表示します。曲の再生位置を管理する以外に、再生ループ
およびパンチイン/アウト録音用の領域を設定できます。

文字情報エリア ドキュメントのリハーサルレターやマーカーを表示します。

コードエリア ドキュメントのコードやキーとモードを表示します。

譜面エリア ラインブロックの音符イベントをグラフィカルに楽譜形式で編集したり、
音符単位に作曲、ヴォイシング、クォンタイズなどを行うことができま
す。

歌詞エリア ラインブロックの歌詞を表示します。

�



開き方 ドキュメントウインドウ
から開く

編集したいラインブロックを選択し、エディターメニューから
楽譜を選びます。
または、エディットボタンの中から楽譜エディターボタンをク
リックします。
複数の楽譜エディターを開きたい場合は、編集したいラインブ
ロックを全て選択してからコマンドを選択します。

イベントリストエディター
ピアノロールエディター
コントロール描画エディター
楽譜エディター
から開く

エディターメニューから楽譜を選びます。
または、各エディターのエディットボタンの中から楽譜エディ
ターボタンをクリックします。

�



小節エリア ( 楽譜エディター ) � エディター
楽譜エディター

� �

説明 小節エリアでは、 曲の小節等の位置情報を表示します。また、曲の再生、録音に関する時間情
報を設定します。

�

使い方 曲の小節等の時間情報の管理の他に、拍子記号の設定や、曲の再生位置を示す再生ポインター
の操作、再生時のループ範囲の設定、録音時のパンチイン/アウト範囲の設定などを行います。

�

アイテム 再生ポインター
ループ範囲
パンチイン/アウト範囲
小節番号
小節線
ビート線
カーソル位置表示

�



小節エリアのアイテム � 小節エリアの説明
小節エリアの使い方

� �

再生ポインターの移動 再生ポインター 小節エリア上部の濃い灰色の領域で、青い三角で表示
されています。現在の再生位置を示しています。再生
ポインターを移動することによって、再生位置を変え
ることが出来ます。

ループ範囲の設定 ループ範囲 再生ループの範囲を示します。設定されていない場合
は、何も表示されません。ループ範囲が指定される
と、範囲が水色で表示されます。外部同期再生時やス
テップ録音時など、ループ範囲が無効な場合は、薄い
灰色で表示されます。

パンチイン/アウト範囲の
設定

パンチイン/アウト範囲 録音用のパンチイン/アウト範囲を示します。設定され
ていない場合は、何も表示されません。パンチイン/ア
ウト範囲が指定されると、範囲が紫色で表示されま
す。

小節に関する表示 小節番号 曲の開始時を 1 とした小節番号を示します。

小節線 各小節の開始位置を縦の線で示します。

ビート線 各小節間のビート（拍）の位置を示します。

カーソル位置表示 小節エリアでは、楽譜エディター上のカーソル位置
（時間位置）を示す縦線が表示されます。（線の色
は、Windows OS の画面のプロパティのデザインタブ
で設定される、選択項目の色で表示されます。）
カーソル位置の時間情報は、楽譜エディター下のイン
タラクティブ情報表示エリアの右側に "小節 : ビート :
分解値" 等の形式でも表示されます。

�

� �



小節エリアの使い方 � 小節エリアの説明
小節エリアのアイテム

� �

再生ポインターの移動 曲の再生位置を変えるには、再生ポインターを操作します。再生ポインターを
移動するには、再生ポインター（青い三角部分）を希望する位置までドラッグ
するか、小節エリア上部の濃い灰色の領域を希望する位置でクリックします。
再生ツールバーの再生ボタンをクリックするなどして、再生を開始すると、移
動した位置から再生が始まります。再生ポインターの移動は、再生中でも可能
です。再生中や録音中、再生ポインターは再生位置を常に示します。

ループ範囲の設定 曲の一部分をループさせて再生させたい場合は、ループ範囲を設定します。
ループ範囲を設定した場合、再生位置がループの終端に到達すると、再生位置
がループの先頭に移動します。再生は、再生ツールバーの停止ボタンをクリッ
クするなどして停止させるまで繰り返されます。
ループ範囲は、小節エリアの中央付近（濃い灰色部分の下付近）で設定しま
す。ループを開始したい位置をクリックした状態で、設定したい位置までド
ラッグします。ループ範囲を解除したい場合は、任意の位置をクリックしま
す。ループ範囲が指定されると、範囲が水色で表示されます。ループ範囲は、
外部同期再生時やステップ録音時などで無効になる場合があります。ループ範
囲が無効な場合は、薄い灰色で表示されます。

ループ範囲を設定したときに、パンチイン/アウト範囲が設定したループ範
囲から外れている場合、ループ範囲に収まるように、パンチイン/アウト範囲が
自動的に調節されます。

 ループ範囲を設定するときに、操作グリッドを使用することができます。
グリッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイ
テムにチェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/
グリッド設定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボッ
クスの楽譜タブで行います。

パンチイン/アウト範囲の
設定

録音時に、録音する範囲を限定したい場合は、パンチイン/アウト範囲を設定し
ます。パンチイン/アウト範囲を設定して録音した場合、範囲外での演奏は録音
されません。
パンチイン/アウト範囲は、小節エリアの下端付近で設定します。パンチインさ
せたい位置をクリックした状態で、パンチアウトさせたい位置までドラッグし
ます。パンチイン/アウト範囲を解除したい場合は、任意の位置をクリックしま
す。パンチイン/アウト範囲が指定されると、範囲が紫色で表示されます。

パンチイン/アウト範囲を設定したときに、設定したパンチイン/アウト範囲
がループ範囲から外れている場合、パンチイン/アウト範囲がループ範囲に収ま
るように、ループ範囲が自動的に調節されます。
ループ範囲の開始位置をパンチイン/アウト範囲より前に設定することによっ
て、連続キュー形式のパンチイン/アウト録音が可能になります。

 パンチイン/アウト範囲を設定するときに、操作グリッドを使用することが
できます。グリッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッド
に沿うアイテムにチェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグ
リッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイ
アログボックスの楽譜タブで行います。

拍子記号の割り当て 曲の途中で拍子記号を変えるには、拍子記号を設定したい小節を右ボタン・ク
リックし、開いたコンテキストメニューから拍子記号設定...を選択して拍子記
号設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスは、編集メ
ニューの拍子記号設定...アイテムを選択して開くこともできます。

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/TimeSignature/Main.htm
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エディットボタン ( 楽譜エディター ) � エディター
楽譜エディター

� �

説明 エディットボタンは、楽譜エディターの上部に配置されています。これらのボタンでは、表示
調節や再生、グリッドの設定、ツールの選択、エディターの表示などを行います。

�

使い方 エディットボタン群を構成する各ボタンは、それぞれメニューバーのコマンドと対応していま
す。ボタンをクリックすることによって、メニューを選択した場合と同じ効果が得られます。
エディットボタンを表示するには、表示メニューのエディットボタンを表示アイテムにチェッ
クを入れます。逆に、表示させたくない場合は、アイテムのチェックを外します。

�

アイテム 自動スクロールON/OFFボタン

表示域を移動ボタン

部分再生ボタン

他トラックと一緒に再生ボタン

譜表ボタン

グリッド有効/無効ボタン

グリッド設定ボタン

賢い譜面ボタン

解像度４分音符ボタン

解像度８分音符ボタン

解像度１６分音符ボタン

解像度３２分音符ボタン

３連符検出ボタン

５連符検出ボタン

矢印ツールボタン

I ビームツールボタン

魔法の杖ツールボタン

スタンプツールボタン

消しゴムツールボタン

イベントリストエディターボタン

ピアノロールエディターボタン

コントロール描画エディターボタン

楽譜エディターボタン



�



エディットボタンのアイテム � エディットボタンの説明

� � �

表示の調節 自動スクロールON/OFF
ボタン

ドキュメントの再生等にともなって、再生ポイン
ターが移動した場合、小節や文字情報、コード、
譜面、歌詞の各エリアの表示域も追従して移動さ
せるかどうかを指定します。移動させたい場合
は、ボタンをオンにします。

表示/自動スクロールする(A)メニューアイテ
ム

表示域を移動
ボタン

表示域を移動ダイアログボックスを開きます。こ
のダイアログボックスでは、楽譜エディターの表
示する領域を小節で指定します。

表示/表示域を移動(J)...メニューアイテム

譜表
ボタン

譜表を設定します。クリックするたびに、高音部
記号、オクターブ高音部記号、低音部記号、サブ
低音部記号、ソプラノ記号、アルト記号、テノー
ル記号、登録されているドラムス譜の順で切り替
わります。
右横の下三角印の部分をクリックすると、これら
を選択するメニューが表示されます。また、ドラ
ムス譜に対する設定や、ドラムス譜の登録をする
ことができます。

表示/譜表/サブメニュー各アイテム

賢い譜面
ボタン

楽譜表示を簡素化するかどうかを選択します。簡
素化した場合、休符や和音の発生を最低限に抑え
ます。このため、不正確な部分が発生しますが、
楽譜はシンプルになります。簡素化したい場合
は、ボタンをオンにします。

表示/音符表示/賢い譜面(S)サブメニューアイ
テム

解像度４分音符
ボタン

音符表示の解像度を４分音符長に設定します。音
符表示の解像度は、小さくすると正確に表示され
ますが、不要な休符などが発生しやすくなりま
す。逆に、大きくすると簡素化されますが、不正
確な部分も発生しやすくなります。解像度を４分
音符に設定する場合、ボタンをオンにします。

表示/音符表示/解像度４分音符(Q)サブメ
ニューアイテム

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/JumpToLocation/Main.htm


解像度８分音符
ボタン

音符表示の解像度を８分音符長に設定します。音
符表示の解像度は、小さくすると正確に表示され
ますが、不要な休符などが発生しやすくなりま
す。逆に、大きくすると簡素化されますが、不正
確な部分も発生しやすくなります。解像度を８分
音符に設定する場合、ボタンをオンにします。

表示/音符表示/解像度８分音符(8)サブメ
ニューアイテム

解像度１６分音符
ボタン

音符表示の解像度を１６分音符長に設定します。
音符表示の解像度は、小さくすると正確に表示さ
れますが、不要な休符などが発生しやすくなりま
す。逆に、大きくすると簡素化されますが、不正
確な部分も発生しやすくなります。解像度を１６
分音符に設定する場合、ボタンをオンにします。

表示/音符表示/解像度１６分音符(1)サブメ
ニューアイテム

解像度３２分音符
ボタン

音符表示の解像度を３２分音符長に設定します。
音符表示の解像度は、小さくすると正確に表示さ
れますが、不要な休符などが発生しやすくなりま
す。逆に、大きくすると簡素化されますが、不正
確な部分も発生しやすくなります。解像度を３２
分音符に設定する場合、ボタンをオンにします。

表示/音符表示/解像度３２分音符(3)サブメ
ニューアイテム

３連符検出
ボタン

音符表示に３連符を検出するかどうかを設定しま
す。検出すると、上記の解像度の長さに対応した
音符の３連符長で音符表示の解像度が設定されま
す。３連符を検出する場合、ボタンをオンにしま
す。

表示/音符表示/３連符検出(T)サブメニューア
イテム

５連符検出
ボタン

音符表示に５連符を検出するかどうかを設定しま
す。検出すると、上記の解像度の長さに対応した
音符の５連符長で音符表示の解像度が設定されま
す。５連符を検出する場合、ボタンをオンにしま
す。

表示/音符表示/５連符検出(U)サブメニューア
イテム



試聴 部分再生
ボタン

選択されている音符の範囲を再生します。コマン
ドを選択すると、小節エリアのループ範囲とパン
チイン/アウト範囲が自動的に設定されます。選択
されている音符がない場合は、編集対象となって
いるラインブロックの先頭から再生を開始しま
す。

入出力/部分再生(B)メニューアイテム

他トラックと一緒に再生
ボタン

選択されている音符の範囲を他のトラックと一緒
に再生します。コマンドを選択すると、小節エリ
アのループ範囲とパンチイン/アウト範囲が自動的
に設定されます。選択されている音符がない場合
は、編集対象となっているラインブロックの先頭
から再生を開始します。

入出力/他トラックと一緒に再生(W)メニュー
アイテム

グリッドの設定 グリッド有効/無効
ボタン

文字情報、コード、譜面、歌詞エリア上の編集グ
リッドを有効にするかどうかを選択します。編集
グリッドを有効にすると、各オブジェクトの生成
や移動等のマウスを用いた処理にグリッドがかか
ります。編集グリッドを有効にする場合は、ボタ
ンをオンにします。

表示/グリッド表示/グリッドに沿う(G)サブメ
ニューアイテム

グリッド設定
ボタン

グリッド設定ダイアログボックスを開きます。こ
のダイアログボックスでは、ドキュメントウイン
ドウや各エディターのそれぞれのエリアに対して
編集用のグリッド設定します。

表示/グリッド表示/グリッド設定(U)...サブメ
ニューアイテム

ツールの選択 矢印ツール
ボタン

矢印ツールを選択します。このツールでは、楽譜
エディター上にあるオブジェクトの選択や移動な
どの操作をすることができます。

エディター/ツール/矢印(A)サブメニューアイ
テム

I ビームツール
ボタン

I ビームツールを選択します。このツールでは、譜
面エリアで音符を時間軸の範囲で選択することが
できます。

エディター/ツール/Ⅰビーム(I)サブメニュー
アイテム



魔法の杖ツール
ボタン

魔法の杖ツールを選択します。このツールでは、
譜面エリアで指定した音符を自動作曲することが
出来ます。

 音符データの再作曲：割り当てられている
コード (進行) を考慮しながら、指定した音符デー
タを自動分析し、類似した音符データを再作曲し
ます。

エディター/ツール/魔法の杖(M)サブメニュー
アイテム

スタンプツール
ボタン

スタンプツールを選択します。このツールでは、
譜面エリアで、クリックすることによって音符を
生成することが出来ます。生成する音符の長さ
は、音符ツールバーで設定します。

エディター/ツール/スタンプ(S)サブメニュー
アイテム

消しゴムツール
ボタン

消しゴムツールを選択します。このツールでは、
音符イベントを削除することが出来ます。

エディター/ツール/消しゴム(E)サブメニュー
アイテム

エディターの表示 イベントリストエディター
ボタン

イベントリストエディターを開きます。このエ
ディターでは、編集対象となっているラインブ
ロック上にある個々のイベントを、縦方向のリス
ト形式で編集できます。

エディター/イベントリスト(E)メニューアイ
テム

ピアノロールエディター
ボタン

ピアノロールエディターを開きます。このエディ
ターでは、編集対象となっているラインブロック
内にある音符イベントを、ピアノロール状のグラ
フィック形式で編集できます。

エディター/ピアノロール(P)メニューアイテ
ム

コントロール描画エディター
ボタン

コントロール描画エディターを開きます。このエ
ディターでは、編集対象となっているラインブ
ロック内にある MIDI コントロールイベントを、
自由描画形式で編集できます。

エディター/コントロール描画(C)メニューア
イテム



楽譜エディター
ボタン

楽譜エディターを開きます。このエディターで
は、編集対象となっているラインブロック内にあ
る音符イベントを、楽譜形式で編集できます。

エディター/楽譜(N)メニューアイテム

�



コードエリア ( 楽譜エディター ) � エディター
楽譜エディター

� �

説明 コードエリアでは、ドキュメントのキーとモード、コードを表示します。ここでの表示は参照
用で、コードを編集することはできません。

�

使い方 コードを編集するには、ドキュメントウインドウ、あるいはピアノロールエディターで行いま
す。

�

アイテム キーとモード
表示

コードエリアの上部に、キーとモードが表示されます。キーとモードは、キー
あるいはモードが切り替わる場所や、現在表示されている先頭の小節の初めに
表示されます。対応する調号が譜面エリアにも表示されます。

コード
表示

キーとモードが表示されている下には、コードが表示されます。コードは、
コードの切り替わる場所に表示されます。コードの表示には、５つの表示モー
ドがあります。

ローマ数値表記●   

コード名●   

スケール名●   

スケールスペリング●   

キーとモード●   

表示を切り替えるには、表示メニューのコード表示サブメニューの中から選択
します。

�



歌詞エリア ( 楽譜エディター ) � エディター
楽譜エディター

� �

説明 文字情報エリアでは、ラインブロックの歌詞を表示します。ここでの表示は参照用で、歌詞を編
集することはできません。

�

使い方 歌詞を編集するには、ピアノロールエディター、あるいはコントロール描画エディターで行いま
す。

�

�

�



譜面エリア ( 楽譜エディター ) � エディター
楽譜エディター

� �

説明 MIDI ラインデータには、音符や、ピッチベンドイベント、コントロールチェンジイベントなど
の MIDI コントロールデータや、システムエクスクルーシブイベントなどがあります。
ピアノロールエリアでは、この内の音符イベントを楽譜形式で操作します。

�

使い方 譜面エリアでは、音符イベントの作曲や生成、移動などの編集を楽譜形式で行います。また、
音符イベント単位にメニューコマンドを使用することができます。

音符イベントの操作●   

表示の調節●   

アイテム 音符イベント
譜表

�



譜面エリアのアイテム � 譜面エリアの説明
譜面エリアの使い方

� �

音符イベントの操作 音符イベント MIDI ラインデータには、音符や、ピッチベンドイベント、コント
ロールチェンジイベントなどの MIDI コントロールデータや、システ
ムエクスクルーシブイベントなどがあります。
譜面エリアでは、この内の音符イベントを操作します。

各音符イベントは、全音符、２分音符などの楽譜形式で表示されま
す。

表示の調節 譜表
ほとんど場合、音符は、一般的な五線譜に表示されます。五線譜に
は、曲頭ならびに曲中途の調号や拍子記号以外に、音部記号、小節
線、休符、付点、タイなどが表示されます。

�

� �



譜面エリアの使い方 � 譜面エリアの説明
譜面エリアのアイテム

� �

音符イベントの操作 MIDI ラインデータには、音符や、ピッチベンドイベント、コントロールチェンジイ
ベントなどの MIDI コントロールデータや、システムエクスクルーシブイベントな
どがあります。
譜面エリアでは、この内の音符イベントを操作します。

選択する●   

作成する●   

再作曲する●   

ヴォイシングする●   

不協音を検出する●   

クォンタイズする●   

音程を調節する●   

長さを変更する●   

音量を調節する●   

速さを調節する●   

移動する●   

複製する●   

コピーと貼り付け●   

削除する●   

注意 :

譜面エリアでは、音符イベントの長さの表示が音符表示の解像度によって丸められ
ます。これは、表示上の話で、実際に音符イベントの長さが丸められている訳では
ありません。音符イベントの長さを正確に編集したい場合は、ピアノロールエディ
ターを使用して下さい。

音符イベントの選択

矢印ツールを用いた選択 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディター
メニューのツール/矢印アイテムを選択します。
選択は、音符イベントをクリックします。複数の音符イベントを選択したい場合
は、Ctrl キーや Shift キーを押しながら選択していきます。あるいは、譜面エリア内
の空いている場所から、ドラッグを開始し、矩形領域で選択していくこともできま
す。

I ビームツールを用いた選択 :

エディットボタンの中からI ビームツールボタンを選択します。あるいは、エディ



ターメニューのツール/I ビームアイテムを選択します。
I ビームツールでは、指定した時間軸の範囲内にある音符イベントを選択してきま
す。譜面エリア内の空いている場所から、ドラッグを開始し、時間領域で選択して
いきます。複数の音符イベントを選択したい場合は、Ctrl キーや Shift キーを押しな
がら選択していきます。

音符イベントを選択すると、ラインメニューの再作曲... や ヴォイシング... アイテム
などが有効になります。また、移動や複製、コピー、貼り付け、削除などの処理が
行えます。
選択した音符イベントを右ボタン・クリックをすると、該当する音符イベントに対
するコマンドの一覧が表示されます。

 複数の音符イベントを選択した状態でも、消しゴムツールを用いてクリックす
る削除処理に関しては、クリックした音符イベントのみに対して働きます。

音符イベントの作成

録音による作成 :

CAMPS では、リアルタイム、オーバーダビング、ステップの３つのモードでの録
音が可能です。
録音ツールバーの各録音ボタンをクリックするか、入出力メニューの録音サブメ
ニューのアイテムを選択し、外部の MIDI 楽器で演奏します。演奏は録音され、録
音した音符イベントが作成されます。
録音する範囲を限定したい場合は、パンチイン/アウト範囲を指定してします。パン
チイン/アウト範囲を指定せずに録音を開始した場合は、編集対象となっているライ
ンブロックの全範囲にパンチイン/アウト範囲が自動的に設定されます。

スタンプツールを用いた作成 :

エディットボタンの中からスタンプツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/スタンプアイテムを選択します。
譜面エリア内で、音符イベントを作成したい位置でクリックします。作成する音符
イベントの長さは、音符ツールバーで予め選択しておきます。音符のピッチや長さ
などは、あとでいつでも変更できます。

 スタンプツールを使用した、音符イベントの作成には、編集グリッドを使用す
ることができます。グリッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グ
リッドに沿うアイテムにチェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューの
グリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイア
ログボックスで行います。



音符イベントの再作曲

魔法の杖ツールを用いた作曲 :

魔法の杖ツールを用いて、簡単に指定した音符イベントを再作曲することができま
す。
エディットボタンの中から魔法の杖ツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/魔法の杖アイテムを選択します。
譜面エリア内の空いている場所から、ドラッグを開始し、再作曲したい音符イベン
トを矩形領域で指定すると、割り当てられているコード (進行) を考慮しながらこの
音符イベントを自動分析し、類似した音符イベントを再作曲します。

ダイアログボックスを用いた作曲 :

再作曲したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログボックス
を開きます。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューのアクションサブメニューから、再作曲...を選択します。

●   

ラインメニューの再作曲...を選択します。●   

コマンドを選択すると、再作曲ダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、メロディーラインや和音、リズムの再作曲のパラ
メーターを調節し、ボタンをクリックすることによって、選択されている音符イベ
ントを次々と再作曲します。
複数の音符イベントを再作曲したい場合は、再作曲したい音符イベントを全て選択
してからコマンドを選択します。

メニューからの作曲 :

長さを変更したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法で作曲します。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューのアクションサブメニューから、自動再作曲...を選択します。

●   

ラインメニューの自動再作曲...を選択します。●   

コマンドを選択すると、選択されている音符イベントが自動再作曲されます。
複数の音符イベントを再作曲したい場合は、再作曲したい音符イベントを全て選択
してからコマンドを選択します。
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音符イベントのヴォイシング

ヴォイシングしたい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログ
ボックスを開きます。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューのアクションサブメニューから、ヴォイシング...を選択します。

●   

ラインメニューのヴォイシング...を選択します。●   

コマンドを選択すると、ヴォイシングダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、選択されている音符や割り当てられているコードか
ら、数種類のヴォイシングを行います。
複数の音符イベントをヴォイシングしたい場合は、ヴォイシングしたい音符イベン
トを全て選択してからコマンドを選択します。

音符イベントの不協音検出

不協音を検出したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログ
ボックスを開きます。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューのアクションサブメニューから、不協音の検出...を選択します。

●   

ラインメニューの不協音の検出...を選択します。●   

コマンドを選択すると、不協音検出ダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、選択されている音符と不協な音程を持つ音符を、同
一トラックや他のトラックから検出します。また、検出された不協音を自動、ある
いは、手動で修正することが出来ます。
複数の音符イベントの不協音を検出したい場合は、検出したい音符イベントを全て
選択してからコマンドを選択します。

音符イベントのクォンタイズ

クォンタイズしたい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログ
ボックスを開きます。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューのアクションサブメニューから、クォンタイズ...を選択します。

●   

ラインメニューのクォンタイズ...を選択します。●   

コマンドを選択すると、クォンタイズダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、選択されている音符の開始時間を設定したグリッド
を元に調整します。
複数の音符イベントをクォンタイズしたい場合は、クォンタイズしたい音符イベン
トを全て選択してからコマンドを選択します。
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音符イベントの音程調節

ドラッグによる調節 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディター
メニューのツール/矢印アイテムを選択します。
音程調節したい音符イベントをドラッグして希望する位置まで移動します。複数の
音符イベントを音程調節したい場合は、調節したい音符イベントを全て選択してか
ら移動します。

 音符イベントの音程調節には、編集グリッドを使用することができます。グ
リッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムに
チェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設
定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボックスで行いま
す。

コンピューターキーボードによる調節 :

音程調節したい音符イベントを選択し、コンピューターキーボードの上下の矢印
キーを押して移動させます。キーを押すたびに、譜面上で半音階ずつ移動しま
す。Ctrl キーを押しながら上下の矢印キーを押すと譜面上で 6 音階ずつ移動しま
す。複数の音符イベントを調節したい場合は、調節したい音符イベントを全て選択
してから移動します。

トランスポーズ :

音程調節したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログボック
スを開きます。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューのアクションサブメニューから、トランスポーズ...を選択します。

●   

ラインメニューのトランスポーズ...を選択します。●   

コマンドを選択すると、トランスポーズダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、選択されている音符イベントの音程を、一挙にトラ
ンスポーズする事ができます。
複数の音符イベントをトランスポーズしたい場合は、トランスポーズしたい音符イ
ベントを全て選択してからコマンドを選択します。

再配置 :

再配置したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログボックス
を開きます。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューのアクションサブメニューから、音程の再配置...を選択します。

●   

ラインメニューの音程の再配置...を選択します。●   

コマンドを選択すると、音程の再配置ダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、選択されている音符イベントの音程を、別の音程に
一挙に変更する事ができます。
複数の音符イベントを再配置したい場合は、再配置したい音符イベントを全て選択
してからコマンドを選択します。
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音符イベントの長さの変更

コンピューターキーボードによる調節 :

長さを変更したい音符イベントを選択し、コンピューターキーボードの Shift キーを
押しながら左右の矢印キーを押して変更します。キーを押すたびに、1 分解値ずつ
増減します。Shift キーと Ctrl キーを押しながら左右の矢印キーを押すと 10 分解値
ずつ増減します。複数の音符イベントの長さを変更したい場合は、変更したい音符
イベントを全て選択してから変更します。

ダイアログボックスを用いた変更 :

長さを変更したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログボッ
クスを開きます。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューのアクションサブメニューから、音長調節...を選択します。

●   

ラインメニューの音長調節...を選択します。●   

コマンドを選択すると、音長調節ダイアログボックスが開きます。
このダイアログボックスでは、選択されている音符イベントの長さを、一挙に変更
する事ができます。
複数の音符イベントの長さを変更したい場合は、変更したい音符イベントを全て選
択してからコマンドを選択します。

音符イベントの音量調節

音量調節したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログボック
スを開きます。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューのアクションサブメニューから、ベロシティ調節...を選択します。

●   

ラインメニューのベロシティ調節...を選択します。●   

コマンドを選択すると、ベロシティ調節ダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、選択されている音符イベントの音量（ベロシティ）
を、一挙に変更する事ができます。
複数の音符イベントの音量を調節したい場合は、調節したい音符イベントを全て選
択してからコマンドを選択します。

音符イベントの速さの調節

速さを調節したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法で速さを変更しま
す。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューのアクションサブメニューから、倍速化...あるいは、半速化...を選択
します。

●   

ラインメニューの倍速化、あるいは、半速化を選択します。●   

倍速化...を選択すると、選択されている音符イベントを２倍の速さにします。
半速化...を選択すると、選択されている音符イベントを半分の速さにします。
複数の音符イベントの速さを調節したい場合は、調節したい音符イベントを全て選
択してからコマンドを選択します。
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音符イベントの移動

ドラッグによる移動 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディター
メニューのツール/矢印アイテムを選択します。
移動したい音符イベントをドラッグして希望する位置まで移動します。複数の音符
イベントを移動したい場合は、移動したい音符イベントを全て選択してから移動し
ます。

 音符イベントの移動には、編集グリッドを使用することができます。グリッド
を使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェッ
クを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...ア
イテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボックスで行います。

コンピューターキーボードによる移動 :

移動したい音符イベントを選択し、コンピューターキーボードの矢印キーを押して
移動させます。左右の矢印キーを押すたびに、1 分解値ずつ移動します。Ctrl キー
を押しながら左右の矢印キーを押すと 10 分解値ずつ移動します。また、上下の矢
印キーを押すたびに、譜面上で半音階ずつ移動します。Ctrl キーを押しながら上下
の矢印キーを押すと譜面上で 6 音階ずつ移動します。複数の音符イベントを移動し
たい場合は、移動したい音符イベントを全て選択してから移動します。

ドキュメント間での移動について :

ドキュメント間で音符イベントを移動したい場合は、コピー（切り取り）して移動
先のドキュメントに貼り付ける手法で行います。
例えば、移動したい音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、音符イベントを切り取るを選択します。移動先の譜面エディターの譜
面エリア上の空いている場所を、右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、音符イベントを貼り付けるを選択します。
貼り付け先は、ピアノロールエディターやイベントリストエディターにも指定でき
ます。

 音符イベントの移動には、編集グリッドを使用することができます。グリッド
を使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェッ
クを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...ア
イテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボックスで行います。

音符イベントの複製

ドラッグによる複製 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディター
メニューのツール/矢印アイテムを選択します。
複製したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択した音符イベントを Ctrl キーを押しながらドラッグして希望する位置ま
で移動します。

●   

選択した音符イベントを右ボタンでドラッグして希望する位置まで移動しま
す。マウスを放すと表示されるメニューから、ここに複製を選択します。

●   

複数の音符イベントを複製したい場合は、複製したい音符イベントを全て選択して
から移動します。

編集メニューからの複製 :

複製したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。



選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、音符イベントを複製を選択します。

●   

編集メニューの音符イベントを複製を選択します。●   

複数の音符イベントを複製したい場合は、複製したい音符イベントを全て選択して
からコマンドを選択します。
複製された音符イベントは、元の音符イベントの後ろに作成されますので、希望す
る位置に移動して下さい。

音符イベントのコピーと貼り付け

コピーしたい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法でコピーします。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、音符イベントをコピーを選択します。

●   

編集メニューの音符イベントをコピーを選択します。●   

複数の音符イベントをコピーしたい場合は、コピーしたい音符イベントを全て選択
してからコマンドを選択します。

次に、以下のいずれかの方法で貼り付けます。

譜面エリア内の貼り付けたい位置で右ボタン・クリックし、開いたコンテキ
ストメニューから、音符イベントを貼り付けるを選択します。コンテキスト
メニューを開いた位置に、音符イベントが貼り付けられます。

●   

編集メニューの音符イベントを貼り付けるを選択します。適当な位置に、音
符イベントが貼り付けられます。

●   

 音符イベントの貼り付けには、編集グリッドを使用することができます。グ
リッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムに
チェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設
定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボックスで行いま
す。

音符イベントの削除

消しゴムツールを用いた削除 :

エディットボタンの中から消しゴムツールボタンを選択します。あるいは、エディ
ターメニューのツール/消しゴムアイテムを選択します。
削除したい音符イベントをクリックします。複数の音符イベントを削除したい場合
は、譜面エリア内の空いている場所から、ドラッグを開始し、矩形領域で選択し、
ドラッグを終了します。

編集メニューからの削除 :

削除したい音符イベントを選択し、以下のいずれかの方法で削除します。

選択した音符イベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、音符イベントを消去を選択します。

●   

編集メニューの音符イベントを消去を選択します。●   

複数の音符イベントを削除したい場合は、削除したい音符イベントを全て選択して



からコマンドを選択します。

�

関連するページ :

表示の調節

�



譜面エリアの使い方 � 譜面エリアの説明
譜面エリアのアイテム

� �

表示の調節 譜表 音程情報を含む音符は、一般的な五線譜に表示されます。譜表に使われる音部記
号は調節できますが、その他のシンボル類は、元となるラインデータから自動的
に割り出されます。この際、ユーザーの選択した賢い譜面と解像度設定をガイド
ラインとして、最終的な表示形式が決まります。

通常、ドラムスカテゴリーの音符表示は、通常の譜面表示形式とは異なります。
各音符 (パーカッション) の表示様式は、ドラムス譜の設定ダイアログボックスに
おいて調節できます。このダイアログボックスでは、パーカッションデータの表
示方法を五線様式か単線様式から選べる以外に、様々な「音符シンボル」を各
MIDI 音程毎に割り当てる事ができます。この為、MIDI シンセサイザープログラム
毎に異なる「パーカッション音色の配置」を、うまく吸収して表示することが可
能です。パーカッションの符尾 (Stem) は、各パーカッションの違いを分かり易く
表示するために、一般的な五線譜とはやや異なる方向に描かれます。譜表でドラ
ムス譜のいずれかが選択されている場合、臨時記号は表示されません。CAMPS で
はデフォルトのドラムス譜として、"GM 5 Lines" が割り当てられています。

通常の五線譜、ドラムス譜いずれの場合も、譜面表示には以下の項目が含まれま
す :

音部記号 音部記号は、ラインデータ自体の音程領域を五線譜上のどこに表示するかを定義
します。譜面エリアに表示される互選の音部記号を変えるには、譜表ボタンまた
は表示メニューの譜表サブメニューを使います。この譜面表示の設定は、実際の
音符イベントの音程には影響を与えません。

調号 ドキュメントウインドウまたはピアノロールエディターのコードエリアで、設定
します。曲頭の調号は音部記号のすぐ後にシャープやフラットで表示されます。
曲中途の調号の変更は、調性の変更された小節の小節線のすぐ後に表示されま
す。

拍子記号 ドキュメントウインドウなどのエディターの小節エリアで、設定します。曲頭の
拍子記号は調号のすぐ後に一般的な分数形式で表示されます。曲中途の拍子記号
の変更は、拍子の変更された小節の小節線のすぐ後に表示されます。調性の変更
が伴う場合は、調号の後に表示されます。

音符 楽譜エディターに表示される音符の長さは、全音符、２分音符、４分音符、８分
音符、１６分音符、３２分音符、６４分音符、これらの付点音符とタイなどの、
一般的なシンボルで表現されます。これらの表現は譜面表示を目的としており、
賢い譜面ボタンと解像度設定ボタンまたは表示メニューのコマンドを使ってユー
ザーが設定した条件に従って、実際の音符イベントの長さを譜面形式に変換して
います。

休符 休符は、音符イベント間の"隙間"に応じて、楽譜エディターが自動的に割り出し表
示します。楽譜エディターや他のエディター上で音符を変更すると、休符の長さ
と位置が自動的に再調整され楽譜エディターに表示されます。休符の表示につい
ては、賢い譜面ボタンと解像度設定ボタンまたは表示メニューのコマンドを使っ
て、更に調整できます。この譜面表示の設定は、実際の音符イベントには影響を
与えません。

付点 付点は音符の右側に付記表示され、元の音符長の半分相当、音符長を引き延ばし
ます。楽譜エディター内で音符を変更すると、付記される付点の状態が自動的に
再調整され楽譜エディターに表示されます。付点の表示については、賢い譜面ボ
タンと解像度設定ボタンまたは表示メニューのコマンドを使って、更に調整でき
ます。この譜面表示の設定は、実際の音符イベントには影響を与えません。



タイ タイは同音程の音符イベント間に表示され、これらの音符イベントを重複させ
て、実際には１音として聞こえます。楽譜エディター内で音符を変更すると、タ
イでつながる音符の状態が自動的に再調整され、楽譜エディターに表示されま
す。タイの表示については、賢い譜面ボタンと解像度設定ボタンまたは表示メ
ニューのコマンドを使って、更に調整できます。この譜面表示の設定は、実際の
音符イベントには影響を与えません。

小節線 小節線は実際の小節を表現します。譜面エリアのスペースを有効に使うために、
各小節内に含まれる音符の数に応じて、小節線の表示位置は調節されます。

�

関連するページ :

音符イベントの操作

�



文字情報エリア ( 楽譜エディター ) � エディター
楽譜エディター

� �

説明 文字情報エリアでは、ドキュメントの文字情報であるリハーサルレターとマーカーを表示しま
す。ここでの表示は参照用で、文字情報を編集することはできません。

�

使い方 文字情報を編集するには、ドキュメントウインドウ、あるいは、ピアノロール、コントロール描
画、テンポ描画、文字情報リストエディターで行います。

�

�

�



コントロール描画エディター � コンテンツ
エディター

� �

説明 コントロール描画エディターは、ラインブロック内のコントロールチェンジイベントやピッチ
ベンドイベント等の、制御イベントをグラフィカルに編集するエディターです。

�

アイテム コントロール描画エディターには、イベントやその他のオブジェクトを扱うために、いくつか
のエディットエリアがあります。各エリアの大きさは、エリア間の境界線をドラッグして調節
できます。

エディットボタン コントロール描画エディターの表示および操作以外に、CAMPS 内にある
数多くのエディターへの素早いアクセス環境を提供するツールボタンが配
置されています。

音符表示エリア 編集作業の参照用に、ラインブロックの音符を表示します。

小節エリア 小節の区切線を表示します。曲の再生位置を管理する以外に、再生ループ
およびパンチイン/アウト録音用の領域を設定できます。

文字情報エリア ドキュメントのリハーサルレターやマーカーを作成することができます。

歌詞エリア ラインブロックの歌詞を作成することができます。

描画エリア ラインブロックのイベントをグラフィカルに編集したり、イベント単位に
クォンタイズや値の調節などを行うことができます。

�



開き方 ドキュメントウインドウ
から開く

編集したいラインブロックを選択し、エディターメニューから
コントロール描画を選びます。
または、エディットボタンの中からコントロール描画エディ
ターボタンをクリックします。
複数のコントロール描画エディターを開きたい場合は、編集し
たいラインブロックを全て選択してからコマンドを選択しま
す。

イベントリストエディター
ピアノロールエディター
コントロール描画エディター
楽譜エディター
から開く

エディターメニューからコントロール描画を選びます。
または、各エディターのエディットボタンの中からコントロー
ル描画エディターボタンをクリックします。

�



小節エリア ( コントロール描画エディター ) � エディター
コントロール描画エディター

� �

説明 小節エリアでは、 曲の小節等の位置情報を表示します。また、曲の再生、録音に関する時間情
報を設定します。

�

使い方 曲の小節等の時間情報の管理の他に、拍子記号の設定や、曲の再生位置を示す再生ポインター
の操作、再生時のループ範囲の設定、録音時のパンチイン/アウト範囲の設定などを行います。

�

アイテム 再生ポインター
ループ範囲
パンチイン/アウト範囲
小節番号
小節線
ビート線
カーソル位置表示

�



小節エリアのアイテム � 小節エリアの説明
小節エリアの使い方

� �

再生ポインターの移動 再生ポインター 小節エリア上部の濃い灰色の領域で、青い三角で表示
されています。現在の再生位置を示しています。再生
ポインターを移動することによって、再生位置を変え
ることが出来ます。

ループ範囲の設定 ループ範囲 再生ループの範囲を示します。設定されていない場合
は、何も表示されません。ループ範囲が指定される
と、範囲が水色で表示されます。外部同期再生時やス
テップ録音時など、ループ範囲が無効な場合は、薄い
灰色で表示されます。

パンチイン/アウト範囲の
設定

パンチイン/アウト範囲 録音用のパンチイン/アウト範囲を示します。設定され
ていない場合は、何も表示されません。パンチイン/ア
ウト範囲が指定されると、範囲が紫色で表示されま
す。

小節に関する表示 小節番号 曲の開始時を 1 とした小節番号を示します。

小節線 各小節の開始位置を縦の線で示します。

ビート線 各小節間のビート（拍）の位置を示します。

カーソル位置表示 小節エリアでは、コントロール描画エディター内の
カーソル位置（時間位置）を示す縦線が表示されま
す。（線の色は、Windows OS の画面のプロパティの
デザインタブで設定される、選択項目の色で表示され
ます。）
カーソル位置の時間情報は、コントロール描画エディ
ター下のインタラクティブ情報表示エリアの右側に "
小節 : ビート : 分解値" 等の形式でも表示されます。

�

� �



小節エリアの使い方 � 小節エリアの説明
小節エリアのアイテム

� �

再生ポインターの移動 曲の再生位置を変えるには、再生ポインターを操作します。再生ポインターを
移動するには、再生ポインター（青い三角部分）を希望する位置までドラッグ
するか、小節エリア上部の濃い灰色の領域を希望する位置でクリックします。
再生ツールバーの再生ボタンをクリックするなどして、再生を開始すると、移
動した位置から再生が始まります。再生ポインターの移動は、再生中でも可能
です。再生中や録音中、再生ポインターは再生位置を常に示します。

ループ範囲の設定 曲の一部分をループさせて再生させたい場合は、ループ範囲を設定します。
ループ範囲を設定した場合、再生位置がループの終端に到達すると、再生位置
がループの先頭に移動します。再生は、再生ツールバーの停止ボタンをクリッ
クするなどして停止させるまで繰り返されます。
ループ範囲は、小節エリアの中央付近（濃い灰色部分の下付近）で設定しま
す。ループを開始したい位置をクリックした状態で、設定したい位置までド
ラッグします。ループ範囲を解除したい場合は、任意の位置をクリックしま
す。ループ範囲が指定されると、範囲が水色で表示されます。ループ範囲は、
外部同期再生時やステップ録音時などで無効になる場合があります。ループ範
囲が無効な場合は、薄い灰色で表示されます。

ループ範囲を設定したときに、パンチイン/アウト範囲が設定したループ範
囲から外れている場合、ループ範囲に収まるように、パンチイン/アウト範囲が
自動的に調節されます。

 ループ範囲を設定するときに、操作グリッドを使用することができます。
グリッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイ
テムにチェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/
グリッド設定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボッ
クスで行います。

パンチイン/アウト範囲の
設定

録音時に、録音する範囲を限定したい場合は、パンチイン/アウト範囲を設定し
ます。パンチイン/アウト範囲を設定して録音した場合、範囲外での演奏は録音
されません。
パンチイン/アウト範囲は、小節エリアの下端付近で設定します。パンチインさ
せたい位置をクリックした状態で、パンチアウトさせたい位置までドラッグし
ます。パンチイン/アウト範囲を解除したい場合は、任意の位置をクリックしま
す。パンチイン/アウト範囲が指定されると、範囲が紫色で表示されます。

パンチイン/アウト範囲を設定したときに、設定したパンチイン/アウト範囲
がループ範囲から外れている場合、パンチイン/アウト範囲がループ範囲に収ま
るように、ループ範囲が自動的に調節されます。
ループ範囲の開始位置をパンチイン/アウト範囲より前に設定することによっ
て、連続キュー形式のパンチイン/アウト録音が可能になります。

 パンチイン/アウト範囲を設定するときに、操作グリッドを使用することが
できます。グリッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッド
に沿うアイテムにチェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグ
リッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイ
アログボックスで行います。

拍子記号の割り当て 曲の途中で拍子記号を変えるには、拍子記号を設定したい小節を右ボタン・ク
リックし、開いたコンテキストメニューから拍子記号設定...を選択して拍子記
号設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスは、編集メ
ニューの拍子記号設定...アイテムを選択して開くこともできます。
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エディットボタン ( コントロール描画エディター ) � エディター
コントロール描画エディター

� �

説明 エディットボタンは、コントロール描画エディターの上部に配置されています。これらのボタ
ンでは、表示調節や再生、グリッドの設定、ツールの選択、エディターの表示などを行いま
す。

�

使い方 エディットボタン左側に配置されている、イベントの種類選択ボックスとコントロールデータ
の種類選択ボックスで、編集対象とするデータの種類を選択します。

エディットボタン群を構成する各ボタンは、それぞれメニューバーのコマンドと対応していま
す。ボタンをクリックすることによって、メニューを選択した場合と同じ効果が得られます。
エディットボタンを表示するには、表示メニューのエディットボタンを表示アイテムにチェッ
クを入れます。逆に、表示させたくない場合は、アイテムのチェックを外します。

�

アイテム � イベントの種類選択ボックス

� コントロールデータの種類選択ボックス

自動スクロールON/OFFボタン

表示域を移動ボタン

部分再生ボタン

他トラックと一緒に再生ボタン

横の縮小ボタン

横の拡大ボタン

グリッド有効/無効ボタン

グリッド設定ボタン

矢印ツールボタン

I ビームツールボタン

ペンツールボタン

直線ツールボタン

曲線ツールボタン

消しゴムツールボタン

イベントリストエディターボタン

ピアノロールエディターボタン

コントロール描画エディターボタン

楽譜エディターボタン



�



エディットボタンのアイテム � エディットボタンの説明

� � �

編集データの選択 � イベントの種類
選択ボックス

MIDI ラインデータには、音符や、ピッチベンドイ
ベント、コントロールチェンジイベントなどの
MIDI コントロールデータや、システムエクスク
ルーシブイベントなどがあります。
描画エリアでは、この内のコントロールチェン
ジ、ポリアフタータッチ、チャンネルアフター
タッチ、プログラムチェンジ、ピッチベンドの５
種類のイベントを操作します。

これら５つの中で、どのイベントの種類に対して
編集を行うかを指定します。クリックして、イベ
ントの種類を選択すると、編集対象イベントが切
り替わります。

表示/コントロール表示/サブメニュー各アイ
テム

� コントロールデータの種類
選択ボックス

コントロールチェンジイベントは、ボリュームや
パンなどを選択するコントロールを指定する必要
があります。また、ポリアフタータッチイベント
には対象となるキーを指定する必要があります。

この選択ボックスは、イベントの種類選択ボック
スで上記の２種類のイベントが選択されている場
合にだけ表示されます。
クリックして、コントロールデータの種類を選択
すると、編集対象データが切り替わります。

表示の調節 自動スクロールON/OFF
ボタン

ドキュメントの再生等にともなって、再生ポイン
ターが移動した場合、小節や文字情報、歌詞、描
画の各エリアの表示域も追従して移動させるかど
うかを指定します。移動させたい場合は、ボタン
をオンにします。

表示/自動スクロールする(A)メニューアイテ
ム

表示域を移動
ボタン

表示域を移動ダイアログボックスを開きます。こ
のダイアログボックスでは、コントロール描画エ
ディターの表示する領域を小節で指定します。

表示/表示域を移動(J)...メニューアイテム

横の縮小
ボタン

小節や文字情報、歌詞、描画エリアの横方向の表
示を縮小します。

表示/ズーム/横に縮小(O)サブメニューアイテ
ム
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横の拡大
ボタン

小節や文字情報、歌詞、描画エリアの横方向の表
示を拡大します。

表示/ズーム/横に拡大(I)サブメニューアイテ
ム

試聴 部分再生
ボタン

選択されているイベントの範囲を再生します。コ
マンドを選択すると、小節エリアのループ範囲と
パンチイン/アウト範囲が自動的に設定されます。
選択されているイベントがない場合は、編集対象
となっているラインブロックの先頭から再生を開
始します。

入出力/部分再生(B)メニューアイテム

他トラックと一緒に再生
ボタン

選択されているイベントの範囲を他のトラックと
一緒に再生します。コマンドを選択すると、小節
エリアのループ範囲とパンチイン/アウト範囲が自
動的に設定されます。選択されているイベントが
ない場合は、編集対象となっているラインブロッ
クの先頭から再生を開始します。

入出力/他トラックと一緒に再生(W)メニュー
アイテム

グリッドの設定 グリッド有効/無効
ボタン

文字情報、歌詞、描画エリア内の編集グリッドを
有効にするかどうかを選択します。編集グリッド
を有効にすると、各オブジェクトの生成や移動等
のマウスを用いた処理にグリッドがかかります。
編集グリッドを有効にする場合は、ボタンをオン
にします。

表示/グリッド表示/グリッドに沿う(G)サブメ
ニューアイテム

グリッド設定
ボタン

グリッド設定ダイアログボックスを開きます。こ
のダイアログボックスでは、ドキュメントウイン
ドウや各エディターのそれぞれのエリアに対して
編集用のグリッド設定します。

表示/グリッド表示/グリッド設定(U)...サブメ
ニューアイテム

ツールの選択 矢印ツール
ボタン

矢印ツールを選択します。このツールでは、コン
トロール描画エディター内にあるオブジェクトの
選択や移動などの操作をすることができます。

エディター/ツール/矢印(A)サブメニューアイ
テム



I ビームツール
ボタン

I ビームツールを選択します。このツールでは、描
画エリアのイベントを時間軸の範囲で選択するこ
とができます。

エディター/ツール/Ⅰビーム(I)サブメニュー
アイテム

ペンツール
ボタン

ペンツールを選択します。このツールでは、描画
エリア内にイベントを自由描画形式で作成するこ
とが出来ます。

エディター/ツール/ペン(P)サブメニューアイ
テム

直線ツール
ボタン

曲線ツールを選択します。このツールでは、描画
エリア内にイベントを直線に沿う形で作成するこ
とが出来ます。

エディター/ツール/直線(L)サブメニューアイ
テム

曲線ツール
ボタン

曲線ツールを選択します。このツールでは、描画
エリア内にイベントを曲線に沿う形で作成するこ
とが出来ます。

エディター/ツール/曲線(O)サブメニューアイ
テム

消しゴムツール
ボタン

消しゴムツールを選択します。このツールでは、
イベントや歌詞などのオブジェクトを削除するこ
とが出来ます。

エディター/ツール/消しゴム(E)サブメニュー
アイテム

エディターの表示 イベントリストエディター
ボタン

イベントリストエディターを開きます。このエ
ディターでは、編集対象となっているラインブ
ロック内にある個々のイベントを、縦方向のリス
ト形式で編集できます。

エディター/イベントリスト(E)メニューアイ
テム

ピアノロールエディター
ボタン

ピアノロールエディターを開きます。このエディ
ターでは、編集対象となっているラインブロック
内にある音符イベントを、ピアノロール状のグラ
フィック形式で編集できます。

エディター/ピアノロール(P)メニューアイテ
ム



コントロール描画エディター
ボタン

コントロール描画エディターを開きます。このエ
ディターでは、編集対象となっているラインブ
ロック内にある MIDI コントロールイベントを、
自由描画形式で編集できます。

エディター/コントロール描画(C)メニューア
イテム

楽譜エディター
ボタン

楽譜エディターを開きます。このエディターで
は、編集対象となっているラインブロック内にあ
る音符イベントを、楽譜形式で編集できます。

エディター/楽譜(N)メニューアイテム

�



描画エリア ( コントロール描画エディター ) � エディター
コントロール描画エディター

� �

説明 MIDI ラインデータには、音符や、ピッチベンドイベント、コントロールチェンジイベントなど
の MIDI コントロールデータや、システムエクスクルーシブイベントなどがあります。
描画エリアでは、ラインブロックのコントロールチェンジ、ポリアフタータッチ、チャンネル
アフタータッチ、プログラムチェンジ、ピッチベンドの５種類のイベントを操作します。

�

使い方 描画エリアでは、イベントの生成や移動などの編集をグラフィカルに行います。また、イベン
ト単位にメニューコマンドを使用することができます。
描画エリアで操作をするには、まず、どのイベントを編集するのかを、イベントの種類選択
ボックス、コントロールデータの種類選択ボックスで設定します。

イベントの操作●   

表示の調節●   

アイテム イベント
小節線
ビート線
値の線
値のスケール
カーソル位置表示



描画エリアのアイテム � 描画エリアの説明
描画エリアの使い方

� �

イベントの操作 イベント MIDI ラインデータには、音符や、ピッチベンドイベント、コント
ロールチェンジイベントなどの MIDI コントロールデータや、システ
ムエクスクルーシブイベントなどがあります。
描画エリアでは、ラインブロックのコントロールチェンジ、ポリア
フタータッチ、チャンネルアフタータッチ、プログラムチェンジ、
ピッチベンドの５種類のイベントを操作します。
編集するイベントの種類は、イベントの種類選択ボックス、コント
ロールデータの種類選択ボックスで切り替えます。

表示の調節 小節線 各小節の開始位置を縦の線で示します。小節線の表示/非表示は切り
替えることが出来ます。

ビート線 各小節間のビート（拍）の位置を示します。ビート線の表示/非表示
は切り替えることが出来ます。

値の線 値の線は、値の適当な基準線を示します。基準線の取り方は、描画
エリアの表示サイズによって自動的に変わります。値の線の表示/非
表示は切り替えることが出来ます。

値のスケール 描画エリアの値のスケールを表示します。表示されるスケールは、
選択されているイベントの種類によって変わります。また、スケー
ルの間隔は、描画エリアの表示サイズによって自動的に変わりま
す。
スケールには、描画エリア上のカーソル位置（値位置）を示す横線
が表示されます。（線の色は、Windows OS の画面のプロパティの
デザインタブで設定される、選択項目の色で表示されます。）
値の情報は、コントロール描画エディター下のインタラクティブ情
報表示エリアの左側に表示されます。

カーソル位置表示 描画エリア内での、カーソルの位置を横線でリアルタイム表示しま
す。

�



� �



描画エリアの使い方 � 描画エリアの説明
描画エリアのアイテム

� �

イベントの操作 MIDI ラインデータには、音符や、ピッチベンドイベント、コントロールチェンジイベン
トなどの MIDI コントロールデータや、システムエクスクルーシブイベントなどがあり
ます。
描画エリアでは、この内のコントロールチェンジ、ポリアフタータッチ、チャンネルア
フタータッチ、プログラムチェンジ、ピッチベンドの５種類のイベントを操作します。

選択する●   

作成する●   

クォンタイズする●   

値を調節する●   

速さを調節する●   

移動する●   

複製する●   

コピーと貼り付け●   

削除する●   

注意 :

イベントの種類選択ボックス、コントロールデータの種類選択ボックスで、どのイベン
トを編集するかを設定します。描画エリアの表示が設定に応じて切り替わります。

コントロールチェンジ ヴォリュームやパンなどの制御を行うイベントです。
ポリアフタータッチ １つの鍵盤を押した後に、さらに押し込んだ強さを表現

するイベントです。
チャンネルアフタータッチ 鍵盤を押した後に、さらに押し込んだ強さをチャンネル

単位に表現するイベントです。
プログラムチェンジ プログラム（音色）を設定するイベントです。
ピッチベンド ピッチを変化させるイベントです。

注意 :

各イベントに対する動作は、MIDI 機器によって違いがある場合があります。ご使用に
なっている MIDI 機器の取扱説明書も参照して下さい。



イベントの選択

矢印ツールを用いた選択 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/矢印アイテムを選択します。
選択は、イベントをクリックします。複数のイベントを選択したい場合は、Ctrl キーや
Shift キーを押しながら選択していきます。あるいは、描画エリア内の空いている場所か
ら、ドラッグを開始し、矩形領域で選択していくこともできます。

I ビームツールを用いた選択 :

エディットボタンの中からI ビームツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/I ビームアイテムを選択します。
I ビームツールでは、指定した時間軸の範囲内にあるイベントを選択してきます。描画エ
リア内の空いている場所から、ドラッグを開始し、時間領域で選択していきます。複数
のイベントを選択したい場合は、Ctrl キーや Shift キーを押しながら選択していきます。

イベントを選択すると、ラインメニューのクォンタイズ... や 値の調節... アイテムなどが
有効になります。また、移動や複製、コピー、貼り付け、削除などの処理が行えます。
選択したイベントを右ボタン・クリックをすると、該当するイベントに対するコマンド
の一覧が表示されます。



 複数のイベントを選択した状態でも、消しゴムツールを用いてクリックする削除処
理に関しては、クリックしたイベントのみに対して働きます。

イベントの作成

録音による作成 :

CAMPS では、リアルタイム、オーバーダビング、ステップの３つのモードでの録音が
可能です。
録音ツールバーの各録音ボタンをクリックするか、入出力メニューの録音サブメニュー
のアイテムを選択し、外部の MIDI 楽器で演奏します。演奏は録音され、録音したイベ
ントが作成されます。
録音する範囲を限定したい場合は、パンチイン/アウト範囲を指定してします。パンチイ
ン/アウト範囲を指定せずに録音を開始した場合は、編集対象となっているラインブロッ
クの全範囲にパンチイン/アウト範囲が自動的に設定されます。

ペンツールを用いた作成 :

エディットボタンの中からペンツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/ペンアイテムを選択します。
イベントを作成したい位置でクリックし、ドラッグしていきます。描画した自由曲線に
沿って、イベントが作成されます。

直線ツールを用いた作成 :

エディットボタンの中から直線ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/直線アイテムを選択します。
イベントを作成したい範囲に直線を描画します。描画した直線に沿って、イベントが作
成されます。



直線ツールを用いた作成 :

エディットボタンの中から曲線ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/曲線アイテムを選択します。
イベントを作成したい範囲に曲線を描画します。描画した曲線に沿って、イベントが作
成されます。

 ペン、直線、曲線ツールを使用した場合に、描画した範囲にあったイベントは消去
され、新たにイベントが作成されます。

 ペン、直線、曲線ツールを使用した場合に、作成されるイベントの間隔は、描画エ
リアの表示サイズによって異なります。必要以上にイベントが作成されてしまう場合
は、編集グリッドを設定します。
グリッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムに
チェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...
アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボックスで行います。



イベントのクォンタイズ

クォンタイズしたいイベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログボックスを
開きます。

選択したイベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューのアク
ションサブメニューから、クォンタイズ...を選択します。

●   

ラインメニューのクォンタイズ...を選択します。●   

コマンドを選択すると、クォンタイズダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、選択されているイベントの開始時間を設定したグリッド
を元に調整します。
複数のイベントをクォンタイズしたい場合は、クォンタイズしたいイベントを全て選択
してからコマンドを選択します。

イベントの値の調節

ドラッグによる調節 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/矢印アイテムを選択します。
値を調節したいイベントをドラッグして希望する位置まで移動します。複数のイベント
の値を調節したい場合は、調節したいイベントを全て選択してから移動します。

 イベントの値の調節には、編集グリッドを使用することができます。グリッドを使
用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェックを入れ
ます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択
して表示される、グリッド設定ダイアログボックスで行います。

コンピューターキーボードによる調節 :

値を調節したいイベントを選択し、コンピューターキーボードの上下の矢印キーを押し
て移動させます。キーを押すたびに、1 ずつ移動します。Ctrl キーを押しながら上下の
矢印キーを押すと 12 ずつ移動します。複数のイベントの値を調節したい場合は、調節
したいイベントを全て選択してから移動します。

ダイアログボックスによる調節 :

値を調節したいイベントを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログボックスを開き
ます。

選択したイベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューのアク
ションサブメニューから、値の調節...を選択します。

●   

ラインメニューの値の調節...を選択します。●   

コマンドを選択すると、値の調節ダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、選択されたイベントやテンポの値を一挙に変更する事が
できます。
複数のイベントの値を調節したい場合は、調節したいイベントを全て選択してからコマ
ンドを選択します。
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イベントの速さの調節

速さを調節したいイベントを選択し、以下のいずれかの方法で速さを変更します。

選択したイベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューのアク
ションサブメニューから、倍速化...あるいは、半速化...を選択します。

●   

ラインメニューの倍速化、あるいは、半速化を選択します。●   

倍速化...を選択すると、選択されているイベントを２倍の速さにします。
半速化...を選択すると、選択されているイベントを半分の速さにします。
複数のイベントの速さを調節したい場合は、調節したいイベントを全て選択してからコ
マンドを選択します。

イベントの移動

ドラッグによる移動 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/矢印アイテムを選択します。
移動したいイベントをドラッグして希望する位置まで移動します。複数のイベントを移
動したい場合は、移動したいイベントを全て選択してから移動します。

 イベントの移動には、編集グリッドを使用することができます。グリッドを使用す
る場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェックを入れま
す。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択し
て表示される、グリッド設定ダイアログボックスで行います。

コンピューターキーボードによる移動 :

移動したいイベントを選択し、コンピューターキーボードの矢印キーを押して移動させ
ます。左右の矢印キーを押すたびに、1 分解値ずつ移動します。Ctrl キーを押しながら
左右の矢印キーを押すと 10 分解値ずつ移動します。また、上下の矢印キーを押すたび
に、1 ずつ移動します。Ctrl キーを押しながら上下の矢印キーを押すと 12 ずつ移動しま
す。複数のイベントを移動したい場合は、移動したいイベントを全て選択してから移動
します。

ドキュメント間での移動について :

ドキュメント間でイベントを移動したい場合は、コピー（切り取り）して移動先のド
キュメントに貼り付ける手法で行います。
例えば、移動したいイベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューか
ら、イベントを切り取るを選択します。移動先のコントロール描画エディターの描画エ
リア内の空いている場所を、右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューか
ら、イベントを貼り付けるを選択します。
貼り付け先は、イベントリストエディターにも指定できます。

 イベントの移動には、編集グリッドを使用することができます。グリッドを使用す
る場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェックを入れま
す。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択し
て表示される、グリッド設定ダイアログボックスで行います。



イベントの複製

ドラッグによる複製 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/矢印アイテムを選択します。
複製したいイベントを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択したイベントを Ctrl キーを押しながらドラッグして希望する位置まで移動し
ます。

●   

選択したイベントを右ボタンでドラッグして希望する位置まで移動します。マウ
スを放すと表示されるメニューから、ここに複製を選択します。

●   

複数のイベントを複製したい場合は、複製したいイベントを全て選択してから移動しま
す。

編集メニューからの複製 :

複製したいイベントを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択したイベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、
イベントを複製を選択します。

●   

編集メニューのイベントを複製を選択します。●   

複数のイベントを複製したい場合は、複製したいイベントを全て選択してからコマンド
を選択します。
複製されたイベントは、元のイベントの後ろに作成されますので、希望する位置に移動
して下さい。

イベントのコピーと貼り付け

コピーしたいイベントを選択し、以下のいずれかの方法でコピーします。

選択したイベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、
イベントをコピーを選択します。

●   

編集メニューのイベントをコピーを選択します。●   

複数のイベントをコピーしたい場合は、コピーしたいイベントを全て選択してからコマ
ンドを選択します。

次に、以下のいずれかの方法で貼り付けます。

描画エリア内の貼り付けたい位置で右ボタン・クリックし、開いたコンテキスト
メニューから、イベントを貼り付けるを選択します。コンテキストメニューを開
いた位置に、イベントが貼り付けられます。

●   

編集メニューのイベントを貼り付けるを選択します。適当な位置に、イベントが
貼り付けられます。

●   

 イベントの貼り付けには、編集グリッドを使用することができます。グリッドを使
用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェックを入れ
ます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択
して表示される、グリッド設定ダイアログボックスで行います。



イベントの削除

消しゴムツールを用いた削除 :

エディットボタンの中から消しゴムツールボタンを選択します。あるいは、エディター
メニューのツール/消しゴムアイテムを選択します。
削除したいイベントをクリックします。複数のイベントを削除したい場合は、描画エリ
ア内の空いている場所から、ドラッグを開始し、矩形領域で選択し、ドラッグを終了し
ます。

編集メニューからの削除 :

削除したいイベントを選択し、以下のいずれかの方法で削除します。

選択したイベントを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、
イベントを消去を選択します。

●   

編集メニューのイベントを消去を選択します。●   

複数のイベントを削除したい場合は、削除したいイベントを全て選択してからコマンド
を選択します。

�

関連するページ :

表示の調節

�



描画エリアの使い方 � 描画エリアの説明
描画エリアのアイテム

� �

表示の調節 描画エリアの背景には、小節線とビート線、値の線を表示させることができます。

表示メニューのグリッド表示サブメニューの中から小節線を表示を選択すると、描画エリ
ア、文字情報エリア、歌詞エリアの小節線を、表示したり非表示したりできます。
表示メニューのグリッド表示サブメニューの中からビート線を表示を選択すると、描画エリ
ア、文字情報エリア、歌詞エリアのビート線を、表示したり非表示したりできます。
値の線は、値の適当な基準線を示します。基準線の取り方は、描画エリアの表示サイズに
よって自動的に変わります。表示メニューのグリッド表示サブメニューの中から値の線を表
示を選択すると、描画エリアの値の線を、表示したり非表示したりできます。

グリッド表示における、各線は参照用です。編集用のグリッドは、表示メニューのグ
リッド表示サブメニューのグリッドに沿う、グリッド設定...アイテムで設定します。

�

関連するページ:

イベントの操作

�



歌詞エリア ( コントロール描画エディター ) � エディター
コントロール描画エディター

� �

説明 歌詞エリアでは、ラインブロックに対して歌詞を割り当てます。

�

使い方 歌詞エリアでは、歌詞の生成や複製、移動などの編集を行います。他の文字情報はドキュメン
ト単位に管理されるのに対し、歌詞はラインブロック単位に管理されます。
歌詞は、再生データには影響を与えません。

歌詞の操作●   

表示の調節●   

アイテム 歌詞
小節線
ビート線

�



歌詞エリアのアイテム � 歌詞エリアの説明
歌詞エリアの使い方

� �

歌詞の操作 歌詞 曲の歌詞に使用します。他の文字情報はドキュメント単位に管理されるのに対
し、歌詞はラインブロック単位に管理されます。歌詞エリアでは、歌詞の生成や
文字の編集、コピー、複製、移動、削除などの編集をすることができます。

表示の調節 小節線 各小節の開始位置を縦の線で示します。小節線の表示/非表示は切り替えることが
出来ます。

ビート線 各小節間のビート（拍）の位置を示します。ビート線の表示/非表示は切り替える
ことが出来ます。

�

� �



歌詞エリアの使い方 � 歌詞エリアの説明
歌詞エリアのアイテム

� �

歌詞の操作 選択する●   

新規作成する●   

文字を編集する●   

移動する●   

複製する●   

コピーと貼り付け●   

削除する●   

歌詞の選択

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメニュー
のツール/矢印アイテムを選択します。選択は、歌詞をクリックします。複数の歌詞を選択し
たい場合は、Ctrl キーや Shift キーを押しながら選択していきます。あるいは、歌詞エリア内
の空いている場所から、ドラッグを開始し、矩形領域で選択していくこともできます。

歌詞を選択すると、移動や複製、コピー、貼り付け、削除などの処理が行えます。

 複数の歌詞を選択した状態でも、消しゴムツールを用いてクリックする削除処理に関し
ては、クリックした歌詞のみに対して働きます。

歌詞の作成

以下のいずれかの方法で、作成します。

歌詞エリア内の作成したい位置で、右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから新規歌詞を作成を選択します。

●   

編集メニューの新規歌詞を作成を選択します。●   

歌詞作成されると、エディットボックスが表示されます。文字を入力して、Enter キーを押
すなどして確定させます。

 編集メニューの新規歌詞を作成... アイテムは、歌詞エリアがアクティブな状態でないと
表示されません。歌詞エリアをアクティブにするには、エリア内の空いている場所をクリッ
クするなどします。



歌詞の編集

文字を編集するには、編集したい歌詞をダブルクリックします。エディットボックスが表示
されますので、文字を入力して、Enter キーを押すなどして確定させます

歌詞の移動

ドラッグによる移動 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメニュー
のツール/矢印アイテムを選択します。移動したい歌詞をドラッグして希望する位置まで移動
します。複数の歌詞を移動したい場合は、移動したい歌詞を全て選択してから移動します。

コンピューターキーボードによる移動:

移動したい歌詞を選択し、コンピューターキーボードの左右の矢印キーを押して移動させま
す。キーを押すたびに、1 分解値ずつ移動します。Ctrl キーを押しながら左右の矢印キーを
押すと 10 分解値ずつ移動します。複数の歌詞を移動したい場合は、移動したい歌詞を全て
選択してから移動します。

ドキュメント間での移動について :

ドキュメント間で歌詞を移動したい場合は、コピー（切り取り）して移動先のドキュメント
に貼り付ける手法で行います。
例えば、移動したい歌詞を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、歌詞
を切り取るを選択します。移動先のコントロール描画エディターの歌詞エリア内の空いてい
る場所を、右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、歌詞を貼り付けるを
選択します。

 歌詞の移動には、編集グリッドを使用することができます。グリッドを使用する場合
は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェックを入れます。グリッド
の設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示される、グ
リッド設定ダイアログボックスで行います。



歌詞の複製

ドラッグによる複製 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメニュー
のツール/矢印アイテムを選択します。
複製したい歌詞を選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択した歌詞を Ctrl キーを押しながらドラッグして希望する位置まで移動します。●   

選択した歌詞を右ボタンでドラッグして希望する位置まで移動します。マウスを放す
と表示されるメニューから、ここに複製を選択します。

●   

複数の歌詞を複製したい場合は、複製したい歌詞を全て選択してから移動します。

編集メニューからの複製 :

複製したい歌詞を選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択した歌詞を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、歌詞を複
製を選択します。

●   

編集メニューの歌詞を複製を選択します。●   

複数の歌詞を複製したい場合は、複製したい歌詞を全て選択してからコマンドを選択しま
す。
複製された歌詞は、元の歌詞に対して右側にずれた位置に作成されますので、希望する位置
に移動して下さい。

歌詞のコピーと貼り付け

コピーしたい歌詞を選択し、以下のいずれかの方法でコピーします。

選択した歌詞を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、歌詞をコ
ピーを選択します。

●   

編集メニューの歌詞をコピーを選択します。●   

複数の歌詞をコピーしたい場合は、コピーしたい歌詞を全て選択してからコマンドを選択し
ます。

次に、以下のいずれかの方法で貼り付けます。

歌詞エリア内の貼り付けたい位置で右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、歌詞を貼り付けるを選択します。コンテキストメニューを開いた位置
に、歌詞が貼り付けられます。

●   

編集メニューの歌詞を貼り付けるを選択します。適当な位置に、歌詞が貼り付けられ
ます。

●   

 歌詞の貼り付けには、編集グリッドを使用することができます。グリッドを使用する場
合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェックを入れます。グリッ
ドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示される、
グリッド設定ダイアログボックスで行います。



歌詞の削除

消しゴムツールを用いた削除 :

エディットボタンの中から消しゴムツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/消しゴムアイテムを選択します。削除したい歌詞をクリックします。複数の
歌詞を削除したい場合は、歌詞エリア内の空いている場所から、ドラッグを開始し、矩形領
域で選択し、ドラッグを終了します。

編集メニューからの削除 :

削除したい歌詞を選択し、以下のいずれかの方法で削除します。

選択した歌詞を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、歌詞を消
去を選択します。

●   

編集メニューの歌詞を消去を選択します。●   

複数の歌詞を削除したい場合は、削除したい歌詞を全て選択してからコマンドを選択しま
す。

�

関連するページ :

表示の調節

�



歌詞エリアの使い方 � 歌詞エリアの説明
歌詞エリアのアイテム

� �

表示の調節 歌詞エリアの背景には、小節線とビート線を表示させることができます。

表示メニューのグリッド表示サブメニューの中から小節線を表示を選択すると、歌詞エリ
ア、文字情報エリア、描画エリアの小節線を、表示したり非表示したりできます。
表示メニューのグリッド表示サブメニューの中からビート線を表示を選択すると、歌詞エリ
ア、文字情報エリア、描画エリアのビート線を、表示したり非表示したりできます。

グリッド表示における、各線は参照用です。編集用のグリッドは、表示メニューのグ
リッド表示サブメニューのグリッドに沿う、グリッド設定...アイテムで設定します。

�

関連するページ:

歌詞の操作



音符表示エリア ( コントロール描画エディター ) � エディター
コントロール描画エディター

� �

説明 音符表示エリアでは、ピアノロール形式でラインブロックの音符イベントを表示します。コン
トロールデータなどを編集する際の参照用に用意されています。

�

使い方 音符イベントの場所を参照しながらコントロールデータなどを編集できます。ここでは、音符
イベントを編集することはできません。音符イベントの編集は、ピアノロールエディターや楽
譜エディターなどで行います。

�

アイテム 音符イベント MIDI ラインデータには、音符や、ピッチベンドイベント、コントロールチェン
ジイベントなどの MIDI コントロールデータや、システムエクスクルーシブイベ
ントなどがあります。
音符表示エリアでは、この内の音符イベントを、ピアノロール形式で表示しま
す。

�

� �



文字情報エリア ( コントロール描画エディター ) � エディター
コントロール描画エディター

� �

説明 文字情報エリアでは、曲の特定の場所にマークを付けるために、文字情報を追加することがで
きます。文字情報には、リハーサルレターとマーカーの２種類が用意されています。

 コントロール描画エディター内で文字情報を変更すると、ドキュメントウインドウの該当
する文字情報も変更されます。

�

使い方 文字情報エリアでは、文字情報の生成や複製、移動などの編集を行います。これらの文字情報
をドキュメントに入れておくことによって、曲中の特定箇所を探す場合などに有効です。
文字情報は、再生データには影響を与えません。

文字情報の操作●   

表示の調節●   

アイテム リハーサルレター
マーカー
小節線
ビート線

�



文字情報エリアのアイテム � 文字情報エリアの説明
文字情報エリアの使い方

� �

文字情報の操作 リハーサルレター リハーサルレターは、”A”や”B”などのセクション名
や、”Verse”や”Chorus”、”Head”、”Bridge”などのフレー
ズ名をつけるときなどに使用します。 文字情報エリアでは、リハー
サルレターの生成や文字の編集、コピー、複製、移動、削除などの
編集をすることができます。

マーカー マーカーは、曲の特定の範囲に注釈をつける時などに使用します。
このため、マーカーには、マーカー<ここから>とマーカー<ここま
で>の２つの種類が用意されています。文字情報エリアでは、これら
マーカーの生成や文字の編集、コピー、複製、移動、削除などの編
集をすることができます。

表示の調節 小節線 各小節の開始位置を縦の線で示します。小節線の表示/非表示は切り
替えることが出来ます。

ビート線 各小節間のビート（拍）の位置を示します。ビート線の表示/非表示
は切り替えることが出来ます。

�

� �



文字情報エリアの使い方 � 文字情報エリアの説明
文字情報エリアのアイテム

� �

文字情報の
操作

文字情報エリアで扱う文字情報は、リハーサルレターと２種類のマーカーです。

選択する●   

リハーサルレターを新規作成する●   

マーカーを新規作成する●   

文字を編集する●   

移動する●   

複製する●   

コピーと貼り付け●   

削除する●   

文字情報の選択

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメニュー
のツール/矢印アイテムを選択します。選択は、文字情報をクリックします。複数の文字情報
を選択したい場合は、Ctrl キーや Shift キーを押しながら選択していきます。あるいは、文字
情報エリア内の空いている場所から、ドラッグを開始し、矩形領域で選択していくこともで
きます。

文字情報を選択すると、移動や複製、コピー、貼り付け、削除などの処理が行えます。

 複数の文字情報を選択した状態でも、消しゴムツールを用いてクリックする削除処理に
関しては、クリックした文字情報のみに対して働きます。

新規リハーサルレターの作成

リハーサルレターは、”A”や”B”などのセクション名や、”Verse”
や”Chorus”、”Head”、”Bridge”などのフレーズ名をつけるときなどに使用します。
以下のいずれかの方法で、作成します。

文字情報エリア内の作成したい位置で、右ボタン・クリックし、開いたコンテキスト
メニューから新規リハーサルレターを作成を選択します。

●   

編集メニューの新規文字情報を作成...を選択すると、新規文字情報ダイアログボック
スが表示されます。このダイアログボックスでは、新規に作成する文字情報の種類を
選択します。

●   

リハーサルレターが作成されると、エディットボックスが表示されます。文字を入力し
て、Enter キーを押すなどして確定させます。

 編集メニューの新規文字情報を作成... アイテムは、文字情報エリアがアクティブな状態
でないと表示されません。文字情報エリアをアクティブにするには、エリア内の空いている
場所をクリックするなどします。



新規マーカーの作成

マーカーは、曲の特定の範囲に注釈をつける時などに使用します。このため、マーカーに
は、マーカー<ここから>とマーカー<ここまで>の２つの種類が用意されています。
以下のいずれかの方法で、作成します。

文字情報エリア内の作成したい位置で、右ボタン・クリックし、開いたコンテキスト
メニューから新規マーカー<ここから>を作成、あるいは、新規マーカー<ここまで>を
作成を選択します。

●   

編集メニューの新規文字情報を作成...を選択すると、新規文字情報ダイアログボック
スが表示されます。このダイアログボックスでは、新規に作成する文字情報の種類を
選択します。

●   

マーカーが作成されると、エディットボックスが表示されます。文字を入力して、Enter
キーを押すなどして確定させます。

 編集メニューの新規文字情報を作成... アイテムは、文字情報エリアがアクティブな状態
でないと表示されません。文字情報エリアをアクティブにするには、エリア内の空いている
場所をクリックするなどします。

文字の編集

文字を編集するには、編集したい文字情報をダブルクリックします。エディットボックスが
表示されますので、文字を入力して、Enter キーを押すなどして確定させます。

文字情報の移動

ドラッグによる移動 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメニュー
のツール/矢印アイテムを選択します。移動したい文字情報をドラッグして希望する位置まで
移動します。複数の文字情報を移動したい場合は、移動したい文字情報を全て選択してから
移動します。

コンピューターキーボードによる移動:

移動したい文字情報を選択し、コンピューターキーボードの左右の矢印キーを押して移動さ
せます。キーを押すたびに、1 分解値ずつ移動します。Ctrl キーを押しながら左右の矢印
キーを押すと 10 分解値ずつ移動します。複数の文字情報を移動したい場合は、移動したい
文字情報を全て選択してから移動します。

ドキュメント間での移動について :

ドキュメント間で文字情報を移動したい場合は、コピー（切り取り）して移動先のドキュメ
ントに貼り付ける手法で行います。
例えば、移動したい文字情報を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、
文字情報を切り取るを選択します。移動先のドキュメントウインドウや、コントロール描画
エディターなどの文字情報エリア内の空いている場所を、右ボタン・クリックし、開いたコ
ンテキストメニューから、文字情報を貼り付けるを選択します。

 文字情報の移動には、編集グリッドを使用することができます。グリッドを使用する場



合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェックを入れます。グリッ
ドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示される、
グリッド設定ダイアログボックスで行います。

文字情報の複製

ドラッグによる複製 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメニュー
のツール/矢印アイテムを選択します。
複製したい文字情報を選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択した文字情報を Ctrl キーを押しながらドラッグして希望する位置まで移動しま
す。

●   

選択した文字情報を右ボタンでドラッグして希望する位置まで移動します。マウスを
放すと表示されるメニューから、ここに複製を選択します。

●   

複数の文字情報を複製したい場合は、複製したい文字情報を全て選択してから移動します。

編集メニューからの複製 :

複製したい文字情報を選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択した文字情報を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、文字
情報を複製を選択します。

●   

編集メニューの文字情報を複製を選択します。●   

複数の文字情報を複製したい場合は、複製したい文字情報を全て選択してからコマンドを選
択します。
複製された文字情報は、元の文字情報に対して右側にずれた位置に作成されますので、希望
する位置に移動して下さい。

文字情報のコピーと貼り付け

コピーしたい文字情報を選択し、以下のいずれかの方法でコピーします。

選択した文字情報を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、文字
情報をコピーを選択します。

●   

編集メニューの文字情報をコピーを選択します。●   

複数の文字情報をコピーしたい場合は、コピーしたい文字情報を全て選択してからコマンド
を選択します。

次に、以下のいずれかの方法で貼り付けます。

文字情報エリア内の貼り付けたい位置で右ボタン・クリックし、開いたコンテキスト
メニューから、文字情報を貼り付けるを選択します。コンテキストメニューを開いた
位置に、文字情報が貼り付けられます。

●   

編集メニューの文字情報を貼り付けるを選択します。適当な位置に、文字情報が貼り
付けられます。

●   

 文字情報の貼り付けには、編集グリッドを使用することができます。グリッドを使用す
る場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェックを入れます。グ
リッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示され
る、グリッド設定ダイアログボックスで行います。



文字情報の削除

消しゴムツールを用いた削除 :

エディットボタンの中から消しゴムツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/消しゴムアイテムを選択します。削除したい文字情報をクリックします。複
数の文字情報を削除したい場合は、文字情報エリア内の空いている場所から、ドラッグを開
始し、矩形領域で選択し、ドラッグを終了します。

編集メニューからの削除 :

削除したい文字情報を選択し、以下のいずれかの方法で削除します。

選択した文字情報を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、文字
情報を消去を選択します。

●   

編集メニューの文字情報を消去を選択します。●   

複数の文字情報を削除したい場合は、削除したい文字情報を全て選択してからコマンドを選
択します。

�

関連するページ :

表示の調節

�



文字情報エリアの使い方 � 文字情報エリアの説明
文字情報エリアのアイテム

� �

表示の調節 文字情報エリアの背景には、小節線とビート線を表示させることができます。

表示メニューのグリッド表示サブメニューの中から小節線を表示を選択すると、文字情報エ
リア、歌詞エリア、描画エリアの小節線を、表示したり非表示したりできます。
表示メニューのグリッド表示サブメニューの中からビート線を表示を選択すると、文字情報
エリア、歌詞エリア、描画エリアのビート線を、表示したり非表示したりできます。

グリッド表示における、各線は参照用です。編集用のグリッドは、表示メニューのグ
リッド表示サブメニューのグリッドに沿う、グリッド設定...アイテムで設定します。

関連するページ:

文字情報の操作

�



キーの選択ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 コントロールの選択ダイアログボックスでは、コントロール描画エディターで表示メニューか
らコントロール表示/ポリアフタータッチ...を選択して、ポリアフタータッチイベントを編集対
象とする場合、編集するキーを指定します。

コントロール描画エディターのエディットボタンでポリアフタータッチイベントを編集対象と
した場合は、このダイアログボックスは表示されません。

使い方 キースクロールエリアで、編集対象としたいキーを選択して、OKボタンをクリックします。

� �

アイテム キー
スクロールエリア

キーの一覧が表示されます。編集対象としたいキーを選択します。

OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、コントロールの選択ダイアログボックスは閉
じ、コントロール描画エディターの編集対象がポリアフタータッチイベン
トの指定したキーに変わります。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、コントロール描画エディターの編集
対象を変えずに、キーの選択ダイアログボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが開きます。

�

� �

開き方 コントロール描画エディター
から開く

表示メニューからコントロール表示/ポリアフタータッチ...を選
ぶと、ダイアログボックスが開きます。

� �



コントロールの選択ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 コントロールの選択ダイアログボックスでは、コントロール描画エディターで表示メニューか
らコントロール表示/コントロールチェンジ...を選択して、コントロールチェンジイベントを編
集対象とする場合、編集するコントロールを指定します。

コントロール描画エディターのエディットボタンでコントロールチェンジイベントを編集対象
とした場合は、このダイアログボックスは表示されません。

使い方 コントロールスクロールエリアで、編集対象としたいコントロールを選択して、OKボタンをク
リックします。

� �

アイテム コントロール
スクロールエリア

コントロールの一覧が表示されます。編集対象としたいコントロールを選
択します。

OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、コントロールの選択ダイアログボックスは閉
じ、コントロール描画エディターの編集対象がコントロールチェンジイベ
ントの指定したコントロールに変わります。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、コントロール描画エディターの編集
対象を変えずに、コントロールの選択ダイアログボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが開きます。

�

� �

開き方 コントロール描画エディター
から開く

表示メニューからコントロール表示/コントロールチェンジ...を
選ぶと、ダイアログボックスが開きます。

� �



テンポ描画エディター � コンテンツ
エディター

� �

説明 テンポ描画エディターは、曲のテンポをグラフィカルに編集するエディターです。

�

アイテム テンポ描画エディターには、テンポやその他のオブジェクトを扱うために、いくつかのエ
ディットエリアがあります。各エリアの大きさは、エリア間の境界線をドラッグして調節でき
ます。

エディットボタン テンポ描画エディターの表示および操作以外に、CAMPS 内にある数多く
のエディターへの素早いアクセス環境を提供するツールボタンが配置され
ています。

小節エリア 小節の区切線を表示します。曲の再生位置を管理する以外に、再生ループ
範囲を設定できます。

文字情報エリア ドキュメントのリハーサルレターやマーカーを作成することができます。

描画エリア 曲のテンポをグラフィカルに編集したり、テンポ単位に値の調節などを行
うことができます。

�

開き方 ドキュメントウインドウ
テンポリストエディター
テンポ描画エディター
から開く

エディターメニューからテンポ描画を選びます。
または、各エディターのエディットボタンの中からテンポ描画エ
ディターボタンをクリックします。

文字情報リストエディター
から開く

エディターメニューからテンポリストを選びます。

�



小節エリア ( テンポ描画エディター ) � エディター
テンポ描画エディター

� �

説明 小節エリアでは、 曲の小節等の位置情報を表示します。また、曲の再生に関する時間情報を設
定します。

�

使い方 曲の小節等の時間情報の管理の他に、拍子記号の設定や、曲の再生位置を示す再生ポインター
の操作、再生時のループ範囲の設定などを行います。

�

アイテム 再生ポインター
ループ範囲
小節番号
小節線
ビート線
カーソル位置表示

�



小節エリアのアイテム � 小節エリアの説明
小節エリアのアイテム

� �

再生ポインターの移動 再生ポインター 小節エリア上部の濃い灰色の領域で、青い三角で表示されて
います。現在の再生位置を示しています。再生ポインターを
移動することによって、再生位置を変えることが出来ます。

ループ範囲の設定 ループ範囲 再生ループの範囲を示します。設定されていない場合は、何
も表示されません。ループ範囲が指定されると、範囲が水色
で表示されます。外部同期再生時やステップ録音時など、
ループ範囲が無効な場合は、薄い灰色で表示されます。

小節に関する表示 小節番号 曲の開始時を 1 とした小節番号を示します。

小節線 各小節の開始位置を縦の線で示します。

ビート線 各小節間のビート（拍）の位置を示します。

カーソル位置表示 小節エリアでは、テンポ描画エディター上のカーソル位置
（時間位置）を示す縦線が表示されます。（線の色
は、Windows OS の画面のプロパティのデザインタブで設定
される、選択項目の色で表示されます。）
カーソル位置の時間情報は、テンポ描画エディター下のイン
タラクティブ情報表示エリアの右側に "小節 : ビート : 分解値"
等の形式でも表示されます。

�

� �



小節エリアの使い方 � 小節エリアの説明
小節エリアのアイテム

� �

再生ポインターの移動 曲の再生位置を変えるには、再生ポインターを操作します。再生ポインターを移
動するには、再生ポインター（青い三角部分）を希望する位置までドラッグする
か、小節エリア上部の濃い灰色の領域を希望する位置でクリックします。再生
ツールバーの再生ボタンをクリックするなどして、再生を開始すると、移動した
位置から再生が始まります。再生ポインターの移動は、再生中でも可能です。再
生中や録音中、再生ポインターは再生位置を常に示します。

ループ範囲の設定 曲の一部分をループさせて再生させたい場合は、ループ範囲を設定します。ルー
プ範囲を設定した場合、再生位置がループの終端に到達すると、再生位置がルー
プの先頭に移動します。再生は、再生ツールバーの停止ボタンをクリックするな
どして停止させるまで繰り返されます。
ループ範囲は、小節エリアの中央付近（濃い灰色部分の下付近）で設定します。
ループを開始したい位置をクリックした状態で、設定したい位置までドラッグし
ます。ループ範囲を解除したい場合は、任意の位置をクリックします。ループ範
囲が指定されると、範囲が水色で表示されます。ループ範囲は、外部同期再生時
やステップ録音時などで無効になる場合があります。ループ範囲が無効な場合
は、薄い灰色で表示されます。

 ループ範囲を設定するときに、操作グリッドを使用することができます。グ
リッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテム
にチェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッ
ド設定...アイテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボックスで行
います。

拍子記号の割り当て 曲の途中で拍子記号を変えるには、拍子記号を設定したい小節を右ボタン・ク
リックし、開いたコンテキストメニューから拍子記号設定...を選択して拍子記号
設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスは、編集メニュー
の拍子記号設定...アイテムを選択して開くこともできます。

�

� �
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エディットボタン ( テンポ描画エディター ) � エディター
テンポ描画エディター

� �

説明 エディットボタンは、テンポ描画エディターの上部に配置されています。これらのボタンで
は、表示調節やグリッドの設定、ツールの選択、エディターの表示などを行います。

�

使い方 エディットボタン群を構成する各ボタンは、それぞれメニューバーのコマンドと対応していま
す。ボタンをクリックすることによって、メニューを選択した場合と同じ効果が得られます。
エディットボタンを表示するには、表示メニューのエディットボタンを表示アイテムにチェッ
クを入れます。逆に、表示させたくない場合は、アイテムのチェックを外します。

�

アイテム 自動スクロールON/OFFボタン

表示域を移動ボタン

横の縮小ボタン

横の拡大ボタン

グリッド有効/無効ボタン

グリッド設定ボタン

２分音符表示ボタン

４分音符表示ボタン

８分音符表示ボタン

１６分音符表示ボタン

矢印ツールボタン

I ビームツールボタン

ペンツールボタン

直線ツールボタン

曲線ツールボタン

消しゴムツールボタン

テンポリストエディターボタン

文字情報リストエディターボタン



エディットボタンのアイテム � エディットボタンの説明

� � �

表示の調節 自動スクロールON/OFF
ボタン

ドキュメントの再生等にともなって、再生ポインター
が移動した場合、小節や文字情報、描画の各エリアの
表示域も追従して移動させるかどうかを指定します。
移動させたい場合は、ボタンをオンにします。

表示/自動スクロールする(A)メニューアイテム

表示域を移動
ボタン

表示域を移動ダイアログボックスを開きます。このダ
イアログボックスでは、テンポ描画エディターの表示
する領域を小節で指定します。

表示/表示域を移動(J)...メニューアイテム

横の縮小
ボタン

小節、文字情報、描画エリアの横方向の表示を縮小し
ます。

表示/ズーム/横に縮小(O)サブメニューアイテム

横の拡大
ボタン

小節、文字情報、描画エリアの横方向の表示を拡大し
ます。

表示/ズーム/横に拡大(I)サブメニューアイテム

グリッドの設定 グリッド有効/無効
ボタン

文字情報、描画エリア内の編集グリッドを有効にする
かどうかを選択します。編集グリッドを有効にする
と、各オブジェクトの生成や移動等のマウスを用いた
処理にグリッドがかかります。編集グリッドを有効に
する場合は、ボタンをオンにします。

表示/グリッド表示/グリッドに沿う(G)サブメ
ニューアイテム

グリッド設定
ボタン

グリッド設定ダイアログボックスを開きます。このダ
イアログボックスでは、ドキュメントウインドウや各
エディターのそれぞれのエリアに対して編集用のグ
リッド設定します。

表示/グリッド表示/グリッド設定(U)...サブメ
ニューアイテム

テンポの表示 ２分音符表示
ボタン

描画エリア上で、２分音符を基準となる音符としてテ
ンポを表示、編集します。例えば、テンポが 75 の場
合、２分音符が１分間に 75 入るテンポということに
なります。

表示/テンポ表示/２分音符(H)サブメニューアイテ
ム
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４分音符表示
ボタン

描画エリア上で、４分音符を基準となる音符としてテ
ンポを表示、編集します。例えば、テンポが 150 の場
合、４分音符が１分間に 150 入るテンポということに
なります。

表示/テンポ表示/４分音符(Q)サブメニューアイテ
ム

８分音符表示
ボタン

描画エリア上で、８分音符を基準となる音符としてテ
ンポを表示、編集します。例えば、テンポが 300 の場
合、８分音符が１分間に 300 入るテンポということに
なります。

表示/テンポ表示/８分音符(8)サブメニューアイテ
ム

１６分音符表示
ボタン

描画エリア上で、１６分音符を基準となる音符として
テンポを表示、編集します。例えば、テンポが 600 の
場合、１６分音符が１分間に 600 入るテンポというこ
とになります。

表示/テンポ表示/１６分音符(1)サブメニューアイ
テム

ツールの選択 矢印ツール
ボタン

矢印ツールを選択します。このツールでは、テンポ描
画エディター上にあるオブジェクトの選択や移動など
の操作をすることができます。

エディター/ツール/矢印(A)サブメニューアイテム

I ビームツール
ボタン

I ビームツールを選択します。このツールでは、描画エ
リアで、テンポを時間軸の範囲で選択することができ
ます。

エディター/ツール/Ⅰビーム(I)サブメニューアイ
テム

ペンツール
ボタン

ペンツールを選択します。このツールでは、描画エリ
ア内にテンポを自由描画形式で作成することが出来ま
す。

エディター/ツール/ペン(P)サブメニューアイテム

直線ツール
ボタン

曲線ツールを選択します。このツールでは、描画エリ
ア内にテンポを直線に沿う形で作成することが出来ま
す。

エディター/ツール/直線(L)サブメニューアイテム



曲線ツール
ボタン

曲線ツールを選択します。このツールでは、描画エリ
ア内にテンポを曲線に沿う形で作成することが出来ま
す。

エディター/ツール/曲線(O)サブメニューアイテム

消しゴムツール
ボタン

消しゴムツールを選択します。このツールでは、テン
ポや文字情報などのオブジェクトを削除します。

エディター/ツール/消しゴム(E)サブメニューアイ
テム

エディターの表示 テンポリストエディター
ボタン

テンポリストエディターを開きます。このエディター
では、曲のテンポを縦方向のリスト形式で編集できま
す。

エディター/テンポリスト(L)メニューアイテム

テンポ描画エディター
ボタン

テンポ描画エディターを開きます。このエディターで
は、曲のテンポを、自由描画形式で編集できます。

エディター/テンポ描画(D)メニューアイテム

�

�



描画エリア ( テンポ描画エディター ) � エディター
テンポ描画エディター

� �

説明 描画エリアは、テンポ描画エディターのメインエリアで、曲のテンポを編集します。

�

使い方 描画エリアでは、テンポの生成や移動などの編集をグラフィカルに行います。また、テンポ単
位にメニューコマンドを使用することができます。

テンポの操作●   

表示の調節●   

アイテム テンポ
小節線
ビート線
値の線
値のスケール
カーソル位置表示



描画エリアのアイテム � 描画エリアの説明
描画エリアのアイテム

� �

テンポの操作 テンポ 描画エリアでは、曲の演奏時のテンポを操作します。テンポデータ
は、テンポの変化点に生成します。

表示の調節 小節線 各小節の開始位置を縦の線で示します。小節線の表示/非表示は切り替
えることが出来ます。

ビート線 各小節間のビート（拍）の位置を示します。ビート線の表示/非表示は
切り替えることが出来ます。

値の線 値の線は、値の適当な基準線を示します。基準線の取り方は、描画エ
リアの表示サイズによって自動的に変わります。値の線の表示/非表示
は切り替えることが出来ます。

値のスケール 描画エリアの値のスケールを表示します。表示されるスケールは、選
択されている基準音符によって変わります。また、スケールの間隔
は、描画エリアの表示サイズによって自動的に変わります。
スケールには、描画エリア上のカーソル位置（値位置）を示す横線が
表示されます。（線の色は、Windows OS の画面のプロパティのデザ
インタブで設定される、選択項目の色で表示されます。）
値の情報は、テンポ描画エディター下のインタラクティブ情報表示エ
リアの左側に表示されます。

カーソル位置表示 ベロシティエリア内での、カーソルの位置を横線でリアルタイム表示
します。

�

� �



描画エリアの使い方 � 描画エリアの説明
描画エリアのアイテム

� �

テンポの操作 選択する●   

作成する●   

値を調節する●   

移動する●   

複製する●   

コピーと貼り付け●   

削除する●   

テンポの選択

矢印ツールを用いた選択 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/矢印アイテムを選択します。
選択は、テンポをクリックします。複数のテンポを選択したい場合は、Ctrl キーや Shift
キーを押しながら選択していきます。あるいは、描画エリア内の空いている場所から、ド
ラッグを開始し、矩形領域で選択していくこともできます。

I ビームツールを用いた選択 :

エディットボタンの中からI ビームツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/I ビームアイテムを選択します。
I ビームツールでは、指定した時間軸の範囲内にあるテンポを選択してきます。描画エリア
内の空いている場所から、ドラッグを開始し、時間領域で選択していきます。複数のテン
ポを選択したい場合は、Ctrl キーや Shift キーを押しながら選択していきます。



テンポを選択すると、ラインメニューの値の調節...アイテムが有効になります。また、移
動や複製、コピー、貼り付け、削除などの処理が行えます。
選択したテンポを右ボタン・クリックをすると、該当するテンポに対するコマンドの一覧
が表示されます。

 複数のテンポを選択した状態でも、消しゴムツールを用いてクリックする削除処理に
関しては、クリックしたテンポのみに対して働きます。

テンポの作成

ペンツールを用いた作成 :

エディットボタンの中からペンツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/ペンアイテムを選択します。
テンポを作成したい位置でクリックし、ドラッグしていきます。描画した自由曲線に沿っ
て、テンポが作成されます。

直線ツールを用いた作成 :

エディットボタンの中から直線ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/直線アイテムを選択します。
テンポを作成したい範囲に直線を描画します。描画した直線に沿って、テンポが作成され
ます。



直線ツールを用いた作成 :

エディットボタンの中から曲線ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/曲線アイテムを選択します。
テンポを作成したい範囲に曲線を描画します。描画した曲線に沿って、テンポが作成され
ます。

 ペン、直線、曲線ツールを使用した場合に、描画した範囲にあったテンポは消去さ
れ、新たにテンポが作成されます。

 ペン、直線、曲線ツールを使用した場合に、作成されるテンポの間隔は、描画エリア
の表示サイズによって異なります。必要以上にテンポが作成されてしまう場合は、編集グ
リッドを設定します。
グリッドを使用する場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムに
チェックを入れます。グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...ア
イテムを選択して表示される、グリッド設定ダイアログボックスで行います。



テンポの値の調節

ドラッグによる調節 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/矢印アイテムを選択します。
値を調節したいテンポをドラッグして希望する位置まで移動します。複数のテンポの値を
調節したい場合は、調節したいテンポを全て選択してから移動します。

 テンポの値の調節には、編集グリッドを使用することができます。グリッドを使用す
る場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェックを入れます。
グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示
される、グリッド設定ダイアログボックスで行います。

コンピューターキーボードによる調節 :

値を調節したいテンポを選択し、コンピューターキーボードの上下の矢印キーを押して移
動させます。キーを押すたびに、1 ずつ移動します。Ctrl キーを押しながら上下の矢印
キーを押すと 12 ずつ移動します。複数のテンポの値を調節したい場合は、調節したいテ
ンポを全て選択してから移動します。

ダイアログボックスによる調節 :

値を調節したいテンポを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログボックスを開きま
す。

選択したテンポを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューのアクショ
ンサブメニューから、値の調節...を選択します。

●   

ラインメニューの値の調節...を選択します。●   

コマンドを選択すると、値の調節ダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、選択されたイベントやテンポの値を一挙に変更する事がで
きます。
複数のテンポの値を調節したい場合は、調節したいテンポを全て選択してからコマンドを
選択します。

テンポの移動

ドラッグによる移動 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/矢印アイテムを選択します。
移動したいテンポをドラッグして希望する位置まで移動します。複数のテンポを移動した
い場合は、移動したいテンポを全て選択してから移動します。

 テンポの移動には、編集グリッドを使用することができます。グリッドを使用する場
合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェックを入れます。グ
リッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示さ
れる、グリッド設定ダイアログボックスで行います。

コンピューターキーボードによる移動 :

移動したいテンポを選択し、コンピューターキーボードの矢印キーを押して移動させま
す。左右の矢印キーを押すたびに、1 分解値ずつ移動します。Ctrl キーを押しながら左右
の矢印キーを押すと 10 分解値ずつ移動します。また、上下の矢印キーを押すたびに、1 ず
つ移動します。Ctrl キーを押しながら上下の矢印キーを押すと 12 ずつ移動します。複数の
テンポを移動したい場合は、移動したいテンポを全て選択してから移動します。



ドキュメント間での移動について :

ドキュメント間でテンポを移動したい場合は、コピー（切り取り）して移動先のドキュメ
ントに貼り付ける手法で行います。
例えば、移動したいテンポを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、
テンポを切り取るを選択します。移動先のテンポ描画エディターの描画エリア内の空いて
いる場所を、右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、テンポを貼り付
けるを選択します。
貼り付け先は、テンポリストエディターにも指定できます。

 テンポの移動には、編集グリッドを使用することができます。グリッドを使用する場
合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェックを入れます。グ
リッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示さ
れる、グリッド設定ダイアログボックスで行います。

テンポの複製

ドラッグによる複製 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/矢印アイテムを選択します。
複製したいテンポを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択したテンポを Ctrl キーを押しながらドラッグして希望する位置まで移動しま
す。

●   

選択したテンポを右ボタンでドラッグして希望する位置まで移動します。マウスを
放すと表示されるメニューから、ここに複製を選択します。

●   

複数のテンポを複製したい場合は、複製したいテンポを全て選択してから移動します。

編集メニューからの複製 :

複製したいテンポを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択したテンポを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、テン
ポを複製を選択します。

●   

編集メニューのテンポを複製を選択します。●   

複数のテンポを複製したい場合は、複製したいテンポを全て選択してからコマンドを選択
します。
複製されたテンポは、元のテンポの後ろに作成されますので、希望する位置に移動して下
さい。



テンポのコピーと貼り付け

コピーしたいテンポを選択し、以下のいずれかの方法でコピーします。

選択したテンポを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、テン
ポをコピーを選択します。

●   

編集メニューのテンポをコピーを選択します。●   

複数のテンポをコピーしたい場合は、コピーしたいテンポを全て選択してからコマンドを
選択します。

次に、以下のいずれかの方法で貼り付けます。

描画エリア内の貼り付けたい位置で右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメ
ニューから、テンポを貼り付けるを選択します。コンテキストメニューを開いた位
置に、テンポが貼り付けられます。

●   

編集メニューのテンポを貼り付けるを選択します。適当な位置に、テンポが貼り付
けられます。

●   

 テンポの貼り付けには、編集グリッドを使用することができます。グリッドを使用す
る場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェックを入れます。
グリッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示
される、グリッド設定ダイアログボックスで行います。

テンポの削除

消しゴムツールを用いた削除 :

エディットボタンの中から消しゴムツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/消しゴムアイテムを選択します。
削除したいテンポをクリックします。複数のテンポを削除したい場合は、描画エリア内の
空いている場所から、ドラッグを開始し、矩形領域で選択し、ドラッグを終了します。

編集メニューからの削除 :

削除したいテンポを選択し、以下のいずれかの方法で削除します。

選択したテンポを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、テン
ポを消去を選択します。

●   

編集メニューのテンポを消去を選択します。●   

複数のテンポを削除したい場合は、削除したいテンポを全て選択してからコマンドを選択
します。

�

関連するページ :

表示の調節

�



描画エリアの使い方 � 描画エリアの説明
描画エリアのアイテム

� �

表示の調節 描画エリアの背景には、小節線とビート線、値の線を表示させることができます。

表示メニューのグリッド表示サブメニューの中から小節線を表示を選択すると、描画エリ
ア、文字情報エリアの小節線を、表示したり非表示したりできます。
表示メニューのグリッド表示サブメニューの中からビート線を表示を選択すると、描画エリ
ア、文字情報エリアのビート線を、表示したり非表示したりできます。
値の線は、値の適当な基準線を示します。基準線の取り方は、描画エリアの表示サイズに
よって自動的に変わります。表示メニューのグリッド表示サブメニューの中から値の線を表
示を選択すると、描画エリアの値の線を、表示したり非表示したりできます。

グリッド表示における、各線は参照用です。編集用のグリッドは、表示メニューのグ
リッド表示サブメニューのグリッドに沿う、グリッド設定...アイテムで設定します。

�

関連するページ:

テンポの操作

�



文字情報エリア ( テンポ描画エディター ) � エディター
テンポ描画エディター

� �

説明 文字情報エリアでは、曲の特定の場所にマークを付けるために、文字情報を追加することがで
きます。文字情報には、リハーサルレターとマーカーの２種類が用意されています。

�

使い方 文字情報エリアでは、文字情報の生成や複製、移動などの編集を行います。これらの文字情報
をドキュメントに入れておくことによって、曲中の特定箇所を探す場合などに有効です。
文字情報は、再生データには影響を与えません。

文字情報の操作●   

表示の調節●   

�

アイテム リハーサルレター
マーカー
小節線
ビート線

�



文字情報エリアのアイテム � 文字情報エリアの説明
文字情報エリアの使い方

� �

文字情報の操作 リハーサルレター リハーサルレターは、”A”や”B”などのセクション名
や、”Verse”や”Chorus”、”Head”、”Bridge”などのフレー
ズ名をつけるときなどに使用します。 文字情報エリアでは、リハー
サルレターの生成や文字の編集、コピー、複製、移動、削除などの
編集をすることができます。

マーカー マーカーは、曲の特定の範囲に注釈をつける時などに使用します。
このため、マーカーには、マーカー<ここから>とマーカー<ここま
で>の２つの種類が用意されています。文字情報エリアでは、これら
マーカーの生成や文字の編集、コピー、複製、移動、削除などの編
集をすることができます。

表示の調節 小節線 各小節の開始位置を縦の線で示します。小節線の表示/非表示は切り
替えることが出来ます。

ビート線 各小節間のビート（拍）の位置を示します。ビート線の表示/非表示
は切り替えることが出来ます。

�

� �



文字情報エリアの使い方 � 文字情報エリアの説明
文字情報エリアのアイテム

� �

文字情報の
操作

文字情報エリアで扱う文字情報は、リハーサルレターと２種類のマーカーです。

選択する●   

リハーサルレターを新規作成する●   

マーカーを新規作成する●   

文字を編集する●   

移動する●   

複製する●   

コピーと貼り付け●   

削除する●   

文字情報の選択

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメニュー
のツール/矢印アイテムを選択します。
選択は、文字情報をクリックします。複数の文字情報を選択したい場合は、Ctrl キーや Shift
キーを押しながら選択していきます。あるいは、文字情報エリア内の空いている場所から、
ドラッグを開始し、矩形領域で選択していくこともできます。

文字情報を選択すると、移動や複製、コピー、貼り付け、削除などの処理が行えます。

 複数の文字情報を選択した状態でも、消しゴムツールを用いてクリックする削除処理に
関しては、クリックした文字情報のみに対して働きます。

新規リハーサルレターの作成

リハーサルレターは、”A”や”B”などのセクション名や、”Verse”
や”Chorus”、”Head”、”Bridge”などのフレーズ名をつけるときなどに使用します。
以下のいずれかの方法で作成します。

文字情報エリア内の作成したい位置で、右ボタン・クリックし、開いたコンテキスト
メニューから新規リハーサルレターを作成を選択します。

●   

編集メニューの新規文字情報を作成...を選択すると、新規文字情報ダイアログボック
スが表示されます。このダイアログボックスでは、新規に作成する文字情報の種類を
選択します。

●   

リハーサルレターが作成されると、エディットボックスが表示されます。文字を入力し
て、Enter キーを押すなどして確定させます。

 編集メニューの新規文字情報を作成... アイテムは、文字情報エリアがアクティブな状態
でないと表示されません。文字情報エリアをアクティブにするには、エリア内の空いている
場所をクリックするなどします。



新規マーカーの作成

マーカーは、曲の特定の範囲に注釈をつける時などに使用します。このため、マーカーに
は、マーカー<ここから>とマーカー<ここまで>の２つの種類が用意されています。
以下のいずれかの方法で作成します。

文字情報エリア内の作成したい位置で、右ボタン・クリックし、開いたコンテキスト
メニューから新規マーカー<ここから>作成や新規マーカー<ここまで>作成を選択しま
す

●   

編集メニューの新規文字情報を作成...を選択すると、新規文字情報ダイアログボック
スが表示されます。このダイアログボックスでは、新規に作成する文字情報の種類を
選択します。

●   

マーカーが作成されると、エディットボックスが表示されます。文字を入力して、Enter
キーを押すなどして確定させます。

 編集メニューの新規文字情報を作成... アイテムは、文字情報エリアがアクティブな状態
でないと表示されません。文字情報エリアをアクティブにするには、エリア内の空いている
場所をクリックするなどします。

文字の編集

文字を編集するには、編集したい文字情報をダブルクリックします。エディットボックスが
表示されますので、文字を入力して、Enter キーを押すなどして確定させます。

文字情報の移動

ドラッグによる移動 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメニュー
のツール/矢印アイテムを選択します。
移動したい文字情報をドラッグして希望する位置まで移動します。複数の文字情報を移動し
たい場合は、移動したい文字情報を全て選択してから移動します。

コンピューターキーボードによる移動:

移動したい文字情報を選択し、コンピューターキーボードの左右の矢印キーを押して移動さ
せます。キーを押すたびに、1 分解値ずつ移動します。Ctrl キーを押しながら左右の矢印
キーを押すと 10 分解値ずつ移動します。複数の文字情報を移動したい場合は、移動したい
文字情報を全て選択してから移動します。

ドキュメント間での移動について :

ドキュメント間で文字情報を移動したい場合は、コピー（切り取り）して移動先のドキュメ
ントに貼り付ける手法で行います。
例えば、移動したい文字情報を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、
文字情報を切り取るを選択します。移動先のドキュメントウインドウや、テンポ描画エディ



ターなどの文字情報エリア内の空いている場所を、右ボタン・クリックし、開いたコンテキ
ストメニューから、文字情報を貼り付けるを選択します。

 文字情報の移動には、編集グリッドを使用することができます。グリッドを使用する場
合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェックを入れます。グリッ
ドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示される、
グリッド設定ダイアログボックスで行います。

文字情報の複製

ドラッグによる複製 :

エディットボタンの中から矢印ツールボタンを選択します。あるいは、エディターメニュー
のツール/矢印アイテムを選択します。
複製したい文字情報を選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択した文字情報を Ctrl キーを押しながらドラッグして希望する位置まで移動しま
す。

●   

選択した文字情報を右ボタンでドラッグして希望する位置まで移動します。マウスを
放すと表示されるメニューから、ここに複製を選択します。

●   

複数の文字情報を複製したい場合は、複製したい文字情報を全て選択してから移動します。

編集メニューからの複製 :

複製したい文字情報を選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択した文字情報を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、文字
情報を複製を選択します。

●   

編集メニューの文字情報を複製を選択します。●   

複数の文字情報を複製したい場合は、複製したい文字情報を全て選択してからコマンドを選
択します。
複製された文字情報は、元の文字情報に対して右側にずれた位置に作成されますので、希望
する位置に移動して下さい。

文字情報のコピーと貼り付け

コピーしたい文字情報を選択し、以下のいずれかの方法でコピーします。

選択した文字情報を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、文字
情報をコピーを選択します。

●   

編集メニューの文字情報をコピーを選択します。●   

複数の文字情報をコピーしたい場合は、コピーしたい文字情報を全て選択してからコマンド
を選択します。

次に、以下のいずれかの方法で貼り付けます。

文字情報エリア内の貼り付けたい位置で右ボタン・クリックし、開いたコンテキスト
メニューから、文字情報を貼り付けるを選択します。コンテキストメニューを開いた
位置に、文字情報が貼り付けられます。

●   

編集メニューの文字情報を貼り付けるを選択します。適当な位置に、文字情報が貼り
付けられます。

●   

 文字情報の貼り付けには、編集グリッドを使用することができます。グリッドを使用す
る場合は、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うアイテムにチェックを入れます。グ
リッドの設定は、表示メニューのグリッド表示/グリッド設定...アイテムを選択して表示され
る、グリッド設定ダイアログボックスで行います。



文字情報の削除

消しゴムツールを用いた削除 :

エディットボタンの中から消しゴムツールボタンを選択します。あるいは、エディターメ
ニューのツール/消しゴムアイテムを選択します。
削除したい文字情報をクリックします。複数の文字情報を削除したい場合は、文字情報エリ
ア内の空いている場所から、ドラッグを開始し、矩形領域で選択し、ドラッグを終了しま
す。

編集メニューからの削除 :

削除したい文字情報を選択し、以下のいずれかの方法で削除します。

選択した文字情報を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、文字
情報を消去を選択します。

●   

編集メニューの文字情報を消去を選択します。●   

複数の文字情報を削除したい場合は、削除したい文字情報を全て選択してからコマンドを選
択します。

�

関連するページ :

表示の調節

�



文字情報エリアの使い方 � 文字情報エリアの説明
文字情報エリアのアイテム

� �

表示の調節 文字情報エリアの背景には、小節線とビート線を表示させることができます。

表示メニューのグリッド表示サブメニューの中から小節線を表示を選択すると、文字情報
エリア、コードエリアおよびラインエリアの小節線を、表示したり非表示したりできま
す。
表示メニューのグリッド表示サブメニューの中からビート線を表示を選択すると、文字情
報エリア、コードエリアおよびラインエリアのビート線を、表示したり非表示したりでき
ます。

グリッド表示における、各線は参照用です。編集用のグリッドは、表示メニューのグ
リッド表示サブメニューのグリッドに沿う、グリッド設定...アイテムで設定します。

関連するページ:

文字情報の操作

�



テンポリストエディター � コンテンツ
エディター

� �

説明 テンポリストエディターは、曲のテンポをリスト形式で編集するエディターです。

�

アイテム テンポリストエディターには、様々なオブジェクトを扱うために、いくつかのエディットエリ
アがあります。

エディットボタン テンポリストエディターの表示以外に、CAMPS 内にある数多くのエディ
ターへの素早いアクセス環境を提供するツールボタンが配置されていま
す。

演奏制御エリア 曲の再生位置を管理する以外に、再生ループの領域を設定できます。

リストエリア リスト形式で、曲のテンポについて詳細なデータ編集をしたり、テンポ単
位に値の調節などを行うことができます。

�

開き方 ドキュメントウインドウ
テンポリストエディター
テンポ描画エディター
から開く

エディターメニューからテンポリストを選びます。
または、各エディターのエディットボタンの中からテンポリスト
エディターボタンをクリックします。

文字情報リストエディター
から開く

エディターメニューからテンポリストを選びます。

�



エディットボタン ( テンポリストエディター ) � エディター
テンポリストエディター

� �

説明 エディットボタンは、テンポリストエディター上部に配置されています。これらのボタンで
は、表示調節やエディターの表示などを行います。

�

使い方 エディットボタン群を構成する各ボタンは、それぞれメニューバーのコマンドと対応していま
す。ボタンをクリックすることによって、メニューを選択した場合と同じ効果が得られます。
エディットボタンを表示するには、表示メニューのエディットボタンを表示アイテムにチェッ
クを入れます。逆に、表示させたくない場合は、アイテムのチェックを外します。

�

アイテム 自動スクロールON/OFFボタン

表示域を移動ボタン

テンポリストエディターボタン

テンポ描画エディターボタン

�



エディットボタンのアイテム � エディットボタンの説明

� � �

表示の調節 自動スクロールON/OFF
ボタン

ドキュメントの再生等にともなって、再生ポインター
が移動した場合、リストエリアの表示域も追従して移
動させるかどうかを指定します。移動させたい場合
は、ボタンをオンにします。

表示/自動スクロールする(A)メニューアイテム

表示域を移動
ボタン

表示域を移動ダイアログボックスを開きます。このダ
イアログボックスでは、テンポリストエディターの表
示する領域を小節で指定します。

表示/表示域を移動(J)...メニューアイテム

エディターの表示 テンポリストエディター
ボタン

テンポリストエディターを開きます。このエディター
では、曲のテンポを縦方向のリスト形式で編集できま
す。

エディター/テンポリスト(L)メニューアイテム

テンポ描画エディター
ボタン

テンポ描画エディターを開きます。このエディターで
は、曲のテンポを自由描画形式で編集できます。

エディター/テンポ描画(D)メニューアイテム

�

�
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リストエリア ( テンポリストエディター ) � エディター
テンポリストエディター

� �

説明 リストエリアでは、曲のテンポを操作します。

�

使い方 リストエリアでは、個々テンポの基準音符やデータの編集、生成、移動などをリスト形式で行
います。また、テンポ単位にメニューコマンドを使用することができます。
各テンポの編集したいセルをダブルクリックすると、エディットボックスが開きます。

リストエリアの各列の幅は、ヘッダー部分の境界線をドラッグすることによって変えることが
できます。

テンポの操作●   

アイテム テンポ
基準音符列
位置列
データ列

�



リストエリアのアイテム � リストエリアの説明
リストエリアの使い方

� �

テンポの操作 テンポ リストエリアでは、曲のテンポを操作します。
リストエリア内で１つのテンポは、１つの行に割り当てられます。

基準音符
列

各テンポの基準音符を表示/編集します。各テンポのアイコンをクリックして開
くメニューから基準音符を選択します。

位置
列

各テンポの発生位置を”小節 : ビート : 分解値”の形式で、表示/編集します。

データ
列

各テンポの値を表示/編集します。

�

� �



リストエリアの使い方 � リストエリアの説明
リストエリアのアイテム

� �

テンポの操作 リストエリアでは、曲のテンポを操作します。

選択する●   

作成する●   

編集する●   

移動する●   

複製する●   

コピーと貼り付け●   

削除する●   

テンポの選択

選択は、各アイテムをクリックします。複数のテンポを選択したい場合は、Ctrl キーや
Shift キーを押しながら選択していきます。

テンポを選択すると、ラインメニューの値の調節...アイテムが有効になります。また、移
動や複製、コピー、貼り付け、削除などの処理が行えます。
選択したテンポを右ボタン・クリックをすると、該当するテンポに対するコマンドの一覧
が表示されます。

テンポの作成

以下のいずれかの方法で作成します。

作成したい場所にあるリストアイテムを右ボタン・クリックし、開いたコンテキス
トメニューから、新規テンポを作成を選択します。

●   

作成したい場所にあるテンポを選択し、編集メニューの新規テンポを作成を選択し
ます。

●   

複数のテンポを選択している場合は、それぞれの位置にテンポが作成されます。
作成されたテンポには、それぞれデフォルト値が設定されていますので、あとで調整しま
しょう。



テンポの編集

基準音符の編集 :

各テンポの基準となる音符を設定します。
基準音符を変更したいテンポの基準音符列にある、アイコンをクリックして開くメニュー
から基準音符を選択します。設定されている基準音符には、アイテム左にマークが表示さ
れます。

２分音符 基準音符を２分音符に設定します。例えば、テンポが 75 の場合、２分音
符が１分間に 75 入る速さということになります。

４分音符 基準音符を４分音符に設定します。例えば、テンポが 150 の場合、４分
音符が１分間に 150 入る速さということになります。

８分音符 基準音符を８分音符に設定します。例えば、テンポが 300 の場合、８分
音符が１分間に 300 入る速さということになります。

１６分音符 基準音符を１６分音符に設定します。例えば、テンポが 600 の場合、１
６分音符が１分間に 600 入る速さということになります。

位置列の編集 :

テンポの位置列にある、”小節 : ビート : 分解値”の各セルをダブルクリックして、エ
ディットボックスを表示させます。移動したい時間を入力し、Enter キーを押すなどして
確定します。

データ列の編集 :

テンポのデータ列にある、唯一のセルをダブルクリックして、エディットボックスを表示
させます。値を入力し、Enter キーを押すなどして確定します。

ダイアログボックスによる調節 :



値を調節したいテンポを選択し、以下のいずれかの方法でダイアログボックスを開きま
す。

選択したテンポを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューのアクショ
ンサブメニューから、値の調節...を選択します。

●   

ラインメニューの値の調節...を選択します。●   

コマンドを選択すると、値の調節ダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、選択されたイベントやテンポの値を一挙に変更する事がで
きます。
複数のテンポの値を調節したい場合は、調節したいテンポを全て選択してからコマンドを
選択します。

テンポの移動

セルの編集による移動 :

移動したいテンポの位置列にある、”小節 : ビート : 分解値”の各セルをダブルクリック
して、エディットボックスを表示させます。移動したい時間を入力し、Enter キーを押す
などして確定します。

 エディットボックスが表示されている時に、Tab キーを押すと、入力が確定され、右
隣のセルのエディットボックスが表示されます。同様に、Shift キーを押しながら Tab キー
を押すと、左隣のセルのエディットボックスが、Ctrl キーを押しながら上下の矢印キーを
押すと、上下のセルのエディットボックスが表示されます。

 CAMPS では、４分音符長を 480 分解値としています。

ドラッグによる移動 :

移動したいテンポをドラッグして希望する位置まで移動します。複数のテンポを移動した
い場合は、移動したいテンポを全て選択してから移動します。

ドキュメント間での移動について :

ドキュメント間でテンポを移動したい場合は、コピー（切り取り）して移動先のドキュメ
ントに貼り付ける手法で行います。
例えば、移動したいテンポを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、
テンポを切り取るを選択します。移動先のテンポリストエディターのリストエリア内の貼
り付けたい位置にあるアイテムを、右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニュー
から、テンポを貼り付けるを選択します。
貼り付け先は、テンポ描画エディターへも指定できます。



イベントの複製

ドラッグによる複製 :

複製したいテンポを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択したテンポを Ctrl キーを押しながらドラッグして希望する位置まで移動しま
す。

●   

選択したテンポを右ボタンでドラッグして希望する位置まで移動します。マウスを
放すと表示されるメニューから、ここに複製を選択します。

●   

複数のテンポを複製したい場合は、複製したいテンポを全て選択してから移動します。

編集メニューからの複製 :

複製したいテンポを選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択したテンポを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、テン
ポを複製を選択します。

●   

編集メニューのテンポを複製を選択します。●   

複数のテンポを複製したい場合は、複製したいテンポを全て選択してからコマンドを選択
します。
複製されたテンポは、元のテンポの後ろに作成されますので、希望する位置に移動しま
しょう。

テンポのコピーと貼り付け

コピーしたいテンポを選択し、以下のいずれかの方法でコピーします。

選択したテンポを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、テン
ポをコピーを選択します。

●   

編集メニューのテンポをコピーを選択します。●   

複数のテンポをコピーしたい場合は、コピーしたいテンポを全て選択してからコマンドを
選択します。

次に、以下のいずれかの方法で貼り付けます。

リストエリア内の貼り付けたい位置にあるリストアイテムを右ボタン・クリック
し、開いたコンテキストメニューから、テンポを貼り付けるを選択します。

●   

貼り付けたい位置にあるテンポを選択し、編集メニューのテンポを貼り付けるを選
択します。

●   

テンポの削除

削除したいテンポを選択し、以下のいずれかの方法で削除します。

選択したテンポを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、テン
ポを消去を選択します。

●   

編集メニューのテンポを消去を選択します。●   

複数のテンポを削除したい場合は、削除したいテンポを全て選択してからコマンドを選択
します。
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演奏制御エリア ( テンポリストエディター ) � エディター
テンポリストエディター

� �

説明 演奏制御エリアでは、 曲の再生に関する時間情報を設定します。

�

使い方 曲の再生位置を示す再生ポインターの操作、再生時のループ範囲の設定などを行います。

�

アイテム 再生ポインター
ループ範囲

�



演奏制御エリアのアイテム � 演奏制御エリアの説明
演奏制御エリアの使い方

� �

再生ポインターの移動 再生ポインター 演奏制御エリア左の濃い灰色の領域で、青い三角で表示されて
います。現在の再生位置を示しています。再生ポインターを移
動することによって、再生位置を変えることが出来ます。

ループ範囲の設定 ループ範囲 再生ループの範囲を示します。設定されていない場合は、何も
表示されません。ループ範囲が指定されると、範囲が水色で表
示されます。外部同期再生時やステップ録音時など、ループ範
囲が無効な場合は、薄い灰色で表示されます。

�

� �



演奏制御エリアの使い方 � 演奏制御エリアの説明
演奏制御エリアのアイテム

� �

再生ポインターの移動 曲の再生位置を変えるには、再生ポインターを操作します。再生ポインターを移
動するには、再生ポインター（青い三角部分）を希望する位置までドラッグする
か、演奏制御エリア左部の濃い灰色の領域を希望する位置でクリックします。再
生ツールバーの再生ボタンをクリックするなどして、再生を開始すると、移動し
た位置から再生が始まります。再生ポインターの移動は、再生中でも可能です。
再生中や録音中、再生ポインターは再生位置を常に示します。

ループ範囲の設定 曲の一部分をループさせて再生させたい場合は、ループ範囲を設定します。ルー
プ範囲を設定した場合、再生位置がループの終端に到達すると、再生位置がルー
プの先頭に移動します。再生は、再生ツールバーの停止ボタンをクリックするな
どして停止させるまで繰り返されます。
ループ範囲は、小節エリアの中央付近（濃い灰色部分の右付近）で設定します。
ループを開始したい位置をクリックした状態で、設定したい位置までドラッグし
ます。ループ範囲を解除したい場合は、任意の位置をクリックします。ループ範
囲が指定されると、範囲が水色で表示されます。ループ範囲は、外部同期再生時
やステップ録音時などで無効になる場合があります。ループ範囲が無効な場合
は、薄い灰色で表示されます。

�

� �



文字情報リストエディター � コンテンツ
エディター

� �

説明 文字情報エディターは、曲の特定の場所に付けるマーク用の文字情報を編集するエディターで
す。文字情報には、リハーサルレターとマーカーの２種類が用意されています。

�

アイテム 文字情報リストエディターには、様々なオブジェクトを扱うために、いくつかのエディットエ
リアがあります。

エディットボタン 文字情報リストエディターの表示以外に、CAMPS 内にある数多くのエ
ディターへの素早いアクセス環境を提供するツールボタンが配置されてい
ます。

演奏制御エリア 曲の再生位置を管理する以外に、再生ループの領域を設定できます。

リストエリア リスト形式で曲の文字情報の文字列を編集をしたり、文字情報単位に移動
や複製などを行うことができます。

�

開き方 ドキュメントウインドウ
文字情報リストエディター
から開く

エディターメニューから文字情報リストを選びます。
または、各エディターのエディットボタンの中から文字情報リス
トエディターボタンをクリックします。

テンポリストエディター
テンポ描画エディター
から開く

エディターメニューから文字情報リストを選びます。

�



エディットボタン ( 文字情報リストエディター ) � エディター
文字情報リストエディター

� �

説明 エディットボタンは、文字情報リストエディター上部に配置されています。これらのボタンで
は、表示調節やエディターの表示などを行います。

�

使い方 エディットボタン群を構成する各ボタンは、それぞれメニューバーのコマンドと対応していま
す。ボタンをクリックすることによって、メニューを選択した場合と同じ効果が得られます。
エディットボタンを表示するには、表示メニューのエディットボタンを表示アイテムにチェッ
クを入れます。逆に、表示させたくない場合は、アイテムのチェックを外します。

�

アイテム 自動スクロールON/OFFボタン

表示域を移動ボタン

文字情報リストエディターボタン

�



エディットボタンのアイテム � エディットボタンの説明

� � �

表示の調節 自動スクロールON/OFF
ボタン

ドキュメントの再生等にともなって、再生ポイン
ターが移動した場合、リストエリアの表示域も追従
して移動させるかどうかを指定します。移動させた
い場合は、ボタンをオンにします。

表示/自動スクロールする(A)メニューアイテム

表示域を移動
ボタン

表示域を移動ダイアログボックスを開きます。この
ダイアログボックスでは、文字情報リストエディ
ターの表示する領域を小節で指定します。

表示/表示域を移動(J)...メニューアイテム

エディターの表示 文字情報リストエディター
ボタン

文字情報リストエディターを開きます。このエディ
ターでは、ドキュメント内にある個々の文字情報
を、縦方向のリスト形式で編集できます。

エディター/文字情報リスト(X)メニューアイテ
ム

�

�
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リストエリア ( 文字情報リストエディター ) � エディター
文字情報リストエディター

� �

説明 リストエリアでは、曲の特定の場所にマークを付けるための文字情報を編集します。文字情報
には、リハーサルレターとマーカーの２種類が用意されています。

�

使い方 リストエリアでは、個々文字情報の文字列の編集、生成、移動などをリスト形式で行います。
また、文字情報単位にメニューコマンドを使用することができます。
各文字情報の編集したいセルをダブルクリックすると、文字の編集ダイアログボックスが開き
ます。このダイアログボックスで、文字列を入力します。

リストエリアの各列の幅は、ヘッダー部分の境界線をドラッグすることによって変えることが
できます。

文字情報の操作●   

アイテム 文字情報
文字情報アイコン列
位置列
データ列

�



リストエリアのアイテム � リストエリアの説明
リストエリアの使い方

� �

文字情報の操作 文字情報 リストエリアでは、曲の文字情報を操作します。
リストエリア内で１つの文字情報は、１つの行に割り当てられま
す。

文字情報アイコン
列

各行のイベントの種類を表示します。

リハーサルレター リハーサルレターは、”A”や”B”などのセ
クション名や、”Verse”
や”Chorus”、”Head”、”Bridge”などの
フレーズ名をつけるときなどに使用します。

マーカー マーカーは、曲の特定の範囲に注釈をつける
時などに使用します。このため、マーカーに
は、マーカー<ここから>とマーカー<ここま
で>の２つの種類が用意されています。

位置
列

各文字情報の発生位置を”小節 : ビート : 分解値”の形式で、表示/
編集します。

データ
列

各文字情報の文字列を表示/編集します。

�

� �



リストエリアの使い方 � リストエリアの説明
リストエリアのアイテム

� �

文字情報の操作 リストエリアで扱う文字情報は、リハーサルレターと２種類のマーカーです。

選択する●   

作成する●   

文字を編集する●   

移動する●   

複製する●   

コピーと貼り付け●   

削除する●   

文字情報の選択

選択は、各アイテムをクリックします。複数の文字情報を選択したい場合は、Ctrl キー
や Shift キーを押しながら選択していきます。

文字情報を選択すると、移動や複製、コピー、貼り付け、削除などの処理が行えます。
選択した文字情報を右ボタン・クリックをすると、該当する文字情報に対するコマンド
の一覧が表示されます。

文字情報の作成

以下のいずれかの方法で作成します。

作成したい場所にあるリストアイテムを右ボタン・クリックし、開いたコンテキ
ストメニューから、新規（文字情報名）を作成を選択します。

●   

作成したい場所にある文字情報を選択し、編集メニューの新規文字情報を作成...
を選択し、新規文字情報作成ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、新規に作成する文字情報の種類を選択します。

●   

複数の文字情報を選択している場合は、それぞれの位置に文字情報が作成されます。
作成された文字情報には、”新規テキスト”と入力されていますので、あとで調整しま
しょう。



文字の編集

データ列にある、セルをダブルクリックすると、文字の編集ダイアログボックスが表示
されます。このダイアログボックスで文字列を入力します。

文字情報の移動

セルの編集による移動 :

移動したい文字情報の位置列にある、”小節 : ビート : 分解値”の各セルをダブルク
リックして、エディットボックスを表示させます。移動したい時間を入力し、Enter
キーを押すなどして確定します。

 エディットボックスが表示されている時に、Tab キーを押すと、入力が確定され、
右隣のセルのエディットボックスが表示されます。同様に、Shift キーを押しながら Tab
キーを押すと、左隣のセルのエディットボックスが、Ctrl キーを押しながら上下の矢印
キーを押すと、上下のセルのエディットボックスが表示されます。

 CAMPS では、４分音符長を 480 分解値としています。

ドラッグによる移動 :

移動したい文字情報をドラッグして希望する位置まで移動します。複数の文字情報を移
動したい場合は、移動したい文字情報を全て選択してから移動します。

ドキュメント間での移動について :

ドキュメント間で文字情報を移動したい場合は、コピー（切り取り）して移動先のド
キュメントに貼り付ける手法で行います。
例えば、移動したい文字情報を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューか
ら、文字情報を切り取るを選択します。移動先の文字情報リストエディターのリストエ
リア内の貼り付けたい位置にあるアイテムを、右ボタン・クリックし、開いたコンテキ



ストメニューから、文字情報を貼り付けるを選択します。
貼り付け先は、ドキュメントウインドウの文字情報エリアにも指定できます。

文字情報の複製

ドラッグによる複製 :

複製したい文字情報を選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択した文字情報を Ctrl キーを押しながらドラッグして希望する位置まで移動し
ます。

●   

選択した文字情報を右ボタンでドラッグして希望する位置まで移動します。マウ
スを放すと表示されるメニューから、ここに複製を選択します。

●   

複数の文字情報を複製したい場合は、複製したい文字情報を全て選択してから移動しま
す。

編集メニューからの複製 :

複製したい文字情報を選択し、以下のいずれかの方法で複製します。

選択した文字情報を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、
文字情報を複製を選択します。

●   

編集メニューの文字情報を複製を選択します。●   

複数の文字情報を複製したい場合は、複製したい文字情報を全て選択してからコマンド
を選択します。
複製された文字情報は、元の文字情報の後ろに作成されますので、希望する位置に移動
しましょう。

文字情報のコピーと貼り付け

コピーしたい文字情報を選択し、以下のいずれかの方法でコピーします。

選択した文字情報を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、
文字情報をコピーを選択します。

●   

編集メニューの文字情報をコピーを選択します。●   

複数の文字情報をコピーしたい場合は、コピーしたい文字情報を全て選択してからコマ
ンドを選択します。

次に、以下のいずれかの方法で貼り付けます。

リストエリア内の貼り付けたい位置にあるリストアイテムを右ボタン・クリック
し、開いたコンテキストメニューから、文字情報を貼り付けるを選択します。

●   

編集メニューの文字情報を貼り付けるを選択します。●   



文字情報の削除

削除したい文字情報を選択し、以下のいずれかの方法で削除します。

選択した文字情報を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから、
文字情報を消去を選択します。

●   

編集メニューの文字情報を消去を選択します。●   

複数の文字情報を削除したい場合は、削除したい文字情報を全て選択してからコマンド
を選択します。

�



演奏制御エリア ( 文字情報リストエディター ) � エディター
文字情報リストエディター

� �

説明 演奏制御エリアでは、 曲の再生に関する時間情報を設定します。

�

使い方 曲の再生位置を示す再生ポインターの操作、再生時のループ範囲の設定などを行います。

�

アイテム 再生ポインター
ループ範囲

�



演奏制御エリアのアイテム � 演奏制御エリアの説明
演奏制御エリアの使い方

� �

再生ポインターの移動 再生ポインター 演奏制御エリア左の濃い灰色の領域で、青い三角で表示されて
います。現在の再生位置を示しています。再生ポインターを移
動することによって、再生位置を変えることが出来ます。

ループ範囲の設定 ループ範囲 再生ループの範囲を示します。設定されていない場合は、何も
表示されません。ループ範囲が指定されると、範囲が水色で表
示されます。外部同期再生時やステップ録音時など、ループ範
囲が無効な場合は、薄い灰色で表示されます。

�

� �



演奏制御エリアの使い方 � 演奏制御エリアの説明
演奏制御エリアのアイテム

� �

再生ポインターの移動 曲の再生位置を変えるには、再生ポインターを操作します。再生ポインターを移
動するには、再生ポインター（青い三角部分）を希望する位置までドラッグする
か、演奏制御エリア左部の濃い灰色の領域を希望する位置でクリックします。再
生ツールバーの再生ボタンをクリックするなどして、再生を開始すると、移動し
た位置から再生が始まります。再生ポインターの移動は、再生中でも可能です。
再生中や録音中、再生ポインターは再生位置を常に示します。

ループ範囲の設定 曲の一部分をループさせて再生させたい場合は、ループ範囲を設定します。ルー
プ範囲を設定した場合、再生位置がループの終端に到達すると、再生位置がルー
プの先頭に移動します。再生は、再生ツールバーの停止ボタンをクリックするな
どして停止させるまで繰り返されます。
ループ範囲は、小節エリアの中央付近（濃い灰色部分の右付近）で設定します。
ループを開始したい位置をクリックした状態で、設定したい位置までドラッグし
ます。ループ範囲を解除したい場合は、任意の位置をクリックします。ループ範
囲が指定されると、範囲が水色で表示されます。ループ範囲は、外部同期再生時
やステップ録音時などで無効になる場合があります。ループ範囲が無効な場合
は、薄い灰色で表示されます。

�

� �



新規トラックの作成 �
�コンテンツ

CAMPS の使い方

�

MIDI シーケンサーでは一般的な様に CAMPS も、曲中の MIDI ラインデータをいくつかのトラックに分
けて管理しています。CAMPS のトラックは、他の MIDI シーケンサーとほぼ共通した機能をもちます
が、CAMPS 固有の機能として、オーケストレーション上の役割をトラックに割り当てる事ができま
す。これは、トラック毎に異なる役割を設定する事が可能で、自動ハーモナイズをはじめとする多くの
CAMPS 固有の機能が参照します。それぞれのトラックのラインデータは、いくつかのラインブロック
に分けて管理し、音楽的な自動分析およびデータ編集を実現しています。

新規トラックの作成
ラインブロックは、トラックによって管理されているため、ラインブロックを操作するためには、ド
キュメントウインドウのトラックエリアにトラックを作成する必要があります。

関連するページ:

ドキュメントウインドウ

�



新規ラインブロックの作成 �
�コンテンツ

CAMPS の使い方

�

MIDI シーケンサーでは一般的な様に CAMPS も、曲中の MIDI ラインデータを複数のトラックに分けて
管理しています。CAMPS のトラックは、基本的に他の MIDI シーケンサーとほぼ共通した機能をもち
ます。CAMPS 固有の機能として、オーケストレーション上の役割 ( カテゴリー ) をトラックに割り当
てる事ができます。トラック毎に異なる役割を設定する事が可能で、自動ハーモナイズをはじめとする
多くの CAMPS 固有の機能が参照します。

トラックの MIDI ラインデータは、いくつかのラインブロックに分けて管理し、音楽的な自動分析およ
びデータ編集を実現しています。これらラインブロックは、フレーズ（連続した一連の音符）単位に分
割するのが一般的です。

新規ラインブロックの作成
ラインブロックは、トラックによって管理されているため、ラインブロックを操作するためには、ド
キュメントウインドウのトラックエリアにトラックを作成する必要があります。

CAMPS には新規ラインブロックを作成する方法が、ペンツールをはじめとしていくつもあります。ド
キュメントウインドウ上部にあるペンツールボタンをクリックしてから、新規にラインドブロックを作
成する開始点から終了点まで、ラインエリア内で横方向にマウスをドラッグすると、新規ラインブロッ
クが作成されます。新規ラインブロック用の、位置、色、長さなどの各種設定は、いつでも変更できま
す。

関連するページ:

新規ラインブロック作成の詳細説明

�



ツールを用いた自動作曲 �
コンテンツ

CAMPS の使い方

�

CAMPS には自動作曲を行う方法が、魔法の杖ツールをはじめとしていくつもあります。ドキュメント
ウインドウ上部にある魔法の杖ツールボタンをクリックしてから、新規に作曲されたラインブロックを
作成する開始点から終了点まで、ラインエリア内で横方向にマウスをドラッグすると、新規に作曲され
たラインブロックが作成されます。新規ラインブロック用の、位置、色、長さなどの各種設定は、いつ
でも変更できます。

魔法の杖ツールを使用して作成したラインブロックの範囲に、コードが割り当てられていた場
合、CAMPS は、そのコードと調和するように自動作曲したラインデータを生成します。

作成したラインブロックのトラックに設定されているカテゴリーによって、相応しい作曲ロジックを選
択し作曲します。

既にラインデータを持っているラインブロックを魔法の杖ツールでクリックすると、CAMPS はこれら
をただちに分析しラインデータを再作曲します。この作業を繰り返すだけで、何百もの結果を引き出す
ことになります。

ピアノロールエディターや楽譜エディター上では、魔法の杖ツー
ルを使用して一部の音符を再作曲することができます。各エディ
ター上部にある魔法の杖ツールボタンをクリックしてから、ピア
ノロールエリア（譜面エリア）の音符がない位置からドラッグを
開始し、再作曲したい音符を矩形領域で指定します。

 機能を自動化すればする程、音楽的なツールとしての柔軟性が損なわれてきます。魔法の杖ツール
は、初心者に CAMPS の各オブジェクトを使いこなす手掛かりを提供する目的で、デザインされていま
す。機能の性格上、期待するような音楽的結果が得られるとは限りません。各パラメータを設定するな
どして、期待する結果について多くの情報を指定するほど、より音楽的な結果を引き出すことになりま
す。

関連するページ:

ラインブロックの操作
再作曲ダイアログボックス

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/Compose/Main.htm


メロディーラインを分析した自動作曲 �
コンテンツ

CAMPS の使い方

�

CAMPS に標準 MIDI ファイルを読み込み、手動、あるいは、自動でコードを定義するだけで、自動作
曲が可能になります。定義されたコードや元のラインデータの自動分析を元に、何百もの自動作曲結果
を得ることができます。CAMPS は、驚くべき作曲結果を生成します。

CAMPS には自動作曲を行う方法が、魔法の杖ツールをはじめとしていくつもあります。ドキュメント
ウインドウ上部にある魔法の杖ツールボタンをクリックしてから、再作曲したいラインブロックを魔法
の杖ツールでクリックすると、CAMPS は元のラインデータをただちに分析し再作曲します。この作業
を繰り返すだけで、何百もの結果を引き出すことになります。

作成したラインブロックのトラックに設定されているカテゴリーによって、相応しい作曲ロジックを選
択し作曲します。

ピアノロールエディターや楽譜エディター上では、魔法の杖ツー
ルを使用して一部の音符を再作曲することができます。各エディ
ター上部にある魔法の杖ツールボタンをクリックしてから、ピア
ノロールエリア（譜面エリア）の音符がない位置からドラッグを
開始し、再作曲したい音符を矩形領域で指定します。

 機能を自動化すればする程、音楽的なツールとしての柔軟性が損なわれてきます。魔法の杖ツール
は、初心者に CAMPS の各オブジェクトを使いこなす手掛かりを提供する目的で、デザインされていま
す。機能の性格上、期待するような音楽的結果が得られるとは限りません。各パラメータを設定するな
どして、期待する結果について多くの情報を指定するほど、より音楽的な結果を引き出すことになりま
す。

関連するページ:

ラインブロックの操作
再作曲ダイアログボックス

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/Harmonize/Main.htm
file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/Compose/Main.htm


設定しながら行う自動作曲 �
コンテンツ

CAMPS の使い方

�

CAMPS に標準 MIDI ファイルを読み込み、手動、あるいは、自動でコードを定義するだけで、自動作
曲が可能になります。定義されたコードや元のラインデータの自動分析を元に、何百もの自動作曲結果
を得ることができます。CAMPS は、驚くべき作曲結果を生成します。

CAMPS には自動作曲を行う方法が、再作曲ダイアログボックスをはじめとしていくつもあります。再
作曲ダイアログボックスは、メロディーや和音、リズムを再作曲するためのパラメータを設定し、ボタ
ンをクリックするだけで、再作曲します。この作業を繰り返すだけで、何百もの結果を引き出すことに
なります。

作成したラインブロックのトラックに設定されているカテゴリーによって、相応しい作曲ロジックを選
択し作曲します。

ドキュメントウインドウから
再作曲したいラインブロックを選択し、ラインメニューの再作曲...アイテムを選択し、再作曲ダイアロ
グボックスを開きます。再作曲ダイアログボックスでは、選択したラインブロックの全てのラインデー
タを再作曲するための、いくつかの設定を行います。

ピアノロールエディター/楽譜エディターから
再作曲したい音符を選択し、ラインメニューの再作曲...アイテムを選択し、再作曲ダイアログボックス
を開きます。再作曲ダイアログボックスでは、選択した音符を再作曲するための、いくつかの設定を行
います。

関連するページ:

再作曲ダイアログボックス

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/Harmonize/Main.htm
file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/Compose/Main.htm
file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/Compose/Main.htm


マウスで描画する自動作曲 �
コンテンツ

CAMPS の使い方

�

CAMPS に標準 MIDI ファイルを読み込み、手動、あるいは、自動でコードを定義するだけで、自動作
曲が可能になります。定義されたコードや元のラインデータの自動分析を元に、何百もの自動作曲結果
を得ることができます。CAMPS は、驚くべき作曲結果を生成します。

CAMPS には自動作曲を行う方法が、再作曲ダイアログボックスのメロディドロータグをはじめとして
いくつもあります。メロディドロータグは、音程の外形を描画することによって、自動作曲結果の音程
の方向を制御することができます。メロディーや和音の音程の流れを描画し、ボタンをクリックするだ
けで、再作曲します。この作業を繰り返すだけで、何百もの結果を引き出すことになります。

作成したラインブロックのトラックに設定されているカテゴリーによって、相応しい作曲ロジックを選
択し作曲します。

ドキュメントウインドウから
再作曲したいラインブロックを選択し、ラインメニューの再作曲...アイテムを選択し、再作曲ダイアロ
グボックスを開き、メロディドロータグを選択します。メロディドロータグでは、選択したラインブ
ロックの全てのラインデータを再作曲するための、音程の流れを描画します。

ピアノロールエディター/楽譜エディターから
再作曲したい音符を選択し、ラインメニューの再作曲...アイテムを選択し、再作曲ダイアログボックス
を開き、メロディドロータグを選択します。メロディドロータグでは、選択した音符を再作曲するため
の、音程の流れを描画します。

関連するページ:

再作曲ダイアログボックス

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/Harmonize/Main.htm
file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/Compose/Main.htm
file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/Compose/Draw.htm
file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/Compose/Main.htm


テイクについて �
コンテンツ

CAMPS の使い方

�

それぞれのラインブロックには、複数のテイクを格納することができます。テイクは、ラインデータを
管理します。これにより、複数のラインデータを管理でき、テイクを切り替えることによって、ライン
データを比較することが可能になります。

ラインデータの編集や再生は、現在選択されているテイクに対して行われ、その他のテイクは影響しま
せん。ラインブロックを削除すると、全てのテイクも削除されます。

テイクの管理は、テイク一覧ダイアログボックスで行います。テイク一覧ダイアログボックスでは、テ
イクの選択や生成、削除、試聴を行います。

ドキュメントウインドウから
テイクを編集したいラインブロックを選択し、ラインメニューのテイク/テイクの一覧...アイテムを選択
し、テイク一覧ダイアログボックスを開きます。テイク一覧ダイアログボックスでは、選択したライン
ブロックのテイクを管理します。

イベントリストエディター/ピアノロールエディター/コントロール描画エディター/楽譜エディターから
ラインメニューのテイク/テイクの一覧...アイテムを選択し、テイク一覧ダイアログボックスを開きま
す。テイク一覧ダイアログボックスを開きます。テイク一覧ダイアログボックスでは、編集対象となっ
ているラインブロックのテイクを管理します。

関連するページ:

テイク一覧ダイアログボックス



自動ヴォイシング �
コンテンツ

CAMPS の使い方

�

ほとんどのメロディラインは一連の単音で構成されていますが、音楽的な変化や効果を与えるために和
音を加えることもあります。このメロディ上の和音化する様々なアレンジを、ヴォイシングといいま
す。

CAMPS は、選択されている音符を自動
的に分析し、割り当てられているコード
にもとづき、様々な種類のヴォイシング
を行います。

ピアノロールエディター/楽譜エディターから
ヴォイシングしたい音符を選択し、ラインメニューのヴォイシング...アイテムを選択し、ヴォイシング
ダイアログボックスを開きます。ヴォイシングダイアログボックスでは、選択されているそれぞれの音
符に対して、ヴォイシングの種類やハーモニックテンション、声数を設定し、ヴォイシングを行いま
す。また、コードボタンをクリックして開くメニューのリハーモナイズ...アイテムを選択することに
よって、割り当てられているコードとは異なるコードでヴォイシングを行う、リハーモナイズ用のコー
ドを指定することができます。

関連するページ:

ヴォイシングダイアログボックス

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/Voicing/ChdConst/main.htm
file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/Voicing/ChdConst/main.htm


スケールスペリングの自動表示 �
コンテンツ

CAMPS の使い方

�

他のシーケンサーとは異なり、CAMPS は自動的に音符のコードに対するスケールを表示することがで
きます。また、各コードのアボイドノートやコードトーン、スケール音を表示することができます。こ
れらの機能によって、音符やコードによって、メロディーとハーモニーの関連を即座に確認することが
できます。

音符のスケール表示
コードが定義されている場合、ピアノロールエディターや楽譜
エディター上で音符上にマウスカーソルを移動することによっ
て、コードトーンやテンション音（Root, b3, 9 等）を表示しま
す。

コードのスケールスペリング表示
コードが定義されている場合、それぞれのコードのスケールスペリングをルートからのインターバルリ
スト（R, 3,5,7 等）で表示させることができます。スケールスペリングを表示するには、ドキュメント
ウインドウやピアノロールエディター上で、表示メニューのコード表示/スケールスペリングアイテム
を選択します。

アボイドノート、コードトーン、スケール音の表示
コードが定義されている場合、それぞれのコードのスケール音
やコードトーン、アボイドノートをピアノロールエディターの
ピアノロールエリアに表示させることができます。これらを表
示するには、ピアノロールエディター上で、表示メニューの音
表示サブメニューの各アイテムを選択します。各アイテムを選
択すると、対応する音以外の音が灰色に塗りつぶされます。



歌詞の使い方 �
コンテンツ

CAMPS の使い方

�

歌詞イベントは、曲中の歌詞を扱います。歌詞は、生成や編集、コピー、複製、移動、削除などの処理
をすることができます。CAMPS では、この他にもテキストイベントを扱いますが、他のテキストイベ
ントはドキュメント単位に管理されるのに対して、歌詞はラインブロックで管理されます。

歌詞は、イベントリストエディターやピアノロールエディター、コントロール描画エディターで表示や
編集ができます。また、楽譜エディターでは表示のみが可能です。

歌詞の新規作成

ピアノロールエディター/コントロール描画エディターから
歌詞エリア上で歌詞を作成したい位置で右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから新規
歌詞を選択します。アイテムを選択するとエディットボックスが表示されますので、歌詞を入力しま
す。

イベントリストエディターから
歌詞を作成したい位置で右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから新規歌詞を選択しま
す。作成された歌詞アイテムのデータ部分をダブルクリックして、文字の編集ダイアログボックスを開
き、歌詞を入力します。

関連するページ:

歌詞エリア



ラインデータやコードの再生 �
コンテンツ

CAMPS の使い方

�

CAMPS には MIDI データを再生する方法がを行う方法がいくつもあります。使用しているエディターや選
択したコマンドによって、各状況で最も適した再生が行われます。

CAMPS には、５つの再生方法があります :

右ボタン・クリックして開くコンテキストメニューの～を再生アイテム●   

入出力メニューの部分再生アイテム●   

入出力メニューの再生アイテム●   

再生ツールバーの再生ボタン●   

各エディターのエディットボタンの部分再生ボタン●   

コマンド ドキュメントウインドウ上 他のライン系エディター上

再生ボタン ( 再生ツールバー )
再生アイテム ( 入出力メニュー )

トラック 1, 3 トラック 1 + ラインデータ 2, 3

～を再生アイテム
( コンテキストメニュー )

コード コードトラック 5, 6 コードトラック 2 + ライン
データ 2

ラインデータ ラインブロック 5, 6 + コード 4 X

部分再生アイテム ( 入出力メニュー )
部分再生ボタン ( エディットボタン )

X コードトラック 4 + ライン
データ 2

～と一緒に再生アイテム
( コンテキストメニュー )

コード コードトラック 5 + トラック
1, 7

コードトラック 2 + ライン
データ 2 + トラック 1

ラインデータ ラインブロック 5 + トラック
1, 7 + コード 4

X

他トラックと一緒に再生アイテム
( 入出力メニュー )
他トラックと一緒に再生ボタン
( エディットボタン )

X コードトラック 4 + ライン
データ 2 + トラック 1

（各ダイアログボックス上で） コード関連のダイアログボッ
クス

ライン関連のダイアログボッ
クス

再生ボタン コードトラック 2 コードトラック 4 + ライン
データ 2

他と一緒に再生ボタン コードトラック 2 + トラック 1 コードトラック 4 + ライン
データ 2 + トラック 1

注
1 再生トラックボタンがオンのトラックが再生されます。
2 該当するトラックの再生トラックボタンがオフの場合でも再生されます。
3 ループ範囲を自動的に再設定せずに、現在設定されているループ範囲を使用して再生されます。
4 コードトラックの再生トラックボタンがオンの場合に再生されます。
5 該当するトラックの再生トラックボタンがオフの場合、自動的にオンに設定されます。
6 他の全ての（ライン）トラックの再生トラックボタンが自動的にオフに設定されます。
7 再生トラックボタンがオンの（ライン）トラックがない場合は、自動的に全ての（ライン）トラックをオ
ンに設定します。



関連するページ:

ダイアログボックス上での再生について



ラインデータの録音 �
コンテンツ

CAMPS の使い方

�

CAMPS には MIDI データを録音する方法が、いくつもあります。使用しているエディターや選択した
コマンドによって、各状況で最も適した録音を行われます。

ドキュメントウインドウやイベントリストエディター、ピアノロールエディター、コントロール描画エ
ディター、楽譜エディター上で、リアルタイム録音とオーバーダビング録音、ステップ録音の３通りの
録音が可能です。

録音は、１度に１トラックのみが可能です。ドキュメントウインドウで録音する場合、対象とするト
ラックの録音トラックボタン (トラックエリア) をオンにしておく必要があります。イベントリスト、ピ
アノロール、コントロール描画、楽譜エディターで録音する場合、対象となるトラック (ラインブロッ
ク) は既に選択されているので、ただちに録音を開始できる状態にあります。

CAMPS には、２つの録音方法があります :

入出力メニューの録音サブメニューの各アイテム●   

録音ツールバーの各録音ボタン●   

３つのコマンドで録音方式を選択し、録音を開始します :

録音 通常のリアルタイム録音を開始します。●   

オーバーダビング録音 オーバーダビング録音を開始します。●   

ステップ録音 ステップ録音を開始します。●   

注意
録音中は、再生トラックボタンがオンのトラックが同時に再生されます。

関連するページ:

録音ツールバーの使い方



ダイアログボックス � コンテンツ

� �

ダイアログボックス 40以上のダイアログボックスが、作曲作業を支援します。

�

コード関連 コード進行生成 選択されているコードコンテナやコー
ドブロックに対する代替えコードの選
択や、未定義のコードやコード進行に
対するコード進行の割り当てを行いま
す。

ハーモナイズ ラインデータの音程からコード進行を
導き出す、ハーモナイズを行います。

コード検出 選択されたコードコンテナに、MIDI 楽
器からの入力によって指定されたコー
ドを、割り当てます。

コード組み立て 選択されているコードコンテナに、シ
ンボルやクオリティー、テンションを
手動で組み立てたコードを割り当てま
す。

新規コード コードブロックに生成する、新規コー
ドコンテナの設定を行います。

新規コードブロック 新規に生成するコードブロックの設定
を行います。

�

ライン関連 再作曲 割り当てられているコード進行や元の
メロディーライン、設定されたパラ
メーター、メロディーラインの描画等
を元に、選択されているラインデータ
を再作曲します。

ヴォイシング 選択されているリード音に対して、
ヴォイシングを行います。

不協音検出 選択されている音符と不協な音程を持
つ音符を、検出します。

クォンタイズ イベントの開始時間を、設定されたグ
リッドに沿って、調整します。

トランスポーズ 選択されている音符の音程を、半音単
位に転位させます。

音長調節 選択されている音符の長さを、調節し
ます。

ベロシティ調節 選択されている音符のベロシティ（音
量）を、調節します。

音程の再配置 選択された音符の音程を、別の音程に
再配置します。異なる MIDI デバイス
（音源等）間でのドラムキーの調整に
使用します。

ドラムス譜の設定 楽譜エディターのドラムス譜の表示
を、カスタマイズします。



�

新規ラインブロック
(メニューバーから)

ドキュメントウインドウで、メニュー
バーより新規作成するラインブロック
に対して、ラインデータを自動生成す
るか等の設定を行います。

新規ラインブロック ドキュメントウインドウで、コンテキ
ストメニューより新規作成するライン
ブロックに対して、ラインデータを自
動生成するか等の設定を行います。

新規ラインブロック
(ドラムス用)

ドキュメントウインドウで、ドラムス
トラックでのコンテキストメニューよ
り新規作成するラインブロックに対し
て、ラインデータを自動生成するか等
の設定を行います。

テイク一覧 選択されているラインブロックに対し
て、テイクの生成や削除、試聴を行い
ます。新規に生成するテイクは、ライ
ンデータを自動生成させることもでき
ます。

新規テイク 選択されているラインブロックに対し
て、新規に生成するテイクの名前など
の属性を設定します。新規に生成する
テイクにラインデータを自動生成する
かどうかを選択することが出来ます。

新規テイク
(ドラムス用)

選択されているドラムストラックのラ
インブロックに対して、新規に生成す
るテイクの名前などの属性を設定しま
す。新規に生成するテイクにライン
データを自動生成するかどうかを選択
することが出来ます。

�

イベント関連 新規イベント イベントリストエディターに新規に追
加するイベントの種類を指定します。

コントロールの選択
(イベントリストエディターから)

イベントリストエディターで、選択さ
れているコントロールチェンジイベン
トのコントロールを設定します。

コントロールの選択
(コントロール描画エディターから)

コントロール描画エディターでコント
ロールチェンジイベントを編集対象と
する場合、編集するコントロールを指
定します。

プログラムの選択 イベントリストエディターで、選択さ
れているプログラムチェンジイベント
のプログラムを設定します。

キーの選択
(イベントリストエディターから)

イベントリストエディターで、選択さ
れているポリアフタータッチイベント
の対象キーを設定します。

キーの選択
(コントロール描画エディターから)

コントロール描画エディターでポリア
フタータッチイベントを編集対象とす
る場合、編集するキーを指定します。



ドラムキーの選択 イベントリストエディターで、選択さ
れている音符イベントにドラムキー
（打楽器）を設定します。

システムエクスクルーシブイベントの編集 イベントリストエディターで、選択さ
れているシステムエクスクルーシブイ
ベントのデータを編集します。

値の調節 選択されたイベントやテンポの値を調
節します。

表示イベント イベントリストエディターに表示する
イベントの制限を設定します。

�

テキスト関連 新規文字情報 新規に作成する文字情報の種類を選択
します。

メモ ドキュメントやトラック、ラインブ
ロック単位にテキスト形式のメモを登
録します。

�

その他 表示域を移動 エディターの表示する場所を小節で指
定します。

�

初期設定 アプリケーションの基本的な操作や表
示の設定を行います。

新規ドキュメント設定 新規にドキュメントを作成する場合の
ディフォルト値を設定し、新規にド
キュメントを作成します。

MIDI設定 アプリケーション全般の MIDI 入出力の
設定を行います。

拍子記号設定 小節に対して、拍子記号を設定しま
す。

グリッド設定 ドキュメントウインドウや各エディ
ターのそれぞれのエリアに対して編集
用のグリッド設定します。

SMPTEオフセットタイム設定 演奏（録音）時に SMPTE で同期する
場合のオフセットタイムを設定しま
す。

�

SMF保存オプション ドキュメントを標準 MIDI ファイルとし
て保存する場合の設定を行います。

�



コード進行生成ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 コード進行生成ダイアログボックスは、選択されているコードコンテナやコードブロックに対
して、自動生成したコードやコード進行を割り当てます。

使い方 コード進行生成ダイアログボックスでは、前後のコードや、キー、モードに基づき、新しい
コード (進行) を割り当てます。（ラインデータは参照されません）

２つの再生ボタンを使うと、割り当てられたコード (進行) を試聴しながら、各種の設定をする
ことができます。

� �

アイテム コード進行スクロールエリア
ハーモニックソートボタン
生成中断/生成再開ボタン
コード名ラジオボタン
ローマ数値表記ラジオボタン
再生ボタン
他と一緒に再生ボタン
停止ボタン
次のチェックボタン
前のチェックボタン
OKボタン
キャンセルボタン
ヘルプボタン

� �

開き方 ドキュメントウインドウ
ピアノロールエディター
から開く

コードメニューから生成...を選ぶと、ダイアログボックスが開きま
す。
代わりに、対象となるコード（コードブロック）を右ボタン・ク
リックし、開いたコンテキストメニューからアクション/生成...を選
ぶと、ダイアログボックスが開きます。

 コードメニューから生成...を選ぶ場合、あらかじめ、編集の対象となるコードコンテナが
選択されている必要があります。選択されていない場合、このメニューアイテムは使用できま
せん。



コード進行生成ダイアログボックスのアイテム � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスの使い方

� �

生成されたコード進行の
選択

コード進行
スクロールエリア

生成されたコード進行を表示します。

ハーモニックソート
ボタン

コード進行スクロールエリアに表示されているコード
(進行) 群を、基本的なものから高度なものの順に並べ
直します。

生成中断/生成再開
ボタン

コード進行の生成を中断したり、再開したりします。

生成されたコード進行の
表示方法

コード名
ラジオボタン

コード進行スクロールエリアに表示されるコードを、
コード名表示に設定します。

ローマ数値表記
ラジオボタン

コード進行スクロールエリアに表示されるコードを、
ローマ数値表記表示に設定します。

試聴 再生 再生ボタン (シングルスピーカー) をクリックする
と、コード進行スクロールエリアで現在選択されてい
るコード (進行) が、演奏されます。

他と一緒に再生 他と一緒に再生ボタン (ダブルスピーカー) をクリッ
クしておくと、コード進行スクロールエリアで現在選
択されているコード (進行) と共に、ドキュメントウ
インドウの再生トラックボタンがアクティブなトラッ
クが、演奏されます。

停止 演奏を停止するには、停止ボタン (右端のボタン) を
クリックします。

次のチェック
ボタン

コード進行スクロールエリアで、現在選択されている
アイテムの直後にチェックマークがついているアイテ
ムに、選択を移します。

前のチェック
ボタン

コード進行スクロールエリアで、現在選択されている
アイテムの直前にチェックマークがついているアイテ
ムに、選択を移します。

ダイアログボックスの終了 OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、 コード進行生成ダイア
ログボックスは閉じ、選択されているコードコンテナ
に、生成されたコード (進行) が割り当てられます。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、
コード進行生成ダイアログボックスを閉じます。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが
開きます。



�

� �



コード進行生成ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

コード進行の生成 コード進行生成ダイアログボックスを開くと、ドキュメントウインドウなどのコード
エリアで選択されているコードコンテナ用に、差し替えコード (進行) を自動生成しま
す。この場合、コードコンテナ前後の隣接するコードとスムーズなつながりを維持す
るコード (進行) だけが、生成されます。また生成されるコード (進行) 内の各コード同
志も、スムーズなつながりを維持するものが、生成されます。

コードを生成したいコードコンテナを右ボタン・クリックし、開いたコンテンツメ
ニューの代替を選ぶと、生成されたコード (進行) の一覧が表示されます。ここに表示
されるアイテムは、コード進行生成ダイアログボックスで得られる結果と同じです。
生成されたコード (進行) が多い場合は、いくつかのコード (進行) だけが表示され、先
頭のメニューアイテムに他の候補...と表示されます。これを選択すると、コード進行
生成ダイアログボックスが開き、生成された全てのコード (進行) を表示します。

 コード進行生成ダイアログボックスを開いた際、ドキュメントウインドウまたは
ピアノロールエディターのコードエリアで、該当するコードにもともと割り当てられ
ていたキーとモードおよびコードファンクションが、デフォルトで選択されていま
す。生成されるコード (進行) は、このデフォルト設定のキーとモードおよびコード
ファンクションに属するコードの中から抽出されます。キーとモードおよびコード
ファンクション設定を変更するには、ドキュメントウインドウまたはピアノロールエ
ディターのコードエリアで、該当するコードのキーとモードの設定およびコードファ
ンクションの設定を変更してから、コード進行生成ダイアログボックスを開きます。

 一般的に、コードファンクションを多く選ぶほど、検出されるコード数は増えま
す。

下図のように、初めと終わりのコードが決まっていて途中のコード進行が決まってい
ないなど、未決定コードが途中にある場合、コード進行生成ダイアログボックスは有
効です。下図のように、未決定コードを選択して、生成...メニューアイテムを選択し
ます。

�

関連するページ:

生成されたコード進行の選択
試聴・ダイアログボックスの終了

�



コード進行生成ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

生成された
コード進行の選択

コード進行
スクロールエリア

生成されたコード (進行) は、コード進行スクロールエリアに一
覧表示されます。この中から、最終的に気に入ったコード (進
行) を選択します。ドキュメントウインドウなどのコードエリア
で選択されているコード (進行) の表示は、このスクロールエリ
ア内の選択とシンクロしていて、このダイアログボックスで選
択されたコード (進行) と、一時的に置き換わります。 気に入っ
たコード (進行) の左側にチェックマークを入れておくと、次の
チェック/前のチェックボタンで、チェックマークを入れたコー
ド (進行) を簡単に頭出しすることができます。

 一時的に選択されたコード (進行) を、前後のコードと続け
て試聴することができます。これには、ダイアログボックスを
開いた状態で、ドキュメントウインドウなどの小節エリア内
で、試聴したい領域 (ループ範囲) を設定して試聴します。。

ハーモニックソート
ボタン

コード進行スクロールエリアに表示されているコード (進行) 群
を、基本的なものから高度なものの順に並べ直します。コード
(進行) に含まれるコード数が多い場合、表示順は必ずしも絶対
的なものにはなりません。ソート後このボタンは灰色 (ディス
エーブル状態) になり、再度コード生成処理をするまで使用でき
ません。



生成中断/生成再開
ボタン

コード (進行) の生成は、状況によっては膨大な数になります。
生成途中に中断したい場合や、中断した状態から再開したい場
合は、生成中断/生成再開ボタンをクリックします。生成が完全
に終了した場合、このボタンは「生成完了」と表示が変わり、
ディスエーブル状態になります。

コード名
ローマ数値表記
ラジオボタン

コード進行スクロールエリアのコード表示形式は、コード名ま
たはローマ数値表記ラジオボタンをクリックして選択します。

�

関連するページ:

コード進行の生成
試聴・ダイアログボックスの終了

�



コード進行生成ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

試聴 再生
他と一緒に再生
停止
ボタン

再生ボタン (シングルスピーカー) をクリックすると、コード進
行スクロールエリアで現在選択されているコード進行が演奏さ
れます。
他と一緒に再生ボタン (ダブルスピーカー) をクリックすると、
コード進行スクロールエリアで現在選択されているコード (進
行) と共に、 ドキュメントウインドウの再生トラックボタンがア
クティブなトラックが、演奏されます。

再生は、選択されているコード進行の範囲を繰り返し演奏しま
す。 演奏を停止するには、停止ボタン(右端のボタン)をクリッ
クします。
再生させながらコード進行スクロールエリアの選択を変えるこ
とによって、異なるコード (進行) を次々に試聴することができ
ます。

次のチェック
前のチェック
ボタン

膨大な数のコード (進行) が生成された場合、コード進行スク
ロールエリア上で気に入ったコード (進行) の左横に チェック
マークを入れておきます。次のチェックボタンと前のチェック
ボタンをクリックすると、チェックマークの入った次または前
のコード進行が頭出しされます。

ダイアログボックスの
終了

OK
ボタン

コード進行スクロールエリア内のコード進行を１つ選択し、OK
ボタンをクリックすると、コード進行生成ダイアログボックス
は閉じ、 ドキュメントウインドウまたはピアノロールエディ
ターで選択されていたコード進行が置き換わります。

 １つのコードブロック内では、隣接するコードとスムーズ
なつながりを維持するコードだけが生成されます。

�

関連するページ:

コード進行の生成
生成されたコード進行の選択

�



ハーモナイズダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 ハーモナイズダイアログボックスでは、 ラインデータの音程を自動的に分析し、この結果から
コード (進行) を導き出す ハーモナイズ処理を行います。

使い方 ハーモナイズダイアログボックスを開くと、選択されているコードコンテナに該当するトラッ
クの内、選択されたトラックのラインデータを分析して、キーとモードを検出します。
検出されたキーとモードスクロールエリアからキーとモードを選択をして、更にこのキーと
モードの中から、使用するコードファンクションを選択すると、これらをもとにコード進行を
検出します。

２つの再生ボタンを使うと、検出されたコード (進行) を試聴しながら、各種の設定をすること
ができます。

� �

アイテム 分析されるトラックスクロールエリア
検出されたキーとモードスクロールエリア
使用するコードファンクションチェックボックス
調号 (Key Signature)表示領域
キーとモード表示領域
検出されたコード（進行）スクロールエリア
ハーモニックソートボタン
検出中断/検出再開ボタン
コード名ラジオボタン
ローマ数値表記ラジオボタン
再生ボタン
他と一緒に再生ボタン
停止ボタン
次のチェックボタン
前のチェックボタン
OKボタン
キャンセルボタン
ヘルプボタン

� �



開き方 ドキュメントウインドウ
ピアノロールエディター
から開く

コードメニューからハーモナイズ...を選ぶと、ダイアログボックス
が開きます。
代わりに、対象となるコード（コードブロック）を右ボタン・ク
リックし、開いたコンテキストメニューからアクション/ハーモナ
イズ...を選ぶと、ダイアログボックスが開きます。

 コードメニューからハーモナイズ...を選ぶ場合、あらかじめ、編集の対象となるコードコ
ンテナが選択されている必要があります。選択されていない場合、このメニューアイテムは使
用できません。

� �



ハーモナイズダイアログボックスのアイテム � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスの使い方

� �

分析するトラックの選択 分析されるトラック
スクロールエリア

ドキュメントウインドウ内にあるトラッ
クのリストが表示されます。分析対象と
したいトラックにチェックを入れます。

キーとモードの選択 検出されたキーとモード
スクロールエリア

キーとモードが検出されていくにつれ
て、分析結果が表示されていきます。表
示される順序は、ラインデータとの適合
度の高い順に並べられます。各アイテム
のキーとモードの左に適合度が表示され
ます。

調号 (Key Signature)
表示領域

検出されたキーとモードスクロールエリ
アで選択されたキーとモードに対応した
調号が、譜面形式で表示されます。

キーとモード
表示領域

検出されたキーとモードスクロールエリ
アで選択されたキーとモードに対応した
調号が、アルファベット形式で表示され
ます。

コードファンクションの選択 使用するコードファンクション
チェックボックス

検出されたキーとモードスクロールエリ
アで選択されたキーとモードのもとで、
使用するコードファンクションを選択し
ます。選択したいコードファンクション
に、チェックマークを入れます。チェッ
クマークが１つも入っていない場合、
コード (進行) は検出されません。

検出されたコード進行の
選択

検出されたコード（進行）
スクロールエリア

検出されたキーとモードスクロールエリ
アで選択されたキーとモードの中で、使
用するコードファンクションチェック
ボックスで指定されたコードファンク
ションに属するコードだけを使って、自
動ハーモナイズしたコード (進行) を表示
します。

ハーモニックソート
ボタン

検出されたコード（進行）スクロールエ
リアに表示されているコード (進行) 群
を、基本的なものから高度なものの順に
並べ直します。

検出中断/検出再開
ボタン

コード (進行) の検出を中断したり、再開
したりします。

検出されたコード進行の
表示方法

コード名
ラジオボタン

検出されたコード（進行）スクロールエ
リアに表示されるコードを、コード名表
示に設定します。

ローマ数値表記
ラジオボタン

検出されたコード（進行）スクロールエ
リアに表示されるコードを、ローマ数値
表記表示に設定します。

試聴 再生 再生ボタン (シングルスピーカー) をク
リックすると、検出されたコード（進
行）スクロールエリアで現在選択されて
いるコード (進行) が、演奏されます。



他と一緒に再生 他と一緒に再生ボタン (ダブルスピー
カー) をクリックしておくと、検出された
コード（進行）スクロールエリアで現在
選択されているコード (進行) と共に、ド
キュメントウインドウの再生トラックボ
タンがアクティブなトラックが、演奏さ
れます。

停止 演奏を停止するには、停止ボタン (右端の
ボタン) をクリックします。

次のチェック
ボタン

検出されたコード（進行）スクロールエ
リアで、現在選択されているアイテムの
直後にチェックマークがついているアイ
テムに、選択を移します。

前のチェック
ボタン

検出されたコード（進行）スクロールエ
リアで、現在選択されているアイテムの
直前にチェックマークがついているアイ
テムに、選択を移します。

ダイアログボックスの終了 OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、 ハーモナイ
ズダイアログボックスは閉じ、選択され
ているコードやコードブロックは、検出
されたコード (進行) に置き換わります。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何
もせずに、ハーモナイズダイアログボッ
クスを閉じます。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘル
プファイルが開きます。

�
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ハーモナイズダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

分析するトラックの
選択

分析されるトラック
スクロールエリア

分析されるトラックスクロールエリアでは、分析の対象とす
るトラックを選択します。対象としたいトラックにチェック
を入れます。
ダイアログボックスを開くと、ドキュメントウインドウの再
生トラックボタンがアクティブなトラックにチェックが入っ
ています。この状態で、ハーモナイズが開始します。

トラック名の左に表示されている記号はカテゴリーを示して
います。
<M>: メロディー、<C>: コンピング、<O>: オブリガー
ト、<B>: ベース、<S>: ストリングス。
カテゴリーがドラムスのトラックは、分析されるトラックス
クロールエリアには表示されません。

分析されるトラックが選択されると、まず、これらのトラッ
クのラインデータをもとにキーとモードの検出が、自動的に
開始されます。

分析されるトラックの選択を変更すると、検出されたキーと
モードスクロールエリアの結果が消去され、キーとモードの
検出から新たに開始します。

�

関連するページ:

キーとモードの選択
コードファンクションの選択
検出されたコード進行の選択
試聴・ダイアログボックスの終了

�



ハーモナイズダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

キーとモードの選択 検出されたキーとモード
スクロールエリア

検出されたキーとモード スクロールエリアには、検出さ
れたキーとモードの一覧が表示されます。キーとモード
を変えてコード進行を検出したい場合は、選択を変えま
す。選択されたキーとモードは、調号 (Key Signature) 表
示領域やキーとモード表示領域に表示されます。

「オリジナル」（最初のアイテム）は、選択されている
コードコンテナにもともと割り当てられているキーと
モードを、表示します。初めに、このオリジナルのキー
とモードで、コードの検出が開始されます。

 この場合、オリジナルのキーとモードのもとで、も
ともと割り当てられているコードファンクションに属す
るコードの中から、コードの検出をします。

キーとモードの選択を変更すると、検出されたコード
（進行）スクロールエリアの結果が消去され、新規に選
択されたキーとモードのもとで、新たにコードの検出が
開始されます。

 この場合、新規に選択されたキーとモードのもと
で、使用するコードファンクションチェックボックスで
選択指定されているコードファンクションに属するコー
ドの中から、コードの検出をします。

�

関連するページ:

分析するトラックの選択
コードファンクションの選択
検出されたコード進行の選択
試聴・ダイアログボックスの終了

�



ハーモナイズダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

コードファンクション
の選択

使用する
コードファンクション
チェックボックス

検出されたキーとモード スクロールエリアで選択した
キーとモードのもとで、どのコードファンクションに属
するコードの中からコードの検出をするのかを、選択し
ます。CAMPS v4 では、コードファンクション
を、Diatonic、Sec. Dominant、Sub V、Diminished の４
つに分類しています。使用したいコードファンクション
に、チェックマークを入れます。

 一般的に、コードファンクションを多く選ぶほど、
検出されるコード数は増えます。

ハーモナイズダイアログボックスを開いた際、ドキュメ
ントウインドウまたはピアノロールエディターのコード
エリアで、該当するコードにもともと割り当てられてい
たコードファンクションが、デフォルトで選択されてい
ます。

 検出されたキーとモード スクロールエリアで「オリ
ジナル」 (最初のアイテム) が選択されている場合、コー
ドファンクションの設定や変更は出来ません。変更する
には、ドキュメントウインドウまたはピアノロールエ
ディターのコードエリアで、該当するコードのコード
ファンクションの設定を変更してから、ハーモナイズダ
イアログボックスを開きます。

使用するコードファンクションの選択を変更すると、検
出されたコード（進行）スクロールエリアの結果が消去
され、新規に選択されたコードファンクションに属する
コードの中から、新たにコードの検出が開始されます。

�

関連するページ:

分析するトラックの選択
検出されたコード進行の選択
試聴・ダイアログボックスの終了

�



ハーモナイズダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

検出されたコード進行の
選択

検出されたコード（進行）
スクロールエリア

検出されたコード (進行) は、検出されたコード（進
行）スクロールエリアに一覧表示されます。この中か
ら、最終的に気に入ったコード (進行) を選択します。
ドキュメントウインドウなどのコードエリアで選択され
ているコード (進行) の表示は、このスクロールエリア
内の選択とシンクロしていて、このダイアログボックス
で選択されたコード (進行) と、一時的に置き換わりま
す。 気に入ったコード (進行) の左側にチェックマーク
を入れておくと、次のチェック/前のチェックボタン
で、チェックマークを入れたコード (進行) を簡単に頭
出しすることができます。

 一時的に選択されたコード (進行) を、前後のコー
ドと続けて試聴することができます。これには、ダイア
ログボックスを開いた状態で、ドキュメントウインドウ
などの小節エリア内で、試聴したい領域 (ループ範囲)
を設定して試聴します。



ハーモニックソート
ボタン

検出されたコード（進行）スクロールエリアに表示され
ているコード (進行) 群を、基本的なものから高度なも
のの順に並べ直します。コード (進行) に含まれるコー
ド数が多い場合、表示順は必ずしも絶対的なものにはな
りません。ソート後このボタンは灰色 (ディスエーブル
状態) になり、再度コード検出処理をするまで使用でき
ません。

検出中断/検出再開
ボタン

コード (進行) の検出は、状況によっては膨大な数にな
ります。検出途中に中断したい場合や、中断した状態か
ら再開したい場合は、検出中断/検出再開ボタンをク
リックします。検出が完全に終了した場合、このボタン
は「検出完了」と表示が変わり、ディスエーブル状態に
なります。

コード名
ローマ数値表記
ラジオボタン

検出されたコード（進行）スクロールエリアのコード表
示形式は、コード名またはローマ数値表記ラジオボタン
をクリックして選択します。

�

関連するページ:

分析するトラックの選択
キーとモードの選択
コードファンクションの選択
試聴・ダイアログボックスの終了

�



ハーモナイズダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

試聴 再生
他と一緒に再生
停止
ボタン

再生ボタン(シングルスピーカー) をクリックすると、検出され
たコード（進行）スクロールエリアで現在選択されているコー
ド (進行) が演奏されます。
他と一緒に再生ボタン(ダブルスピーカー) をクリックすると、
検出されたコード（進行）スクロールエリアで現在選択されて
いるコード (進行) と共に、 ドキュメントウインドウの再生ト
ラックボタンがアクティブなトラックが、演奏されます。

再生は、選択されているコード (進行) の範囲を繰り返し演奏し
ます。 演奏を停止するには、停止ボタン(右端のボタン)をク
リックします。
再生させながら検出されたコード（進行）スクロールエリアの
選択を変えることによって、異なるコード (進行) を次々に試聴
することができます。

次のチェック
前のチェック
ボタン

膨大な数のコード (進行) が検出された場合、気に入ったコード
(進行) の左横に チェックマークを入れておきます。次のチェッ
クボタンまたは前のチェックボタンをクリックすると、チェッ
クマークの入った次または前のコード (進行) に選択がジャンプ
し、必要に応じて表示域が移動します。

ダイアログボックスの
終了

OK
ボタン

検出されたコード（進行）スクロールエリア内のコード (進行)
を１つ選択し、OKボタンをクリックすると、ハーモナイズダイ
アログボックスは閉じ、 ドキュメントウインドウまたはピアノ
ロールエディターで選択されていたコード (進行) が置き換わり
ます。

 １つのコードブロック内では、隣接するコードとスムーズ
なつながりを維持するコードだけが生成されます。

�

関連するページ:

分析するトラックの選択
キーとモードの選択
コードファンクションの選択
検出されたコード進行の選択

�



コード検出ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 コード組立ダイアログボックスでは、選択されたコードコンテナに、MIDI 楽器からの入力に
よって指定されたコードを、割り当てることができます。

使い方 コード検出ダイアログボックスでは、MIDI 楽器から入力されたピッチを検出して、別途指定さ
れたキーとモードの設定を参照しながら、考えられるコードを検出します。

２つの再生ボタンを使うと、検出されたコードを試聴しながら、各種の設定をすることができ
ます。

� �

アイテム キーとモードスクロールエリア
調号 ( Key Signature)表示領域
キーとモード表示領域
MIDI入力スクロールエリア
検出されたコードスクロールエリア
コード名ラジオボタン
ローマ数値表記ラジオボタン
再生ボタン
他と一緒に再生ボタン
停止ボタン
OKボタン
キャンセルボタン
ヘルプボタン

� �

開き方 ドキュメントウインドウ
ピアノロールエディター
から開く

コードメニューからMIDI入力から検出...を選ぶと、ダイアログボッ
クスが開きます。
代わりに、対象となるコード（コードブロック）を右ボタン・ク
リックし、開いたコンテキストメニューからアクション/MIDI入力
から検出...を選ぶと、ダイアログボックスが開きます。

 コードメニューからMIDI入力から検出...を選ぶ場合、あらかじめ、編集の対象となるコー
ドコンテナが選択されている必要があります。選択されていない場合、このメニューアイテム
は使用できません。

� �



コード検出ダイアログボックスのアイテム � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスの使い方

� �

コード検出の設定 キーとモード
スクロールエリア

検出するコードのキーとモードを制限します。ここで
は、複数のキーとモードを選択することが出来ます。

調号 (Key Signature)
表示領域

キーとモードスクロールエリアで指定されたキーと
モードに対応した調号が、譜面形式で表示されます。

キーとモード
表示領域

キーとモードスクロールエリアで指定されたキーと
モードに対応した調号が、アルファベット形式で表示
されます。

MIDI入力
スクロールエリア

MIDI入力から検出されたピッチが表示されます。
「ピッチ名:スケールスペリング」の形式で表示され
ます。

検出されたコードの
選択

検出されたコード
スクロールエリア

キーとモードスクロールエリアの設定と、MIDI入力さ
れた和音を元に検出されたコードを表示します。

検出されたコードの
表示方法

コード名
ラジオボタン

検出されたコードスクロールエリアに表示されるコー
ドを、コード名表示に設定します。

ローマ数値表記
ラジオボタン

検出されたコードスクロールエリアに表示されるコー
ドを、ローマ数値表記表示に設定します。

試聴 再生 再生ボタン (シングルスピーカー) をクリックする
と、検出されたコードスクロールエリアで現在選択さ
れているコードが、演奏されます。

他と一緒に再生 他と一緒に再生ボタン (ダブルスピーカー) をクリッ
クしておくと、検出されたコードスクロールエリアで
現在選択されているコードと共に、ドキュメントウイ
ンドウの再生トラックボタンがアクティブなトラック
が、演奏されます。

停止 演奏を停止するには、停止ボタン (右端のボタン) を
クリックします。

ダイアログボックスの終了 OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、 コード検出ダイアログ
ボックスは閉じ、選択されているコードコンテナに、
検出されたコードが割り当てられます。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、 何もせずに、
コード検出ダイアログボックスを閉じます。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが
開きます。

�
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コード検出ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

コード検出の設定 キーとモード
スクロールエリア

キーとモードを選択しましょう。ダイアログボックスを開いた時
は、現在選択されているコードコンテナに割り当てられている
キーとモードが、デフォルトとして選ばれています。

異なるキーとモードで検出したい場合、選択し直します。ま
た、Shift キーや Ctrl キーを押しながら選択すると、複数のキーと
モードが選択できます。複数選択しておくと MIDI 楽器からの音符
入力に適したコードを、より幅広い調性の中から、検出すること
ができます。

MIDI 楽器に入力された音符から導かれるコード名は、ここで設定
されるキーとモードに応じて、制限されます。

MIDI入力
スクロールエリア

MIDI入力スクロールエリアには、MIDI 楽器から音符入力された
ピッチが表示されます。また同時に、現在キーとモードスクロー
ルエリアで選択されているキーとモードに対応した、スケールス
ペリングが表示されます。（キーとモードスクロールエリアで複
数のアイテムが選択されている場合は、先頭のキーとモードが参
照されます。）



�

関連するページ:

検出されたコードの検出
試聴・ダイアログボックスの終了
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コード検出ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

検出されたコードの
選択

検出されたコード
スクロールエリア

検出されたコードスクロールエリアには、キーとモードスク
ロールエリアの設定に基づいて、MIDI 楽器から音符入力された
和音を元に導かれたコードの候補が、全て一覧表示されます。
表示は、基本的なものから高度なものの順となります。ドキュ
メントウインドウなどのコードエリアで選択されているコード
(進行) の表示は、このスクロールエリア内の選択とシンクロし
ていて、このダイアログボックスで選択されたコードと、一時
的に置き換わります。OKボタンをクリックすると、ドキュメン
トウインドウまたはピアノロールエディターで選択されていた
コードコンテナに、ここで選択したコードが割り当てられま
す。

 コード検出ダイアログボックスでは、選択されているコー
ドコンテナにもともと割り当てられているキーとモードおよび
コードファンクションとは無関係に、新規コードを設定する事
ができます。

 一時的に選択されたコードを、前後のコードと続けて試聴
することができます。これには、ダイアログボックスを開いた
状態で、ドキュメントウインドウなどの小節エリア内で、試聴
したい領域 (ループ範囲) を設定して試聴します。

コード名
ローマ数値表記
ラジオボタン

検出されたコードスクロールエリアのコード表示形式は、コー
ド名またはローマ数値表記ラジオボタンをクリックして選択し
ます。

�



関連するページ:

コード検出の設定
試聴・ダイアログボックスの終了
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コード検出ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

試聴 再生
他と一緒に再生
停止
ボタン

再生ボタン(シングルスピーカー) をクリックすると、検出され
たコードスクロールエリアで現在選択されているコードが演奏
されます。
他と一緒に再生ボタン(ダブルスピーカー) をクリックすると、
検出されたコードスクロールエリアで現在選択されているコー
ドと共に、 ドキュメントウインドウの再生トラックボタンがア
クティブなトラックが、演奏されます。

再生は、選択されているコードコンテナの範囲を繰り返し演奏
します。 演奏を停止するには、停止ボタン(右端のボタン)をク
リックします。
再生させながら検出されたコードスクロールエリアの選択を変
えることによって、異なるコードを次々に試聴することができ
ます。

ダイアログボックスの
終了

OK
ボタン

検出されたコードスクロールエリア内のコードを１つ選択
し、OKボタンをクリックすると、コード検出ダイアログボック
スは閉じ、 ドキュメントウインドウまたはピアノロールエディ
ターで選択されていたコードコンテナに、コードが割り当てら
れます。

�

関連するページ:

コード検出の設定
検出されたコードの選択
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コード組み立てダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 コード組立ダイアログボックスでは、選択されたコードコンテナに、指定したコードを割り当
てることができます。コード名の指定は、コード構成要素である、シンボル、クオリティー、
テンションの選択で行います。

使い方 現在設定されているキーとモードで使えるシンボル、クオリティー、テンション用のリストが
自動的に表示されますので、各リストからコード構成要素を選択して行くだけで、コード組立
ができます。

２つの再生ボタンを使うと、組み立てられたコードを試聴しながら、各種の設定をすることが
できます。

� �

アイテム キーとモードスクロールエリア
シンボルスクロールエリア
クオリティスクロールエリア
テンションスクロールエリア
組み立てられたコードスクロールエリア
調号 (Key Signature)表示領域
キーとモード表示領域
コード名ラジオボタン
ローマ数値表記ラジオボタン
再生ボタン
他と一緒に再生ボタン
停止ボタン
OKボタン
キャンセルボタン
ヘルプボタン

� �



開き方 ドキュメントウインドウ
ピアノロールエディター
から開く

コードメニューから組み立て...を選ぶと、ダイアログボックスが開
きます。
代わりに、対象となるコード（コードブロック）を右ボタン・ク
リックし、開いたコンテキストメニューからアクション/組み立て...
を選ぶと、ダイアログボックスが開きます。

 コードメニューから組み立て...を選ぶ場合、あらかじめ、編集の対象となるコードコンテ
ナが選択されている必要があります。選択されていない場合、このメニューアイテムは使用で
きません。

� �



コード組み立てダイアログボックスのアイテム � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスの使い方

� �

コード構成要素の選択 キーとモード
スクロールエリア

キーとモードを選択します。ここで指定されたキー
とモードに応じて、組み立てられるコードの範囲
が、自動的に変わります。ここでは、複数のキーと
モードを選択することが出来ます。

シンボル
スクロールエリア

シンボルを選択します。キーとモードスクロールエ
リアで指定されたキーとモードに応じて、音楽理論
的に意味のあるシンボル候補が全て表示されます。

クオリティ
スクロールエリア

クオリティを選択します。シンボルスクロールエリ
アで指定されたシンボルに応じて、音楽理論的に意
味のあるクオリティ候補が全て表示されます。

テンション
スクロールエリア

テンションを選択します。これまでに指定されたシ
ンボルとクオリティに応じて、音楽理論的に意味の
あるテンション候補が全て表示されます。

構成されたコードの
選択

組み立てられたコード
スクロールエリア

これまでに指定されたキーとモード、シンボル、ク
オリティによって、組み立てられたコード名候補が
全て表示されます。

調号 (Key Signature)
表示領域

キーとモードスクロールエリアで指定されたキーと
モードに対応した調号が、譜面形式で表示されま
す。

キーとモード
表示領域

キーとモードスクロールエリアで指定されたキーと
モードに対応した調号が、アルファベット形式で表
示されます。

構成されたコードの
表示方法

コード名
ラジオボタン

組み立てられたコードスクロールエリアに表示され
るコードを、コード名表示に設定します。

ローマ数値表記
ラジオボタン

組み立てられたコードスクロールエリアに表示され
るコードを、ローマ数値表記表示に設定します。

試聴 再生 再生ボタン (シングルスピーカー) をクリックする
と、組み立てられたコードスクロールエリアで選択
されているコードが、演奏されます。

他と一緒に再生 他と一緒に再生ボタン (ダブルスピーカー) をクリッ
クすると、組み立てられたコードスクロールエリア
で現在選択されているコードと共に、ドキュメント
ウインドウの再生トラックボタンがアクティブなト
ラックが、演奏されます。

停止 演奏を停止するには、停止ボタン (右端のボタン) を
クリックします。

ダイアログボックスの終了 OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、 コード組み立てダイア
ログボックスは閉じ、選択されているコードコンテ
ナに組み立てられたコードが割り当てられます。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、 何もせずに、
コード組み立てダイアログボックスを閉じます。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイル
が開きます。



�
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コード組み立てダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

コード構成要素の選択 キーとモード
スクロールエリア

コードコンテナを選択してから、コード組み立てダイアログ
ボックスを開くと、この選択されているコードコンテナに新
規コードを設定する上で必要な、キーとモード、シンボル、
クオリティー、テンションが、表示されます。

 コード組み立てダイアログボックスでは、選択されてい
るコードコンテナにもともと割り当てられているキーとモー
ドおよびコードファンクションとは無関係に、新規コードを
設定する事ができます。

次の４つのステップを必要に応じて組み合わせ、目的のコー
ドを組み立てます。

1. キーとモードスクロールエリアでは、キーとモードを選択
しましょう。ダイアログボックスを開いた時は、現在選択さ
れているコードコンテナに割り当てられているキーとモード
が、デフォルトとして選ばれています。ダイアログボックス
内で、他のキーとモードに割り当てることができます。Shift
キーや Ctrl キーを押しながら選択すると、複数のキーとモー
ドが選択できます。



シンボル
スクロールエリア

2. シンボルスクロールエリアでは、シンボルを選択しましょ
う。シンボルスクロールエリアで指定されたシンボルに応じ
て、音楽理論的に意味のあるクオリティ候補が全て、クオリ
ティスクロールエリアに表示されます。

クオリティ
スクロールエリア

3. クオリティスクロールエリアでは、クオリティを選択しま
しょう。これまでに指定されたシンボルとクオリティに応じ
て、音楽理論的に意味のあるテンション組み合わせ候補が、
テンションスクロールエリアに表示されます。



テンション
スクロールエリア

4. テンションスクロールエリアでは、テンションを選択しま
しょう。これまでに指定されたシンボル、クオリティーとテ
ンションに応じて、論理的に構成可能な同名コードが、組み
立てられたコードスクロールエリアに表示されます。

�

関連するページ:

構成されたコードの選択
試聴・ダイアログボックスの終了
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コード組み立てダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

構成されたコードの
選択

組み立てられたコード
スクロールエリア

組み立てられたコードスクロールエリアに、同じコード名
(ただしローマ数値表記は異なる) が幾つも表示された場
合、表示されるローマ数値表記を参照しながら、適切な
コード名を選択しましょう。また、アイテム左側の [+] アイ
コンをクリックすると、選択したコードの転回コード
(Inversion、インバージョン) への変更も出来ます。コード
の選択に当たっては、調号 (Key Signature) 表示領域および
キーとモード表示領域を、参照できます。ドキュメントウ
インドウなどのコードエリアで選択されているコード (進
行) の表示は、このスクロールエリア内の選択とシンクロし
ていて、このダイアログボックスで選択されたコードと、
一時的に置き換わります。

 一時的に選択されたコードを、前後のコードと続けて
試聴することができます。これには、ダイアログボックス
を開いた状態で、ドキュメントウインドウなどの小節エリ
ア内で、試聴したい領域 (ループ範囲) を設定して試聴しま
す。

コード名
ローマ数値表記
ラジオボタン

組み立てられたコードスクロールエリアのコード表示形式
は、コード名またはローマ数値表記ラジオボタンをクリッ
クして選択します。

�

関連するページ:

コード構成要素の選択
試聴・ダイアログボックスの終了
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コード組み立てダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム
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試聴 再生
他と一緒に再生
停止
ボタン

再生ボタン(シングルスピーカー) をクリックすると、組み立て
られたコードスクロールエリアで現在選択されているコードが
演奏されます。
他と一緒に再生ボタン(ダブルスピーカー) をクリックすると、
組み立てられたコードスクロールエリアで現在選択されている
コードと共に、 ドキュメントウインドウの再生トラックボタン
がアクティブなトラックが、演奏されます。

再生は、選択されているコードコンテナの範囲を繰り返し演奏
します。 演奏を停止するには、停止ボタン(右端のボタン)をク
リックします。
再生させながら組み立てられたコードスクロールエリアの選択
を変えることによって、異なるコードを次々に試聴することが
できます。

ダイアログボックスの
終了

OK
ボタン

組み立てられたコードスクロールエリア内のコードを１つ選択
し、OKボタンをクリックすると、コード組み立てダイアログ
ボックスは閉じ、 ドキュメントウインドウまたはピアノロール
エディターで選択されていたコードコンテナに、コードが割り
当てられます。

�

関連するページ:

コード構成要素の選択
構成されたコードの選択

�



新規コードダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 新規コードダイアログボックスでは、新規にコードコンテナを作成するための設定を行いま
す。

使い方 新規に作成するコードにコード進行を生成して割り当てるかどうか、コードの長さ、数、キー
やモードを設定します。

作成ボタンをクリックすると、新規にコードコンテナが作成されます。

� �

アイテム コードの数エディットボックス
コードの長さラジオボタン
その他エディットボックス
コード自動生成チェックボックス
モード選択ボックス
キー選択ボックス
作成ボタン
キャンセルボタン
ヘルプボタン

� �

開き方 ドキュメントウインドウ
ピアノロールエディター
から開く

コードを作成したいコードブロックを選択して、編集メニューの新
規コードを作成...を選ぶと、ダイアログボックスが開きます。
代わりに、作成したい位置にあるコードを右ボタン・クリックし、
開いたコンテキストメニューから新規コードを作成...を選ぶと、ダ
イアログボックスが開きます。

 編集メニューから新規コードを作成...を選ぶ場合、あらかじめ、作成したいコードブロッ
クまたはコードコンテナが選択されている必要があります。選択されていない場合、このメ
ニューアイテムは使用できません。

� �



新規コードダイアログボックスのアイテム � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスの使い方

� �

時間情報の設定 コードの数
エディットボックス

新規に作成するコードコンテナの数を設定します。上
下ボタンをクリックするか、直接、値をコンピュータ
キーボードから入力します。

コードの長さ
ラジオボタン

新規に作成するコードコンテナの長さを設定します。
設定したい長さに対応する音符のアイコンを選択しま
す。

その他
エディットボックス

新規に作成するコードコンテナの長さを設定します。
コードの長さラジオボタンに挙げられている長さ以外
の長さに設定したい場合に、使用します。左右ボタン
をクリックするか、直接、値をコンピュータキーボー
ドから入力します。

作成するコードの設定 コード自動生成
チェックボックス

新規にコードコンテナを作成した際に、コード進行を
割り当てるかどうかを選択します。割り当てたい場合
は、チェックを入れます。

モード
選択ボックス

新規に作成するコードコンテナのモードを設定しま
す。

キー
選択ボックス

新規に作成するコードコンテナのキーを設定します。

調号 (Key Signature)
表示領域

キー、モード選択ボックスで指定されたキーとモード
に対応した調号が、譜面形式で表示されます。

ダイアログボックスの終了 作成
ボタン

新規コードダイアログボックスを閉じ、設定した内容
でコードコンテナを新規に作成します。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、新
規コードダイアログボックスを閉じます。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが
開きます。

�
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新規コードダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

時間情報の設定 初めに 新規コードダイアログボックスを開く前に、作成したいコードの
挿入位置を決めておきます。コードエリアにおいて、作成したい
位置にあるコードコンテナを選択してダイアログボックスを開き
ます。コードコンテナが新規に作成されると、同じコードブロッ
ク内でこれに続くコードコンテナ群が、新規作成されたコードコ
ンテナの長さ分、後ろに移動します。
コードブロックの一番後ろにコードコンテナを作成したい場合
は、全てのコードコンテナの選択を解除し、コードブロックの選
択バーを選択して、編集メニューの新規コードを作成...アイテムを
選択します。この場合、右ボタン・クリックして表示されるコン
テキストメニューは、コードブロックに対するコマンドが表示さ
れるため、ここから新規コードダイアログボックスを開くことは
できません。

コードの数
エディットボックス

コードの数エディットボックスで、作成するコードコンテナの数
を設定します。コードコンテナの長さの設定との組み合わせで、
例えば１小節に割り当てるコード数が、指定できます。

コードの長さ
ラジオボタン

コードの長さラジオボタンで、作成する各コードコンテナの長さ
を設定します。

例えば拍子記号が4/4の場合、コードの数エディットボックスを
４、コードの長さラジオボタンを全音符に設定すると、１小節に
１コードの割合で４小節わたるコードが作成されます。

 コードエリアで、コードコンテナの右端をつかみドラッグす
ると、コードコンテナの長さを自由に変更できます。１つのコー
ドコンテナの長さを変更すると、同じコードブロック内でその
コードコンテナに続く全てのコードコンテナの開始タイミングが
変更されます。

その他
エディットボックス

コードの長さラジオボタンの選択に無い長さでコードコンテナの
長さを設定したい場合は、その他エディットボックスで分解値を
入力します。

 CAMPS では、４分音符長を 480 分解値としています。

 楽譜に使われる標準的な音符長以外の長さをコード長として
割り当てた場合、続くコードが拍位置の表示からずれたりしま
す。
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関連するページ:

作成するコードの設定
ダイアログボックスの終了
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新規コードダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム
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作成するコードの設定 概要 CAMPS では、コードコンテナ（入れ物）の概念を採用し
ています。このため、コードにはコード名の設定をする以
外に、長さや調性などを設定する事が可能です。コードコ
ンテナ用のこれらの設定は、CAMPS の数々の魔法を可能
にする上で必要な「あなたの曲に適した和声進行」を定義
することになります。したがって、「あなたの曲に適した
設定」をすることは、CAMPS から最良の結果を引き出す
上で重要です。コード自動生成チェックボックスをチェッ
クしておけば、上記の設定に従ってスムーズな流れのコー
ド進行を自動的に生成し割り当てます。コード自動生成機
能は、詳しい設定をせずに、とりあえず和声進行を割り当
てることができます。

コード自動生成機能は、機能の性格上、期待通りのコード
進行が得られるとは限りません。各パラメータを詳細に設
定したり、元となる曲の標準MIDIファイルをロードするな
どして、期待するコード進行について多くの情報を指定す
るほど、より音楽的な結果を引き出すことになりま
す。CAMPS 内の "自動 xxx " 機能は、初心者に CAMPS の
各機能を使いこなす手掛かりを提供する目的で、デザイン
されています。

新規コードダイアログボックス内のモードとキーの選択
は、生成されるコードコンテナの調性を決定しま
す。CAMPS は、この調性に従って適切なコードを生成し
ます。

コード自動生成
チェックボックス

コード自動生成チェックボックスをチェックしておくと、
コード進行が自動生成され、作成される全てのコードコン
テナにコード名が割り当てられます。生成されるコード
は、モード選択ボックスとキー選択ボックスの設定に従い
ます。気に入らないコードは、CAMPS の幾つもあるコー
ド編集用コマンドを使って、いつでも変更できます。

モード
選択ボックス

モード選択ボックスでモードを設定した場合、CAMPS は
自動的に直前のキー設定値を参照し、新モード下でこれに
相応しいキー（関係調）を表示します。

キー
選択ボックス

モードを設定すると、キー選択ボックスで、全てのキーの
中から希望するキーを選択指定できます。

調号 (Key Signature)
表示領域

調号 (Key Signature) 表示領域には、モード選択ボックスと
キー選択ボックスで指定されたキーとモードに対応した調
号が、譜面形式で表示されます。
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関連するページ:

時間情報の設定
ダイアログボックスの終了
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新規コードダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム
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ダイアログボックスの
終了

作成
ボタン

作成ボタンをクリックすると、コードブロックの選択されている位置
に、新規にコードコンテナが作成され挿入されます。挿入されたコード
コンテナ以降のコードコンテナは後ろにずれます。コードブロック内の
コードコンテナが選択されていない場合は、一番後ろにコードコンテナ
が作成され追加されます。結果として、コードブロックの長さは、作成
されたコードコンテナ分、長くなります。
作成ボタンをクリックしたときに、コード自動生成チェックボックスが
チェックされている場合、コード進行が自動生成され、作成される全て
のコードコンテナにコードが割り当てられます。

コードコンテナを作成した結果、こえを含むコードブロックが次に続く
コードブロックの開始ポイントを越える場合、これらのコードブロック
が重複することになります。このような場合 CAMPS は、重複部分につ
いては、手前に配置され見えているコードブロックのコードを参照し、
これを各種コード生成機能に反映します。

重複したコードブロックの前後関係を変えるには、希望するコードブ
ロックの選択バーを右ボタン・クリックし、前面へコマンド、または、
背面へコマンドを選択します。

�

関連するページ:

時間情報の設定
作成するコードの設定

�



新規コードブロックダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 新規コードブロックダイアログボックスでは、新規にコードブロックを作成するための設定を
行います。

使い方 新規に作成されるコードブロックにコード進行を生成して割り当てるかどうか、各コードの長
さ、数、キーやモードを設定します。

作成ボタンをクリックすると、新規にコードブロックが作成されます。

� �

アイテム コードの数エディットボックス
コードの長さラジオボタン
その他エディットボックス
コード自動生成チェックボックス
モード選択ボックス
キー選択ボックス
作成ボタン
キャンセルボタン
ヘルプボタン

� �

開き方 ドキュメントウインドウ
ピアノロールエディター
から開く

編集メニューから新規コードブロックを作成...を選ぶと、ダイアロ
グボックスが開きます。
代わりに、作成したい場所で右ボタン・クリックし、開いたコンテ
キストメニューから新規コードブロックを作成...を選ぶと、ダイア
ログボックスが開きます。

新規のコードブロックは、編集メニューから開いた場合は適当な位
置に、コンテキストメニューから開いた場合は、メニューを開いた
位置に作成されます。

 編集メニューから新規コードブロックを作成...を選ぶ場合、あらかじめ、コードエリアが
編集対象になっている必要があります。対象となっていない場合、このメニューアイテムは使
用できません。コードエリアを編集対象とするには、コードエリアのいずれかの場所を一度ク
リックしておきます。

� �



新規コードブロックダイアログボックスのアイテム � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスの使い方

� �

時間情報の設定 コードの数
エディットボックス

新規に作成するコードブロックに含まれるコードコン
テナの数を、設定します。上下ボタンをクリックする
か、直接、値をコンピュータキーボードから入力しま
す。

コードの長さ
ラジオボタン

新規に作成するコードブロックに含まれるコードコン
テナの長さを、設定します。設定したい長さに対応す
る音符のアイコンを、選択します。

その他
エディットボックス

新規に作成するコードブロックに含まれるコードコン
テナの長さを、設定します。コードの長さラジオボタ
ンに挙げられている以外の長さに設定したい場合、使
用します。左右ボタンをクリックするか、直接、値を
コンピュータキーボードから入力します。

作成するコードの設定 コード自動生成
チェックボックス

新規にコードブロックを作成した際に、コード進行を
割り当てるかどうかを選択します。割り当てたい場合
は、チェックマークを入れます。

モード
選択ボックス

新規に作成するコードブロックに含まれるコードの
モードを、設定します。

キー
選択ボックス

新規に作成するコードブロックに含まれるコードの
キーを、設定します。

調号 (Key Signature)
表示領域

キー、モード選択ボックスで指定されたキーとモード
に対応した調号が、譜面形式で表示されます。

ダイアログボックスの終了 作成
ボタン

新規コードブロックダイアログボックスを閉じ、設定
した内容で新規にコードブロックを作成します。新規
のコードブロックは、編集メニューから開いた場合は
適当な位置に、コンテキストメニューから開いた場合
は、メニューを開いた位置に作成されます。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、新
規コードブロックダイアログボックスを閉じます。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが
開きます。

�

� �



新規コードブロックダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム
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時間情報の設定 初めに 新規にコードブロックを作成する場合、コードエリアが編集対象
になっている必要があります。コードエリアを編集対象とするに
は、コードエリアのいずれかの場所を一度クリックしておきま
す。

コードの数
エディットボックス

コードの数エディットボックスで、作成するコードブロックに何
個のコードコンテナを割り当てるかを設定します。コードの長さ
の設定と共に、１小節に割り当てるコード数が、指定できます。

 コードブロックに割り当てたコードコンテナは、コードエリ
ア内で後からいつでも追加したり削除したりすることができま
す。

コードの長さ
ラジオボタン

コードの長さラジオボタンで、作成するコードブロックの各コー
ドコンテナの長さを設定します。

例えば拍子記号が4/4の場合、コードの数エディットボックスを
４、コードの長さラジオボタンを全音符に設定すると、１小節に
１コードの割合で４小節わたるコードブロックが作成されます。

 コードエリアで、コードコンテナの右端をつかみドラッグす
ると、コードの長さを自由に変更できます。１つのコードコンテ
ナの長さを変更すると、同じコードブロック内でそのコードコン
テナに続く全てのコードコンテナの開始タイミングが変更されま
す。

その他
エディットボックス

コードの長さラジオボタンの選択に無い長さでコードコンテナの
長さを設定したい場合は、その他エディットボックスで分解値を
入力します。

 CAMPS では、４分音符長を 480 分解値としています。

 楽譜に使われる標準的な音符長以外の長さをコード長として
割り当てた場合、続くコードが、拍位置の表示と一致しなくなり
ます。
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関連するページ:

作成するコードの設定
ダイアログボックスの終了
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新規コードブロックダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

作成するコードの設定 概要 CAMPS では、コードコンテナ（入れ物）の概念を採用し
ています。このため、コードにはコード名の設定をする以
外に、長さや調性などを設定する事が可能です。コードコ
ンテナ用のこれらの設定は、CAMPS の数々の魔法を可能
にする上で必要な「あなたの曲に適した和声進行」を定義
することになります。したがって、「あなたの曲に適した
設定」をすることは、CAMPS から最良の結果を引き出す
上で重要です。コード自動生成チェックボックスをチェッ
クしておけば、上記の設定に従ってスムーズな流れのコー
ド進行を自動的に生成し割り当てます。コード自動生成機
能は、詳しい設定をせずに、とりあえず和声進行を割り当
てることができます。

コード自動生成機能は、機能の性格上、期待通りのコード
進行が得られるとは限りません。各パラメータを詳細に設
定したり、元となる曲の標準MIDIファイルをロードするな
どして、期待するコード進行について多くの情報を指定す
るほど、より音楽的な結果を引き出すことになりま
す。CAMPS 内の "自動 xxx " 機能は、初心者に CAMPS の
各機能を使いこなす手掛かりを提供する目的で、デザイン
されています。

新規コードブロックダイアログボックス内のモードとキー
の選択は、生成されるコードブロック内のコードコンテナ
の調性を決定します。CAMPS は、この調性に従って適切
なコードを生成します。

コード自動生成
チェックボックス

コード自動生成チェックボックスをチェックしておくと、
コード進行が自動生成され、作成されるコードブロック内
の全てのコードコンテナにコードが割り当てられます。生
成されるコードは、モード選択ボックスとキー選択ボック
スの設定に従います。気に入らないコードは、CAMPS の
幾つもあるコード編集用コマンドを使って、いつでも変更
できます。

モード
選択ボックス

モード選択ボックスでモードを設定した場合、CAMPS は
自動的に直前のキー設定値を参照し、新モード下でこれに
相応しいキー（関係調）を表示します。

キー
選択ボックス

モードを設定すると、キー選択ボックスで、全てのキーの
中から希望するキーを選択指定できます。

調号 (Key Signature)
表示領域

調号 (Key Signature) 表示領域には、モード選択ボックスと
キー選択ボックスで指定されたキーとモードに対応した調
号が、譜面形式で表示されます。
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関連するページ:

時間情報の設定
ダイアログボックスの終了
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新規コードブロックダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム
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ダイアログボックスの
終了

作成
ボタン

作成ボタンをクリックすると、新規にコードブロックが作成され挿入さ
れます。コード自動生成チェックボックスをチェックしておくと、コー
ド進行が自動生成され、作成されるコードブロック内の全てのコードコ
ンテナに、コード名が割り当てられます。

次に続くコードブロックの開始ポイントを越える長さのコードブロック
を作成した場合、これらのコードブロックが重複することになります。
このような場合 CAMPS は、重複部分については、手前に配置され見え
ているコードブロックのコードを参照し、これを各種コード生成機能に
反映します。

重複したコードブロックの前後関係を変えるには、希望するコードブ
ロックの選択バーを右ボタン・クリックし、前面へコマンド、または、
背面へコマンドを選択します。
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関連するページ:

時間情報の設定
作成するコードの設定
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再作曲ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 再作曲ダイアログボックスでは、自動作曲時に参照される、メロディー、和音、リズム面それ
ぞれについて、ガイドラインの設定と調節ができるとともに、ボタンをクリックするだけで
次々と自動再作曲できます。

使い方 再作曲ダイアログボックスは、CAMPS の中でも最もパワフルで複雑なダイアログボックスの
１つです。ここでは、作曲に関わる様々な設定をします。再作曲ボタンをクリックする度に、
設定されたパラメーターおよび現在選択されているラインデータや割り当てられているコード
などを考慮しながら、異なる再作曲結果を次々と自動生成します。

２つの再生ボタンを使うと、自動再作曲の結果を試聴しながら、各種の設定をすることができ
ます。

� �

アイテム 作曲カテゴリ選択ボックス
作曲パラメータータブ
メロディードロータブ
リズムも作り変えるチェックボックス
再作曲ボタン
削除ボタン
テイクスクロールエリア
名前エディットボックス
再生ボタン
他と一緒に再生ボタン
停止ボタン
OKボタン
キャンセルボタン
ヘルプボタン

� �



開き方 ドキュメントウインドウ
ピアノロールエディター
楽譜エディター
から開く

ラインメニューから再作曲...を選ぶと、ダイアログボックスが開き
ます。
代わりに、対象となるラインデータを右ボタン・クリックし、開い
たコンテキストメニューからアクション/再作曲...を選ぶと、ダイア
ログボックスが開きます。

 ラインメニューから再作曲...を選ぶ場合、あらかじめ、編集の対象となるラインデータが
選択されている必要があります。選択されていない場合、このメニューアイテムは使用できま
せん。
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再作曲ダイアログボックスのアイテム � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスの使い方
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作曲パラメーターの
調節

作曲カテゴリー
選択ボックス

選択されているカテゴリーによって、自動作曲の方法
が変わります。再作曲ダイアログボックスを開いた
時、作曲カテゴリー選択ボックスには、現在選択され
ているトラックに設定されているカテゴリーが、デ
フォルトとして割り当てられ表示されています。他の
カテゴリーとして自動作曲したい場合は、選択を変え
ます。選択したカテゴリーによって、設定するパラ
メーターや作曲方法が変わります。

作曲パラメーター
タブ

作曲パラメータータブをクリックすると、作曲パラ
メータータブが表示されます。ここには、いくつかの
作曲機能ごとに分類された作曲パラメーターのサブタ
ブがあります。

メロディードロー
タブ

メロディードロータブをクリックすると、メロディー
ドロータブが表示されます。 ここでは、希望するメ
ロディーラインの音程の形状を、描画ツールを用いて
グラフィカルに描画して、設定します。

リズムも作り変える
チェックボックス

このチェックボックスでは、自動作曲時に、リズム成
分についても自動作曲をするかどうかを、設定しま
す。チェックマークを入れると、ピッチ成分に加えて
リズム成分についても、自動作曲が行われます。

再作曲 再作曲
ボタン

選択されているラインデータを自動分析してから再作
曲します。作曲結果は、テイクスクロールエリアに追
加されていきます。

削除
ボタン

テイクスクロールエリア内で、選択されているテイク
を削除します。

テイク
スクロールエリア

テイクスクロールエリアは、自動作曲結果をテイクと
して一時的に保存します。洗濯されたテイクは、試聴
したり削除したり名前を変えたり出来ます。ドキュメ
ント内に保存しておきたい場合は、該当するテイクに
チェックマークを入れておきます。

名前
エディットボックス

テイクスクロールエリア内で選択されているテイクの
名前を、編集することが出来ます。（先頭のアイテム
「オリジナル」の変更は出来ません。）

試聴 再生 再生ボタン (シングルスピーカー) をクリックする
と、テイクスクロールエリアで選択されている作曲結
果が演奏されます。

他と一緒に再生 他と一緒に再生ボタン (ダブルスピーカー) をクリッ
クしておくと、テイクスクロールエリアで選択されて
いる作曲結果と共に、ドキュメントウインドウ内の再
生トラックボタンがアクティブなトラックが、演奏さ
れます。

停止 演奏を停止するには、停止ボタン (右端のボタン) を
クリックします。



ダイアログボックスの終了 OK
ボタン

OKボタンをクリックすると再作曲ダイアログボック
スは閉じ、テイクスクロールエリアで選択されていた
テイクが、現在のラインブロックの新規ラインデータ
となり、オリジナルのラインデータは削除されます。
またテイクスクロールエリアで選択されていたテイク
は、選択されているラインブロック内のテイクとして
登録され、再作曲ダイアログボックスを閉じたあとも
保存されます。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、再
作曲ダイアログボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが
開きます。

�

� �



再作曲ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

作曲パラメーター
タブ

概要 作曲パラメータータブでは、自動作曲時に参照される
様々なパラメータの設定を行います。

 ここに表示されるサブタブ構成は、作曲カテゴ
リー選択ボックスの選択や、リズムも作り変える
チェックボックスの設定によって、変化します。

ユーザーが設定した作曲パラメーターセットは、名前
を付けて保存することが出来ます。保存した作曲パラ
メーターセットは、いつでも読み込んで使用すること
ができます。同じ作曲パラメーターセットを使って再
作曲ボタンをクリックした場合でも、異なる作曲結果
が生成されます。

作曲パラメーターセットの
使い方

作曲パラメーターセット
選択ボックス

作曲パラメーターセット選択ボックスには、サブタブ
のパラメーターセットに名前を付けて保存することが
出来ます。作曲パラメーターセットは、カテゴリー単
位に管理されていますので、作曲カテゴリー選択ボッ
クスの選択によって、ここに表示されるアイテムは変
わります。
選択ボックス右の三角ボタンをクリックすると、作曲
パラメーターセットの一覧が表示されます。選択する
と、全てのサブタブのパラメーターが、選択された作
曲パラメーターセットの内容に置き換えられます。
作曲パラメーターセットは外部ファイルとして保存さ
れますので、いつでも再作曲ダイアログボックスから
呼び出すことができます。出荷時のプリセットとし
て、基本セットが各カテゴリーごとに用意されていま
す。

登録
ボタン

現状の作曲パラメータータブ内の設定内容を、新規作
曲パラメーターセットとしてファイルに保存するに
は、作曲パラメーターセット選択ボックスにファイル
名を入力してから、登録ボタンをクリックします。

削除
ボタン

削除ボタンをクリックすると、現在選択されている、
作曲パラメーターセットが外部ファイルから削除され
ます。これにより、現在の作曲パラメータータブの内
容は変わりません。出荷時プリセットの基本セットは
削除できません。



ピッチ作曲の設定 作曲音域
サブタブ

作曲音域サブタブは、作曲音域タブをクリックすると
表示されます。このサブタブでは、音域に関する設定
を行います。

 このサブタブは、作曲カテゴリー選択ボックスで
ドラムス以外のカテゴリーが選択されている場合に、
表示されます。

スケール
サブタブ

スケールサブタブは、スケールタブをクリックすると
表示されます。このサブタブでは、使用するスケール
やスケール音に関する設定を行います。

 このサブタブは、作曲カテゴリー選択ボックスで
メロディー、コンピング、オブリガートやベースが選
択されている場合に、表示されます。

フレーバ
サブタブ

フレーバサブタブは、フレーバタブをクリックすると
表示されます。このサブタブでは、コードと生成され
るラインとの調和度について、設定を行います。

 このサブタブは、作曲カテゴリー選択ボックスで
メロディー、コンピング、オブリガートやベースが選
択されている場合に、表示されます。

フレーバ
サブタブ
(ストリングス用)

フレーバサブタブは、フレーバタブをクリックすると
表示されます。このサブタブでは、ストリングスを構
成する和音の割り当て方について、設定を行います。

 このサブタブは、作曲カテゴリー選択ボックスで
ストリング素が選択されている場合に、表示されま
す。

Flat 2/9
サブタブ

Flat 2/9サブタブは、Flat 2/9 タブをクリックすると表
示されます。このサブタブでは、不協に響く Flat 2 や
Flat 9 などの音程差を、ラインが自動生成される際
に、回避するかどうかを設定します。

 このサブタブは、作曲カテゴリー選択ボックスで
ドラムス以外のカテゴリーが選択されている場合に、
表示されます。

音程跳躍
サブタブ

音程跳躍サブタブは、音程跳躍タブをクリックすると
表示されます。このサブタブでは、隣接する音符間の
音程差に関する設定を行います。

 このサブタブは、作曲カテゴリー選択ボックスで
メロディー、コンピングやオブリガートが選択されて
いる場合に、表示されます。

音程跳躍
サブタブ
(ベース用)

音程跳躍サブタブは、音程跳躍タブをクリックすると
表示されます。このサブタブでは、隣接する音符間の
音程差に関する設定を行います。

 このサブタブは、作曲カテゴリー選択ボックスで
ベースが選択されている場合に、表示されます。

和音認識
サブタブ

和音認識サブタブは、和音認識タブをクリックすると
表示されます。このサブタブでは、CAMPS が和音と
認識する音符の重なり具合を、設定します。



 このサブタブは、作曲カテゴリー選択ボックスで
メロディー、コンピング、オブリガートやベースが選
択されている場合に、表示されます。

リズム作曲の設定 声数
サブタブ

声数サブタブは、声数タブをクリックすると表示され
ます。このサブタブでは、ストリングスのリズム作曲
時に生成される声数を、設定します。

 このサブタブは、作曲カテゴリー選択ボックスで
ストリングスが選択されている場合に、表示されま
す。更にリズムも作り変えるチェックボックスに
チェックマークが入っている場合は、設定することが
ができます。

リズム
サブタブ

リズムサブタブは、リズムタブをクリックすると表示
されます。このサブタブでは、リズム作曲に関わる設
定を行います。

 このサブタブは、作曲カテゴリー選択ボックスで
ドラムス以外のカテゴリーが選択されている場合に、
表示されます。更にリズムも作り変えるチェックボッ
クスにチェックマークが入っている場合は、パラメー
タの設定をすることができます。

リズム
サブタブ
(ドラムス用)

リズムサブタブは、リズムタブをクリックすると表示
されます。このサブタブでは、リズム作曲に関わる設
定を行います。

 このサブタブは、作曲カテゴリー選択ボックスで
ドラムスが選択されている場合に、表示されます。更
にリズムも作り変えるチェックボックスにチェック
マークが入っている場合は、パラメータの設定をする
ことができます。

�
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関連するページ:

作曲カテゴリ選択ボックス
メロディードロータブ
リズムも作り変えるチェックボックス
再作曲ボタン
作曲結果の管理
試聴・ダイアログボックスの終了
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再作曲ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
作曲パラメータータブ

� �

作曲音域
サブタブ

� このサブタブは、作曲カテゴリー選択ボックスでメロディー、
コンピング、オブリガート、ベースやストリングスが選択され
ている場合に、表示されます。

作曲音域上限
作曲音域下限
スライダー
エディットボックス
ピッチ表示

作曲音域上限、作曲音域下限スライダー、エディットボックス
では、作曲音域の上限と下限を設定します。自動作曲は、この
音域で行われます。スライダーまたはエディットボックスを
使って、0 から 127 の間の値を設定します。

自動
ボタン

自動ボタンをクリックすると、現在選択されているオリジナル
のラインデータの音域が自動的にチェックされ、この結果が、
作曲音域上限と作曲音域下限に割り当てられます。音域を変え
ずに自動作曲したい場合、有効です。

低音域和音にごりの自動回避
チェックボックス

低音域和音にごりの自動回避チェックボックスでは、自動作曲
時に、低音域の和音のにごりを回避する制限 Lower Interval limit
(L.I.L.) を考慮するかどうかを、設定します。チェックマークを
入れると、この制限が有効になります。不快な響きのする低音
和音のにごりを１つ１つチェックして廻る手間がなくなるた
め、編曲の時間を大幅に節約できます。

中央のＣ
エディットボックス

譜面表示方法の中には、低音部記号と高音部記号を組み合わせ
たもので「大譜表」として知られる形式があります。大譜表
は、ピアノやオルガンのように幅広い音域をもつ楽器に使用さ
れます。大譜表の中心に位置する音符を、「中央の C」（
Middle C ）といいます。

MIDI 音源の使用する音色 (プログラムまたはパッチ番号) によっ
ては、与えられた音程を MIDI 楽器で弾いても、本来期待される
音程より１～２オクターブ高いまたは低い音程が発音する場合
があります。「中央の C」の設定は、この問題を解消する為に
使います。

中央のＣエディットボックスでは、割り当てられている音色の
中心音を設定します。設定した値は、低音域の和音のにごりを
回避する制限に影響を与えます。値は、-1 から 9 の間で設定し
ます。
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関連するページ:

スケールサブタブ
フレーバサブタブ
フレーバサブタブ（ストリングス用）
Flat 2/9 サブタブ
音程跳躍サブタブ
音程跳躍サブタブ（ベース用）
和音認識サブタブ
声数サブタブ
リズムサブタブ
リズムサブタブ（ドラムス用）
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再作曲ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
作曲パラメータータブ

� �

スケール
サブタブ

� このサブタブは、作曲カテゴリー選択ボックスでメロディー、コンピン
グ、オブリガートやベースが選択されている場合に、表示されます。

スケール
選択ボックス

スケール選択ボックスでは、自動作曲に使用するスケールを選択します。
作曲の結果は、ここで指定されたスケールに含まれる音程だけで構成され
ます。カスタム（マニュアルに設定）、ペンタトニック、コーダル、トラ
イアディック、ベースルート、ペダルの中から選択します。

スケールとしてベースルートを選択した場合、自動作曲の結果は、ルート
モーションとなります。またペダルを選択した場合、自動作曲の結果は、
ペダルトーンとなります。一般的に、これらの設定は、カテゴリーがベー
スの時に選択します。

自動作曲に独自のスケールを使用したい場合は、カスタムを選択しましょ
う。自動作曲する箇所の状況によっては、ここで選択されたスケールと他
の各種設定とが音楽理論的に競合することが発生します。このような場
合、自動作曲の結果に、選択された通りのスケールが必ずしも採用されな
いことがあります。さらに設定によっては、期待通りの自動作曲ができな
い場合もあります。

スケール音選択
ボタン

スケール音選択ボタンは、スケール選択ボックスでカスタムが選択されて
いる場合に、表示されます。スケール音選択ボタンを使って、自動作曲時
に使用したいスケール音を指定します。指定できる音程は、以下のコード
構成音とテンション音です。
Root、3rd、5th、7th、9th、11th、13th

Dim.コードの８度
チェックボックス

Dim.コードの８度チェックボックスは、スケール選択ボックスでカスタム
が選択されている場合に、表示されます。例えばコードに Ddim7 などの
Diminished コードが割り当てられている場合、自動作曲には８音で構成さ
れるシメトリック・ディミニッシュスケールが使われます。この場合この
シメトリック・ディミニッシュスケールの8 番目のスケール音を、さらに自
動作曲に使用したい場合、このチェックボックスにチェックマークを入れ
ておきます。

クロマティック音
チェックボックス

クロマティック音チェックボックスは、スケール選択ボックスでカスタム
が選択されている場合に、表示されます。スケールには含まれないクロマ
ティック音を、自動作曲時に使用したい場合は、このチェックボックスに
チェックマークを入れておきます。



�
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関連するページ:

作曲音域サブタブ
フレーバサブタブ
フレーバサブタブ（ストリングス用）
Flat 2/9 サブタブ
音程跳躍サブタブ
音程跳躍サブタブ（ベース用）
和音認識サブタブ
声数サブタブ
リズムサブタブ
リズムサブタブ（ドラムス用）
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再作曲ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
作曲パラメータータブ

� �

フレーバ
サブタブ

� このサブタブは、作曲カテゴリー選択ボックスでメロディー、コンピン
グ、オブリガートやベースが選択されている場合に、表示されます。

コードとの調和度
スライダー
エディットボックス

コードとの調和度スライダー、エディットボックスでは、コードと生成
されるラインとの調和度を設定します。スライダーまたはエディット
ボックスを使って、 0％から 100％の間の値を設定します。100％に設定
すると、コードとの調和度が最も高いラインデータが生成されます。こ
の値は相対的な値で、100％に設定しても、生成される全ての音符につい
て、コードと最も調和するわけではありません。

微調整
スライダー
エディットボックス

微調整スライダー、エディットボックスでは、コードと生成されるライ
ンとの調和度の微調整をします。スライダーまたはエディットボックス
を使って、 0％から 100％の間の値を設定します。100％に設定すると、
コードとの調和度が最も高いラインデータが生成されます。この値は相
対的な値で、100％に設定しても、生成される全ての音符について、コー
ドと最も調和するわけではありません。
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関連するページ:

作曲音域サブタブ
スケールサブタブ
フレーバサブタブ（ストリングス用）
Flat 2/9 サブタブ
音程跳躍サブタブ
音程跳躍サブタブ（ベース用）
和音認識サブタブ
声数サブタブ
リズムサブタブ
リズムサブタブ（ドラムス用）
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再作曲ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
作曲パラメータータブ

� �

フレーバ
サブタブ
(ストリングス用)

� このサブタブは、作曲カテゴリー選択ボックスでストリング
スが選択されている場合に、表示されます。

ハーモニックテンション
チェックボックス

コード構成音に加えてハーモニックテンション音も、自動作
曲されるラインデータに使用させたい場合は、ハーモニック
テンションチェックボックスにチェックマークを入れます。
ハーモニックテンション音をラインデータに使用すると。や
やマイルドさの少ない和音が構成される効果があります。

コモントーン
チェックボックス

隣接する和音との共通音をできるだけ使用したラインデータ
を自動作曲させたい場合は、コモントーンチェックボックス
にチェックマークを入れます。共通音をラインデータに使用
するほど和音構成音の変化が少なくなり。連続性のあるス
ムースな流れを生み出す効果があります。

�

関連するページ:

作曲音域サブタブ
スケールサブタブ
フレーバサブタブ
Flat 2/9 サブタブ
音程跳躍サブタブ
音程跳躍サブタブ（ベース用）
和音認識サブタブ
声数サブタブ
リズムサブタブ
リズムサブタブ（ドラムス用）
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再作曲ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
作曲パラメータータブ

� �

Flat 2/9
サブタブ

� このサブタブは、作曲カテゴリー選択ボックスでドラムス以外のカテ
ゴリーが選択されている場合に、表示されます。

一般的に、音程差が Flat 2 や Flat 9 を構成する和音は、不協あるいは
不快な響きを作り出します。自動作曲されるラインデータと他トラッ
クのラインデータとの間に、これらの不協音が構成されるのを回避し
てほしい場合、ここにある各チェックボックスにチェックマークを入
れておきます。

同一トラック内で
チェックボックス

自動作曲時に、現在選択されているラインデータのあるトラック内
で、Flat 9 音程差の発生を回避したい場合、b9を回避チェックボックス
にチェックマークを入れます。同様にFlat 2 音程差の発生を回避したい
場合、 b2を回避チェックボックスにチェックマークを入れます。

他のトラックとの間で
チェックボックス

自動作曲時に、現在選択されているトラック以外のトラック (ライン
データ) との間に、Flat 9 音程差の発生を回避したい場合、b9を回避
チェックボックスにチェックマークを入れます。同様にFlat 2 音程差の
発生を回避したい場合、 b2を回避チェックボックスにチェックマーク
を入れます。

�
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関連するページ:

作曲音域サブタブ
スケールサブタブ
フレーバサブタブ
フレーバサブタブ（ストリングス用）
音程跳躍サブタブ
音程跳躍サブタブ（ベース用）
和音認識サブタブ
声数サブタブ
リズムサブタブ
リズムサブタブ（ドラムス用）
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再作曲ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
作曲パラメータータブ

� �

音程跳躍
サブタブ

� 作曲カテゴリー選択ボックスで選択されているカテゴリーがメロ
ディー、コンピングやオブリガートの場合に、表示されます。

同音程の繰り返し
スライダー
エディットボックス

同音程の繰り返しスライダー、エディットボックスでは、隣接する音符
と同じ高さの音程になる頻度を設定します。スライダーまたはエディッ
トボックスを使って、 0％から 100％の間の値を設定します。100％に設
定すると、同じ高さの音程が連続する頻度が最も高くなります。この値
は相対的な値で、100％に設定しても、生成される全ての音符について、
隣接する音符と同じ高さの音程になるわけではありません。

音程跳躍の発生率
スライダー
エディットボックス

音程跳躍の発生率スライダー、エディットボックスでは、隣接する音符
と大きな音程の差を生じる頻度を設定します。スライダーまたはエ
ディットボックスを使って、 0％から 100％の間の値を設定しま
す。100％に設定すると、大きな音程差の生じる頻度が最も高くなりま
す。この値は相対的な値で、100％に設定しても、生成される全ての音符
について、隣接するあ音符との間に大きなｹ程差が生じるわけではありま
せん。

音程跳躍の幅
エディットボックス

音程跳躍の幅エディットボックスでは、自動作曲の結果、隣接する音符
と大きな音程の差が生じる場合に、実際に割り当てられる音程差を設定
します。CAMPS は、他の音楽的な設定の許す限り出来るだけこの値に近
くなるように、音程差を割り当てます。値は、3 から 12 ピッチの間の値
を設定します。

�

�

関連するページ:

作曲音域サブタブ
スケールサブタブ
フレーバサブタブ
フレーバサブタブ（ストリングス用）
Flat 2/9 サブタブ
音程跳躍サブタブ（ベース用）
和音認識サブタブ
声数サブタブ
リズムサブタブ
リズムサブタブ（ドラムス用）
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再作曲ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
作曲パラメータータブ

� �

音程跳躍
サブタブ
(ベース用)

� 作曲カテゴリー選択ボックスで選択されているカテゴリーがベースの場
合に、表示されます。

同音程の繰り返し
スライダー
エディットボックス

同音程の繰り返しスライダー、エディットボックスでは、隣接する音符
と同じ高さの音程になる頻度を設定します。スライダーまたはエディッ
トボックスを使って、 0％から 100％の間の値を設定します。100％に
設定すると、同じ高さの音程が連続する頻度が最も高くなります。この
値は相対的な値で、100％に設定しても、生成される全ての音符につい
て、隣接する音符と同じ高さの音程になるわけではありません。

音程跳躍の発生率
スライダー
エディットボックス

音程跳躍の発生率スライダー、エディットボックスでは、隣接する音符
と大きな音程の差を生じる頻度を設定します。スライダーまたはエ
ディットボックスを使って、 0％から 100％の間の値を設定しま
す。100％に設定すると、大きな音程差の生じる頻度が最も高くなりま
す。この値は相対的な値で、100％に設定しても、生成される全ての音
符について、隣接するあ音符との間に大きなｹ程差が生じるわけではあ
りません。

音程跳躍の幅
エディットボックス

音程跳躍の幅エディットボックスでは、自動作曲の結果、隣接する音符
と大きな音程の差が生じる場合に、実際に割り当てられる音程差を設定
します。CAMPS は、他の音楽的な設定の許す限り出来るだけこの値に
近くなるように、音程差を割り当てます。値は、3 から 12 ピッチの間
の値を設定します。

ウォーキングベース
チェックボックス

ウォーキングベースラインで作曲したい場合は、ウォーキングベース
チェックボックスにチェックマークを入れます。スケール等の他のサブ
タブの設定をベースライン調に設定しておくと、より効果的です。

�

�



関連するページ:

作曲音域サブタブ
スケールサブタブ
フレーバサブタブ
フレーバサブタブ（ストリングス用）
Flat 2/9 サブタブ
音程跳躍サブタブ
和音認識サブタブ
声数サブタブ
リズムサブタブ
リズムサブタブ（ドラムス用）
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再作曲ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
作曲パラメータータブ

� �

和音認識
サブタブ

� このサブタブは、作曲カテゴリー選択ボックスでメロディー、コンピン
グ、オブリガートやベースが選択されている場合に、表示されます。

和音とみなす長さ
ラジオボタン

現在選択されているラインデータに、和音が含まれる場合があります。自
動分析の対象となるオリジナルのデータが和音かどうかによって、CAMPS
は作曲方法を調節します。最適な効果を得るには。CAMPS に和音と認識し
て欲しい音符どうしの重なりの具合を、あらかじめ指定しておく必要あり
ます。個人差のある演奏タッチを、CAMPS に教えておくとも言えます。和
音とみなす長さラジオボタンでは、CAMPS が和音と認識する音符の重なり
具合の下限 (最小値) を、設定します。オリジナルのデータ内に、ここで設
定された音符長以上の重なりが検出された場合、和音として自動作曲され
ます。

設定は、２分音符長から３２分音符長の間の値の中から、選択します。例
えば８分音符長 (分解値 240) を選択した場合、分解値 240 以上重なる音を
和音として、これに満たない長さ重なる音を２つの単音として扱い、自動
作曲されます。

�
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関連するページ:

作曲音域サブタブ
スケールサブタブ
フレーバサブタブ
フレーバサブタブ（ストリングス用）
Flat 2/9 サブタブ
音程跳躍サブタブ
音程跳躍サブタブ（ベース用）
声数サブタブ
リズムサブタブ
リズムサブタブ（ドラムス用）
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再作曲ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
作曲パラメータータブ

� �

リズム
サブタブ

� このサブタブは、作曲カテゴリー選択ボックスでメロディー、コンピン
グ、オブリガートやベースが選択されている場合に、表示されます。更
に、リズムも作り変えるチェックボックスにチェックマークが入っている
場合には、設定することがができます。

自動/カスタム
ラジオボタン

CAMPS がオリジナルのラインデータのリズム成分を自動解析する際、解析
精度を自動設定にするか、手動設定するかを、選択します。自動設定した
い場合は、自動ボタンを選択します。手動設定したい場合は、カスタムボ
タンを選択します。カスタムボタンを選択するとカスタム解析値スライ
ダーがアクティブになります。

カスタム解析値
スライダー

自動/カスタムラジオボタンでカスタムが選択されている場合に、設定でき
ます。CAMPS がオリジナルのラインデータのリズム成分の自動解析をする
際、その解析精度を、カスタム解析値スライダーで設定します。右側に設
定するほど、より細かなリズム成分の解析が行われます。

連符
チェックボックス
選択ボックス

オリジナルのラインデータに連符が使用されていることが分かっていて、
ラインデータのリズム成分の自動解析をする際、CAMPS に連符を考慮した
解析をさせたい場合は、連符チェックボックスにチェックマークを入れま
す。これにともない、連符選択ボックスがアクティブになります。連符選
択ボックス右の三角ボタンをクリックすると、３連符、５連符、７連符か
ら成るリストが表示されます。オリジナルのラインデータに応じて、適切
な連符を選択します。

�

�

関連するページ:

作曲音域サブタブ
スケールサブタブ
フレーバサブタブ
フレーバサブタブ（ストリングス用）
Flat 2/9 サブタブ
音程跳躍サブタブ
音程跳躍サブタブ（ベース用）
和音認識サブタブ
声数サブタブ
リズムサブタブ（ドラムス用）



再作曲ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
作曲パラメータータブ

� �

リズム
サブタブ
(ドラムス用)

� このサブタブは、作曲カテゴリー選択ボックスでドラムスが選択され
ている場合に、表示されます。

自動/カスタム
ラジオボタン

CAMPS がオリジナルのラインデータのリズム成分を自動解析する
際、解析精度を自動設定にするか、手動設定するかを、選択します。
自動設定したい場合は、自動ボタンを選択します。手動設定したい場
合は、カスタムボタンを選択します。カスタムボタンを選択するとカ
スタム解析値スライダーがアクティブになります。

カスタム解析値
スライダー

自動/カスタムラジオボタンでカスタムが選択されている場合に、設
定できます。CAMPS がオリジナルのラインデータのリズム成分の自
動解析をする際、その解析精度を、カスタム解析値スライダーで設定
します。右側に設定するほど、より細かなリズム成分の解析が行われ
ます。

連符
チェックボックス
選択ボックス

オリジナルのラインデータに連符が使用されていることが分かってい
て、ラインデータのリズム成分の自動解析をする際、CAMPS に連符
を考慮した解析をさせたい場合は、連符チェックボックスにチェック
マークを入れます。これにともない、連符選択ボックスがアクティブ
になります。連符選択ボックス右の三角ボタンをクリックすると、３
連符、５連符、７連符から成るリストが表示されます。オリジナルの
ラインデータに応じて、適切な連符を選択します。

フレーズの反復性
スライダー
エディットボックス

フレーズの反復性スライダーまたはエディットボックスでは、生成さ
れるラインデータ内で、同じリズムパターンが反復使用される度合い
を、設定します。スライダーまたはエディットボックスを使って、
0％から 100％の間を設定します。100％に設定すると、同じリズムパ
ターンが反復使用される頻度が最も高くなります。この値は相対的な
値で、100％に設定しても、生成されるラインデータ内の全てのリズ
ムが、反復するわけではありません。

�
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関連するページ:

作曲音域サブタブ
スケールサブタブ
フレーバサブタブ
フレーバサブタブ（ストリングス用）
Flat 2/9 サブタブ
音程跳躍サブタブ
音程跳躍サブタブ（ベース用）
和音認識サブタブ
声数サブタブ
リズムサブタブ
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再作曲ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
作曲パラメータータブ

� �

声数
サブタブ

概要 このサブタブは、・/FONT>作曲カテゴリー選択ボックスでストリングスが選択さ
れている場合に、表示されます。更に、リズムも作り変えるチェックボックスに
チェックマークが入っている場合には、設定することがができます。

リズムも作り変えるチェックボックスにチェックマークが入っていない場合、オ
リジナルのラインデータ、作曲パラメータータブの各種設定、さらに割り当てら
れているコード等を参照しながら、通常のピッチ成分作曲を行います。

リズムも作り変えるチェックボックスにチェックマークが入っている場合、まず
オリジナルのラインデータが全て消去されたあと、現在割り当てられているコー
ド、コード長、和音の声数ボタンの設定などを参照しながら、ストリングスデー
タを構成する音符データが、新規に作成されます。このため、リズム作曲は、常
に同じ結果となります。

和音の声数
ボタン

和音の声数ボタンでは、生成される和音の声数を設定します。和音の声数ボタン
を使って、2 から 6 の間の値を設定します。声数が多い程、厚いストリングス
データが、生成されます。

和音は、割り当てられているコードのハーモニックリズムに調和するように、生
成されます。使われる音程は、フレーバサブタブの設定が参照される以外に、前
後の和音とできるだけスムーズにつながるように割り当てられます。

�
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関連するページ:

作曲音域サブタブ
スケールサブタブ
フレーバサブタブ
フレーバサブタブ（ストリングス用）
Flat 2/9 サブタブ
音程跳躍サブタブ
音程跳躍サブタブ（ベース用）
和音認識サブタブ
リズムサブタブ
リズムサブタブ（ドラムス用）
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再作曲ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

メロディードロー
タブ

概要 メロディードローは、メロディーラインの形状を描画するユニー
クなツールです。メロディードローデータを描画してから再作曲
ボタンをクリックすると、CAMPS は、作曲パラメータータブ内の
各種設定も考慮しながら、できるだけ描画ラインに沿うような
ピッチを採用して自動作曲します。

 メロディードローは、作曲カテゴリー選択ボックスでドラム
ス以外のカテゴリーが選択されている場合に、使用できます。

メロディードロー
エリア

メロディーラインの形状を、メロディードローエリアに描画して
設定します。

ペンツール
ボタン

ペンツールボタンをクリックすると、ペンツールが選択されま
す。ペンツールを使って、メロディードローエリアにメロディー
ラインの形状を描画します。

描画を開始したい所からクリックして、そのまま描画を終了した
い所までドラッグします。描画した部分と同じ時間軸上に、すで
に別のメロディードローデータが描画されていた場合は、新しい
データに置き換えられます。

自動作曲の対象となるラインデータと同じ範囲 (時間軸上) 内にメ
ロディードローデータが設定された場合、CAMPS はこれを参照し
ます。メロディードローデータが設定されていない部分について
は、他のパラメータ設定などを参照して、通常の自動作曲をしま
す。

消しゴムツール
ボタン

消しゴムツールボタンをクリックすると、消しゴムツールが選択
されます。消しゴムツールは、不要なメロディードローデータを
消去します。消去を開始したい所をクリックし、そのまま消去を
終了したい所までドラッグします。ドラッグされた時間軸上の範
囲にあるメロディードローデータが、全て消去されていきます。

� 自動作曲されるメロディーラインは、現在選択されているライン
データや作曲パラメータータブの各種設定等を考慮しながら、メ
ロディードローデータに沿うように生成されます。

再作曲ボタンクリックすると、CAMPS は、できるだけメロディー
ドローデータに沿うようなピッチを採用して、自動作曲を行いま
す。作曲パラメータータブの各種設定によって、再作曲ボタンク
リックするたびに、わずかに異なる結果が得られます。メロ
ディードローデータを再描画し、再作曲ボタンクリックすると、
新しいメロディードローデータに沿うようなピッチを採用して、
自動作曲されます。



 メロディードローエリアに表示されるピッチ(縦) 方向h の領範
囲域は、作曲パラメータータブの作曲音域サブタブの作曲音域
で、設定されます。

 メロディードローエリアには、現在選択されている領域全体
が表示されます。部分的に表示して細かく設定したい場合は、ピ
アノロールエディターや楽譜エディター内で、現在選択している
領域を小さく選択し直してから、再作曲ダイアログボックスを開
いて下さい。

 メロディードローエリアに、描画した形状ﾊりのメロディーラ
インが作成されない場合があります。これは、作曲パラメーター
タブ内の音域やスケールなどのパラメータ設定に起因すると考え
られます。描画したメロディードローデータに符合する音域やス
ケールなどを設定し直してから自動作曲すると、結果はメロ
ディードローデータの形状に近づいていきます。

�

関連するページ:

作曲カテゴリ選択ボックス
作曲パラメータータブ
リズムも作り変えるチェックボックス
再作曲ボタン
作曲結果の管理
試聴・ダイアログボックスの終了
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再作曲ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

作曲カテゴリ
選択ボックス

カテゴリーは、トラックの属性として、自動作曲時に参照されます。再作曲ダイアログ
ボックスを開いた時、作曲カテゴリー選択ボックスには、現在選択されているトラックに
設定されているカテゴリーが、デフォルトとして割り当てられ表示されています。

選択ボックス右の三角ボタンをクリックすると、 6 個のカテゴリーのリストが表示されま
す。他のカテゴリーとして自動作曲したい場合は、選択を変えます。選択したカテゴリー
によって、設定するパラメーターや作曲方法が変わります。

メロディー: 主旋律に使用します。
コンピング: 音数の多い和音の伴奏に使用します。
オブリガート: 副旋律に使用します。
ベース: ベースに使用します。
ストリングス: ストリングスやコード音を奏でる楽器に使用します。
ドラムス: ドラムスやパーカッションに使用します。

�

関連するページ:

作曲パラメータータブ
メロディードロータブ
リズムも作り変えるチェックボックス
再作曲ボタン
作曲結果の管理
試聴・ダイアログボックスの終了
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再作曲ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

再作曲
ボタン

再作曲ボタンをクリックする度に、オリジナルのラインデータ、コード、ダイアログボックス内
で設定された全てのパラメーターを考慮した自動作曲の結果が、次々と生成されます。

参照されるパラメーターの中でも重要なのは、該当するラインデータに割り当てられているコー
ドです。コード (コードブロック) が無い場合、音程の参照先が無くなるため、不協な作曲結果が
生成され得ます。CAMPS 本来の機能を引き出す上で、コードが割り当てられている事は、重要
です。

再作曲ボタンをクリックすると、毎回、現在の全ての設定を参照して、ラインデータが生成され
ます。

ピッチ成分だけの自動作曲をする場合、テイクスクロールエリアで選ばれているテイク (アイテ
ム) が、自動解析の対象となります。リズムとピッチ両成分について自動作曲をする場合は、つ
ねにオリジナルのラインデータが、自動解析の対象となります。自動作曲されると新規にテイク
が生成され、テイクスクロールエリアに追加されます。またカーソルの選択は、新規に追加され
たテイクに移ります。

リズムも作り変えるチェックボックスがチェックされていない場合、ピッチ成分だけの自動再作
曲が行われます。リズムも作り変えるチェックボックスがチェックされている場合、リズムと
ピッチ両成分について自動再作曲が行われます。作曲カテゴリー選択ボックスでドラムスが選択
されている場合、リズムも作り変えるチェックボックスには自動的にチェックマークが入り、リ
ズム成分の自動再作曲が行われます。

メロディードロータブでメロディーラインを描画すると、作曲パラメータータブの各種設定を考
慮しながら、描画ラインに沿うようなピッチをできる限り使って、自動再作曲が行われます。

�
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関連するページ:

作曲カテゴリ選択ボックス
作曲パラメータータブ
メロディードロータブ
リズムも作り変えるチェックボックス
テイクの管理
試聴・ダイアログボックスの終了
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再作曲ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

リズムも作り変える
チェックボックス

このチェックボックスでは、自動作曲時に、リズム成分について自動作曲をするか
どうかを、設定します。チェックマークを入れると、再作曲ボタンをクリックすし
たときに、リズムとピッチ両成分について自動作曲が行われます。チェックマーク
を入れない場合は、ピッチ成分だけについて自動作曲が行われます。

作曲カテゴリー選択ボックスでドラムスが選択されている場合は、強制的にチェッ
クマークが入ります。

リズム成分の作曲をするかどうかは、ユーザーの任意指定です。ただし、作曲カテ
ゴリー選択ボックスでストリングスが選択されている場合、他のカテゴリーの場合
と機能の仕方が変わり、特に重要な役割を果たします。

リズムとピッチ両成分について自動作曲をする場合は、テイクスクロールエリアの
選択とは無関係に、つねにオリジナルのラインデータが、自動解析の対象となりま
す。このオリジナルのラインデータの解析とリズムサブタブの各種設定からリズム
成分の自動作曲が行われます。ピッチ成分の自動作曲も行われ、ピッチが割り当て
られます。

ピッチ成分だけについて自動作曲をする場合は、オリジナルのラインデータではな
く、現在選択されているテイクが自動解析の対象となります。これに加えて、作曲
パラメータータブやメロディードロータブの各種設定を参照しながら、自動作曲が
行われます。

作曲パラメータータブのリズムサブタブは、作曲カテゴリー選択ボックスで選択さ
れているカテゴリーによって、設定項目の内容が変わります。サブタブ内の各種設
定項目は、リズムも作り変えるチェックボックスにチェックマークが入っている時
に、設定できます。
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関連するページ:

作曲カテゴリ選択ボックス
作曲パラメータータブ
メロディードロータブ
再作曲ボタン
作曲結果の管理
試聴・ダイアログボックスの終了
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再作曲ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム
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作曲結果の管理 削除
ボタン

削除ボタンをクリックすると、テイクスクロールエリア内で選択
されているアイテム（テイク）が削除されます。テイクスクロー
ルエリアで削除したいテイクを選択して、削除ボタンをクリック
します。「オリジナル」（オリジナルのラインデータ）は、削除
できません。

テイク
スクロールエリア

テイクスクロールエリアは、自動作曲結果を一時的に保存しま
す。再作曲ダイアログボックスを開いたとき、元のラインデータ
が「オリジナル」という名前で追加されています。この「オリジ
ナル」アイテムは、最初に再作曲ボタンをクリックしたときの分
析対象となります。

再作曲ボタンをクリックする度に、自動作曲結果が新規アイテム
として、テイクスクロールエリアに追加されていきます。追加さ
れる都度、カーソルの選択は、新規に追加されたアイテム（テイ
ク）に移ります。

テイクスクロールエリアで選択しているテイクを変えるとこれに
応じて、ピアノロールエディター、楽譜エディター、ドキュメン
トウインドウのラインエリア等で、該当部分のラインデータ内容
がこのテイクの内容に置き換えられます。置き換えは一時的なも
ので、いつでも別のテイクの内容に変更できます。これにより、
試聴しながらテイクの選択を変えていくことによって、作曲結果
を聴き比べることが可能です。

ピッチ成分だけの自動作曲をする場合、テイクスクロールエリア
で選ばれているテイク (アイテム) が、自動解析の対象となりま
す。対象としたいテイクを選択して、再作曲ボタンをクリックし
ます。自動作曲されると新規にテイクが生成され、テイクスク
ロールエリアに追加されます。またカーソルの選択は、新規に追
加されたテイクに移ります。このため、オリジナルのラインデー
タを自動解析の対象としたい場合は、「オリジナル」アイテムを
選択し直してから、再作曲ボタンをクリックします。

アイテムの右側に、オレンジ色の三角形（中に４分音符が描かれ
ている）のアイコンが表示されることがあります。これは、自動
作曲時に音程を割り当てることができなかった音符が一部発生し
たことを示しています。主に、オリジナルのラインデータに、ス
プレッドな和音が含まれているときに発生します。作曲パラメー
タータブで音域を広げるなど、自動作曲への制限を緩く再設定す
ると、この問題は解消されます。

OKボタンをクリックして再作曲ダイアログボックスを閉じた以降
も、現在選択したテイク以外の別テイクを保存しておきたい場合
があります。希望のアイテム（テイク）の左側のチェックボック
スにチェックマークを入れておくと、選択されているラインブ
ロック内のテイクとして登録され、再作曲ダイアログボックスを
閉じたあとも保存されます。



OKボタンをクリックして、再作曲ダイアログボックスを閉じたと
きに選択されていたテイクが、現在のラインブロックの新規ライ
ンデータとなり、オリジナルのラインデータは削除されます。(ア
イテム左側のチェックボックスの設定には依存しません）OKボタ
ン/キャンセルボタンのいずれをクリックした場合も、チェック
マークが入っていないテイクは、全て失われます。

名前
エディットボックス

自動作曲の結果には仮の名前が付けられ、再作曲ボタンがクリッ
クされる度に、テイクスクロールエリアに登録されていきます。
名前エディットボックスでは、テイクの名前を編集します。テイ
クスクロールエリアで名前を変更したいアイテムを選択し、名前
エディットボックス内でテイクの名前を編集します。

�
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関連するページ:

作曲カテゴリ選択ボックス
作曲パラメータータブ
メロディードロータブ
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再作曲ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム
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� � 再作曲ボタンをクリックすると新規にテイクが生成され、テイ
クスクロールエリアに追加されます。またカーソルの選択は新
規に追加されたテイクに移り、ラインデータ内容もこれに合わ
せて変化します。

試聴 再生
他と一緒に再生
停止
ボタン

再生ボタン(シングルスピーカー) をクリックすると、テイクス
クロールエリアで選択されている作曲結果が、演奏されます。

他と一緒に再生ボタン (ダブルスピーカー) をクリックすると、
テイクスクロールエリアで選択されている作曲結果と共に、ド
キュメントウインドウの再生トラックボタンがアクティブなト
ラックが、演奏されます。

（他と一緒に）再生ボタンをクリックしたときに、ドキュメン
トウインドウのコードトラックの再生トラックボタンがアク
ティブな場合、コードも同時に再生されます。

再生は、選択されているラインデータを含む小節を、繰り返し
演奏します。演奏を停止するには、停止ボタン (右端のボタン)
をクリックします。再生中に、自動作曲したりテイクスクロー
ルエリアの選択を変えたりすると、リアルタイムに結果を聴き
比べながら、自動作曲を続けることができます。

ダイアログボックスの
終了

OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、選択されていたテイクが、現在の
ラインブロックの新規ラインデータとなり、オリジナルのライ
ンデータは削除されます。OKボタン/キャンセルボタンのいずれ
をクリックした場合も、チェックマークが入っていないテイク
は、全て失われます。ラインブロックのテイクに登録したい自
動作曲の結果は、テイクスクロールエリアのアイテムにチェッ
クマークを入れておきます。
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関連するページ:

作曲カテゴリ選択ボックス
作曲パラメータータブ
メロディードロータブ
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ヴォイシングダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス
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説明 ヴォイシングダイアログボックスでは、選択されている音符や割り当てられているコードか
ら、実現可能なヴォイシングを自動的に行います。

使い方 ヴォイシングしたい音符（リード音）を選択し、ダイアログボックスを開きます。 一度に複数
の音符を選択してヴォイシングすることも可能です。 ダイアログボックスでは、それぞれの
リード音に対して、ヴォイシングの種類やハーモニックテンションの指定、声数の設定をしま
す。また、リード音の音程を変更することもできます。割り当てられているコードと異なる
コードでヴォイシングすることも可能です。

２つの再生ボタンを使うと、ヴォイシング結果を試聴しながら、各種の設定をすることができ
ます。

� �

アイテム ヴォイシング設定スクロールエリア
リード音エディットボックス
位置表示領域
ヴォイシングスクロールエリア
絶対音程ラジオボタン
スケールスペリングラジオボタン
再生ボタン
他と一緒に再生ボタン
停止ボタン
OKボタン
キャンセルボタン
ヘルプボタン

� �

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/Dialogboxes/Voicing/uses1.htm#Chord
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開き方 ピアノロールエディター
楽譜エディター
から開く

ラインメニューからヴォイシング...を選ぶと、ダイアログボックス
が開きます。
代わりに、対象となるラインデータを右ボタン・クリックし、開い
たコンテキストメニューからアクション/ヴォイシング...を選ぶと、
ダイアログボックスが開きます。

 ラインメニューからヴォイシング...を選ぶ場合、あらかじめ、編集の対象となるライン
データが選択されている必要があります。選択されていない場合、このメニューアイテムは使
用できません。.

 ヴォイシングダイアログボックスは、トラックのカテゴリーがドラムスの場合は使用でき
ません。
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ヴォイシングダイアログボックスのアイテム � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスの使い方
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ヴォイシングの設定 ヴォイシング設定
スクロールエリア

ここでは、各リード音に対してのヴォイシングの設定
を行います。ヴォイシングの種類やハーモニックテン
ションの指定、声数を設定を設定します。さらに、割
り当てられているコードと異なるコードでヴォイシン
グすることを指定することもできます。

リード音
エディットボックス

上下ボタンをクリックするか、直接、値をコンピュー
タキーボードから入力すると、これに応じて選択して
いるリード音の音程が変わります。

位置
表示領域

選択されているリード音の開始位置と終了位置を表示
します。「発音時間（小節:拍:分解値）-消音時間（小
節:拍:分解値） （長さ）」の形式で表示されます。

ヴォイシングの結果の
選択

ヴォイシング
スクロールエリア

ヴォイシング結果の一覧を表示します。ヴォイシング
結果を試聴するにはアイテムをダブルクリックしま
す。気に入った結果を選択します。

ヴォイシング結果の
表示方法

絶対音程
ラジオボタン

ヴォイシングスクロールエリアに表示される、結果の
音程を絶対音程で表示します。

� スケールスペリング
ラジオボタン

ヴォイシングスクロールエリアに表示される、結果の
音程をスケール音で表示します。

試聴 再生 再生ボタン (シングルスピーカー) をクリックする
と、ヴォイシング結果が演奏されます。

他と一緒に再生 他と一緒に再生ボタン (ダブルスピーカー) をクリッ
クしておくと、ヴォイシング結果と共に、ドキュメン
トウインドウの再生トラックボタンがアクティブなト
ラックが、演奏されます。

停止 演奏を停止するには、停止ボタン (右端のボタン) を
クリックします。

ダイアログボックスの終了 OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、ヴォイシングダイアロ
グボックスは閉じ、選択されているラインデータは
ヴォイシングされたデータに置き換わります。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、
ヴォイシングダイアログボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが
開きます。
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ヴォイシングダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム
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ヴォイシングの設定 概要 ヴォイシング技術は、構成される和音に使われる音符間
の音程差、ならびに各音符を下から上に並べる順序の、
２概念を含みます。ヴォイシングの名称は、この概念を
反映しています。ヴォイシングダイアログボックスで
は、クローズド、ドロップ2、スプレッド、U.S.T. 等の種
類と、ハーモニックテンションの使用、声数の指定が出
来ます。割り当てられているコードとリード音との関係
によって、ヴォイシングの種類や声数が制限されます。
１つのリード音に複数のコードが割り当てられている場
合も、結果は制限されますが、ヴォイシングが可能で
す。

� リード音番号
表示領域

リード音番号表示領域には、選択されている音符イベン
トに適当な順番がつけられています。音符の正確な情報
は、ヴォイシング設定スクロールエリアで選択し、リー
ド音エディットボックスや位置表示領域を参照して下さ
い。

� コード
ボタン

コードボタンには、割り当てられているコードが表示さ
れています。割り当てられているコードが複数ある場合
は、「F7...」のように先頭のコードと「...」が表示されま
す。割り当てられているコードに対してリード音がス
ケール音でなかったり、アボイドノートであった場合
は、ヴォイシングは理論的に不可能です。リード音が
コードのテンション音の場合は、まずコード名自体をテ
ンション付コード名に変更して、該当のテンション音が
スケール音に含まれる環境にすると、ヴォイシング出来
るようになります。もちろん、割り当てられているコー
ドが無い場合もヴォイシングは不可能です。この場合、
一時的に異なるコードを割り当てて、ヴォイシングを続
けることもできます。コードボタンをクリックすると、
「オリジナル」と「リハーモナイズ...」の２つのアイテム
を持つメニューが表示されます。「オリジナル」は、ド
キュメントウインドウ上で割り当てられているコードを
選択します。「リハーモナイズ...」は、コード組み立てダ
イアログボックスが開き、異なるコードを直接指定する
ことができます。

� ハーモニックテンション
チェックボックス

ハーモニックテンションチェックボックスでは、ハーモ
ニックテンション音を使用するかどうかを指定します。
ヴォイシングの種類によっては、必ずハーモニックテン
ション音を使用する場合もあり、設定に効果がない場合
もあります。一方、ハーモニックテンションチェック
ボックスをチェックしている場合、選択可能なヴォイシ
ングの種類や声数、あるいは、ヴォイシング結果が減る
ことがあります。

� ヴォイシング種類
選択ボックス

ヴォイシング種類選択ボックスをクリックすると、ヴォ
イシング種類のリストが表示されます。割り当てられて
いるコードやリード音等によって、ここに表示される種
類は異なります。

� 声数
選択ボックス

ヴォイシング種類が選択し、声数選択ボックスをクリッ
クすると、生成可能な声数のリストが表示されます。声
数を選択すると、ヴォイシングスクロールエリアに結果
が表示されます。
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ヴォイシングダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム
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リード音の選択
ヴォイシング結果の選択

リード音
エディットボックス

リード音エディットボックスでは、ヴォイシング設定ス
クロールエリアの選択に対応したリード音の音程が
「MIDI値:絶対音程」の形式で表示されます。音程を変更
したい場合は、上下ボタンをクリックするか、直接、値
をコンピュータキーボードから入力します。音程を変更
すると、実行可能なヴォイシング種類も変わります。
リード音の音程によっては、ヴォイシングが不可能にな
る場合もあります。

位置
表示領域

位置表示領域には、ヴォイシング設定スクロールエリア
の選択に対応したリード音の発音時間と消音時間、長さ
が表示されます。

ヴォイシング
スクロールエリア

ヴォイシング設定スクロールエリアでの設定が完了して
ヴォイシング結果が得られた場合、ヴォイシングスク
ロールエリアに結果の一覧が表示されます。

アイテムをダブルクリックすると、結果を試聴すること
が出来ます。気に入った結果を選択します。選択する
と、対応するラインデータが一時的に置き換わります。
この時に、ヴォイシング結果に重なる全てのラインデー
タは、自動的に削除されます。

絶対音程,
スケールスペリング
ラジオボタン

ヴォイシングスクロールエリアに表示される、結果の音
程表示を絶対音程にするか、スケールスペリングにする
かを切り替えます。

絶対音程を選択すると、各音符は、ヴォイシングコード
に対応した絶対音程で表示されます。

スケールスペリングを選択すると、各音符は、ヴォイシ
ングコードに対応したスケール音名で表示されます。
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関連するページ:
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ヴォイシングダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム
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試聴 再生
他と一緒に再生
停止
ボタン

ヴォイシングの設定を変更する都度、選択されているライン
データ内容はこれに合わせて一時的に変更されます。

再生ボタン(シングルスピーカー) をクリックすると、ヴォイシ
ングの結果が演奏されます。

他と一緒に再生ボタン (ダブルスピーカー) をクリックすると、
ヴォイシングの結果と共に、ドキュメントウインドウの再生ト
ラックボタンがアクティブなトラックが、演奏されます。

（他と一緒に）再生ボタンをクリックしたときに、ドキュメン
トウインドウのコードトラックの再生トラックボタンがアク
ティブな場合、コードも同時に再生されます。

再生は、選択されているラインデータを含む小節を、繰り返し
演奏します。演奏を停止するには、停止ボタン (右端のボタン)
をクリックします。再生中にヴォイシングの設定を変更する
と、結果を聴きながら調節することができます。

ダイアログボックスの
終了

OK
ボタン

ヴォイシングし、OKボタンをクリックすると、 ヴォイシングダ
イアログボックスは閉じ、選択されているラインデータが置き
換わります。

�

関連するページ:

ヴォイシングの設定
リード音の選択
ヴォイシング結果の選択

�



コード組み立てダイアログボックス - リハーモナイズ用 � ダイアログボックス
ヴォイシングダイアログボックス

� �

説明 コード組立ダイアログボックスでは、ヴォイシングダイアログボックスにおいて、割り当てられ
ているコードとは異なるコードを使ってヴォイシングを行う、リハーモナイズ用のコードを指定
します。コード名の指定は、コード構成要素である、シンボル、クオリティー、テンションの選
択で行います。

使い方 現在設定されているキーとモードで使えるシンボル、クオリティー、テンション用のリストが自
動的に表示されますので、各リストからコード構成要素を選択して行くだけで、コード組み立て
ができます。

ヴォイシングしようとしているリード音が、スケールには含まれないコード、スケールのア
ボイドノートに相当するコードは、このダイアログボックスが開く時に 自動的に除外されます。
本ダイアログボックスは、ヴォイシングするため一時的に使うコードの指定が目的なので、使用
できるコードだけが、表示されます。

� �

アイテム キーとモードスクロールエリア
シンボルスクロールエリア
クオリティスクロールエリア
テンションスクロールエリア
組み立てられたコードスクロールエリア
調号 (Key Signature)表示領域
キーとモード表示領域
コード名ラジオボタン
ローマ数値表記ラジオボタン
OKボタン
キャンセルボタン
ヘルプボタン

� �

開き方 ヴォイシングダイアログボックス
から開く

ヴォイシング設定スクロールエリアのコードボタンをクリッ
クするとメニューが表示されます。ここで、リハーモナイ
ズ...を選ぶと、ダイアログボックスが開きます。



コード組み立てダイアログボックスのアイテム � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスの使い方

� �

コード構成要素の選択 キーとモード
スクロールエリア

キーとモードを選択します。ここで指定されたキー
とモードに応じて、組み立てられるコードの範囲
が、自動的に変わります。ここでは、複数のキーと
モードを選択することが出来ます。

シンボル
スクロールエリア

シンボルを選択します。キーとモードスクロールエ
リアで指定されたキーとモードに応じて、音楽理論
的に意味のあるシンボル候補が全て表示されます。

クオリティ
スクロールエリア

クオリティを選択します。シンボルスクロールエリ
アで指定されたシンボルに応じて、音楽理論的に意
味のあるクオリティ候補が全て表示されます。

テンション
スクロールエリア

テンションを選択します。これまでに指定されたシ
ンボルとクオリティに応じて、音楽理論的に意味の
あるテンション候補が全て表示されます。

構成されたコードの
選択

組み立てられたコード
スクロールエリア

これまでに指定されたキーとモード、シンボル、ク
オリティによって、組み立てられたコード名候補が
全て表示されます。

調号 (Key Signature)
表示領域

キーとモードスクロールエリアで指定されたキーと
モードに対応した調号が、譜面形式で表示されま
す。

キーとモード
表示領域

キーとモードスクロールエリアで指定されたキーと
モードに対応した調号が、アルファベット形式で表
示されます。

構成されたコードの
表示方法

コード名
ラジオボタン

組み立てられたコードスクロールエリアに表示され
るコードを、コード名表示に設定します。

ローマ数値表記
ラジオボタン

組み立てられたコードスクロールエリアに表示され
るコードを、ローマ数値表記表示に設定します。

ダイアログボックスの終了 OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、 コード組み立てダイア
ログボックスは閉じ、ヴォイシングダイアログボッ
クスに戻り、リハーモナイズ用のコードが選択した
コードに設定されます。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、 何もせずに、
コード組み立てダイアログボックスを閉じ、ヴォイ
シングダイアログボックスに戻ります。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイル
が開きます。



�

� �



コード組み立てダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

コード構成要素の選択 キーとモード
スクロールエリア

コード組み立てダイアログボックスを開くと、ヴォイシング
用コードとして他の新規コードを設定する上で必要な、キー
とモード、シンボル、クオリティー、テンションが、表示さ
れます。

次の４つのステップを必要に応じて組み合わせ、目的のコー
ドを組み立てます。

1. キーとモードスクロールエリアでは、キーとモードを選択
しましょう。ダイアログボックスを開いた時は、現在選択さ
れているコードコンテナに割り当てられているキーとモード
が、デフォルトとして選ばれています。ダイアログボックス
内で、他のキーとモードに割り当てることができます。Shift
キーや Ctrl キーを押しながら選択すると、複数のキーとモー
ドが選択できます。

シンボル
スクロールエリア

2. シンボルスクロールエリアでは、シンボルを選択しましょ
う。シンボルスクロールエリアで指定されたシンボルに応じ
て、意味のあるクオリティ候補が全て、クオリティスクロー
ルエリアに表示されます。



クオリティ
スクロールエリア

3. クオリティスクロールエリアでは、クオリティを選択しま
しょう。これまでに指定されたシンボルとクオリティに応じ
て、意味のあるテンション組み合わせ候補が、テンションス
クロールエリアに表示されます。

テンション
スクロールエリア

4. テンションスクロールエリアでは、テンションを選択しま
しょう。これまでに指定されたシンボル、クオリティーとテ
ンションに応じて、論理的に構成可能な同名コードが、組み
立てられたコードスクロールエリアに表示されます。



�

関連するページ:

構成されたコードの選択
ダイアログボックスの終了

�



コード組み立てダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

構成されたコードの
選択

組み立てられたコード
スクロールエリア

組み立てられたコードスクロールエリアに、同名コード (た
だしローマ数値表記は異なる) が幾つも表示された場合、
ローマ数値表記を参照しながら適切なコードを選択しま
しょう。また、アイテム左側の[+]アイコンをクリックする
と、選択したコードの転回コードへの変更も出来ます。
コードの選択に当たっては、調号 (Key Signature) 表示領域
およびキーとモード表示領域を参照しましょう。

コード名
ローマ数値表記
ラジオボタン

組み立てられたコードスクロールエリアのコード表示形式
は、コード名またはローマ数値表記ラジオボタンをクリッ
クして選択します。

�

関連するページ:

コード構成要素の選択
ダイアログボックスの終了

�



コード組み立てダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

ダイアログボックスの
終了

OK
ボタン

組み立てられたコードスクロールエリア内のコードを１つ選択し、OKボ
タンをクリックすると、コード組み立てダイアログボックスは閉じ、
ヴォイシングダイアログボックスのヴォイシング設定スクロールエリア
で選択されているヴォイシングコードが置き換わります。

�

関連するページ:

コード構成要素の選択
構成されたコードの選択

�



不協音検出ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 不協音検出ダイアログボックスでは、選択された音符と不協な音程を持つ音符を、同一トラッ
クや他のトラックから検出します。また、検出された不協音を自動、あるいは、手動で修正す
ることが出来ます。

使い方 不協音検出ダイアログボックスを開くと、不協音検出が自動的に開始されます。検出後、選択
されている音あるいは検出された不協音を修正することができます。

２つの再生ボタンを使うと、試聴しながら、不協音の確認や修正をすることができます。

� �

アイテム 再検出ボタン
結果表示領域
重なりの短い不協音は無視するチェックボックス
選択されている音エリア
検出された不協音エリア
再生ボタン
他と一緒に再生ボタン
停止ボタン
OKボタン
キャンセルボタン
ヘルプボタン

� �



開き方 ドキュメントウインドウ
イベントリストエディター
ピアノロールエディター
楽譜エディター
から開く

ラインメニューから不協音の検出...を選ぶと、ダイアログボック
スが開きます。
代わりに、対象となるラインデータを右ボタン・クリックし、開
いたコンテキストメニューからアクション/不協音の検出...を選ぶ
と、ダイアログボックスが開きます。

 ラインメニューから不協音の検出...を選ぶ場合、あらかじめ、編集の対象となるライン
データが選択されている必要があります。選択されていない場合、このメニューアイテムは使
用できません。

� �



不協音検出ダイアログボックスのアイテム � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスの使い方

� �

初めに 再検出
ボタン

不協音を再検出します。音程を修正した場合、修正
の確認に使用します。

結果
表示領域

不協音検出結果の状況等を表示します。表示する
メッセージがない場合は、領域は非表示になりま
す。

重なりの短い不協音は
無視する
チェックボックス

比較する音符同士の重なる時間が短い（６４分音符
長未満）場合は、検出から除外するかどうかを決め
ます。除外する場合は、チェックマークを入れま
す。

選択されている音エリアの
使い方

選択されている音
エリア

選択されている音スクロールエリアに、選択されて
いる音符を全て表示する場合は、全て表示チェック
ボックスにチェックマークを入れます。チェック
マークが入っていない場合は、不協音が検出された
音符だけが表示されます。

検出された不協音エリアの
使い方

検出された不協音
エリア

選択されている音スクロールエリアでアイテムを選
択すると、検出された不協音スクロールエリアに、
不協を構成する相手の音符が表示されます。

試聴 再生 再生ボタン (シングルスピーカー) をクリックする
と、選択されている音スクロールエリアおよび検出
された不協音スクロールエリアで選択されている音
符付近が、演奏されます。

他と一緒に再生 他と一緒に再生ボタン (ダブルスピーカー) をクリッ
クすると、選択されている音スクロールエリアおよ
び検出された不協音スクロールエリアで選択されて
いる音符付近と共に、ドキュメントウインドウの再
生トラックボタンがアクティブなトラックが、演奏
されます。

停止 演奏を停止するには、停止ボタン (右端のボタン) を
クリックします。

ダイアログボックスの終了 OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、不協音検出ダイアログ
ボックスは閉じ、修正されたラインデータは、修正
した音程に置き換わります。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、
不協音検出ダイアログボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイル
が開きます。
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不協音検出ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

初めに 概要 不協音とは、和音の音程差によって生じる不快な響きのことを言いま
す。しかし、これは必ずしも問題であるとは言えません。実際、不協音
は新しいムードや調性では使用されることもあります。不協音検出ダイ
アログボックスは、不協音を検出し、調和させるかどうか、あるいはそ
の方法を提供します。

� 再検出
ボタン

不協音検出ダイアログボックスを開いたときには、自動的に検出が行わ
れるため、この再検出ボタンはディスエーブルになっています。このボ
タンは、不協音を解決して音程を変えた場合に、イネーブルになりま
す。クリックすると、不協音解決の結果も反映して、再度、不協音検出
を行います。

� 結果
表示領域

結果表示領域には、不協音が検出されたとか、不協音の解決がうまく
いったとかの、処理結果が表示されます。この表示領域は、表示する
メッセージがある場合にだけ表示されます。

� 重なりの短い不協音は
無視する
チェックボックス

重なりの短い不協音は無視するチェックボックスで比較する音符同士の
重なる時間が短い（６４分音符長未満）場合は、検出から除外するかど
うかを決めます。除外する場合は、チェックを入れます。これによっ
て、意図せずに重なってしまった音符等を検出結果から除外することが
出来ます。

� �

�

関連するページ:

選択されている音エリアの使い方
検出された不協音エリアの使い方
試聴・ダイアログボックスの終了

�
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不協音検出ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

選択されている音エリアの
使い方

全て表示
チェックボックス

選択されている音スクロールエリアに、選択されている
音符を全て表示する場合は、全て表示チェックボックス
にチェックマークを入れます。チェックマークが入って
いない場合は、不協音が検出された音符だけが表示され
ます。

選択されている音
スクロールエリア

選択されている音スクロールエリアには選択されている
音符が表示されます。不協音が検出された音符だけを表
示する場合は、全て表示チェックボックスのチェック
マークを外します。全ての音符を表示する場合は、全て
表示チェックボックスにチェックマークを入れます。

数（不協音）列には、各音符に対して検出された不協音
の数が表示されます。

ラインブロック列には、各音符が属するラインブロック
名が表示されます。

ピッチ列には、各音符のピッチが表示されます。

場所列には、各音符の発音時間と消音時間が「小節：
拍：分解値」の形式で表示されます。分解値は、４分音
符長を 480 としています。

自動
ボタン

自動ボタンをクリックすると選択されている音スクロー
ルエリアで選択されているアイテム（音符）の不協を自
動的に解決します。このボタンをクリックして、この音
符に対する不協音がなくなった場合、結果表示領域に
「不協音を解決しました」と表示されます。

手動...
ボタン

手動...ボタンでは、選択されている音スクロールエリアで
選択されているアイテム（音符）の不協を音調節ダイア
ログボックスで手動で解決します。音調節ダイアログ
ボックスでは、音符のピッチを入力します。

エディター
ボタン

エディターボタンをクリックすると、選択されている音
スクロールエリアで現在選択されているアイテム（音
符）について、何種類かのエディターを開いて確認でき
ます。エディターは、対象となっている音符が選択され
た状態て開かれます。使えるエディターは、ボタン順に
左から、イベントリスト、ピアノロール、楽譜エディ
ターです。

�

�



関連するページ:

初めに
検出された不協音エリアの使い方
試聴・ダイアログボックスの終了

� �
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不協音検出ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

検出された不協音エリアの
使い方

検出された不協音
スクロールエリア

検出された不協音スクロールエリアには、選択されてい
る音スクロールエリアで選択されている音符と不協を構
成する音符が、表示されます。不協関係を解決した場
合、解決されたアイテム（不協音）左に水色の円形
（チェックマークが描かれている）のアイコンが表示さ
れます。逆に、解決した結果　不協音となってしまった
場合、アイテム左にオレンジ色の三角形（！マークが描
かれている）のアイコンが表示されます。

ラインブロック列には、各音符が属するラインブロック
名が表示されます。

ピッチ列には、各音符のピッチが表示されます。

場所列には、各音符の発音時間と消音時間が「小節：
拍：分解値」の形式で表示されます。分解値は、４分音
符長を 480 としています。

重複長列には選択されている音スクロールエリアで選択
されている音符と重なっている長さが表示されます。分
解値は、４分音符長を 480 としています。

自動
ボタン

自動ボタンをクリックすると、検出された不協音スク
ロールエリアで選択されている音符のピッチを自動的に
調節して、選択されている音スクロールエリアで選択さ
れている音符に対する不協関係を、解決します。このボ
タンをクリックして不協を解決した場合、結果表示領域
に「不協音を解決しました」と表示されます。

手動...
ボタン

手動...ボタンをクリックした場合、検出された不協音スク
ロールエリアで選択されている音符と、選択されている
音スクロールエリアで選択されている音符の間の不協関
係を、音符のピッチをマニュアルに調節して、解決しま
す。調節は、手動...ボタンをクリックすると開かれる音調
節ダイアログボックスで、音符のピッチを入力して行い
ます。
検出された不協音側のピッチ調節で手動解決した場合、
音程を変えたこの音符が、新たに他の音符と不協関係を
構成する可能性があります。

エディター
ボタン

エディターボタンをクリックすると、検出された不協音
スクロールエリアで現在選択されているアイテム（音
符）について、何種類かのエディターを開いて確認でき
ます。エディターは、対象となっている音符が選択され
た状態て開かれます。使えるエディターは、ボタン順に
左から、イベントリスト、ピアノロール、楽譜エディ
ターです。

�



�

関連するページ:

初めに
選択されている音エリアの使い方
試聴・ダイアログボックスの終了

�
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不協音検出ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

試聴 再生
他と一緒に再生
停止
ボタン

不協音を解決する都度、選択されているラインデータ内容はこ
れに合わせて一時的に変更されます。

再生ボタン(シングルスピーカー) をクリックすると、選択され
ている音スクロールエリアおよび検出された不協音スクロール
エリアで選択されている音符付近が演奏されます。

他と一緒に再生ボタン (ダブルスピーカー) をクリックすると、
選択されている音スクロールエリアおよび検出された不協音ス
クロールエリアで選択されている音符付近と共に、ドキュメン
トウインドウの再生トラックボタンがアクティブなトラック
が、演奏されます。

（他と一緒に）再生ボタンをクリックしたときに、ドキュメン
トウインドウのコードトラックの再生トラックボタンがアク
ティブな場合、コードも同時に再生されます。

再生は、選択されている音スクロールエリアおよび検出された
不協音スクロールエリアで選択されている音符を含む小節を、
繰り返し演奏します。演奏を停止するには、停止ボタン (右端の
ボタン) をクリックします。
再生中に不協音解決をすると、結果を聴きながら調節すること
ができます。

ダイアログボックスの
終了

OK
ボタン

不協音を解決し、OKボタンをクリックすると、 不協音解決ダイ
アログボックスは閉じ、解決したラインデータが置き換わりま
す。

�

関連するページ:

初めに
選択されている音エリアの使い方
検出された不協音エリアの使い方

�
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音調整ダイアログボックス � ダイアログボックス
不協音検出ダイアログボックス

� �

説明 音調節ダイアログボックスは、 不協音検出ダイアログボックスで選択されている音符の音程
を、マニュアルに調整します。

使い方 不協音検出ダイアログボックスの選択されている音エリアや検出された不協音エリアで音符
（アイテム）を選択して、それぞれの手動...ボタンをクリックすると、音調節ダイアログボッ
クスが開きます。音程を調節して OKボタンをクリックすると、不協音検出ダイアログボック
スに戻ります。

� �

アイテム ピッチ
エディットボックス

上下ボタンをクリックするか、直接、値をコンピュータキーボードから
入力すると、これに応じて音程が変わります。

ピッチ
表示

現在設定されている音程が表示されます。

位置
表示

選択されている音符の発音時間と消音時間、長さが表示されます。時間
は、「小節：拍：分解値」の形式で表示されます。分解値は、４分音符
長を 480 としています。

ラインブロック
表示

選択されている音符が属するラインブロック名が表示されます。

エディター
ボタン

選択されているアイテム音符を、各エディターを新たに開いて確認する
ことができます。エディターは、対象となっている音符が選択されて開
かれます。ボタン左から、イベントリスト、ピアノロール、楽譜エディ
ターが、使えます。

OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、音調節ダイアログボックスは閉じ、不協音
検出ダイアログボックスに戻ります。不協音検出ダイアログボックスに
おいて選択されている音符の音程が、修正した音程に置き換わります。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに音調節ダイアログボッ
クスを終了し、不協音検出ダイアログボックスに戻ります。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが開きます。

�

� �

開き方 不協音検出ダイアログボックス
から開く

選択されている音エリアや検出された不協音エリアで音符
（アイテム）を選択して、それぞれの手動...ボタンをクリッ
クします。

� �
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クォンタイズダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 クォンタイズダイアログボックスは、個別のイベントあるいはラインブロック全体について、
イベントの開始時間を、設定されたグリッドに沿った位置に調整します。

使い方 グリッド幅の設定方法は、連符での設定等、いくつかあります。

さらに、コンピューターミュージックによく見られる機械的な音を緩和する等、３つのフィー
リング調整機能があります。

２つの再生ボタンを使うと、クォンタイズ結果を試聴しながら、各種の設定をすることができ
ます。

� �

アイテム グリッド幅ラジオボタン
連符選択ボックス
スイングスライダー
スイングエディットボックス
オフセットスライダー
オフセットエディットボックス
ヒューマナイズスライダー
ヒューマナイズエディットボックス
再生ボタン
他と一緒に再生ボタン
停止ボタン
OKボタン
キャンセルボタン
ヘルプボタン

� �



開き方 ドキュメントウインドウ
イベントリストエディター
ピアノロールエディター
楽譜エディター
から開く

ラインメニューからクォンタイズ...を選ぶと、ダイアログボック
スが開きます。
代わりに、対象となるラインデータを右ボタン・クリックし、開
いたコンテキストメニューからアクション/クォンタイズ...を選ぶ
と、ダイアログボックスが開きます。

 ラインメニューからクォンタイズ...を選ぶ場合、あらかじめ、編集の対象となるライン
データが選択されている必要があります。選択されていない場合、このメニューアイテムは使
用できません。

� �



クォンタイズダイアログボックスのアイテム � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスの使い方

� �

グリッド幅の設定 グリッド幅
ラジオボタン

グリッドの幅を拍子に対して
指定したり、絶対的な音符長
で指定します。

連符
選択ボックス

グリッド幅ラジオボタンで指
定したグリッドを指定した連
符幅にします。

フィーリングの調節 スイング
スライダー

スライダーを左方向にドラッ
グすると、スイングのタイミ
ングがグリッドに対して前に
ずれていき、右方向にドラッ
グするとグリッドに対して後
ろにずれていきます。

スイング
エディットボックス

右左ボタンをクリックする
か、直接、値をコンピュータ
キーボードから入力すると、
これに応じてグリッドに対し
てのスイングのタイミングが
変わります。

オフセット
スライダー

スライダーを左方向にドラッ
グすると、音符の開始時間が
グリッドに対して前にずれて
いき、右方向にドラッグする
とグリッドに対して後ろにず
れていきます。

オフセット
エディットボックス

右左ボタンをクリックする
か、直接、値をコンピュータ
キーボードから入力すると、
これに応じて音符の開始時間
のグリッドに対してのずれ具
合が変わります。

ヒューマナイズ
スライダー

スライダーを左方向にドラッ
グすると音符がグリッドに対
してより正確に沿って整列
し、右方向にドラッグすると
ルーズになっていきます。

ヒューマナイズ
エディットボックス

右左ボタンをクリックする
か、直接、値をコンピュータ
キーボードから入力すると、
これに応じてグリッドに対し
ての整列具合が変わります。

試聴 再生 再生ボタン (シングルスピー
カー) をクリックすると、
クォンタイズ結果が演奏され
ます。



他と一緒に再生 他と一緒に再生ボタン (ダブ
ルスピーカー) をクリックし
ておくと、クォンタイズ結果
と共に、ドキュメントウイン
ドウの再生トラックボタンが
アクティブなトラックが、演
奏されます。

停止 演奏を停止するには、停止ボ
タン (右端のボタン) をク
リックします。

ダイアログボックスの終了 OK
ボタン

OKボタンをクリックする
と、 クォンタイズダイアロ
グボックスは閉じ、選択され
ているラインデータは調節さ
れたデータに置き換わりま
す。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリック
すると、何もせずに、クォン
タイズダイアログボックスを
終了します。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックする
と、本ヘルプファイルが開き
ます。

�

� �



クォンタイズダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

グリッド幅の設定 グリッド幅
ラジオボタン

まず初めに、選択したラインデータを整列するための、グリッド幅を
設定します。

１行目のラジオボタンは、拍子でグリッド幅を設定します。２拍を選
択すると一番広いグリッド幅に設定され、1/8拍の方へ設定して行くほ
どにグリッド幅が狭くなっていきます。

２行目のラジオボタンは、絶対的な音符長でグリッド幅を設定しま
す。２分音符を選択すると一番広いグリッド幅に設定され、３２分音
符の方へ設定して行くほどにグリッド幅が狭くなっていきます。

連符
選択ボックス

グリッド幅を拍子で設定している場合、連符選択ボックスで選択した
連符数でその拍子長を分割した長さを、グリッド幅に設定します。

グリッド幅を音符で設定している場合、連符選択ボックスで選択した
連符数でその音符長を分割した長さを、グリッド幅に設定します。

連符は、３連符、５連符、７連符から選択します。連符のタイミング
でグリッド幅を設定する必要がない場合は、（なし）を選択します。

�

関連するページ:

フィーリングの調節
試聴・ダイアログボックスの終了

�



クォンタイズダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

フィーリングの調節 スイング
調節エリア

スイングの調節は、グリッドを偶数グリッドと奇数グリッドに分
け、偶数グリッドをずらすことによって、スイング効果を与えま
す。
グリッド幅ラジオボタンで設定したグリッド幅に対して、何パー
セント分の範囲で変動させるかを設定します。設定は、-50％から
50％の範囲で行います。効果を与えない場合は、0 に設定しま
す。

設定は、スライダーかエディットボックスで行います。スライ
ダーを左にドラッグするか、エディットボックスに小さい値を入
力すると結果は、グリッドに対して早めになり、スライダーを右
にドラッグするか、エディットボックスに大きい値を入力すると
結果は、グリッドに対して遅めに設定されます。

オフセット
調節エリア

オフセットの調節は、選択されているラインデータをグリッドに
対して早め、あるいは遅れた位置に調節します。
オフセットは、分解値で、-240 から 240 の範囲で設定します。グ
リッド上に整列したい場合は、0 に設定します。

設定は、スライダーかエディットボックスで行います。スライ
ダーを左にドラッグするか、エディットボックスに小さい値を入
力すると結果は、グリッドに対して早めになり、スライダーを右
にドラッグするか、エディットボックスに大きい値を入力すると
結果は、グリッドに対して遅めに設定されます。

 CAMPS では、４分音符長を 480 分解値としています。

ヒューマナイズ
調節エリア

クォンタイズをかけた場合、各音符はグリッド上に整列されま
す。その結果、各音符を再生すると、機械的に感じられてきま
す。ヒューマナイズ調節エリアでは、グリッド幅ラジオボタンで
設定したグリッド幅に対して、何パーセント分の範囲で整列させ
るかを設定します。設定は、0％から 50％の範囲で行います。機
械的にグリッド上に整列された設定にしたい場合は、0％を設定し
ます。

設定は、スライダーかエディットボックスで行います。スライ
ダーを左にドラッグするかエディットボックスに小さい値を入力
すると、結果は整列していき、スライダーを右にドラッグするか
エディットボックスに大きい値を入力すると、結果はルーズに
なっていきます。



�

関連するページ:

グリッド幅の設定
試聴・ダイアログボックスの終了

�



クォンタイズダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

試聴 再生
他と一緒に再生
停止
ボタン

クォンタイズをかける都度、選択されているラインデータ内容
はこれに合わせて一時的に変更されます。

再生ボタン(シングルスピーカー) をクリックすると、クォンタ
イズをかけた結果が演奏されます。

他と一緒に再生ボタン (ダブルスピーカー) をクリックすると、
クォンタイズをかけた結果と共に、ドキュメントウインドウの
再生トラックボタンがアクティブなトラックが、演奏されま
す。

（他と一緒に）再生ボタンをクリックしたときに、ドキュメン
トウインドウのコードトラックの再生トラックボタンがアク
ティブな場合、コードも同時に再生されます。

再生は、選択されているラインデータを含む小節を、繰り返し
演奏します。演奏を停止するには、停止ボタン (右端のボタン)
をクリックします。
再生中にクォンタイズをかけると、結果を聴きながら調節する
ことができます。

ダイアログボックスの
終了

OK
ボタン

クォンタイズをかけ、OKボタンをクリックすると、 クォンタイ
ズダイアログボックスは閉じ、選択されているラインデータが
置き換わります。

 クォンタイズは、音符イベントだけでなく、選択されてい
るピッチベンドやコントロールチェンジなどの、その他のイベ
ントにも影響します。

 クォンタイズの調節次第では、音符どうしが重なる場合が
あります。この結果、期待通りに演奏されないない場合があり
ます。

�

関連するページ:

グリッド幅の設定
フィーリングの調節

�



トランスポーズダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 トランスポーズダイアログボックスでは、選択された音符の音程を、音符単位あるいはラ
インブロック単位に、一挙にトランスポーズする事ができます。

使い方 ダイアログボックスを開くと、音程表示領域に選択されているラインデータの音域が表示
されています。

トランスポーズスライダーやエディットボックスを使用して、トランスポーズする値を半
音単位で指定します。

２つの再生ボタンを使うと、トランスポーズの結果を試聴しながら、各種の設定をするこ
とができます。

� �

アイテム トランスポーズスライダー
トランスポーズエディットボックス
音程表示領域
再生ボタン
他と一緒に再生ボタン
停止ボタン
OKボタン
キャンセルボタン
ヘルプボタン

� �

開き方 ドキュメントウインドウ
イベントリストエディター
ピアノロールエディター
楽譜エディター
から開く

ラインメニューからトランスポーズ...を選ぶと、ダイアログ
ボックスが開きます。
代わりに、対象となるラインデータを右ボタン・クリック
し、開いたコンテンツメニューからアクション/トランスポー
ズ...を選ぶと、ダイアログボックスが開きます。

 ラインメニューからトランスポーズ...を選ぶ場合、あらかじめ、編集の対象となるライ
ンデータが選択されている必要があります。選択されていない場合、このメニューアイテ
ムは使用できません。



トランスポーズダイアログボックスのアイテム � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスの使い方

� �

トランスポーズする トランスポーズ
スライダー

スライダーを上方向にドラッグすると高く 、上方
向にドラッグすると低くトランスポーズされます。

トランスポーズ
エディットボックス

上下ボタンをクリックするか、直接、値をコン
ピュータキーボードから入力すると、これに応じて
トランスポーズされます。

音程
表示領域

選択されているラインデータのトランスポーズ後の
音程の範囲を表示します。

試聴 再生 再生ボタン (シングルスピーカー) をクリックして
おくと、トランスポーズ結果が演奏されます。

他と一緒に再生 他と一緒に再生ボタン (ダブルスピーカー) をク
リックしておくと、トランスポーズ結果と共に、ド
キュメントウインドウの再生トラックボタンがアク
ティブなトラックが、演奏されます。

停止 演奏を停止するには、停止ボタン (右端のボタン)
をクリックします。

ダイアログボックスを閉じる OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、 トランスポーズダイ
アログボックスは閉じ、選択されているラインデー
タはトランスポーズされたデータに置き換わりま
す。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせず
に、、トランスポーズダイアログボックスを終了し
ます。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイル
が開きます。

�

� �



トランスポーズダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

トランスポーズする トランスポーズ
スライダー
エディットボックス

トランスポーズスライダーを上方向にドラッグすると高く 、
上方向にドラッグすると低くトランスポーズされます。ある
いは、上下ボタンをクリックするか、直接、値をコンピュー
タキーボードからトランスポーズエディットボックスに入力
すると、これに応じてトランスポーズされます。
値は、トランスポーズ後のラインデータの音程が MIDI の音程
範囲（0～127）を超えない範囲で設定できます。

音程
表示領域

音程表示領域には選択されているラインデータのトランス
ポーズ後の音程の範囲が表示されます。これらの表示を見な
がらトランスポーズ後のラインデータの音程を監視すること
が出来ます。

�

�

関連するページ:

試聴・ダイアログボックスの終了

�



トランスポーズダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

試聴 再生
他と一緒に再生
停止
ボタン

トランスポーズする都度、選択されているラインデータ内容は
これに合わせて一時的に変更されます。

再生ボタン(シングルスピーカー) をクリックすると、トランス
ポーズの結果が演奏されます。

他と一緒に再生ボタン (ダブルスピーカー) をクリックすると、
トランスポーズの結果と共に、ドキュメントウインドウの再生
トラックボタンがアクティブなトラックが、演奏されます。

（他と一緒に）再生ボタンをクリックしたときに、ドキュメン
トウインドウのコードトラックの再生トラックボタンがアク
ティブな場合、コードも同時に再生されます。

再生は、選択されているラインデータを含む小節を、繰り返し
演奏します。演奏を停止するには、停止ボタン (右端のボタン)
をクリックします。
再生中にトランスポーズすると、結果を聴きながら調節するこ
とができます。

ダイアログボックスの
終了

OK
ボタン

トランスポーズし、OKボタンをクリックすると、 トランスポー
ズダイアログボックスは閉じ、選択されているラインデータが
置き換わります。

�

関連するページ:

トランスポーズする

�



音長調節ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 音長調節ダイアログボックスでは、選択された音符の長さを、音符単位あるいはラインブロッ
ク単位に、一挙に変更する事ができます。

使い方 音長調節ダイアログボックスには、音長を設定する方法が３つあります。相対、オフセット、
絶対モードです。いずれのモードでも、よりスタカートに近い値に設定するほど音長は短くな
り、よりテヌートに近い値に設定するほど音長は長くなります。

２つの再生ボタンを使うと、音長の調節結果を試聴しながら、各種の設定をすることができま
す。

� �

アイテム 相対ラジオボタン
オフセットラジオボタン
絶対ラジオボタン
音の長さエディットボックス
音の長さスライダー
再生ボタン
他と一緒に再生ボタン
停止ボタン
OKボタン
キャンセルボタン
ヘルプボタン

� �

開き方 ドキュメントウインドウ
イベントリストエディター
ピアノロールエディター
楽譜エディター
から開く

ラインメニューから音長調節...を選ぶと、ダイアログボックスが
開きます。
代わりに、対象となるラインデータを右ボタン・クリックし、開
いたコンテキストメニューからアクション/音長調節...を選ぶと、
ダイアログボックスが開きます。

 ラインメニューから音長調節...を選ぶ場合、あらかじめ、編集の対象となるラインデータ
が選択されている必要があります。選択されていない場合、このメニューアイテムは使用でき
ません。

� �



音長調節ダイアログボックスのアイテム � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスの使い方

� �

調節モードの選択 相対
ラジオボタン

音符長の調節を、オリジナルの音符の長さの何パーセ
ント分にするかで指定する、相対モードに設定しま
す。

オフセット
ラジオボタン

音符長の調節を、オリジナルの音符の長さに対して何
分解値増減するかで指定する、オフセットモードに設
定します。

絶対
ラジオボタン

音符長の調節を、オリジナルの全ての音符の長さを何
分解値にするかで指定する、絶対モードに設定しま
す。

音長の調節 音の長さ
エディットボックス

左右ボタンをクリックするか、直接、値をコンピュー
タキーボードから入力すると、これに応じて音符長が
変わります。

音の長さ
スライダー

スライダーを左方向にドラッグすると短い (スタカー
ト) 、右方向にドラッグすると長い (テヌート) 音符長
に、変わります。

試聴 再生 再生ボタン (シングルスピーカー) をクリックする
と、音長調節の結果が演奏されます。

他と一緒に再生 他と一緒に再生ボタン (ダブルスピーカー) をクリッ
クしておくと、音長調節の結果と共に、ドキュメント
ウインドウの再生トラックボタンがアクティブなト
ラックが、演奏されます。

停止 演奏を停止するには、停止ボタン (右端のボタン) を
クリックします。

ダイアログボックスの終了 OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、音長調節ダイアログ
ボックスは閉じ、選択されているラインデータは調節
されたデータに置き換わります。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、音
長調節ダイアログボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが
開きます。

�

� �



音長調節ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

音長の調節 相対
オフセット
絶対
ラジオボタン

まず対象となるラインデータを選択してから、音長調節ダイアログボックス
を開き、調節モードを選択しましょう。音長調節ダイアログボックスには、
音長を調節する方法が３つあります。

相対 ...音符長の調節を、オリジナルの音符の長さの何パーセント分にするか
で指定する、相対モードに設定します。調節できる範囲は、0％ (変化なし) か
ら 200％ (２倍) までで、調節後も、選択されている各音符相互の相対的な長
さの違いは、維持されます。

オフセット ...音符長の調節を、オリジナルの音符の長さに対して何分解値増
減するかで指定する、オフセットモードに設定します。調節は、４分音符
を480分解値とした場合の 1 分解値単位で行い、調節後も、選択されている各
音符相互の相対的な長さの違いは、維持されます。

絶対 ...音符長の調節を、オリジナルの全ての音符の長さを何分解値にするか
で指定する、絶対モードに設定します。調節できる範囲は、選択されている
各音符の長さの平均値の 0.5 倍から 1.5 倍までで、調節後は、全ての音符の長
さが同じになります。

音の長さ
調節エリア

次に、音の長さエディットボックスか音の長さスライダーを使って、音符長
の調節をしましょう。コンピュータキーボードからエディットボックスに小
さい値を入力するか、スライダーを左方向にドラッグすると、音符長は短く
(スタカート) なります。逆に、エディットボックスに大きい値を入力する
か、スライダーを右方向にドラッグすると、音符長は長く (テヌート) なりま
す。

�

関連するページ:

試聴・ダイアログボックスの終了
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音長調節ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

試聴 再生
他と一緒に再生
停止
ボタン

音長を調節する都度、選択されているラインデータ内容はこれ
に合わせて一時的に変更されます。

再生ボタン(シングルスピーカー) をクリックすると、音長調節
の結果が演奏されます。

他と一緒に再生ボタン (ダブルスピーカー) をクリックすると、
音長調節の結果と共に、ドキュメントウインドウの再生トラッ
クボタンがアクティブなトラックが、演奏されます。

（他と一緒に）再生ボタンをクリックしたときに、ドキュメン
トウインドウのコードトラックの再生トラックボタンがアク
ティブな場合、コードも同時に再生されます。

再生は、選択されているラインデータを含む小節を、繰り返し
演奏します。演奏を停止するには、停止ボタン (右端のボタン)
をクリックします。
再生中に音長を調節すると、結果を聴きながら調節することが
できます。

ダイアログボックスの
終了

OK
ボタン

音長を調節し、OKボタンをクリックすると、 音長調節ダイアロ
グボックスは閉じ、選択されているラインデータが置き換わり
ます。

 音長の調節次第では、音符どうしが重なる場合がありま
す。この様な場合、期待通りに演奏されないない事が、ありま
す。

�

関連するページ:

音長の調節

�



ベロシティ調節ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 ベロシティ調節ダイアログボックスでは、選択された音符の音量（ベロシティ）を、音符単位
あるいはラインブロック単位に、一挙に変更する事ができます。

使い方 ベロシティ調節ダイアログボックスには、ベロシティを設定する方法が３つあります。相対、
オフセット、絶対モードです。いずれのモードでも、より小さい値に設定するほどベロシティ
は小さくなり、より大きい値に設定するほどベロシティは大きくなります。

２つの再生ボタンを使うと、ベロシティの調節結果を試聴しながら、各種の設定をすることが
できます。

� �

アイテム 相対ラジオボタン
オフセットラジオボタン
絶対ラジオボタン
ベロシティスライダー
ベロシティエディットボックス
再生ボタン
他と一緒に再生ボタン
停止ボタン
OKボタン
キャンセルボタン
ヘルプボタン

� �

開き方 ドキュメントウインドウ
イベントリストエディター
ピアノロールエディター
楽譜エディター
から開く

ラインメニューからベロシティ調節...を選ぶと、ダイアログボッ
クスが開きます。
代わりに、対象となるラインデータを右ボタン・クリックし、開
いたコンテキストメニューからアクション/ベロシティ調節...を選
ぶと、ダイアログボックスが開きます。

 ラインメニューからベロシティ調節...を選ぶ場合、あらかじめ、編集の対象となるライン
データが選択されている必要があります。選択されていない場合、このメニューアイテムは使
用できません。



ベロシティ調節ダイアログボックスのアイテム � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスの使い方

� �

調節モードの選択 相対
ラジオボタン

ベロシティの調節を、オリジナルの音符のベロシティ
値の何パーセント分にするかで指定する、相対モード
に設定します。

オフセット
ラジオボタン

ベロシティの調節を、オリジナルの音符のベロシティ
値に対していくつ増減するかで指定する、オフセット
モードに設定します。

絶対
ラジオボタン

ベロシティの調節を、オリジナルの全ての音符のベロ
シティ値をいくつにするかで指定する、絶対モードに
設定します。

ベロシティの調節 ベロシティ
スライダー

ベロシティ値が、スライダーを上方向にドラッグする
と大きく 、下方向にドラッグすると小さくなりま
す。

ベロシティ
エディットボックス

右左ボタンをクリックするか、直接、値をコンピュー
タキーボードから入力すると、これに応じてベロシ
ティ値が変わります。

試聴 再生 再生ボタン (シングルスピーカー) をクリックする
と、ベロシティ調節の結果が演奏されます。

他と一緒に再生 他と一緒に再生ボタン (ダブルスピーカー) をクリッ
クしておくと、ベロシティ調節の結果と共に、ドキュ
メントウインドウの再生トラックボタンがアクティブ
なトラックが、演奏されます。

停止 演奏を停止するには、停止ボタン (右端のボタン) を
クリックします。

ダイアログボックスの終了 OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、 ベロシティ調節ダイア
ログボックスは閉じ、選択されているラインデータは
調節されたデータに置き換わります。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、ベ
ロシティ調節ダイアログボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが
開きます。

�
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ベロシティ調節ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

ベロシティの調節 相対
オフセット
絶対
ラジオボタン

まず対象となるラインデータを選択してから、ベロシティ調節ダイア
ログボックスを開き、調節モードを選択しましょう。ベロシティ調節
ダイアログボックスには、ベロシティを調節する方法が３つありま
す。

相対 ...ベロシティの調節を、オリジナルのベロシティ値の何パーセン
ト分にするかで指定する、相対モードに設定します。調節できる範囲
は、0％ (変化なし) から 200％ (２倍) までで、調節後も、選択されて
いる各音符相互の相対的なベロシティ値の違いは、維持されます。

オフセット ...ベロシティの調節を、オリジナルのベロシティ値に対し
ていくつ増減するかで指定する、オフセットモードに設定します。調
節は、選択されている音符のベロシティが 1 から 127 に入る範囲で行
い、調節後も、選択されている各音符相互の相対的なベロシティ値の
違いは、維持されます。

絶対 ...ベロシティの調節を、オリジナルの全ての音符のベロシティ値
をいくつにするかで指定する、絶対モードに設定します。調節できる
範囲は、 1 から 127 で、調節後は、全ての音符のベロシティ値が同じ
になります。

ベロシティ
調節エリア

次に、ベロシティエディットボックスかベロシティスライダーを使っ
て、ベロシティの調節をしましょう。コンピュータキーボードからエ
ディットボックスに小さい値を入力するか、スライダーを下方向にド
ラッグすると、ベロシティは小さくなります。逆に、エディットボッ
クスに大きい値を入力するか、スライダーを上方向にドラッグする
と、ベロシティは大きくなります。

�

関連するページ:

試聴・ダイアログボックスの終了
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ベロシティ調節ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

試聴 再生
他と一緒に再生
停止
ボタン

ベロシティを調節する都度、選択されているラインデータ内容
はこれに合わせて一時的に変更されます。

再生ボタン(シングルスピーカー) をクリックすると、ベロシ
ティの調節結果が演奏されます。

他と一緒に再生ボタン (ダブルスピーカー) をクリックすると、
ベロシティの調節結果と共に、ドキュメントウインドウの再生
トラックボタンがアクティブなトラックが、演奏されます。

（他と一緒に）再生ボタンをクリックしたときに、ドキュメン
トウインドウのコードトラックの再生トラックボタンがアク
ティブな場合、コードも同時に再生されます。

再生は、選択されているラインデータを含む小節を、繰り返し
演奏します。演奏を停止するには、停止ボタン (右端のボタン)
をクリックします。
再生中にベロシティを調節すると、結果を聴きながら調節する
ことができます。

ダイアログボックスの
終了

OK
ボタン

ベロシティを調節し、OKボタンをクリックすると、 ベロシティ
調節ダイアログボックスは閉じ、選択されているラインデータ
が置き換わります。

�

関連するページ:

ベロシティの調節

�



音程の再配置ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 音程の再配置ダイアログボックスでは、選択された音符の音程を、別の音程に一挙に変更する
事ができます。このダイアログボックスは、トラックのカテゴリーがドラムス以外の場合にも
使用できますが、異なる MIDI デバイス（音源等）間で異なるドラムキーの調整のために用意
されています。

使い方 音程配置スクロールエリアで再配置したい音程を選択して、再配置選択ボックスで再配置する
音程を選択します。

２つの再生ボタンを使うと、配置結果を試聴しながら、各種の設定をすることができます。

� �

アイテム 音程配置スクロールエリア
再配置選択ボックス
再生ボタン
他と一緒に再生ボタン
停止ボタン
OKボタン
キャンセルボタン
ヘルプボタン

� �

開き方 ドキュメントウインドウ
イベントリストエディター
ピアノロールエディター
楽譜エディター
から開く

ラインメニューから音程の再配置...を選ぶと、ダイアログボック
スが開きます。
代わりに、対象となるラインデータを右ボタン・クリックし、開
いたコンテキストメニューからアクション/音程の再配置...を選ぶ
と、ダイアログボックスが開きます。

 ラインメニューから音程の再配置...を選ぶ場合、あらかじめ、編集の対象となるライン
データが選択されている必要があります。選択されていない場合、このメニューアイテムは使
用できません。

� �
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音程の再配置ダイアログボックスのアイテム � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスの使い方

� �

音程の再配置 音程配置
スクロールエリア

音程の配置状況を表示します。再配置したい音程を選
択して、再配置選択ボックスで割り当てたい音程を選
択します。

再配置
選択ボックス

音程配置スクロールエリアで選択している音程の配置
先を設定します。配置後、音程配置スクロールエリア
の内容が直ちに更新されます。

試聴 再生 再生ボタン (シングルスピーカー) をクリックする
と、音程の再配置の結果が演奏されます。

他と一緒に再生 他と一緒に再生ボタン (ダブルスピーカー) をクリッ
クしておくと、音程の再配置の結果と共に、ドキュメ
ントウインドウの再生トラックボタンがアクティブな
トラックが、演奏されます。

停止 演奏を停止するには、停止ボタン (右端のボタン) を
クリックします。

ダイアログボックスの終了 OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、音程の再配置ダイアロ
グボックスは閉じ、選択されている音符の音程は調節
された音程に置き換わります。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、音
程の再配置ダイアログボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが
開きます。

�

� �



音程の再配置ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

音程の再配置 音程配置
スクロールエリア

音程配置スクロールエリアは、３つの列で構成されています。

スピーカーアイコンが表示されている列では、試聴時に再配置した音
を演奏するかどうかを設定します。クリックすると切り替わります。
スピーカーが鳴っている形のアイコンの時は演奏されます。

元の音程列には、選択されている音符の配置前の音程が表示されま
す。

新しい音程列には、再配置された音程が表示されます。(配置されてい
ない音程に対しては、元の音程が表示されています。)

再配置したい音程（アイテム）を選択します。

再配置
選択ボックス

音程配置スクロールエリアで選択している音程の再配置は、再配置選
択ボックスで行います。音程配置スクロールエリアで選択を変える
と、配置先の音程がディフォルトとして表示されます。クリックする
と配置先となる音程のリストが表示されます。配置したい音程を選択
します。配置後、音程配置スクロールエリアの内容が直ちに更新され
ます。

�

関連するページ:

試聴・ダイアログボックスの終了

�



音程の再配置ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

試聴 再生
他と一緒に再生
停止
ボタン

音程を再配置する都度、選択されているラインデータ内容はこ
れに合わせて一時的に変更されます。

再生ボタン(シングルスピーカー) をクリックすると、音程の再
配置の結果が演奏されます。

他と一緒に再生ボタン (ダブルスピーカー) をクリックすると、
音程の再配置の結果と共に、ドキュメントウインドウの再生ト
ラックボタンがアクティブなトラックが、演奏されます。

再生は、選択されているラインデータを含む小節を、繰り返し
演奏します。演奏を停止するには、停止ボタン (右端のボタン)
をクリックします。
再生中に音程を再配置すると、結果を聴きながら再配置するこ
とができます。

ダイアログボックスの
終了

OK
ボタン

音程を再配置し、OKボタンをクリックすると、 音程の再配置ダ
イアログボックスは閉じ、選択されている音符の音程は調節さ
れた音程に置き換わります。

 通常、音程の再配置ダイアログボックスは、ドラムスト
ラックの打楽器の配置を調節をするために使用します。

 音程を再配置した場合、ポリアフタータッチやベロシティ
などを再調節する必要があるかもしれません。

�

関連するページ:

音程の再配置

�



ドラムス譜の設定ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 ドラムス譜の設定ダイアログボックスは、楽譜エディターのドラムス譜の表示をカスタマイズ
します。

使い方 設定したい音符を選択して、定義するチェックボックスにチェックマークを入れます。音符の
譜表に対する位置、符玉のスタイル、マーク、丸で囲むか等を、設定します。設定が終了した
ら、登録ボタンをクリックして設定を保存します。

� �

アイテム セット選択ボックス
登録ボタン
削除ボタン
音符スクロールエリア
定義するチェックボックス
配置ボタン
音符ラジオボタン
マークラジオボタン
囲むチェックボックス
音符表示領域
五線ラジオボタン
単線ラジオボタン
適用ボタン
OKボタン
キャンセルボタン
ヘルプボタン

� �

開き方 楽譜エディター
から開く

表示メニューから譜表/ドラムス譜の設定...を選ぶと、ダイアログボックスが
開きます。
代わりに、楽譜エディターの楽譜エリアを右ボタン・クリックし、開いたコ
ンテキストメニューから譜表/ドラムス譜の設定...を選ぶと、ダイアログボッ
クスが開きます。

� �



ドラムス譜の設定ダイアログボックスのアイテム � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスの使い方

� �

設定セットの扱い方 セット
選択ボックス

あらかじめ用意されている設定セット（プリセット）
や、ユーザーが登録した設定セットが表示されます。ダ
イアログボックス内の各値の変更は、現在選択している
設定セットに対して行われます。

登録
ボタン

設定を保存します。

削除
ボタン

セット選択ボックスで選択されている設定を削除しま
す。あらかじめ用意されている設定（プリセット）は削
除できません。

音符の選択 音符
スクロールエリア

定義したい音符を選択します。定義されている音符に
は、音符名の横に「 * 」が表示されます。

音符の設定をする 定義する
チェックボックス

音符スクロールエリアで選択している音符に対して、定
義する場合は、チェックを入れます。チェックを入れる
と、配置ボタンや音符ラジオボタン等が設定できるよう
になります。

配置
ボタン

音符を譜表のどの位置に表示するかを設定します。上下
矢印ボタンをクリックして設定します。

音符
ラジオボタン

符玉の形を選択します。

マーク
ラジオボタン

符玉に付加するマークを選択します。必要がなければ、
なしを選択します。

囲む
チェックボックス

符玉を丸で囲むかを設定します。囲む場合は、チェック
を入れます。

音符
表示領域

配置ボタンや音符ラジオボタン等の設定を反映して、表
示例を表示します。

五線
ラジオボタン

譜表を五線にしたい場合に選択します。

単線
ラジオボタン

譜表を単線にしたい場合に選択します。

� 適用
ボタン

ダイアログボックスを閉じずに設定を適用します。

ダイアログボックスの終了 OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、ドラムス譜の設定ダイアロ
グボックスは閉じ、楽譜エディターの表示が設定通りに
変更されます。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、ドラ
ムス譜の設定ダイアログボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが開
きます。



�

� �



ドラムス譜の設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

設定セットの扱い方 概要 ドラムス譜の設定ダイアログボックスは、全てのカテゴリーのト
ラックに使用できますが、通常はドラムストラックに用います。こ
こでは、MIDI 楽器(またはドラムセットプログラム)、ならびに様々
な音楽スタイルに応じたパーカッション譜面形式を定義します。

このダイアログボックスで設定した内容は、最終的には登録しなけ
れば楽譜エディターに反映されません。登録した設定セットは、他
の局面で呼び出すことができます。

同機能の使用に当たっては、MIDI 楽器(またはドラムセットプログラ
ム)、ならびに様々な音楽スタイルに応じたパーカッション譜面形式
を定義する場面が含まれます。

設定セットは、ドキュメントとは別ファイルに保存しますので、他
のドキュメントでも使用することが出来ます。

セット
選択ボックス

セット選択ボックスには、あらかじめ用意されている設定セット
（プリセット）や、ユーザーが登録した設定セットが表示されま
す。ダイアログボックス内の各値の変更は、現在選択している設定
セットに対して行われます。設定セットは、内容変更したり削除し
たりできます。

登録
ボタン

登録ボタンをクリックして現在の設定内容を設定セットとして登録
します。ボタンをクリックすると名前を入力するダイアログボック
スが開きます。名前を入力して OKボタンをクリックすると登録が完
了します。ここで、セット選択ボックスの一覧にあるアイテムと同
じ名前を指定した場合、その設定セットが上書きされます。（あら
かじめ用意されている設定（プリセット）は上書きできません。）
登録された設定セットは、セット選択ボックスの一覧に追加されま
す。また、楽譜エディターの表示メニューの譜表サブメニューのア
イテムとして追加されます。

削除
ボタン

削除ボタンをクリックすると、セット選択ボックスで現在選択され
ている設定セットを削除します。あらかじめ用意されている設定
（プリセット）は削除できません。

 削除ボタンをクリックして設定セットを削除すると、セット選
択ボックスの最後のアイテムに、現在の選択が切り替わります。

�



�

関連するページ:

音符の設定をする
ダイアログボックスの終了
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ドラムス譜の設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

音符の設定をする 音符
スクロールエリア

音符スクロールエリアで、定義したい音符を選択します。定義さ
れた音符には、音符名の横に「 * 」が表示されます。アイテム
は、「MIDI番号 音符名 打楽器名」の形式で表示されます。打楽器
名は MIDI 設定ダイアログボックスの出力先タブで設定された音源
と設定されているプログラムチェンジイベント等によって表示が
変わります。
アイテムをクリックすると、対応する音符がなります。ダブルク
リックすると定義する/しないが切り替わります。

定義する
チェックボックス

音符スクロールエリアで選択している音符に対して、定義する場
合は、定義するチェックボックスにチェックマークを入れます。
チェックマークを入れると、配置ボタンや音符ラジオボタン等が
設定可能になります。

配置
ボタン

配置ボタンで音符を譜表のどの位置に表示するかを設定します。
上下矢印ボタンをクリックして設定します。

音符
ラジオボタン 音符ラジオボタンで符玉の形を選択します。

マーク
ラジオボタン

符玉にマークを付加したい場合、マークラジオボタンで付加する
マークを選択します。必要がなければ、なしを選択します。

囲む
チェックボックス

符玉を丸で囲みたい場合、囲むチェックボックスにチェックマー
クを入れます。

音符
表示領域

配置ボタンや音符ラジオボタンの設定に応じて、表示例が、音符
表示領域に表示されます。

五線
ラジオボタン 譜表を五線にしたい場合には、五線ラジオボタンを選択します。

単線
ラジオボタン 譜表を単線にしたい場合には、単線ラジオボタンを選択します。

�



�

関連するページ:

設定セットの扱い方
ダイアログボックスの終了
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ドラムス譜の設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

ダイアログボックスの
終了

概要 ダイアログボックス上で行う全ての設定は、セット選択ボックスで選択
されている設定セットに対して行われます。

新しい設定セットを登録するには、登録ボタンをクリックして名前を指
定して登録します。ここで、セット選択ボックスの一覧にあるアイテム
と同じ名前を指定した場合、その設定セットが上書きされます。（あら
かじめ用意されている設定（プリセット）は上書きできません。）

適用
ボタン

適用ボタンをクリックするとドラムス譜の設定ダイアログボックスを閉
じることなく、設定を楽譜エディターに反映できます。設定セットが未
登録の場合は、名前を指定するダイアログボックが表示されます。

 適用ボタンをクリックしてキャンセルボタンをクリックした場合、
適用ボタンをクリックした直後の状態に戻ります。

OK
ボタン

設定を完了し、OKボタンをクリックすると、 ドラムス譜の設定ダイアロ
グボックスは閉じ、楽譜エディターの表示が設定通りに変更されます。

�
 すべての設定変更は、適用ボタンか OKボタンをクリックすると直ち

に、楽譜エディター上に反映されます。

�

関連するページ:

設定セットの扱い方
音符の設定をする

�



新規ラインブロックダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 新規ラインブロックダイアログボックスでは、メニューバーより、新規に生成するラインブ
ロックの名前などの属性を設定します。新規に生成するラインブロックのテイクにラインデー
タを自動生成するかどうかを選択することが出来ます。

 ドキュメントウインドウのラインエリアで、右ボタン・クリックし、開いたコンテキスト
メニューから新規ラインブロックを作成...を選んだ場合、次の２種類の新規ラインブロックダ
イアログボックスが開きます。トラックのカテゴリーがドラムス以外の場合は別の新規ライン
ブロックダイアログボックスが、トラックのカテゴリーがドラムスの場合はさらに別の新規ラ
インブロックダイアログボックスが開きます。

使い方 作成するテイクの名前をテイク名エディットボックスに入力します。次に、作成するトラック
をトラック選択ボックスで、開始位置を開始小節エディットボックスで、長さを小節数で小節
数エディットボックスで、それぞれ設定します。ラインデータを自動生成する場合は、ライン
データ自動生成チェックボックスにチェックを入れ、リズムラジオボタンでリズム生成具合の
設定をします。トラックのカテゴリーがドラムスの場合は更に、楽器構成選択ボックスや各楽
器リストボックス、音色選択ボックスを使って、打楽器（ドラムキー）に関する設定を行いま
す。作成ボタンをクリックするとラインブロックが作成されます。

� �

アイテム テイク名
エディットボックス

新規に作成するラインブロックのテイクの名前を入力します。ダイア
ログボックスを開いたときには、ディフォルトで「ブロック#2」等と
名前が付けられています。

トラック
選択ボックス

新規にラインブロックを作成するトラックを設定します。クリックす
るとドキュメントウインドウ上のトラックの一覧が表示されます。ラ
インブロックを作成したいトラックを選択します。選択されたトラッ
クのカテゴリーによって、ラインデータ自動生成領域の各アイテムが
イネーブルになったりディスエーブルになったりします。

開始小節
エディットボックス

新規に作成するラインブロックの開始位置を小節で設定します。上下
ボタンをクリックするか、直接、値をコンピュータキーボードから入
力します。

小節数
エディットボックス

新規に作成するラインブロックの長さを小節数で設定します。上下ボ
タンをクリックするか、直接、値をコンピュータキーボードから入力
します。

ラインデータ自動生成
チェックボックス

新規に作成するラインブロックのテイクにラインデータを自動生成す
るかどうかを選択します。自動生成したい場合、チェックマークを入
れます。チェックマークが入ると、リズムラジオボタンがイネーブル
になります。

 トラック選択ボックスでカテゴリーがドラムス以外のトラックが
選択されている場合、ラインデータの自動生成は、作成される位置に
割り当てられているコードを参照します。このため、作成される位置
にコードが無い場合、生成されるメロディーラインは全く期待できま
せん。

リズム
ラジオボタン

ラインデータ自動生成チェックボックスにチェックマークが入ってい
る場合、イネーブルになります。自動生成するラインデータのリズム
成分の複雑さを、設定します。シンプルを選択すると単純なリズムが
生成され、複雑を選択すると複雑なリズムが生成されます。



楽器構成
選択ボックス

トラック選択ボックスでカテゴリーがドラムスのトラックが選択され
ていて、ラインデータ自動生成チェックボックスにチェックマークが
入っている場合、イネーブルになります。生成するラインデータに使
用する打楽器の組み合わせを、選択します。

各楽器
リストボックス

トラック選択ボックスでカテゴリーがドラムスのトラックが選択され
ていて、ラインデータ自動生成チェックボックスにチェックが入って
いるときにイネーブルになります。 各打楽器と音色（ドラムキー）と
の対応の一覧が表示されます。設定したい打楽器を選択して、音色選
択ボックスで設定します。

音色
選択ボックス

トラック選択ボックスでカテゴリーがドラムスのトラックが選択され
ていて、ラインデータ自動生成チェックボックスにチェックマークが
入っている場合、イネーブルになります。各楽器リストボックスで選
択されている打楽器に割り当てる音色（ドラムキー）を、選択しま
す。

作成
ボタン

作成ボタンをクリックすると、新規ラインブロックダイアログボック
スは閉じ、作成したラインブロックがドキュメントウインドウに追加
されます。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、新規ラインブロッ
クダイアログボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが開きます。

�

� �

開き方 ドキュメントウインドウ
から開く

編集メニューから新規ラインブロックを作成...を選ぶと、ダイアロ
グボックスが開きます。

ドキュメントウインドウのラインエリアで、右ボタン・クリック
し、開いたコンテキストメニューから新規ラインブロックを作成...
を選んだ場合、トラックのカテゴリーがドラムス以外の場合は別の
新規ラインブロックダイアログボックスが、トラックのカテゴリー
がドラムスの場合はさらに別の新規ラインブロックダイアログボッ
クスが開きます。

� �



新規ラインブロックダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 新規ラインブロックダイアログボックスは、ドキュメントウインドウのラインエリア上に新規
ラインブロックを、追加作成します。自動作曲したラインデータ付きの新規ラインブロック
を、作成することもできます。このダイアログボックスでは、新規に生成するラインブロック
の名前などの属性を設定します。

 トラックのカテゴリーがドラムスの場合は、別の新規ラインブロックダイアログボックス
が開きます。また、編集メニューから新規ラインブロックを作成...を選んだ場合、さらに別の
新規ラインブロックダイアログボックスが開きます。

使い方 作成するテイクの名前を、テイク名エディットボックスに入力します。次に、作成するライン
ブロックの長さを小節数で、小節数エディットボックスに設定します。ラインデータを自動生
成する場合は、ラインデータ自動生成チェックボックスにチェックマークを入れ、リズムラジ
オボタンでリズムの生成具合を設定します。作成ボタンをクリックすると、ラインブロックが
作成されます。

� �

アイテム テイク名
エディットボックス

新規に作成するラインブロックのテイクの名前を入力します。ダイア
ログボックスを開いたときには、ディフォルトで「ブロック#2」等と
名前が付けられています。

小節数
エディットボックス

新規に作成するラインブロックの長さを小節数で設定します。上下ボ
タンをクリックするか、直接、値をコンピュータキーボードから入力
します。

ラインデータ自動生成
チェックボックス

新規に作成するラインブロックのテイクにラインデータを自動生成す
るかどうかを選択します。自動生成したい場合は、チェックマークを
入れます。チェックマークが入ると、リズムラジオボタンがイネーブ
ルになります。

 ラインデータの自動生成は、作成される位置に割り当てられてい
るコードを参照します。このため、作成される位置にコードが無い場
合、生成されるメロディーラインは全く期待できません。

リズム
ラジオボタン

ラインデータ自動生成チェックボックスにチェックマークが入ってい
る場合、イネーブルになります。自動生成するラインデータのリズム
成分の複雑さを、設定します。シンプルを選択すると単純なリズムが
生成され、複雑を選択すると複雑なリズムが生成されます。

作成
ボタン

作成ボタンをクリックすると、新規ラインブロックダイアログボック
スは閉じ、作成したラインブロックがドキュメントウインドウに追加
されます。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、新規ラインブロッ
クダイアログボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが開きます。



�

� �

開き方 ドキュメントウインドウ
から開く

ドキュメントウインドウのラインエリアで、ラインブロックを作成
したい場所を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニュー
から新規ラインブロックを作成...を選ぶと、ダイアログボックスが
開きます。

トラックのカテゴリーがドラムスの場合は、別の新規ラインブロッ
クダイアログボックスが開きます。

編集メニューから新規ラインブロックを作成...を選んだ場合、さら
に別の新規ラインブロックダイアログボックスが開きます。

� �



新規ラインブロックダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 新規ラインブロックダイアログボックスは、ドキュメントウインドウのラインエリア上に新規
ラインブロックを、追加作成します。自動作曲したラインデータ付きの新規ラインブロック
を、作成することもできます。このダイアログボックスでは、新規に生成するラインブロック
の名前などの属性を設定します。

 トラックのカテゴリーがドラムス以外の場合は、別の新規ラインブロックダイアログボッ
クスが開きます。また、編集メニューから新規ラインブロックを作成...を選んだ場合、さらに
別の新規ラインブロックダイアログボックスが開きます。

使い方 作成するテイクの名前を、テイク名エディットボックスに入力します。次に、作成するライン
ブロックの長さを小節数で、小節数エディットボックスに設定します。ラインデータを自動生
成する場合は、ラインデータ自動生成チェックボックスにチェックマークを入れ、リズムラジ
オボタンでリズム生成具合の設定をし、楽器構成選択ボックスや各楽器リストボックス、音色
選択ボックスでは、打楽器（ドラムキー）に関する設定をします。作成ボタンをクリックする
と、ラインブロックが作成されます。

� �

アイテム テイク名
エディットボックス

新規に作成するラインブロックのテイクの名前を入力します。ダイア
ログボックスを開いたときには、ディフォルトで「ブロック#2」等と
名前が付けられています。

小節数
エディットボックス

新規に作成するラインブロックの長さを小節数で設定します。上下ボ
タンをクリックするか、直接、値をコンピュータキーボードから入力
します。

ラインデータ自動生成
チェックボックス

新規に作成するラインブロックのテイクにラインデータを自動生成す
るかどうかを選択します。自動生成したい場合はチェックマークを入
れます。チェックマークが入ると、リズムラジオボタンがイネーブル
になります。

リズム
ラジオボタン

ラインデータ自動生成チェックボックスにチェックマークが入ってい
る場合、イネーブルになります。自動生成するラインデータのリズム
成分の複雑さを設定します。シンプルを選択すると単純なリズムが生
成され、複雑を選択すると複雑なリズムが生成されます。

楽器構成
選択ボックス

ラインデータ自動生成チェックボックスにチェックマークが入ってい
る場合、イネーブルになります。生成するラインデータに使用する打
楽器の組み合わせを、選択します。

各楽器
リストボックス

ラインデータ自動生成チェックボックスにチェックマークが入ってい
る場合、イネーブルになります。 各打楽器と音色（ドラムキー）との
対応の一覧が表示されます。設定したい打楽器を選択して、音色選択
ボックスで設定します。

音色
選択ボックス

ラインデータ自動生成チェックボックスにチェックマークが入ってい
る場合、イネーブルになります。各楽器リストボックスで選択されて
いる打楽器に割り当てる音色（ドラムキー）を、選択します。

作成
ボタン

作成ボタンをクリックすると、新規ラインブロックダイアログボック
スは閉じ、作成したラインブロックがドキュメントウインドウに追加
されます。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、新規ラインブロッ
クダイアログボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが開きます。



�

� �

開き方 ドキュメントウインドウ
から開く

ドキュメントウインドウのラインエリアで、ラインブロックを作成
したい場所を右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニュー
から新規ラインブロックを作成...を選ぶと、ダイアログボックスが
開きます。

トラックのカテゴリーがドラムス以外の場合は、別の新規ラインブ
ロックダイアログボックスが開きます。

編集メニューから新規ラインブロックを作成...を選んだ場合、さら
に別の新規ラインブロックダイアログボックスが開きます。

� �



テイク一覧ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 テイクの一覧ダイアログボックスでは、ラインブロックに対してテイクの選択や生成、削除、
試聴を行います。新規に生成するテイクは、ラインデータを自動生成させることもできます。
テイクは、ラインブロック内の異なるラインデータを管理します。よって、長さ等の属性はラ
インブロックに従います。

使い方 テイクスクロールエリアで選択されているテイクに対して、名前の変更や、複製、削除が出来
ます。新規作成...ボタンをクリックすると新しいテイクが作成されます。OKボタンをクリック
すると、テイクスクロールエリアで選択されているテイクがアクティブになります。

２つの再生ボタンを使うと、各テイクを試聴しながら、各種の編集をすることができます。

� �

アイテム 名前エディットボックス
テイクスクロールエリア
複製ボタン
削除ボタン
新規作成...ボタン
再生ボタン
他と一緒に再生ボタン
停止ボタン
OKボタン
キャンセルボタン
ヘルプボタン

� �



開き方 ドキュメントウインドウ
イベントリストエディター
ピアノロールエディター
コントロール描画エディター
楽譜エディター
から開く

ラインメニューからテイク/テイクの一覧...を選ぶと、ダイアロ
グボックスが開きます。
代わりに、対象となるラインブロックを右ボタン・クリック
し、開いたコンテキストメニューからテイク/テイクの一覧...を
選ぶと、ダイアログボックスが開きます。

 ドキュメントウインドウで、ラインメニューのテイクサブメニューからテイクの一覧...を
選ぶ場合、あらかじめ、編集の対象となるラインブロックが選択されている必要があります。
選択されていない場合、このメニューアイテムは使用できません。

� �



テイク一覧ダイアログボックスのアイテム � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

テイクの編集 名前
エディットボックス

テイクスクロールエリアで選択されているテイクの名
前を編集します。

テイク
スクロールエリア

ラインブロックのテイクの一覧が表示されます。編集
したいテイクを選択します。OKボタンをクリックし
たときに、選択されているテイクがアクティブになり
ます。

複製
ボタン

テイクスクロールエリアで選択されているテイクを複
製します。

削除
ボタン

テイクスクロールエリアで選択されているテイクを削
除します。

新規生成...
ボタン

新規にテイクを生成します。クリックすると、新規テ
イクダイアログボックスが表示されます。新規テイク
ダイアログボックスでは、ラインデータを自動生成す
るかどうかの選択が可能です。

試聴 再生 再生ボタン (シングルスピーカー) をクリックする
と、テイクスクロールエリアで選択されているテイク
が演奏されます。

他と一緒に再生 他と一緒に再生ボタン (ダブルスピーカー) をクリッ
クしておくと、テイクスクロールエリアで選択されて
いるテイクと共に、ドキュメントウインドウの再生ト
ラックボタンがアクティブなトラックが、演奏されま
す。

停止 演奏を停止するには、停止ボタン (右端のボタン) を
クリックします。

ダイアログボックスの終了 OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、テイク一覧ダイアログ
ボックスは閉じ、選択されているラインブロックのテ
イクのリストが変更されます。また、テイクスクロー
ルエリアで選択されているテイクがアクティブになり
ます。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、テ
イク一覧ダイアログボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが
開きます。

�



� �



テイク一覧ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

テイクの編集 概要 テイクは、ラインブロック内の異なるラインデータを管理します。
よって、長さ等の属性はラインブロックに従います。これにより、
ラインブロックに複数のラインデータを登録し、選択することがで
きます。

テイクは、ラインブロックが管理しているデータです。例えば、ラ
インブロックを削除すると、その全てのテイクが削除されます。

名前
エディットボックス

テイクスクロールエリアで選択されているテイクの名前を変更する
には、名前エディットボックスで編集します。

テイク
スクロールエリア

テイクスクロールエリアには、ラインブロックのテイクの一覧が表
示されます。編集したいテイクを選択します。OKボタンをクリック
したときに、選択されているテイクがアクティブになります。

複製
ボタン

選択されているテイクの複製を作成するには、複製ボタンをクリッ
クします。複製されたテイクは、「～のコピー」という名前で追加
されます。

削除
ボタン

選択されているテイクを削除するには、削除ボタンをクリックしま
す。ラインブロックには、最低でも１つのテイクが必要なので、テ
イクが１つの場合は削除できません。

新規生成...
ボタン

新規にテイクを作成するには、新規生成..ボタンをクリックします。
クリックすると、新規テイクダイアログボックスあるいはドラムス
用の新規テイクダイアログボックスが表示されます。新規テイクダ
イアログボックスでは、ラインデータを自動生成するかどうかの選
択ができます。

�

関連するページ:

試聴・ダイアログボックスの終了

�



テイク一覧ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

試聴 再生
他と一緒に再生
停止
ボタン

再生ボタン(シングルスピーカー) をクリックすると、テイクス
クロールエリアで選択されているテイクが演奏されます。

他と一緒に再生ボタン(ダブルスピーカー) をクリックすると、
テイクスクロールエリアで選択されているテイクと共に、ド
キュメントウインドウの再生トラックボタンがアクティブなト
ラックが、演奏されます。

（他と一緒に）再生ボタンをクリックしたときに、ドキュメン
トウインドウのコードトラックの再生トラックボタンがアク
ティブな場合、コードも同時に再生されます。

再生は、選択されているラインブロックを含む小節を、繰り返
し演奏します。演奏を停止するには、停止ボタン(右端のボタン)
をクリックします。
再生中にテイクを切り替えると、聴き比べながら選択すること
ができます。

ダイアログボックスの
終了

OK
ボタン

テイクを編集し、OKボタンをクリックすると、 テイク一覧ダイ
アログボックスは閉じ、選択されているラインブロックのテイ
クが変更され、テイクスクロールエリアで選択されているテイ
クがアクティブになります。

�

関連するページ:

テイクの編集

�



新規テイクダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 新規テイクダイアログボックスでは、選択されているラインブロックに対して、新規に生成す
るテイクの名前などの属性を設定します。新規に生成するテイクにラインデータを自動生成す
るかどうかを選択することが出来ます。テイクは、ラインブロック内の異なるラインデータを
管理します。よって、長さ等の属性はラインブロックに従います。

 トラックのカテゴリーがドラムスの場合は、別の新規テイクダイアログボックスが開きま
す。

使い方 作成するテイクの名前をテイク名エディットボックスに入力します。ラインデータを自動生成
する場合は、ラインデータ自動生成チェックボックスにチェックマークを入れ、リズムラジオ
ボタンでリズムの生成具合を設定します。作成ボタンをクリックするとテイクが作成されま
す。

� �

アイテム テイク名
エディットボックス

新規に作成するテイクの名前を入力します。ダイアログボックスを開
いたときには、ディフォルトで「テイク#2」等と名前が付けられてい
ます。

ラインデータ自動生成
チェックボックス

新規に作成するテイクにラインデータを自動生成するかどうかを選択
します。自動生成したい場合はチェックマークを入れます。チェック
マークが入ると、リズムラジオボタンがイネーブルになります。

 ラインデータの自動生成は、作成される位置に割り当てられてい
るコードを参照します。作成される位置にコードが無い場合、生成さ
れるメロディーラインの質は期待できません。

リズム
ラジオボタン

ラインデータ自動生成チェックボックスにチェックマークが入ってい
るときに、イネーブルになります。自動生成するラインデータのリズ
ム成分の複雑さを設定します。シンプルを選択すると単純なリズムが
生成され、複雑を選択すると複雑なリズムが生成されます。

作成
ボタン

作成ボタンをクリックすると、新規テイクダイアログボックスは閉
じ、ラインブロックのテイクリストに作成したテイクが追加されま
す。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、新規テイクダイア
ログボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが開きます。

�

� �



開き方 ドキュメントウインドウ
イベントリストエディター
ピアノロールエディター
コントロール描画エディター
楽譜エディター
から開く

ラインメニューからテイク/新規テイクを作成...を選ぶと、ダイ
アログボックスが開きます。
代わりに、対象となるラインブロックを右ボタン・クリック
し、開いたコンテキストメニューからテイク/新規テイクを作
成...を選ぶと、ダイアログボックスが開きます。

また、テイク一覧ダイアログボックスから新規作成...ボタンを
クリックすると、ダイアログボックスが開きます。

トラックのカテゴリーがドラムスの場合は、別の新規テイクダ
イアログボックスが開きます。

 ドキュメントウインドウで、ラインメニューのテイクサブメニューからテイクの一覧...を
選ぶ場合、あらかじめ、編集の対象となるラインブロックが選択されている必要があります。
選択されていない場合、同メニューアイテムは使用できません。

� �



新規テイクダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 新規テイクダイアログボックスでは、選択されているトラックのカテゴリーがドラムストラッ
クのラインブロックに対して、新規に生成するテイクの名前などの属性を設定します。新規に
生成するテイクにラインデータを自動生成するかどうかを選択することが出来ます。テイク
は、ラインブロック内の異なるラインデータを管理します。よって、長さ等の属性はラインブ
ロックに従います。

 トラックのカテゴリーがドラムス以外の場合は、別の新規テイクダイアログボックスが開
きます。

使い方 作成するテイクの名前をテイク名エディットボックスに入力します。ラインデータを自動生成
する場合は、ラインデータ自動生成チェックボックスにチェックマークを入れ、リズムラジオ
ボタン等でリズム生成具合の設定、楽器構成選択ボックスや各楽器リストボックス、音色選択
ボックスで打楽器（ドラムキー）に関する設定を行います。作成ボタンをクリックすると、テ
イクが作成されます。

� �

アイテム テイク名
エディットボックス

新規に作成するテイクの名前を入力します。ダイアログボックスを開
いたときには、ディフォルトで「テイク#2」等と名前が付けられてい
ます。

ラインデータ自動生成
チェックボックス

新規に作成するテイクにラインデータを自動生成するかどうかを選択
します。自動生成したい場合はチェックマークを入れます。チェック
マークが入っていると、リズムラジオボタン等がイネーブルになりま
す。

リズム
ラジオボタン

ラインデータ自動生成チェックボックスにチェックマークが入ってい
るときに、イネーブルになります。自動生成するラインデータのリズ
ム成分の複雑さを設定します。シンプルを選択すると単純なリズムが
生成され、複雑を選択すると複雑なリズムが生成されます。

楽器構成
選択ボックス

ラインデータ自動生成チェックボックスにチェックマークが入ってい
るときに、イネーブルになります。生成するラインデータに使用する
打楽器の組み合わせを選択します。

各楽器
リストボックス

ラインデータ自動生成チェックボックスにチェックマークが入ってい
るときに、イネーブルになります。 各打楽器と音色（ドラムキー）と
の対応の一覧が表示されます。設定したい打楽器を選択して、音色選
択ボックスで設定します。

音色
選択ボックス

ラインデータ自動生成チェックボックスにチェックマークが入ってい
るときに、イネーブルになります。各楽器リストボックスで選択され
ている打楽器に割り当てる音色（ドラムキー）を選択します。

作成
ボタン

作成ボタンをクリックすると、新規テイクダイアログボックスは閉
じ、ラインブロックのテイクリストに作成したテイクが追加されま
す。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、新規テイクダイア
ログボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが開きます。



値の調節ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 値の調節ダイアログボックスでは、選択されたイベントやテンポの値を、一挙に変更する事が
できます。

使い方 値の調節ダイアログボックスには、値を設定する方法が３つあります。相対、オフセット、絶
対モードです。このダイアログボックスは、調節するイベントの種類によって、設定できる範
囲や、アイテムの機能が変わります。

２つの再生ボタンを使うと、値の調節結果を試聴しながら、各種の設定をすることができま
す。

� �

アイテム 相対ラジオボタン
オフセットラジオボタン
絶対ラジオボタン
[値]スライダー
[値]エディットボックス
再生ボタン
他と一緒に再生ボタン
OKボタン
キャンセルボタン
ヘルプボタン

� �

開き方 イベントリストエディター
コントロール描画エディター
テンポリストエディター
テンポ描画エディター
から開く

ラインメニューから値の調節...を選ぶと、ダイアログボックス
が開きます。
代わりに、対象となるラインデータを右ボタン・クリックし、
開いたコンテキストメニューからアクション/値の調節...を選ぶ
と、ダイアログボックスが開きます。

� �



値の調節ダイアログボックスのアイテム � ダイアログボックスの説明

� �

調節モードの選択 相対
ラジオボタン

値の調節を、オリジナルのイベントの値の何パーセン
ト分にするかで指定する、相対モードに設定します。
調節は、0 ％ から 200 ％の範囲で設定します。

オフセット
ラジオボタン

値の調節を、オリジナルのイベントの値に対していく
つ増減するかで指定する、オフセットモードに設定し
ます。調節は、選択されているイベントが各イベント
の上限と下限の間に入る範囲で設定します。

絶対
ラジオボタン

値の調節を、オリジナルの全てのイベントの値をいく
つにするかで指定する、絶対モードに設定します。調
節は、各イベントの上限と下限の間に入る範囲で設定
します。

イベントの値の調節 [値]
スライダー

選択しているイベントの値が、スライダーを上方向に
ドラッグすると大きく 、下方向にドラッグすると小
さくなります。

[値]
エディットボックス

右左ボタンをクリックするか、直接、値をコンピュー
タキーボードから入力すると、これに応じて選択して
いるイベントの値が変わります。

試聴 再生 再生ボタン (シングルスピーカー) をクリックする
と、値の調節結果が演奏されます。

他と一緒に再生 他と一緒に再生ボタン (ダブルスピーカー) をクリッ
クしておくと、値の調節結果と共に、ドキュメントウ
インドウの再生トラックボタンがアクティブなトラッ
クが、演奏されます。

停止 演奏を停止するには、停止ボタン (右端のボタン) を
クリックします。

ダイアログボックスの終了 OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、 値の調節ダイアログ
ボックスは閉じ、選択されているイベントは調節され
たデータに置き換わります。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、値
の調節ダイアログボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが
開きます。

�
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新規文字情報ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 新規文字情報ダイアログボックスでは、新規に作成する文字情報の種類を選択します。文字情
報には、リハーサルレター、マーカー＜ここから＞、マーカー＜ここまで＞があります。文字
情報は、参照用のデータで、作曲や演奏などには影響しません。

使い方 作成したい文字情報の種類のアイコンを、クリックします。ダイアログボックスは閉じ、エ
ディターに選択した種類の文字情報が挿入されます。
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アイテム リハーサルレター
ボタン

クリックすると、新規文字情報ダイアログボックスは閉じ、リハーサ
ルレターが挿入されます。挿入されるテキストは、「新規テキスト」
となります。必要に応じて編集して下さい。

マーカー＜ここから＞
ボタン

クリックすると、新規文字情報ダイアログボックスは閉じ、マーカー
＜ここから＞が挿入されます。挿入されるテキストは、「新規テキス
ト」となります。必要に応じて編集して下さい。

マーカー＜ここまで＞
ボタン

クリックすると、新規文字情報ダイアログボックスは閉じ、マーカー
＜ここまで＞が挿入されます。挿入されるテキストは、「新規テキス
ト」となります。必要に応じて編集して下さい。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、新規文字情報ダイ
アログボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが開きます。

�

� �



開き方 ドキュメントウインドウ
ピアノロールエディター
コントロール描画エディター
文字情報リストエディター
から開く

編集メニューから新規文字情報...を選ぶと、ダイアログボック
スが開きます。
ドキュメントウインドウやピアノロールエディター、コント
ロール描画エディターでは、文字情報エリアがアクティブに
なっていないとアイテムが表示されません。文字情報エリアを
クリックすると、アクティブになります。

� �



メモダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 メモダイアログボックスでは、ドキュメントやトラック、ラインブロック単位にテキスト形式
のメモを登録できます。

使い方 ドキュメントにメモを登録したい場合は、いずれかのエディターが開いている状態で、ヘルプ
メニューのドキュメントのメモ...を選びます。

トラックにメモを登録したい場合は、ドキュメントウインドウでトラックを選択して、ヘルプ
メニューのトラックのメモ...を選びます。

ラインブロックにメモを登録したい場合は、ドキュメントウインドウでラインブロックを選択
するか、ピアノロール、イベントリスト、コントロール描画、楽譜エディターのいずれかが開
いている状態で、ヘルプメニューのラインブロックのメモ...を選びます。

メモを登録するには、メモスクロールエリアでメモの入力や編集をして、OKボタンをクリック
します。

� �

アイテム メモ
スクロールエリア

登録されているメモが表示されます。ここで、メモを編集します。

OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、メモダイアログボックスは閉じ、ドキュメン
ト、または、トラック、ラインブロックにメモが登録されます。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、メモダイアログボック
スを終了します。

�
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開き方 ドキュメントウインドウ
から開く

ヘルプメニューからドキュメントのメモ...を選ぶと、ドキュメ
ント用のダイアログボックスが開きます。

トラックエリアでトラックを選択してヘルプメニューからト
ラックのメモ...を選ぶと、トラック用のダイアログボックスが
開きます。代わりに、対象となるトラックを右ボタン・クリッ
クし、開いたコンテキストメニューからトラックのメモ...を選
んでも、ダイアログボックスが開きます。

ラインエリアでラインブロックを選択してヘルプメニューから
ラインブロックのメモ...を選ぶと、ラインブロック用のダイア
ログボックスが開きます。代わりに、対象となるラインブロッ
クを右ボタン・クリックし、開いたコンテキストメニューから
ラインブロックのメモ...を選んでも、ダイアログボックスが開
きます。



テンポリストエディター
テンポ描画エディター
文字情報リストエディター
から開く

ヘルプメニューからドキュメントのメモ...を選ぶと、ドキュメ
ント用のダイアログボックスが開きます。

イベントリストエディター
ピアノロールエディター
コントロール描画エディター
楽譜エディター
から開く

ヘルプメニューからドキュメントのメモ...を選ぶと、ドキュメ
ント用のダイアログボックスが開きます。

ヘルプメニューからライブロックのメモ...を選ぶと、ラインブ
ロック用のダイアログボックスが開きます。
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表示域を移動ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 表示域を移動ダイアログボックスでは、小節番号を入力して、エディターの表示する場所を指
定します。

使い方 表示させたい先頭の小節を指定し、OKボタンをクリックします。
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アイテム 移動先小節
エディットボックス

右左ボタンをクリックするか、直接、小節をコンピュータキーボードか
ら入力します。

時間
表示領域 移動先小節エディットボックスで指定した小節の実時間を表示します。

選択範囲
表示領域

移動先小節エディットボックスで指定できる小節とその実時間の範囲を
表示します。この表示は、ダイアログボックスを開いたエディターが、
イベントリスト、ピアノロール、コントロール描画、楽譜エディターの
場合にだけ表示されます。

OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、表示域を移動ダイアログボックスは閉じ、
ダイアログボックスを開いたエディターの表示が指定した小節で頭出し
されます。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、表示域を移動ダイア
ログボックスを終了します。

ヘルプ
ボタン ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが開きます。

�
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開き方 ドキュメントウインドウ
イベントリストエディター
ピアノロールエディター
コントロール描画エディター
楽譜エディター
テンポリストエディター
テンポ描画エディター
文字情報リストエディター
から開く

表示メニューから表示域を移動...を選ぶと、ダイアログボック
スが開きます。
代わりに、データがある場所以外を右ボタン・クリックし、開
いたコンテキストメニューから表示域を移動...を選ぶと、ダイ
アログボックスが開きます。

� �



初期設定ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 初期設定ダイアログボックスでは、アプリケーションの基本的な操作や表示の設定を行いま
す。

使い方 起動時の設定、標準MIDIファイル（SMF）の読み込み方、ファイルメニューの設定、エディ
ターの背景、ボタンの形状をそれぞれ設定します。

� �

アイテム 起動時ラジオボタン
標準MIDIファイルの読み込みラジオボタン
最近使ったファイルエディットボックス
選択...ボタン
ボタンスタイルラジオボタン
表面の色を指定するチェックボックス
表面の色...ボタン
文字の色を指定するチェックボックス
文字の色...ボタン
凸凹のある文字チェックボックス
OKボタン
キャンセルボタン
ヘルプボタン

� �

開き方 編集メニューから初期設定...を選ぶと、ダイアログボックスが開きます。

� �



初期設定ダイアログボックスのアイテム � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスの使い方

� �

動作の設定 起動時
ラジオボタン

CAMPS起動時に、空のドキュメントを作成す
るかどうかを設定します。

標準MIDIファイルの読み込み
ラジオボタン

ファイルメニューの開く...を選択して、標
準MIDIファイルを読み込む時の読み込み形式
を、選択します。スマートを選択すると、読
み込みに時間がかかりますが、データが細か
く分類されます。クイックを選択すると、読
み込みが速くなりますが、データが分類され
ません。

最近使ったファイル
エディットボックス

ファイルメニューに表示する、最近使った
ファイルの数を指定します。上下ボタンをク
リックするか、直接、値をコンピュータキー
ボードから入力します。この設定は、CAMPS
再起動時に反映されます。

表示の設定 選択...
ボタン

エディターの背景に表示するビットマップ
ファイルを選択します。ここで指定するビッ
トマップは、各エディターで表示メニューの
背景にビットマップを使うアイテムにチェッ
クマークが入っているときに表示されます。

ボタンスタイル
ラジオボタン

ダイアログボックスに使用するボタンの形状
を指定します。

表面の色を指定する
チェックボックス

ダイアログボックスに使用するボタンの表面
の色を指定するかどうかを選択します。指定
したい場合は、チェックマークを入れます。
初めてチェックを入れた場合、色指定ダイア
ログボックスが表示されます。チェックマー
クが入っていない場合は、OS で指定されてい
る色で表示されます。

表面の色...
ボタン

表面の色を指定するチェックボックスで
チェックマークが入っている場合に、イネー
ブルになります。ダイアログボックスに使用
するボタンの表面の色を指定します。クリッ
クすると色指定ダイアログボックスが表示さ
れますので、指定したい色を選択します。

文字の色を指定する
チェックボックス

ダイアログボックスに使用するボタンの文字
の色を指定するかどうかを選択します。指定
したい場合は、チェックマークを入れます。
初めてチェックマークを入れた場合、色指定
ダイアログボックスが表示されます。チェッ
クマークが入っていない場合は、OS で指定さ
れている色で表示されます。

文字の色...
ボタン

文字の色を指定するチェックボックスで
チェックマークが入っている場合に、イネー
ブルになります。ダイアログボックスに使用
するボタンの文字の色を指定します。クリッ
クすると色指定ダイアログボックスが表示さ
れますので、指定したい色を選択します。



凸凹のある文字
チェックボックス

ダイアログボックスに使用するボタンの文字
を、凸凹のあるものにするかどうかを選択し
ます。凸凹のある文字にしたい場合は、
チェックマークを入れます。

ダイアログボックスの終了 OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、初期設定ダイア
ログボックスは閉じ、設定内容が保存されま
す。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせ
ずに、初期設定ダイアログボックスを終了し
ます。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプ
ファイルが開きます。

�
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初期設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

動作の設定 起動時
ラジオボタン

CAMPS起動時に、空のドキュメントを作成するかどうかを、
起動時ラジオボタンで設定します。空ドキュメントを作成を
選択していると、CAMPS 起動時に、新規ドキュメント設定
ダイアログボックスの指定に従って、空のドキュメントが表
示されます。ドキュメントなしを選択していると、ドキュメ
ントは作成されません。

標準MIDIファイルの読み込み
ラジオボタン

ファイルメニューの開く...を選択して、標準MIDIファイルを
読み込む時の読み込み形式を、標準MIDIファイルの読み込み
ラジオボタンで選択します。スマートを選択すると、読み込
みに時間がかかりますが、ラインデータを分析して、細かく
ラインブロックに分類します。クイックを選択すると、読み
込みが速くなりますが、各トラックのラインデータは、１つ
のラインブロックに登録されます。ドキュメントウインドウ
内のラインブロックは、いつでも結合したり、切り離したり
できます。

最近使ったファイル
エディットボックス

ファイルメニューは、最近使ったファイルがアイテムとして
表示されます。最近使ったファイルエディットボックスで
は、ここに表示されるアイテム数を設定します。上下ボタン
をクリックするか、直接、値をコンピュータキーボードから
入力します。この設定は、CAMPS 再起動時に反映されま
す。

�

�

関連するページ:

表示の設定
ダイアログボックスの終了

�



初期設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

表示の設定 選択...
ボタン

エディターの背景に、ビットマップを表示することができます。ビッ
トマップを表示するには、まず表示するエディターを開いて、表示メ
ニューの背景にビットマップを使うアイテムにチェックマークを入れ
ます。表示するビットマップファイルを指定するには、選択...ボタンを
クリックします。開かれる OS 標準のファイルを開くダイアログボッ
クスで、表示したいビットマップファイルを指定します。現在設定さ
れているファイル名は、ボタンの左側に表示されます。

 通常 Windows では、ビットマップファイル名には「BMP」という
拡張子がついています。

 選択...ボタンでビットマップファイルを指定しても、表示するエ
ディターを開いて表示メニューの背景にビットマップを使うアイテム
にチェックマークが入っていない場合、指定したビットマップは表示
されません。

ボタンスタイル
ラジオボタン

ダイアログボックスに使用するボタンの形状を指定するには、ボタン
スタイルラジオボタンで選択します。指定したい場合は、チェック
マークを入れます。

表面の色を指定する
チェックボックス

ダイアログボックスに使用するボタンの表面の色を指定するには、表
面の色を指定するチェックボックスにチェックマークを入れます。初
めてチェックマークを入れた場合、色指定ダイアログボックスが表示
されます。チェックマークが入っていない場合は、OS で指定されてい
る色で表示されます。

表面の色...
ボタン

ダイアログボックスに使用するボタンの表面色の指定を変更したい場
合は、表面の色...ボタンをクリックします。クリックすると色指定ダイ
アログボックスが表示されます。指定したい色を選択します。

文字の色を指定する
チェックボックス

ダイアログボックスに使用する文字の表面の色を指定するには、文字
の色を指定するチェックボックスにチェックマークを入れます。初め
てチェックマークを入れた場合、色指定ダイアログボックスが表示さ
れます。チェックマークが入っていない場合は、OS で指定されている
色で表示されます。

文字の色...
ボタン

ダイアログボックスに使用するボタンの文字色の指定を変更したい場
合は、文字の色...ボタンをクリックします。クリックすると色指定ダイ
アログボックスが表示されます。指定したい色を選択します。

凸凹のある文字
チェックボックス

ダイアログボックスに使用するボタンの文字を凸凹のあるものにした
い場合は、凸凹のある文字チェックボックスにチェックマークを入れ
ます。

�

�



関連するページ:

動作の設定
ダイアログボックスの終了

�



初期設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

ダイアログボックスの
終了

OK
ボタン

設定が完了したら OK ボタンをクリックします。初期設定ダイアログ
ボックスが閉じ、設定が反映されます。

 背景に使うビットマップファイルを指定しても、表示するエディ
ターを開いて表示メニューの背景にビットマップを使うアイテムに
チェックマークが入っていない場合、指定したビットマップは表示され
ません。

関連するページ:

動作の設定
表示の設定

�



�

� �

Opening ドキュメントウインドウ
イベントリストエディター
ピアノロールエディター
コントロール描画エディター
楽譜エディター
から開く

ラインメニューからテイク/新規テイクを作成...を選ぶと、ダイ
アログボックスが開きます。
代わりに、対象となるラインブロックを右ボタン・クリック
し、開いたコンテキストメニューからテイク/新規テイクを作
成...を選ぶと、ダイアログボックスが開きます。

また、テイク一覧ダイアログボックスから新規作成...ボタンを
クリックすると、ダイアログボックスが開きます。

トラックのカテゴリーがドラムス以外の場合は、別の新規テイ
クダイアログボックスが開きます。

 ドキュメントウインドウで、ラインメニューのテイクサブメニューからテイクの一覧...を
選ぶ場合、あらかじめ、編集の対象となるラインブロックが選択されている必要があります。
選択されていない場合、同メニューアイテムは使用できません。

� �



新規ドキュメント設定ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 新規ドキュメント設定ダイアログボックスでは、新規に作成するドキュメントのディフォルト
値を設定し、新規にドキュメントを作成します。

使い方 各ディフォルト値の設定が完了したあと、これらの設定を保存し、更に新規ドキュメントを作
成したい場合は、新規作成ボタンをクリックします。また、設定の保存のみを行い、新規にド
キュメントを作成しない場合は、OKボタンをクリックします。

ファイルメニューから新規作成を選ぶと、ここで保存された設定に従って新規にドキュメント
が作成されます。

� �

アイテム 拍子記号エディットボックス
新規トラックチェックボックス
トラックに空ラインブロックチェックボックス
その小節の数エディットボックス
空コードブロックチェックボックス
そのコードの数エディットボックス
文字情報のサンプルチェックボックス
新規生成ボタン
OKボタン
キャンセルボタン
ヘルプボタン

� �

開き方 ファイルメニューから新規設定...を選ぶと、ダイアログボックスが開きます。

� �



新規ドキュメントの設定ダイアログボックスのアイテム � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスの使い方

� �

拍子記号の設定 拍子記号
エディットボックス

新規作成するドキュメントの拍子記号を設定し
ます。それぞれ、上下ボタンをクリックする
か、直接、値をコンピュータキーボードから入
力します。

オブジェクトの設定 新規トラック
チェックボックス

トラックをドキュメントに追加するかどうかを
設定します。追加したい場合は、チェックマー
クを入れます。追加されるトラックは、６つの
基本的なトラックです。

トラックに空ラインブロック
チェックボックス

ラインブロックをそれぞれのトラックに対して
追加するかどうかを設定します。追加したい場
合は、チェックマークを入れます。

その小節の数
エディットボックス

トラックに空ラインブロックチェックボックス
にチェックマークが入っている場合、イネーブ
ルになります。作成するラインブロックの長さ
を小節単位で設定します。上下ボタンをクリッ
クするか、直接、値をコンピュータキーボード
から入力します。

空コードブロック
チェックボックス

空のコードブロックをドキュメントに追加する
かどうかを設定します。追加したい場合は、
チェックマークを入れます。

そのコードの数
エディットボックス

空コードブロックチェックボックスにチェック
マークが入っている場合、イネーブルになりま
す。作成するコードブロックにいくつのコード
を追加するか設定します。上下ボタンをクリッ
クするか、直接、値をコンピュータキーボード
から入力します。

文字情報のサンプル
チェックボックス

文字情報イベントのサンプルをドキュメントに
追加するかどうかを、設定します。追加したい
場合は、チェックマークを入れます。

ダイアログボックスの終了 新規作成
ボタン

新規作成ボタンをクリックすると、新規ドキュ
メント設定ダイアログボックスは閉じ、各ディ
フォルト値の設定が保存され、新規にドキュメ
ントが作成されます。ここで保存された設定
は、ファイルメニューから新規作成を選んでド
キュメントを作成する時に参照されます。

OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、新規ドキュメント
設定ダイアログボックスは閉じ、各ディフォル
ト値の設定が保存されます。ここで保存された
設定は、ファイルメニューから新規作成を選ん
でドキュメントを作成する時に参照されます。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせず
に、新規ドキュメント設定ダイアログボックス
を終了します。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファ
イルが開きます。



�
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新規ドキュメントの設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

拍子記号の設定 初めに 楽譜において、拍子記号は分数形式で譜面の先頭（調号の後ろ）に
表示されます。上の数字（分子）は、小節内の拍の数を表します。
下の数字（分母）は、１拍をどの音符長にするかを表します。

拍子記号
エディットボックス

拍子記号領域では、譜面に表す拍子記号と同じ形式で表されていま
す。ここでは、新規作成するドキュメントの拍子記号を設定しま
す。小節内の拍の数（分子）と１拍の音符長（分母）をエディット
ボックスに入力します。

１拍の音符長（分母）には以下のいずれか値を入力します:
1 - 全音符
2 - ２分音符
4 - ４分音符
8 - ８分音符
16 - １６分音符
32 - ３２分音符
64 - ６４分音符

�

関連するページ:

オブジェクトの設定
ダイアログボックスの終了

�



新規ドキュメントの設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

オブジェクトの設定 新規トラック
チェックボックス

新規トラックチェックボックスにチェックマークを入
れておくと、ドキュメントの新規作成時に６つのト
ラックが追加されます。追加されるトラックは、それ
ぞれ以下のカテゴリーが設定されます。

メロディー 主旋律に使用します。
コンピング 音数の多い和音の伴奏に使用します。
オブリガート 副旋律に使用します。
ベース ベースに使用します。
ストリングス ストリングスやコード音を奏でる楽器

に使用します。
ドラムス ドラムスやパーカッションに使用しま

す。

トラックに空ラインブロック
チェックボックス

トラックに空ラインブロックチェックボックスに
チェックマークを入れておくと、ドキュメントの新規
作成時に、それぞれのトラックに対して、空のライン
ブロックを１つずつ追加します。

その小節の数
エディットボックス

その小節の数エディットボックスは、トラックに空ラ
インブロックチェックボックスにチェックマークが
入っている場合、イネーブルになります。ここでは、
トラックに追加するラインブロックの小節数を指定し
ます。上下ボタンをクリックするか、直接、値をコン
ピュータキーボードから入力します。

空コードブロック
チェックボックス

空コードブロックチェックボックスにチェックマーク
を入れておくと、ドキュメントの新規作成時に空の
コードブロックを１つ追加します。

そのコードの数
エディットボックス

そのコードの数エディットボックスは、空コードブ
ロックチェックボックスにチェックマークが入ってい
る場合、イネーブルになります。ここでは、追加する
コードブロックに含むコードの数を設定します。上下
ボタンをクリックするか、直接、値をコンピュータ
キーボードから入力します。

文字情報のサンプル
チェックボックス

文字情報のサンプルチェックボックスにチェックマー
クを入れておくと、ドキュメントの新規作成時に文字
情報イベントのサンプルを、追加します。



関連するページ:

拍子記号の設定
ダイアログボックスの終了
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新規ドキュメントの設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

ダイアログボックスの
終了

新規作成
ボタン

新規作成ボタンをクリックすると、新規ドキュメント設定ダイアログ
ボックスは閉じ、各ディフォルト値の設定が保存され、新規にドキュメ
ントが作成されます。

OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、新規ドキュメント設定ダイアログボックス
は閉じ、各ディフォルト値の設定が保存されます。

�
 新規作成ボタンやOKボタンをクリックして、新規ドキュメントの設

定ダイアログボックスを閉じた場合、設定した内容が保存されます。こ
こで保存された設定は、ファイルメニューから新規作成を選んでドキュ
メントを作成する時に参照されます。

関連するページ:

拍子記号の設定
オブジェクトの設定

�



MIDI設定ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 MIDI設定ダイアログボックスでは、アプリケーション全般の MIDI 入出力や同期、デバイス等
の設定を行います。

使い方 各タブの説明を参照ください。

� �

アイテム デフォルトタブ
出力先タブ
メトロノームタブ
録音タブ
タップタブ
MIDIクロックタブ
SMPTEタブ
OKボタン
キャンセルボタン
適用ボタン
ヘルプボタン

� �

開き方 入出力メニューからMIDI設定...を選ぶと、ダイアログボックスが開きます。

� �



MIDI設定ダイアログボックスのアイテム � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスの使い方

� �

MIDI 出力 デフォルト
タブ

デフォルトタブをクリックすると表示されます。ここでは、
デフォルトの出力先を設定します。この設定は、新規にト
ラックを作成したり SMF（スタンダードMIDIファイル）を読
み込んだ場合に、デフォルトの出力先として設定されます。
さらにここでは、再生ツールバーで、早送りや巻き戻しボタ
ンをクリックしている際の、送り/戻しスピードを設定しま
す。右側のボタンを選択するほど、送り/戻しスピードが速く
なります。。

出力先
タブ

出力先タブをクリックすると表示されます。ここでは、各出
力先のプログラムセット（出力音源）を設定します。設定さ
れたプログラムセットは CAMPS 内で、プログラムチェンジ
イベント用のプログラム名や、ドラムスキーのキー名の表示
などをする際、参照されます。設定していなくても、本質的
な機能への影響はありません。

メトロノーム
タブ

メトロノームタブをクリックすると表示されます。ここで
は、メトロノーム音の出力に関する様々な設定を行います。

MIDI 入力 録音
タブ

録音タブをクリックすると表示されます。ここでは、録音の
入力先や、入力の制限等の設定を行います。

MIDI タイミング タップ
タブ

タップタブをクリックすると表示されます。ここでは、テン
ポのマニュアル入力を行うタップ機能に関する設定を行いま
す。.

MIDIクロック
タブ

MIDIクロックタブをクリックすると表示されます。ここで
は、MIDIクロック同期の同期信号の入出力先や、同期形態に
関しての設定を行います。

SMPTE
タブ

SMPTEタブをクリックすると表示されます。ここで
は、SMPTE同期（MTC同期）の同期信号の入出力先や、同期
形態に関しての設定を行います。

ダイアログボックスの終了 OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、MIDI設定ダイアログボックスは
閉じ、設定した内容が反映されます。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、MIDI設定
ダイアログボックスを終了します。

適用
ボタン

適用ボタンをクリックすると、ダイアログボックスは閉じず
に、設定した内容が反映されます。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが開きま
す。



�
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MIDI設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

デフォルト
タブ

新規トラックの出力デバイス
スクロールエリア

新規トラックの出力デバイススクロールエリアには、出力デ
バイスの一覧が表示されます。デフォルトの出力先のデバイ
スを選択します。この設定は、新規にトラックを作成したり
SMF（スタンダードMIDIファイル）を読み込んだ場合に、デ
フォルトの出力先として設定されます。また、MIDI 情報を出
力する際に出力先が特定できない場合にも、使用されます。

 入出力メニューのOS指定の出力先を使うアイテムが選択
されている場合、新規トラックの出力デバイススクロールエ
リアには出力デバイスの一覧は表示されず、「OS指定の出力
先」というアイテムだけ表示されます。

早送り/巻き戻しの速度
ラジオボタン

早送り/巻き戻しの速度ラジオボタンでは、再生ツールバー
で、早送りや巻き戻しボタンをクリックしている際の、送り/
戻しスピードを設定します。右側のボタンを選択するほど、
送り/戻しスピードが速くなります。

�

関連するページ:

出力先タブ
メトロノームタブ
録音ぺージ
タップタブ
MIDIクロックタブ
SMPTEタブ

� �
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MIDI設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

出力先
タブ

出力先の設定
スクロールエリア

出力先の設定スクロールエリアには、出力デバイスの一覧が表示されます。
出力デバイスを選択して更に、プログラムセット選択ボックスで出力先を設
定します。

 入出力メニューのOS指定の出力先を使うアイテムが選択されている場
合、出力先の設定スクロールエリアには出力デバイスの一覧は表示されず、
「OS指定の出力先」というアイテムだけ表示されます。

プログラムセット
選択ボックス

プログラムセット選択ボックスでは、出力先の設定スクロールエリアで選択
した出力デバイス内にあるプログラムセット（出力音源）を、設定します。
クリックするとプログラムセットの一覧が、表示されます。設定されたプロ
グラムセットは CAMPS 内で、プログラムチェンジイベント用のプログラム
名や、ドラムスキーのキー名の表示などをする際、参照されます。設定して
いなくても、本質的な機能への影響はありません。

プログラムの
サンプル
表示領域

プログラムのサンプル表示領域には、プログラムセット選択ボックスで選択
されているプログラムセット内にあるプログラムのサンプルが、いくつか表
示されます。

�

関連するページ:

デフォルトタブ
メトロノームタブ
録音ぺージ
タップタブ
MIDIクロックタブ
SMPTEタブ
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MIDI設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

メトロノーム
タブ

出力デバイス
スクロールエリア

出力デバイススクロールエリアには、出力デバイスの一覧が表示
されます。メトロノーム音を出力したいデバイスを、選択しま
す。

 入出力メニューのOS指定の出力先を使うアイテムが選択され
ている場合、出力デバイススクロールエリアには出力デバイスの
一覧は表示されず、「OS指定の出力先」というアイテムだけ表示
されます。

チャンネル
エディットボックス

チャンネルエディットボックスでは、メトロノーム音用の出力
MIDI チャンネルを、設定します。上下ボタンをクリックするか、
直接、値をコンピュータキーボードから入力して、設定します。

プログラムチェンジ
エディットボックス

プログラムチェンジエディットボックスでは、メトロノーム音用
の出力 MIDI チャンネルに送信するプログラムチェンジの値
（パッチ番号、音色）を、設定します。上下ボタンをクリックす
るか、直接、値をコンピュータキーボードから入力して、設定し
ます。

音A
音B
選択ボックス

メトロノームのクリック音は、A、B、２種類設定できます。これ
により、１小節毎に特定の拍に、抑揚やアクセントをつけること
ができます。音A、音B選択ボックスをクリックすると、それぞれ
の音程の一覧が表示されます。希望の音程を選択します。

通常、シンセサイザードラムプログラムは、MIDI 音程値の高低に
応じて異なるドラム音色を発音します。これを利用して、メトロ
ノームのプログラム番号をドラムプログラムに割り当てておけ
ば、メトロノームの２つのクリック音に、異なるドラム音色を割
り当てることができます。

ベロシティA
ベロシティB・/FONT>
エディットボックス

ベロシティA/Bエディットボックスを使って、メトロノームの２つ
のクリック音に、それぞれのベロシティ（音量）を、設定するこ
とができます。上下ボタンをクリックするか、直接、値をコン
ピュータキーボードから入力して、設定します。

演奏の順序
ラジオボタン

演奏の順序ラジオボタンでは、音A と 音B の発音順を設定しま
す。 設定は、拍子記号が 4/4 の場合を基準に行います。したがっ
て、例えば拍子記号が 2/4 の場合、各ラジオボタンの表示のう
ち、最初の２音の順番だけが参照されます。

�



関連するページ:

デフォルトタブ
出力先タブ
録音ぺージ
タップタブ
MIDIクロックタブ
SMPTEタブ
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MIDI設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

録音
タブ

入力デバイス
スクロールエリア

入力デバイススクロールエリアには、入力デバイスの一覧が表示されま
す。録音の入力元となるデバイスを、選択して下さい。

パンチイン録音の予備拍
エディットボックス

パンチイン録音の予備拍エディットボックスでは、パンチイン録音時に
使われる予備拍を、設定します。録音を開始すると、パンチインの位置
より、ここで設定した拍分前から演奏が開始されます。上下ボタンをク
リックするか、直接、値をコンピュータキーボードから入力して、設定
します。

予備拍の概念は、テープ録音機器などで、パンチイン録音を開始するポ
イントより数小節前までテープを巻き戻しておいて、録音に先立ったイ
ントロとして再生する手法から生まれました。

録音するチャンネル
チェックボックス

録音するチャンネルチェックボックスでチェックマークが入っていない
チャンネルからの入力は、録音されません。チェックマークが入ってい
るチャンネルからの入力だけが録音されます。CAMPS では録音時に、
チャンネル情報は無視されます。いずれのチャンネルからの入力も、全
て録音対象トラックに録音されます。また録音されたイベントは、各ト
ラックに設定されている出力チャンネルに出力されます。つまり通常の
使用では、録音するチャンネルチェックボックスは、すべてチェック
マークが入っていて問題ありません。

録音するMIDIイベント
チェックボックス

録音時に、録音するMIDIイベントチェックボックスでチェックマークが
入っていないイベントが入力された場合、そのイベントは録音されませ
ん。チェックマークが入っているイベントだけが録音されます。

�

関連するページ:

デフォルトタブ
出力先タブ
メトロノームタブ
タップタブ
MIDIクロックタブ
SMPTEタブ
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MIDI設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

タップ
タブ

入力デバイス
スクロールエリア

入力デバイススクロールエリアには、接続されている外部 MIDI 入力デバイ
スの一覧と共に、 [Shift] キーというアイテムが表示されます。外部 MIDI デ
バイスからタップ入力する場合は、使用するデバイスを選択します。コン
ピューターキーボードの Shift キーでタップ入力する場合は、[Shift] キーを
選択します。

入力キー
領域

外部 MIDI デバイスからタップ入力する場合、使用するキーなどを予め設定
しておく必要があります。入力キー領域では、この設定を行います。コン
ピューターキーボードの Shift キーでタップ入力する場合は、設定する必要
はありません。

チャンネル
キー
エディットボックス

チャンネルエディットボックスでは、タップ入力する外部 MIDI デバイスに
割り当ててある MIDI チャンネルを、あらかじめ設定します。
キーエディットボックスでは、外部 MIDI デバイスでタップ入力に使う鍵盤
(キー、ピッチをあらかじめ、設定します。
それぞれ、上下ボタンをクリックするか、直接、値をコンピュータキー
ボードから入力して、設定します。

選択されているキーの名前が、キーエディットボックスの右側に表示され
ます。

MIDI楽器から
ボタン

チャンネル、キーエディットボックスで入力する代わりに、外部の MIDI 楽
器から直接指定するには、MIDI楽器からボタンをクリックします。入力待
ちのダイアログボックスが表示されますので、MIDI 楽器からキーを入力す
ると、チャンネルとキーが同時に設定されます。

同期
ラジオボタン

同期ラジオボタンでは、タップ入力に応じて演奏をどの位進めるかを、設
定します。曲の拍を選択した場合、タップ毎に１拍分演奏が進行します。
音符を選択した場合、タップ毎に選択した音符長分演奏が進行します。

�



関連するページ:

デフォルトタブ
出力先タブ
メトロノームタブ
録音ぺージ
MIDIクロックタブ
SMPTEタブ
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MIDI設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

MIDIクロック
タブ

概要 MIDIクロックタブでは、MIDI クロック信号を使って外部 MIDI シーケ
ンサー等と同期して演奏する場合のために、MIDI シンクについての設
定を行います。これにより、MIDI クロック同期機能を持っている他の
MIDI インターフェイス、MIDI 楽器やデジタル/アナログ録音装置
（テープデッキ等）等と、再生を同期させることが出来ます。

入力デバイス
スクロールエリア

外部からの MIDI クロックに同期して演奏させたい場合は、入出力メ
ニューの同期/外部MIDIクロックに同期アイテムにチェックマークを入
れます。
入力デバイススクロールエリアには、入力デバイスの一覧が表示され
ます。同期元としたい入力デバイスを、選択します。

同期
ラジオボタン

同期ラジオボタンでは、外部から MIDI クロックを受信した場合、受信
に応じて演奏をどの位進めるかを、設定します。曲の拍を選択した場
合、受信毎に１拍分演奏が進行します。４分音符を選択した場合、受
信毎に４分音符の絶対音符長分、演奏が進行します。

出力デバイス
スクロールエリア

演奏時に外部へ MIDI クロックを出力させたい場合は、入出力メニュー
の同期信号出力/MIDIクロックを出力アイテムにチェックマークを入れ
ます。
出力デバイススクロールエリアには、出力デバイスの一覧が表示され
ます。MIDI クロックを出力させたいデバイスを、選択します。

 入出力メニューのOS指定の出力先を使うアイテムが選択されてい
る場合、出力デバイススクロールエリアには出力デバイスの一覧が表
示されず、「OS指定の出力先」というアイテムだけ表示されます。

出力周期
ラジオボタン

出力同期ラジオボタンでは、演奏に応じて、どの位の周期でクロック
を外部に出力するかを、設定します。曲の拍を選択した場合、１拍分
演奏が進行する毎にクロックを出力します。４分音符を選択した場
合、４分音符の絶対音符長分演奏が進行する毎に、クロックを出力し
ます。

�



関連するページ:

デフォルトタブ
出力先タブ
メトロノームタブ
録音ぺージ
タップタブ
SMPTEタブ
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MIDI設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

SMPTE
タブ

概要 動画は、フレームと呼ばれる静止画を数多くつないだもので、高速度に連続
して映示されます。このため、動画のなかで特定の場面についての正確なタ
イミングを示すために、フレーム数が用いられます。映画やビデオの映像に
音声を同期させる場合、与えられた時間内に幾つのフレームが経過するかを
監視する為に、SMPTE タイムコードが使われます。SMPTE タイムコード
は、フレーム/秒("fps" あるいは "f/s") で定義されますが、通常の時刻情報
(時/分/秒) も含んでいます。

SMPTE タイムコードは、その正確さと業界標準の位置付けにより、プロ
フェッショナルのオーディオ業界で広く使用されてきています。SMPTE タ
イムコードのオーディオ版である、副タイムコード (LTC) は、同期する動画
がない場合でも広く使用されており、CAMPS 内ではこれを簡単に SMPTE
と呼んで、採用しています。

入力デバイス
スクロールエリア

外部からの SMPTE 信号に同期して演奏させたい場合は、入出力メニューの
同期/外部SMPTEに同期アイテムにチェックマークを入れます。
入力デバイススクロールエリアには、入力デバイスの一覧が表示されます。
同期元としたい入力デバイスを、選択します。

出力デバイス
スクロールエリア

演奏時に外部へ SMPTE 信号を出力させたい場合は、入出力メニューの同期
信号出力/SMPTEを出力アイテムにチェックマークを入れます。
出力デバイススクロールエリアには、出力デバイスの一覧が表示されま
す。SMPTE 信号を出力させたいデバイスを、選択します。

 入出力メニューのOS指定の出力先を使うアイテムが選択されている場
合、出力デバイススクロールエリアには出力デバイスの一覧は表示されず、
「OS指定の出力先」というアイテムだけ表示されます。

出力周期
ラジオボタン

出力周期ラジオボタンでは、SMPTE を出力する周期を設定します。

24フレーム/秒は、米国映画業界で使用されています。
　
25フレーム/秒は、ヨーロッパとその他の地域の映画、テレビ、ビデオ業界で
使用されています。これには、PAL と SECOM フォーマットが含まれます。

ドロップフレームあり30フレーム/秒は、米国とその他の地域の NTSC カ
ラーテレビ標準として使用されています。ドロップフレームとは、SMPTE
の LTC の中で、意図的にドロップされるフレームコード番号がある事に、由
来しています。SMPTE の LTC は、カラービデオ側のやや遅いフレームレー
トを埋め合わせるために、10分毎に18個のフレームコード番号をドロップ
(スキップ) しています。初期の白黒テレビ標準として使われていたフレーム
レートに、後年、カラー情報を追加したため、NTSC カラーテレビ標準のフ
レームレートは、実際には、29.97 f/s となります。
ドロップフレームあり30フレーム/秒は、NTSC カラービデオ編集時に適切な
同期を図る上で欠かせませんが、その構造上、わずかながらタイム表示に誤
差がともない、オーディオトラック間だけの同期を図る場合には、やや不向
きとも言えます。
　
ドロップフレームなし30フレーム/秒は、フレームが抜けないことと、タイム
レート換算が容易なことから、オーディオトラック間だけの同期を図る場
合、最も多く使用されています。米国の初期の白黒ビデオ業界でも使用され
ていました。



�
 CAMPS が実際に送受するデータは MIDI Time Code ですが、SMPTEタ

ブでは、MIDI Time Code を SMPTE の LTC として扱うユーザー環境を提供
しています。なお、正確な SMPTE の LTC の生成・表示をするには、お使い
のコンピュータの MIDI ポートに、SMPTE コンバータ (ハードウエア) を接
続する必要があります。

�

関連するページ:

デフォルトタブ
出力先タブ
メトロノームタブ
録音ぺージ
タップタブ
MIDIクロックタブ

� �
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拍子記号設定ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 拍子記号設定ダイアログボックスでは、小節に対して、拍子記号の設定を行います。

使い方 小節番号エディットボックスで、拍子記号を設定したい初めの小節を設定します。次に、拍子
記号エディットボックスで拍子記号を設定します。

� �

アイテム 小節番号エディットボックス
拍子記号エディットボックス
OKボタン
キャンセルボタン
適用ボタン
ヘルプボタン

� �

開き方 ドキュメントウインドウ
ピアノロールエディター
コントロール描画エディター
楽譜エディター
テンポ描画エディター
から開く

編集メニューから拍子記号設定...を選ぶと、ダイアログボック
スが開きます。
代わりに、各エディターの小節エリアで右ボタン・クリック
し、開いたコンテキストメニューから拍子記号設定...を選ぶ
と、ダイアログボックスが開きます。

� �



拍子記号設定ダイアログボックスのアイテム � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスの使い方

� �

拍子記号の設定 小節番号
エディットボックス

拍子記号を設定したい初めの小節を指定します。設定
される終わりの小節は、エディットボックス右に「か
ら～まで」と表示されます。左右ボタンをクリックす
るか、直接、値をコンピュータキーボードから入力し
ます。

拍子記号
エディットボックス

設定したい拍子記号を指定します。それぞれ、上下ボ
タンをクリックするか、直接、値をコンピュータキー
ボードから入力します。

ダイアログボックスの終了 OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、拍子記号設定ダイアログ
ボックスは閉じ、選択した小節に拍子記号が設定され
ます。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、拍
子記号設定ダイアログボックスを終了します。

適用
ボタン

適用ボタンをクリックすると、ダイアログボックスは
閉じずに、選択した小節に拍子記号が設定されます。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが
開きます。

�

� �



拍子記号設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

拍子記号の設定 小節番号
エディットボックス

小節番号エディットボックスで拍子記号を設定したい初めの小節
を指定します。曲全体の拍子記号を設定したい場合は、1 を入力し
ます。

曲の途中で、拍子記号を変えたい場合は、その初めの小節番号を
入力します。

既に設定してある拍子記号を変えたい場合は、その拍子記号が設
定してある小節番号を入力します。

�

拍子記号
エディットボックス

拍子記号領域では、譜面に表す拍子記号と同じ形式で表されてい
ます。ここでは、新規作成するドキュメントの拍子記号を設定し
ます。小節内の拍の数（分子）と１拍の音符長（分母）をエ
ディットボックスに入力します。

１拍の音符長（分母）には以下のいずれか値を入力します:

1 全音符
2 ２分音符
4 ４分音符
8 ８分音符

16 １６分音符
32 ３２分音符
64 ６４分音符

�

関連するページ:

ダイアログボックスの終了

�



拍子記号設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

ダイアログボックスの
終了

OK
適用
ボタン

設定が完了したらOKボタンをクリックします。引き続き、設定を行う場
合は、適用ボタンをクリックします。ドキュメントの小節に拍子記号が
設定されます。

 拍子記号を変更した場合、ラインデータやコード等の、他オブジェ
クトの絶対的な位置は変更されません。これにより、各オブジェクトの
移動などの処理が必要になる場合があります。

�

関連するページ:

拍子記号の設定

�



グリッド設定ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 グリッド設定ダイアログボックスでは、ドキュメントウインドウや各エディターのそれぞれの
エリアに対して、編集用のグリッド設定します。編集用のグリッドが設定されていると、デー
タを書き込んだり変更した際、値は最寄りのグリッド値に自動的に設定されます。

使い方 各エリアの該当タブを選択して、グリッドを設定します。ここで設定したグリッドは、表示メ
ニューのグリッド表示/グリッドに沿うにチェックマークが入っているときに有効になります。
設定が完了したら OKボタン、あるいは、適用ボタンをクリックします。

� �

アイテム 再生録音タブ
文字情報タブ
コードタブ
ラインブロックタブ
ピアノロールタブ
コントロールタブ
ピッチベンドタブ
楽譜タブ
テンポタブ
OKボタン
キャンセルボタン
適用ボタン
ヘルプボタン

� �

開き方 ドキュメントウインドウ
ピアノロールエディター
コントロール描画エディター
テンポ描画エディター
から開く

表示メニューからグリッド表示/グリッド設定...を選ぶと、ダイ
アログボックスが開きます。

� �



グリッド設定ダイアログボックスのアイテム � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスの使い方

� �

設定タブ 再生録音
タブ

再生録音タブをクリックすると表示されます。ここでは、
ドキュメントウインドウやピアノロール、コントロール描
画、テンポ描画エディターの小節エリアの横（時間）方向
グリッドを設定します。

文字情報
タブ

文字情報タブをクリックすると表示されます。ここでは、
ドキュメントウインドウやピアノロール、コントロール描
画、テンポ描画エディターの文字情報エリアと歌詞エリア
の横（時間）方向グリッドを設定します。

コード
タブ

コードタブをクリックすると表示されます。ここでは、ド
キュメントウインドウやピアノロールエディターのコード
エリアの横（時間）方向グリッドを設定します。

ラインブロック
タブ

ラインブロックタブをクリックすると表示されます。ここ
では、ドキュメントウインドウのラインエリアの横（時
間）方向グリッドを設定します。

ピアノロール
タブ

ピアノロールタブをクリックすると表示されます。ここで
は、ピアノロールエディターのピアノロールエリアの横
（時間）方向グリッドと、ベロシティエリアの縦（値）方
向のグリッドを設定します。

コントロール
タブ

コントロールタブをクリックすると表示されます。ここで
は、コントロール描画エディターの描画エリアの横（時
間）方向グリッドと、縦（値）方向のグリッドを設定しま
す。（編集するイベントがピッチベンドの場合は、ピッチ
ベンドタブで設定します。）

ピッチベンド
タブ

ピッチベンドタブをクリックすると表示されます。ここで
は、ピッチベンドイベントを編集する場合のコントロール
描画エディターの描画エリアの横（時間）方向グリッド
と、縦（値）方向のグリッドを設定します。（編集するイ
ベントが他の場合は、コントロールタブで設定します。）

楽譜
タブ

楽譜タブをクリックすると表示されます。ここでは、楽譜
エディターの小節エリアや譜面エリアの横（時間）方向グ
リッドを設定します。

テンポ
タブ

テンポタブをクリックすると表示されます。ここでは、テ
ンポ描画エディターの描画エリアの横（時間）方向グリッ
ドと、縦（値）方向のグリッドを設定します。

ダイアログボックスの終了 OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、グリッド設定ダイアログボッ
クスは閉じ、各エリアのグリッド値は設定した値になりま
す。

 設定したグリッドは、表示メニューのグリッド表示/グ
リッドに沿うにチェックマークが入っているときに有効に
なります。また、各エディターの表示メニューの表示設定
を記憶を選択すると、今回のグリッド幅の設定と有効/無効
設定は、次回以降の CAMPS 起動時に有効となります。こ
れを行わないと、今回の設定は CAMPS 終了時にリセット
されます。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、グリッ
ド設定ダイアログボックスを終了します。



適用
ボタン

適用ボタンをクリックすると、ダイアログボックスは閉じ
ずに、各エリアのグリッド値は設定した値になります。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが開き
ます。

�

� �



グリッド設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

再生録音
タブ

横方向のグリッド幅
ラジオボタン

横方向のグリッド幅ラジオボタンでは、ドキュメントウインドウやピア
ノロール、コントロール描画、テンポ描画エディターの小節エリアの横
（時間）方向グリッド幅を設定します。設定は全音符長から３２分音符
長までの絶対時間で指定します。ここでの設定は、ループ範囲やパンチ
イン/アウト範囲の設定時に影響します。

その他
エディットボックス

横方向のグリッドラジオボタン内にある選択支以外のグリッド幅を指定
したい場合には、その他エディットボックスを使用します。左右ボタン
をクリックするか、直接、値をコンピュータキーボードから入力しま
す。

�

 設定したグリッドは、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿う
にチェックマークが入っているときに有効になります。また、各エディ
ターの表示メニューの表示設定を記憶を選択すると、今回のグリッド幅
の設定と有効/無効設定は、次回以降の CAMPS 起動時に有効となりま
す。これを行わないと、今回の設定は CAMPS 終了時にリセットされま
す。

�

関連するページ:

文字情報タブ
コードタブ
ラインブロックタブ
ピアノロールタブ
コントロールタブ
ピッチベンドタブ
楽譜タブ
テンポタブ

�



グリッド設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

文字情報
タブ

横方向のグリッド幅
ラジオボタン

横方向のグリッド幅ラジオボタンでは、ドキュメントウインドウやピア
ノロール、コントロール描画、テンポ描画エディターの文字情報エリア
や歌詞エリアの横（時間）方向グリッド幅を設定します。設定は全音符
長から３２分音符長までの絶対時間で指定します。ここでの設定は、テ
キスト情報や歌詞の移動等の編集時に影響します。

その他
エディットボックス

横方向のグリッドラジオボタン内にある選択支以外のグリッド幅を指定
したい場合には、その他エディットボックスを使用します。左右ボタン
をクリックするか、直接、値をコンピュータキーボードから入力しま
す。

�

 設定したグリッドは、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿う
にチェックマークが入っているときに有効になります。また、各エディ
ターの表示メニューの表示設定を記憶を選択すると、今回のグリッド幅
の設定と有効/無効設定は、次回以降の CAMPS 起動時に有効となりま
す。これを行わないと、今回の設定は CAMPS 終了時にリセットされま
す。

�

関連するページ:

再生録音タブ
コードタブ
ラインブロックタブ
ピアノロールタブ
コントロールタブ
ピッチベンドタブ
楽譜タブ
テンポタブ

�



グリッド設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

コード
タブ

横方向のグリッド幅
ラジオボタン

横方向のグリッド幅ラジオボタンでは、ドキュメントウインドウやピアノ
ロールエディターのコードエリアの横（時間）方向グリッド幅を設定しま
す。設定は全音符長から３２分音符長までの絶対時間で指定します。ここ
での設定は、コードやコードブロックの移動等の編集時に影響します。

その他
エディットボックス

横方向のグリッドラジオボタン内にある選択支以外のグリッド幅を指定し
たい場合には、その他エディットボックスを使用します。左右ボタンをク
リックするか、直接、値をコンピュータキーボードから入力します。

�

 設定したグリッドは、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うに
チェックマークが入っているときに有効になります。また、各エディター
の表示メニューの表示設定を記憶を選択すると、今回のグリッド幅の設定
と有効/無効設定は、次回以降の CAMPS 起動時に有効となります。これを
行わないと、今回の設定は CAMPS 終了時にリセットされます。

�

関連するページ:

再生録音タブ
文字情報タブ
ラインブロックタブ
ピアノロールタブ
コントロールタブ
ピッチベンドタブ
楽譜タブ
テンポタブ

�



グリッド設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

ラインブロック
タブ

横方向のグリッド幅
ラジオボタン

横方向のグリッド幅ラジオボタンでドキュメントウインドウのラ
インエリアの横（時間）方向グリッド幅を設定します。設定は全
音符長から３２分音符長までの絶対時間で指定します。ここでの
設定は、ラインブロックの生成や移動等の編集時に影響します。

その他
エディットボックス

横方向のグリッドラジオボタン内にある選択支以外のグリッド幅
を指定したい場合には、その他エディットボックスを使用しま
す。左右ボタンをクリックするか、直接、値をコンピュータキー
ボードから入力します。

�

 設定したグリッドは、表示メニューのグリッド表示/グリッド
に沿うにチェックマークが入っているときに有効になります。ま
た、ドキュメントウインドウの表示メニューの表示設定を記憶を
選択すると、今回のグリッド幅の設定と有効/無効設定は、次回以
降の CAMPS 起動時に有効となります。これを行わないと、今回
の設定は CAMPS 終了時にリセットされます。

�

関連するページ:

再生録音タブ
文字情報タブ
コードタブ
ピアノロールタブ
コントロールタブ
ピッチベンドタブ
楽譜タブ
テンポタブ

�



グリッド設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

ピアノロール
タブ

横方向のグリッド幅
ラジオボタン

横方向のグリッド幅ラジオボタンでは、ピアノロールエディターの
ピアノロールエリアの横（時間）方向グリッド幅を設定します。設
定は全音符長から３２分音符長までの絶対時間で指定します。ここ
での設定は、音符イベントの生成等の編集時に影響します。

その他
エディットボックス

横方向のグリッドラジオボタン内にある選択支以外のグリッド幅を
指定したい場合には、その他エディットボックスを使用します。左
右ボタンをクリックするか、直接、値をコンピュータキーボードか
ら入力します。

ベロシティ
エディットボックス

ベロシティエディットボックスでピアノロールエディターのベロシ
ティエリアの縦（値）方向グリッド幅を設定します。上下ボタンを
クリックするか、直接、値をコンピュータキーボードから入力しま
す。ここでの設定は、ベロシティ値の変更等の編集時に影響しま
す。

�

 設定したグリッドは、表示メニューのグリッド表示/グリッドに
沿うにチェックマークが入っているときに有効になります。また、
ピアノロールエディターの表示メニューの表示設定を記憶を選択す
ると、今回のグリッド幅の設定と有効/無効設定は、次回以降の
CAMPS 起動時に有効となります。これを行わないと、今回の設定は
CAMPS 終了時にリセットされます。

�

関連するページ:

再生録音タブ
文字情報タブ
コードタブ
ラインブロックタブ
コントロールタブ
ピッチベンドタブ
楽譜タブ
テンポタブ

�



グリッド設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

コントロール
タブ

横方向のグリッド幅
ラジオボタン

横方向のグリッド幅ラジオボタンでは、コントロール描画エディ
ターの描画エリアの横（時間）方向グリッド幅を設定します。（編
集するイベントがピッチベンドの場合は、ピッチベンドタブで設定
します。）設定は全音符長から３２分音符長までの絶対時間で指定
します。ここでの設定は、イベントの生成等の編集時に影響しま
す。

その他
エディットボックス

横方向のグリッドラジオボタン内にある選択支以外のグリッド幅を
指定したい場合には、その他エディットボックスを使用します。左
右ボタンをクリックするか、直接、値をコンピュータキーボードか
ら入力します。

コントロール
エディットボックス

コントロールエディットボックスでコントロール描画エディターの
描画エリアの縦（値）方向グリッド幅を設定します。上下ボタンを
クリックするか、直接、値をコンピュータキーボードから入力しま
す。ここでの設定は、ピッチベンドイベントの生成等の編集時に影
響します。

�

 設定したグリッドは、表示メニューのグリッド表示/グリッドに
沿うにチェックマークが入っているときに有効になります。また、
コントロール描画エディターの表示メニューの表示設定を記憶を選
択すると、今回のグリッド幅の設定と有効/無効設定は、次回以降の
CAMPS 起動時に有効となります。これを行わないと、今回の設定は
CAMPS 終了時にリセットされます。

�

関連するページ:

再生録音タブ
文字情報タブ
コードタブ
ラインブロックタブ
ピアノロールタブ
ピッチベンドタブ
楽譜タブ
テンポタブ

�



グリッド設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

ピッチベンド
タブ

横方向のグリッド幅
ラジオボタン

横方向のグリッド幅ラジオボタンでは、ピッチベンドイベントを編
集する際に使うコントロール描画エディター内にある、描画エリア
の横（時間）方向グリッド幅を設定します。（編集するイベントが
その他の場合は、コントロールタブで設定します。）設定は、全音
符長から３２分音符長までの絶対時間で指定します。ここでの設定
は、ピッチベンドイベントの生成等の編集時に影響します。

その他
エディットボックス

横方向のグリッドラジオボタン内にある選択支以外のグリッド幅を
指定したい場合には、その他エディットボックスを使用します。左
右ボタンをクリックするか、直接、値をコンピュータキーボードか
ら入力します。

ピッチベンド
エディットボックス

ピッチベンドエディットボックスでは、ピッチベンドイベントを編
集する際に使うコントロール描画エディター内にある、描画エリア
の縦（値）方向グリッド幅を設定します。上下ボタンをクリックす
るか、直接、値をコンピュータキーボードから入力します。ここで
の設定は、ピッチベンドイベントの生成等の編集時に影響します。
ピッチベンドイベントの取り得る値の範囲は -8192 から 8191の範囲
です。

�

 設定したグリッドは、表示メニューのグリッド表示/グリッドに
沿うにチェックマークが入っているときに有効になります。また、
コントロール描画エディターの表示メニューの表示設定を記憶を選
択すると、今回のグリッド幅の設定と有効/無効設定は、次回以降の
CAMPS 起動時に有効となります。これを行わないと、今回の設定は
CAMPS 終了時にリセットされます。

�

関連するページ:

再生録音タブ
文字情報タブ
コードタブ
ラインブロックタブ
ピアノロールタブ
コントロールタブ
楽譜タブ
テンポタブ

�



グリッド設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

楽譜
タブ

横方向のグリッド幅
ラジオボタン

横方向のグリッド幅ラジオボタンで楽譜エディターの小節エリアや譜面エリ
アの横（時間）方向グリッド幅を設定します。設定は全音符長から３２分音
符長までの絶対時間で指定します。ここでの設定は、ループ範囲やパンチイ
ン/アウト範囲の設定や音符の移動等の編集時に影響します。

その他
エディットボックス

横方向のグリッドラジオボタン内にある選択支以外のグリッド幅を指定した
い場合には、その他エディットボックスを使用します。左右ボタンをクリッ
クするか、直接、値をコンピュータキーボードから入力します。

�

 設定したグリッドは、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うに
チェックマークが入っているときに有効になります。また、楽譜エディター
の表示メニューの表示設定を記憶を選択すると、今回のグリッド幅の設定と
有効/無効設定は、次回以降の CAMPS 起動時に有効となります。これを行わ
ないと、今回の設定は CAMPS 終了時にリセットされます。

�

関連するページ:

再生録音タブ
文字情報タブ
コードタブ
ラインブロックタブ
ピアノロールタブ
コントロールタブ
ピッチベンドタブ
テンポタブ

�



グリッド設定ダイアログボックスの使い方 � ダイアログボックスの説明
ダイアログボックスのアイテム

� �

テンポ
タブ

横方向のグリッド幅
ラジオボタン

横方向のグリッド幅ラジオボタンでは、テンポ描画エディターの描画エリ
アの横（時間）方向グリッド幅を設定します。設定は全音符長から３２分
音符長までの絶対時間で指定します。ここでの設定は、テンポの生成等の
編集時に影響します。

その他
エディットボックス

横方向のグリッドラジオボタン内にある選択支以外のグリッド値を指定し
たい場合には、その他エディットボックスを使用します。左右ボタンをク
リックするか、直接、値をコンピュータキーボードから入力します。

テンポ
エディットボックス

テンポエディットボックスでは、テンポ描画エディターの描画エリアの縦
（値）方向グリッドを設定します。上下ボタンをクリックするか、直接、
値をコンピュータキーボードから入力します。ここでの設定は、テンポの
生成等の編集時に影響します。

�

 設定したグリッドは、表示メニューのグリッド表示/グリッドに沿うに
チェックマークが入っているときに有効になります。また、テンポ描画エ
ディターの表示メニューの表示設定を記憶を選択すると、今回のグリッド
設定と有効/無効設定は、次回以降の CAMPS 起動時に有効となります。こ
れを行わないと、今回の設定は CAMPS 終了時にリセットされます。

�

関連するページ:

再生録音タブ
文字情報タブ
コードタブ
ラインブロックタブ
ピアノロールタブ
コントロールタブ
ピッチベンドタブ
楽譜タブ

�



SMPTEオフセットタイム設定ダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 SMPTEオフセットタイム設定ダイアログボックスでは、演奏（録音）時に SMPTE で同期する
場合のオフセットタイムを設定します。 例えば、CAMPS がスレーブの状態で、ダイアログ
ボックスでオフセットタイムを１分に設定したとします。この場合、マスターが演奏を開始し
て、１分が経過すると CAMPS が演奏を開始します。

使い方 オフセットタイムとフレームレートを設定して、OKボタンをクリックします。

� �

アイテム オフセットタイム
エディットボックス

オフセットタイムを設定します。[時] : [分] : [秒] : [フレーム] の形式で入
力します。.直接、値をコンピュータキーボードから入力します。

リセット
ボタン

オフセットタイムを 0 にリセットします。

フレームレート
選択ボックス

オフセットタイムエディットボックスで設定した [フレーム] をどのフ
レームレートとするかを指定します。クリックするとフレームレートの
一覧が表示されます。なお、ここで設定するフレームレートは、オフ
セットタイムのフレームを換算するためだけのもので、SMPTE 同期のフ
レームレート（入出力周期）とは一切関係がありません。よって、オフ
セットタイムエディットボックスでフレームに 0 を指定している場合
や、厳密にオフセットタイムを指定する必要がない場合は、何を選択し
ても問題ありません。

24フレーム/秒は、米国映画業界で使用されています。
　
25フレーム/秒は、ヨーロッパとその他の地域の映画、テレビ、ビデオ業
界で使用されています。これには、PAL と SECOM フォーマットが含ま
れます。

ドロップフレームあり30フレーム/秒は、米国とその他の地域の NTSC カ
ラーテレビ標準として使用されています。ドロップフレームと
は、SMPTE の LTC（SMPTE タイムコードのオーディオ版である、副タ
イムコード） の中で、意図的にドロップされるフレームコード番号があ
る事に、由来しています。SMPTE の LTC は、カラービデオ側のやや遅
いフレームレートを埋め合わせるために、10分毎に18個のフレームコー
ド番号をドロップ (スキップ) しています。初期の白黒テレビ標準として
使われていたフレームレートに、後年、カラー情報を追加したた
め、NTSC カラーテレビ標準のフレームレートは、実際には、29.97 f/s
となります。
ドロップフレームあり30フレーム/秒は、NTSC カラービデオ編集時に適
切な同期を図る上で欠かせませんが、その構造上、わずかながらタイム
表示に誤差がともない、オーディオトラック間だけの同期を図る場合に
は、やや不向きとも言えます。
　
ドロップフレームなし30フレーム/秒は、フレームが抜けないことと、タ
イムレート換算が容易なことから、オーディオトラック間だけの同期を
図る場合、最も多く使用されています。米国の初期の白黒ビデオ業界で
も使用されていました。

OK
ボタン

OKボタンをクリックすると、SMPTEオフセットタイム設定ダイアログ
ボックスは閉じ、ドキュメントの SMPTEオフセットタイムが設定されま
す。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、何もせずに、SMPTEオフセットタ
イム設定ダイアログボックスを終了します。



ヘルプ
ボタン ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが開きます。

�

� �

開き方 編集メニューからSMPTEオフセットタイム設定...を選ぶと、ダイアログボックスが開きます。

� �



SMF保存オプションダイアログボックス � コンテンツ
ダイアログボックス

� �

説明 SMF保存オプションダイアログボックスでは、ドキュメントを標準 MIDI ファイルとして保存
する場合の設定を行います。

使い方 ファイルメニューの SMFとして保存...を選択すると、標準MIDIファイル(SMF)として保存とい
うタイトルの標準保存ダイアログボックスが標示されます。ファイル名を入力して保存ボタン
をクリックすると、SMF保存オプションダイアログボックスが開きます。各オプションの選択
をして、保存ボタンをクリックします。

� �

アイテム ミュートされているトラックも保存
チェックボックス

ドキュメントウインドウのトラックエリアの再生トラッ
クボタンの設定は、演奏時のフィルタとして働いていま
す。この、再生トラックボタンでミュート（演奏オフ）
指定されているトラックも保存するかどうかを選択しま
す。ミュート指定されているトラックも保存する場合
は、チェックを入れます。

トラックをトランスポーズして保存
チェックボックス

ドキュメントウインドウのトラックエリアで設定されて
いるトランスポーズは、ラインデータの値を直接変えず
に、演奏時のフィルタとして働いています。この、トラ
ンスポーズが設定されているトラックに対して、実際に
ラインデータの値をトランスポーズして保存するかどう
かを選択します。トラックでトランスポーズして保存す
る場合は、チェックマークを入れます。

コード名を保存
チェックボックス

コード名を保存するかどうかを選択します。保存する場
合は、チェックマークを入れます。通常、標準MIDIファ
イルにコード情報を保存する仕様はありません。このた
め、コード名はテキストイベント（メタイベント 0x01）
として書き込みます。なお、コード名を保存した標
準MIDIファイルを CAMPS で開いた場合、この情報は読
み込まれません。

保存
ボタン

OKボタンをクリックすると、SMF保存オプションダイア
ログボックスは閉じ、ドキュメントが標準MIDIファイル
(SMF) として保存されます。

キャンセル
ボタン

キャンセルボタンをクリックすると、保存を中止し
て、SMF保存オプションダイアログボックスを終了しま
す。

ヘルプ
ボタン

ヘルプボタンをクリックすると、本ヘルプファイルが開
きます。

�

� �



開き方 ファイルメニューの SMFとして保存...を選択すると、標準MIDIファイル(SMF)として保存とい
うタイトルの標準保存ダイアログボックスが標示されます。ファイル名を入力して保存ボタン
をクリックすると、ダイアログボックスが開きます。

� �



メニューアイテム �
コンテンツ

� �

概要 CAMPS のメニューバーアイテムは、現在アクティブなエディターによって、変化します。また各
エディター内では、現在アクティブなエリアによって、幾つかのメニューアイテムの表示が変化し
ます。

�

ドキュメントウインドウのメニューアイテム

イベントリストエディターのメニューアイテム

ピアノロールエディターのメニューアイテム

コントロール描画エディターのメニューアイテム

楽譜エディターのメニューアイテム

テンポリストエディターのメニューアイテム

テンポ描画エディターのメニューアイテム

文字情報リストエディターのメニューアイテム

ドキュメントがない場合のメニューアイテム

�



メニューアイテム （ドキュメントがない場合） � コンテンツ
メニューアイテム

� �

説明 ドキュメントウインドウがない場合の、全メニューリストです。

�

アイテム �ファイル(F) �� �

� 新規作成(N) �Ctrl + N �
� 新規設定(U)... �Ctrl + Shift + N�
� 開く(O)... �Ctrl + O �
� 閉じる(C) �� �
� �
� 1 [最近使ったファイル]�� �
� 2 [最近使ったファイル]�� �
� ���: �� �
� �
� 終了(X) � � �� �

�編集(E) �� �

� [アクション]の取り消し(U) �Ctrl+Z�
� �
� [オブジェクト]を切り取る(T) �Ctrl+X�
� [オブジェクト]をコピー(C) �Ctrl+C�
� [オブジェクト]を貼り付ける(P)�Ctrl+V�
� [オブジェクト]を消去(E) �Del �
� すべて選択(A) �Ctrl+A�
� �
� 初期設定(F)... �� �

�入出力(M) �� �

� メトロノームを鳴らす(M)�Ctrl+M�
� �
� ｵｰﾙﾉｰﾄｵﾌ送信(N) �� �
� ﾘｾｯﾄｵｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ送信(R) �� �
� �
� 同期(Y) �> �
� 同期信号出力(T) �> �
� �
� OS指定の出力先を使う(I)�� �
� MIDI設定(U)... �� �

�

�同期 �
�内部同期(I) �
�タップ入力に同期(T) �
�外部MIDIクロックに同期(M)�
�外部SMPTEに同期(S) ��

�同期信号出力 �
�MIDIクロックを出力(M)�
�SMPTEを出力(S) �

�表示(V) ���
� ツールバー(T) �> �
� �
� 大きいビートウインドウ(G)���
� 大きいタイムウインドウ(I) ���

�

�ツールバー �
�メインツールバー(M) �
�ステータスバー(S) �
� �
�再生ツールバー(P) �
�録音ツールバー(R) �
� �
�同期ツールバー(Y) �
�出力制御ツールバー(D)�
�テンポツールバー(O) �
� �
�音符ツールバー(N) �
�休符ツールバー(E) �



� �
�ビートツールバー(B) �
�タイムツールバー(T) �

�ヘルプ(H) �

� ヘルプ(H) �
� �
� CAMPSについて(A)...�

�



ファイルメニュー ( ドキュメントなし ) � メニューアイテム
ドキュメントがない場合のメニューアイテム

� �

説明 ファイルメニューでは、ドキュメントファイルの管理や CAMPS の終了等を行います。

�

アイテム 新規作成(N) 新規に空のドキュメントを生成します。新規ドキュメントの設定は、新
規ドキュメント設定ダイアログボックスで行います。

新規設定(U)... 新規ドキュメント設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、新規に作成するドキュメントのディフォルト値を設定
し、新規にドキュメントを作成します。

開く(O)... OS 標準のファイル選択ダイアログボックス開くを開きます。開きたい
ファイルを選択して下さい。標準MIDIファイルを読み込むこともできま
す。

 標準MIDIファイルを読み込んだ場合、データを解析して自動的に、
各トラックに対して、ラインブロックの分割、カテゴリーの分類が行わ
れます。これらは、読み込んだあと、いつでも変更することができま
す。

閉じる(C) ドキュメントを閉じます。ドキュメントが更新されていて、保存されて
いない場合は、保存するかどうかを訊くアラートメッセージが表示され
ます。

[最近使ったファイル] 最近使用したファイルの一覧がアイテムとして表示されます。選択され
たファイルが開きます。ここに表示されるアイテム数は、初期設定ダイ
アログボックスで設定することができます。

終了(X) CAMPS を終了します。

�

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/NewDocument/Main.htm
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編集メニュー ( ドキュメントなし ) � メニューアイテム
ドキュメントがない場合のメニューアイテム

� �

説明 編集メニューでは、主に、切り取りやコピー、貼り付け等のオブジェクトの編集を行います。
ここでは、初期設定(F)...コマンドだけが使用できます。

�

アイテム 取り消し(U)
 このコマンドは、ドキュメントが開かれていない場合は使用できません。

コマンドの説明は、ドキュメントウインドウの編集メニューや他のエディター
内の説明を参照して下さい。

切り取り(T)
 このコマンドは、ドキュメントが開かれていない場合は使用できません。

コマンドの説明は、ドキュメントウインドウの編集メニューや他のエディター
内の説明を参照して下さい。

コピー(C)
 このコマンドは、ドキュメントが開かれていない場合は使用できません。

コマンドの説明は、ドキュメントウインドウの編集メニューや他のエディター
内の説明を参照して下さい。

貼り付け(P)
 このコマンドは、ドキュメントが開かれていない場合は使用できません。

コマンドの説明は、ドキュメントウインドウの編集メニューや他のエディター
内の説明を参照して下さい。

消去(E)
 このコマンドは、ドキュメントが開かれていない場合は使用できません。

コマンドの説明は、ドキュメントウインドウの編集メニューや他のエディター
内の説明を参照して下さい。

すべて選択(A)
 このコマンドは、ドキュメントが開かれていない場合は使用できません。

コマンドの説明は、ドキュメントウインドウの編集メニューや他のエディター
内の説明を参照して下さい。

初期設定(F)... 初期設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスでは、アプ
リケーションの基本的な操作や表示の設定を行います。

�

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/Preferences/Main.htm


入出力メニュー ( ドキュメントなし ) � メニューアイテム
ドキュメントがない場合のメニューアイテム

� �

説明 入出力メニューでは、MIDI に関する設定等を行います。

�

アイテム メトロノームを鳴らす(M) 再生、録音時にメトロノーム音を出すかどうかを設
定します。メトロノーム音を出したい場合は、アイ
テムにチェックマークを入れます。メトロノーム音
の設定は、MIDI設定ダイアログボックスのメトロ
ノームタブで行います。

ｵｰﾙﾉｰﾄｵﾌ送信(N) 再生出力デバイスにオールノートオフを送信しま
す。このデータを受け取ったデバイスは全ての音を
消音します。再生停止時に残音があった場合などに
送信します。

ﾘｾｯﾄｵｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ送信(R) 再生出力デバイスにリセットオールコントローラを
送信します。このデータを受け取ったデバイスはボ
リュームやパン、ピッチベンド等のコントロールの
設定をリセットします。

 デバイスによって、リセットオールコントロー
ラを受け取った場合の動作は異なります。デバイス
のマニュアル等を参照して下さい。

同期(Y)/内部同期(I) 通常の再生を行います。CAMPS 内部のクロックで
再生します。選択されている場合、アイテム名の左
側にマークが表示されます。

同期(Y)/タップ入力に同期(T) コンピューターキーボードや MIDI 楽器から入力され
たテンポに従って再生を進めます。タップ同期に関
する設定は、MIDI設定ダイアログボックスのタップ
タブで行います。選択されている場合、アイテム名
の左側にマークが表示されます。

同期(Y)/外部MIDIクロックに同期(M) 外部からの MIDI クロックに従って再生を進めま
す。MIDI クロック同期に関する設定は、MIDI設定ダ
イアログボックスのMIDIクロックタブで行います。
選択されている場合、アイテム名の左側にマークが
表示されます。

同期(Y)/外部SMPTEに同期(S) オーディオやビデオデッキ等の外部機器から送られ
た SMPTE 信号（MIDI タイムコード）に従って再生
を進めます。SMPTE 同期に関する設定は、MIDI設
定ダイアログボックスのSMPTEタブで行います。選
択されている場合、アイテム名の左側にマークが表
示されます。

同期信号出力(T)/MIDIクロックを出力(M) 再生、録音時に、外部を同期させる MIDI クロック信
号を送出するかどうかを設定します。送出する場合
はアイテムにチェックマークを入れます。MIDI ク
ロックに関する設定は、MIDI設定ダイアログボック
スのMIDIクロックタブで行います。



同期信号出力(T)/SMPTEを出力(S) 再生、録音時に、外部を同期させる SMPTE 信号
（MIDI タイムコード）を送出するかどうかを設定し
ます。送出する場合はアイテムにチェックマークを
入れます。SMPTE 信号に関する設定は、MIDI設定
ダイアログボックスのSMPTEタブで行います。

OS指定の出力先を使う(I) Windows OS で設定した出力先に、全ての出力先を
指定するかどうかを選択します。OS で設定した出力
先に全ての出力先を指定する場合は、チェックマー
クを入れます。この場合、再生データやメトロノー
ム音、同期信号等全てが指定の出力先に出力されま
す。

 Windows での設定は、コントロールパネルのマ
ルチメディアを開いてマルチメディアのプロパティ
を表示させ、このダイアログボックスの MIDIタブ
のMIDI出力で設定します。

MIDI設定(U)... MIDI設定ダイアログボックスを開きます。このダイ
アログボックスでは、アプリケーション全般の MIDI
入出力や同期、デバイス等の設定を行います。

�
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表示メニュー ( ドキュメントなし ) � メニューアイテム
ドキュメントがない場合のメニューアイテム

� �

説明 表示メニューでは、ツールバーやカウンターの表示/非表示を切り替えます。

�

アイテム ツールバー(T)/メインツールバー(M) メインツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマークを
入れます。

ツールバー(T)/ステータスバー(S) ステータスバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

ツールバー(T)/再生ツールバー(P) 再生ツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

ツールバー(T)/録音ツールバー(R) 録音ツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

ツールバー(T)/同期ツールバー(Y) 同期ツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

ツールバー(T)/出力制御ツールバー(D) 出力制御ツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマークを
入れます。

ツールバー(T)/テンポツールバー(O) テンポツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマークを
入れます。

ツールバー(T)/音符ツールバー(N) 音符ツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

ツールバー(T)/休符ツールバー(E) 休符ツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

ツールバー(T)/ビートツールバー(B) ビートツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマークを
入れます。

ツールバー(T)/タイムツールバー(T) タイムツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマークを
入れます。

ビートカウンター(G) ビートカウンターを表示させるかどうかを選択しま
す。このウインドウは、ドキュメント上の再生ポイン
ターの位置情報を、"小節 : ビート : 分解値"の形式で表
示します。ビートツールバーと表示の大きさが異なる
以外、機能は全く同じです。表示させる場合は、アイ
テムにチェックマークを入れます。



タイムカウンター(I) タイムカウンターを表示させるかどうかを選択しま
す。このウインドウは、ドキュメント上の再生ポイン
ターの位置情報を、"時 : 分 : 秒 : フレーム"の形式で表
示をします。タイムツールバーと表示の大きさが異な
る以外、機能は全く同じです。表示させる場合は、ア
イテムにチェックマークを入れます。

�



ヘルプメニュー ( ドキュメントなし ) � メニューアイテム
ドキュメントがない場合のメニューアイテム

� �

説明 ヘルプメニューでは、本ヘルプファイルを開きます。

�

アイテム ヘルプ(H) 本ヘルプファイルを開きます。

CAMPSについて(A)... CAMPS や Microworks Corporation の情報が表示されます。

�



メニューアイテム （ドキュメントウインドウ） � コンテンツ
メニューアイテム

� �

説明 ドキュメントウインドウがアクティブな場合の、全メニューリストです。

�

アイテム �ファイル(F) �� �

� 新規作成(N) �Ctrl+N �
� 新規設定(U)... �Ctrl+Shift+N�
� 開く(O)... �Ctrl+O �
� 閉じる(C) �� �
� �
� 上書き保存(S) �Ctrl+S �
� 名前を付けて保存(A)... �� �
� 復帰(R) �� �
� �
� SMFとして保存(E)... �� �
� �
� 1 [最近使ったファイル]�� �
� 2 [最近使ったファイル]�� �
� ���: �� �
� �
� 終了(X) �� �

�編集(E) �� �

� [アクション]の取り消し(U) �Ctrl+Z �
� �
� [オブジェクト]を切り取る(T) �Ctrl+X �
� [オブジェクト]をコピー(C) �Ctrl+C �
� [オブジェクト]を貼り付ける(P) �Ctrl+V �
� [オブジェクト]を消去(E) �Del �
� すべて選択(A) �Ctrl+A �
� �
� 新規[オブジェクト]を作成(N) ... �Ctrl+I �
� [オブジェクト]を複製(D) �Ctrl+D �
� [オブジェクト]のエイリアスを作成(M)�Ctrl+Shift+D�
� エイリアスを解除(S) �� �
� [オブジェクト]の合体(G) �� �
� �
� 前面へ(F) �� �
� 背面へ(B) �� �
� �
� 拍子記号設定(I)... �� �
� SMPTEオフセットタイム設定(O)... �� �
� �
� 初期設定(F)... �� �



�コード(C) �� �

� 生成(G)... �Ctrl+Shift+G�
� 自動生成(E) �Ctrl+G �
� �
� ハーモナイズ(H)... �Ctrl+Shift+H�
� 自動ハーモナイズ(Z) �Ctrl+H �
� キーを変えずに自動ハーモナイズ(K)�� �
� �
� MIDI入力から検出(D)... �� �
� 組み立て(C)... �� �
� �
� 該当ラインを自動再作曲(L) �Ctrl+R �
� �
� 全体を自動ハーモナイズ(A) �� �

�ライン(L) �� �
� テイク(K) ��> �
� �
� 再作曲(C)... �Ctrl+Shift+K�
� 自動再作曲(E) �Ctrl+K �
� �
� 不協音の検出(I)... �� �
� �
� クォンタイズ(Q)... �� �
� トランスポーズ(T)... �� �
� 音長調節(A)... �� �
� ベロシティ調節(V)... �� �
� 音程の再配置(Y)... �� �
� �
� 倍速化(H) �� �
� 半速化(D) �� �
� �
� 該当範囲を自動ハーモナイズ(M)�� �

�
�テイク �� �
�テイクの一覧(L)... �Ctrl+F�
� �
�新規テイクを作成(N)...�Ctrl+T�
�現テイクを複製(D) �Ctrl+U�
�現テイクを削除(R) �� �
� �
�[テイク #1] �� �
�[テイク #2] �� �
�: �� �



�入出力(M) �� �

� 再生(P) �� �
� 停止(S) �� �
� 録音(R) ��> �
� 移動(J) ��> �
� �
� メトロノームを鳴らす(M)�Ctrl+M�
� �
� ｵｰﾙﾉｰﾄｵﾌ送信(N) �� �
� ﾘｾｯﾄｵｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ送信(R) �� �
� �
� 同期(Y) ��> �
� 同期信号出力(T) ��> �
� �
� OS指定の出力先を使う(I)�� �
� MIDI設定(U)... �� �

�
�録音 �� �
�録音開始(R) �F5�
�オーバーダビング録音開始(O)�F7�
�ステップ録音開始(S) �F8�

�
�移動 �� �
�先頭へ(T)�Home�
�終りへ(E)�End �

�
�同期 �
�内部同期(I) �
�タップ入力に同期(T) �
�外部MIDIクロックに同期(M)�
�外部SMPTEに同期(S) �

�
�同期信号出力 �
�MIDIクロックを出力(M)�
�SMPTEを出力(S) �

�表示(V) �� �
� コード表示(C) ��> �
� グリッド表示(V) ��> �
� ツールバー(T) ��> �
� ズーム(Z) ��> �
� �
� 自動スクロールする(A) �Ctrl+L�
� 表示域を移動(J)... �� �
� �
� エディットボタンを表示(E) �� �
� インタラクティブ情報を表示(F)�� �
� �
� ラインブロック名を表示(L) �� �
� �
� 大きいビートウインドウ(G) �� �
� 大きいタイムウインドウ(I) �� �
� �
� 背景にビットマップを使う(B) �� �
� �
� 表示設定を記憶(Y) �� �

�
�コード表示 �
�ローマ数値表記(R) �
�コード名(C) �
�スケール名(N) �
�スケールスペリング(S)�
�キーとモード(K) �

�
�グリッド表示 �
�小節線を表示(A) �
�ビート線を表示(E) �
�トラック区切線を表示(T)�
� �
�グリッドに沿う(G) �
�グリッド設定(U)... �

�
�ツールバー �
�メインツールバー(M) �
�ステータスバー(S) �
� �
�再生ツールバー(P) �
�録音ツールバー(R) �
� �
�同期ツールバー(Y) �
�出力制御ツールバー(D)�
�テンポツールバー(O) �
� �
�音符ツールバー(N) �
�休符ツールバー(E) �
� �
�ビートツールバー(B) �
�タイムツールバー(T) �

�
�ズーム �
�縦に縮小(Z) �
�縦に拡大(M)�
�横に縮小(O)�
�横に拡大(I) �



�エディター(D) �� �

� イベントリスト(E) �F9 �
� ピアノロール(P) �F10�
� コントロール描画(C)�F11�
� 楽譜(N) �F12�
� �
� テンポリスト(L) �� �
� テンポ描画(D) �� �
� �
� 文字情報リスト(X) �� �
� �
� ツール(O) ��>�

�
�ツール �
�矢印(A) �
�ペン(P) �
�魔法の杖(M)�
�消しゴム(E) �
�カッター(B) �

�ウインドウ(W) �

� 新規ドキュメントウインドウ(N)�
� 重ねて表示(C) �
� 並べて表示(T) �
� アイコン化ウインドウの整列(A)�
� �
� 1 [ウインドウ] �
� 2 [ウインドウ] �
� ���: �

�ヘルプ(H) �

� ヘルプ(H) �
� �
� [オブジェクト] のメモ(M)...�
� ドキュメントのメモ(D)... �
� �
� CAMPSについて(A)... �

�



ファイルメニュー ( ドキュメントウインドウ ) � メニューアイテム
ドキュメントウインドウのメニューアイテム

� �

説明 ファイルメニューでは、ドキュメントファイルの管理や CAMPS の終了等を行います。

�

アイテム 新規作成(N) 新規に空のドキュメントを生成します。新規ドキュメントの設定は、新規
ドキュメント設定ダイアログボックスで行います。

新規設定(U)... 新規ドキュメント設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、新規に作成するドキュメントのディフォルト値を設定し、
新規にドキュメントを作成します。

開く(O)... OS 標準のファイル選択ダイアログボックス開くを開きます。開きたい
ファイルを選択して下さい。ここで、標準MIDIファイルを読み込むことも
できます。

 標準MIDIファイルを読み込んだ場合、データを解析して自動的に、各
トラックに対して、ラインブロックの分割、カテゴリーの分類が行われま
す。これらは、読み込んだあと、いつでも変更することができます。

閉じる(C) ドキュメントを閉じます。ドキュメントが更新されていて保存されていな
い場合は、保存するかどうかを訊くアラートが表示されます。

 ドキュメントウインドウ以外のエディターがアクティブな場合は、そ
のエディターを閉じるだけで、ドキュメントは閉じません。

上書き保存(S) ドキュメントを上書き保存します。ドキュメントが初めて保存される場合
は、名前を付けて保存(A)...コマンドを選択した場合と同じ処理をします。

名前を付けて保存(A)... ドキュメントに名前を付けて保存します。OS 標準のファイル保存ダイア
ログボックス名前を付けて保存を開きます。保存したい場所とファイル名
を設定して下さい。

復帰(R) ドキュメントを開く前の状態、あるいは、最後に保存した状態に戻しま
す。ドキュメントに対し更新した内容は、すべて元に戻ります。コマンド
を選択すると、復帰するかどうかを訊くアラートが表示されます。

SMFとして保存(E)... ドキュメントを標準MIDIファイル形式で保存します。CAMPS で作成した
曲を他のシーケンサーソフトウェアで開く場合等に使用します。選択する
と、OS 標準のファイル保存ダイアログボックス標準MIDIファイル(SMF)
として保存を開きます。保存したい場所とファイル名を設定して下さい。
設定が完了すると、SMF保存オプションダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスは、ドキュメントを標準 MIDI ファイルとして保
存する場合の各種設定を行います。

[最近使ったファイル] 最近使用したファイルの一覧がアイテムとして表示されます。選択したア
イテムに対応するファイルが開きます。ここに表示されるアイテム数は、
初期設定ダイアログボックスで設定することができます。

終了(X) CAMPS を終了します。更新されていて保存されていないドキュメントが
ある場合は、保存するかどうかを訊くアラートが、それぞれ表示されま
す。

�
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編集メニュー ( ドキュメントウインドウ ) � メニューアイテム
ドキュメントウインドウのメニューアイテム

� �

説明 編集メニューでは、主に、切り取り、コピーや貼り付け等、オブジェクトの編集を行います。

�

アイテム [アクション]の取り消し(U) 直前に行った操作を取り消します。取り消し後は、[ア
クション]のやり直し(R)とコマンド名が変化して、選択
すると取り消した操作が再実行されます。これらのコ
マンド名は、直前に行った操作によって変化します。
例えば、直前にコードを消去した場合、コマンド名
は、コード消去の取り消し(U)となります。

[オブジェクト]を切り取る(T) 選択されているオブジェクトを消去し、クリップボー
ドに保存します。クリップボードに保存したオブジェ
クトは、[オブジェクト]の貼り付け(P)コマンドを選択
することによって、ドキュメントに貼り付けることが
できます。コマンド名は、選択されているオブジェク
トによって変化します。例えば、コードを選択してい
る場合、コマンド名は、コードを切り取る(T)となりま
す。

[オブジェクト]をコピー(C) 選択されているオブジェクトをクリップボードに保存
します。クリップボードに保存したオブジェクトは、
[オブジェクト]を貼り付ける(P)コマンドを選択するこ
とによって、ドキュメントに貼り付けることができま
す。コマンド名は、選択されているオブジェクトに
よって変化します。例えば、コードを選択している場
合、コマンド名は、コードをコピー(C)となります。

[オブジェクト]を貼り付ける(P) [オブジェクト]を切り取る(T)コマンドや[オブジェクト]
をコピー(C)コマンド等によって、クリップボードに最
後に保存されたオブジェクトをドキュメントに貼り付
けます。コマンド名は、アクティブなエリアによって
変化します。例えば、コードエリアがアクティブな場
合、コマンド名は、コードを貼り付ける(P)となりま
す。

[オブジェクト]を消去(E) 選択されているオブジェクトを消去します。コマンド
名は、選択されているオブジェクトによって変化しま
す。例えば、コードを選択している場合、コマンド名
は、コードを消去(E)となります。

すべて選択(A) アクティブなエリア内の全てのオブジェクトを選択し
ます。例えば、アクティブなエリアがラインエリアの
場合、コマンドを選択すると全てのラインブロックが
選択されます。

新規[オブジェクト](N)を作成 ... 新規にオブジェクトを生成します。アクティブなエリ
アによっては、ダイアログボックスが表示され、新規
生成するオブジェクトの属性を設定します。例えば、
ラインエリアがアクティブな場合は、新規ラインブ
ロックダイアログボックスが表示されます。コマンド
名は、アクティブなエリアによって変化します。例え
ば、ラインエリアがアクティブな場合、コマンド名
は、新規ラインブロックを作成(N)...となります。



[オブジェクト]を複製(D) 選択されているオブジェクトを複製します。コマンド
名は、選択されているオブジェクトによって変化しま
す。例えば、コードを選択している場合、コマンド名
は、コードを複製(D)となります。

[オブジェクト]のエイリアスを作成(M) 選択されているオブジェクトのエイリアスを作成しま
す。エイリアスが作成できるオブジェクトは、ライン
ブロックとコードブロックだけです。エイリアスを作
成し、エイリアスのうちの１つを編集すると全てのエ
イリアスが変更されます。コマンド名は、選択されて
いるオブジェクトによって変化します。例えば、ライ
ンブロックを選択している場合、コマンド名は、ライ
ンブロックのエイリアスを作成(M)となります。

エイリアスを解除(S) 選択されているオブジェクトを[オブジェクト]のエイリ
アスを作成(M)コマンド等で作成したエイリアスから解
除します。このコマンドは、エイリアスを持っている
ラインブロックとコードブロックだけに有効です。

[オブジェクト]の合体(G) 選択されている複数のオブジェクトを１つのオブジェ
クトに融合します。このコマンドは、ラインブロック
だけに有効です。

前面へ(F) 他のオブジェクトの背面に隠れている、選択されてい
るオブジェクトを前面に移動します。このコマンド
は、ラインブロックとコードブロックだけに有効で
す。

背面へ(B) 他のオブジェクトの前面にある、選択されているオブ
ジェクトを背面に移動します。このコマンドは、ライ
ンブロックとコードブロックだけに有効です。

拍子記号設定(I)... 拍子記号設定ダイアログボックスを開きます。このダ
イアログボックスでは、小節に対して、拍子記号の設
定を行います。

SMPTEオフセットタイム設定(O)... SMPTEオフセットタイム設定ダイアログボックスを開
きます。このダイアログボックスでは、再生（録音）
時に SMPTE で同期する場合の、オフセットタイムを
設定します。

初期設定(F)... 初期設定ダイアログボックスを開きます。このダイア
ログボックスでは、アプリケーションの基本的な操作
や表示の設定を行います。

�
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コードメニュー ( ドキュメントウインドウ ) � メニューアイテム
ドキュメントウインドウのメニューアイテム

� �

説明 コードメニューは、作曲するドキュメントに、自動またはマニュアルでコードを割り当てる際
に使用します。これらのコードは、CAMPS の自動作曲やその他の機能から参照されます。

 コードメニューのいくつかコマンドを使用するには、対象となるコードコンテナあるいは
コードブロックがあらかじめ選択されている必要があります。

�

アイテム 生成(G)... コード進行生成ダイアログボックスを開きます。このダ
イアログボックスでは、現在設定されているキーとモー
ド、コードファンクションからコード (進行)を生成し、
選択されているコードコンテナに、割り当てることがで
きます。　

自動生成(E) 現在設定されているキーとモードおよびコードファンク
ションからコード (進行)を自動生成し、選択されている
コードコンテナに、割り当てることができます。このコ
マンドでは、コード進行生成ダイアログボックスは開か
れません。

ハーモナイズ(H)... ハーモナイズダイアログボックスを開きます。このダイ
アログボックスでは、選択されているコードコンテナに
対応するラインデータ (単音や和音を含む) と調和する
キーとモードおよびコード (進行) を検出生成し、これら
のコードコンテナに割り当てることができます。

自動ハーモナイズ(Z) 現在設定されているコードファンクションの中から、選
択されているコードコンテナに対応するラインデータと
調和するキーとモードおよびコード (進行) を自動検出生
成し、割り当てることができます。このコマンドでは、
ハーモナイズダイアログボックスは開かれません。

 ドラムストラック以外にトラックが存在しない状態
で、このコマンドを選択すると、元となるラインデータ
が存在しないため、空のコードが割り当てられてしまい
ます。

キーを変えずに自動ハーモナイズ(K) 現在設定されているキーとモードおよびコードファンク
ションの中から、選択されているコードコンテナに対応
するラインデータと調和するコード (進行) を自動生成
し、割り当てることができます。このコマンドでは、
ハーモナイズダイアログボックスは開かれません。

 ドラムストラック以外にトラックが存在しない状態
で、このコマンドを選択すると、元となるラインデータ
が存在しないため、空のコードが割り当てられてしまい
ます。

MIDI入力から検出(D)... コード検出ダイアログボックスを開きます。このダイア
ログボックスでは、外部の MIDI 楽器から入力された音符
を元にコードを検出し、選択されているコードコンテナ
に割り当てることができます。

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/ChdGen/Main.htm
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組み立て(C)... コード組み立てダイアログボックスを開きます。このダ
イアログボックスでは、コードの構成要素を設定して
コード名を組み立て、選択されているコードコンテナに
割り当てることができます。

該当ラインを自動再作曲(L) 選択されているコードコンテナに該当する範囲にあるラ
インデータを、自動再作曲します。作曲されるライン
データは、該当部分のコードと調和します。

全体を自動ハーモナイズ(A) 曲全体に渡り、ドラムストラック以外のすべてのライン
データを参照し、これらと調和するコード (進行) を、新
規に自動生成します。この際、コードコンテナは１小節
１コードの割り合いで自動的にに割り当てられます。詳
細説明を参照して下さい。

�



曲全体の自動ハーモナイズ � メニューアイテム
ドキュメントウインドウのメニューアイテム

� �

� 曲フォームの自動検出および各トラックのオーケストレーション上の役割の自動検出

説明 本機能は、CAMPS だけが実現している多くの機能の中でも、最もパワフルな１つです。マウス
を１回クリックするだけで、与えられたラインデータの音調を自動的に分析し、ドキュメント全
体をハーモナイズします。この自動処理は、ドキュメント全体に渡る適切なコードブロックの割
り当てと、適切なコードコンテナの割り当てを行います。

この「100パーセント自動ハーモナイズ機能」を実現するために、CAMPS は与えられた曲につい
て、以下の項目を自動的に分析します。

全トラックの音調●   

各トラックのオーケストレーション上の役割 (メロディー、ベースなど)●   

曲のフォーム●   

CAMPS は、上記の分析結果をもとに、曲全体に渡り「コード付け」をします。

 全自動処理である本機能の性格上、割り当てられるコードは「１小節１コード」に設定され
ています。曲によっては全体的あるいは部分的に「１小節２コード」など、マニュアルに調節す
る必要があります。またアンティシペーションを含む曲の場合、コードの境界位置を調節する必
要があります。

使い方 あなたの曲を CAMPS にインポートし、コードメニューの全体を自動ハーモナイズアイテムを選
択します。このコマンドを選択する都度、CAMPS は原曲を自動分析し、異なるコード進行を提
案します。

Shift キーを押しながら全体を自動ハーモナイズアイテムを選択した場合、出来るだけ少ないコー
ドブロックを使った (同じコードブロックを繰り返した) 結果を提案します。Ctrl キーを押しなが
ら選択した場合、許される箇所では、出来る限り「１小節２コード」の割合でコードが割り当て
られた結果を、提案します。これらのキーを同時に押しながら、アイテムを選択することもでき
ます。

 機能を自動化すればする程、音楽的なツールとしての柔軟性が損なわれてきます。CAMPS
内の "自動 xxx " 機能は、初心者に CAMPS の各オブジェクトを使いこなす手掛かりを提供する目
的で、デザインされています。機能の性格上、期待するような音楽的結果が得られるとは限りま
せん。各パラメータの設定をするなどして、期待する結果について多くの情報を指定するほど、
より音楽的な結果を引き出すことになります。

�

�



ラインメニュー ( ドキュメントウインドウ ) � メニューアイテム
ドキュメントウインドウのメニューアイテム

� �

説明 ラインメニューでは、ラインブロックのテイクの編集や、ラインデータの再作曲などの編集を
行います。

 ラインメニューのコマンドは、対象となるラインブロックが予め選択されている必要があ
ります。

�

アイテム テイク(K)/テイクの一覧(L)... テイク一覧ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、選択されているラインブロックのテイクの生
成や削除、試聴を行います。

テイク(K)/新規テイクを作成(N)... 新規テイクダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、選択されているラインブロックに対して、新
規に生成するテイクの名前などの属性を指定し、生成しま
す。

テイク(K)/現テイクを複製(D) 選択されているラインブロックの現在のテイクを複製しま
す。

テイク(K)/現テイクを削除(R) 選択されているラインブロックの現在のテイクを削除しま
す。このコマンドは、ラインブロックのテイクが２つ以上あ
る時に使用できます。

テイク(K)/[テイク #] 選択されているラインブロックのテイクの一覧が表示されま
す。現在のテイクには、アイテム名の左側にマークが表示さ
れます。選択すると、現在のテイクを選択したテイクに切り
替えます。

再作曲(C)... 再作曲ダイアログボックスを開きます。このダイアログボッ
クスでは、選択されているラインブロックのメロディーライ
ンや和音、リズムの再作曲のパラメーターを調節し、ボタン
をクリックすることによって、次々と再作曲します。

自動再作曲(E) 選択されているラインブロックを自動再作曲します。このコ
マンドでは、再作曲ダイアログボックスは開かれません。

不協音の検出(I)... 不協音検出ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、選択されたラインブロック上の音符と不協な
音程を持つ音符を、同一トラックや他のトラックから検出し
ます。また、検出された不協音を自動、あるいは、手動で修
正することが出来ます。

クォンタイズ(Q)... クォンタイズダイアログボックスを開きます。このダイアロ
グボックスでは、選択されているラインブロック上のイベン
トの開始時間を設定したグリッドを元に調整します。

トランスポーズ(T)... トランスポーズダイアログボックスを開きます。このダイア
ログボックスでは、選択されているラインブロック上の音符
の音程を、一挙にトランスポーズする事ができます。

音長調節(A)... 音調調節ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、選択されているラインブロック上の音符の長
さを、一挙に変更する事ができます。

ベロシティ調節(V)... ベロシティ調節ダイアログボックスを開きます。このダイア
ログボックスでは、選択されているラインブロック上の音符
の音量（ベロシティ）を、一挙に変更する事ができます。

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/Takes/Main.htm
file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/Takes/EZGen/Main.htm
file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/Compose/Main.htm
file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/Quantize/Main.htm
file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/Transpose/Main.htm
file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/Articulation/Main.htm
file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/Velocity/Main.htm


音程の再配置(Y)... 音程の再配置ダイアログボックスを開きます。このダイアロ
グボックスでは、選択されているラインブロック上の音符の
音程を、別の音程に一挙に変更する事ができます。このダイ
アログボックスは、異なる MIDI デバイス（音源等）間での
ドラムキーの調整のために用意されています。

倍速化(H) 選択されているラインブロック上の音符を２倍の速さにしま
す。結果として、ラインブロックは半分のサイズになりま
す。

半速化(D) 選択されているラインブロック上の音符を半分の速さにしま
す。結果として、ラインブロックは２倍のサイズになりま
す。

該当範囲を自動ハーモナイズ(M) 選択されているラインデータ (ドラムストラックを除く) と調
和するキーとモードおよびコード (進行) を自動検出生成し、
対応する位置に割り当てます。この際、コードコンテナは１
小節１コードの割り合いで、自動的にに割り当てられます。
参照されるコードファンクションは、Diatonic、Sec.
Dominant、Sub V7 となります。このコマンドでは、ハーモ
ナイズダイアログボックスは開かれません。

�
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入出力メニュー ( ドキュメントウインドウ ) � メニューアイテム
ドキュメントウインドウのメニューアイテム

� �

説明 入出力メニューでは、再生や録音、同期等の MIDI に関する設定を行います。

�

アイテム 再生(P) ドキュメントの再生を開始します。

停止(S) 再生を停止します。

録音(R)/録音開始(R) 録音トラックボタンがオンに設定されているトラッ
クに対してリアルタイム録音を開始します。

録音(R)/オーバーダビング録音開始(O) 録音トラックボタンがオンに設定されているトラッ
クに対してオーバーダビング録音を開始します。

録音(R)/ステップ録音開始(S) 録音トラックボタンがオンに設定されているトラッ
クに対してステップ録音を開始します。

移動(J)/先頭へ(T) 再生ポインターの位置を、ループ範囲の先頭へ移動
します。ループ範囲が設定されていない場合は、ド
キュメントの先頭へ移動します。このコマンドを選
択すると、自動スクロールがオンに設定されます。

移動(J)/終りへ(E) 再生ポインターの位置を、ループ範囲の最後へ移動
します。ループ範囲が設定されていない場合は、ド
キュメントの最後へ移動します。このコマンドを選
択すると、自動スクロールがオンに設定されます。

メトロノームを鳴らす(M) 再生、録音時にメトロノーム音を出すかどうかを設
定します。メトロノーム音を出したい場合は、アイ
テムにチェックを入れます。メトロノーム音の設定
は、MIDI設定ダイアログボックスのメトロノームタ
ブで行います。

ｵｰﾙﾉｰﾄｵﾌ送信(N) 再生出力デバイスにオールノートオフを送信しま
す。このデータを受け取ったデバイスは全ての音を
消音します。再生停止時に残音があった場合などに
送信します。

ﾘｾｯﾄｵｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ送信(R) 再生出力デバイスにリセットオールコントローラを
送信します。このデータを受け取ったデバイスはボ
リュームやパン、ピッチベンド等のコントロールの
設定をリセットします。

 デバイスによって、リセットオールコントロー
ラを受け取った場合の動作は異なります。デバイス
のマニュアル等を参照して下さい。

同期(Y)/内部同期(I) 通常の再生を行います。CAMPS 内部のクロックで再
生します。選択されている場合、アイテム名の左側
にマークが表示されます。

同期(Y)/タップ入力に同期(T) コンピューターキーボードや MIDI 楽器から入力され
たテンポに従って再生を進めます。タップ同期に関
する設定は、MIDI設定ダイアログボックスのタップ
タブで行います。選択されている場合、アイテム名
の左側にマークが表示されます。



同期(Y)/外部MIDIクロックに同期(M) 外部からの MIDI クロックに従って再生を進めま
す。MIDI クロック同期に関する設定は、MIDI設定ダ
イアログボックスのMIDIクロックタブで行います。
選択されている場合、アイテム名の左側にマークが
表示されます。

同期(Y)/外部SMPTEに同期(S) オーディオやビデオデッキ等の外部機器から送られ
た SMPTE 信号（MIDI タイムコード）に従って再生
を進めます。SMPTE 同期に関する設定は、MIDI設定
ダイアログボックスのSMPTEタブで行います。選択
されている場合、アイテム名の左側にマークが表示
されます。

同期信号出力(T)/MIDIクロックを出力(M) 再生、録音時に、外部を同期させる MIDI クロック信
号を送出するかどうかを設定します。送出する場合
はアイテムにチェックマークを入れます。MIDI ク
ロックに関する設定は、MIDI設定ダイアログボック
スのMIDIクロックタブで行います。

同期信号出力(T)/SMPTEを出力(S) 再生、録音時に、外部を同期させる SMPTE 信号
（MIDI タイムコード）を送出するかどうかを設定し
ます。送出する場合はアイテムにチェックマークを
入れます。SMPTE 信号に関する設定は、MIDI設定ダ
イアログボックスのSMPTEタブで行います。

OS指定の出力先を使う(I) Windows OS で設定した出力先に、全ての出力先を
指定するかどうかを選択します。OS で設定した出力
先に全ての出力先を指定する場合は、チェックマー
クを入れます。この場合、再生データやメトロノー
ム音、同期信号等全てが指定の出力先に出力されま
す。

 Windows での設定は、コントロールパネルのマ
ルチメディアを開いてマルチメディアのプロパティ
を表示させ、このダイアログボックスの MIDIタブ
のMIDI出力で設定します。

MIDI設定(U)... MIDI設定ダイアログボックスを開きます。このダイ
アログボックスでは、アプリケーション全般の MIDI
入出力や同期、デバイス等の設定を行います。

�
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表示メニュー ( ドキュメントウインドウ ) � メニューアイテム
ドキュメントウインドウのメニューアイテム

� �

説明 表示メニューでは、ドキュメントウインドウの表示に関する設定等を行います。
このメニューで設定されるほとんどの項目は、表示設定を記憶(Y)アイテムを選択することに
よって記憶されます。次にドキュメントウインドウを開いた場合は、記憶した設定で表示され
ます。

�

アイテム コード表示(C)/ローマ数値表記(R) コードエリアのコードの表示をローマ数値表記 (
II-7, V7 等 ) にします。選択されている場合、アイ
テム名の左側にマークが表示されます。

コード表示(C)/コード名(C) コードエリアのコードの表示をコード名 ( D-7, G7
等 ) にします。選択されている場合、アイテム名の
左側にマークが表示されます。

コード表示(C)/スケール名(N) コードエリアのコードの表示をスケール名 (
Dorian, Mixolydian 等 ) にします。選択されている
場合、アイテム名の左側にマークが表示されます。

コード表示(C)/スケールスペリング(S) コードエリアのコードの表示をスケールスペリング
( R,3,5,7 等 ) にします。選択されている場合、アイ
テム名の左側にマークが表示されます。

コード表示(C)/キーとモード(K) コードエリアのコードの表示をキーとモードにしま
す。コードエリアのキーとモードボタンと同じもの
が表示されます。選択されている場合、アイテム名
の左側にマークが表示されます。

グリッド表示(V)/小節線を表示(A) 文字情報、コード、ラインエリアに小節の区切り線
を表示するかどうかを選択します。表示する場合
は、アイテムにチェックマークを入れます。

グリッド表示(V)/ビート線を表示(E) 文字情報、コード、ラインエリアにビートの区切り
線を表示するかどうかを選択します。表示する場合
は、アイテムにチェックマークを入れます。

グリッド表示(V)/トラック区切線を表示(T) トラックエリアとラインエリアにトラックの区切り
線を表示するかどうかを選択します。表示する場合
は、アイテムにチェックマークを入れます。

グリッド表示(V)/グリッドに沿う(G) 文字情報、コード、ラインエリア上の編集グリッド
を有効にするかどうかを選択します。編集グリッド
を有効にすると、各オブジェクトの生成や移動等の
マウスを用いた処理にグリッドがかかります。編集
グリッドは、上述の小節線やビート線とは異なりま
す。編集グリッドの設定は、グリッド設定ダイアロ
グボックスで行います。編集グリッドを有効にする
場合は、アイテムにチェックマークを入れます。

グリッド表示(V)/グリッド設定(U)... グリッド設定ダイアログボックスを開きます。この
ダイアログボックスでは、ドキュメントウインドウ
や各エディターのそれぞれのエリアに対して編集用
のグリッド設定します。ダイアログボックスを開い
た時、ドキュメントウインドウのアクティブなエリ
アに対する設定タブが開きます。

ツールバー(T)/メインツールバー(M) メインツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマーク
を入れます。



ツールバー(T)/ステータスバー(S) ステータスバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマーク
を入れます。

ツールバー(T)/再生ツールバー(P) 再生ツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマーク
を入れます。

ツールバー(T)/録音ツールバー(R) 録音ツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマーク
を入れます。

ツールバー(T)/同期ツールバー(Y) 同期ツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマーク
を入れます。

ツールバー(T)/出力制御ツールバー(D) 出力制御ツールバーを表示させるかどうかを選択し
ます。表示させる場合は、アイテムにチェックマー
クを入れます。

ツールバー(T)/テンポツールバー(O) テンポツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマーク
を入れます。

ツールバー(T)/音符ツールバー(N) 音符ツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマーク
を入れます。

ツールバー(T)/休符ツールバー(E) 休符ツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマーク
を入れます。

ツールバー(T)/ビートツールバー(B) ビートツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマーク
を入れます。

ツールバー(T)/タイムツールバー(T) タイムツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマーク
を入れます。

ズーム(Z)/縦に縮小(Z) トラックエリアとラインエリアの縦方向の表示を縮
小します。

ズーム(Z)/縦に拡大(M) トラックエリアとラインエリアの縦方向の表示を拡
大します。

ズーム(Z)/横に縮小(O) 小節、文字情報、コード、ラインエリアの横方向の
表示を縮小します。

ズーム(Z)/横に拡大(I) 小節、文字情報、コード、ラインエリアの横方向の
表示を拡大します。

自動スクロールする(A) ドキュメントの再生等にともなって、再生ポイン
ターが移動した場合、表示域も追従して移動させる
かどうかを指定します。移動させたい場合は、アイ
テムにチェックマークを入れます。

表示域を移動(J)... 表示域を移動ダイアログボックスを開きます。この
ダイアログボックスでは、ドキュメントウインドウ
の表示する領域を小節で指定します。表示領域を移
動させると、自動スクロールが解除されます。

エディットボタンを表示(E) ドキュメントウインドウのエディットボタンを表示
するかどうかを選択します。表示する場合は、アイ
テムにチェックマークを入れます。
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インタラクティブ情報を表示(F) ドキュメントウインドウ下部に表示される、インタ
ラクティブ情報（マウスカーソルの位置情報等）を
表示するかどうかを選択します。表示する場合は、
アイテムにチェックマークを入れます。

ラインブロック名を表示(L) ラインエリアのラインブロックに名前を表示するか
を選択します。表示する場合は、アイテムにチェッ
クマークを入れます。

ビートカウンター(G) ビートカウンターを表示させるかどうかを選択しま
す。このウインドウは、ドキュメント上の再生ポイ
ンターの位置情報を、"小節 : ビート : 分解値"の形
式で表示します。ビートツールバーと表示の大きさ
が異なる以外、機能は全く同じです。表示させる場
合は、アイテムにチェックマークを入れます。

タイムカウンター(I) タイムカウンターを表示させるかどうかを選択しま
す。このウインドウは、ドキュメント上の再生ポイ
ンターの位置情報を、"時 : 分 : 秒 : フレーム"の形
式で表示をします。タイムツールバーと表示の大き
さが異なる以外、機能は全く同じです。表示させる
場合は、アイテムにチェックマークを入れます。

背景にビットマップを使う(B) コード、トラック、ラインエリアの背景にビット
マップ画像を表示するかどうかを選択します。表示
する場合は、アイテムにチェックマークを入れま
す。ビットマップファイルの指定は初期設定ダイア
ログボックスで行います。

表示設定を記憶(Y) ドキュメントウインドウの表示設定を記憶します。
選択すると、表示メニューの各アイテムの設定
（ツールバー(T)サブメニュー等の記憶されない項
目もあります。）やウインドウのレイアウト等が記
憶されます。次にドキュメントウインドウを開いた
場合は、記憶した設定で表示されます。

�



エディターメニュー ( ドキュメントウインドウ ) � メニューアイテム
ドキュメントウインドウのメニューアイテム

� �

説明 エディターメニューは、各種エディターを開いたり、編集ツールを選択する際に使用します。

 エディターメニューのいくつかコマンドを使用するには、対象となるオブジェクトが予め選択さ
れている必要があります。

�

アイテム イベントリスト(E) イベントリストエディターを開きます。このエディターでは、選択されてい
るラインブロック内にある個々のイベントを、縦方向のリスト形式で編集で
きます。

ピアノロール(P) ピアノロールエディターを開きます。このエディターでは、選択されている
ラインブロック内にある音符イベントを、ピアノロール状のグラフィック形
式で編集できます。

コントロール描画(C) コントロール描画エディターを開きます。このエディターでは、選択されて
いるラインブロック内にある MIDI コントロールイベントを、自由描画形式で
編集できます。

楽譜(N) 楽譜エディターを開きます。このエディターでは、選択されているラインブ
ロック内にある音符イベントを、楽譜形式で編集できます。

テンポリスト(L) テンポリストエディターを開きます。このエディターでは、曲のテンポを縦
方向のリスト形式で編集できます。

テンポ描画(D) テンポ描画エディターを開きます。このエディターでは、曲のテンポを自由
描画形式で編集できます。

文字情報リスト(X) 文字情報リストエディターを開きます。このエディターでは、ドキュメント
内にある個々の文字情報イベントを、縦方向のリスト形式で編集できます。

ツール(O)/矢印(A) 矢印ツールを選択します。このツールでは、ドキュメント内にあるオブジェ
クトの選択や移動などの操作をすることができます。

ツール(O)/ペン(P) ペンツールを選択します。このツールでは、空のコードブロックやラインブ
ロックを作成します。

ツール(O)/魔法の杖(M) 魔法の杖ツールを選択します。このツールでは、コードが自動生成された
コードブロックをコードエリア内に作成したり、すでにあるコードブロック
にコードを割り当てます。また、ラインデータが自動生成されたラインブ
ロックをラインエリア内に作成したり、すでにあるラインブロックを再作曲
します。

ツール(O)/消しゴム(E) 消しゴムツールを選択します。このツールでは、ドキュメント内にあるコー
ドブロックやラインブロックなどのオブジェクトを削除します。

ツール(O)/カッター(B) カッターツールを選択します。このツールでは、コードブロックやラインブ
ロックを、任意の場所で分割します。

�



ウインドウメニュー ( ドキュメントウインドウ ) � メニューアイテム
ドキュメントウインドウのメニューアイテム

� �

説明 ウインドウメニューでは、表示されているドキュメントウインドウやエディターに対して、アプリ
ケーションウインドウ内での表示に関する操作を行います。

�

アイテム 新規ドキュメントウインドウ(N) ドキュメントに対して、現在、開いているドキュメントウインドウ
の他に、別のドキュメントウインドウを開きます。１つのドキュメ
ントに対して複数のドキュメントウインドウを開いた場合、いずれ
かのウインドウに変更を加えると、全てのウインドウで変更が反映
されます。

重ねて表示(C) 表示されているドキュメントウインドウやエディターを折り重ねる
ように並び替えます。選択すると、ウインドウのサイズや位置は変
更されます。

並べて表示(T) 表示されているドキュメントウインドウやエディターをタイル状に
並び替えます。選択すると、ウインドウのサイズや位置は変更され
ます。

アイコン化ウインドウの整列(A) 最小化されているドキュメントウインドウやエディターをアプリ
ケーションウインドウの下部に整列させます。

[ウインドウ] 表示されているドキュメントウインドウやエディターの名前の一覧
が、アイテムとして表示されます。アイテムを選択すると、対応す
るエディターが最前面に表示されます。開いたエディターの数が10
個以上になると、11番目以降のアイテムは、その他のウインドウ
(M)...となります。これを選択すると、ウインドウの選択ダイアログ
ボックスが表示されます。このダイアログボックスでは、最前面に
表示させたいエディターを選択して下さい。B

�



ヘルプメニュー ( ドキュメントウインドウ ) � メニューアイテム
ドキュメントウインドウのメニューアイテム

� �

説明 ヘルプメニューでは、本ヘルプファイルを開いたり、ドキュメントやオブジェクトにメモを登
録します。

�

アイテム ヘルプ(H) 本ヘルプファイルを開きます。

[オブジェクト] のメモ(M)... メモダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで
は、トラックやラインブロック単位にテキスト形式のメモを登録
できます。メモを登録できるアイテムは、ドキュメントウインド
ウのアクティブなエリアによってアイテム名が変わります。例え
ば、トラックエリアがアクティブな場合、コマンド名は トラック
のメモ... となります。

 このコマンドを使用するには、対象となるトラックやライン
ブロックが予め選択されている必要があります。

ドキュメントのメモ(D)... メモダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで
は、ドキュメントにテキスト形式のメモを登録できます。

CAMPSについて(A)... CAMPS や Microworks Corporation の情報が表示されます。

�
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メニューアイテム （コントロール描画エディター） � コンテンツ
メニューアイテム

� �

説
明

コントロール描画エディターがアクティブな場合の、全メニュー・リストです。

�

ア
イ
テ
ム

�ファイル(F) �� �

� 新規作成(N) �Ctrl+N �
� 新規設定(U)... �Ctrl+Shift+N�
� 開く(O)... �Ctrl+O �
� 閉じる(C) �� �
� �
� 上書き保存(S) �Ctrl+S �
� 名前を付けて保存(A)... �� �
� 復帰(R) �� �
� �
� SMFとして保存(E)... �� �
� �
� 1 [最近使ったファイル]�� �
� 2 [最近使ったファイル]�� �
� ���: �� �
� �
� 終了(X) �� �

�編集(E) �� �

� [アクション]の取り消し(U) �Ctrl+Z�
� �
� [オブジェクト]を切り取る(T) �Ctrl+X�
� [オブジェクト]をコピー(C) �Ctrl+C�
� [オブジェクト]を貼り付ける(P) �Ctrl+V�
� [オブジェクト]を消去(E) �Del �
� すべて選択(A) �Ctrl+A�
� �
� 新規[オブジェクト]の作成(N) �Ctrl+I �
� [オブジェクト]を複製(D) �Ctrl+D�
� �
� 拍子記号設定(I)... �� �
� SMPTEオフセットタイム設定(O)...�� �
� �
� 初期設定(F)... �� �



�ライン(L) ���
� テイク(K) �> �
� �
� クォンタイズ(Q)...���
� 値の調節(V)... ���
� �
� 倍速化(H) ���
� 半速化(D) ���

�
�テイク �� �
�テイクの一覧(L)... �Ctrl+F�
� �
�新規テイクを作成(N)...�Ctrl+T�
�現テイクを複製(D) �Ctrl+U�
�現テイクを削除(R) �� �
� �
�[テイク #1] �� �
�[テイク #2] �� �
�: �� �

�入出力(M) �� �

� 部分再生(B) �� �
� 他トラックと一緒に再生(W)�� �
� �
� 再生(P) �� �
� 停止(S) �� �
� 録音(R) �> �
� 移動(J) �> �
� �
� メトロノームを鳴らす(M) �Ctrl+M�
� �
� ｵｰﾙﾉｰﾄｵﾌ送信(N) �� �
� ﾘｾｯﾄｵｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ送信(R) �� �
� �
� 同期(Y) �> �
� 同期信号出力(T) �> �
� �
� OS指定の出力先を使う(I) �� �
� MIDI設定(U)... �� �

�
�録音 �� �
�録音開始(R) �F5�
�オーバーダビング録音開始(O)�F7�
�ステップ録音開始(S) �F8�

�
�移動 �� �
�先頭へ(T)�Home�
�終りへ(E)�End �

�
�同期 �
�内部同期(I) �
�タップ入力に同期(T) �
�外部MIDIクロックに同期(M)�
�外部SMPTEに同期(S) �

�
�同期信号出力 �
�MIDIクロックを出力(M)�
�SMPTEを出力(S) �

�表示(V) �� �
� コントロール表示(C) �> �
� グリッド表示(G) �> �
� ツールバー(T) �> �
� ズーム(Z) �> �
� �
� 自動スクロールする(A) �Ctrl+L�
� 表示域を移動(J)... �� �
� �
� エディットボタンを表示(E) �� �
� インタラクティブ情報を表示(F)�� �
� �
� 大きいビートウインドウ(G) �� �
� 大きいタイムウインドウ(I) �� �
� �

�
�コントロール表示 �
�コントロールチェンジ(C)... �
�ポリアフタータッチ(O)... �
�チャンネルアフタータッチ(H)�
�プログラムチェンジ(P) �
�ピッチベンド(B) �

�
�グリッド表示 �
�小節線を表示(A) �
�ビート線を表示(E)�
�値の線を表示(V) �
� �
�グリッドに沿う(G)�
�グリッド設定(U)... �

�
�ツールバー �
�メインツールバー(M) �
�ステータスバー(S) �
� �
�再生ツールバー(P) �
�録音ツールバー(R) �
� �
�同期ツールバー(Y) �
�出力制御ツールバー(D)�
�テンポツールバー(O) �
� �
�音符ツールバー(N) �
�休符ツールバー(E) �
� �

�
�ズーム �
�横に縮小(O)�
�横に拡大(I) �



� 背景にビットマップを使う(B) �� �
� �
� 表示設定を記憶(Y) �� �

�ビートツールバー(B) �
�タイムツールバー(T) �

�エディター(D) �� �

� イベントリスト(E) �F9 �
� ピアノロール(P) �F10�
� コントロール描画(C)�F11�
� 楽譜(N) �F12�
� �
� テンポリスト(L) �� �
� テンポ描画(D) �� �
� �
� 文字情報リスト(X) �� �
� �
� ツール(O) �> �

�
�ツール �
�矢印(A) �
�Ⅰビーム(I) �
�ペン(P) �
�直線(L) �
�曲線(O) �
�消しゴム(E)�

�ウインドウ(W) �

� 新規コントロール描画エディター(N)�
� 重ねて表示(C) �
� 並べて表示(T) �
� アイコン化ウインドウの整列(A) �
� �
� 1 [ウインドウ] �
� 2 [ウインドウ] �
� ���: �

�ヘルプ(H) �

� ヘルプ(H) �
� �
� ラインブロックのメモ(M)...�
� ドキュメントのメモ(D)... �
� �
� CAMPSについて(A)... �

�



ファイルメニュー ( コントロール描画エディター ) � メニューアイテム
コントロール描画エディターのメニューアイテム

� �

説明 ファイルメニューでは、ドキュメントファイルの管理や CAMPS の終了等を行います。

�

アイテム 新規作成(N) 新規に空のドキュメントを生成します。新規ドキュメントの設定は、新規ドキュメ
ント設定ダイアログボックスで行います。

新規設定(U)... 新規ドキュメント設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで
は、新規に作成するドキュメントのディフォルト値を設定し、新規にドキュメント
を作成します。

開く(O)... OS 標準のファイル選択ダイアログボックス開くを開きます。開きたいファイルを選
択して下さい。ここで、標準MIDIファイルを読み込むこともできます。

 標準MIDIファイルを読み込んだ場合、データを解析して自動的に、各トラック
に対して、ラインブロックの分割、カテゴリーの分類が行われます。これらは、読
み込んだあと、いつでも変更することができます。

閉じる(C) アクティブなコントロール描画エディターを閉じます。

 ドキュメントウインドウがアクティブな場合は、ドキュメントを閉じます。ド
キュメントが更新されていて保存されていない場合は、保存するかどうかを訊くア
ラートが表示されます。

上書き保存(S) ドキュメントを上書き保存します。ドキュメントが初めて保存される場合は、名前
を付けて保存(A)...コマンドを選択した場合と同じ処理をします。

名前を付けて保存(A)... ドキュメントに名前を付けて保存します。OS 標準のファイル保存ダイアログボック
ス名前を付けて保存を開きます。保存したい場所とファイル名を設定して下さい。

復帰(R) ドキュメントを開く前の状態、あるいは、最後に保存した状態に戻します。ドキュ
メントに対し更新した内容は、すべて元に戻ります。コマンドを選択すると、復帰
するかどうかを訊くアラートが表示されます。

SMFとして保存(E)... ドキュメントを標準MIDIファイル形式で保存します。CAMPS で作成した曲を他の
シーケンサーソフトウェアで開く場合等に使用します。選択すると、OS 標準のファ
イル保存ダイアログボックス標準MIDIファイル(SMF)として保存を開きます。保存
したい場所とファイル名を設定して下さい。設定が完了すると、SMF保存オプショ
ンダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスは、ドキュメントを標
準 MIDI ファイルとして保存する場合の各種設定を行います。

[最近使ったファイル] 最近使用したファイルの一覧がアイテムとして表示されます。選択したアイテムに
対応するファイルが開きます。ここに表示されるアイテム数は、初期設定ダイアロ
グボックスで設定することができます。

終了(X) CAMPS を終了します。更新されていて保存されていないドキュメントがある場合
は、保存するかどうかを訊くアラートが、それぞれ表示されます。

�
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編集メニュー ( コントロール描画エディター ) � メニューアイテム
コントロール描画エディターのメニューアイテム

� �

説明 編集メニューでは、主に、切り取り、コピーや貼り付け等、オブジェクトの編集を行います。

�

アイテム [アクション]の取り消し(U) 直前に行った操作を取り消します。取り消し後は、[アクション]
のやり直し(R)とコマンド名が変化して、これを選択すると取り
消した操作が再実行されます。これらのコマンド名は、直前に
行った操作によって変化します。例えば、直前にイベントを消去
した場合、コマンド名は、イベント消去の取り消し(U)となりま
す。

[オブジェクト]を切り取る(T) 選択されているオブジェクトを消去し、クリップボードに保存し
ます。クリップボードに保存されたオブジェクトは、[オブジェ
クト]の貼り付け(P)コマンドを選択することによって、希望する
場所に貼り付けることができます。コマンド名は、選択されてい
るオブジェクトによって変化します。例えば、描画エリアでイベ
ントを選択している場合、コマンド名は、イベントを切り取る
(T)となります。

[オブジェクト]をコピー(C) 選択されているオブジェクトをクリップボードに保存します。ク
リップボードに保存されたオブジェクトは、[オブジェクト]を貼
り付ける(P)コマンドを選択することによって、希望する場所に
貼り付けることができます。コマンド名は、選択されているオブ
ジェクトによって変化します。例えば、描画エリアでイベントを
選択している場合、コマンド名は、イベントをコピー(C)となり
ます。

[オブジェクト]を貼り付ける(P) [オブジェクト]を切り取る(T)コマンドや[オブジェクト]をコピー
(C)コマンド等によって、クリップボードに最後に保存されたオ
ブジェクトを、希望する場所に貼り付けます。コマンド名は、ア
クティブなエリアによって変化します。例えば、描画エリアがア
クティブな場合、コマンド名は、イベントを貼り付ける(P)とな
ります。

[オブジェクト]を消去(E) 選択されているオブジェクトを消去します。コマンド名は、選択
されているオブジェクトによって変化します。例えば、描画エリ
アでイベントを選択している場合、コマンド名は、イベントを消
去(E)となります。

すべて選択(A) アクティブなエリア内の全てのオブジェクトを選択します。例え
ば、アクティブなエリアが描画エリアの場合、コマンドを選択す
ると全てのイベントが選択されます。

新規[オブジェクト](N)を作成 新規にオブジェクトを生成します。コマンド名は、アクティブな
エリアによって変化します。例えば、歌詞エリアがアクティブな
場合、コマンド名は、新規歌詞を作成(N)となります。

 このコマンドは、描画エリアでは使用しません。描画エリア
で新規にイベントを作成するには、ペンツールで描画します。

[オブジェクト]を複製(D) 選択されているオブジェクトを複製します。コマンド名は、選択
されているオブジェクトによって変化します。例えば、イベント
を選択している場合、コマンド名は、イベントを複製(D)となり
ます。

拍子記号設定(I)... 拍子記号設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、小節に対して、拍子記号の設定を行います。

SMPTEオフセットタイム設定(O)... SMPTEオフセットタイム設定ダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、再生（録音）時に SMPTE で同期
する場合の、オフセットタイムを設定します。
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初期設定(F)... 初期設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログボック
スでは、アプリケーションの基本的な操作や表示の設定を行いま
す。

�
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ラインメニュー ( コントロール描画エディター ) � メニューアイテム
コントロール描画エディターのメニューアイテム

� �

説明 ラインメニューでは、ラインブロックのテイクの編集や、イベントのクォンタイズなどの編集を行いま
す。

 ラインメニューの幾つかのコマンドを使用するには、対象となるイベントが予め選択されている必要
があります。

�

アイテム テイク(K)/テイクの一覧(L)... テイク一覧ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックス
では、編集対象となっているラインブロックのテイクの生成や削除、
試聴を行います。

テイク(K)/新規テイクを作成(N)... 新規テイクダイアログボックスを開きます。このダイアログボックス
では、編集対象となっているラインブロックに対して、新規に生成す
るテイクの名前などの属性を指定し、生成します。

テイク(K)/現テイクを複製(D) 編集対象となっているラインブロックの現在のテイクを複製します。

テイク(K)/現テイクを削除(R) 編集対象となっているラインブロックの現在のテイクを削除します。
このコマンドは、ラインブロックのテイクが２つ以上ある時に使用で
きます。

テイク(K)/[テイク #] 編集対象となっているラインブロックのテイクの一覧が表示されま
す。現在のテイクには、アイテム名の左側にマークが表示されます。
選択すると、現在のテイクを選択したテイクに切り替えます。

クォンタイズ(Q)... クォンタイズダイアログボックスを開きます。このダイアログボック
スでは、選択されているイベントの開始時間を設定したグリッドを元
に調整します。

値の調節(V)... 値の調節ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで
は、選択されているイベントの値を、一挙に変更する事ができます。

倍速化(H) 選択されているイベントを２倍の速さにします。

半速化(D) 選択されているイベントを半分の速さにします。

�
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入出力メニュー ( コントロール描画エディター ) � メニューアイテム
コントロール描画エディターのメニューアイテム

� �

説明 入出力メニューでは、再生や録音、同期等の MIDI に関する設定を行います。

�

アイテム 部分再生(B) 選択されているイベントの範囲を再生します。コマンドを選択
すると、小節エリアのループ範囲とパンチイン/アウト範囲が
自動的に設定されます。選択されているイベントがない場合
は、編集対象となっているラインブロックの先頭から再生を開
始します。

 ドキュメントウインドウのコードトラックの再生トラック
ボタンがアクティブな場合、コードも同時に再生されます。

他トラックと一緒に再生(W) 選択されているイベントの範囲を他のトラックと一緒に再生し
ます。コマンドを選択すると、小節エリア内にループ範囲とパ
ンチイン/アウト範囲が自動的に設定されます。選択されてい
るイベントがない場合は、編集対象となっているラインブロッ
クの先頭から再生を開始します。

 ドキュメントウインドウのコードトラックの再生トラック
ボタンがアクティブな場合、コードも同時に再生されます。

再生(P) ドキュメントの再生を開始します。

停止(S) 再生を停止します。

録音(R)/録音開始(R) 編集対象となっているラインブロックに対してリアルタイム録
音を開始します。

録音(R)/オーバーダビング録音開始(O) 編集対象となっているラインブロックに対してオーバーダビン
グ録音を開始します。

録音(R)/ステップ録音開始(S) 編集対象となっているラインブロックに対してステップ録音を
開始します。

移動(J)/先頭へ(T) 再生ポインターの位置を、ループ範囲の先頭へ移動します。
ループ範囲が設定されていない場合は、編集対象となっている
ラインブロックの先頭へ移動します。このコマンドを選択する
と、自動スクロールがオンに設定されます。

移動(J)/終りへ(E) 再生ポインターの位置を、ループ範囲の先頭へ移動します。
ループ範囲が設定されていない場合は、編集対象となっている
ラインブロックの最後へ移動します。このコマンドを選択する
と、自動スクロールがオンに設定されます。

メトロノームを鳴らす(M) 再生、録音時にメトロノーム音を出すかどうかを設定します。
メトロノーム音を出したい場合は、アイテムにチェックマーク
を入れます。メトロノーム音の設定は、MIDI設定ダイアログ
ボックスのメトロノームタブで行います。

ｵｰﾙﾉｰﾄｵﾌ送信(N) 再生出力デバイスにオールノートオフを送信します。このデー
タを受け取ったデバイスは全ての音を消音します。再生停止時
に残音があった場合などに送信します。

ﾘｾｯﾄｵｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ送信(R) 再生出力デバイスにリセットオールコントローラを送信しま
す。このデータを受け取ったデバイスはボリュームやパン、
ピッチベンド等のコントロールの設定をリセットします。

 デバイスによって、リセットオールコントローラを受け
取った場合の動作は異なります。デバイスのマニュアル等を参
照して下さい。

同期(Y)/内部同期(I) 通常の再生を行います。CAMPS 内部のクロックで再生しま
す。選択されている場合、アイテム名の左側にマークが表示さ
れます。



同期(Y)/タップ入力に同期(T) コンピューターキーボードや MIDI 楽器から入力されたテンポ
に従って再生を進めます。タップ同期に関する設定は、MIDI設
定ダイアログボックスのタップタブで行います。選択されてい
る場合、アイテム名の左側にマークが表示されます。

同期(Y)/外部MIDIクロックに同期(M) 外部からの MIDI クロックに従って再生を進めます。MIDI ク
ロック同期に関する設定は、MIDI設定ダイアログボックス
のMIDIクロックタブで行います。選択されている場合、アイテ
ム名の左側にマークが表示されます。

同期(Y)/外部SMPTEに同期(S) オーディオやビデオデッキ等の外部機器から送られた SMPTE
信号（MIDI タイムコード）に従って再生を進めます。SMPTE
同期に関する設定は、MIDI設定ダイアログボックスのSMPTE
タブで行います。選択されている場合、アイテム名の左側に
マークが表示されます。

同期信号出力(T)/MIDIクロックを出力(M) 再生、録音時に、外部を同期させる MIDI クロック信号を送出
するかどうかを設定します。送出する場合はアイテムにチェッ
クマークを入れます。MIDI クロックに関する設定は、MIDI設
定ダイアログボックスのMIDIクロックタブで行います。

同期信号出力(T)/SMPTEを出力(S) 再生、録音時に、外部を同期させる SMPTE 信号（MIDI タイ
ムコード）を送出するかどうかを設定します。送出する場合は
アイテムにチェックマークを入れます。SMPTE 信号に関する
設定は、MIDI設定ダイアログボックスのSMPTEタブで行いま
す。

OS指定の出力先を使う(I) Windows OS で設定した出力先に、全ての出力先を指定するか
どうかを選択します。OS で設定した出力先に全ての出力先を
指定する場合は、チェックマークを入れます。この場合、再生
データやメトロノーム音、同期信号等全てが指定の出力先に出
力されます。

 Windows での設定は、コントロールパネルのマルチメ
ディアを開いてマルチメディアのプロパティを表示させ、この
ダイアログボックスの MIDIタブのMIDI出力で設定します。

MIDI設定(U)... MIDI設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログボッ
クスでは、アプリケーション全般の MIDI 入出力や同期、デバ
イス等の設定を行います。

�
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表示メニュー ( コントロール描画エディター ) � メニューアイテム
コントロール描画エディターのメニューアイテム

� �

説明 表示メニューでは、コントロール描画エディターの表示に関する設定等を行います。
このメニューで設定されるほとんどの項目は、表示設定を記憶(Y)アイテムを選択することによって記
憶されます。次にコントロール描画エディターを開いた場合は、記憶した設定で表示されます。

�

アイテム コントロール表示(C)/コントロールチェンジ(C)... 描画エリアの編集対象イベントをコントロール
チェンジイベントに設定します。設定されてい
る場合は、アイテムの左側にマークが表示され
ます。選択すると、コントロールの選択ダイア
ログボックスが開きます。このダイアログボッ
クスでは、編集するコントロールを指定しま
す。

コントロール表示(C)/ポリアフタータッチ(O)... 描画エリアの編集対象イベントをポリアフター
タッチイベントに設定します。設定されている
場合は、アイテムの左側にマークが表示されま
す。選択すると、キーの選択ダイアログボック
スが開きます。このダイアログボックスでは、
編集するキーを指定します。

コントロール表示(C)/チャンネルアフタータッチ(H) 描画エリアの編集対象イベントをチャンネルア
フタータッチイベントに設定します。設定され
ている場合は、アイテムの左側にマークが表示
されます。

コントロール表示(C)/プログラムチェンジ(P) 描画エリアの編集対象イベントをプログラム
チェンジイベントに設定します。設定されてい
る場合は、アイテムの左側にマークが表示され
ます。

コントロール表示(C)/ピッチベンド(B) 描画エリアの編集対象イベントをピッチベンド
イベントに設定します。設定されている場合
は、アイテムの左側にマークが表示されます。

グリッド表示(V)/小節線を表示(A) 文字情報、歌詞、描画エリアに小節の区切り線
を表示するかどうかを選択します。表示する場
合は、アイテムにチェックマークを入れます。

グリッド表示(V)/ビート線を表示(E) 文字情報、歌詞、描画エリアにビートの区切り
線を表示するかどうかを選択します。表示する
場合は、アイテムにチェックマークを入れま
す。

グリッド表示(V)/値の線を表示(V) 描画エリアに値の線を表示するかどうかを選択
します。値の線は、描画エリアの表示領域に
よって自動的に配置されます。表示する場合
は、アイテムにチェックマークを入れます。

グリッド表示(V)/グリッドに沿う(G) 文字情報、歌詞、描画エリア上の編集グリッド
を有効にするかどうかを選択します。編集グ
リッドを有効にすると、各オブジェクトの生成
や移動等のマウスを用いた処理にグリッドがか
かります。編集グリッドは、上述の小節線や
ビート線とは異なります。編集グリッドの設定
は、グリッド設定ダイアログボックスで行いま
す。編集グリッドを有効にする場合は、アイテ
ムにチェックマークを入れます。



グリッド表示(V)/グリッド設定(U)... グリッド設定ダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、ドキュメントウ
インドウや各エディターのそれぞれのエリアに
対して編集用のグリッド設定します。ダイアロ
グボックスを開いた時、ドキュメントウインド
ウのアクティブなエリアに対する設定タブが開
きます。

ツールバー(T)/メインツールバー(M) メインツールバーを表示させるかどうかを選択
します。表示させる場合は、アイテムにチェッ
クマークを入れます。

ツールバー(T)/ステータスバー(S) ステータスバーを表示させるかどうかを選択し
ます。表示させる場合は、アイテムにチェック
を入れます。

ツールバー(T)/再生ツールバー(P) 再生ツールバーを表示させるかどうかを選択し
ます。表示させる場合は、アイテムにチェック
マークを入れます。

ツールバー(T)/録音ツールバー(R) 録音ツールバーを表示させるかどうかを選択し
ます。表示させる場合は、アイテムにチェック
マークを入れます。

ツールバー(T)/同期ツールバー(Y) 同期ツールバーを表示させるかどうかを選択し
ます。表示させる場合は、アイテムにチェック
マークを入れます。

ツールバー(T)/出力制御ツールバー(D) 出力制御ツールバーを表示させるかどうかを選
択します。表示させる場合は、アイテムに
チェックマークを入れます。

ツールバー(T)/テンポツールバー(O) テンポツールバーを表示させるかどうかを選択
します。表示させる場合は、アイテムにチェッ
クマークを入れます。

ツールバー(T)/音符ツールバー(N) 音符ツールバーを表示させるかどうかを選択し
ます。表示させる場合は、アイテムにチェック
マークを入れます。

ツールバー(T)/休符ツールバー(E) 休符ツールバーを表示させるかどうかを選択し
ます。表示させる場合は、アイテムにチェック
マークを入れます。

ツールバー(T)/ビートツールバー(B) ビートツールバーを表示させるかどうかを選択
します。表示させる場合は、アイテムにチェッ
クマークを入れます。

ツールバー(T)/タイムツールバー(T) タイムツールバーを表示させるかどうかを選択
します。表示させる場合は、アイテムにチェッ
クマークを入れます。

ズーム(Z)/横に縮小(O) 小節、文字情報、歌詞、描画エリアの横方向の
表示を縮小します。

ズーム(Z)/横に拡大(I) 小節、文字情報、歌詞、描画エリアの横方向の
表示を拡大します。

自動スクロールする(A) ドキュメントの再生等にともなって、再生ポイ
ンターが移動した場合、表示域も追従して移動
させるかどうかを指定します。移動させたい場
合は、アイテムにチェックマークを入れます。

表示域を移動(J)... 表示域を移動ダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、コントロール描
画エディターの表示する領域を小節で指定しま
す。表示領域を移動させると、自動スクロール
が解除されます。
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エディットボタンを表示(E) コントロール描画エディターのエディットボタ
ンを表示するかどうかを選択します。表示する
場合は、アイテムにチェックマークを入れま
す。

インタラクティブ情報を表示(F) コントロール描画エディター下部に表示され
る、インタラクティブ情報（マウスカーソルの
位置情報等）を表示するかどうかを選択しま
す。表示する場合は、アイテムにチェックマー
クを入れます。

ビートカウンター(G) ビートカウンターを表示させるかどうかを選択
します。このウインドウは、ドキュメント上の
再生ポインターの位置情報を、"小節 : ビート :
分解値"の形式で表示します。ビートツールバー
と表示の大きさが異なる以外、機能は全く同じ
です。表示させる場合は、アイテムにチェック
マークを入れます。

タイムカウンター(I) タイムカウンターを表示させるかどうかを選択
します。このウインドウは、ドキュメント上の
再生ポインターの位置情報を、"時 : 分 : 秒 : フ
レーム"の形式で表示をします。タイムツール
バーと表示の大きさが異なる以外、機能は全く
同じです。表示させる場合は、アイテムに
チェックマークを入れます。

背景にビットマップを使う(B) 描画エリアの背景にビットマップ画像を表示す
るかどうかを選択します。表示する場合は、ア
イテムにチェックマークを入れます。ビット
マップファイルの指定は初期設定ダイアログ
ボックスで行います。

表示設定を記憶(Y) コントロール描画エディターの表示設定を記憶
します。選択すると、表示メニューの各アイテ
ムの設定（ツールバー(T)サブメニュー等の記憶
されない項目もあります。）やウインドウのレ
イアウト等が記憶されます。次にコントロール
描画エディターを開いた場合は、記憶した設定
で表示されます。

�



エディターメニュー ( コントロール描画エディター ) � メニューアイテム
コントロール描画エディターのメニューアイテム

� �

説明 エディターメニューは、各種エディターを開いたり、編集ツールを選択する際に使用します。

�

アイテム イベントリスト(E) イベントリストエディターを開きます。このエディターでは、編集対象となっているラ
インブロック内にある個々のイベントを、縦方向のリスト形式で編集できます。

ピアノロール(P) ピアノロールエディターを開きます。このエディターでは、編集対象となっているライ
ンブロック内にある音符イベントを、ピアノロール状のグラフィック形式で編集できま
す。

コントロール描画(C) コントロール描画エディターを開きます。このエディターでは、編集対象となっている
ラインブロック内にある MIDI コントロールイベントを、自由描画形式で編集できま
す。

楽譜(N) 楽譜エディターを開きます。このエディターでは、編集対象となっているラインブロッ
ク内にある音符イベントを、楽譜形式で編集できます。

テンポリスト(L) テンポリストエディターを開きます。このエディターでは、曲のテンポを縦方向のリス
ト形式で編集できます。

テンポ描画(D) テンポ描画エディターを開きます。このエディターでは、曲のテンポを自由描画形式で
編集できます。

文字情報リスト(X) 文字情報リストエディターを開きます。このエディターでは、ドキュメント内にある
個々の文字情報イベントを、縦方向のリスト形式で編集できます。

ツール(O)/矢印(A) 矢印ツールを選択します。このツールでは、コントロール描画エディター内にあるオブ
ジェクトの選択や移動などの操作をすることができます。

ツール(O)/I ビーム(I) I ビームツールを選択します。このツールでは、描画エリアのイベントを時間軸の範囲
で選択することができます。

ツール(O)/ペン(P) ペンツールを選択します。このツールでは、描画エリア内にイベントを自由描画形式で
作成することが出来ます。

ツール(O)/直線(L) 直線ツールを選択します。このツールでは、描画エリア内にイベントを直線に沿う形で
作成することが出来ます。

ツール(O)/曲線(O) 曲線ツールを選択します。このツールでは、描画エリア内にイベントを曲線に沿う形で
作成することが出来ます。

ツール(O)/消しゴム(E) 消しゴムツールを選択します。このツールでは、オブジェクトを削除することが出来ま
す。

�



ウインドウメニュー ( コントロール描画エディター ) � メニューアイテム
コントロール描画エディターのメニューアイテム

� �

説明 ウインドウメニューでは、表示されているドキュメントウインドウやエディターに対して、アプリケーションウ
インドウ内での表示に関する操作を行います。

�

アイテム 新規コントロール描画エディター(N) 編集対象となっているラインブロックに対して、現在、開いているコント
ロール描画エディターの他に、別のコントロール描画エディターを開きま
す。

重ねて表示(C) 表示されているドキュメントウインドウやエディターを折り重ねるように
並び替えます。選択すると、ウインドウのサイズや位置は変更されます。

並べて表示(T) 表示されているドキュメントウインドウやエディターをタイル状に並び替
えます。選択すると、ウインドウのサイズや位置は変更されます。

アイコン化ウインドウの整列(A) 最小化されているドキュメントウインドウやエディターをアプリケーショ
ンウインドウの下部に整列させます。

[ウインドウ] 表示されているドキュメントウインドウやエディターの名前の一覧が、ア
イテムとして表示されます。アイテムを選択すると、対応するエディター
が最前面に表示されます。開いたエディターの数が10個以上になる
と、11番目以降のアイテムは、その他のウインドウ(M)...となります。こ
れを選択すると、ウインドウの選択ダイアログボックスが表示されます。
このダイアログボックスでは、最前面に表示させたいエディターを選択し
て下さい。

�



ヘルプメニュー ( コントロール描画エディター ) � メニューアイテム
コントロール描画エディターのメニューアイテム

� �

説明 ヘルプメニューでは、本ヘルプファイルを開いたり、ドキュメントやラインブロックにメモを登録しま
す。

�

アイテム ヘルプ(H) 本ヘルプファイルを開きます。

ラインブロックのメモ(M)... メモダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスでは、編集対
象となっているラインブロックにテキスト形式のメモを登録できます。

ドキュメントのメモ(D)... メモダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスでは、ドキュ
メントにテキスト形式のメモを登録できます。

CAMPSについて(A)... CAMPS や Microworks Corporation の情報が表示されます。

�
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メニューアイテム （イベントリストエディター） � コンテンツ
メニューアイテム

� �

説明 イベントリストエディターがアクティブな場合の、全メニュー・リストです。

�

アイテム �ファイル(F) �� �

� 新規作成(N) �Ctrl+N �
� 新規設定(U)... �Ctrl+Shift+N�
� 開く(O)... �Ctrl+O �
� 閉じる(C) �� �
� �
� 上書き保存(S) �Ctrl+S �
� 名前を付けて保存(A)... �� �
� 復帰(R) �� �
� � �
� SMFとして保存(E)... �� �
� � �
� 1 [最近使ったファイル]�� �
� 2 [最近使ったファイル]�� �
� ���: �� �
� � �
� 終了(X) � � �� �

�編集(E) �� �

� [アクション]の取り消し(U) �Ctrl+Z�
� �
� イベントを切り取る(T) �Ctrl+X�
� イベントをコピー(C) �Ctrl+C�
� イベントを貼り付ける(P) �Ctrl+V�
� イベントを消去(E) �Del �
� すべて選択(A) �Ctrl+A�
� �
� 新規イベントを作成(N)... �Ctrl+I �
� イベントを複製(D) �Ctrl+D�
� �
� SMPTEオフセットタイム設定(O)...�� �
� �
� 初期設定(F)... �� �



�ライン(L) ���
� テイク(K) �> �
� �
� 不協音の検出(I)... ���
� �
� クォンタイズ(Q)... ���
� トランスポーズ(T)...���
� 音長調節(A)... ���
� ベロシティ調節(V)...���
� 音程の再配置(Y)... ���
� 値の調節(V)... ���
� �
� 倍速化(H) ���
� 半速化(D) ���

�

�テイク �� �
�テイクの一覧(L)... �Ctrl+F�
� �
�新規テイクを作成(N)...�Ctrl+T�
�現テイクを複製(D) �Ctrl+U�
�現テイクを削除(R) �� �
� �
�[テイク #1] �� �
�[テイク #2] �� �
�: �� �

�入出力(M) �� �

� 部分再生(B) �� �
� 他トラックと一緒に再生(W)�� �
� �
� 再生(P) �� �
� 停止(S) �� �
� 録音(R) �> �
� 移動(J) �> �
� �
� メトロノームを鳴らす(M) �Ctrl+M�
� �
� ｵｰﾙﾉｰﾄｵﾌ送信(N) �� �
� ﾘｾｯﾄｵｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ送信(R) �� �
� �
� 同期(Y) �> �
� 同期信号出力(T) �> �
� �
� OS指定の出力先を使う(I) �� �
� MIDI設定(U)... �� �

�
�録音 �� �
�録音開始(R) �F5�
�オーバーダビング録音開始(O)�F7�
�ステップ録音開始(S) �F8�

�
�移動 �� �
�先頭へ(T)�Home�
�終りへ(E)�End �

�
�同期 �
�内部同期(I) �
�タップ入力に同期(T) �
�外部MIDIクロックに同期(M)�
�外部SMPTEに同期(S) �

�
�同期信号出力 �
�MIDIクロックを出力(M)�
�SMPTEを出力(S) �

�表示(V) �� �
� イベント表示(V) ��> �
� ツールバー(T) ��> �
� �
� 自動スクロールする(A) �Ctrl+L�
� 表示域を移動(J)... �� �
� �
� エディットボタンを表示(E) �� �
� インタラクティブ情報を表示(F)�� �
� �
� 大きいビートウインドウ(G) �� �
� 大きいタイムウインドウ(I) �� �
� �
� 表示設定を記憶(Y) �� �

�

�イベント表示 �
�音符(N) �
�コントロールチェンジ(C) �
�ポリアフタータッチ(O) �
�チャンネルアフタータッチ(H)�
�プログラムチェンジ(P) �
�ピッチベンド(B) �
�歌詞(L) �
�システムエクスクルーシブ(S)�
� �
�表示イベントの一括選択(E)... �

�

�ツールバー �
�メインツールバー(M) �
�ステータスバー(S) �
� �
�再生ツールバー(P) �
�録音ツールバー(R) �
� �
�同期ツールバー(Y) �
�出力制御ツールバー(D)�
�テンポツールバー(O) �
� �
�音符ツールバー(N) �
�休符ツールバー(E) �



� �
�ビートツールバー(B) �
�タイムツールバー(T) �

�エディター(D) �� �

� イベントリスト(E) �F9 �
� ピアノロール(P) �F10�
� コントロール描画(C)�F11�
� 楽譜(N) �F12�
� �
� テンポリスト(L) �� �
� テンポ描画(D) �� �
� �
� 文字情報リスト(X) �� �

�ウインドウ(W) �

� 新規イベントリストエディター(N)�
� 重ねて表示(C) �
� 並べて表示(T) �
� アイコン化ウインドウの整列(A) �
� �
� 1 [ウインドウ] �
� 2 [ウインドウ] �
� ���: �

�ヘルプ(H) �

� ヘルプ(H) �
� �
� ラインブロックのメモ(M)...�
� ドキュメントのメモ(D)... �
� �
� CAMPSについて(A)... �

�



ファイルメニュー ( イベントリストエディター ) � メニューアイテム
イベントリストエディターのメニューアイテム

� �

説明 ファイルメニューでは、ドキュメントファイルの管理や CAMPS の終了等を行います。

�

アイテム 新規作成(N) 新規に空のドキュメントを生成します。新規ドキュメントの設定は、新規ド
キュメント設定ダイアログボックスで行います。

新規設定(U)... 新規ドキュメント設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログボック
スでは、新規に作成するドキュメントのディフォルト値を設定し、新規にド
キュメントを作成します。

開く(O)... OS 標準のファイル選択ダイアログボックス開くを開きます。開きたいファイ
ルを選択して下さい。ここで、標準MIDIファイルを読み込むこともできます。

 標準MIDIファイルを読み込んだ場合、データを解析して自動的に、各ト
ラックに対して、ラインブロックの分割、カテゴリーの分類が行われます。こ
れらは、読み込んだあと、いつでも変更することができます。

閉じる(C) アクティブなイベントリストエディターを閉じます。

 ドキュメントウインドウがアクティブな場合は、ドキュメントを閉じま
す。ドキュメントが更新されていて保存されていない場合は、保存するかどう
かを訊くアラートが表示されます。

上書き保存(S) ドキュメントを上書き保存します。ドキュメントが初めて保存される場合は、
名前を付けて保存(A)...コマンドを選択した場合と同じ処理をします。

名前を付けて保存(A)... ドキュメントに名前を付けて保存します。OS 標準のファイル保存ダイアログ
ボックス名前を付けて保存を開きます。保存したい場所とファイル名を設定し
て下さい。

復帰(R) ドキュメントを開く前の状態、あるいは、最後に保存した状態に戻します。ド
キュメントに対し更新した内容は、すべて元に戻ります。コマンドを選択する
と、復帰するかどうかを訊くアラートが表示されます。

SMFとして保存(E)... ドキュメントを標準MIDIファイル形式で保存します。CAMPS で作成した曲を
他のシーケンサーソフトウェアで開く場合等に使用します。選択すると、OS
標準のファイル保存ダイアログボックス標準MIDIファイル(SMF)として保存を
開きます。保存したい場所とファイル名を設定して下さい。設定が完了する
と、SMF保存オプションダイアログボックスを開きます。このダイアログボッ
クスは、ドキュメントを標準 MIDI ファイルとして保存する場合の各種設定を
行います。

[最近使ったファイル] 最近使用したファイルの一覧がアイテムとして表示されます。選択したアイテ
ムに対応するファイルが開きます。ここに表示されるアイテム数は、初期設定
ダイアログボックスで設定することができます。

終了(X) CAMPS を終了します。更新されていて保存されていないドキュメントがある
場合は、保存するかどうかを訊くアラートが、それぞれ表示されます。

�
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編集メニュー ( イベントリストエディター ) � メニューアイテム
イベントリストエディターのメニューアイテム

� �

説明 編集メニューでは、主に、切り取り、コピーや貼り付け等、オブジェクトの編集を行います。

�

アイテム [アクション]の取り消し(U) 直前に行った操作を取り消します。取り消し後は、[アク
ション]のやり直し(R)とコマンド名が変化して、選択すると
取り消した操作が再実行されます。これらのコマンド名は、
直前に行った操作によって変化します。例えば、直前にイベ
ントを消去した場合、コマンド名は、イベント消去の取り消
し(U)となります。

イベントを切り取る(T) 選択されているイベントを消去し、クリップボードに保存し
ます。クリップボードに保存したイベントは、イベントの貼
り付け(P)コマンドを選択することによって、希望する場所
に貼り付けることができます。

イベントをコピー(C) 選択されているイベントをクリップボードに保存します。ク
リップボードに保存したイベントは、イベントを貼り付ける
(P)コマンドを選択することによって、希望する場所に貼り
付けることができます。

イベントを貼り付ける(P) イベントを切り取る(T)コマンドやイベントをコピー(C)コマ
ンド等によって、クリップボードに最後に保存されたイベン
トを、希望する場所に貼り付けます。

イベントを消去(E) 選択されているイベントを消去します。

すべて選択(A) エディター内の全てのイベントを選択します。

新規イベント(N)を作成... 新規イベントダイアログボックスを開きます。このダイアロ
グボックスでは、新規に作成するイベントの種類を選択しま
す。イベントの種類を設定すると、新規にイベントが作成さ
れます。

イベントを複製(D) 選択されているイベントを複製します。

SMPTEオフセットタイム設定(O)... SMPTEオフセットタイム設定ダイアログボックスを開きま
す。このダイアログボックスでは、再生（録音）時に
SMPTE で同期する場合の、オフセットタイムを設定しま
す。

初期設定(F)... 初期設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、アプリケーションの基本的な操作や表示の設
定を行います。

�
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ラインメニュー ( イベントリストエディター ) � メニューアイテム
イベントリストエディターのメニューアイテム

� �

説明 ラインメニューでは、ラインブロックのテイクの編集や、イベントのクォンタイズなどの編集を行
います。

 ラインメニューの幾つかのコマンドを使用するには、対象となるイベントが予め選択されてい
る必要があります。

�

アイテム テイク(K)/テイクの一覧(L)... テイク一覧ダイアログボックスを開きます。このダイアログボッ
クスでは、編集対象となっているラインブロックのテイクの生成
や削除、試聴を行います。

テイク(K)/新規テイクを作成(N)... 新規テイクダイアログボックスを開きます。このダイアログボッ
クスでは、編集対象となっているラインブロックに対して、新規
に生成するテイクの名前などの属性を指定し、生成します。

テイク(K)/現テイクを複製(D) 編集対象となっているラインブロックの現在のテイクを複製しま
す。

テイク(K)/現テイクを削除(R) 編集対象となっているラインブロックの現在のテイクを削除しま
す。このコマンドは、ラインブロックのテイクが２つ以上ある時
に使用できます。

テイク(K)/[テイク #] 編集対象となっているラインブロックのテイクの一覧が表示され
ます。現在のテイクには、アイテム名の左側にマークが表示され
ます。選択すると、現在のテイクを選択したテイクに切り替えま
す。

不協音の検出(I)... 不協音検出ダイアログボックスを開きます。このダイアログボッ
クスでは、選択されている音符と不協な音程を持つ音符を、同一
トラックや他のトラックから検出します。また、検出された不協
音を自動、あるいは、手動で修正することが出来ます。

クォンタイズ(Q)... クォンタイズダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、選択されているイベントの開始時間を設定したグ
リッドを元に調整します。

トランスポーズ(T)... トランスポーズダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、選択されている音符の音程を、一挙にトランス
ポーズする事ができます。

音長調節(A)... 音調調節ダイアログボックスを開きます。このダイアログボック
スでは、選択されている音符の長さを、一挙に変更する事ができ
ます。

ベロシティ調節(V)... ベロシティ調節ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、選択されている音符の音量（ベロシティ）を、一
挙に変更する事ができます。

音程の再配置(Y)... 音程の再配置ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、選択されている音符の音程を、別の音程に一挙に
変更する事ができます。このダイアログボックスは、異なる MIDI
デバイス（音源等）間でのドラムキーの調整のために用意されて
います。

値の調節(V)... 値の調節ダイアログボックスを開きます。このダイアログボック
スでは、選択されているイベントの値を、一挙に変更する事がで
きます。

倍速化(H) 選択されているイベントを２倍の速さにします。

半速化(D) 選択されているイベントを半分の速さにします。
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入出力メニュー ( イベントリストエディター ) � メニューアイテム
イベントリストエディターのメニューアイテム

� �

説明 入出力メニューでは、再生や録音、同期等の MIDI に関する設定を行います。

�

アイテム 部分再生(B) 選択されているイベントの範囲を再生します。コマンドを
選択すると、再生ポインターエリアのループ範囲とパンチ
イン/アウト範囲が自動的に設定されます。選択されてい
るイベントがない場合は、編集対象となっているラインブ
ロックの先頭から再生を開始します。

 ドキュメントウインドウのコードトラックの再生ト
ラックボタンがアクティブな場合、コードも同時に再生さ
れます。

他トラックと一緒に再生(W) 選択されているイベントの範囲を他のトラックと一緒に再
生します。コマンドを選択すると、再生ポインターエリア
のループ範囲とパンチイン/アウト範囲が自動的に設定さ
れます。選択されているイベントがない場合は、編集対象
となっているラインブロックの先頭から再生を開始しま
す。

 ドキュメントウインドウのコードトラックの再生ト
ラックボタンがアクティブな場合、コードも同時に再生さ
れます。

再生(P) ドキュメントの再生を開始します。

停止(S) 再生を停止します。

録音(R)/録音開始(R) 編集対象となっているラインブロックに対してリアルタイ
ム録音を開始します。

録音(R)/オーバーダビング録音開始(O) 編集対象となっているラインブロックに対してオーバーダ
ビング録音を開始します。

録音(R)/ステップ録音開始(S) 編集対象となっているラインブロックに対してステップ録
音を開始します。

移動(J)/先頭へ(T) 再生ポインターの位置を、ループ範囲の先頭へ移動しま
す。ループ範囲が設定されていない場合は、編集対象と
なっているラインブロックの先頭へ移動します。このコマ
ンドを選択すると、自動スクロールがオンに設定されま
す。

移動(J)/終りへ(E) 再生ポインターの位置を、ループ範囲の最後へ移動しま
す。ループ範囲が設定されていない場合は、編集対象と
なっているラインブロックの最後へ移動します。このコマ
ンドを選択すると、自動スクロールがオンに設定されま
す。

メトロノームを鳴らす(M) 再生、録音時にメトロノーム音を出すかどうかを設定しま
す。メトロノーム音を出したい場合は、アイテムにチェッ
クを入れます。メトロノーム音の設定は、MIDI設定ダイ
アログボックスのメトロノームタブで行います。

ｵｰﾙﾉｰﾄｵﾌ送信(N) 再生出力デバイスにオールノートオフを送信します。この
データを受け取ったデバイスは全ての音を消音します。再
生停止時に残音があった場合などに送信します。



ﾘｾｯﾄｵｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ送信(R) 再生出力デバイスにリセットオールコントローラを送信し
ます。このデータを受け取ったデバイスはボリュームやパ
ン、ピッチベンド等のコントロールの設定をリセットしま
す。

 デバイスによって、リセットオールコントローラを受
け取った場合の動作は異なります。デバイスのマニュアル
等を参照して下さい。

同期(Y)/内部同期(I) 通常の再生を行います。CAMPS 内部のクロックで再生し
ます。選択されている場合、アイテム名の左側にマークが
表示されます。

同期(Y)/タップ入力に同期(T) コンピューターキーボードや MIDI 楽器から入力されたテ
ンポに従って再生を進めます。タップ同期に関する設定
は、MIDI設定ダイアログボックスのタップタブで行いま
す。選択されている場合、アイテム名の左側にマークが表
示されます。

同期(Y)/外部MIDIクロックに同期(M) 外部からの MIDI クロックに従って再生を進めます。MIDI
クロック同期に関する設定は、MIDI設定ダイアログボッ
クスのMIDIクロックタブで行います。選択されている場
合、アイテム名の左側にマークが表示されます。

同期(Y)/外部SMPTEに同期(S) オーディオやビデオデッキ等の外部機器から送られた
SMPTE 信号（MIDI タイムコード）に従って再生を進め
ます。SMPTE 同期に関する設定は、MIDI設定ダイアログ
ボックスのSMPTEタブで行います。選択されている場
合、アイテム名の左側にマークが表示されます。

同期信号出力(T)/MIDIクロックを出力(M) 再生、録音時に、外部を同期させる MIDI クロック信号を
送出するかどうかを設定します。送出する場合はアイテム
にチェックマークを入れます。MIDI クロックに関する設
定は、MIDI設定ダイアログボックスのMIDIクロックタブ
で行います。

同期信号出力(T)/SMPTEを出力(S) 再生、録音時に、外部を同期させる SMPTE 信号（MIDI
タイムコード）を送出するかどうかを設定します。送出す
る場合はアイテムにチェックマークを入れます。SMPTE
信号に関する設定は、MIDI設定ダイアログボックス
のSMPTEタブで行います。

OS指定の出力先を使う(I) Windows OS で設定した出力先に、全ての出力先を指定す
るかどうかを選択します。OS で設定した出力先に全ての
出力先を指定する場合は、チェックマークを入れます。こ
の場合、再生データやメトロノーム音、同期信号等全てが
指定の出力先に出力されます。

 Windows での設定は、コントロールパネルのマルチ
メディアを開いてマルチメディアのプロパティを表示さ
せ、このダイアログボックスの MIDIタブのMIDI出力で設
定します。

MIDI設定(U)... MIDI設定ダイアログボックスを開きます。このダイアロ
グボックスでは、アプリケーション全般の MIDI 入出力や
同期、デバイス等の設定を行います。

�
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表示メニュー ( イベントリストエディター ) � メニューアイテム
イベントリストエディターのメニューアイテム

� �

説明 表示メニューでは、イベントリストエディターの表示に関する設定等を行います。
このメニューで設定されるほとんどの項目は、表示設定を記憶(Y)アイテムを選択することによっ
て記憶されます。次にイベントリストエディターを開いた場合は、記憶した設定で表示されま
す。

�

アイテム イベント表示(V)/音符(N) イベントの一覧から音符イベントを隠すかどう
かを選択します。表示させる場合は、アイテム
にチェックマークを入れます。

イベント表示(V)/コントロールチェンジ(C) イベントの一覧からコントロールチェンジイベ
ントを隠すかどうかを選択します。表示させる
場合は、アイテムにチェックマークを入れま
す。

イベント表示(V)/ポリアフタータッチ(O) イベントの一覧からポリアフタータッチイベン
トを隠すかどうかを選択します。表示させる場
合は、アイテムにチェックマークを入れます。

イベント表示(V)/チャンネルアフタータッチ(H) イベントの一覧からチャンネルアフタータッチ
イベントを隠すかどうかを選択します。表示さ
せる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

イベント表示(V)/プログラムチェンジ(P) イベントの一覧からプログラムチェンジイベン
トを隠すかどうかを選択します。表示させる場
合は、アイテムにチェックマークを入れます。

イベント表示(V)/ピッチベンド(B) イベントの一覧からピッチベンドイベントを隠
すかどうかを選択します。表示させる場合は、
アイテムにチェックマークを入れます。

イベント表示(V)/歌詞(L) イベントの一覧から歌詞を隠すかどうかを選択
します。表示させる場合は、アイテムにチェッ
クマークを入れます。

イベント表示(V)/システムエクスクルーシブ(S) イベントの一覧からシステムエクスクルーシブ
イベントを隠すかどうかを選択します。表示さ
せる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

イベント表示(V)/表示イベントの一括選択(E)... イベントの一覧に表示させるイベントの種類を
一括に選択します。コマンドを選択すると表示
イベントダイアログボックスが開きます。この
ダイアログボックスで、各イベントの表示/非表
示を設定します。

ツールバー(T)/メインツールバー(M) メインツールバーを表示させるかどうかを選択
します。表示させる場合は、アイテムにチェッ
クマークを入れます。

ツールバー(T)/ステータスバー(S) ステータスバーを表示させるかどうかを選択し
ます。表示させる場合は、アイテムにチェック
マークを入れます。

ツールバー(T)/再生ツールバー(P) 再生ツールバーを表示させるかどうかを選択し
ます。表示させる場合は、アイテムにチェック
マークを入れます。



ツールバー(T)/録音ツールバー(R) 録音ツールバーを表示させるかどうかを選択し
ます。表示させる場合は、アイテムにチェック
マークを入れます。

ツールバー(T)/同期ツールバー(Y) 同期ツールバーを表示させるかどうかを選択し
ます。表示させる場合は、アイテムにチェック
マークを入れます。

ツールバー(T)/出力制御ツールバー(D) 出力制御ツールバーを表示させるかどうかを選
択します。表示させる場合は、アイテムに
チェックマークを入れます。

ツールバー(T)/テンポツールバー(O) テンポツールバーを表示させるかどうかを選択
します。表示させる場合は、アイテムにチェッ
クマークを入れます。

ツールバー(T)/音符ツールバー(N) 音符ツールバーを表示させるかどうかを選択し
ます。表示させる場合は、アイテムにチェック
マークを入れます。

ツールバー(T)/休符ツールバー(E) 休符ツールバーを表示させるかどうかを選択し
ます。表示させる場合は、アイテムにチェック
マークを入れます。

ツールバー(T)/ビートツールバー(B) ビートツールバーを表示させるかどうかを選択
します。表示させる場合は、アイテムにチェッ
クマークを入れます。

ツールバー(T)/タイムツールバー(T) タイムツールバーを表示させるかどうかを選択
します。表示させる場合は、アイテムにチェッ
クマークを入れます。

自動スクロールする(A) ドキュメントの再生等にともなって、再生ポイ
ンターが移動した場合、表示域も追従して移動
させるかどうかを指定します。移動させたい場
合は、アイテムにチェックマークを入れます。

表示域を移動(J)... 表示域を移動ダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスでは、イベントリスト
エディターの表示する領域を小節で指定しま
す。表示領域を移動させると、自動スクロール
が解除されます。

エディットボタンを表示(E) イベントリストエディターのエディットボタン
を表示するかどうかを選択します。表示する場
合は、アイテムにチェックマークを入れます。

インタラクティブ情報を表示(F) イベントリストエディター下部に表示される、
インタラクティブ情報（マウスカーソルの位置
情報等）を表示するかどうかを選択します。表
示する場合は、アイテムにチェックマークを入
れます。

ビートカウンター(G) ビートカウンターを表示させるかどうかを選択
します。このウインドウは、ドキュメント上の
再生ポインターの位置情報を、"小節 : ビート :
分解値"の形式で表示します。ビートツールバー
と表示の大きさが異なる以外、機能は全く同じ
です。表示させる場合は、アイテムにチェック
マークを入れます。
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タイムカウンター(I) タイムカウンターを表示させるかどうかを選択
します。このウインドウは、ドキュメント上の
再生ポインターの位置情報を、"時 : 分 : 秒 : フ
レーム"の形式で表示をします。タイムツール
バーと表示の大きさが異なる以外、機能は全く
同じです。表示させる場合は、アイテムに
チェックマークを入れます。

表示設定を記憶(Y) イベントリストエディターの表示設定を記憶し
ます。選択すると、表示メニューの各アイテム
の設定（ツールバー(T)サブメニュー等の記憶さ
れない項目もあります。）やウインドウのレイ
アウト等が記憶されます。次にイベントリスト
エディターを開いた場合は、記憶した設定で表
示されます。

�



エディターメニュー ( イベントリストエディター ) � メニューアイテム
イベントリストエディターのメニューアイテム

� �

説明 エディターメニューは、各種エディターを開きます。

�

アイテム イベントリスト(E) イベントリストエディターを開きます。このエディターでは、編集対象となってい
るラインブロック内にある個々のイベントを、縦方向のリスト形式で編集できま
す。

ピアノロール(P) ピアノロールエディターを開きます。このエディターでは、編集対象となっている
ラインブロック内にある音符イベントを、ピアノロール状のグラフィック形式で編
集できます。

コントロール描画(C) コントロール描画エディターを開きます。このエディターでは、編集対象となって
いるラインブロック内にある MIDI コントロールイベントを、自由描画形式で編集で
きます。

楽譜(N) 楽譜エディターを開きます。このエディターでは、編集対象となっているラインブ
ロック内にある音符イベントを、楽譜形式で編集できます。

テンポリスト(L) テンポリストエディターを開きます。このエディターでは、曲のテンポを縦方向の
リスト形式で編集できます。

テンポ描画(D) テンポ描画エディターを開きます。このエディターでは、曲のテンポを自由描画形
式で編集できます。

文字情報リスト(X) 文字情報リストエディターを開きます。このエディターでは、ドキュメント内にあ
る個々の文字情報イベントを、縦方向のリスト形式で編集できます。

�



ウインドウメニュー ( イベントリストエディター ) � メニューアイテム
イベントリストエディターのメニューアイテム

� �

説明 ウインドウメニューでは、表示されているドキュメントウインドウやエディターに対して、アプリケー
ションウインドウ内での表示に関する操作を行います。

�

アイテム 新規イベントリストエディター(N) 編集対象となっているラインブロックに対して、現在、開いているイ
ベントリストエディターの他に、別のイベントリストエディターを開
きます。

重ねて表示(C) 表示されているドキュメントウインドウやエディターを折り重ねるよ
うに並び替えます。選択すると、ウインドウのサイズや位置は変更さ
れます。

並べて表示(T) 表示されているドキュメントウインドウやエディターをタイル状に並
び替えます。選択すると、ウインドウのサイズや位置は変更されま
す。

アイコン化ウインドウの整列(A) 最小化されているドキュメントウインドウやエディターをアプリケー
ションウインドウの下部に整列させます。

[ウインドウ] 表示されているドキュメントウインドウやエディターの名前の一覧
が、アイテムとして表示されます。アイテムを選択すると、対応する
エディターが最前面に表示されます。開いたエディターの数が10個以
上になると、11番目以降のアイテムは、その他のウインドウ(M)...とな
ります。これを選択すると、ウインドウの選択ダイアログボックスが
表示されます。このダイアログボックスでは、最前面に表示させたい
エディターを選択して下さい。

�



ヘルプメニュー ( イベントリストエディター ) � メニューアイテム
イベントリストエディターのメニューアイテム

� �

説明 ヘルプメニューでは、本ヘルプファイルを開いたり、ドキュメントやラインブロックにメモを登録
します。

�

アイテム ヘルプ(H) 本ヘルプファイルを開きます。

ラインブロックのメモ(M)... メモダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスでは、
編集対象となっているラインブロックにテキスト形式のメモを登録で
きます。

ドキュメントのメモ(D)... メモダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスでは、
ドキュメントにテキスト形式のメモを登録できます。

CAMPSについて(A)... CAMPS や Microworks Corporation の情報が表示されます。

�
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メニューアイテム （楽譜エディター） � コンテンツ
メニューアイテム

� �

説明 楽譜エディターがアクティブな場合の、全メニュー・リストです。

�

アイテム �ファイル(F) �� �

� 新規作成(N) �Ctrl+N �
� 新規設定(U)... �Ctrl+Shift+N�
� 開く(O)... �Ctrl+O �
� 閉じる(C) �� �
� �
� 上書き保存(S) �Ctrl+S �
� 名前を付けて保存(A)... �� �
� 復帰(R) �� �
� �
� SMFとして保存(E)... �� �
� �
� 1 [最近使ったファイル]�� �
� 2 [最近使ったファイル]�� �
� ���: �� �
� �
� 終了(X) �� �

�編集(E) �� �

� {アクション]の取り消し(U) �Ctrl+Z�
� �
� 音符イベントを切り取る(T) �Ctrl+X�
� 音符イベントをコピー(C) �Ctrl+C�
� 音符イベントを貼り付ける(P) �Ctrl+V�
� 音符イベントを消去(E) �Del �
� すべて選択(A) �Ctrl+A�
� �
� 拍子記号設定(I)... �� �
� SMPTEオフセットタイム設定(O)...�� �
� �
� 初期設定(F)... �� �



�ライン(L) �� �
� テイク(K) �> �
� �
� 再作曲(C)... �Ctrl+Shift+K�
� 自動再作曲(E) �Ctrl+K �
� �
� ヴォイシング(V)... �� �
� 不協音の検出(I)... �� �
� �
� クォンタイズ(Q)... �� �
� トランスポーズ(T)...�� �
� 音長調節(A)... �� �
� ベロシティ調節(V)...�� �
� 音程の再配置(Y)... �� �
� �
� 倍速化(H) �� �
� 半速化(D) �� �

�

�テイク �� �
�テイクの一覧(L)... �Ctrl+F�
� �
�新規テイクを作成(N)...�Ctrl+T�
�現テイクを複製(D) �Ctrl+U�
�現テイクを削除(R) �� �
� �
�[テイク #1] �� �
�[テイク #2] �� �
�: �� �

�入出力(M) �� �

� 部分再生(B) �� �
� 他トラックと一緒に再生(W)�� �
� �
� 再生(P) �� �
� 停止(S) �� �
� 録音(R) �> �
� 移動(J) �> �
� �
� メトロノームを鳴らす(M) �Ctrl+M�
� �
� ｵｰﾙﾉｰﾄｵﾌ送信(N) �� �
� ﾘｾｯﾄｵｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ送信(R) �� �
� �
� 同期(Y) �> �
� 同期信号出力(T) �> �
� �
� OS指定の出力先を使う(I) �� �
� MIDI設定(U)... �� �

�

�録音 �� �
�録音開始(R) �F5�
�オーバーダビング録音開始(O)�F7�
�ステップ録音開始(S) �F8�

�

�移動 �� �
�先頭へ(T)�Home�
�終りへ(E)�End �

�

�同期 �
�内部同期(I) �
�タップ入力に同期(T) �
�外部MIDIクロックに同期(M)�
�外部SMPTEに同期(S) �

�

�同期信号出力 �
�MIDIクロックを出力(M)�
�SMPTEを出力(S) �

�表示(V) �� �
� 譜表(L) �> �
� コード表示(C) �> �
� 音符表示(N) �> �
� グリッド表示(V) �> �
� ツールバー(T) �> �
� �
� 自動スクロールする(A) �Ctrl+L�
� 表示域を移動(J)... �� �
� �
� エディットボタンを表示(E) �� �
� インタラクティブ情報を表示(F)�� �
� �
� 大きいビートウインドウ(G) �� �
� 大きいタイムウインドウ(I) �� �

�

�譜表 �
�高音部記号(T) �
�オクターブ高音部記号(O)�
�低音部記号(B) �
�サブ低音部記号(S) �
�ソプラノ記号(P) �
�アルト記号(A) �
�テノール記号(N) �
� �
�[ドラムス譜セット] �
����: �
� �
�定義音のみ表示(D) �
�ドラム譜の設定(U)... �

�

�コード表示 �
�ローマ数値表記(R) �
�コード名(C) �
�スケール名(N) �
�スケールスペリング(S)�
�キーとモード(K) �

�

�音符表示 �
�賢い譜面(S) �
� �
�解像度４分音符(Q) �
�解像度８分音符(8) �
�解像度１６分音符(1)�
�解像度３２分音符(3)�
� �
�３連符検出(T) �
�５連符検出(U) �

�

�グリッド表示 �
�グリッドに沿う(G)�
�グリッド設定(U)... �

�

�ツールバー �
�メインツールバー(M) �
�ステータスバー(S) �
� �
�再生ツールバー(P) �
�録音ツールバー(R) �
� �
�同期ツールバー(Y) �
�出力制御ツールバー(D)�
�テンポツールバー(O) �
� �
�音符ツールバー(N) �
�休符ツールバー(E) �
� �



� �
� 表示設定を記憶(Y) �� �

�ビートツールバー(B) �
�タイムツールバー(T) �

�エディター(D) �� �

� イベントリスト(E) �F9 �
� ピアノロール(P) �F10�
� コントロール描画(C)�F11�
� 楽譜(N) �F12�
� �
� テンポリスト(L) �� �
� テンポ描画(D) �� �
� �
� 文字情報リスト(X) �� �
� �
� ツール(O) �> �

�

�ツール �
�矢印(A) �
�Ⅰビーム(I) �
�魔法の杖(M)�
�スタンプ(S) �
�消しゴム(E) �

�ウインドウ(W) �

� 新規楽譜エディター(N) �
� 重ねて表示(C) �
� 並べて表示(T) �
� アイコン化ウインドウの整列(A)�
� �
� 1 [ウインドウ] �
� 2 [ウインドウ] �
� ���: �

�ヘルプ(H) �

� ヘルプ(H) �
� �
� ラインブロックのメモ(M)...�
� ドキュメントのメモ(D)... �
� �
� CAMPSについて(A)... �

�



ファイルメニュー ( 楽譜エディター ) � メニューアイテム
楽譜エディターのメニューアイテム

� �

説明 ファイルメニューでは、ドキュメントファイルの管理や CAMPS の終了等を行います。

�

アイテム 新規作成(N) 新規に空のドキュメントを生成します。新規ドキュメントの設定は、
新規ドキュメント設定ダイアログボックスで行います。

新規設定(U)... 新規ドキュメント設定ダイアログボックスを開きます。このダイアロ
グボックスでは、新規に作成するドキュメントのディフォルト値を設
定し、新規にドキュメントを作成します。

開く(O)... OS 標準のファイル選択ダイアログボックス開くを開きます。開きたい
ファイルを選択して下さい。ここで、標準MIDIファイルを読み込むこ
ともできます。。

 標準MIDIファイルを読み込んだ場合、データを解析して自動的
に、各トラックに対して、ラインブロックの分割、カテゴリーの分類
が行われます。これらは、読み込んだあと、いつでも変更することが
できます。

閉じる(C) アクティブな楽譜エディターを閉じます。

 ドキュメントウインドウがアクティブな場合は、ドキュメントを
閉じます。ドキュメントが更新されていて保存されていない場合は、
保存するかどうかを訊くアラートが表示されます。

上書き保存(S) ドキュメントを上書き保存します。ドキュメントが初めて保存される
場合は、名前を付けて保存(A)...コマンドを選択した場合と同じ処理を
します。

名前を付けて保存(A)... ドキュメントに名前を付けて保存します。OS 標準のファイル保存ダイ
アログボックス名前を付けて保存を開きます。保存したい場所とファ
イル名を設定して下さい。

復帰(R) ドキュメントを開く前の状態、あるいは、最後に保存した状態に戻し
ます。ドキュメントに対し更新した内容は、すべて元に戻ります。コ
マンドを選択すると、復帰するかどうかを訊くアラートが表示されま
す。

SMFとして保存(E)... ドキュメントを標準MIDIファイル形式で保存します。CAMPS で作成
した曲を他のシーケンサーソフトウェアで開く場合等に使用します。
選択すると、OS 標準のファイル保存ダイアログボックス標準MIDI
ファイル(SMF)として保存を開きます。保存したい場所とファイル名
を設定して下さい。設定が完了すると、SMF保存オプションダイアロ
グボックスを開きます。このダイアログボックスは、ドキュメントを
標準 MIDI ファイルとして保存する場合の各種設定を行います。

[最近使ったファイル] 最近使用したファイルの一覧がアイテムとして表示されます。選択し
たアイテムに対応するファイルが開きます。ここに表示されるアイテ
ム数は、初期設定ダイアログボックスで設定することができます。

終了(X) CAMPS を終了します。更新されていて保存されていないドキュメン
トがある場合は、保存するかどうかを訊くアラートが、それぞれ表示
されます。

�

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/NewDocument/Main.htm
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編集メニュー ( 楽譜エディター ) � メニューアイテム
楽譜エディターのメニューアイテム

� �

説明 編集メニューでは、主に、切り取り、コピーや貼り付け等、オブジェクトの編集を行います。

�

アイテム [アクション]の取り消し(U) 直前に行った操作を取り消します。取り消し後は、[アク
ション]のやり直し(R)とコマンド名が変化して、選択する
と取り消した操作が再実行されます。これらのコマンド名
は、直前に行った操作によって変化します。例えば、直前
にイベントを消去した場合、コマンド名は、イベント消去
の取り消し(U)となります。

音符イベントを切り取る(T) 選択されている音符イベントを消去し、クリップボードに
保存します。クリップボードに保存した音符イベントは、
音符イベントの貼り付け(P)コマンドを選択することに
よって、希望する場所に貼り付けることができます。

音符イベントをコピー(C) 選択されている音符イベントをクリップボードに保存しま
す。クリップボードに保存した音符イベントは、音符イベ
ントを貼り付ける(P)コマンドを選択することによって、
希望する場所に貼り付けることができます。

音符イベントを貼り付ける(P) 音符イベントを切り取る(T)コマンドや音符イベントをコ
ピー(C)コマンド等によって、クリップボードに最後に保
存された音符イベントを、希望する場所に貼り付けます。

音符イベントを消去(E) 選択されている音符イベントを消去します。

すべて選択(A) エディター上の全ての音符イベントを選択します。

拍子記号設定(I)... 拍子記号設定ダイアログボックスを開きます。このダイア
ログボックスでは、小節に対して、拍子記号の設定を行い
ます。

SMPTEオフセットタイム設定(O)... SMPTEオフセットタイム設定ダイアログボックスを開き
ます。このダイアログボックスでは、再生（録音）時に
SMPTE で同期する場合のオフセットタイムを設定しま
す。

初期設定(F)... 初期設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、アプリケーションの基本的な操作や表示の
設定を行います。

�

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/TimeSignature/Main.htm
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ラインメニュー ( 楽譜エディター ) � メニューアイテム
楽譜エディターのメニューアイテム

� �

説明 ラインメニューでは、ラインブロックのテイクの編集や、音符の再作曲などの編集を行いま
す。

 ラインメニューの幾つかのコマンドを使用するには、対象となる音符が予め選択されてい
る必要があります。

�

アイテム テイク(K)/テイクの一覧(L)... テイク一覧ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、編集対象となっているラインブロックのテイ
クの生成や削除、試聴を行います。

テイク(K)/新規テイクを作成(N)... 新規テイクダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、編集対象となっているラインブロックに対し
て、新規に生成するテイクの名前などの属性を指定し、生成
します。

テイク(K)/現テイクを複製(D) 編集対象となっているラインブロックの現在のテイクを複製
します。

テイク(K)/現テイクを削除(R) 編集対象となっているラインブロックの現在のテイクを削除
します。このコマンドは、ラインブロックのテイクが２つ以
上ある時に使用できます。

テイク(K)/[テイク #] 編集対象となっているラインブロックのテイクの一覧が表示
されます。現在のテイクには、アイテム名の左側にマークが
表示されます。選択すると、現在のテイクを選択したテイク
に切り替えます。

再作曲(C)... 再作曲ダイアログボックスを開きます。このダイアログボッ
クスでは、選択されている音符のメロディーラインや和音、
リズムの再作曲のパラメーターを調節し、ボタンをクリック
することによって、次々と再作曲します。

自動再作曲(E) 選択されている音符を自動再作曲します。このコマンドで
は、再作曲ダイアログボックスは開かれません。

ヴォイシング(V)... ヴォイシングダイアログボックスを開きます。このダイアロ
グボックスでは、選択されている音符や割り当てられている
コードから、数種類のヴォイシングを行います。

不協音の検出(I)... 不協音検出ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、選択されている音符と不協な音程を持つ音符
を、同一トラックや他のトラックから検出します。また、検
出された不協音を自動、あるいは、手動で修正することが出
来ます。

クォンタイズ(Q)... クォンタイズダイアログボックスを開きます。このダイアロ
グボックスでは、選択されている音符の開始時間を設定した
グリッドを元に調整します。

トランスポーズ(T)... トランスポーズダイアログボックスを開きます。このダイア
ログボックスでは、選択されている音符の音程を、一挙にト
ランスポーズする事ができます。

音長調節(A)... 音調調節ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、選択されている音符の長さを、一挙に変更す
る事ができます。

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/Takes/Main.htm
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ベロシティ調節(V)... ベロシティ調節ダイアログボックスを開きます。このダイア
ログボックスでは、選択されている音符の音量（ベロシ
ティ）を、一挙に変更する事ができます。

音程の再配置(Y)... 音程の再配置ダイアログボックスを開きます。このダイアロ
グボックスでは、選択されている音符の音程を、別の音程に
一挙に変更する事ができます。このダイアログボックスは、
異なる MIDI デバイス（音源等）間でのドラムキーの調整の
ために用意されています。

倍速化(H) 選択されている音符を２倍の速さにします。

半速化(D) 選択されている音符を半分の速さにします。

�
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入出力メニュー ( 楽譜エディター ) � メニューアイテム
楽譜エディターのメニューアイテム

� �

説明 入出力メニューでは、再生や録音、同期等の MIDI に関する設定を行います。

�

アイテム 部分再生(B) 選択されている音符の範囲を再生します。コマンド
を選択すると、小節エリアのループ範囲とパンチイ
ン/アウト範囲が自動的に設定されます。選択されて
いるイベントがない場合は、編集対象となっている
ラインブロックの先頭から再生を開始します。

 ドキュメントウインドウのコードトラックの再
生トラックボタンがアクティブな場合、コードも同
時に再生されます。

他トラックと一緒に再生(W) 選択されている音符の範囲を他のトラックと一緒に
再生します。コマンドを選択すると、小節エリアの
ループ範囲とパンチイン/アウト範囲が自動的に設定
されます。選択されているイベントがない場合は、
編集対象となっているラインブロックの先頭から再
生を開始します。

 ドキュメントウインドウのコードトラックの再
生トラックボタンがアクティブな場合、コードも同
時に再生されます。

再生(P) ドキュメントの再生を開始します。

停止(S) 再生を停止します。

録音(R)/録音開始(R) 編集対象となっているラインブロックに対してリア
ルタイム録音を開始します。

録音(R)/オーバーダビング録音開始(O) 編集対象となっているラインブロックに対してオー
バーダビング録音を開始します。

録音(R)/ステップ録音開始(S) 編集対象となっているラインブロックに対してス
テップ録音を開始します。

移動(J)/先頭へ(T) 再生ポインターの位置を、ループ範囲の先頭へ移動
します。ループ範囲が設定されていない場合は、編
集対象となっているラインブロックの先頭へ移動し
ます。このコマンドを選択すると、自動スクロール
がオンに設定されます。

移動(J)/終りへ(E) 再生ポインターの位置を、ループ範囲の最後へ移動
します。ループ範囲が設定されていない場合は、編
集対象となっているラインブロックの最後へ移動し
ます。このコマンドを選択すると、自動スクロール
がオンに設定されます。

メトロノームを鳴らす(M) 再生、録音時にメトロノーム音を出すかどうかを設
定します。メトロノーム音を出したい場合は、アイ
テムにチェックを入れます。メトロノーム音の設定
は、MIDI設定ダイアログボックスのメトロノームタ
ブで行います。



ｵｰﾙﾉｰﾄｵﾌ送信(N) 再生出力デバイスにオールノートオフを送信しま
す。このデータを受け取ったデバイスは全ての音を
消音します。再生停止時に残音があった場合などに
送信します。

ﾘｾｯﾄｵｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ送信(R) 再生出力デバイスにリセットオールコントローラを
送信します。このデータを受け取ったデバイスはボ
リュームやパン、ピッチベンド等のコントロールの
設定をリセットします。

 デバイスによって、リセットオールコントロー
ラを受け取った場合の動作は異なります。デバイス
のマニュアル等を参照して下さい。

同期(Y)/内部同期(I) 通常の再生を行います。CAMPS 内部のクロックで
再生します。選択されている場合、アイテム名の左
側にマークが表示されます。

同期(Y)/タップ入力に同期(T) コンピューターキーボードや MIDI 楽器から入力され
たテンポに従って再生を進めます。タップ同期に関
する設定は、MIDI設定ダイアログボックスのタップ
タブで行います。選択されている場合、アイテム名
の左側にマークが表示されます。

同期(Y)/外部MIDIクロックに同期(M) 外部からの MIDI クロックに従って再生を進めま
す。MIDI クロック同期に関する設定は、MIDI設定ダ
イアログボックスのMIDIクロックタブで行います。
選択されている場合、アイテム名の左側にマークが
表示されます。

同期(Y)/外部SMPTEに同期(S) オーディオやビデオデッキ等の外部機器から送られ
た SMPTE 信号（MIDI タイムコード）に従って再生
を進めます。SMPTE 同期に関する設定は、MIDI設
定ダイアログボックスのSMPTEタブで行います。選
択されている場合、アイテム名の左側にマークが表
示されます。

同期信号出力(T)/MIDIクロックを出力(M) 再生、録音時に、外部を同期させる MIDI クロック信
号を送出するかどうかを設定します。送出する場合
はアイテムにチェックマークを入れます。MIDI ク
ロックに関する設定は、MIDI設定ダイアログボック
スのMIDIクロックタブで行います。

同期信号出力(T)/SMPTEを出力(S) 再生、録音時に、外部を同期させる SMPTE 信号
（MIDI タイムコード）を送出するかどうかを設定し
ます。送出する場合はアイテムにチェックマークを
入れます。SMPTE 信号に関する設定は、MIDI設定
ダイアログボックスのSMPTEタブで行います。

OS指定の出力先を使う(I) Windows OS で設定した出力先に、全ての出力先を
指定するかどうかを選択します。OS で設定した出力
先に全ての出力先を指定する場合は、チェックマー
クを入れます。この場合、再生データやメトロノー
ム音、同期信号等全てが指定の出力先に出力されま
す。

 Windows での設定は、コントロールパネルのマ
ルチメディアを開いてマルチメディアのプロパティ
を表示させ、このダイアログボックスの MIDIタブ
のMIDI出力で設定します。



MIDI設定(U)... MIDI設定ダイアログボックスを開きます。このダイ
アログボックスでは、アプリケーション全般の MIDI
入出力や同期、デバイス等の設定を行います。

�
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表示メニュー ( 楽譜エディター ) � メニューアイテム
楽譜エディターのメニューアイテム

� �

説明 表示メニューでは、楽譜エディターの表示に関する設定等を行います。
このメニューで設定されるほとんどの項目は、表示設定を記憶(Y)アイテムを選択することに
よって記憶されます。次に楽譜エディターを開いた場合は、記憶した設定で表示されます。

�

アイテム 譜表(L)/高音部記号(T) 譜表を高音部記号に設定します。現在の譜表が、音域
を表示しきれない場合、譜表サブメニューのアイテム
で調節します。選択すると、アイテムの左側にマーク
が表示されます。

譜表(L)/オクターブ高音部記号(O) 譜表をオクターブ高音部記号に設定します。現在の譜
表が、音域を表示しきれない場合、譜表サブメニュー
のアイテムで調節します。選択すると、アイテムの左
側にマークが表示されます。

譜表(L)/低音部記号(B) 譜表を低音部記号に設定します。現在の譜表が、音域
を表示しきれない場合、譜表サブメニューのアイテム
で調節します。選択すると、アイテムの左側にマーク
が表示されます。

譜表(L)/サブ低音部記号(S) 譜表をサブ低音部記号に設定します。現在の譜表が、
音域を表示しきれない場合、譜表サブメニューのアイ
テムで調節します。選択すると、アイテムの左側に
マークが表示されます。

譜表(L)/ソプラノ記号(P) 譜表をソプラノ記号に設定します。現在の譜表が、音
域を表示しきれない場合、譜表サブメニューのアイテ
ムで調節します。選択すると、アイテムの左側にマー
クが表示されます。

譜表(L)/アルト記号(A) 譜表をアルト記号に設定します。現在の譜表が、音域
を表示しきれない場合、譜表サブメニューのアイテム
で調節します。選択すると、アイテムの左側にマーク
が表示されます。

譜表(L)/テノール記号(N) 譜表をテノール記号に設定します。現在の譜表が、音
域を表示しきれない場合、譜表サブメニューのアイテ
ムで調節します。選択すると、アイテムの左側にマー
クが表示されます。

譜表(L)/[ドラムス譜セット] ドラムス譜の設定の一覧が表示します。選択すると、
譜表を選択したドラムス譜で表示します。ドラムス譜
の登録はドラムス譜の設定ダイアログボックスで行い
ます。選択すると、アイテムの左側にマークが表示さ
れます。

譜表(L)/定義音のみ表示(D) ドラムス譜において、音符が定義されている音のみを
表示するかどうかを指定します。定義音のみを表示す
る場合は、アイテムにチェックを入れます。定義音以
外も表示する場合、定義されていない音は、通常の音
符として表示されます。このアイテムは、譜表をドラ
ムス譜の中から選択している場合にだけ有効です。

譜表(L)/ドラム譜の設定(U)... ドラムス譜の設定ダイアログボックスを開きます。こ
のダイアログボックスでは、ドラムス譜の表示をカス
タマイズし、上記の[ドラムス譜セット]アイテムに登録
します。



コード表示(C)/ローマ数値表記(R) コードエリアのコードの表示をローマ数値表記 ( II-7,
V7 等 ) にします。選択されている場合、アイテム名の
左側にマークが表示されます。

コード表示(C)/コード名(C) コードエリアのコードの表示をコード名 ( D-7, G7 等 )
にします。選択されている場合、アイテム名の左側に
マークが表示されます。

コード表示(C)/スケール名(N) コードエリアのコードの表示をスケール名 ( Dorian,
Mixolydian 等 ) にします。選択されている場合、アイテ
ム名の左側にマークが表示されます。

コード表示(C)/スケールスペリング(S) コードエリアのコードの表示をスケールスペリング (
R,3,5,7 等 ) にします。選択されている場合、アイテム
名の左側にマークが表示されます。

コード表示(C)/キーとモード(K) コードエリアのコードの表示をキーとモードにしま
す。コードエリアのキーとモードボタンと同じものが
表示されます。選択されている場合、アイテム名の左
側にマークが表示されます。

音符表示(N)/賢い譜面(S) 楽譜表示を簡素化するかどうかを選択します。簡素化
した場合、休符や和音の発生を最低限に抑えます。こ
のため、不正確な部分が発生しますが、楽譜はシンプ
ルになります。簡素化したい場合は、アイテムに
チェックマークを入れます。

音符表示(N)/解像度４分音符(Q) 音符表示の解像度を４分音符長に設定します。音符表
示の解像度は、小さくすると正確に表示されますが、
不要な休符などが発生しやすくなります。逆に、大き
くすると簡素化されますが、不正確な部分も発生しや
すくなります。選択されている場合、アイテム名の左
側にマークが表示されます。

音符表示(N)/解像度８分音符(8) 音符表示の解像度を８分音符長に設定します。音符表
示の解像度は、小さくすると正確に表示されますが、
不要な休符などが発生しやすくなります。逆に、大き
くすると簡素化されますが、不正確な部分も発生しや
すくなります。選択されている場合、アイテム名の左
側にマークが表示されます。

音符表示(N)/解像度１６分音符(1) 音符表示の解像度を１６分音符長に設定します。音符
表示の解像度は、小さくすると正確に表示されます
が、不要な休符などが発生しやすくなります。逆に、
大きくすると簡素化されますが、不正確な部分も発生
しやすくなります。選択されている場合、アイテム名
の左側にマークが表示されます。

音符表示(N)/解像度３２分音符(3) 音符表示の解像度を３２分音符長に設定します。音符
表示の解像度は、小さくすると正確に表示されます
が、不要な休符などが発生しやすくなります。逆に、
大きくすると簡素化されますが、不正確な部分も発生
しやすくなります。選択されている場合、アイテム名
の左側にマークが表示されます。

音符表示(N)/３連符検出(T) 音符表示に３連符を検出するかどうかを設定します。
検出したい場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。検出すると、上記の解像度の長さに対応した音
符の３連符長で音符表示の解像度が設定されます。

音符表示(N)/５連符検出(U) 音符表示に５連符を検出するかどうかを設定します。
検出したい場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。検出すると、上記の解像度の長さに対応した音
符の５連符長で音符表示の解像度が設定されます。



グリッド表示(V)/グリッドに沿う(G) 譜面エリアの編集グリッドを有効にするかどうかを選
択します。編集グリッドを有効にすると、各オブジェ
クトの生成や移動等のマウスを用いた処理にグリッド
がかかります。編集グリッドの設定は、グリッド設定
ダイアログボックスで行います。編集グリッドを有効
にする場合は、アイテムにチェックマークを入れま
す。

グリッド表示(V)/グリッド設定(U)... グリッド設定ダイアログボックスを開きます。このダ
イアログボックスでは、ドキュメントウインドウや各
エディターのそれぞれのエリアに対して編集用のグ
リッド設定します。ダイアログボックスを開いた時、
ドキュメントウインドウのアクティブなエリアに対す
る設定タブが開きます。

ツールバー(T)/メインツールバー(M) メインツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマークを
入れます。

ツールバー(T)/ステータスバー(S) ステータスバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

ツールバー(T)/再生ツールバー(P) 再生ツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

ツールバー(T)/録音ツールバー(R) 録音ツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

ツールバー(T)/同期ツールバー(Y) 同期ツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

ツールバー(T)/出力制御ツールバー(D) 出力制御ツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマークを
入れます。

ツールバー(T)/テンポツールバー(O) テンポツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマークを
入れます。

ツールバー(T)/音符ツールバー(N) 音符ツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

ツールバー(T)/休符ツールバー(E) 休符ツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

ツールバー(T)/ビートツールバー(B) ビートツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマークを
入れます。

ツールバー(T)/タイムツールバー(T) タイムツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマークを
入れます。

自動スクロールする(A) ドキュメントの再生等にともなって、再生ポインター
が移動した場合、表示域も追従して移動させるかどう
かを指定します。移動させたい場合は、アイテムに
チェックマークを入れます。



表示域を移動(J)... 表示域を移動ダイアログボックスを開きます。このダ
イアログボックスでは、楽譜エディターの表示する領
域を小節で指定します。表示領域を移動させると、自
動スクロールが解除されます。

エディットボタンを表示(E) 楽譜エディターのエディットボタンを表示するかどう
かを選択します。表示する場合は、アイテムにチェッ
クマークを入れます。

インタラクティブ情報を表示(F) 楽譜エディター下部に表示される、インタラクティブ
情報（マウスカーソルの位置情報等）を表示するかど
うかを選択します。表示する場合は、アイテムに
チェックマークを入れます。

ビートカウンター(G) ビートカウンターを表示させるかどうかを選択しま
す。このウインドウは、ドキュメント上の再生ポイン
ターの位置情報を、"小節 : ビート : 分解値"の形式で表
示します。ビートツールバーと表示の大きさが異なる
以外、機能は全く同じです。表示させる場合は、アイ
テムにチェックマークを入れます。

タイムカウンター(I) タイムカウンターを表示させるかどうかを選択しま
す。このウインドウは、ドキュメント上の再生ポイン
ターの位置情報を、"時 : 分 : 秒 : フレーム"の形式で表
示をします。タイムツールバーと表示の大きさが異な
る以外、機能は全く同じです。表示させる場合は、ア
イテムにチェックマークを入れます。

表示設定を記憶(Y) 楽譜エディターの表示設定を記憶します。選択する
と、表示メニューの各アイテムの設定（ツールバー(T)
サブメニュー等の記憶されない項目もあります。）や
ウインドウのレイアウト等が記憶されます。次に楽譜
エディターを開いた場合は、記憶した設定で表示され
ます。

�
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エディターメニュー ( 楽譜エディター ) � メニューアイテム
楽譜エディターのメニューアイテム

� �

説明 エディターメニューは、各種エディターを開いたり、編集ツールを選択する際に使用します。

�

アイテム イベントリスト(E) イベントリストエディターを開きます。このエディターでは、編集対
象となっているラインブロック内にある個々のイベントを、縦方向の
リスト形式で編集できます。

ピアノロール(P) ピアノロールエディターを開きます。このエディターでは、編集対象
となっているラインブロック内にある音符イベントを、ピアノロール
状のグラフィック形式で編集できます。

コントロール描画(C) コントロール描画エディターを開きます。このエディターでは、編集
対象となっているラインブロック内にある MIDI コントロールイベント
を、自由描画形式で編集できます。

楽譜(N) 楽譜エディターを開きます。このエディターでは、編集対象となって
いるラインブロック内にある音符イベントを、楽譜形式で編集できま
す。

テンポリスト(L) テンポリストエディターを開きます。このエディターでは、曲のテン
ポを縦方向のリスト形式で編集できます。

テンポ描画(D) テンポ描画エディターを開きます。このエディターでは、曲のテンポ
を自由描画形式で編集できます。

文字情報リスト(X) 文字情報リストエディターを開きます。このエディターでは、ドキュ
メント内にある個々の文字情報イベントを、縦方向のリスト形式で編
集できます。

ツール(O)/矢印(A) 矢印ツールを選択します。このツールでは、楽譜エディター内にある
オブジェクトの選択や移動などの操作をすることができます。

ツール(O)/I ビーム(I) I ビームツールを選択します。このツールでは、譜面エリアの音符イベ
ントを時間軸の範囲で選択することができます。

ツール(O)/魔法の杖(M) 魔法の杖ツールを選択します。このツールでは、譜面エリアで指定し
た音符を自動作曲することが出来ます。

ツール(O)/スタンプ(S) スタンプツールを選択します。このツールでは、譜面エリアでクリッ
クすることによって音符を生成することが出来ます。

ツール(O)/消しゴム(E) 消しゴムツールを選択します。このツールでは、譜面エリア内の音符
を削除することが出来ます。

�



ウインドウメニュー ( 楽譜エディター ) � メニューアイテム
楽譜エディターのメニューアイテム

� �

説明 ウインドウメニューでは、表示されているドキュメントウインドウやエディターに対して、ア
プリケーションウインドウ内での表示に関する操作を行います。

�

アイテム 新規楽譜エディター(N) 編集対象となっているラインブロックに対して、現在、開い
ている楽譜エディターの他に、別の楽譜エディターを開きま
す。

重ねて表示(C) 表示されているドキュメントウインドウやエディターを折り
重ねるように並び替えます。選択すると、ウインドウのサイ
ズや位置は変更されます。

並べて表示(T) 表示されているドキュメントウインドウやエディターをタイ
ル状に並び替えます。選択すると、ウインドウのサイズや位
置は変更されます。

アイコン化ウインドウの整列(A) 最小化されているドキュメントウインドウやエディターをア
プリケーションウインドウの下部に整列させます。

[ウインドウ] 表示されているドキュメントウインドウやエディターの名前
の一覧が、アイテムとして表示されます。アイテムを選択す
ると、対応するエディターが最前面に表示されます。開いた
エディターの数が10個以上になると、11番目以降のアイテム
は、その他のウインドウ(M)...となります。これを選択する
と、ウインドウの選択ダイアログボックスが表示されます。
このダイアログボックスでは、最前面に表示させたいエディ
ターを選択して下さい。

�



ヘルプメニュー ( 楽譜エディター ) � メニューアイテム
楽譜エディターのメニューアイテム

� �

説明 ヘルプメニューでは、本ヘルプファイルを開いたり、ドキュメントやラインブロックにメモを
登録します。

�

アイテム ヘルプ(H) 本ヘルプファイルを開きます。

ラインブロックのメモ(M)... メモダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで
は、編集対象となっているラインブロックにテキスト形式のメモ
を登録できます。

ドキュメントのメモ(D)... メモダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで
は、ドキュメントにテキスト形式のメモを登録できます。

CAMPSについて(A)... CAMPS や Microworks Corporation の情報が表示されます。

�
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メニューアイテム （ピアノロールエディター） � コンテンツ
メニューアイテム

� �

説明 ピアノロールエディターがアクティブな場合の、全メニュー・リストです。

�

アイテム �ファイル(F) �� �

� 新規作成(N) �Ctrl+N �
� 新規設定(U)... �Ctrl+Shift+N�
� 開く(O)... �Ctrl+O �
� 閉じる(C) �� �
� �
� 上書き保存(S) �Ctrl+S �
� 名前を付けて保存(A)... �� �
� 復帰(R) �� �
� �
� SMFとして保存(E)... �� �
� �
� 1 [最近使ったファイル]�� �
� 2 [最近使ったファイル]�� �
� ���: �� �
� �
� 終了(X) �� �

�編集(E) �� �

� [アクション]の取り消し(U) �Ctrl+Z�
� �
� [オブジェクト]を切り取る(T) �Ctrl+X�
� [オブジェクト]をコピー(C) �Ctrl+C�
� [オブジェクト]を貼り付ける(P) �Ctrl+V�
� [オブジェクト]を消去(E) �Del �
� すべて選択(A) �Ctrl+A�
� �
� 新規[オブジェクト]を作成(N) �Ctrl+I �
� [オブジェクト]を複製(D) �Ctrl+D�
� �
� 前面へ(F) �� �
� 背面へ(B) �� �
� �
� 拍子記号設定(I)... �� �
� SMPTEオフセットタイム設定(O)...�� �
� �
� 初期設定(F)... �� �

�コード(C) �� �

� 生成(G)... �Ctrl+Shift+G�
� 自動生成(E) �Ctrl+G �
� �
� ハーモナイズ(H)... �Ctrl+Shift+H�
� 自動ハーモナイズ(Z) �Ctrl+H �



� キーを変えずに自動ハーモナイズ(K)�� �
� �
� MIDI入力から検出(D)... �� �
� 組み立て(C)... �� �
� �
� 該当ラインを自動再作曲(L) �Ctrl+R �

�ライン(L) �� �
� テイク(K) �> �
� �
� 再作曲(C)... �Ctrl+Shift+K�
� 自動再作曲(E) �Ctrl+K �
� �
� ヴォイシング(V)... �� �
� 不協音の検出(I)... �� �
� �
� クォンタイズ(Q)... �� �
� トランスポーズ(T)...�� �
� 音長調節(A)... �� �
� ベロシティ調節(V)...�� �
� 音程の再配置(Y)... �� �
� �
� 倍速化(H) �� �
� 半速化(D) �� �

�

�テイク �� �
�テイクの一覧(L)... �Ctrl+F�
� �
�新規テイクを作成(N)...�Ctrl+T�
�現テイクを複製(D) �Ctrl+U�
�現テイクを削除(R) �� �
� �
�[テイク #1] �� �
�[テイク #2] �� �
�: �� �

�入出力(M) �� �

� 部分再生(B) �� �
� 他トラックと一緒に再生(W)�� �
� �
� 再生(P) �� �
� 停止(S) �� �
� 録音(R) �> �
� 移動(J) �> �
� �
� メトロノームを鳴らす(M) �Ctrl+M�
� �
� ｵｰﾙﾉｰﾄｵﾌ送信(N) �� �
� ﾘｾｯﾄｵｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ送信(R) �� �
� �
� 同期(Y) �> �
� 同期信号出力(T) �> �
� �
� OS指定の出力先を使う(I) �� �
� MIDI設定(U)... �� �

�

�録音 �� �
�録音開始(R) �F5�
�オーバーダビング録音開始(O)�F7�
�ステップ録音開始(S) �F8�

�

�移動 �� �
�先頭へ(T)�Home�
�終りへ(E)�End �

�

�同期 �
�内部同期(I) �
�タップ入力に同期(T) �
�外部MIDIクロックに同期(M)�
�外部SMPTEに同期(S) �

�

�同期信号出力 �
�MIDIクロックを出力(M)�
�SMPTEを出力(S) �



�表示(V) �� �
� コード表示(C) �> �
� 音表示(N) �> �
� グリッド表示(V) �> �
� ツールバー(T) �> �
� ズーム(Z) �> �
� �
� 自動スクロールする(A) �Ctrl+L�
� 表示域を移動(J)... �� �
� �
� エディットボタンを表示(E) �� �
� インタラクティブ情報を表示(F)�� �
� �
� 大きいビートウインドウ(G) �� �
� 大きいタイムウインドウ(I) �� �
� �
� 背景にビットマップを使う(B) �� �
� �
� 表示設定を記憶(Y) �� �

�

�コード表示 �
�ローマ数値表記(R) �
�コード名(C) �
�スケール名(N) �
�スケールスペリング(S)�
�キーとモード(K) �

�

�音表示 �
�すべてのピッチを表示(A)�
�スケール音を表示(S) �
�コードトーンを表示(C) �
�アボイドノートを表示(V)�

�

�グリッド表示 �
�小節線を表示(A) �
�ビート線を表示(E) �
�トラック区切線を表示(T)�
�ベロシティ線を表示(V) �
� �
�グリッドに沿う(G) �
�グリッド設定(U)... �

�

�ツールバー �
�メインツールバー(M) �
�ステータスバー(S) �
� �
�再生ツールバー(P) �
�録音ツールバー(R) �
� �
�同期ツールバー(Y) �
�出力制御ツールバー(D)�
�テンポツールバー(O) �
� �
�音符ツールバー(N) �
�休符ツールバー(E) �
� �
�ビートツールバー(B) �
�タイムツールバー(T) �

�

�ズーム �
�縦に縮小(Z) �
�縦に拡大(M)�
�横に縮小(O)�
�横に拡大(I) �

�エディター(D) �� �

� イベントリスト(E) �F9 �
� ピアノロール(P) �F10�
� コントロール描画(C)�F11�
� 楽譜(N) �F12�
� �
� テンポリスト(L) �� �
� テンポ描画(D) �� �
� �
� 文字情報リスト(X) �� �
� �
� ツール(O) �> �

�

�ツール �
�矢印(A) �
�Ⅰビーム(I) �
�ペン(P) �
�魔法の杖(M)�
�直線(L) �
�曲線(O) �
�スタンプ(S) �
�消しゴム(E) �
�カッター(B) �

�ウインドウ(W) �

� 新規ピアノロールエディター(N)�
� 重ねて表示(C) �
� 並べて表示(T) �
� アイコン化ウインドウの整列(A)�
� �
� 1 [ウインドウ] �
� 2 [ウインドウ] �
� ���: �

�ヘルプ(H) �

� ヘルプ(H) �
� �
� ラインブロックのメモ(M)...�
� ドキュメントのメモ(D)... �
� �
� CAMPSについて(A)... �

�



ファイルメニュー ( ピアノロールエディター ) � メニューアイテム
ピアノロールエディターのメニューアイテム

� �

説明 ファイルメニューでは、ドキュメントファイルの管理や CAMPS の終了等を行います。

�

アイテム 新規作成(N) 新規に空のドキュメントを生成します。新規ドキュメントの設定は、新規
ドキュメント設定ダイアログボックスで行います。

新規設定(U)... 新規ドキュメント設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、新規に作成するドキュメントのディフォルト値を設定し、
新規にドキュメントを作成します。

開く(O)... OS 標準のファイル選択ダイアログボックス開くを開きます。開きたい
ファイルを選択して下さい。ここで、標準MIDIファイルを読み込むことも
できます。

 標準MIDIファイルを読み込んだ場合、データを解析して自動的に、各
トラックに対して、ラインブロックの分割、カテゴリーの分類が行われま
す。これらは、読み込んだあと、いつでも変更することができます。

閉じる(C) アクティブなピアノロールエディターを閉じます。

 ドキュメントウインドウがアクティブな場合は、ドキュメントを閉じ
ます。ドキュメントが更新されていて保存されていない場合は、保存する
かどうかを訊くアラートが表示されます。

上書き保存(S) ドキュメントを上書き保存します。ドキュメントが初めて保存される場合
は、名前を付けて保存(A)...コマンドを選択した場合と同じ処理をします。

名前を付けて保存(A)... ドキュメントに名前を付けて保存します。OS 標準のファイル保存ダイア
ログボックス名前を付けて保存を開きます。保存したい場所とファイル名
を設定して下さい。

復帰(R) ドキュメントを開く前の状態、あるいは、最後に保存した状態に戻しま
す。ドキュメントに対し更新した内容は、すべて元に戻ります。コマンド
を選択すると、復帰するかどうかを訊くアラートが表示されます。

SMFとして保存(E)... ドキュメントを標準MIDIファイル形式で保存します。CAMPS で作成した
曲を他のシーケンサーソフトウェアで開く場合等に使用します。選択する
と、OS 標準のファイル保存ダイアログボックス標準MIDIファイル(SMF)
として保存を開きます。保存したい場所とファイル名を設定して下さい。
設定が完了すると、SMF保存オプションダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスは、ドキュメントを標準 MIDI ファイルとして保
存する場合の各種設定を行います。

[最近使ったファイル] 最近使用したファイルの一覧がアイテムとして表示されます。選択したア
イテムに対応するファイルが開きます。ここに表示されるアイテム数は、
初期設定ダイアログボックスで設定することができます。

終了(X) CAMPS を終了します。更新されていて保存されていないドキュメントが
ある場合は、保存するかどうかを訊くアラートが、それぞれ表示されま
す。

�

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/NewDocument/Main.htm
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編集メニュー (ピアノロールエディター ) � メニューアイテム
ピアノロールエディターのメニューアイテム

� �

説明 編集メニューでは、主に、切り取り、コピーや貼り付け等、オブジェクトの編集を行います。

�

アイテム [アクション]の取り消し(U) 直前に行った操作を取り消します。取り消し後は、[アク
ション]のやり直し(R)とコマンド名が変化して、選択する
と取り消した操作が再実行されます。これらのコマンド名
は、直前に行った操作によって変化します。例えば、直前
にイベントを消去した場合、コマンド名は、イベント消去
の取り消し(U)となります。

[オブジェクト]を切り取る(T) 選択されているオブジェクトを消去し、クリップボードに
保存します。クリップボードに保存したオブジェクトは、
[オブジェクト]の貼り付け(P)コマンドを選択することに
よって、希望する場所に貼り付けることができます。コマ
ンド名は、選択されているオブジェクトによって変化しま
す。例えば、ピアノロールエリアで音符イベントを選択し
ている場合、コマンド名は、音符イベントを切り取る(T)
となります。

[オブジェクト]をコピー(C) 選択されているオブジェクトをクリップボードに保存しま
す。クリップボードに保存したオブジェクトは、[オブ
ジェクト]を貼り付ける(P)コマンドを選択することによっ
て、希望する場所に貼り付けることができます。コマンド
名は、選択されているオブジェクトによって変化します。
例えば、ピアノロールエリアで音符イベントを選択してい
る場合、コマンド名は、音符イベントをコピー(C)となり
ます。

[オブジェクト]を貼り付ける(P) [オブジェクト]を切り取る(T)コマンドや[オブジェクト]を
コピー(C)コマンド等によって、クリップボードに最後に
保存されたオブジェクトを、希望する場所に貼り付けま
す。コマンド名は、アクティブなエリアによって変化しま
す。例えば、ピアノロールエリアがアクティブな場合、コ
マンド名は、音符イベントを貼り付ける(P)となります。

[オブジェクト]を消去(E) 選択されているオブジェクトを消去します。コマンド名
は、選択されているオブジェクトによって変化します。例
えば、ピアノロールエリアで音符イベントを選択している
場合、コマンド名は、音符イベントを消去(E)となりま
す。

すべて選択(A) アクティブなエリア内の全てのオブジェクトを選択しま
す。例えば、アクティブなエリアがピアノロールエリアの
場合、コマンドを選択すると全ての音符イベントが選択さ
れます。

新規[オブジェクト](N)を作成 新規にオブジェクトを生成します。アクティブなエリアに
よっては、ダイアログボックスが表示され、新規生成する
オブジェクトの属性を設定します。例えば、コードエリア
がアクティブな場合は、新規コードブロックダイアログ
ボックスが表示されます。コマンド名は、アクティブなエ
リアによって変化します。例えば、コードエリアがアク
ティブな場合、コマンド名は、新規コードブロックを作成
(N)...となります。



[オブジェクト]を複製(D) 選択されているオブジェクトを複製します。コマンド名
は、選択されているオブジェクトによって変化します。例
えば、音符イベントを選択している場合、コマンド名は、
音符イベントを複製(D)となります。

前面へ(F) コードエリア上で、他のコードブロックの背面に隠れてい
る、選択されているコードブロックを前面に移動します。

背面へ(B) コードエリア上で、他のコードブロックの前面にある、選
択されているコードブロックを背面に移動します。

拍子記号設定(I)... 拍子記号設定ダイアログボックスを開きます。このダイア
ログボックスでは、小節に対して、拍子記号の設定を行い
ます。

SMPTEオフセットタイム設定(O)... SMPTEオフセットタイム設定ダイアログボックスを開き
ます。このダイアログボックスでは、再生（録音）時に
SMPTE で同期する場合の、オフセットタイムを設定しま
す。

初期設定(F)... 初期設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、アプリケーションの基本的な操作や表示の
設定を行います。

�
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コードメニュー ( ピアノロールエディター ) � メニューアイテム
ピアノロールエディターのメニューアイテム

� �

説明 コードメニューは、作曲ドキュメントに、自動またはマニュアルでコードを割り当てる際に使
用します。これらのコードは、CAMPS の自動作曲やその他の機能から参照されます。

 コードメニューのいくつかコマンドを使用するには、対象となるコードコンテナあるいは
コードブロックがあらかじめ選択されている必要があります。

�

アイテム 生成(G)... コード進行生成ダイアログボックスを開きます。このダ
イアログボックスでは、選択されているコードコンテナ
に、現在設定されているキーとモード、コードファンク
ションからコード (進行)を生成し、割り当てることがで
きます。　

自動生成(E) 現在設定されているキーとモードおよびコードファンク
ションからコード (進行)を自動生成し、選択されている
コードコンテナに、割り当てることができます。このコ
マンドでは、コード進行生成ダイアログボックスは開か
れません。

ハーモナイズ(H)... ハーモナイズダイアログボックスを開きます。このダイ
アログボックスでは、現在設定されているコードファン
クションから、選択されているコードコンテナに対応す
るラインデータ (単音や和音を含む) と調和するキーと
モードおよびコード (進行) を生成し、割り当てることが
できます。

自動ハーモナイズ(Z) 現在設定されているコードファンクションの中から、選
択されているコードコンテナに対応するラインデータと
調和するキーとモードおよびコード (進行) を自動検出生
成し、割り当てることができます。このコマンドでは、
ハーモナイズダイアログボックスは開かれません。

 ドラムストラックでこのコマンドを選択すると、元
となるラインデータが存在しないため、空のコードが割
り当てられてしまいます。

キーを変えずに自動ハーモナイズ(K) 現在設定されているキーとモードおよびコードファンク
ションの中から、選択されているコードコンテナに対応
するラインデータと調和するコード (進行) を自動生成
し、割り当てることができます。このコマンドでは、
ハーモナイズダイアログボックスは開かれません。。

 ドラムストラックでこのコマンドを選択すると、元
となるラインデータが存在しないため、空のコードが割
り当てられてしまいます。

MIDI入力から検出(D)... コード検出ダイアログボックスを開きます。このダイア
ログボックスでは、外部の MIDI 楽器から入力された音符
を元にコードを検出し、選択されているコードコンテナ
に割り当てることができます。

組み立て(C)... コード組み立てダイアログボックスを開きます。このダ
イアログボックスでは、コードの構成要素を設定して
コード名を組み立て、選択されているコードコンテナに
割り当てることができます。

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/ChdGen/Main.htm
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該当ラインを自動再作曲(L) 選択されているコードコンテナに該当する範囲にあるラ
インデータを、自動再作曲します。作曲されるライン
データは、該当するコードと調和します。

�



ラインメニュー ( ピアノロールエディター ) � メニューアイテム
ピアノロールエディターのメニューアイテム

� �

説明 ラインメニューでは、ラインブロックのテイクの編集や、音符の再作曲などの編集を行いま
す。

 ラインメニューの幾つかのコマンドを使用するには、対象となる音符が予め選択されてい
る必要があります。

�

アイテム テイク(K)/テイクの一覧(L)... テイク一覧ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、編集対象となっているラインブロックのテイ
クの生成や削除、試聴を行います。

テイク(K)/新規テイクを作成(N)... 新規テイクダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、編集対象となっているラインブロックに対し
て、新規に生成するテイクの名前などの属性を指定し、生成
します。

テイク(K)/現テイクを複製(D) 編集対象となっているラインブロックの現在のテイクを複製
します。

テイク(K)/現テイクを削除(R) 編集対象となっているラインブロックの現在のテイクを削除
します。このコマンドは、ラインブロックのテイクが２つ以
上ある時に使用できます。

テイク(K)/[テイク #] 編集対象となっているラインブロックのテイクの一覧が表示
されます。現在のテイクには、アイテム名の左側にマークが
表示されます。選択すると、現在のテイクを選択したテイク
に切り替えます。

再作曲(C)... 再作曲ダイアログボックスを開きます。このダイアログボッ
クスでは、選択されている音符のメロディーラインや和音、
リズムの再作曲のパラメーターを調節し、ボタンをクリック
することによって、次々と再作曲します。

自動再作曲(E) 選択されている音符を自動再作曲します。このコマンドで
は、再作曲ダイアログボックスは開かれません。

ヴォイシング(V)... ヴォイシングダイアログボックスを開きます。このダイアロ
グボックスでは、選択されている音符や割り当てられている
コードから、数種類のヴォイシングを行います。

不協音の検出(I)... 不協音検出ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、選択されている音符と不協な音程を持つ音符
を、同一トラックや他のトラックから検出します。また、検
出された不協音を自動あるいは手動で、修正することが出来
ます。

クォンタイズ(Q)... クォンタイズダイアログボックスを開きます。このダイアロ
グボックスでは、選択されている音符の開始時間を設定した
グリッドを元に調整します。

トランスポーズ(T)... トランスポーズダイアログボックスを開きます。このダイア
ログボックスでは、選択されている音符の音程を、一挙にト
ランスポーズする事ができます。

音長調節(A)... 音調調節ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、選択されている音符の長さを、一挙に変更す
る事ができます。
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ベロシティ調節(V)... ベロシティ調節ダイアログボックスを開きます。このダイア
ログボックスでは、選択されている音符の音量（ベロシ
ティ）を、一挙に変更する事ができます。

音程の再配置(Y)... 音程の再配置ダイアログボックスを開きます。このダイアロ
グボックスでは、選択されている音符の音程を、別の音程に
一挙に変更する事ができます。このダイアログボックスは、
異なる MIDI デバイス（音源等）間で異なるドラムキーの調
整のために用意されています。

倍速化(H) 選択されている音符を２倍の速さにします。

半速化(D) 選択されている音符を半分の速さにします。

�
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入出力メニュー ( ピアノロールエディター ) � メニューアイテム
ピアノロールエディターのメニューアイテム

� �

説明 入出力メニューでは、再生や録音、同期等の MIDI に関する設定を行います。

�

アイテム 部分再生(B) 選択されている音符の範囲を再生します。コマンド
を選択すると、小節エリアのループ範囲とパンチイ
ン/アウト範囲が自動的に設定されます。選択されて
いるイベントがない場合は、編集対象となっている
ラインブロックの先頭から再生を開始します。

 ドキュメントウインドウのコードトラックの再
生トラックボタンがアクティブな場合、コードも同
時に再生されます。

他トラックと一緒に再生(W) 選択されている音符の範囲を他のトラックと一緒に
再生します。コマンドを選択すると、小節エリアの
ループ範囲とパンチイン/アウト範囲が自動的に設定
されます。選択されているイベントがない場合は、
編集対象となっているラインブロックの先頭から再
生を開始します。

 ドキュメントウインドウのコードトラックの再
生トラックボタンがアクティブな場合、コードも同
時に再生されます。

再生(P) ドキュメントの再生を開始します。

停止(S) 再生を停止します。

録音(R)/録音開始(R) 編集対象となっているラインブロックに対してリア
ルタイム録音を開始します。

録音(R)/オーバーダビング録音開始(O) 編集対象となっているラインブロックに対してオー
バーダビング録音を開始します。

録音(R)/ステップ録音開始(S) 編集対象となっているラインブロックに対してス
テップ録音を開始します。

移動(J)/先頭へ(T) 再生ポインターの位置を、ループ範囲の先頭へ移動
します。ループ範囲が設定されていない場合は、編
集対象となっているラインブロックの先頭へ移動し
ます。このコマンドを選択すると、自動スクロール
がオンに設定されます。

移動(J)/終りへ(E) 再生ポインターの位置を、ループ範囲の最後へ移動
します。ループ範囲が設定されていない場合は、編
集対象となっているラインブロックの最後へ移動し
ます。このコマンドを選択すると、自動スクロール
がオンに設定されます。

メトロノームを鳴らす(M) 再生、録音時にメトロノーム音を出すかどうかを設
定します。メトロノーム音を出したい場合は、アイ
テムにチェックを入れます。メトロノーム音の設定
は、MIDI設定ダイアログボックスのメトロノームタ
ブで行います。



ｵｰﾙﾉｰﾄｵﾌ送信(N) 再生出力デバイスにオールノートオフを送信しま
す。このデータを受け取ったデバイスは全ての音を
消音します。再生停止時に残音があった場合などに
送信します。

ﾘｾｯﾄｵｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ送信(R) 再生出力デバイスにリセットオールコントローラを
送信します。このデータを受け取ったデバイスはボ
リュームやパン、ピッチベンド等のコントロールの
設定をリセットします。

 デバイスによって、リセットオールコントロー
ラを受け取った場合の動作は異なります。デバイス
のマニュアル等を参照して下さい。

同期(Y)/内部同期(I) 通常の再生を行います。CAMPS 内部のクロックで再
生します。選択されている場合、アイテム名の左側
にマークが表示されます。

同期(Y)/タップ入力に同期(T) コンピューターキーボードや MIDI 楽器から入力され
たテンポに従って再生を進めます。タップ同期に関
する設定は、MIDI設定ダイアログボックスのタップ
タブで行います。選択されている場合、アイテム名
の左側にマークが表示されます。

同期(Y)/外部MIDIクロックに同期(M) 外部からの MIDI クロックに従って再生を進めま
す。MIDI クロック同期に関する設定は、MIDI設定ダ
イアログボックスのMIDIクロックタブで行います。
選択されている場合、アイテム名の左側にマークが
表示されます。

同期(Y)/外部SMPTEに同期(S) オーディオやビデオデッキ等の外部機器から送られ
た SMPTE 信号（MIDI タイムコード）に従って再生
を進めます。SMPTE 同期に関する設定は、MIDI設定
ダイアログボックスのSMPTEタブで行います。選択
されている場合、アイテム名の左側にマークが表示
されます。

同期信号出力(T)/MIDIクロックを出力(M) 再生、録音時に、外部を同期させる MIDI クロック信
号を送出するかどうかを設定します。送出する場合
はアイテムにチェックマークを入れます。MIDI ク
ロックに関する設定は、MIDI設定ダイアログボック
スのMIDIクロックタブで行います。

同期信号出力(T)/SMPTEを出力(S) 再生、録音時に、外部を同期させる SMPTE 信号
（MIDI タイムコード）を送出するかどうかを設定し
ます。送出する場合はアイテムにチェックマークを
入れます。SMPTE 信号に関する設定は、MIDI設定ダ
イアログボックスのSMPTEタブで行います。

OS指定の出力先を使う(I) Windows OS で設定した出力先に、全ての出力先を
指定するかどうかを選択します。OS で設定した出力
先に全ての出力先を指定する場合は、チェックマー
クを入れます。この場合、再生データやメトロノー
ム音、同期信号等全てが指定の出力先に出力されま
す。

 Windows での設定は、コントロールパネルのマ
ルチメディアを開いてマルチメディアのプロパティ
を表示させ、このダイアログボックスの MIDIタブ
のMIDI出力で設定します。



MIDI設定(U)... MIDI設定ダイアログボックスを開きます。このダイ
アログボックスでは、アプリケーション全般の MIDI
入出力や同期、デバイス等の設定を行います。

�
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表示メニュー ( ピアノロールエディター ) � メニューアイテム
ピアノロールエディターのメニューアイテム

� �

説明 表示メニューでは、ピアノロールエディターの表示に関する設定等を行います。
このメニューで設定されるほとんどの項目は、表示設定を記憶(Y)アイテムを選択することに
よって記憶されます。次にピアノロールエディターを開いた場合は、記憶した設定で表示され
ます。

�

アイテム コード表示(C)/ローマ数値表記(R) コードエリアのコードの表示をローマ数値表記 ( II-7,
V7 等 ) にします。選択されている場合、アイテム名
の左側にマークが表示されます。

コード表示(C)/コード名(C) コードエリアのコードの表示をコード名 ( D-7, G7 等
) にします。選択されている場合、アイテム名の左側
にマークが表示されます。

コード表示(C)/スケール名(N) コードエリアのコードの表示をスケール名 ( Dorian,
Mixolydian 等 ) にします。選択されている場合、アイ
テム名の左側にマークが表示されます。

コード表示(C)/スケールスペリング(S) コードエリアのコードの表示をスケールスペリング (
R,3,5,7 等 ) にします。選択されている場合、アイテ
ム名の左側にマークが表示されます。

コード表示(C)/キーとモード(K) コードエリアのコードの表示をキーとモードにしま
す。コードエリアのキーとモードボタンと同じもの
が表示されます。選択されている場合、アイテム名
の左側にマークが表示されます。

音表示(N)/すべてのピッチを表示(A) ピアノロールエリアの背景に、以下のアイテムのよ
うなスケール音等の表示を行いません。選択されて
いる場合、アイテム名の左側にマークが表示されま
す。

音表示(N)/スケール音を表示(S) ピアノロールエリアの背景にスケール音を表示しま
す。表示させると、スケール音以外の音が灰色に塗
りつぶされます。選択されている場合、アイテム名
の左側にマークが表示されます。

音表示(N)/コードトーンを表示(C) ピアノロールエリアの背景にコードトーンを表示し
ます。表示させると、コードトーン以外の音が灰色
に塗りつぶされます。選択されている場合、アイテ
ム名の左側にマークが表示されます。

音表示(N)/アボイドノートを表示(V) ピアノロールエリアの背景にアボイドノートを表示
します。表示させると、アボイドノート以外の音が
灰色に塗りつぶされます。選択されている場合、ア
イテム名の左側にマークが表示されます。

グリッド表示(V)/小節線を表示(A) 文字情報、コード、歌詞、ピアノロール、ベロシ
ティエリアに小節の区切り線を表示するかどうかを
選択します。表示する場合は、アイテムにチェック
マークを入れます。

グリッド表示(V)/ビート線を表示(E) 文字情報、コード、歌詞、ピアノロール、ベロシ
ティエリアにビートの区切り線を表示するかどうか
を選択します。表示する場合は、アイテムにチェッ
クマークを入れます。



グリッド表示(V)/ピッチ線を表示(P) ピアノロールエリアにピッチの区切り線を表示する
かどうかを選択します。表示する場合は、アイテム
にチェックマークを入れます。

グリッド表示(V)/ベロシティ線を表示(V) ベロシティエリアに値の線を表示するかどうかを選
択します。値の線は、ベロシティエリアの表示領域
によって自動的に配置されます。表示する場合は、
アイテムにチェックマークを入れます。

グリッド表示(V)/グリッドに沿う(G) 文字情報、コード、歌詞、ピアノロール、ベロシ
ティエリア上の編集グリッドを有効にするかどうか
を選択します。編集グリッドを有効にすると、各オ
ブジェクトの生成や移動等のマウスを用いた処理に
グリッドがかかります。編集グリッドは、上述の小
節線やビート線とは異なります。編集グリッドの設
定は、グリッド設定ダイアログボックスで行いま
す。編集グリッドを有効にする場合は、アイテムに
チェックマークを入れます。

グリッド表示(V)/グリッド設定(U)... グリッド設定ダイアログボックスを開きます。この
ダイアログボックスでは、ドキュメントウインドウ
や各エディターのそれぞれのエリアに対して編集用
のグリッド設定します。ダイアログボックスを開い
た時、ドキュメントウインドウのアクティブなエリ
アに対する設定タブが開きます。

ツールバー(T)/メインツールバー(M) メインツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマーク
を入れます。

ツールバー(T)/ステータスバー(S) ステータスバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマーク
を入れます。

ツールバー(T)/再生ツールバー(P) 再生ツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックを入れ
ます。

ツールバー(T)/録音ツールバー(R) 録音ツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマーク
を入れます。

ツールバー(T)/同期ツールバー(Y) 同期ツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックを入れ
ます。

ツールバー(T)/出力制御ツールバー(D) 出力制御ツールバーを表示させるかどうかを選択し
ます。表示させる場合は、アイテムにチェックマー
クを入れます。

ツールバー(T)/テンポツールバー(O) テンポツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマーク
を入れます。

ツールバー(T)/音符ツールバー(N) 音符ツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマーク
を入れます。

ツールバー(T)/休符ツールバー(E) 休符ツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマーク
を入れます。

ツールバー(T)/ビートツールバー(B) ビートツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックを入れ
ます。



ツールバー(T)/タイムツールバー(T) タイムツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマーク
を入れます。

ズーム(Z)/縦に縮小(Z) ピアノロールエリアの縦方向の表示を縮小します。

ズーム(Z)/縦に拡大(M) ピアノロールエリアの縦方向の表示を拡大します。

ズーム(Z)/横に縮小(O) 小節、文字情報、コード、歌詞、ピアノロール、ベ
ロシティエリアの横方向の表示を縮小します。

ズーム(Z)/横に拡大(I) 小節、文字情報、コード、歌詞、ピアノロール、ベ
ロシティエリアの横方向の表示を拡大します。

自動スクロールする(A) ドキュメントの再生等にともなって、再生ポイン
ターが移動した場合、表示域も追従して移動させる
かどうかを指定します。移動させたい場合は、アイ
テムにチェックマークを入れます。

表示域を移動(J)... 表示域を移動ダイアログボックスを開きます。この
ダイアログボックスでは、ピアノロールエディター
の表示する領域を小節で指定します。表示領域を移
動させると、自動スクロールが解除されます。

エディットボタンを表示(E) ピアノロールエディターのエディットボタンを表示
するかどうかを選択します。表示する場合は、アイ
テムにチェックマークを入れます。

インタラクティブ情報を表示(F) ピアノロールエディター下部に表示される、インタ
ラクティブ情報（マウスカーソルの位置情報等）を
表示するかどうかを選択します。表示する場合は、
アイテムにチェックマークを入れます。

ビートカウンター(G) ビートカウンターを表示させるかどうかを選択しま
す。このウインドウは、ドキュメント上の再生ポイ
ンターの位置情報を、"小節 : ビート : 分解値"の形式
で表示します。ビートツールバーと表示の大きさが
異なる以外、機能は全く同じです。表示させる場合
は、アイテムにチェックマークを入れます。

タイムカウンター(I) タイムカウンターを表示させるかどうかを選択しま
す。このウインドウは、ドキュメント上の再生ポイ
ンターの位置情報を、"時 : 分 : 秒 : フレーム"の形式
で表示をします。タイムツールバーと表示の大きさ
が異なる以外、機能は全く同じです。表示させる場
合は、アイテムにチェックマークを入れます。

背景にビットマップを使う(B) ピアノロール、ベロシティエリアの背景にビット
マップ画像を表示するかどうかを選択します。表示
する場合は、アイテムにチェックマークを入れま
す。ビットマップファイルの指定は初期設定ダイア
ログボックスで行います。

表示設定を記憶(Y) ピアノロールエディターの表示設定を記憶します。
選択すると、表示メニューの各アイテムの設定
（ツールバー(T)サブメニュー等の記憶されない項目
もあります。）やウインドウのレイアウト等が記憶
されます。次にピアノロールエディターを開いた場
合は、記憶した設定で表示されます。

�
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エディターメニュー ( ピアノロールエディター ) � メニューアイテム
ピアノロールエディターのメニューアイテム

� �

説明 エディターメニューは、各種エディターを開いたり、編集ツールを選択する際に使用します。

�

アイテム イベントリスト(E) イベントリストエディターを開きます。このエディターでは、編集対象と
なっているラインブロック内にある個々のイベントを、縦方向のリスト形式
で編集できます。

ピアノロール(P) ピアノロールエディターを開きます。このエディターでは、編集対象となっ
ているラインブロック内にある音符イベントを、ピアノロール状のグラ
フィック形式で編集できます。

コントロール描画(C) コントロール描画エディターを開きます。このエディターでは、編集対象と
なっているラインブロック内にある MIDI コントロールイベントを、自由描画
形式で編集できます。

楽譜(N) 楽譜エディターを開きます。このエディターでは、編集対象となっているラ
インブロック内にある音符イベントを、楽譜形式で編集できます。

テンポリスト(L) テンポリストエディターを開きます。このエディターでは、曲のテンポを縦
方向のリスト形式で編集できます。

テンポ描画(D) テンポ描画エディターを開きます。このエディターでは、曲のテンポを自由
描画形式で編集できます。

文字情報リスト(X) 文字情報リストエディターを開きます。このエディターでは、ドキュメント
内にある個々の文字情報イベントを、縦方向のリスト形式で編集できます。

ツール(O)/矢印(A) 矢印ツールを選択します。このツールでは、ピアノロールエディター内にあ
るオブジェクトの選択や移動などの操作をすることができます。

ツール(O)/I ビーム(I) I ビームツールを選択します。このツールでは、ピアノロールエリアやベロシ
ティエリアで、音符を時間軸の範囲で選択することができます。

ツール(O)/ペン(P) ペンツールを選択します。このツールでは、ピアノロールエリア内に音符を
作成できます。また、ベロシティエリアでベロシティ値を描画形式で設定で
きます。コードエリアでは、コードブロックを作成できます。

ツール(O)/魔法の杖(M) 魔法の杖ツールを選択します。このツールでは、コードが自動生成された
コードブロックをコードエリア内に作成したり、すでにあるコードブロック
にコードを割り当てます。また、ピアノロールエリアで指定した音符を自動
作曲することが出来ます。

ツール(O)/直線(L) 直線ツールを選択します。このツールでは、ベロシティエリア内でベロシ
ティ値を直線に沿う形で設定することが出来ます。

ツール(O)/曲線(O) 曲線ツールを選択します。このツールでは、ベロシティエリア内でベロシ
ティ値を曲線に沿う形で設定することが出来ます。

ツール(O)/スタンプ(S) スタンプツールを選択します。このツールでは、ピアノロールエリアで、ク
リックすることによって音符を生成することが出来ます。生成する音符の長
さは、音符ツールバーで設定します。

ツール(O)/消しゴム(E) 消しゴムツールを選択します。このツールでは、オブジェクトを削除するこ
とが出来ます。

ツール(O)/カッター(B) カッターツールを選択します。このツールでは、コードブロックを任意の場
所で分割します。

�



ウインドウメニュー ( ピアノロールエディター ) � メニューアイテム
ピアノロールエディターのメニューアイテム

� �

説明 ウインドウメニューでは、表示されているドキュメントウインドウやエディターに対して、アプリ
ケーションウインドウ内での表示に関する操作を行います。

�

アイテム 新規ピアノロールエディター(N) 編集対象となっているラインブロックに対して、現在、開いている
ピアノロールエディターの他に、別のピアノロールエディターを開
きます。

重ねて表示(C) 表示されているドキュメントウインドウやエディターを折り重ねる
ように並び替えます。選択すると、ウインドウのサイズや位置は変
更されます。

並べて表示(T) 表示されているドキュメントウインドウやエディターをタイル状に
並び替えます。選択すると、ウインドウのサイズや位置は変更され
ます。

アイコン化ウインドウの整列(A) 最小化されているドキュメントウインドウやエディターをアプリ
ケーションウインドウの下部に整列させます。

[ウインドウ] 表示されているドキュメントウインドウやエディターの名前の一覧
が、アイテムとして表示されます。アイテムを選択すると、対応す
るエディターが最前面に表示されます。開いたエディターの数が10
個以上になると、11番目以降のアイテムは、その他のウインドウ
(M)...となります。これを選択すると、ウインドウの選択ダイアログ
ボックスが表示されます。このダイアログボックスでは、最前面に
表示させたいエディターを選択して下さい。

�



ヘルプメニュー ( ピアノロールエディター ) � メニューアイテム
ピアノロールエディターのメニューアイテム

� �

説明 ヘルプメニューでは、本ヘルプファイルを開いたり、ドキュメントやラインブロックにメモを
登録します。

�

アイテム ヘルプ(H) 本ヘルプファイルを開きます。

ラインブロックのメモ(M)... メモダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで
は、編集対象となっているラインブロックにテキスト形式のメモ
を登録できます。

ドキュメントのメモ(D)... メモダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで
は、ドキュメントにテキスト形式のメモを登録できます。

CAMPSについて(A)... CAMPS や Microworks Corporation の情報が表示されます。

�
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メニューアイテム （テンポ描画エディター） � コンテンツ
メニューアイテム

� �

説明 テンポ描画エディターがアクティブな場合の、全メニュー・リストです。

�

アイテム �ファイル(F) �� �

� 新規作成(N) �Ctrl+N �
� 新規設定(U)... �Ctrl+Shift+N�
� 開く(O)... �Ctrl+O �
� 閉じる(C) �� �
� �
� 上書き保存(S) �Ctrl+S �
� 名前を付けて保存(A)... �� �
� 復帰(R) �� �
� �
� SMFとして保存(E)... �� �
� �
� 1 [最近使ったファイル]�� �
� 2 [最近使ったファイル]�� �
� ���: �� �
� �
� 終了(X) �� �

�編集(E) �� �

� [アクション]の取り消し(U) �Ctrl+Z�
� �
� [オブジェクト]を切り取る(T) �Ctrl+X�
� [オブジェクト]をコピー(C) �Ctrl+C�
� [オブジェクト]を貼り付ける(P) �Ctrl+V�
� [オブジェクト]を消去(E) �Del �
� すべて選択(A) �Ctrl+A�
� �
� [オブジェクト]を複製(D) �Ctrl+D�
� �
� 拍子記号設定(I)... �� �
� SMPTEオフセットタイム設定(O)...�� �
� �
� 初期設定(F)... �� �

�ライン(L) �

� 値の調節(V)...�

�入出力(M) �� �

� 再生(P) �� �
� 停止(S) �� �
� 移動(J) �> �
� �
� メトロノームを鳴らす(M)�Ctrl+M�
� �
� ｵｰﾙﾉｰﾄｵﾌ送信(N) �� �
� ﾘｾｯﾄｵｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ送信(R) �� �
� �
� 同期(Y) �> �
� 同期信号出力(T) �> �
� �
� OS指定の出力先を使う(I)�� �
� MIDI設定(U)... �� �

�

�移動 �� �
�先頭へ(T)�Home�
�終りへ(E)�End �

�

�同期 �
�内部同期(I) �
�タップ入力に同期(T) �
�外部MIDIクロックに同期(M)�
�外部SMPTEに同期(S) �

�

�同期信号出力 �
�MIDIクロックを出力(M)�
�SMPTEを出力(S) �

�表示(V) �� �
� テンポ表示(M) �> �
� グリッド表示(G) �> �
� ツールバー(T) �> �
� ズーム(Z) �> �
� �
� 自動スクロールする(A) �Ctrl+L�
� 表示域を移動(J)... �� �
� �
� エディットボタンを表示(E) �� �
� インタラクティブ情報を表示(F)�� �
� �
� 大きいビートウインドウ(G) �� �
� 大きいタイムウインドウ(I) �� �

�

�テンポ表示 �
�２分音符(H) �
�４分音符(Q) �
�８分音符(8) �
�１６分音符(1)�

�

�グリッド表示 �
�小節線を表示(A) �
�ビート線を表示(E)�
�値の線を表示(V) �
� �
�グリッドに沿う(G)�
�グリッド設定(U)... �

�

�ツールバー �
�メインツールバー(M) �
�ステータスバー(S) �
� �
�再生ツールバー(P) �
�録音ツールバー(R) �
� �
�同期ツールバー(Y) �
�出力制御ツールバー(D)�
�テンポツールバー(O) �
� �
�音符ツールバー(N) �
�休符ツールバー(E) �

�

�ズーム �
�横に縮小(O)�
�横に拡大(I) �



� �
� 背景にビットマップを使う(B) �� �
� �
� 表示設定を記憶(Y) �� �

� �
�ビートツールバー(B) �
�タイムツールバー(T) �

�エディター(D) ���

� テンポリスト(L) ���
� テンポ描画(D) ���
� �
� 文字情報リスト(X)���
� �
� ツール(O) �> �

�

�ツール �
�矢印(A) �
�Ⅰビーム(I) �
�ペン(P) �
�直線(L) �
�曲線(O) �
�消しゴム(E)�

�ウインドウ(W) �

� 新規テンポ描画エディター(N) �
� 重ねて表示(C) �
� 並べて表示(T) �
� アイコン化ウインドウの整列(A)�
� �
� 1 [ウインドウ] �
� 2 [ウインドウ] �
� ���: �

�ヘルプ(H) �

� ヘルプ(H) �
� �
� ドキュメントのメモ(D)...�
� �
� CAMPSについて(A)... �

�



ファイルメニュー ( テンポ描画エディター ) � メニューアイテム
テンポ描画エディターのメニューアイテム

� �

説明 ファイルメニューでは、ドキュメントファイルの管理や CAMPS の終了等を行います。

�

アイテム 新規作成(N) 新規に空のドキュメントを生成します。新規ドキュメントの設定は、
新規ドキュメント設定ダイアログボックスで行います。

新規設定(U)... 新規ドキュメント設定ダイアログボックスを開きます。このダイアロ
グボックスでは、新規に作成するドキュメントのディフォルト値を設
定し、新規にドキュメントを作成します。

開く(O)... OS 標準のファイル選択ダイアログボックス開くを開きます。開きたい
ファイルを選択して下さい。ここで、標準MIDIファイルを読み込むこ
ともできます。

 標準MIDIファイルを読み込んだ場合、データを解析して自動的
に、各トラックに対して、ラインブロックの分割、カテゴリーの分類
が行われます。これらは、読み込んだあと、いつでも変更することが
できます。

閉じる(C) アクティブなテンポ描画エディターを閉じます。

 ドキュメントウインドウがアクティブな場合は、ドキュメントを
閉じます。ドキュメントが更新されていて保存されていない場合は、
保存するかどうかを訊くアラートが表示されます。

上書き保存(S) ドキュメントを上書き保存します。ドキュメントが初めて保存される
場合は、名前を付けて保存(A)...コマンドを選択した場合と同じ処理を
します。

名前を付けて保存(A)... ドキュメントに名前を付けて保存します。OS 標準のファイル保存ダイ
アログボックス名前を付けて保存を開きます。保存したい場所とファ
イル名を設定して下さい。

復帰(R) ドキュメントを開く前の状態、あるいは、最後に保存した状態に戻し
ます。ドキュメントに対し更新した内容は、すべて元に戻ります。コ
マンドを選択すると、復帰するかどうかを訊くアラートが表示されま
す。

SMFとして保存(E)... ドキュメントを標準MIDIファイル形式で保存します。CAMPS で作成
した曲を他のシーケンサーソフトウェアで開く場合等に使用します。
選択すると、OS 標準のファイル保存ダイアログボックス標準MIDI
ファイル(SMF)として保存を開きます。保存したい場所とファイル名
を設定して下さい。設定が完了すると、SMF保存オプションダイアロ
グボックスを開きます。このダイアログボックスは、ドキュメントを
標準 MIDI ファイルとして保存する場合の各種設定を行います。

[最近使ったファイル] 最近使用したファイルの一覧がアイテムとして表示されます。選択し
たアイテムに対応するファイルが開きます。ここに表示されるアイテ
ム数は、初期設定ダイアログボックスで設定することができます。

終了(X) CAMPS を終了します。更新されていて保存されていないドキュメン
トがある場合は、保存するかどうかを訊くアラートが、それぞれ表示
されます。

�
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編集メニュー ( テンポ描画エディター ) � メニューアイテム
テンポ描画エディターのメニューアイテム

� �

説明 編集メニューでは、主に、切り取り、コピーや貼り付け等、オブジェクトの編集を行います。

�

アイテム [アクション]の取り消し(U) 直前に行った操作を取り消します。取り消し後は、[アク
ション]のやり直し(R)とコマンド名が変化して、選択する
と取り消した操作が再実行されます。これらのコマンド名
は、直前に行った操作によって変化します。例えば、直前
にイベントを消去した場合、コマンド名は、イベント消去
の取り消し(U)となります。

[オブジェクト]を切り取る(T) 選択されているオブジェクトを消去し、クリップボードに
保存します。クリップボードに保存したオブジェクトは、
[オブジェクト]の貼り付け(P)コマンドを選択することに
よって、希望する場所に貼り付けることができます。コマ
ンド名は、選択されているオブジェクトによって変化しま
す。例えば、描画エリアでテンポを選択している場合、コ
マンド名は、テンポを切り取る(T)となります。

[オブジェクト]をコピー(C) 選択されているオブジェクトをクリップボードに保存しま
す。クリップボードに保存したオブジェクトは、[オブ
ジェクト]を貼り付ける(P)コマンドを選択することによっ
て、希望する場所に貼り付けることができます。コマンド
名は、選択されているオブジェクトによって変化します。
例えば、描画エリアでテンポを選択している場合、コマン
ド名は、テンポをコピー(C)となります。

[オブジェクト]を貼り付ける(P) [オブジェクト]を切り取る(T)コマンドや[オブジェクト]を
コピー(C)コマンド等によって、クリップボードに最後に
保存されたオブジェクトを、希望する場所に貼り付けま
す。コマンド名は、アクティブなエリアによって変化しま
す。例えば、描画エリアがアクティブな場合、コマンド名
は、テンポを貼り付ける(P)となります。

[オブジェクト]を消去(E) 選択されているオブジェクトを消去します。コマンド名
は、選択されているオブジェクトによって変化します。例
えば、描画エリアでテンポを選択している場合、コマンド
名は、テンポを消去(E)となります。

すべて選択(A) アクティブなエリア内の全てのオブジェクトを選択しま
す。例えば、アクティブなエリアが描画エリアの場合、コ
マンドを選択すると全てのテンポが選択されます。

[オブジェクト]を複製(D) 選択されているオブジェクトを複製します。コマンド名
は、選択されているオブジェクトによって変化します。例
えば、テンポを選択している場合、コマンド名は、テンポ
を複製(D)となります。

拍子記号設定(I)... 拍子記号設定ダイアログボックスを開きます。このダイア
ログボックスでは、小節に対して、拍子記号の設定を行い
ます。

SMPTEオフセットタイム設定(O)... SMPTEオフセットタイム設定ダイアログボックスを開き
ます。このダイアログボックスでは、再生（録音）時に
SMPTE で同期する場合の、オフセットタイムを設定しま
す。

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/TimeSignature/Main.htm
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初期設定(F)... 初期設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、アプリケーションの基本的な操作や表示の
設定を行います。

�

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/Preferences/Main.htm


ラインメニュー ( テンポ描画エディター ) � メニューアイテム
テンポ描画エディターのメニューアイテム

� �

説明 ラインメニューでは、テンポの値の編集を行います。

 ラインメニューのコマンドを使用するには、対象となるテンポが予め選択されている必要
があります。

�

アイテム 値の調節(V)... 値の調節ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスでは、選択
されているテンポの値を、一挙に変更する事ができます。

�



入出力メニュー ( テンポ描画エディター ) � メニューアイテム
テンポ描画エディターのメニューアイテム

� �

説明 入出力メニューでは、再生や録音、同期等の MIDI に関する設定を行います。

�

アイテム 再生(P) ドキュメントの再生を開始します。

停止(S) 再生を停止します。

移動(J)/先頭へ(T) 再生ポインターの位置を、ループ範囲の先頭へ移動
します。ループ範囲が設定されていない場合は、ド
キュメントの先頭へ移動します。このコマンドを選
択すると、自動スクロールがオンに設定されます。

移動(J)/終りへ(E) 再生ポインターの位置を、ループ範囲の最後へ移動
します。ループ範囲が設定されていない場合は、ド
キュメントの最後へ移動します。このコマンドを選
択すると、自動スクロールがオンに設定されます。

メトロノームを鳴らす(M) 再生、録音時にメトロノーム音を出すかどうかを設
定します。メトロノーム音を出したい場合は、アイ
テムにチェックを入れます。メトロノーム音の設定
は、MIDI設定ダイアログボックスのメトロノームタ
ブで行います。

ｵｰﾙﾉｰﾄｵﾌ送信(N) 再生出力デバイスにオールノートオフを送信しま
す。このデータを受け取ったデバイスは全ての音を
消音します。再生停止時に残音があった場合などに
送信します。

ﾘｾｯﾄｵｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ送信(R) 再生出力デバイスにリセットオールコントローラを
送信します。このデータを受け取ったデバイスはボ
リュームやパン、ピッチベンド等のコントロールの
設定をリセットします。

 デバイスによって、リセットオールコントロー
ラを受け取った場合の動作は異なります。デバイス
のマニュアル等を参照して下さい。

同期(Y)/内部同期(I) 通常の再生を行います。CAMPS 内部のクロックで
再生します。選択されている場合、アイテム名の左
側にマークが表示されます。

同期(Y)/タップ入力に同期(T) コンピューターキーボードや MIDI 楽器から入力され
たテンポに従って再生を進めます。タップ同期に関
する設定は、MIDI設定ダイアログボックスのタップ
タブで行います。選択されている場合、アイテム名
の左側にマークが表示されます。

同期(Y)/外部MIDIクロックに同期(M) 外部からの MIDI クロックに従って再生を進めま
す。MIDI クロック同期に関する設定は、MIDI設定ダ
イアログボックスのMIDIクロックタブで行います。
選択されている場合、アイテム名の左側にマークが
表示されます。



同期(Y)/外部SMPTEに同期(S) オーディオやビデオデッキ等の外部機器から送られ
た SMPTE 信号（MIDI タイムコード）に従って再生
を進めます。SMPTE 同期に関する設定は、MIDI設
定ダイアログボックスのSMPTEタブで行います。選
択されている場合、アイテム名の左側にマークが表
示されます。

同期信号出力(T)/MIDIクロックを出力(M) 再生、録音時に、外部を同期させる MIDI クロック信
号を送出するかどうかを設定します。送出する場合
はアイテムにチェックマークを入れます。MIDI ク
ロックに関する設定は、MIDI設定ダイアログボック
スのMIDIクロックタブで行います。

同期信号出力(T)/SMPTEを出力(S) 再生、録音時に、外部を同期させる SMPTE 信号
（MIDI タイムコード）を送出するかどうかを設定し
ます。送出する場合はアイテムにチェックマークを
入れます。SMPTE 信号に関する設定は、MIDI設定
ダイアログボックスのSMPTEタブで行います。

OS指定の出力先を使う(I) Windows OS で設定した出力先に、全ての出力先を
指定するかどうかを選択します。OS で設定した出力
先に全ての出力先を指定する場合は、チェックマー
クを入れます。この場合、再生データやメトロノー
ム音、同期信号等全てが指定の出力先に出力されま
す。

 Windows での設定は、コントロールパネルのマ
ルチメディアを開いてマルチメディアのプロパティ
を表示させ、このダイアログボックスの MIDIタブ
のMIDI出力で設定します。

MIDI設定(U)... MIDI設定ダイアログボックスを開きます。このダイ
アログボックスでは、アプリケーション全般の MIDI
入出力や同期、デバイス等の設定を行います。

�
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表示メニュー ( テンポ描画エディター ) � メニューアイテム
テンポ描画エディターのメニューアイテム

� �

説明 表示メニューでは、テンポ描画エディターの表示に関する設定等を行います。
このメニューで設定されるほとんどの項目は、表示設定を記憶(Y)アイテムを選択することに
よって記憶されます。次にテンポ描画エディターを開いた場合は、記憶した設定で表示されま
す。

�

アイテム テンポ表示(M)/２分音符(H) 描画エリアの値の表示スケールを２分音符をビート音
とした値で換算して表示します。選択するとアイテム
の左側にマークが表示されます。

テンポ表示(M)/４分音符(Q) 描画エリアの値の表示スケールを４分音符をビート音
とした値（通常のメトロノームスケール）で換算して
表示します。選択するとアイテムの左側にマークが表
示されます。

テンポ表示(M)/８分音符(8) 描画エリアの値の表示スケールを８分音符をビート音
とした値で換算して表示します。選択するとアイテム
の左側にマークが表示されます。

テンポ表示(M)/１６分音符(1) 描画エリアの値の表示スケールを１６分音符をビート
音とした値で換算して表示します。選択するとアイテ
ムの左側にマークが表示されます。

グリッド表示(V)/小節線を表示(A) 文字情報、描画エリアに小節の区切り線を表示するか
どうかを選択します。表示する場合は、アイテムに
チェックマークを入れます。

グリッド表示(V)/ビート線を表示(E) 文字情報、歌詞、描画エリアにビートの区切り線を表
示するかどうかを選択します。表示する場合は、アイ
テムにチェックマークを入れます。

グリッド表示(V)/値の線を表示(V) 描画エリアに値の線を表示するかどうかを選択しま
す。値の線は、描画エリアの表示領域によって自動的
に配置されます。表示する場合は、アイテムにチェッ
クマークを入れます。

グリッド表示(V)/グリッドに沿う(G) 文字情報、描画エリア上の編集グリッドを有効にする
かどうかを選択します。編集グリッドを有効にする
と、各オブジェクトの生成や移動等のマウスを用いた
処理にグリッドがかかります。編集グリッドは、上述
の小節線やビート線とは異なります。編集グリッドの
設定は、グリッド設定ダイアログボックスで行いま
す。編集グリッドを有効にする場合は、アイテムに
チェックマークを入れます。

グリッド表示(V)/グリッド設定(U)... グリッド設定ダイアログボックスを開きます。このダ
イアログボックスでは、ドキュメントウインドウや各
エディターのそれぞれのエリアに対して編集用のグ
リッド設定します。ダイアログボックスを開いた時、
ドキュメントウインドウのアクティブなエリアに対す
る設定タブが開きます。

ツールバー(T)/メインツールバー(M) メインツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマークを
入れます。

ツールバー(T)/ステータスバー(S) ステータスバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックを入れます。



ツールバー(T)/再生ツールバー(P) 再生ツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

ツールバー(T)/録音ツールバー(R) 録音ツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

ツールバー(T)/同期ツールバー(Y) 同期ツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

ツールバー(T)/出力制御ツールバー(D) 出力制御ツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマークを
入れます。

ツールバー(T)/テンポツールバー(O) テンポツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックを入れま
す。

ツールバー(T)/音符ツールバー(N) 音符ツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

ツールバー(T)/休符ツールバー(E) 休符ツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

ツールバー(T)/ビートツールバー(B) ビートツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマークを
入れます。

ツールバー(T)/タイムツールバー(T) タイムツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマークを
入れます。

ズーム(Z)/横に縮小(O) 小節、文字情報、描画エリアの横方向の表示を縮小し
ます。

ズーム(Z)/横に拡大(I) 小節、文字情報、描画エリアの横方向の表示を拡大し
ます。

自動スクロールする(A) ドキュメントの再生等にともなって、再生ポインター
が移動した場合、表示域も追従して移動させるかどう
かを指定します。移動させたい場合は、アイテムに
チェックマークを入れます。

表示域を移動(J)... 表示域を移動ダイアログボックスを開きます。このダ
イアログボックスでは、テンポ描画エディターの表示
する領域を小節で指定します。表示領域を移動させる
と、自動スクロールが解除されます。

エディットボタンを表示(E) テンポ描画エディターのエディットボタンを表示する
かどうかを選択します。表示する場合は、アイテムに
チェックマークを入れます。

インタラクティブ情報を表示(F) テンポ描画エディター下部に表示される、インタラク
ティブ情報（マウスカーソルの位置情報等）を表示す
るかどうかを選択します。表示する場合は、アイテム
にチェックマークを入れます。
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ビートカウンター(G) ビートカウンターを表示させるかどうかを選択しま
す。このウインドウは、ドキュメント上の再生ポイン
ターの位置情報を、"小節 : ビート : 分解値"の形式で表
示します。ビートツールバーと表示の大きさが異なる
だけで、機能は全く同じ物です。表示させる場合は、
アイテムにチェックマークを入れます。

タイムカウンター(I) タイムカウンターを表示させるかどうかを選択しま
す。このウインドウは、ドキュメント上の再生ポイン
ターの位置情報を、"時 : 分 : 秒 : フレーム"の形式で表
示をします。タイムツールバーと表示の大きさが異な
る以外、機能は全く同じです。表示させる場合は、ア
イテムにチェックを入れます。

背景にビットマップを使う(B) 描画エリアの背景にビットマップ画像を表示するかど
うかを選択します。表示する場合は、アイテムに
チェックマークを入れます。ビットマップファイルの
指定は初期設定ダイアログボックスで行います。

表示設定を記憶(Y) テンポ描画エディターの表示設定を記憶します。選択
すると、表示メニューの各アイテムの設定（ツール
バー(T)サブメニュー等の記憶されない項目もありま
す。）やウインドウのレイアウト等が記憶されます。
次にテンポ描画エディターを開いた場合は、記憶した
設定で表示されます。

�



エディターメニュー ( テンポ描画エディター ) � メニューアイテム
テンポ描画エディターのメニューアイテム

� �

説明 エディターメニューは、各種エディターを開いたり、編集ツールを選択する際に使用します。

�

アイテム テンポリスト(L) テンポリストエディターを開きます。このエディターでは、曲のテンポ
を縦方向のリスト形式で編集できます。

テンポ描画(D) テンポ描画エディターを開きます。このエディターでは、曲のテンポを
自由描画形式で編集できます。

文字情報リスト(X) 文字情報リストエディターを開きます。このエディターでは、ドキュメ
ント内にある個々の文字情報イベントを、縦方向のリスト形式で編集で
きます。

ツール(O)/矢印(A) 矢印ツールを選択します。このツールでは、テンポ描画エディター内に
あるオブジェクトの選択や移動などの操作をすることができます。

ツール(O)/I ビーム(I) I ビームツールを選択します。このツールでは、描画エリアのテンポを時
間軸の範囲で選択することができます。

ツール(O)/ペン(P) ペンツールを選択します。このツールでは、描画エリア内にテンポを自
由描画形式で作成することが出来ます。

ツール(O)/直線(L) 直線ツールを選択します。このツールでは、描画エリア内にテンポを直
線に沿う形で作成することが出来ます。

ツール(O)/曲線(O) 曲線ツールを選択します。このツールでは、描画エリア内にテンポを曲
線に沿う形で作成することが出来ます。

ツール(O)/消しゴム(E) 消しゴムツールを選択します。このツールでは、オブジェクトを削除す
ることが出来ます。

�



ウインドウメニュー ( テンポ描画エディター ) � メニューアイテム
テンポ描画エディターのメニューアイテム

� �

説明 ウインドウメニューでは、表示されているドキュメントウインドウやエディターに対して、アプ
リケーションウインドウ内での表示に関する操作を行います。

�

アイテム 新規テンポ描画エディター(N) 現在、開いているテンポ描画エディターの他に、別のテンポ描
画エディターを開きます。

重ねて表示(C) 表示されているドキュメントウインドウやエディターを折り重
ねるように並び替えます。選択すると、ウインドウのサイズや
位置は変更されます。

並べて表示(T) 表示されているドキュメントウインドウやエディターをタイル
状に並び替えます。選択すると、ウインドウのサイズや位置は
変更されます。

アイコン化ウインドウの整列(A) 最小化されているドキュメントウインドウやエディターをアプ
リケーションウインドウの下部に整列させます。

[ウインドウ] 表示されているドキュメントウインドウやエディターの名前の
一覧が、アイテムとして表示されます。アイテムを選択する
と、対応するエディターが最前面に表示されます。開いたエ
ディターの数が10個以上になると、11番目以降のアイテムは、
その他のウインドウ(M)...となります。これを選択すると、ウイ
ンドウの選択ダイアログボックスが表示されます。このダイア
ログボックスでは、最前面に表示させたいエディターを選択し
て下さい。

�



ヘルプメニュー ( テンポ描画エディター ) � メニューアイテム
テンポ描画エディターのメニューアイテム

� �

説明 ヘルプメニューでは、本ヘルプファイルを開いたり、ドキュメントにメモを登録します。

�

アイテム ヘルプ(H) 本ヘルプファイルを開きます。

ドキュメントのメモ(D)... メモダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで
は、ドキュメントにテキスト形式のメモを登録できます。

CAMPSについて(A)... CAMPS や Microworks Corporation の情報が表示されます。

�
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メニューアイテム （テンポリストエディター） � コンテンツ
メニューアイテム

� �

説明 テンポリストエディターがアクティブな場合の、全メニュー・リストです。

�

アイテム �ファイル(F) �� �

� 新規作成(N) �Ctrl+N �
� 新規設定(U)... �Ctrl+Shift+N�
� 開く(O)... �Ctrl+O �
� 閉じる(C) �� �
� �
� 上書き保存(S) �Ctrl+S �
� 名前を付けて保存(A)... �� �
� 復帰(R) �� �
� �
� SMFとして保存(E)... �� �
� �
� 1 [最近使ったファイル]�� �
� 2 [最近使ったファイル]�� �
� ���: �� �
� �
� 終了(X) �� �

�編集(E) �� �

� [アクション]の取り消し(U) �Ctrl+Z�
� �
� テンポを切り取る(T) �Ctrl+X�
� テンポをコピー(C) �Ctrl+C�
� テンポを貼り付ける(P) �Ctrl+V�
� テンポを消去(E) �Del �
� すべて選択(A) �Ctrl+A�
� �
� 新規テンポを作成(N) �Ctrl+I �
� テンポを複製(D) �Ctrl+D�
� �
� SMPTEオフセットタイム設定(O)...�� �
� �
� 初期設定(F)... �� �

�ライン(L) �

� 値の調節(V)...�

�入出力(M) �� �

� 再生(P) �� �
� 停止(S) �� �
� 移動(J) �> �
� �
� メトロノームを鳴らす(M)�Ctrl+M�
� �
� ｵｰﾙﾉｰﾄｵﾌ送信(N) �� �
� ﾘｾｯﾄｵｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ送信(R) �� �
� �
� 同期(Y) �> �
� 同期信号出力(T) �> �
� �
� OS指定の出力先を使う(I)�� �
� MIDI設定(U)... �� �

�

�移動 �� �
�先頭へ(T)�Home�
�終りへ(E)�End �

�

�同期 �
�内部同期(I) �
�タップ入力に同期(T) �
�外部MIDIクロックに同期(M)�
�外部SMPTEに同期(S) �

�

�同期信号出力 �
�MIDIクロックを出力(M)�
�SMPTEを出力(S) �



�表示(V) �� �
� ツールバー(T) �> �
� �
� 自動スクロールする(A) �Ctrl+L�
� 表示域を移動(J)... �� �
� �
� エディットボタンを表示(E) �� �
� インタラクティブ情報を表示(F)�� �
� �
� 大きいビートウインドウ(G) �� �
� 大きいタイムウインドウ(I) �� �
� �
� 表示設定を記憶(Y) �� �

�

�ツールバー �
�メインツールバー(M) �
�ステータスバー(S) �
� �
�再生ツールバー(P) �
�録音ツールバー(R) �
� �
�同期ツールバー(Y) �
�出力制御ツールバー(D)�
�テンポツールバー(O) �
� �
�音符ツールバー(N) �
�休符ツールバー(E) �
� �
�ビートツールバー(B) �
�タイムツールバー(T) �

�エディター(D) ���

� テンポリスト(L) ���
� テンポ描画(D) ���
� �
� 文字情報リスト(X)���

�ウインドウ(W) �

� 新規テンポリストエディター(N)�
� 重ねて表示(C) �
� 並べて表示(T) �
� アイコン化ウインドウの整列(A)�
� �
� 1 [ウインドウ] �
� 2 [ウインドウ] �
� ���: �

�ヘルプ(H) �

� ヘルプ(H) �
� �
� ドキュメントのメモ(D)...�
� �
� CAMPSについて(A)... �

�



ファイルメニュー ( テンポリストエディター ) � メニューアイテム
テンポリストエディターのメニューアイテム

� �

説明 ファイルメニューでは、ドキュメントファイルの管理や CAMPS の終了等を行います。

�

アイテム 新規作成(N) 新規に空のドキュメントを生成します。新規ドキュメントの設定は、新規
ドキュメント設定ダイアログボックスで行います。

新規設定(U)... 新規ドキュメント設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、新規に作成するドキュメントのディフォルト値を設定し、
新規にドキュメントを作成します。

開く(O)... OS 標準のファイル選択ダイアログボックス開くを開きます。開きたい
ファイルを選択して下さい。ここで、標準MIDIファイルを読み込むことも
できます。

 標準MIDIファイルを読み込んだ場合、データを解析して自動的に、各
トラックに対して、ラインブロックの分割、カテゴリーの分類が行われま
す。これらは、読み込んだあと、いつでも変更することができます。

閉じる(C) アクティブなテンポリストエディターを閉じます。

 ドキュメントウインドウがアクティブな場合は、ドキュメントを閉じ
ます。ドキュメントが更新されていて保存されていない場合は、保存する
かどうかを訊くアラートが表示されます。

上書き保存(S) ドキュメントを上書き保存します。ドキュメントが初めて保存される場合
は、名前を付けて保存(A)...コマンドを選択した場合と同じ処理をします。

名前を付けて保存(A)... ドキュメントに名前を付けて保存します。OS 標準のファイル保存ダイア
ログボックス名前を付けて保存を開きます。保存したい場所とファイル名
を設定して下さい。

復帰(R) ドキュメントを開く前の状態、あるいは、最後に保存した状態に戻しま
す。ドキュメントに対し更新した内容は、すべて元に戻ります。コマンド
を選択すると、復帰するかどうかを訊くアラートが表示されます。

SMFとして保存(E)... ドキュメントを標準MIDIファイル形式で保存します。CAMPS で作成した
曲を他のシーケンサーソフトウェアで開く場合等に使用します。選択する
と、OS 標準のファイル保存ダイアログボックス標準MIDIファイル(SMF)
として保存を開きます。保存したい場所とファイル名を設定して下さい。
設定が完了すると、SMF保存オプションダイアログボックスを開きます。
このダイアログボックスは、ドキュメントを標準 MIDI ファイルとして保
存する場合の各種設定を行います。

[最近使ったファイル] 最近使用したファイルの一覧がアイテムとして表示されます。選択したア
イテムに対応するファイルが開きます。ここに表示されるアイテム数は、
初期設定ダイアログボックスで設定することができます。

終了(X) CAMPS を終了します。更新されていて保存されていないドキュメントが
ある場合は、保存するかどうかを訊くアラートが、それぞれ表示されま
す。

�
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編集メニュー ( テンポリストエディター ) � メニューアイテム
テンポリストエディターのメニューアイテム

� �

説明 編集メニューでは、主に、切り取り、コピーや貼り付け等、オブジェクトの編集を行います。

�

アイテム [アクション]の取り消し(U) 直前に行った操作を取り消します。取り消し後は、[アク
ション]のやり直し(R)とコマンド名が変化して、選択する
と取り消した操作が再実行されます。これらのコマンド名
は、直前に行った操作によって変化します。例えば、直前
にイベントを消去した場合、コマンド名は、イベント消去
の取り消し(U)となります。

テンポを切り取る(T) 選択されているテンポを消去し、クリップボードに保存し
ます。クリップボードに保存したテンポは、テンポの貼り
付け(P)コマンドを選択することによって、希望する場所
に貼り付けることができます。

テンポをコピー(C) 選択されているテンポをクリップボードに保存します。ク
リップボードに保存したテンポは、テンポを貼り付ける
(P)コマンドを選択することによって、希望する場所に貼
り付けることができます。

テンポを貼り付ける(P) テンポを切り取る(T)コマンドやテンポをコピー(C)コマン
ド等によって、クリップボードに最後に保存されたテンポ
を、希望する場所に貼り付けます。

テンポを消去(E) 選択されているテンポを消去します。

すべて選択(A) エディター内の全てのテンポを選択します。

新規テンポ(N)を作成... 新規にテンポを生成します。

テンポを複製(D) 選択されているテンポを複製します。

SMPTEオフセットタイム設定(O)... SMPTEオフセットタイム設定ダイアログボックスを開き
ます。このダイアログボックスでは、再生（録音）時に
SMPTE で同期する場合の、オフセットタイムを設定しま
す。

初期設定(F)... 初期設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、アプリケーションの基本的な操作や表示の
設定を行います。

�
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ラインメニュー ( テンポリストエディター ) � メニューアイテム
テンポリストエディターのメニューアイテム

� �

説明 ラインメニューでは、テンポの値の編集を行います。

 ラインメニューのコマンドを使用するには、対象となるテンポが予め選択されている必要
があります。

�

アイテム 値の調節(V)... 値の調節ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスでは、選択
されているテンポの値を、一挙に変更する事ができます。

�



入出力メニュー ( テンポリストエディター ) � メニューアイテム
テンポリストエディターのメニューアイテム

� �

説明 入出力メニューでは、再生や録音、同期等の MIDI に関する設定を行います。

�

アイテム 再生(P) ドキュメントの再生を開始します。

停止(S) 再生を停止します。

移動(J)/先頭へ(T) 再生ポインターの位置を、ループ範囲の先頭へ移動
します。ループ範囲が設定されていない場合は、ド
キュメントの先頭へ移動します。このコマンドを選
択すると、自動スクロールがオンに設定されます。

移動(J)/終りへ(E) 再生ポインターの位置を、ループ範囲の最後へ移動
します。ループ範囲が設定されていない場合は、ド
キュメントの最後へ移動します。このコマンドを選
択すると、自動スクロールがオンに設定されます。

メトロノームを鳴らす(M) 再生、録音時にメトロノーム音を出すかどうかを設
定します。メトロノーム音を出したい場合は、アイ
テムにチェックを入れます。メトロノーム音の設定
は、MIDI設定ダイアログボックスのメトロノームタ
ブで行います。

ｵｰﾙﾉｰﾄｵﾌ送信(N) 再生出力デバイスにオールノートオフを送信しま
す。このデータを受け取ったデバイスは全ての音を
消音します。再生停止時に残音があった場合などに
送信します。

ﾘｾｯﾄｵｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ送信(R) 再生出力デバイスにリセットオールコントローラを
送信します。このデータを受け取ったデバイスはボ
リュームやパン、ピッチベンド等のコントロールの
設定をリセットします。

 デバイスによって、リセットオールコントロー
ラを受け取った場合の動作は異なります。デバイス
のマニュアル等を参照して下さい。

同期(Y)/内部同期(I) 通常の再生を行います。CAMPS 内部のクロックで再
生します。選択されている場合、アイテム名の左側
にマークが表示されます。

同期(Y)/タップ入力に同期(T) コンピューターキーボードや MIDI 楽器から入力され
たテンポに従って再生を進めます。タップ同期に関
する設定は、MIDI設定ダイアログボックスのタップ
タブで行います。選択されている場合、アイテム名
の左側にマークが表示されます。

同期(Y)/外部MIDIクロックに同期(M) 外部からの MIDI クロックに従って再生を進めま
す。MIDI クロック同期に関する設定は、MIDI設定ダ
イアログボックスのMIDIクロックタブで行います。
選択されている場合、アイテム名の左側にマークが
表示されます。



同期(Y)/外部SMPTEに同期(S) オーディオやビデオデッキ等の外部機器から送られ
た SMPTE 信号（MIDI タイムコード）に従って再生
を進めます。SMPTE 同期に関する設定は、MIDI設定
ダイアログボックスのSMPTEタブで行います。選択
されている場合、アイテム名の左側にマークが表示
されます。

同期信号出力(T)/MIDIクロックを出力(M) 再生、録音時に、外部を同期させる MIDI クロック信
号を送出するかどうかを設定します。送出する場合
はアイテムにチェックマークを入れます。MIDI ク
ロックに関する設定は、MIDI設定ダイアログボック
スのMIDIクロックタブで行います。

同期信号出力(T)/SMPTEを出力(S) 再生、録音時に、外部を同期させる SMPTE 信号
（MIDI タイムコード）を送出するかどうかを設定し
ます。送出する場合はアイテムにチェックマークを
入れます。SMPTE 信号に関する設定は、MIDI設定ダ
イアログボックスのSMPTEタブで行います。

OS指定の出力先を使う(I) Windows OS で設定した出力先に、全ての出力先を
指定するかどうかを選択します。OS で設定した出力
先に全ての出力先を指定する場合は、チェックマー
クを入れます。この場合、再生データやメトロノー
ム音、同期信号等全てが指定の出力先に出力されま
す。

 Windows での設定は、コントロールパネルのマ
ルチメディアを開いてマルチメディアのプロパティ
を表示させ、このダイアログボックスの MIDIタブ
のMIDI出力で設定します。

MIDI設定(U)... MIDI設定ダイアログボックスを開きます。このダイ
アログボックスでは、アプリケーション全般の MIDI
入出力や同期、デバイス等の設定を行います。

�



表示メニュー ( テンポリストエディター ) � メニューアイテム
テンポリストエディターのメニューアイテム

� �

説明 表示メニューでは、テンポリストエディターの表示に関する設定等を行います。
このメニューで設定されるほとんどの項目は、表示設定を記憶(Y)アイテムを選択することに
よって記憶されます。次にテンポリストエディターを開いた場合は、記憶した設定で表示され
ます。

�

アイテム ツールバー(T)/メインツールバー(M) メインツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマークを
入れます。

ツールバー(T)/ステータスバー(S) ステータスバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

ツールバー(T)/再生ツールバー(P) 再生ツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

ツールバー(T)/録音ツールバー(R) 録音ツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

ツールバー(T)/同期ツールバー(Y) 同期ツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

ツールバー(T)/出力制御ツールバー(D) 出力制御ツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマークを
入れます。

ツールバー(T)/テンポツールバー(O) テンポツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマークを
入れます。

ツールバー(T)/音符ツールバー(N) 音符ツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

ツールバー(T)/休符ツールバー(E) 休符ツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れ
ます。

ツールバー(T)/ビートツールバー(B) ビートツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマークを
入れます。

ツールバー(T)/タイムツールバー(T) タイムツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマークを
入れます。

自動スクロールする(A) ドキュメントの再生等にともなって、再生ポインター
が移動した場合、表示域も追従して移動させるかどう
かを指定します。移動させたい場合は、アイテムに
チェックマークを入れます。

表示域を移動(J)... 表示域を移動ダイアログボックスを開きます。このダ
イアログボックスでは、テンポリストエディターの表
示する領域を小節で指定します。表示領域を移動させ
ると、自動スクロールが解除されます。
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エディットボタンを表示(E) テンポリストエディターのエディットボタンを表示す
るかどうかを選択します。表示する場合は、アイテム
にチェックマークを入れます。

インタラクティブ情報を表示(F) テンポリストエディター下部に表示される、インタラ
クティブ情報（マウスカーソルの位置情報等）を表示
するかどうかを選択します。表示する場合は、アイテ
ムにチェックマークを入れます。

ビートカウンター(G) ビートカウンターを表示させるかどうかを選択しま
す。このウインドウは、ドキュメント上の再生ポイン
ターの位置情報を、"小節 : ビート : 分解値"の形式で表
示します。ビートツールバーと表示の大きさが異なる
以外、機能は全く同じです。表示させる場合は、アイ
テムにチェックマークを入れます。

タイムカウンター(I) タイムカウンターを表示させるかどうかを選択しま
す。このウインドウは、ドキュメント上の再生ポイン
ターの位置情報を、"時 : 分 : 秒 : フレーム"の形式で表
示をします。タイムツールバーと表示の大きさが異な
る以外、機能は全く同じです。表示させる場合は、ア
イテムにチェックマークを入れます。

表示設定を記憶(Y) テンポリストエディターの表示設定を記憶します。選
択すると、表示メニューの各アイテムの設定（ツール
バー(T)サブメニュー等の記憶されない項目もありま
す。）やウインドウのレイアウト等が記憶されます。
次にテンポリストエディターを開いた場合は、記憶し
た設定で表示されます。

�



エディターメニュー ( テンポリストエディター ) � メニューアイテム
テンポリストエディターのメニューアイテム

� �

説明 エディターメニューは、各種エディターを開きます。

�

アイテム テンポリスト(L) テンポリストエディターを開きます。このエディターでは、曲のテンポを縦方向
のリスト形式で編集できます。

テンポ描画(D) テンポ描画エディターを開きます。このエディターでは、曲のテンポを自由描画
形式で編集できます。

文字情報リスト(X) 文字情報リストエディターを開きます。このエディターでは、ドキュメント内に
ある個々の文字情報イベントを、縦方向のリスト形式で編集できます。

�



ウインドウメニュー ( テンポリストエディター ) � メニューアイテム
テンポリストエディターのメニューアイテム

� �

説明 ウインドウメニューでは、表示されているドキュメントウインドウやエディターに対して、アプリ
ケーションウインドウ内での表示に関する操作を行います。

�

アイテム 新規テンポリストエディター(N) 現在、開いているテンポリストエディターの他に、別のテンポリス
トエディターを開きます。

重ねて表示(C) 表示されているドキュメントウインドウやエディターを折り重ねる
ように並び替えます。選択すると、ウインドウのサイズや位置は変
更されます。

並べて表示(T) 表示されているドキュメントウインドウやエディターをタイル状に
並び替えます。選択すると、ウインドウのサイズや位置は変更され
ます。

アイコン化ウインドウの整列(A) 最小化されているドキュメントウインドウやエディターをアプリ
ケーションウインドウの下部に整列させます。

[ウインドウ] 表示されているドキュメントウインドウやエディターの名前の一覧
が、アイテムとして表示されます。アイテムを選択すると、対応す
るエディターが最前面に表示されます。開いたエディターの数が10
個以上になると、11番目以降のアイテムは、その他のウインドウ
(M)...となります。これを選択すると、ウインドウの選択ダイアログ
ボックスが表示されます。このダイアログボックスでは、最前面に
表示させたいエディターを選択して下さい。

�



ヘルプメニュー ( テンポリストエディター ) � メニューアイテム
テンポリストエディターのメニューアイテム

� �

説明 ヘルプメニューでは、本ヘルプファイルを開いたり、ドキュメントにメモを登録します。

�

アイテム ヘルプ(H) 本ヘルプファイルを開きます。

ドキュメントのメモ(D)... メモダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで
は、ドキュメントにテキスト形式のメモを登録できます。

CAMPSについて(A)... CAMPS や Microworks Corporation の情報が表示されます。

�
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メニューアイテム （文字情報リストエディター） � コンテンツ
メニューアイテム

� �

説明 文字情報リストエディターがアクティブな場合の、全メニュー・リストです。

�

アイテム �ファイル(F) �� �

� 新規作成(N) �Ctrl+N �
� 新規設定(U)... �Ctrl+Shift+N�
� 開く(O)... �Ctrl+O �
� 閉じる(C) �� �
� �
� 上書き保存(S) �Ctrl+S �
� 名前を付けて保存(A)... �� �
� 復帰(R) �� �
� �
� SMFとして保存(E)... �� �
� �
� 1 [最近使ったファイル]�� �
� 2 [最近使ったファイル]�� �
� ���: �� �
� �
� 終了(X) �� �

�編集(E) �� �

� [アクション]の取り消し(U) �Ctrl+Z�
� �
� 文字情報を切り取る(T) �Ctrl+X�
� 文字情報をコピー(C) �Ctrl+C�
� 文字情報を貼り付ける(P) �Ctrl+V�
� 文字情報を消去(E) �Del �
� すべて選択(A) �Ctrl+A�
� �
� 新規文字情報を作成(N)... �Ctrl+I �
� 文字情報を複製(D) �Ctrl+D�
� �
� SMPTEオフセットタイム設定(O)...�� �
� �
� 初期設定(F)... �� �

�入出力(M) �� �

� 再生(P) �� �
� 停止(S) �� �
� 移動(J) �> �
� �
� メトロノームを鳴らす(M)�Ctrl+M�
� �
� ｵｰﾙﾉｰﾄｵﾌ送信(N) �� �
� ﾘｾｯﾄｵｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ送信(R) �� �
� �
� 同期(Y) �> �
� 同期信号出力(T) �> �
� �
� OS指定の出力先を使う(I)�� �
� MIDI設定(U)... �� �

�

�移動 �� �
�先頭へ(T)�Home�
�終りへ(E)�End �

�

�同期 �
�内部同期(I) �
�タップ入力に同期(T) �
�外部MIDIクロックに同期(M)�
�外部SMPTEに同期(S) �

�

�同期信号出力 �
�MIDIクロックを出力(M)�
�SMPTEを出力(S) �



�表示(V) �� �
� ツールバー(T) �> �
� �
� 自動スクロールする(A) �Ctrl+L�
� 表示域を移動(J)... �� �
� �
� エディットボタンを表示(E) �� �
� インタラクティブ情報を表示(F)�� �
� �
� 大きいビートウインドウ(G) �� �
� 大きいタイムウインドウ(I) �� �
� �
� 表示設定を記憶(Y) �� �

�

�ツールバー �
�メインツールバー(M) �
�ステータスバー(S) �
� �
�再生ツールバー(P) �
�録音ツールバー(R) �
� �
�同期ツールバー(Y) �
�出力制御ツールバー(D)�
�テンポツールバー(O) �
� �
�音符ツールバー(N) �
�休符ツールバー(E) �
� �
�ビートツールバー(B) �
�タイムツールバー(T) �

�エディター(D) ���

� テンポリスト(L) ���
� テンポ描画(D) ���
� �
� 文字情報リスト(X)���

�ウインドウ(W) �

� 新規文字情報リストエディター(N)�
� 重ねて表示(C) �
� 並べて表示(T) �
� アイコン化ウインドウの整列(A) �
� �
� 1 [ウインドウ] �
� 2 [ウインドウ] �
� ���: �

�ヘルプ(H) �

� ヘルプ(H) �
� �
� ドキュメントのメモ(D)...�
� �
� CAMPSについて(A)... �

�



ファイルメニュー ( 文字情報リストエディター ) � メニューアイテム
文字情報リストエディターのメニューアイテム

� �

説明 ファイルメニューでは、ドキュメントファイルの管理や CAMPS の終了等を行います。

�

アイテム 新規作成(N) 新規に空のドキュメントを生成します。新規ドキュメントの設定は、新規ド
キュメント設定ダイアログボックスで行います。

新規設定(U)... 新規ドキュメント設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログボック
スでは、新規に作成するドキュメントのディフォルト値を設定し、新規にド
キュメントを作成します。

開く(O)... OS 標準のファイル選択ダイアログボックス開くを開きます。開きたいファイ
ルを選択して下さい。ここで、標準MIDIファイルを読み込むこともできます。

 標準MIDIファイルを読み込んだ場合、データを解析して自動的に、各ト
ラックに対して、ラインブロックの分割、カテゴリーの分類が行われます。こ
れらは、読み込んだあと、いつでも変更することができます。

閉じる(C) アクティブな文字情報リストエディターを閉じます。

 ドキュメントウインドウがアクティブな場合は、ドキュメントを閉じま
す。ドキュメントが更新されていて保存されていない場合は、保存するかどう
かを訊くアラートが表示されます。

上書き保存(S) ドキュメントを上書き保存します。ドキュメントが初めて保存される場合は、
名前を付けて保存(A)...コマンドを選択した場合と同じ処理をします。

名前を付けて保存(A)... ドキュメントに名前を付けて保存します。OS 標準の名前を付けて保存という
タイトルのファイル保存ダイアログボックスを開きます。保存したい場所と
ファイル名を設定して下さい。

復帰(R) ドキュメントを開く前の状態、あるいは、最後に保存した状態に戻します。ド
キュメントに対し更新した内容は、すべて元に戻ります。コマンドを選択する
と、復帰するかどうかを訊くアラートが表示されます。

SMFとして保存(E)... ドキュメントを標準MIDIファイル形式で保存します。CAMPS で作成した曲を
他のシーケンサーソフトウェアで開く場合等に使用します。選択すると、OS
標準のファイル保存ダイアログボックス標準MIDIファイル(SMF)として保存を
開きます。保存したい場所とファイル名を設定して下さい。設定が完了する
と、SMF保存オプションダイアログボックスを開きます。このダイアログボッ
クスは、ドキュメントを標準 MIDI ファイルとして保存する場合の各種設定を
行います。

[最近使ったファイル] 最近使用したファイルの一覧がアイテムとして表示されます。選択したアイテ
ムに対応するファイルが開きます。ここに表示されるアイテム数は、初期設定
ダイアログボックスで設定することができます。

終了(X) CAMPS を終了します。更新されていて保存されていないドキュメントがある
場合は、保存するかどうかを訊くアラートが、それぞれ表示されます。

�
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編集メニュー ( 文字情報リストエディター ) � メニューアイテム
文字情報リストエディターのメニューアイテム

� �

説明 編集メニューでは、主に、切り取り、コピーや貼り付け等、オブジェクトの編集を行います。

�

アイテム [アクション]の取り消し(U) 直前に行った操作を取り消します。取り消し後は、[アク
ション]のやり直し(R)とコマンド名が変化して、選択すると
取り消した操作が再実行されます。これらのコマンド名は、
直前に行った操作によって変化します。例えば、直前にイベ
ントを消去した場合、コマンド名は、イベント消去の取り消
し(U)となります。

文字情報を切り取る(T) 選択されている文字情報を消去し、クリップボードに保存し
ます。クリップボードに保存した文字情報は、文字情報の貼
り付け(P)コマンドを選択することによって、希望する場所
に貼り付けることができます。

文字情報をコピー(C) 選択されている文字情報をクリップボードに保存します。ク
リップボードに保存した文字情報は、文字情報を貼り付ける
(P)コマンドを選択することによって、希望する場所に貼り
付けることができます。

文字情報を貼り付ける(P) 文字情報を切り取る(T)コマンドや文字情報をコピー(C)コマ
ンド等によって、クリップボードに最後に保存された文字情
報を、希望する場所に貼り付けます。

文字情報を消去(E) 選択されている文字情報を消去します。

すべて選択(A) エディター内の全ての文字情報を選択します。

新規文字情報(N)を作成... 新規に文字情報を生成します。

文字情報を複製(D) 選択されている文字情報を複製します。

SMPTEオフセットタイム設定(O)... SMPTEオフセットタイム設定ダイアログボックスを開きま
す。このダイアログボックスでは、再生（録音）時に
SMPTE で同期する場合のオフセットタイムを設定します。

初期設定(F)... 初期設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスでは、アプリケーションの基本的な操作や表示の設
定を行います。

�
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入出力メニュー ( 文字情報リストエディター ) � メニューアイテム
文字情報リストエディターのメニューアイテム

� �

説明 入出力メニューでは、再生や録音、同期等の MIDI に関する設定を行います。

�

アイテム 再生(P) ドキュメントの再生を開始します。

停止(S) 再生を停止します。

移動(J)/先頭へ(T) 再生ポインターの位置を、ループ範囲の先頭へ移動しま
す。ループ範囲が設定されていない場合は、ドキュメント
の先頭へ移動します。このコマンドを選択すると、自動ス
クロールがオンに設定されます。

移動(J)/終りへ(E) 再生ポインターの位置を、ループ範囲の最後へ移動しま
す。ループ範囲が設定されていない場合は、ドキュメント
の最後へ移動します。このコマンドを選択すると、自動ス
クロールがオンに設定されます。

メトロノームを鳴らす(M) 再生、録音時にメトロノーム音を出すかどうかを設定しま
す。メトロノーム音を出したい場合は、アイテムにチェッ
クを入れます。メトロノーム音の設定は、MIDI設定ダイ
アログボックスのメトロノームタブで行います。

ｵｰﾙﾉｰﾄｵﾌ送信(N) 再生出力デバイスにオールノートオフを送信します。この
データを受け取ったデバイスは全ての音を消音します。再
生停止時に残音があった場合などに送信します。

ﾘｾｯﾄｵｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ送信(R) 再生出力デバイスにリセットオールコントローラを送信し
ます。このデータを受け取ったデバイスはボリュームやパ
ン、ピッチベンド等のコントロールの設定をリセットしま
す。

 デバイスによって、リセットオールコントローラを受
け取った場合の動作は異なります。デバイスのマニュアル
等を参照して下さい。

同期(Y)/内部同期(I) 通常の再生を行います。CAMPS 内部のクロックで再生し
ます。選択されている場合、アイテム名の左側にマークが
表示されます。

同期(Y)/タップ入力に同期(T) コンピューターキーボードや MIDI 楽器から入力されたテ
ンポに従って再生を進めます。タップ同期に関する設定
は、MIDI設定ダイアログボックスのタップタブで行いま
す。選択されている場合、アイテム名の左側にマークが表
示されます。

同期(Y)/外部MIDIクロックに同期(M) 外部からの MIDI クロックに従って再生を進めます。MIDI
クロック同期に関する設定は、MIDI設定ダイアログボッ
クスのMIDIクロックタブで行います。選択されている場
合、アイテム名の左側にマークが表示されます。

同期(Y)/外部SMPTEに同期(S) オーディオやビデオデッキ等の外部機器から送られた
SMPTE 信号（MIDI タイムコード）に従って再生を進め
ます。SMPTE 同期に関する設定は、MIDI設定ダイアログ
ボックスのSMPTEタブで行います。選択されている場
合、アイテム名の左側にマークが表示されます。

同期信号出力(T)/MIDIクロックを出力(M) 再生、録音時に、外部を同期させる MIDI クロック信号を
送出するかどうかを設定します。送出する場合はアイテム
にチェックマークを入れます。MIDI クロックに関する設
定は、MIDI設定ダイアログボックスのMIDIクロックタブ
で行います。



同期信号出力(T)/SMPTEを出力(S) 再生、録音時に、外部を同期させる SMPTE 信号（MIDI
タイムコード）を送出するかどうかを設定します。送出す
る場合はアイテムにチェックマークを入れます。SMPTE
信号に関する設定は、MIDI設定ダイアログボックス
のSMPTEタブで行います。

OS指定の出力先を使う(I) Windows OS で設定した出力先に、全ての出力先を指定す
るかどうかを選択します。OS で設定した出力先に全ての
出力先を指定する場合は、チェックマークを入れます。こ
の場合、再生データやメトロノーム音、同期信号等全てが
指定の出力先に出力されます。

 Windows での設定は、コントロールパネルのマルチ
メディアを開いてマルチメディアのプロパティを表示さ
せ、このダイアログボックスの MIDIタブのMIDI出力で設
定します。

MIDI設定(U)... MIDI設定ダイアログボックスを開きます。このダイアロ
グボックスでは、アプリケーション全般の MIDI 入出力や
同期、デバイス等の設定を行います。

�
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表示メニュー ( 文字情報リストエディター ) � メニューアイテム
文字情報リストエディターのメニューアイテム

� �

説明 表示メニューでは、文字情報リストエディターの表示に関する設定等を行います。
このメニューで設定されるほとんどの項目は、表示設定を記憶(Y)アイテムを選択することによっ
て記憶されます。次に文字情報リストエディターを開いた場合は、記憶した設定で表示されま
す。

�

アイテム ツールバー(T)/メインツールバー(M) メインツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れま
す。

ツールバー(T)/ステータスバー(S) ステータスバーを表示させるかどうかを選択します。表
示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れま
す。

ツールバー(T)/再生ツールバー(P) 再生ツールバーを表示させるかどうかを選択します。表
示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れま
す。

ツールバー(T)/録音ツールバー(R) 録音ツールバーを表示させるかどうかを選択します。表
示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れま
す。

ツールバー(T)/同期ツールバー(Y) 同期ツールバーを表示させるかどうかを選択します。表
示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れま
す。

ツールバー(T)/出力制御ツールバー(D) 出力制御ツールバーを表示させるかどうかを選択しま
す。表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入
れます。

ツールバー(T)/テンポツールバー(O) テンポツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れま
す。

ツールバー(T)/音符ツールバー(N) 音符ツールバーを表示させるかどうかを選択します。表
示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れま
す。

ツールバー(T)/休符ツールバー(E) 休符ツールバーを表示させるかどうかを選択します。表
示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れま
す。

ツールバー(T)/ビートツールバー(B) ビートツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れま
す。

ツールバー(T)/タイムツールバー(T) タイムツールバーを表示させるかどうかを選択します。
表示させる場合は、アイテムにチェックマークを入れま
す。

自動スクロールする(A) ドキュメントの再生等にともなって、再生ポインターが
移動した場合、表示域も追従して移動させるかどうかを
指定します。移動させたい場合は、アイテムにチェック
マークを入れます。

表示域を移動(J)... 表示域を移動ダイアログボックスを開きます。このダイ
アログボックスでは、文字情報リストエディターの表示
する領域を小節で指定します。表示領域を移動させる
と、自動スクロールが解除されます。
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エディットボタンを表示(E) 文字情報リストエディターのエディットボタンを表示す
るかどうかを選択します。表示する場合は、アイテムに
チェックマークを入れます。

インタラクティブ情報を表示(F) 文字情報リストエディター下部に表示される、インタラ
クティブ情報（マウスカーソルの位置情報等）を表示す
るかどうかを選択します。表示する場合は、アイテムに
チェックマークを入れます。

ビートカウンター(G) ビートカウンターを表示させるかどうかを選択します。
このウインドウは、ドキュメント上の再生ポインターの
位置情報を、"小節 : ビート : 分解値"の形式で表示しま
す。ビートツールバーと表示の大きさが異なる以外、機
能は全く同じです。表示させる場合は、アイテムに
チェックマークを入れます。

タイムカウンター(I) タイムカウンターを表示させるかどうかを選択します。
このウインドウは、ドキュメント上の再生ポインターの
位置情報を、"時 : 分 : 秒 : フレーム"の形式で表示をしま
す。タイムツールバーと表示の大きさが異なる以外、機
能は全く同じです。表示させる場合は、アイテムに
チェックマークを入れます。

表示設定を記憶(Y) 文字情報リストエディターの表示設定を記憶します。選
択すると、表示メニューの各アイテムの設定（ツール
バー(T)サブメニュー等の記憶されない項目もありま
す。）やウインドウのレイアウト等が記憶されます。次
に文字情報リストエディターを開いた場合は、記憶した
設定で表示されます。

�



エディターメニュー ( 文字情報リストエディター ) � メニューアイテム
文字情報リストエディターのメニューアイテム

� �

説明 エディターメニューは、各種エディターを開きます。

�

アイテム テンポリスト(L) テンポリストエディターを開きます。このエディターでは、曲のテンポを縦方向のリ
スト形式で編集できます。

テンポ描画(D) テンポ描画エディターを開きます。このエディターでは、曲のテンポを自由描画形式
で編集できます。

文字情報リスト(X) 文字情報リストエディターを開きます。このエディターでは、ドキュメント内にある
個々の文字情報イベントを、縦方向のリスト形式で編集できます。

�



ウインドウメニュー ( 文字情報リストエディター ) � メニューアイテム
文字情報リストエディターのメニューアイテム

� �

説明 ウインドウメニューでは、表示されているドキュメントウインドウやエディターに対して、アプリケー
ションウインドウ内での表示に関する操作を行います。

�

アイテム 新規文字情報エディター(N) 現在、開いている文字情報リストエディターの他に、別の文字情報リス
トエディターを開きます。

重ねて表示(C) 表示されているドキュメントウインドウやエディターを折り重ねるよう
に並び替えます。選択すると、ウインドウのサイズや位置は変更されま
す。

並べて表示(T) 表示されているドキュメントウインドウやエディターをタイル状に並び
替えます。選択すると、ウインドウのサイズや位置は変更されます。

アイコン化ウインドウの整列(A) 最小化されているドキュメントウインドウやエディターを、アプリケー
ションウインドウの下部に整列させます。

[ウインドウ] 表示されているドキュメントウインドウやエディターの名前の一覧が、
アイテムとして表示されます。アイテムを選択すると、対応するエディ
ターが最前面に表示されます。開いたエディターの数が10個以上になる
と、11番目以降のアイテムは、その他のウインドウ(M)...となります。こ
れを選択すると、ウインドウの選択ダイアログボックスが表示されま
す。このダイアログボックスでは、最前面に表示させたいエディターを
選択して下さい。

�



ヘルプメニュー ( 文字情報リストエディター ) � メニューアイテム
文字情報リストエディターのメニューアイテム

� �

説明 ヘルプメニューでは、本ヘルプファイルを開いたり、ドキュメントにメモを登録します。

�

アイテム ヘルプ(H) 本ヘルプファイルを開きます。

ドキュメントのメモ(D)... メモダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスでは、ド
キュメントにテキスト形式のメモを登録できます。

CAMPSについて(A)... CAMPS や Microworks Corporation の情報が表示されます。

�
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ツールバー � コンテンツ

� �

説明 演奏制御や録音などの MIDI 処理、ならびに一般的なコマンド選択や状況表示用に、11個のツー
ルバーが使用できます。

�

使い方 ツールバーは、デスクトップ上の任意の場所へ移動できます。また、CAMPS アプリケーション
ウインドウの上部または下部に移動するとウインドウに吸着します。ツールバーのボタン以外の
部分をダブルクリックすると、この２つの状態を切り替えることができます。
ツールバーの表示/非表示は、表示メニューのツールバーサブメニューの中から対応するコマンド
を選択します。

ツールバーの表示状態は、アプリケーション終了時に保存され、次回の起動時に再現されます。

�

種類 メインツールバー ファイルメニューや編集メニュー等にある基本的なコマンドの選択を行い
ます。

ステータスバー コマンドの説明や、コンピュータキーボードの状態が表示されます。

再生ツールバー 再生制御や再生位置の制御を行います。

録音ツールバー 録音制御やステップ録音時に使用するツールバーの表示/非表示を切り替
えます。

同期ツールバー 再生のテンポを制御します。同期元の選択や、再生テンポの制御を行いま
す。

出力制御ツールバー 同期信号の出力設定や、メトロノーム制御、MIDI リセット信号の送信を
行います。

音符ツールバー ステップ録音やスタンプツールの音符長の設定を行います。

休符ツールバー ステップ録音時に休符を入力するための休符長を設定します。

ビートツールバー "小節 : ビート : 分解値"の形式で再生ポインターの位置情報を表示しま
す。.

タイムツールバー "時 : 分 : 秒 : フレーム"の形式で再生ポインターの位置情報を表示をしま
す。

テンポツールバー 現在の再生位置のテンポを表示します。

�



ビートツールバー � コンテンツ
ツールバー

� �

説明 ビートツールバーは、ドキュメント内の再生ポインターの位置情報を、"小節 : ビート : 分解値"の形
式で表示します。

�

�

� �



出力制御ツールバー � コンテンツ
ツールバー

� �

説明 出力制御ツールバーは、同期信号の出力設定や、メトロノーム制御、MIDI リセット信号の送信
を行います。

�

使い方 メトロノームON/OFFボタンでメトロノームを演奏するかどうかを設定します。MIDIクロック
出力ボタンおよびSMPTE出力ボタンで、出力同期信号の送信をするかどうかを、それぞれ設定
します。

� �

アイテム メトロノームON/OFFボタン

MIDIクロック出力ボタン

SMPTE出力ボタン

オールノートオフ送信ボタン

リセットオールコントローラ送信ボタン

�

� �



出力制御ツールバーのアイテム � ツールバーの説明

� � �

メトロノーム制御 メトロノームON/OFF
ボタン

再生、録音時にメトロノーム音を出すかどう
かを設定します。メトロノーム音を出したい
場合は、オンにします。メトロノーム音の設
定は、MIDI設定ダイアログボックスのメトロ
ノームタブで行います。

入出力/メトロノームを鳴らす (M) メ
ニューアイテム

同期信号送信 MIDIクロック出力
ボタン

再生、録音時に、外部を同期させる MIDI ク
ロック信号を送出するかどうかを設定しま
す。送出する場合はオンにします。MIDI ク
ロックに関する設定は、MIDI設定ダイアログ
ボックスのMIDIクロックタブで行います。

入出力/同期信号出力/MIDIクロックを出
力(M)サブメニューアイテム

SMPTE出力
ボタン

再生、録音時に、外部を同期させる SMPTE
信号（MIDI タイムコード）を送出するかどう
かを設定します。送出する場合はオンにしま
す。SMPTE 信号に関する設定は、MIDI設定
ダイアログボックスのSMPTEタブで行いま
す。

入出力/同期信号出力/SMPTEを出力(S)
サブメニューアイテム

リセット信号送信 オールノートオフ送信
ボタン

再生出力デバイスにオールノートオフを送信
します。このデータを受け取ったデバイスは
全ての音を消音します。再生停止時に残音が
あった場合などに送信します。

入出力/ｵｰﾙﾉｰﾄｵﾌ送信(N)メニューアイテ
ム

リセットオールコントローラ送信
ボタン

再生出力デバイスにリセットオールコント
ローラを送信します。このデータを受け取っ
たデバイスはボリュームやパン、ピッチベン
ド等のコントロールの設定をリセットしま
す。

 デバイスによって、リセットオールコン
トローラを受信した場合の動作は異なりま
す。デバイスのマニュアル等を参照して下さ
い。

入出力/ﾘｾｯﾄｵｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ送信(R)メニューア
イテム



�

� � �



メインツールバー � コンテンツ
ツールバー

� �

説明 メインツールバーでは、ファイルメニューや編集メニュー等にある基本的なコマンドの選択を
行います。

 ドキュメントが開かれていない場合、メインツールバー内の幾つかのコマンドは使えませ
ん。

�

使い方 メインツールバーは、ファイル管理、編集、設定の、３種類に分類されています。各コマンド
に対応するボタンをクリックします。

� �

アイテム 新規ドキュメントボタン

新規ドキュメント設定ボタン

ドキュメントを開くボタン

ドキュメントを保存ボタン

切り取りボタン

コピーボタン

貼り付けボタン

初期設定ボタン

MIDI設定ボタン

ヘルプボタン

�

� �



メインツールバーのアイテム � ツールバーの説明

� � �

ファイル管理 新規ドキュメント
ボタン

新規にドキュメントを作成します。

ファイル/新規作成(N)メニューアイテム

新規ドキュメント設定
ボタン

新規ドキュメント設定ダイアログボックスを開きます。この
ダイアログボックスは、新規に作成するドキュメントのディ
フォルト値を設定し、新規にドキュメントを作成します。

ファイル/新規設定(U)...メニューアイテム

ドキュメントを開く
ボタン

CAMPS ドキュメントファイルや標準MIDIファイルを開きま
す。

ファイル/開く(O)...メニューアイテム

ドキュメントを保存
ボタン

ドキュメントを上書き保存します。初めて保存する場合は、
名前を付けて保存というタイトルの標準ダイアログボックス
が表示されます。

ファイル/上書き保存(S)メニューアイテム

編集 切り取り
ボタン

選択されているオブジェクトを消去し、クリップボードに保
存します。例えば、コードを選択している場合は、切り取り
の対象はコードになります。クリップボードに保存したオブ
ジェクトは、貼り付けボタンをクリックすることによって、
ドキュメントに貼り付けることができます。

編集/切り取り(T)メニューアイテム

コピー
ボタン

選択されているオブジェクトをクリップボードに保存しま
す。例えば、コードを選択している場合は、コピーの対象は
コードになります。クリップボードに保存したオブジェクト
は、貼り付けボタンをクリックすることによって、ドキュメ
ントに貼り付けることができます。

編集/コピー(C)メニューアイテム

貼り付け
ボタン

切り取りコマンド（ボタン）やコピーコマンド（ボタン）に
よって、クリップボードに最後に保存されたオブジェクトを
ドキュメントに貼り付けます。例えば、コードがクリップ
ボードに保存されている場合は、クリックした時にコードが
貼り付けられます。

編集/貼り付け(P)メニューアイテム

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/NewDocument/Main.htm


設定 初期設定
ボタン

初期設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスは、アプリケーションの基本的な操作や表示の設定
を行います。

編集/初期設定(F)...メニューアイテム

MIDI設定
ボタン

MIDI設定ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスは、アプリケーション全般の MIDI 入出力の設定を
行います。

入出力/MIDI設定(U)...メニューアイテム

ヘルプ ヘルプ
ボタン

本ヘルプファイルを開きます。

ヘルプ/ヘルプ(H)メニューアイテム

�

� � �
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音符ツールバー � コンテンツ
ツールバー

� �

説明 音符ツールバーは、ステップ録音やスタンプツールの音符長の設定を行います。

 音符ツールバー内のコマンドを使用するには、ドキュメントが開いている以外に、ステッ
プ録音時かスタンプツール使用時である必要があります。

�

使い方 音符ツールバー内の左端のグループでは、基本となる音符長を選択します。次のグループで
は、付点や連符の追加指定をします。右端の微調節エディットボックスでは、 必要に応じて、
音符長の微調整を行います。

音符ツールバーは、ドキュメントウインドウ、イベントリスト、ピアノロール、コントロール
描画、楽譜エディターのいずれかを開いている場合に、使用できます。さらにピアノロール、
楽譜エディターでは、スタンプツールを補佐します。

� �

アイテム 全音符スタンプボタン

２分音符スタンプボタン

４分音符スタンプボタン

８分音符スタンプボタン

16分音符スタンプボタン

32分音符スタンプボタン

64分音符スタンプボタン

付点音符長ボタン

３連符長ボタン

５連符長ボタン

� 微調節エディットボックス

�

� �



音符ツールバーのアイテム � ツールバーの説明

� � �

音符長の設定 全音符スタンプ
ボタン

スタンプツールやステップ録音で、選択する音符長を全音符長に
指定します。分解値は、1920 になります。

２分音符スタンプ
ボタン

スタンプツールやステップ録音で、選択する音符長を２分音符長
に指定します。分解値は、960 になります。

４分音符スタンプ
ボタン

スタンプツールやステップ録音で、選択する音符長を４分音符長
に指定します。分解値は、480 になります。

８分音符スタンプ
ボタン

スタンプツールやステップ録音で、選択する音符長を８分音符長
に指定します。分解値は、240 になります。

16分音符スタンプ
ボタン

スタンプツールやステップ録音で、選択する音符長を16分音符長
に指定します。分解値は、120 になります。

32分音符スタンプ
ボタン

スタンプツールやステップ録音で、選択する音符長を32分音符長
に指定します。分解値は、60 になります。

64分音符スタンプ
ボタン

スタンプツールやステップ録音で、選択する音符長を64分音符長
に指定します。分解値は、30 になります。

音符長の調節 付点音符長
ボタン

スタンプツールやステップ録音に使用する音符長を、第１群で選
択した音符の付点音符長に設定するかどうかを選択します。付点
音符長にしたい場合は、オンにします。付点音符に設定すると、
基本音符長に対して、その半分の長さが付加されます。例えば、
付点８分音符の場合、８分音符の分解値 240 に、その半分の長さ
120 が付加され、設定される分解値は 360 となります。

３連符長
ボタン

スタンプツールやステップ録音に使用する音符長を、第１群で選
択した音符の３連符長に設定するかどうかを選択します。３連符
長にしたい場合は、オンにします。３連符に設定すると、基本音
符の次に長い音符の３分の１の長さに設定されます。例えば、４
分音符の３連符を指定した場合、４分音符の次に長い２分音符
（分解値 960 ）の３分の１の長さになり、設定される分解値は
320 となります。逆に言うと、４分音符の３連符が３つ集まる
と、２分音符と同じ長さになります。

５連符長
ボタン

スタンプツールやステップ録音に使用する音符長を、第１群で選
択した音符の５連符長に設定するかどうかを選択します。５連符
長にしたい場合は、オンにします。５連符に設定すると、基本音
符から２番目に長い音符の５分の１の長さに設定されます。例え
ば、４分音符の５連符を指定した場合、４分音符から２番目に長
い全音符（分解値 1920 ）の５分の１の長さになり、設定される
分解値は 384 となります。逆に言うと、４分音符の５連符が５つ
集まると、全音符と同じ長さになります。

微調節
エディットボックス

スタンプツールやステップ録音に使用する音符長として選択した
音符の長さの、微調整を行います。調整は、パーセントで指定し
ます。微調整の必要がない場合は、100% を指定します。例え
ば、第１群で４分音符長（分解値 480）を選択した状態で、80%
を指定すると、設定される分解値は 384 となります。

�



再生ツールバー � コンテンツ
ツールバー

� �

説明 再生ツールバーは、再生（録音）をワンタッチで操作する環境を提供します。

 ドキュメントが開かれていない場合、再生ツールバー内のコマンドは使えません。

�

使い方 再生の開始は再生ボタン、停止は停止ボタンをクリックします。再生ポイントを移動するに
は、先頭へ移動、終りへ移動、巻戻し、早送りボタンをクリックします。

� �

アイテム 先頭へ移動ボタン

巻戻しボタン

停止ボタン

再生ボタン

早送りボタン

終りへ移動ボタン

�

� �



再生ツールバーのアイテム � ツールバーの説明

� � �

再生制御 先頭へ移動
ボタン

再生ポインターの位置を、現在アクティブなエディターが表示しているド
キュメントまたはラインブロックの先頭へ移動します。

先頭へ移動ボタンをクリックすると、自動スクロールがオンに設定されま
す。

入出力/移動/先頭へ(T)サブメニューアイテム

巻戻し
ボタン

クリックし続けることによって再生ポインターの位置を、現在位置より後方
向へすばやく移動します。再生中でも停止中でも使用できます。巻戻しの速
度は、MIDI 設定ダイアログボックスのデフォルトタブで調節できます。

巻戻しボタンをクリックすると、自動スクロールがオンに設定されます。

停止
ボタン

再生を停止します。

入出力/停止(S)メニューアイテム

再生
ボタン

ドキュメントの再生を開始します。

入出力/再生(P)メニューアイテム

早送り
ボタン

クリックし続けることによって再生ポインターの位置を、現在位置より前方
向へすばやく移動します。再生中でも停止中でも使用できます。早送りの速
度は、MIDI 設定ダイアログボックスのデフォルトタブで調節できます。

早送りボタンをクリックすると、自動スクロールがオンに設定されます。

終りへ移動
ボタン

再生ポインターの位置を、現在アクティブなエディターが表示しているド
キュメントまたはラインブロックの最後へ移動します。

終りへ移動ボタンをクリックすると、自動スクロールがオンに設定されま
す。

入出力/移動/終りへ(E)サブメニューアイテム

�

� � �
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録音ツールバー � コンテンツ
ツールバー

� �

説明 録音ツールバーは、録音をワンタッチで操作する環境を提供します。

 ドキュメントが開かれていない場合、録音ツールバー内にある録音関係のコマンドは使え
ません。また、これらのコマンドを有効にするには、ドキュメントウインドウのトラックエリ
アで録音対象トラックを設定するか、録音対象の対象となるピアノロール、コントロール描
画、イベントリスト、楽譜のいずれかのエディターを開く必要があります。

�

使い方 録音ツールバーでは、リアルタイム録音とオーバーダビング録音、ステップ録音の３通りの録
音を開始します。また、ステップ録音時に使用する音符ツールバーと休符ツールバーの表示と
非表示を切り替えます。

� �

アイテム 録音ボタン

オーバーダビング録音ボタン

ステップ録音ボタン

音符ツールバー表示/非表示ボタン

休符ツールバー表示/非表示ボタン

�

� �



録音ツールバーのアイテム � ツールバーの説明
ツールバーの使い方

� � � �

録音の開始 録音
ボタン

現在アクティブなエディターが表示しているドキュメントまた
はラインブロックのリアルタイム録音を開始します。

入出力/録音/録音開始(R)サブメニューアイテム

オーバーダビング録音
ボタン

現在アクティブなエディターが表示しているドキュメントまた
はラインブロックのオーバーダビング録音を開始します。

入出力/録音/オーバーダビング録音開始(O)サブメニューア
イテム

ステップ録音
ボタン

現在アクティブなエディターが表示しているドキュメントまた
はラインブロックのステップ録音を開始します。

入出力/録音/ステップ録音開始(S)サブメニューアイテム

関連する
ツールバー

音符ツールバー
表示/非表示ボタン

ステップ録音時に使用する、音符ツールバーの表示/非表示を切
り替えます。（音符ツールバーはピアノロールエディターや楽
譜エディターのスタンプツールでも使用します。）

表示/ツールバー/音符ツールバー(N)サブメニューアイテム

休符ツールバー
表示/非表示ボタン

ステップ録音時に使用する、休符ツールバーの表示/非表示を切
り替えます。

表示/ツールバー/休符ツールバー(E)サブメニューアイテム

�
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録音ツールバーの使い方 � ツールバーの説明
ツールバーのアイテム

� �

録音の開始 概要 CAMPS では、ドキュメントウインドウ、イベントリスト、ピアノ
ロール、コントロール描画、楽譜エディターにおいて、リアルタイ
ム、オーバーダビング、ステップの各モードで録音できます。

ドキュメントウインドウで録音する場合、１度に１トラックのみの
録音となります。対象とするトラックの録音トラックボタン (トラッ
クエリア) をオンにしておく必要があります。イベントリスト、ピア
ノロール、コントロール描画、楽譜エディターで録音する場合、対
象となるトラック (ラインブロック) は既に選択されているので、た
だちに録音を開始できる状態にあります。

録音
ボタン

ドキュメントウインドウで録音する場合 :

録音を開始したい位置に再生ポインターを移動し、対象とするト
ラックの録音トラックボタン (トラックエリア) をオンにしてから録
音ボタンをクリックし、外部の MIDI 楽器で演奏します。演奏は録音
され、録音した小節の範囲に新規ラインブロックが作成されます。
録音しようとしている小節に別のラインブロックが既に存在してい
る場合は、新規にラインブロックが作成され、演奏はこのラインブ
ロックに録音されます。この新規ライブロックは、既存のラインブ
ロックの手前に重複して表示されます。

範囲を特定して録音する場合は、パンチイン/アウト範囲を指定しま
す。録音するトラック内に、このパンチイン/アウト範囲と一致する
場所に別のライブロックが存在する場合、既存のライブロック内で
現在選択されているテイクのラインデータが削除され、演奏が録音
されます。パンチイン/アウト範囲と一致する場所に別のライブロッ
クが存在しない場合、新規にラインブロックが作成され、演奏はこ
のラインブロックに録音されます。

既存の特定のラインブロック内の別テイクとして録音をしたい場
合、テイク一覧ダイアログボックスを使い、新規にテイクを作成し
てから、録音を開始します。

他のエディターで録音する場合 :

録音ボタンをクリックし外部の MIDI 楽器で演奏すると、現在選択さ
れているラインブロックの先頭から録音されます。この場合、別途
指定していない限り、ラインブロック全体がループ範囲およびパン
チイン/アウト範囲として、自動的に設定されます。録音開始と同時
に既存データは削除され、新規データに置き換えられます。現在選
択されているラインブロック内の特定の場所に録音するには、該当
箇所にパンチイン/アウト範囲を指定してから、録音を開始します。
録音結果はパンチイン/アウト範囲に対してのみ有効で、ラインブ
ロック内の他の部分のデータには影響を与えません。

既存の特定のラインブロック内の別テイクとして録音をしたい場
合、テイク一覧ダイアログボックスを使い、新規にテイクを作成し
てから、録音を開始します。
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オーバーダビング録音
ボタン

オーバーダビング録音は、録音範囲に既に存在しているラインデー
タをそのまま残し、外部の MIDI 楽器からの演奏データを追加してい
きます。
オーバーダビング録音時に、ループ範囲が指定してある場合、ルー
プ録音が行われます。この場合、録音したデータは、次々と追加さ
れていきます。（オーバーダビング録音には、必ずしもループ範囲
を使う必要はありません。）

ドキュメントウインドウで録音する場合 :

録音する範囲にパンチイン/アウト範囲を指定し、対象とするトラッ
クの録音トラックボタン (トラックエリア) をオンにしてからオー
バーダビング録音ボタンをクリックし、外部の MIDI 楽器で演奏しま
す。録音するトラック内に、このパンチイン/アウト範囲と一致する
場所に別のライブロックが存在する場合、既存のライブロック内で
現在選択されているテイクのラインデータに、録音したデータが追
加されます。パンチイン/アウト範囲と一致する場所に別のライブ
ロックが存在しない場合、新規にラインブロックが作成され、演奏
はこのラインブロックに録音されます。

既存の特定のラインブロック内の別テイクとして録音をしたい場
合、テイク一覧ダイアログボックスを使い、新規にテイクを作成し
てから、録音を開始します。

他のエディターで録音する場合 :

エディターでのオーバーダビング録音は、単純なデータ追加処理で
す。録音の対象が、特定のラインブロック全体なのか内部のパンチ
イン/アウト範囲だけなのかに関わらず、現在選択されているライン
ブロック内の既存データに対して、新規に演奏データを追加しま
す。別途指定していない限り、ラインブロック全体がパンチイン/ア
ウト範囲として、自動的に設定されます。現在選択されているライ
ンブロック内の特定の場所に録音するには、該当箇所にパンチイン/
アウト範囲を指定してから、録音を開始します。録音結果はパンチ
イン/アウト範囲に対してのみ有効で、ラインブロック内の他の部分
のデータには影響を与えません。

既存の特定のラインブロック内の別テイクとしてオーバーダビング
録音をしたい場合、テイク一覧ダイアログボックスを使い、新規に
テイクを作成してから、録音を開始します。

ステップ録音
ボタン

ステップ録音は、１音（１和音）ずつ入力していく録音です。録音
を開始し、外部の MIDI 楽器から１音（１和音）を入力すると、音符
ツールバーで指定した音符長で１音（１和音）だけ録音され、再生
ポインターがその分進みます。休符を入力したい場合は、休符ツー
ルバーを使います。また、Backspace キーを押すと、録音状態を１
段階前に戻していくことができます。
他の録音と異なり、シーケンスデータの"再生"は行われません。言い
換えると、外部の MIDI 楽器から音符入力したり休符ツールバーの休
符ボタンをクリックしない限り、再生ポインターは動きません。再
生ツールバーの停止ボタンをクリックするか、入出力メニューの停
止アイテムを選択するなどして録音を停止するまでは、CAMPS 内の
幾つかの機能は使えなくなります。

ドキュメントウインドウで録音する場合 :

録音を開始したい位置に再生ポインターを移動し、対象とするト
ラックの録音トラックボタン (トラックエリア) をオンにしてからス
テップ録音ボタンをクリックし、外部の MIDI 楽器で演奏します。演
奏は録音され、録音した小節の範囲に新規のラインブロックが作成
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されます。録音しようとしている小節に別のラインブロックが既に
存在している場合は、新規にラインブロックが作成され、演奏はこ
のラインブロックに録音されます。この場合、作成されるライブ
ロックは既存のラインブロックの手前に重複して表示されます。

範囲を特定して録音する場合は、パンチイン/アウト範囲を指定しま
す。録音するトラック内で、このパンチイン/アウト範囲と一致する
場所に別のライブロックが存在する場合、既存のライブロック内で
現在選択されているテイクのラインデータが削除され、演奏が録音
されます。パンチイン/アウト範囲と一致する場所に別のライブロッ
クが存在しない場合、新規にラインブロックが作成され、演奏はこ
のラインブロックに録音されます。

既存の特定のラインブロック内の別テイクとして録音をしたい場
合、テイク一覧ダイアログボックスを使い、新規にテイクを作成し
てから、録音を開始します。

他のエディターで録音する場合 :

エディターでのステップ録音は、単純なデータ追加処理です。録音
の対象が、特定のラインブロック全体なのか内部のパンチイン/アウ
ト範囲だけなのかに関わらず、現在選択されているラインブロック
内の既存データに対して、新規に演奏データを追加します。別途指
定していない限り、ラインブロック全体がループ範囲およびパンチ
イン/アウト範囲として、自動的に設定されます。現在選択されてい
るラインブロック内の特定の場所に録音するには、該当箇所にパン
チイン/アウト範囲を指定してから、録音を開始します。録音結果は
パンチイン/アウト範囲に対してのみ有効で、ラインブロック内の他
の部分のデータには影響を与えません。

既存の特定のラインブロック内の別テイクとしてステップ録音をし
たい場合、テイク一覧ダイアログボックスを使い、新規にテイクを
作成してから、録音を開始します。

�

�
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休符ツールバー � コンテンツ
ツールバー

� �

説明 休符ツールバーは、ステップ録音時に、休符を入力するために使用します。

 休符ツールバー内のコマンドを使用するには、ドキュメントまたはいずれかのエディター
が開いている以外に、ステップ録音時である必要があります。

�

使い方 ステップ録音時に休符ツールバーを使うと、現在の録音位置 (再生ポインター) を、指定した休
符長分、先に進められます。この結果、音符イベント間に、特定の休符域を割り当てることが
出来ます。休符ツールバー内の左端のグループでは、基本となる休符長を選択します。次のグ
ループでは、付点や連符の追加指定をします。

休符ツールバーは、ドキュメントウインドウ、イベントリスト、ピアノロール、コントロール
描画、楽譜エディターのいずれかを開いている場合に、使用できます。

� �

アイテム 全休符進めるボタン

２分休符進めるボタン

４分休符進めるボタン

８分休符進めるボタン

16分休符進めるボタン

32分休符進めるボタン

64分休符進めるボタン

付点休符長ボタン

３連休符長ボタン

５連休符長ボタン

�

� �



休符ツールバーのアイテム � ツールバーの説明

� � �

休符入力 全休符進める
ボタン

ステップ録音中に全休符長分、再生ポインターを進めます。1920 分
解値進みます。

２分休符進める
ボタン

ステップ録音中に２分休符長分、再生ポインターを進めます。960
分解値進みます。

４分休符進める
ボタン

ステップ録音中に４分休符長分、再生ポインターを進めます。480
分解値進みます。

８分休符進める
ボタン

ステップ録音中に８分休符長分、再生ポインターを進めます。240
分解値進みます。

16分休符進める
ボタン

ステップ録音中に16分休符長分、再生ポインターを進めます。120
分解値進みます。

32分休符進める
ボタン

ステップ録音中に32分休符長分、再生ポインターを進めます。60 分
解値進みます。

64分休符進める
ボタン

ステップ録音中に64分休符長分、再生ポインターを進めます。30 分
解値進みます。

休符長の調節 付点休符長
ボタン

ステップ録音中に、第１群で選択する休符の付点休符長分、再生ポ
インターを進めるかどうかを、あらかじめ選択しておきます。付点
休符長にしたい場合は、オンにしておきます。付点休符を設定する
と、基本休符に対して、その半分の長さが付加されます。例えば、
付点８分休符の場合、８分休符の分解値 240 に、その半分の長さ
120 が付加され、進む分解値は 360 となります。

３連休符長
ボタン

ステップ録音中に、第１群で選択する休符の３連休符長分、再生ポ
インターを進めるかどうかを、あらかじめ選択しておきます。３連
休符長にしたい場合は、オンしておきます。３連休符を設定する
と、基本休符の次に長い休符の３分の１の長さ分進みます。例え
ば、４分休符の３連休符を指定した場合、４分休符の次に長い２分
休符（分解値 960 ）の３分の１の長さになり、進む分解値は 320 と
なります。逆に言うと、４分休符の３連休符が３つ集まると、２分
休符と同じ長さになります。

５連休符長
ボタン

ステップ録音中に、第１群で選択する休符の５連休符長分、再生ポ
インターを進めるかどうかを、あらかじめ選択しておきます。５連
休符長にしたい場合は、オンしておきます。５連休符を設定する
と、基本休符から２番目に長い休符の５分の１の長さ分進みます。
例えば、４分休符の５連休符を指定した場合、４分休符から２番目
に長い全休符（分解値 1920 ）の５分の１の長さになり、進む分解
値は 384 となります。逆に言うと、４分休符の５連休符が５つ集ま
ると、全休符と同じ長さになります。

�
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ステータスバー � コンテンツ
ツールバー

� �

説明 ステータスバーは、アプリケーションウインドウの下部に表示されます。コマンドの説明や、コ
ンピュータキーボードの状態を表示します。

�

使い方 ツールボタンやメニューアイテム内にカーソルを移動したとき、ステータスバーの左側に、その
コマンドの説明が表示されます。ステータスバーの右側には、コンピュータキーボードの状態が
表示されます。"Num Lock"や"Caps Lock"、"Scroll Lock"の中でオンになっているキー名を表示し
ます。

� �



同期ツールバー � コンテンツ
ツールバー

� �

説明 同期ツールバーは、再生のテンポを制御します。同期元の選択や、再生テンポの制御を行いま
す。

�

使い方 通常の再生を行う場合、内部同期ボタンを選択します。タップ入力によって再生を進める場合
はタップ同期ボタン、外部 MIDI クロックで再生を進める場合はMIDIクロック同期ボタン、外
部 SMPTE 信号で再生を進める場合はSMPTE同期ボタンをそれぞれ選択します。内部同期で再
生する場合、再生テンポスライダーで再生速度を暫定的に変えることができます。

� �

アイテム � 再生テンポ表示

� 再生テンポスライダー

内部同期ボタン

タップ同期ボタン

MIDIクロック同期ボタン

SMPTE同期ボタン

�

� �



同期ツールバーのアイテム � ツールバーの説明

� � �

テンポの調節 再生テンポ
表示

再生テンポスライダーによって設定されている再生テンポを、実
際のテンポに対してのパーセントで表示します。例えば、100%
と表示されている場合は、再生速度は変わりません。50% と表示
されている場合は、実際の半分の速度で再生されます。

再生テンポ
スライダー

再生テンポを暫定的に変化させます。実際のテンポ情報を編集
は、テンポリストエディターやテンポ描画エディターで行いま
す。

 再生テンポは、内部同期ボタンが選択されている時のみ変化
させることができます。

同期元の設定 内部同期
ボタン

通常の再生を行います。CAMPS 内部のクロックで再生します。

入出力/同期/内部同期(I)サブメニューアイテム

タップ同期
ボタン

コンピューターキーボードや MIDI 入力によって入力されたテン
ポに従って再生を進めます。タップ同期に関する設定は、MIDI設
定ダイアログボックスのタップタブで行います。

入出力/同期/タップ入力に同期(T)サブメニューアイテム

MIDIクロック同期
ボタン

外部からの MIDI クロックに従って再生を進めます。MIDI クロッ
ク同期に関する設定は、MIDI設定ダイアログボックスのMIDIク
ロックタブで行います。

入出力/同期/外部MIDIクロックに同期(M)サブメニューアイテ
ム

SMPTE同期
ボタン

オーディオやビデオデッキ等の外部から送られた SMPTE 信号を
変換した MIDI タイムコードに従って再生を進めます。SMPTE 同
期に関する設定は、MIDI設定ダイアログボックスのSMPTEタブ
で行います。

入出力/同期/外部SMPTEに同期(S)サブメニューアイテム

�
 SMPTE 同期を行う場合、お使いのコンピュータの MIDI ポー

トに、SMPTE コンバータ (ハードウエア) を接続する必要があり
ます。

�
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テンポツールバー � コンテンツ
ツールバー

� �

説明 テンポツールバーは、現在アクティブなドキュメント内の再生ポインターがある位置の、テンポ
を表示します。テンポは、”基準音符 = テンポ” の形式で表示され、基準音符が１分間にいくつ
入るかを示します。ドキュメントが１つも開いていない場合、テンポの表示は不定になります。

�

使い方 ドキュメントのテンポが変化している場合、再生ポインターが該当範囲に到達すると、テンポ
ツールバーの表示が更新されます。再生中でも停止中でも表示は更新されます。ドキュメントの
テンポや基準音符は、テンポリストエディターやテンポ描画エディターで設定します。

 テンポツールバーの表示は、ドキュメントに設定されているテンポが表示されます。同期
ツールバーの再生テンポスライダーによる、暫定的なテンポの変更は反映されません。

� �

�

� �



タイムツールバー � コンテンツ
ツールバー

� �

説明 タイムツールバーは、ドキュメント内の再生ポインターの位置情報を、"時 : 分 : 秒 : フレーム"の
形式で表示をします。

�

使い方 時刻表示モードボタン右側の下矢印ボタンをクリックすると、メニューが表示されます。ここで
は、表示時間のフレームレートとオフセット表示の設定をします。また、時刻表示モードボタン
をクリックすると、表示時間のフレームレートが順番に切り替わります。

100ﾌﾚｰﾑ／秒(1) フレームを 100フレーム/秒で表示します。

24ﾌﾚｰﾑ／秒(4) フレームを 24フレーム/秒で表示します。
24フレーム/秒は、米国映画業界で使用されています。

25ﾌﾚｰﾑ／秒(5) フレームを 25フレーム/秒で表示します。
25フレーム/秒は、ヨーロッパとその他の地域の映画、テレ
ビ、ビデオ業界で使用されています。これには、PAL と
SECOM フォーマットが含まれます。

30ﾌﾚｰﾑ／秒 ドロップあり(D) フレームを 30フレーム/秒（ドロップフレームあり）で表示し
ます。
ドロップフレームあり30フレーム/秒は、米国とその他の地域
の NTSC カラーテレビ標準として使用されています。ドロッ
プフレームとは、SMPTE の LTC の中で、意図的にドロップ
されるフレームコード番号がある事に、由来していま
す。SMPTE の LTC は、カラービデオ側のやや遅いフレーム
レートを埋め合わせるために、10分毎に18個のフレームコー
ド番号をドロップ (スキップ) しています。初期の白黒テレビ
標準として使われていたフレームレートに、後年、カラー情報
を追加したため、NTSC カラーテレビ標準のフレームレート
は、実際には、29.97 f/s となります。
ドロップフレームあり30フレーム/秒は、NTSC カラービデオ
編集時に適切な同期を図る上で欠かせませんが、その構造上、
わずかながらタイム表示に誤差がともない、オーディオトラッ
ク間だけの同期を図る場合には、やや不向きとも言えます。

30ﾌﾚｰﾑ／秒 ドロップなし(3) フレームを 30フレーム/秒（ドロップフレームなし）で表示し
ます。
ドロップフレームなし30フレーム/秒は、フレームが抜けない
ことと、タイムレート換算が容易なことから、オーディオト
ラック間だけの同期を図る場合、最も多く使用されています。
米国の初期の白黒ビデオ業界でも使用されていました。



SMPTEオフセットタイム表示(O) SMPTEオフセットタイム設定ダイアログボックスで設定し
た、オフセットタイムを換算して表示するかどうかを設定しま
す。換算して表示したい場合は、チェックを入れます。例え
ば、ダイアログボックスでオフセットタイムを 10秒に設定し
て、ドキュメントの先頭に再生ポインターを移動すると、表示
時間は"00 : 00 : 10 : 00"となります。

� �

�

� �



カウンター � コンテンツ

� �

説明 再生位置の表示に２個のカウンターが使用できます。

�

使い方 カウンターは、デスクトップ上の任意の場所へ移動できます。また、ウインドウのサイズや表示
色等を自由に変えることができます。
カウンターの表示/非表示は、表示メニューの中から対応するコマンドを選択します。

カウンターの表示状態は、アプリケーション終了時に保存され、次回の起動時に再現されます。

�

種類 ビートカウンター "小節 : ビート : 分解値"の形式で再生ポインターの位置情報を表示します。.

タイムカウンター "時 : 分 : 秒 : フレーム"の形式で再生ポインターの位置情報を表示をします。

�



ビートカウンター � コンテンツ
カウンター

� �

説明 ビートカウンターは、ドキュメント上の再生ポインターの位置情報を、"小節 : ビート : 分解値"の
形式で表示します。
ビートツールバーと全く同じものですが、ウインドウのサイズを変えたり、表示色等を設定でき
ます。大きく表示させたい時は、こちらを使用します。

�

使い方 通常のウインドウと同様に、ウインドウの端をドラッグするとウインドウサイズを変更できま
す。また、ウインドウの任意の位置を右ボタン・クリックすると、表示設定をするメニューが表
示されます。

フォント(F)... 位置情報を表示するフォントを指定します。選択すると、フォントを指定するダ
イアログボックスが表示されます。

色(C)... 位置情報を表示する文字色を指定します。選択すると、色を指定するダイアログ
ボックスが表示されます。

背景色(B)... 背景色を指定します。選択すると、色を指定するダイアログボックスが表示され
ます。

�

�



タイムカウンター � コンテンツ
カウンター

� �

説明 タイムカウンターは、ドキュメント上の再生ポインターの位置情報を、"時 : 分 : 秒 : フレーム"の
形式で表示をします。
タイムツールバーと全く同じものですが、ウインドウのサイズを変えたり、表示色等を設定でき
ます。大きく表示させたい時は、こちらを使用します。

�

使い方 通常のウインドウと同様に、ウインドウの端をドラッグするとウインドウサイズを変更できま
す。また、ウインドウの任意の位置を右ボタン・クリックすると、表示時間のフレームレート、
オフセット表示、さらに表示一般に関する設定をするメニューが表示されます。

100ﾌﾚｰﾑ／秒(1) フレームを 100フレーム/秒で表示します。

24ﾌﾚｰﾑ／秒(4) フレームを 24フレーム/秒で表示します。
24フレーム/秒は、米国映画業界で使用されています。

25ﾌﾚｰﾑ／秒(5) フレームを 25フレーム/秒で表示します。
25フレーム/秒は、ヨーロッパとその他の地域の映画、テレ
ビ、ビデオ業界で使用されています。これには、PAL と
SECOM フォーマットが含まれます。

30ﾌﾚｰﾑ／秒 ドロップあり(D) フレームを 30フレーム/秒（ドロップフレームあり）で表示し
ます。
ドロップフレームあり30フレーム/秒は、米国とその他の地域
の NTSC カラーテレビ標準として使用されています。ドロッ
プフレームとは、SMPTE の LTC の中で、意図的にドロップ
されるフレームコード番号がある事に、由来していま
す。SMPTE の LTC は、カラービデオ側のやや遅いフレーム
レートを埋め合わせるために、10分毎に18個のフレームコー
ド番号をドロップ (スキップ) しています。初期の白黒テレビ
標準として使われていたフレームレートに、後年、カラー情報
を追加したため、NTSC カラーテレビ標準のフレームレート
は、実際には、29.97 f/s となります。
ドロップフレームあり30フレーム/秒は、NTSC カラービデオ
編集時に適切な同期を図る上で欠かせませんが、その構造上、
わずかながらタイム表示に誤差がともない、オーディオトラッ
ク間だけの同期を図る場合には、やや不向きとも言えます。



30ﾌﾚｰﾑ／秒 ドロップなし(3) フレームを 30フレーム/秒（ドロップフレームなし）で表示し
ます。
ドロップフレームなし30フレーム/秒は、フレームが抜けない
ことと、タイムレート換算が容易なことから、オーディオト
ラック間だけの同期を図る場合、最も多く使用されています。
米国の初期の白黒ビデオ業界でも使用されていました。

SMPTEオフセットタイム表示(O) SMPTEオフセットタイム設定ダイアログボックスで設定し
た、オフセットタイムを換算して表示するかどうかを設定しま
す。換算して表示したい場合は、チェックを入れます。例え
ば、ダイアログボックスでオフセットタイムを 10秒に設定し
て、ドキュメントの先頭に再生ポインターを移動すると、表示
時間は"00 : 00 : 10 : 00"となります。

フォント(F)... 位置情報を表示するフォントを指定します。選択すると、フォ
ントを指定するダイアログボックスが表示されます。

色(C)... 位置情報を表示する文字色を指定します。選択すると、色を指
定するダイアログボックスが表示されます。

背景色(B)... 背景色を指定します。選択すると、色を指定するダイアログ
ボックスが表示されます。

�



音楽用語 �
コンテンツ

� �

説明 CAMPS でよく使われる音楽用語のリストです。これらの用語に慣れておくと、CAMPS の機能を
より使いこなせるようになります。

�

小節 (Bar)

コードとコード進行 (Chord and Chord Progression)

コードファンクション (Chord Function)

コード名 (Chord Name)

隣接コードとの連続性 (Continuity between Adjacent Chords)

ハーモニックテンション音 (Harmonic Tension)

ハーモナイズ (Harmonize)

キーとモード (Key and Mode)

Lower Interval Limit

中央の C (Middle C)

ローマ数値表記 (Roman Numerals)

スケール名 (Scale Name)

スケール音 (Scale Notes)

スケールスペリング (Scale Spelling)

拍子記号 (Time Signature)

トランスポーズ (Transpose)

ヴォイシング (Voicing)

�



小節
コンテンツ

音楽用語

� �

説明 用語としての小節は、譜面を時間軸方向の計量単位に分割する縦線群を意味しますが、通常、この
計量単位そのものを称して使われます。CAMPS も、小節をこの意味で使用しています。

小節は音楽的な時間の区分であり、それぞれの小節が内含する音符や休符の長さを合計すると、各
小節に割り当てられた時間になります。この小節に割り当てられる時間は、拍子記号で定義されま
す。

CAMPS では、小節毎に個別の拍子記号を割り当てることができます。

�



コードとコード進行
コンテンツ

音楽用語

� �

コード コード は、２音またはそれ以上の音符が同時に演奏された場合に生じ、安堵感、焦燥感、緊
張感といった多様な雰囲気とムードをつくりだします。

自然界にある音は、主要な音程とは別に多くの異なる音程をわずかずつ含んでいます。これ
らを倍音と呼びます。 各倍音が含まれる度合いは異なり、これらが混ざり合って実際に聞こ
える音 が形成されます。西洋１２音階スケールに使われる音程は、これら自然界にある倍音
間の音程差に準じて構成されています。 演奏時には、各音程はほぼ同じ音量で演奏されま
す。これらの音程を同時に発音させることで、多様なコードがつくり出されます。

例えば、そのコードに対応したスケールの１，３，５番目の３音で構成されるコード を、三
和音 (Triad) と呼びます。スケールの１，３，５、７ (または６) 番目の４音で構成される
コード を、7thコード (Triad) と呼びます。CAMPS は、これらあらゆるタイプのコードをサ
ポートしています。

コード進行 コード進行は、つぎつぎに連続したコード群で形成されます。１つ１つのコードが特定の雰
囲気をもっているため、これらコードが発音される順番次第で、多様な雰囲気をつくりだす
事が可能となります。この結果、コードが進行するに従って１つの曲のムードが決定される
ことになります。CAMPS は、クラシックからロック、ブルース、モーダルジャズまで、幅
広いスタイルのコード進行をサポートしています。自動ハーモナイズやコード進行の生成を
する際、CAMPS は、隣接するコードとスムーズな流れをつくるコードを自動的に選択し、
提示します。

�



コードファンクション
コンテンツ

音楽用語

� �

説明 コードファンクション設定は、コード毎に設定できます。 この設定は、コード進行の流れの中で、
そのコードがキーに対してどのように機能するかを表現しています。コードが、長調 (Major)、短調
(Minor)、モーダル (Modal) のいずれに属する場合も、４つのコードファンクション設定の中から選
択します。

CAMPS 内のコードファンクション設定は、基本的なものから高度なものまで４つかのレベルに分
けて、整理されています。これらは、Diatonic とか Secondary Dominant と、呼ばれています。

コードファンクション よく使われる音楽タイプ 含まれるコード

Diatonic Rock、Ballad、Funk、Country、 Diatonic

Pop、Jazz Subdominant Minor

Secondary Dominant Rock、Funk、Jazz Secondary Dominant

Related II of Secondary Dominant

Substitute V Funk、Jazz Substitute V

Related II of Substitute V

Diminished Passing Diminished

CAMPS 内のコードは、どのコードファンクションに属するかによって、コードの背景色のグレー
の度合いが変化します。基本的なコードほど薄いグレーで、高度なコードほど濃いグレーで、表示
されます。

�

コードファンクション CAMPS は、以下のコードファンクションをサポートしています。

�

長調
Major

Diatonic●   

Diminished●   

Secondary Dominant●   

Related II of Secondary Dominant●   

Substitute V●   

Related II of Substitute V●   

�

短調
Minor

Diatonic●   

Diminished●   

Secondary Dominant●   

Related II of Secondary Dominant●   

Substitute V●   

Related II of Substitute V●   

� �

モーダル
Modes

Ionian●   

Dorian●   

Phrygian●   

Lydian●   

Mixolydian●   

Aeolian●   

Locrian●   

�



コード名
コンテンツ

音楽用語

� �

説明 CAMPS では、シンボル、クオリティー、テンション、インバージョンの４つの構成要
素を指定することで、コード名を組み立てています。コード進行の流れの中で、特定の
コードに対してこれらの要素を旨く使いこなすと、あなたの曲の中に、複雑または特徴
的な "コードの動き" を作り出すことができます。

４つの構成要素 シンボル
Symbol

コードのルート音程、つまりトニック音を表わします。

ルート音を発音すると、特定の倍音(Harmonics) のグループが自然に
作り出されます。コードを構成する音符は、この倍音グループから選
ばれます。ルート音は、コードを代表する主要な要素です。

クオリティー
Quality

コードの基礎のうち、コードを特徴付ける特に特質的な響きを表わし
ます。

例えば Major や Diminished などのコードクオリティーは、コードの
調性 (Tonality) を決定します。これらの名称は、maj、dim などの要領
で短縮して使われるのが一般的です。

テンション
Tension

テンション音とは、コードのルート音程を含むオクターブの１つ上の
オクターブに含まれる音符で、コードにやや不協な響きを付け加えま
す。

テンションが付加されたコードは、より自由奔放で不協な響きを持ち
ます。

 コードの構成音として使われるテンション音は、ハーモニックテ
ンション (Harmonic Tension) と呼ばれています。

インバージョン
Inversion

構成音が同じで並べる順番が変更された場合、コードがインバートさ
れた (Inverted) と言います。言い換えると、構成音のうち、最も低い
音程の音がコードのルート音ではない場合、コードがインバートされ
たと言います。インバージョンは、幾つかのコード構成音を１オク
ターブの範囲内で移動して、つくられます。

例えばコード "C" は、音符を下から上へ C、E、G の順に並べて構成
されますが、コード "C/E" は、E、G、C の順に並べて構成されま
す。

�



隣接コードとの連続性
コンテンツ

音楽用語

� �

説明 心地よいコード進行を作る目的で、連続感のあるコードを幾つか並べてコード進行を構成させ
る傾向があります。しかしながら個性的なコード進行をつくろうとする場合、隣接するコード
と音楽的にスムーズな連続感を維持しながら、希望の調性のコードが見つからないことが、し
ばしばあります。このような場合、コード進行の連続感は損なわれ、曲の別セクションへ移行
したかのような効果を生じかねません。

音楽的な
連続性

コード進行の自動生成や自動ハーモナイズをする際、CAMPS は常に、隣接するコードと音楽
的に滑らかに連続して聞こえるコードを生成しようとします。この機能は、１つのコードブ
ロック内のコード群に対して有効なので、曲のセクション毎に別のコードブロックを割り当て
れば、セクション間にコントラストをつくり出すことができます。

�



ハーモナイズ
コンテンツ

音楽用語

� �

説明 CAMPS においてハーモナイズは、メロディーラインに調和するコード進行の生成過程を
意味します。

機能の仕組み 作曲や編曲をする上で、コード進行はメロディーと溶け合い調和している必要がありま
す。コード進行が先につくられ、これと調和するメロディーを後からつくられる場合もあ
ります。メロディーと調和するコード進行は１つだけではなく、通常、かなりの数ありま
す。さらにコード進行内の１つの１つのコードを決める際には、単にメロディーと調和す
るだけではなく、前後のコードとスムースな移行感を持つコードを捜すことが、希望され
ているはずです。

CAMPS のハーモナイズ機能は、これらの要素が考慮されています。連続感があるだけで
はなく、メロディーと調和するコード進行を自動的に生成します。

 上記の通り CAMPS の自動ハーモナイズ処理では、前後のコードと連続感があり且つ
メロディーと調和するコードを、自動的に提示しますが、連続感については１つのコード
ブロック内に限定されています。

�



キーとモード
コンテンツ

音楽用語

� �

説明 １２音階の中で、ある音程とこれの１オクターブ上の音程との間にある音列を主に
使って作曲する場合、キー (Key ) を生じたと呼びます。

スケールとモード CAMPS は、７音から構成されるスケールまたはモード１０個を基礎としています。
各モードのスケール構成音は、長調 (Major) のそれと同じですが、スケールの何番目
の音からそのスケールを開始するかで、モード名が決まります。例えば、長調のス
ケールの２番目の音から開始するスケールを、"ドリアン・モード (Dorian Mode)" と
呼びます。

�

長調
Major

第３/４音間と第７/８音間の音程差が半音で、これら以外は音程
差が全音で構成される７音列

短調
Minor

第２/３音間と第５/６音間の音程差が半音で、これら以外は音程
差が全音で構成される７音列

和声短音階
Harmonic Minor

第２/３音間と第５/６音間と第７/８音間の音程差が半音で、第６/
７音間の音程差が短３度で、これら以外は音程差が全音で構成さ
れる７音列

旋律短音階
Melodic Minor

第２/３音間と第７/８音間の音程差が半音で、これら以外は音程
差が全音で構成される７音列



アイオニアン
Ionian

第３/４音間と第７/８音間の音程差が半音で、これら以外は音程
差が全音で構成される７音列 (長調と同じ)

ドリアン
Dorian

第２/３音間と第６/７音間の音程差が半音で、これら以外は音程
差が全音で構成される７音列

フリジアン
Phrygian

第１/２音間と第５/６音間の音程差が半音で、これら以外は音程
差が全音で構成される７音列

リディアン
Lydian

第４/５音間と第７/８音間の音程差が半音で、これら以外は音程
差が全音で構成される７音列

ミキソリディアン
Mixolydian

第３/４音間と第６/７音間の音程差が半音で、これら以外は音程
差が全音で構成される７音列



エオリアン
Aeolian

第２/３音間と第５/６音間の音程差が半音で、これら以外は音程
差が全音で構成される７音列 (短調と同じ)

ロクリアン
Locrian

第１/２音間と第４/５音間の音程差が半音で、これら以外は音程
差が全音で構成される７音列

�



Lower Interval Limit
コンテンツ

音楽用語

� �

説明 コードを構成する場合、低音域にある２音間の特定の音程差がにごって聞こえる事があり
ます。にごって聞こえ始めるポイントは、２音間の音程差によって異なりますので、音程
差ごとに整理され、低音域の音程差の限界 (Lower Interval Limit) として、まとめられてい
ます。

機能の仕組み CAMPS の低音域和音にごりの自動回避チェックボックスをチェックしておくと、自動作
曲の際、CAMPS はすべての音程差について。それぞれの限界値を考慮します。この結
果、にごって聞こえる和音を含む作曲結果は、提示されなくなります。

�



中央の C コンテンツ 音楽用語

� �

説明 大譜表の中央にある C 音は中央の C (Middle C) と呼ばれ、音域の基礎を定義します。

機能の仕組み MIDI 鍵盤楽器などで鍵盤を押した際、使用している MIDI 音源や音色によっては、期待し
ていた音程より１～２オクターブずれて聞こえてくる場合があります。中央の C 設定機能
を使うと、この様に音域にずれがある場合でも、同じデータからは同じ音程が聞こえる様
に、調整できます。

CAMPS の各機能の性能を効率的に引き出す上で、中央の C 設定機能を使って音程情報の
基礎を定義する事は、重要です。

 低音部記号 (Bass cleft) と高音部記号 (Treble cleft) を組み合わせて構成される譜表
は、大譜表と呼ばれています。ピアノやオルガンなど広い音域を持つ楽器に使われます。

�



ローマ数値表記
コンテンツ

音楽用語

� �

説明 コードを表示する１つの方法として、ローマ数値表記があります。これは、そのコードが属してい
るキーの中で、コードがどのような役割をもつのかを表示します。

普通の コード名が "絶対コード名" と呼ばれるのに対して、ローマ数値表記は "相対コード名" とし
て知られています。理由は、実際に曲に使われているキーに依存しないからです。

例 例えば、Gmaj7 がローマ数値表記で IVmaj7 と表示されている場合、このコードは D 長調の４番目
のダイアトニックコードであり、対応するスケール名は Lydian である事を意味します。同じ
Gmaj7 がローマ数値表記で I maj7 と表示されている場合、このコードは G 長調の１番目のダイア
トニックコードであり、対応するスケール名は Ionian である事を意味します。



スケール名
コンテンツ

音楽用語

� �

説明 コード には、そのコードのルート音に含まれる倍音群を主要な構成員とするスケールが、存在しま
す。１つのコードに対応するスケールは、１つとは限りません。スケールには、その音符構成に応
じて、アイオニアン (Ionian) やリディアン (Lydian) と言った名前が付けられていて、これらをス
ケール名と言います。

�



スケール音
コンテンツ

音楽用語

� �

説明 一般的にスケールは７音で構成され、これらをスケール音 (Scale Note) と呼びます。.

詳細 １オクターブは１２音ですから、スケール音に含まれない残りの５音をクロマティック音
(Chromatic Note) と呼び、スケール音と区別しています。クロマティック音は、コードと同時
に演奏した場合不協な響きを作り出しますので、瞬間的な経過音として使用するのが一般的で
す。一方スケール音の中にも、コードと同時に演奏した場合不協な響きを作り出す音が１つま
たは２つ存在し、これらをアボイドノート (Avoid Note) と呼びます。スケールを構成する７音
は、下から順に Root、9th、3rd、11th、5th、13th、7th と名前が付けられています。スケール
音のうち、9th、11th、13th を特にテンション音 (Tension) と呼びます。.

�

 アボイドノート以外のテンション音を、ハーモニックテンション音 (Harmonic Tension) と
呼びます。通常のコード構成音にハーモニックテンション音を追加すると、響きの豊かな「テ
ンション付コード」が構成されます。

 スケール音の呼び方は、長音階 (Major Scale) 音列内の相当する順番の音と比較して、半音
高い場合は #11th とか、半音低い場合は b3rd などと変わります。

( 9th ) ----> ( b9th ), ( #9th )●   

( 11th ) ----> ( #11th )●   

( 13th ) ----> ( b13th )●   

特別な
スケール

CAMPS では、スケール構成音のうち限られた音だけを使ったものを、特別に以下のように呼
んでいます：

�

ペンタトニック
Pentatonic

スケール構成音のうち、Root、9th、3rd、5th、13th の５音だけを使うス
ケール

コーダル
Chordal

スケール構成音のうち、Root、3rd、5th、7th ( または 13th ) の４音だけ
を使うスケール

トライアディック
Triadic

スケール構成音のうち、Root、3rd、5th の3音だけを使うスケール



スケールスペリング
コンテンツ

音楽用語

� �

説明 スケールの構成音はスケール音 (Scale Note) と呼ばれ、それぞれの音には、9th、b7th といった名
前が付いています。ここで使われている数字は、 長調 のルート音を１として始まり、連続的に増え
ていく要領で、割り当てられています。これを、スケールスペリングと呼びます。

�



拍子記号
コンテンツ

音楽用語

� �

説明 拍子記号は、１小節に割り当てられる拍の数と、１拍の長さを意味します。

拍子記号は、分数形式で音楽譜表の先頭部に表示されます。分子は１小節に割り当てられる拍の数
を、分母は１拍に割り当てられる音符の種類 (長さ) を、それぞれ意味します。例えば 6/8 の場合、
１小節は６拍で１拍は８分音符長となります。

CAMPS では、 小節毎に異なる拍子記号を、割り当てることができます。

�

file:///C|/My Documents/CampsHelpMaterials/CampsHelp Original/DialogBoxes/TimeSignature/Main.htm


トランスポーズ
コンテンツ

音楽用語

� �

説明 曲の途中で起こるキーの変更は転調、曲全体を別のキーに変更する事は移調と呼ばれます。CAMPS
では、両者をまとめてトランスポーズと呼んでいます。

トランスポーズは、曲に変化や発展感を与える効果があります。

CAMPS では、コード毎にトランスポーズする事、つまり別のキーを割り当てる事ができます。更
に、コードトラック全体または指定した幾つかのメロディートラックをまとめて、一時的にトラン
スポーズする事もできます。これは、なにかの再生あるいは録音中でも可能です。またメロディー
の一部だけのトランスポーズも可能です。

�



ヴォイシング
コンテンツ

音楽用語

� �

説明 メロディーラインは、一連の単音によって構成されることが最も一般的ですが、曲に
変化や迫力を付けるために、部分的に和音化することがあります。これがヴォイシン
グ (Voicing) と呼ばれる編曲技術です。ヴォイシング は、常に元になるメロディー音
を最上音として和音を生成します。

 元になるメロディー音でヴォイシング和音の最上音になる音を、 リード音 (Lead
Note) と呼びます。

 リード音が クロマティック音 であった場合、下音域に配置される音符と不協和音
を構成するため、ヴォイシングは行なえません。このような場合のために CAMPS で
は、一時的にリハーモナイズする環境が用意されています。テンション音の場合、あ
らかじめコードのテンション (Harmonic Tension) として、コードが定義されている
必要があります。

機能の仕組み 和音化を行なう場合、使える音程はリード音に割り当てられているコードによって限
定されますが、使う順番までは限定されません。ヴォイシングは、この「使う順番」
に関わる技術であり、使う「和音の数」に応じて、様々な「順番」が考案されてきま
した。実際、同じコード、同じリード音でも、ニュアンスの異なる和音がたくさん存
在します。

ブラス・セクションやストリング・セクションを編曲する際、ヴォイシング技術が必
要となります。またピアノ伴奏をする場合、コードをどのように展開して和音を構成
するかによって、ニュアンスは大きく左右されます。ここでもヴォイシング技術が必
要となります。このようにヴォイシングは編曲の基礎となる技術です。

CAMPS が初めて実現したヴォイシング機能により、「和音の響きの微妙な味付け」
が簡単に出来るだけではなく、他のヴォイシングと瞬時に試聴比較する事も可能とな
ります。

ヴォイシング技術 CAMPS ではヴォイス (Voice) 数は３～６声、クローズド (Closed) からスプレッド (
Spread)、U.S.T.まで一般的なヴォイシング技術を全てカバーするとともに、抑揚を拡
げるハーモニックテンション (Harmonic Tension) オン/オフ機能をサポートしていま
す。この機能をオンにしておくと、ヴォイシングする際、積極的にテンションを採用
しますので、より複雑で豊かな響きを得ることができます。



クラスター
Cluster

クラスターは、和音を構成する音符間の音程差が２度 (2nd)
の、比較的幅狭い音域に展開する和音です。低音域のメロ
ディー、バックグランド、輝きを必要とする高音域のメロ
ディーなどに使用すると効果的です。

クローズド
Closed

クローズドは、リード音の下方向に最寄りのコード構成音を
順番に並べた、最も基本的な和音です。

ドロップ 2
Drop 2

ドロップ 2 は、クローズドの第２音を１オクターブ下げた、
やや幅広い音域に展開する和音です

ドロップ 3
Drop 3

ドロップ 3 は、クローズドの第３音を１オクターブ下げた、
さらに幅広い音域に展開する和音です。

ドロップ 2+4
Drop 2+4

ドロップ 2+4 は、クローズドの第２、４音を１オクターブ下
げた、比較的幅広い音域に展開する和音です。

フォース
4th

フォースは、和音を構成する音符間の音程差が完全４度 (
Perfect 4th) ある、比較的幅広い音域に展開する和音です。長
い音符、リズミックなメロディー、ペダルポイント (Pedal
Point) などに使用すると効果的です。

スプレッド
Spread

スプレッドは、最下音にルート (Root)、その上に３度 (3rd)
と７度 (7th) を含む、幅広い音域に展開する和音です。長い音
符、リズミックなメロディー、バックグランド、ヴォーカル
などに使用すると効果的です。

U.S.T.
Upper Structure Triad

U.S.T. (Upper Structure Triad) は、コード構成音とテンショ
ン音とで構成される三和音です。リズミックなメロディー、
クライマックスの強調、エンディングなどに使用すると効果
的です。

�



トラブルシューティング � �
コンテンツ

�

プログラムの使用について、一般的な疑問点とこれに対する解決方法を説明します。インターネット上の
弊社ホームページにも、最新のトラブルシューティングがありますので、併せてご利用下さい。

トラブル

CAMPS を起動しようとするとダイアログボッ
クスが現れ、プログラムが使えないのですが ?

CAMPS がインストールされているハードディ
スクを、スピードディスクなどを使ってデフ
ラグメンテーションしても、問題はありませ
んか ?

オブジェクト (ラインブロック、コードブロッ
ク、コード、音符など) の長さが、思う通りに
設定できない。

同時にいくつかのコードを、選択できます
か？

ドキュメント内に、一定のコードパターンを
配置設定するには、どうすればよいか？

コード進行を自動生成するアルゴリズムにつ
いてですが、ルート音の動きとかテンション/
リリースなどの、なにか一定の規則に従って
いるのですか？

生成されるコード進行について、ジャズ風と
かカントリー風といった要領で、ユーザー独
自のプリセットを定義できますか？

ユーザーのメロディーを自動ハーモナイズす
る際、使用されるコードの種類について、な
にか限定できますか?　例えばポップな曲を作
りたいので、トライアッドコードだけを使っ
てダイアトニックなルート音の動きだけで、
自動ハーモナイズしたい場合は、どうします
か？

シンプルなトライアッドコードを設定する方
法は ?

コードエリア下端をマウスでドラッグして下
に拡げると現れるコードファンクションアリ
アですが、ここに表示される用語の意味は ?

各コードのグレーの背景色は、何ですか ?

ハーモナイズダイアログボックスで、不要な
コードをフィルタリングして検出させる方法
は、ありますか ?

コード進行生成やハーモナイズで、例えば最
初のコードは Bbmaj7 に決定で、これ以外の
コードについてだけ検出して欲しいなど、一
部のコードを限定したコード進行の検出は、
できますか ?

ハーモナイズダイアログボックスで、何回試
してもハーモナイズできないコードコンテナ
があるのですが、どうしてですか ?　またハー
モナイズの結果に満足できないコードコンテ
ナがあるのですが、どうしてですか ?

全体を自動ハーモナイズで、何回試しても
ハーモナイズできないコードコンテナがある
のですが、どうしてですか ?　またハーモナイ
ズの結果に満足できないコードコンテナがあ
るのですが、どうしてですか ?

トラックエリアの MIDI コントロールの設定な
どを使って、あるトラックに希望の音色を設
定しているのですが、他のトラックと共に再
生した場合、このトラックの音色が自動的に
変更されてしまう事があるのですが、どうし
てですか ?

�

�解決方法

http://www.campspro.com/win4j/faq.htm
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CAMPS を起動しようとするとダイアログ
ボックスが現れ、プログラムが使えないので
すが ?

出荷時、CAMPS の使用期間は30日に設定さ
れています。継続使用するには、プログラム
をオーソライズ (ライセンス登録) する必要が
あります。プログラムを同じコンピュータに
繰り返しインストールしたり、単純なコピー
ペーストなどで複製して使用した場合も、継
続使用できなくなります。ライセンス登録や
プログラムの修理は、インターネット上にあ
る弊社のライセンス登録サーバー (２４時間受
付) で行えます。詳細説明

CAMPS がインストールされているハード
ディスクを、スピードディスクなどを使って
デフラグメンテーションしても、問題はあり
ませんか ?

問題ありません。

オブジェクト (ラインブロック、コードブロッ
ク、コード、音符など) の長さが、思う通りに
設定できない。

編集をしようとしているエリアに対して グ
リッドに沿う が設定されていると、このエリ
ア内のデータの大きさを変更した際、値は最
寄りのグリッド値に自動的に設定されます。

希望の長さを設定するには、 このエリアに対
する グリッドに沿う 設定を無効にするか、適
切なグリッド幅を再度設定するかします。

� グリッドに沿う および グリッド設定 は、表
示/グリッド表示 メニューにあります。

同時にいくつかのコードを、選択できます
か？

� できます。１つのコードブロック内から希望
の数のコード (コードコンテナ) を選択するに
は、選択時に Ctl キーを押し続けます。選択
に続いて、通常以下の処理を開始します。

コード進行の生成 (ラインデータの参照な
し)
ハーモナイズ (ラインデータに調和する
コード進行のみ生成)
MIDI 楽器入力からの検出
コード名のマニュアル組み立て
その他

ドキュメント内に、一定のコードパターンを
配置設定するには、どうすればよいか？

� まず希望のコードパターンだけを含むコード
ブロックを作り、以降、このコードブロック
を必要な分、複製します。

ハーモナイズダイアログボックスで、何回試
してもハーモナイズできないコードコンテナ
があるのですが、どうしてですか ?　また
ハーモナイズの結果に満足できないコードコ
ンテナがあるのですが、どうしてですか ?

� この場合、メロディー対コード関係の点で、
論理的な理由がいくつか考えられます :

あなたのラインデータに対して、適切な
ハーモニックリズムを設定していますか？
　例えば、ラインデータの内容が大きく変
化しているのに、１つのコードコンテナし
か割り当てていない場合、コードが見つか
らない事があります。
あなたのラインデータに対して、適切な "
コードブロック" リズムを設定しています
か？　例えばリフレインやブリッジなどラ
インデータの本来の構成と見合わない位置
に、コードブロックが割り当てられた場
合、コードが見つからない事があります。
あなたのラインデータのなかで、自動ハー
モナイズ用に参照して欲しいトラックを、
適切に選択していますか？　参照するト
ラックが多くなると、コードが見つからな
い事があります。ベーストラックだけを参
照させると、多くの場合コードが検出され
ます。
あなたのラインデータの各トラックに対し
て、適切なカテゴリーを設定しています
か？　例えばドラムデータのトラックに
ベースカテゴリーが割り当てられた場合、
期待通りのコードがみつからない事があり
ます。
自動ハーモナイズ時に使用して欲しいコー
ドファンクションを、適切に選択していま
すか？　ラインデータと全く見合わない
コードファンクションが選択された場合、
コードが見つからない事があります。

全体を自動ハーモナイズで、何回試しても
ハーモナイズできないコードコンテナがある
のですが、どうしてですか ?　またハーモナ
イズの結果に満足できないコードコンテナが
あるのですが、どうしてですか ?

http://www.campspro.com/win4j/authorization.htm


コード進行を自動生成するアルゴリズムにつ
いてですが、ルート音の動きとかテンション/
リリースなどの、なにか一定の規則に従って
いるのですか？

� CAMPS はコード生成をする際、隣接する
コードとの間に、II-V、Dominant
resolutions、Deceptive Cadence などの、出
来る限り心地よい関係を維持するコードを探
します。このため、スムーズな流れのコード
進行だけが、生成されます。生成されるコー
ドについて、どれ位シンプルな種類にするか
を限定する機能が、あります。

生成されるコード進行について、ジャズ風と
かカントリー風といった要領で、ユーザー独
自のプリセットを定義できますか

� 生成されるコード進行について、ジャズ風と
かカントリー風といったプリセットは、あり
ません。最近の音楽には様々なスタイルがあ
り、一定の形式を定義できないためです。同
種の機能として、生成されるコードについ
て、どれ位シンプルな種類にするかを限定す
る機能が、あります。

ユーザーのメロディーを自動ハーモナイズす
る際、使用されるコードの種類について、な
にか限定できますか?　例えばポップな曲を作
りたいので、トライアッドコードだけを使っ
てダイアトニックなルート音の動きだけで、
自動ハーモナイズしたい場合は、どうします
か？

� できます。ハーモナイズダイアログボックス
内にある、使用するコードファンクション
で、設定します。

� 例題の「ダイアトニックなルート音の動きだ
けで」を実現するには、使用するコードファ
ンクションの内、ダイアトニックチェック
ボックスにだけ、チェックマークを入れてお
きます。

� CAMPS はデフォルトとして、7th コード名を
使って、結果を表示します。これをトライ
アッドコード、インバージョンコード、テン
ション付きコードなどに変更するには、まず
変更したいコード (群) を選択し、次に右ボタ
ンをクリックして開くドロップダウンメ
ニューから、該当するアイテムを選択しま
す。

シンプルなトライアッドコードを設定する方
法は ?

ﾊ CAMPS はデフォルトとして、7th コード名を
使って、結果を表示します。これをトライ
アッドコードに変更するには、まず変更した
いコード(群) を選択し、次に右ボタンをク
リックして開くドロップダウンメニューから
テンションを選択します。

� この場合、メロディー対コード関係の点で、
論理的な理由がいくつか考えられます :

あなたのラインデータに対して、適切な
ハーモニックリズムを設定していますか？
　全自動機能の性格上、デフォルトで１小
節１～２コードに、設定されています。こ
れがあなたのラインデータの内容と見合わ
ない場合、コードが見つからない事があり
ます。
あなたのラインデータに、不規則にシンコ
ペーションが含まれていませんか？　デ
フォルトで小節頭または中央にコード開始
点が来るように、設定されています。あな
たのラインデータにシンコペーションが含
まれている場合、コードの開始位置をこれ
に合わせてから、自動ハーモナイズして下
さい。
あなたのラインデータの各トラックに対し
て、適切なカテゴリーを設定しています
か？　例えばドラムデータのトラックに
ベースカテゴリーが割り当てられた場合、
期待通りのコードがみつからない事があり
ます。

ハーモナイズダイアログボックスで、不要な
コードをフィルタリングして検出させる方法
は、ありますか ?

� はい、あります。コードファンクション設
定、参照トラックの設定、キーとモードの設
定の、３つの方法があります。例えば G- F
Eb D7 といった、典型的な G マイナーのラテ
ン曲の場合、コードファンクションは
Diatonic のみ、参照トラックはベーストラッ
クのみ、キーとモードは G minor を、そえぞ
れ選択すると、よいでしょう。

コード進行生成やハーモナイズで、例えば最
初のコードは Bbmaj7 に決定で、これ以外の
コードについてだけ検出して欲しいなど、一
部のコードを限定したコード進行の検出は、
できますか ?

はい。この例の場合、第１コードは Bbmaj7
にすることが決まったので、このコードを除
外した残りのコード群を再度選択し直してか
ら、コード進行生成やハーモナイズ処理をし
ます。検出されるコード進行数は減少しま
す。CAMPS はこの場合でも、除外された
Bbmaj7 を視野に入れて検出処理をしますの
で、隣接コードとの連続性が考慮された結果
だけを、提示します。

CAMPS では、離れた場所のコードも同時に
選択できるので、既に気に入ったコード以外
のコード群を再度選択し直してから各処理に
入ることで、まとを絞った作業を進める事が
できます。



コードエリア下端をマウスでドラッグして下
に拡げると現れるコードファンクションアリ
アですが、ここに表示される用語の意味は ?

� コードファンクションアリアに表示される用
語 (Diatonic、Sub V7 など) は、これらを含む
それぞれのコードグループを、意味します。
例えば Diatonic を選んだ場合、純正なダイア
トニックコード以外に、これらと近い関係に
あるサブドミナントマイナー (Sub Dominant
Minor) コードも、含まれます。同様に
Sec.Dominant を選んだ場合、純正なセコンダ
リードミナントコード以外に、これらと近い
関係にある II-7 コードやエクステンディッド
ドミナント (Extended Dominant) コードも、
含まれます。

各コードのグレーの背景色は、何ですか ?

� CAMPS 内のコードは、どのコードファンク
ションに属するかによって、コードの背景色
のグレーの度合いが変化します。基本的な
コードほど薄いグレーで、高度または調性を
外れたコードほど濃いグレーで、表示されま
す。グレーの度合いを見るだけで、コード進
行のテンション/リリース関係が、確認できま
す。

一般的に、含まれるコード数の少ないコード
進行の場合ほど、提示される結果の数も少な
くなります。

ダイアログボックス内で一時的に選択された
コード (進行) を、前後のコードと続けて試聴
することができます。これには、ダイアログ
ボックスを開いた状態で、ドキュメントウイ
ンドウなどの小節エリア内で、試聴したい領
域 (ループ範囲) を設定して試聴します。

トラックエリアの MIDI コントロールの設定
などを使って、あるトラックに希望の音色を
設定しているのですが、他のトラックと共に
再生した場合、このトラックの音色が自動的
に変更されてしまう事があるのですが、どう
してですか ?

この様な症状の原因は、多くの場合、扱って
いる MIDI データにあります。トラックエリ
アの設定は、再生時には MIDI データに先行
して MIDI 音源などに送信されます。このた
め、MIDI データ冒頭部などに音源を初期化す
るシステムエクスクルーシブイベント情報な
どが含まれている場合、当然ながら、音源は
これに従います。必要な場合は、これらのシ
ステムエクスクルーシブイベントなどを削除
してから、再生します。

�
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ソフトウエア使用許諾契約 � �
コンテンツ

�

プログラムおよび本書の使用に当たっては、下記「ソフトウエア使用許諾契約 ( License Agreement )」を
お読みいただき内容ご了解の上お願い致します。印刷および電子出版については、株式会社マイクロワー
クスまたは米国 Microworks 社の文書による事前の許可が必要となります。またプログラムおよび本書に
は特許に関わる機能や解説が含まれるため、機能に関わるアイディア自体の配布や複製についても、株式
会社マイクロワークスまたは米国 Microworks 社の文書による事前の許可が必要となります。

ソフトウエアのパッケージを開封しインストールされる前に、以下の「ソフトウエア使用許諾契約」をお
読み下さい。あなたがソフトウエアをインストールされた場合、以下の「ソフトウエア使用許諾契約」内
容に同意いただいたものとさせて頂きます。

もし以下の「ソフトウエア使用許諾契約」内容に同意いただけない場合は、パッケージ内の他の内容物と
共に該当ソフトウエアを、お買いあげいただいた販売店または株式会社マイクロワークスへ直ちにご返却
下さい。

�

1. 使用許諾 米国 Microworks 社 ( Microworks 社 ) は、ディスク上に記録された機械が読みと
り可能な形の Microworks 社製ソフトウエアを、あなたに使用許諾します。

Microworks 社製ソフトウエアが記録されているディスクはあなたの所有物です
が、 Microworks 社製ソフトウエアは Microworks 社または株式会社マイクロワー
クスが所有権を維持します。

この使用許諾書により、あなたは１台のコンピュータ上で Microworks 社製ソフ
トウエアを使用することが認められます。

あなたは、あなたの Microworks 社製ソフトウエア使用権とこれに関係する文書
類、およびこの使用許諾書を、第三者に委譲することができます。委譲された第
三者は、この使用許諾書の内容に同意するものとします。

2. 制限 商標権および特許権を含む Microworks 社製ソフトウエアとこれに関係する文書
類は、万国著作権条約により、 Microworks 社の権利として、日本著作権法で保
護されています。

あなたは、ディコンパイル、逆アセンブル、リバースエンジニアリングなどによ
り、Microworks 社製ソフトウエアを読みとり可能な形にすることはできません。

あなたは、 Microworks 社製ソフトウエアの全てまたは一部を、貸与、リース、
賃貸、配布または電算ネットワークを通して１つのコンピュータから他のコン
ピュータに伝送することはできません。あなたは、 Microworks 社製ソフトウエ
アの全てまたは一部を、改造またはこれに基づいて二次著作物を創作することは
できません。

3. 終結 この使用許諾は、終結されるまで有効です。

あなたは、Microworks 社製ソフトウエアとこれに関係する文書類を廃棄すること
で、いつでもこの使用許諾を終結できます。

もしあなたがこの使用許諾書のいずれかの条項を遵守しなかった場合、
Microworks 社は予告なしにこの使用許諾を終結できます。

この使用許諾が終結された場合、あなたは Microworks 社製ソフトウエアとこれ
に関係する文書類を廃棄しなければなりません。

4. 輸出 あなたは、米国の法規によって認められた場合および公認された場合を除い
て、Microworks 社製ソフトウエアとこれに関係する文書類のいずれも輸出しない
ことに同意します。

あなたは、あなたが Microworks 社製ソフトウエアとこれに関係する文書類を入
手した地域の法規や米国の法規によって認められた場合および公認された場合を
除いて、Microworks 社製ソフトウエアとこれに関係する文書類のいずれも再輸出
しないことに同意します。



5. エンドユーザが
米国政府である場合

あなたが、米国政府のいずれかの組織の代理として Microworks 社製ソフトウエ
アを入手される場合、下記条項が適用されます。米国政府は以下の条項に同意す
る。

Microworks 社製ソフトウエアが米国防総省 (DoD) に提供される場
合、Microworks 社製ソフトウエアは商用コンピュータソフトウエアとして分類さ
れ、米国防総省は、Microworks 社製ソフトウエアとこれに関係する文書類に対し
て DFARS の 第 252.227-7013(c)(1) に定義されている「限定された権利」のみ
を取得するものとします。

Microworks 社製ソフトウエアが米国防総省 (DoD) 以外の米国政府機関に提供さ
れる場合、Microworks 社製ソフトウエアとこれに関係する文書類に対する当該政
府機関の権利は、FAR の 第 52.227-19(c)(2) の定めるとおりとします。例外とし
て NASA の場合、FAR の NASA Supplement 第 18-52.227-86(d) の定めるとお
りとします。

6. メディアの限定保証 正常に使用されている場合、購入日から９０日間にわたり、Microworks 社は
Microworks 社製ソフトウエアが記録されているディスクの素材および細工に欠陥
のない事を保証します。

Microworks 社の最大限の責任およびあなたに対する最善の保証は、ディスクの無
償交換とします。

7. Microworks 社製
ソフトウエアに関する
保証の放棄

Microworks 社は、あなたが Microworks 社製ソフトウエアとこれに関係する文書
類を使用した結果獲得しえる性能と結果について、いずれも保証いたしません。

Microworks 社は、あなたが Microworks 社製ソフトウエアとこれに関係する文書
類を使用した結果についての的確性あるいは信頼性に関し、何等の保証も表明も
いたしません。Microworks 社または Microworks 社の社員、流通業社、販売店や
エージェントの口頭または書面によるいかなる情報または助言も、新たな保証を
行い又その他いかなる意味においても本保証の範囲を拡大するものではありませ
ん。

8. 責任の制限 必然または偶然による損害に対して、その起因が契約、不法行為、保証、その他
の法的あるいは正当な根拠のいずれであるかに関わらず、過失を含むいかなる場
合も、又たとえ Microworks 社の社員が第三者によって損害の可能性について助
言されていた場合でも、Microworks 社は一切の責任を負いません。

「責任の制限」を認めていない地域では、上記条項は適用されません。

あなたに発生した一切の損害や損失や原因に関して、Microworks 社のあなたに対
する損害補償額は、あなたが Microworks 社製ソフトウエアの対価として支払っ
た価額を上限とします。

9. 準拠法 いくつかの法律条項の間で矛盾が認められた場合、この使用許諾書は米国マサ
チューセッツ州法に管轄されるものとします。

10. 合意 あなたはこの使用許諾書を読み理解した事、および本書が本件に関する従前の契
約 ( 口頭および文書を含む ) に優先して適用される事、および本書が Microworks
社に対するあなたの同意内容の完全かつ唯一の文書であることを認めます。正式
に認定された Microworks 社の代表者の署名付き文書で証明されない場合、本書
に対するいかなる追加条項や変更も効力をもたないものとします。

�

CAMPS, MelodyDraw are registered trademarks of Microworks Corp. Windows95, 98, NT and 2000 are
registered trademarks of Microsoft Corp. Netscape Navigator is registered trademark of Netscape
Communications Corp. Microsoft Explorer is registered trademark of Microsoft Corp.

Specification may be changed without notice.

U.S.Patent Pending. All Rights Reserved. (C)1989-2001 Microworks
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